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の
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ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ(D

ubliners)
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か
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引
用
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底
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をN

orton

版
と
し
、「
姉
妹
た
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H
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ま
し
い
事
件
」
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篇
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引
用
に
つ
い
て
は
、
作
品
名
と
行
数
を
記
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た
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二
、
本
研
究
の
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像(A Portrait of the Artist as a Young M

an)

』
と
『
ユ
リ
シ
ー
ズ

(U
lysses)

』 

か
ら
の
引
用
は
、
そ
れ
ぞ
れN

orton

版
とG

abler

版
を
用
い
、
略
号P

とU

の
あ
と
に
章
／
挿

話
番
号
と
行
数
を
記
し
た
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三
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引
用
部
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調
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た
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筆
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用
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文
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行
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た
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た
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究
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訳
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を
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行
っ

た
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献
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文
献
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行
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著
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引
用
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］
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年
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す
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区
別
し
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序
論 

  

第
一
節 
本
論
文
の
目
的
と
問
題
の
所
在 

 
 

本
論
文
『
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
の
作
品
に
お
け
る
亡
霊
表
象
の
研
究
―
―
ト
ラ
ウ
マ
、
事
後
性
、
歴

史
』
の
目
的
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス(J

a
m

e
s J

o
y
ce

, 1
8
8
2

-1
9

4
1
)

の
主
要
三
作
品
（『
ダ
ブ
リ
ナ

ー
ズ(D

u
b
lin

ers)

』(1
9

1
4
)

、『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像(A

 P
o
rtra

it of th
e
 A

rtist a
s a

 Y
o
u

n
g
 M

a
n

)

』

(1
9
1
6

)

、『
ユ
リ
シ
ー
ズ(U

ly
sses

)
』(1

9
2
2

)

）
に
お
い
て
登
場
人
物
が
出
会
う
亡
霊
と
、
そ
の
表
象
の
意

義
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
方
法
と
し
て
は
、
テ
ク
ス
ト
を
徹
底
的
に
精
読
す
る
こ
と
に
基
礎
を
置
き
つ

つ
、
三
つ
の
文
学
理
論
（
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
、
ト
ラ
ウ
マ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、
ゴ
ー
ス
ト
・
ス
タ
デ

ィ
ー
ズ
）
を
参
考
に
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ジ
ョ
イ
ス
が
自
身
と
植
民
地
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
双
方
の
「
ト

ラ
ウ
マ
の
歴
史
」
を
作
品
に
書
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
者
／
亡
霊
に
対
し
て
倫
理
的
な
応
答
を
試
み
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

亡
霊
と
い
う
主
題
は
、
ジ
ョ
イ
ス
の
第
一
作
「
姉
妹
た
ち
」
の
卒
中
／
麻
痺(p

a
ra

ly
s
is

)

で
死
ん
だ
神
父

か
ら
始
ま
り
、
自
伝
的
教
養
小
説
『
肖
像
』
の
背
景
に
常
に
仄
見
え
る
非
業
の
死
を
遂
げ
た
政
治
的
英
雄
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
パ
ー
ネ
ル(C

h
a
rle

s
 S

tu
a
rt P

a
rn

e
ll, 1

8
4

6
-9

1
)

の
亡
霊
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』

の
男
性
主
人
公
ふ
た
り
が
出
会
う
亡
霊
―
―
病
死
の
母
、
自
殺
し
た
父
、
生
後
十
一
日
で
突
然
死
ん
だ
息
子

―
―
に
至
る
ま
で
、
各
作
品
に
通
底
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
亡
霊
た
ち
は
い
ず
れ
も

単
な
る
比
喩
形
象
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
一
方
で
は
ジ
ョ
イ
ス
の
実
人
生
を
反
映
し
、
一
方

で
は
世
紀
転
換
期
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
文
化
と
歴
史
を
反
映
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
後
者
は
、
作
者
の
分
身
で

あ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン･

デ
ダ
ラ
ス
が
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
で
言
う
と
こ
ろ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
「
ふ
た
り
の
主

人(tw
o
 m

a
s
te

rs
)

」(U
 1

.6
3

8
)

、
教
会
権
力
に
よ
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
大
英
帝
国
に
よ
る
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ

ム
に
因
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
ジ
ョ
イ
ス
は
、
亡
霊
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
主
人
公
た
ち
が
他
者
を
発
見

し
他
者
に
開
か
れ
て
ゆ
く
、
「
歓
待
」
の
契
機
と
も
言
う
べ
き
瞬
間
（
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
）
も
書
き
込
ん
で
い

る
。
先
行
研
究
は
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
の
個
別
具
体
的
な
亡
霊
が
、
作
家
の
人
生
に
由
来
す
る
と
共
に
、
教
会

と
帝
国
に
支
配
さ
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ト
ラ
ウ
マ
的
な
歴
史
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
こ
れ
ら
は
精
神
分
析
、
お
よ
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
理
論
に
基
づ
く
読
解
の
成
果
で
あ
る
。
本

研
究
の
特
色
は
、
こ
こ
に
ジ
ャ
ッ
ク･

デ
リ
ダ(J

a
cq

u
e
s
 

D
e
rrid

a
, 

1
9

3
0
-2

0
0
4
)

の
「
歓
待
論

(h
o
s
p

ita
lity

)

」
及
び
「
憑
在
論(h

a
u

n
to

lo
g
y
)

」
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
他
者
の
発
見
や
他
者
へ
の
倫
理

的
応
答
と
い
う
問
題
を
取
り
込
ん
だ
点
に
あ
る
。 

 

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
の
亡
霊
表
象
は
以
下
の
三
つ
の
側
面
に
区
分
で
き
る
。 

 

A 

ジ
ョ
イ
ス
の
個
人
史(p

e
rso

n
a
l h

isto
ry

)

の
反
映 

B 

「
植
民
地
」
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
族
史(n

a
tio

n
a

l h
is

to
ry

)

の
反
映 

 

C 

亡
霊
と
の
遭
遇
に
よ
る
他
者
の
発
見 



2 

 

 
本
研
究
が
論
じ
る
亡
霊
表
象
に
お
い
て
常
に
A

B

C
す
べ
て
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
勿
論
な
い
。

だ
が
、
こ
れ
ら
が
い
か
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ

ク(F
in

n
e
g
a

n
s W

a
k

e
)

』(1
9
3

9
)

を
除
く
ジ
ョ
イ
ス
の
主
要
作
品
に
お
け
る
亡
霊
の
現
れ
方
を
大
別
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
は
ず
だ1

。 

A
に
つ
い
て
は
ジ
ョ
イ
ス
の
伝
記
及
び
弟
や
友
人
の
証
言
を
読
み
直
し
、
従
来
「
芸
術
至
上
主
義
者
」
と

見
做
さ
れ
て
き
た
作
家
を
、
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
を
持
つ
一
個
人
と
し
て
捉
え
直
す
。
例
え
ば
、
二
十
二
歳
で

故
郷
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
自
発
的
亡
命
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
ジ
ョ
イ
ス
の
芸
術
家
と
し
て
の
確
た
る
自

我
と
個
人
主
義
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
だ
が
同
時
に
、
彼
の
芸
術
至
上
主
義
の
背
景

に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教
支
配
と
政
治
支
配
に
対
す
る
強
い
嫌
悪
と
失
望
、
す
な
わ
ち
ト
ラ
ウ

マ
（
的
経
験
）
が
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
B
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
族
史
の
問
題
、

カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
大
英
帝
国
の
権
力
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
前
景
化
す
る
。
ル
イ･

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル

(L
o
u

is
 A

lth
u

sse
r, 1

9
1
8

-9
0

)

が
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
」
で
明
ら
か
に
し
た

よ
う
に
（
三
一
九
―
七
八
）
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
主
体
の
形
成
に
常
に
既
に

、
、
、
、
先
行
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

個
人
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
「
呼
び
か
け(in

te
rp

e
lla

tio
n

)

」
に
応
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
従
属
す
る(s

u
b

je
ct 

to
)

」
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
初
め
て
「
主
体(s

u
b
je

ct)

」
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
『
肖
像
』

第
五
章
や
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
人
物
像
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
こ
の
主
体
化

＝
従
属
化
と
い
う
問
題
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
々
が
文
化
的
な
、
あ
る
い
は
社
会
的
な

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
取
り
憑
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
作
品
の
登
場
人
物
が
出
会
う
亡
霊
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
、
囚
わ
れ
て
い
る
だ
け
の
受
動

的
で
無
力
な
存
在
で
は
な
い
。
亡
霊
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
は
「
他
者
」
を
発
見
し
、
そ
し
て
他
者

へ
と
開
か
れ
て
ゆ
く
―
―
尤
も
そ
の
と
き
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
未
来
に
お
い

て
他
者
へ
の
「
歓
待
」
の
可
能
性
が
登
場
人
物
に
は
残
さ
れ
て
い
る(

C)

。
そ
れ
故
、
死
者
が
安
ら
か
な
死

を
得
ら
れ
ず
亡
霊
と
な
っ
て
生
者
に
取
り
憑
く
こ
と
の
意
義
は
、
死
者
が
生
者
に
、
自
分
た
ち
亡
霊
の
声
に

耳
を
澄
ま
せ
、
な
ぜ
自
分
た
ち
が
不
遇
な
死
を
遂
げ
た
の
か
を
考
え
る
よ
う
求
め
て
い
る
点
に
あ
る
と
解

釈
で
き
る
。 

 
 

                                        

        

 
1 

本
研
究
が
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
を
そ
の
分
析
対
象
か
ら
除
外
し
た
の
は
、
そ
の
超
絶
的
な

難
解
さ
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
。
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
に
お
い
て
は
登
場
人
物
の
個
別
性
や
歴

史
性
が
消
え
去
り
、
す
べ
て
が
象
徴
と
し
て
描
か
れ
、
常
に
多
義
的
解
釈
を
誘
導
す
る
が
故
で
あ
る
。
図
式

的
に
言
え
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
ま
で
の
三
作
に
お
い
て
、
ダ
ブ
リ
ン
と
い
う
固
有
の
都
市
と

そ
れ
に
付
随
す
る
歴
史
（
己
が
青
年
期
ま
で
を
過
ご
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
個
人
史
か
ら
、
同
時
代
の
民

族
史
を
含
む
）
を
描
き
、『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
に
お
い
て
は
、
ダ
ブ
リ
ン
を
主
た
る
モ
チ
ー
フ

と
し
て
使
い
な
が
ら
も
、
人
類
史
全
体
を
神
話
的
か
つ
象
徴
的
に
描
い
た
と
言
え
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
原
罪

に
比
さ
れ
るH

C
E

の
罪
は
、
も
は
や
ジ
ョ
イ
ス
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
を
反
映
し
た
ト
ラ
ウ
マ
と
は
呼

べ
ま
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
ジ
ョ
イ
ス
が
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
に
対
し
て
、
書
く
こ
と
を
通
じ
て
自
己
治
癒
を

試
み
た
、
と
い
う
本
論
の
主
張
は
、『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
に
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
。 



3 

 

第
二
節 

課
題
と
視
座 

 
 

先
行
研
究
に
お
い
て
、
教
会
と
帝
国
主
義
に
対
す
る
ジ
ョ
イ
ス
の
批
判
的
精
神
は
様
々
に
分
析
さ
れ
て

き
た
。
概
括
す
れ
ば
ジ
ョ
イ
ス
研
究
は
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
の
伝
記
的
読
解
と
新
批
評
的
読
解

に
始
ま
り
、
七
〇
年
代
以
降
は
構
造
主
義
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
脱
構
築
と
い
っ
た
文
学
理

論
が
応
用
さ
れ
て
き
た
。
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
は
、
九
〇
年
代
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評

(P
o
stco

lo
n

ia
l T

h
e
o
ry

)
の
趨
勢
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
て
シ
ェ
イ
マ
ス
・
デ
ィ
ー
ン

(S
e
a

m
u

s
 D

e
a

n
e
)

、
デ
ク
ラ
ン
・
カ
イ
バ
ー
ド(D

e
cla

n
 K

ib
e
rd

)

、
イ
ー
マ
・
ノ
ラ
ン(E

m
e
r N

o
la

n
)

ら

の
研
究
が
、
従
来
の
「
ジ
ョ
イ
ス
＝
芸
術
至
上
主
義
者
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
、
植
民
地
主
義
（
と
、
そ
の

対
抗
手
段
と
し
て
の
暴
力
を
是
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
に
対
す
る
作
者
の
政
治
的
（
無
）
意
識
や
歴
史

意
識
を
炙
り
出
し
た
。 

今
で
は
自
明
と
な
り
つ
つ
あ
る
ジ
ョ
イ
ス
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
読
解
で
あ
る
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ビ

ー
ガ
ム(R

ich
a
rd

 B
e
g
a

m
)

が
的
確
に
分
類
し
て
い
る
よ
う
に
、
初
期
の
批
評
は
、
ジ
ョ
イ
ス
を
非
政
治
的

な
作
家
と
見
な
し
、
「
文
体(sty

le
)

」
や
「
技
巧(te

ch
n

iq
u

e
)

」
と
い
っ
た
「
形
式(fo

rm
)

」
的
な
側
面
へ

の
注
目
度
が
高
か
っ
た(1

8
5
-8

6
)

。
然
る
に
、
ビ
ー
ガ
ム
が
九
〇
年
代
に
お
け
る
ジ
ョ
イ
ス
の
ポ
ス
ト
コ
ロ

ニ
ア
ル
批
評
と
し
て
列
挙
し
た
作
品
は
、
例
え
ば
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
チ
ェ
ン(V

in
ce

n
t C

h
e
n

g
)

のJ
o
y
ce

, 

R
a
ce

 a
n

d
 E

m
p
ire

 (1
9
9
5
)

や
エ
ン
ダ
・
ダ
フ
ィ
ー(E

n
d
a

 D
u

ffy
)

のT
h

e
 S

u
b
a

lte
rn

 U
ly

sses (1
9

9
4
)

な
ど
で
あ
る
が
、
逆
に
政
治
性
に
特
化
し
た
論
に
な
っ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
（
ビ
ー
ガ
ム
は
そ
の
点
で
特

に
ダ
フ
ィ
ー
を
批
判
し
て
い
る
）2

。
本
研
究
は
デ
ク
ラ
ン
・
カ
イ
バ
ー
ド
の
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
論
に
強
く

示
唆
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
理
由
はU

ly
ss

e
s a

n
d

 U
s (2

0
0
9

)

の
中
で
、
彼
が
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』

の
美
学
的
側
面
あ
る
い
は
政
治
的
側
面
を
、「
日
常
性(o

rd
in

a
rin

e
ss

)

」
の
中
に
回
帰
さ
せ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
カ
イ
バ
ー
ド
は
美
学
と
政
治
を
越
え
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
や
聖
書
の
よ
う
に
「
普

通
の
」
人
々
の
生
活
に
役
立
つ
書
物
を
ジ
ョ
イ
ス
は
企
図
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
を

捉
え
直
す([2

0
0
9
] 3

-3
1

)

。
こ
れ
は
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
、
一
部
の
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て

占
有
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ジ
ョ
イ
ス
の
作
品
を
一
般
読
者
の
た
め
に
奪
い
返
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
り
、
世

界
的
な
人
文
学
の
凋
落
傾
向
の
只
中
に
あ
っ
て
、
二
一
世
紀
の
ジ
ョ
イ
ス
批
評
が
担
う
べ
き
課
題
で
あ
ろ

う
。 例

え
ば
カ
イ
バ
ー
ド
は
、
ペ
ン
ギ
ン
版
の
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
「
序
文
」
で
、
ジ
ョ
イ
ス
に
お
け
る
政
治

                                        

        

 
2 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ク
・
ウ
ォ
リ
ガ
ー(M

a
rk

 W
o
lla

e
g
e
r)

も
同
様
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

ウ
ォ
リ
ガ
ー
は
、
一
九
九
二
年
に
ジ
ョ
イ
ス
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
読
解
の
起
源
を
見
て
い
る
。
し
か
し
彼

は
、
多
く
の
批
評
は
「
真
剣
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
に
関
わ
る
こ
と
も
な
く
、
も
し
く
は
長
年
に
亘
り
展

開
さ
れ
て
き
た
ハ
イ
・
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
創
始
者
と
し
て
ジ
ョ
イ
ス
を
見
做
す
見
方
を
根
本
か
ら
修
正
す
る

こ

と

も

な

く(w
ith

o
u

t 
s
e
rio

u
s
ly

 
e
n

g
a

g
in

g
 

Iris
h

 
h

is
to

ry
 

o
r 

s
u

b
sta

n
tia

lly
 

re
v
is

in
g
 

lo
n

g
s
ta

n
d

in
g
 p

e
rs

p
e
ctiv

e
s
 o

n
 J

o
y
ce

 a
s
 a

 h
ig

h
-m

o
d

e
rn

ist in
n

o
v
a
to

r)

」([2
0
0
8

] 1
7
4

)

、
た
だ

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
様
式
を
当
て
嵌
め
て
い
る
だ
け
だ
と
批
判
を
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
重
く

受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
の
（
歴
史
的
）
内
容
と
（
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
）

形
式
の
両
面
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
真
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
批
評
で
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
だ
。 
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性
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
ジ
ョ
イ
ス
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
い
て
は
「
第

一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
―
一
八
年
）
」
期
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
に
お
い
て
は
「
イ
ー
ス
タ
ー
蜂
起
（
一

九
一
六
年
）
」
か
ら
対
英
独
立
戦
争
を
経
て
「
内
戦
（
一
九
二
一
―
二
二
年
）
」
に
至
る
大
混
乱
期
に
執
筆
し

た
。
そ
の
暴
力
の
連
鎖
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
登
場
人
物
た
ち
、
と
り
わ
け
ブ
ル
ー
ム
と
モ
リ
ー
に
「
平
和

へ
の
強
い
願
い(p

a
cific m

u
s
in

g
s
)

」
を
抱
か
せ
る
に
至
っ
た
と
カ
イ
バ
ー
ド
は
主
張
す
る
。
折
し
も
、
一

九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
、
政
治
的
に
は
自
治(H

o
m

e
 R

u
le

)

を
巡
り
独
立
へ
の
気
運
が
高
ま
る

中
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ピ
ア
ス
や
W
・
B
・
イ
ェ
イ
ツ
、
レ
デ
ィ
ー
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
文
芸
復
興
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
際
、
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
リ
ス
ト
達
に
よ
っ
て
ア
イ
リ
ッ
シ

ュ
ネ
ス
の
象
徴
と
し
て
持
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が
ケ
ル
ト
伝
説
の
英
雄
、「
ク
ー
フ
ー
リ
ン(C

ú
ch

u
la

in
n

)

」

で
あ
っ
た
。
カ
イ
バ
ー
ド
は
言
う
。 

 

し
か
し
、
挑
戦
と
苦
痛
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
た
ク
ー
フ
ー
リ
ン
の
姿
は
、
英
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー

ル
で
し
き
り
に
説
か
れ
て
い
た
「
男
性
的
な
キ
リ
ス
ト
教
精
神
」
の
下
手
な
見
せ
か
け
に
過
ぎ
な
い
と
、

ジ
ョ
イ
ス
の
目
に
は
映
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
植
民
者
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
服
従
す
る
人
々
の
英

雄
的
な
過
去
と
は
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
英
国
の
帝
国
主
義
の
現
状
を
隠
蔽
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
だ
。 

T
o
 

J
o
y
ce

, 
h

o
w

e
v
e
r, 

C
ú

ch
u

la
in

n
’s

 
co

m
b

in
a

tio
n

 
o
f 

a
g
g
re

ssio
n

 
a

n
d

 
p
a

in
 
m

u
st 

h
a
v
e
 

s
e
e
m

e
d
 b

u
t a

n
 ill-d

is
g
u

ise
d
 v

e
rs

io
n

 o
f th

e
 ‘m

u
scu

la
r C

h
ristia

n
ity

’ p
re

a
ch

e
d
 in

 B
rita

in
 

p
u

b
lic s

ch
o
o
ls

. T
h

e
 h

e
ro

ic p
a

st a
llo

w
e
d

 to
 th

e
 s

u
b

je
ct p

e
o
p
le

 b
y
 th

e
 co

lo
n

iz
e
r tu

rn
e
d

 

o
u

t, o
n

 in
s
p

e
ctio

n
, to

 b
e
 a

 co
n

ce
a

le
d

 v
e
rsio

n
 o

f th
e
 B

ritis
h

 im
p

e
ria

l p
re

se
n

t. ([1
9
9
2

] 

x
iii) 

 カ
イ
バ
ー
ド
が
こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、
当
時
の
革
命
的
気
運
が
産
み
出
し
た
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
へ
の

回
帰
は
、
そ
の
不
可
避
的
な
暴
力
性
と
軍
事
的
英
雄
主
義
を
見
る
な
ら
、
英
国
が
こ
れ
ま
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
押
し
つ
け
て
き
た
帝
国
主
義
の
「
物
真
似
を
繰
り
返
し
て
い
る(re

p
e
a
te

d
 m

o
ck

e
ry

)

」
と
ジ
ョ
イ
ス
は

見
抜
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
F
・
フ
ァ
ノ
ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て
ア
イ
リ
ッ
シ

ュ
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
リ
ズ
ム
は
本
質
主
義
に
基
づ
く
「
土
着
主
義(n

a
tiv

is
m

)

」
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
ジ
ョ
イ
ス
は
一
九
〇
六
年
の
弟
へ
の
手
紙
で
「
も
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
芸
復
興
の
目
指
す
計
画

が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
を
押
し
つ
け
な
い
な
ら
、
僕
は
自
分
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
称
し
て
も
構
わ
な
い
と

思
っ
て
い
る(If th

e
 Iris

h
 p

ro
g
ra

m
m

e
 d

id
 n

o
t in

s
ist o

n
 th

e
 Iris

h
 la

n
g
u

a
g
e
 I s

u
p

p
o
se

 I co
u

ld
 

ca
ll m

y
se

lf a
 n

a
tio

n
a
lis

t”)

と
述
べ
て
い
る
が(L

II 1
8
7

)
3

、
カ
イ
バ
ー
ド
が
読
み
取
ろ
う
と
す
る
の
は
、

                                        

        

 
3 

日
本
に
お
い
て
、
ジ
ョ
イ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
早
く
か
ら
注
目
し
て
い
た
の
は
桶
谷
秀
昭
で
あ
る
。

一
九
六
四
年
と
い
う
早
い
段
階
か
ら
ジ
ョ
イ
ス
の
政
治
性
に
注
目
す
る
べ
き
で
あ
る
と
力
説
し
て
い
る
。

桶
谷
は
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
が
リ
ア
リ
ズ
ム
を
、『
肖
像
』
が
象
徴
主
義
を
基
調
と
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
、

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
そ
れ
ら
か
ら
の
跳
躍
と
し
て
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
や
ギ
リ
シ
ャ
神
話
と
の
パ
ラ
レ
リ

ズ
ム
を
読
み
込
む
批
評
に
一
定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
―
―
「
つ
ま
り
、
わ
た
し
の

い
い
た
い
の
は
、
ジ
ョ
イ
ス
を
芸
術
家
、
し
か
も
き
わ
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
（
普
遍
的
）
な
芸
術
家
と
み
る
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大
英
帝
国
の
支
配
に
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
支
配
に
も
反
抗
し
、
同
時
に
当
時
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
も
距

離
を
取
り
つ
つ
、
そ
れ
で
も
尚
、
自
国
の
新
し
い
文
化
的
モ
デ
ル
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
」・
ジ
ョ
イ
ス
の
姿
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
本
論
が
着
目
す
る
政
治
性
と
は
、
植
民
地
下
に
お
け
る
〈
抵
抗
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
〉
を
ジ
ョ
イ
ス

の
中
に
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
用
語
は
戦
略
的
な

も
の
で
し
か
な
い
。
従
来
の
政
治
的
批
評
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
を
隔
て
る
の
は
、p

o
st

と
い
う
接

頭
辞
の
持
つ
意
味
で
あ
る
。
勿
論p

o
st

は
「
後
の
」
と
い
う
意
味
の
接
頭
語
で
あ
る
が
、
決
し
て
「
植
民

地
支
配
後
の
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
植
民
地
支
配
は
政
治
的
支
配
が
終
わ
っ
た
後
も
文
化
的
な
支
配
と

い
う
形
で
継
続
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
は
、
植
民
地
主
義
の
終
焉
、
す

な
わ
ち
「
以
後
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
植
民
地
主
義
が
文
化
的
な
形
で
継
続
さ
れ
る
「
後
期
」
を
意
味
す
る
。

従
っ
て
、
ジ
ョ
イ
ス
が
作
品
の
中
で
描
い
た
世
界
を
、
独
立
以
後
す
な
わ
ち
政
治
的
な
支
配
が
終
わ
っ
た
今

日
的
な
観
点
か
ら
見
直
し
、
帝
国
主
義
に
荷
担
す
る
こ
と
な
く
、
同
時
に
、
そ
の
反
動
と
し
て
の
土
着
主
義

に
も
陥
る
こ
と
な
く
、
い
か
に
し
て
ジ
ョ
イ
ス
は
新
し
い
文
化
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
描
こ
う
と
し
て
い
た

の
か
、
そ
の
点
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
は
問
題
に
す
る
の
で
あ
る
。 

本
論
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
が
議
論
し
て
き
た
こ
の
問
題
を
継
承
し
つ
つ
、
亡
霊
の
表
象
に
着
目

す
る
。
そ
の
際
に
援
用
す
る
の
が
、
ジ
ョ
イ
ス
研
究
で
は
比
較
的
参
照
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
ト
ラ
ウ
マ
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ(T

ra
u

m
a

 S
tu

d
ie

s
)

と
ゴ
ー
ス
ト
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ(G

h
o
s
t S

tu
d

ie
s)

で
あ
る
。
前
者
に

つ
い
て
は
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ボ
ヒ
ー
メ
ン
＝
サ
ー
フ(C

h
ristin

e
 v

a
n

 B
o
h

e
e
m

e
n

-S
a
a

f)

の

J
o
y
ce

, D
errid

a
, L

a
ca

n
 a

n
d

 th
e
 T

ra
u

m
a
 o

f H
isto

ry
 (1

9
9
9

)

が
あ
る
が
、
こ
の
書
は
表
題
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
理
論
に
片
寄
っ
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。
ま
た
、
亡
霊
を
論
じ
た
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
雑
誌

論
文
と
し
て
は
ヒ
ュ
ー
・
ケ
ナ
ー(H

u
g
h

 K
e
n

n
e
r)

や
シ
ャ
リ
・
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク(S

h
a
ri B

e
n

s
to

ck
)

、
モ

ー
ド
・
エ
ル
マ
ン(M

a
u

d
 E

llm
a

n
n

)

、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ウ
ェ
イ
ン
ス
ト
ッ
ク(J

e
ffre

y
 W

e
in

s
to

ck
)

な
ど

の
優
れ
た
論
文
が
あ
る
が
、
単
著
レ
ベ
ル
で
包
括
的
な
議
論
が
成
さ
れ
る
の
は
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
ル
ー

ク
・
ギ
ボ
ン
ズ(L

u
k

e
 G

ib
b
o
n

s
)

のJ
o
y
ce’s G

h
o
sts: Irela

n
d
, M

o
d

ern
ism

, a
n

d
 M

e
m

ory
 (2

0
1

5
)

が
初
め
て
で
あ
る
。 

ト
ラ
ウ
マ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
第
一
人
者
キ
ャ
シ
ー
・
カ
ル
ー
ス(C

a
th

y
 C

a
ru

th
)

は

U
n

cla
im

e
d
 

E
x
p

e
rie

n
ce

 (1
9
9
6

)

で
、
歴
史
自
体
を
「
ト
ラ
ウ
マ
の
歴
史(a

 h
isto

ry
 o

f tra
u

m
a

)

」
と
し
て
捉
え
る
べ

き
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
詳
細
は
後
述
す
る
）。
死
者
は
言
う
に
及
ば
ず
、
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
を
し
た
「
生

き
残
り(s

u
rv

iv
o
rs

)

」
は
そ
の
強
い
衝
撃
故
に
十
全
に
証
言
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
歴
史
は
ジ
ャ
ッ

ク
・
ラ
カ
ン
の
言
う
「
現
実
界
」
的
な
表
象
／
理
解
不
可
能
な
も
の
と
な
る
。
一
方
、
亡
霊
研
究
を
牽
引
し

                                        

        

 

ま
え
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
端
の
一
植
民
地
島
の
、
被
抑
圧
民
族
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
と
し
て
み
る
視
点

を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
一
三
六
）
。
桶
谷
の
注
目
点
は
、
本
論
と
同
じ
く
、
悩
め
る

青
年
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
か
ら
後
に
作
家
へ
と
至
る
ジ
ョ
イ
ス
自
身
が
持
っ
て
い
た
政
治
性
で
あ
る
。
た
だ
し
、

桶
谷
の
議
論
に
は
、
ジ
ョ
イ
ス
の
創
作
へ
の
野
望
を
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
う
固
有
の
国
家
に
限
定
し
す
ぎ

て
い
る
観
は
あ
る
。
ジ
ョ
イ
ス
は
自
国
の
文
化
的
遺
産
だ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
英
国
を
飛
び
越
え
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
方
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
こ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、「
国
民
作
家
」
と
い
う
よ
う
な
近
代
的
図

式
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
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た
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
「
憑
在
論
」（『
マ
ル
ク
ス
の
亡
霊
た
ち
』（
一
九
九
三
）
で
初
め
て
提
起
さ
れ
た
）

は
、
私
た
ち
の
存
在
そ
れ
自
体
が
過
去
の
影
響
を
受
け
た
、
取
り
憑
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
過
去
か

ら
回
帰
し
た
死
者
＝
亡
霊
は
、
私
た
ち
に
倫
理
的
な
「
応
答(re

s
p

o
n

sib
ility

)

」
を
厳
命
し
て
い
る
と
主
張

し
た
。
従
っ
て
両
理
論
を
総
合
す
る
と
、
亡
霊
の
呼
び
か
け
の
声
に
可
能
な
限
り
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
、
歴

史
の
ト
ラ
ウ
マ
に
対
峙
す
る
際
の
生
者
の
責
務
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る4

。
先
述
の
ギ
ボ
ン
ズ
の
著
作

は
、
デ
リ
ダ
の
著
作
へ
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
憑
在
論
の
意
義
に
つ
い
て
は
一
切
考
慮
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

ジ
ョ
イ
ス
作
品
の
亡
霊
表
象
を
、
植
民
地
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
特
有
の
近
代
性(m

o
d
e
rn

ity
)

と
い
う
観
点
か
ら

分
析
す
る
点
に
お
い
て
は
名
著
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
が
、
ト
ラ
ウ
マ
／
ゴ
ー
ス
ト
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

が
焦
点
化
し
た
倫
理
的
応
答
と
い
う
視
座
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
が
本
論
文
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。 

以
上
見
た
よ
う
に
、
本
論
の
独
創
性
は
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
に
お
け
る
亡
霊
表
象
の
分
析
を
、
理
論
的
視
座

か
ら
植
民
地
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ト
ラ
ウ
マ
的
歴
史
の
問
題
へ
と
接
続
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ジ
ョ
イ

ス
の
歴
史
認
識
が
、
近
代
的
な
進
歩
史
観
に
根
ざ
し
て
お
ら
ず
、
あ
り
得
た
は
ず
の
歴
史
、
す
な
わ
ち
「
可

能
態
」
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
）
と
し
て
の
歴
史
認
識
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
ケ
ナ
ー
や
エ

ル
マ
ン
、
カ
イ
バ
ー
ド
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
十
全
に
分
析
さ
れ
て
い

な
い
の
は
、
あ
り
得
た
は
ず
の
仮
想
的
自
己
や
歴
史
が
、
亡
霊
と
い
う
ジ
ョ
イ
ス
作
品
に
頻
出
す
る
モ
チ
ー

フ
に
こ
そ
接
続
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
亡
霊
が
亡
霊
た
り
得
る
の
は
、
彼
ら
が
皆

安
ら
か
な
死
を
得
ら
れ
ず
に
、
生
者
に
「
事
後
的
な
」
解
釈
を
求
め
る
か
ら
で
あ
り
、
亡
霊
の
出
現
と
は
、

自
分
（
た
ち
）
は
な
ぜ
非
業
の
死
を
遂
げ
た
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
「
応
答
」
せ
よ
、
と
い
う
生
者
へ
の
倫

理
的
要
請
だ
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
自
発
的
亡
命
を
遂
げ
つ
つ
も
、
生
涯
記

憶
の
中
で
故
郷
ダ
ブ
リ
ン
に
思
い
を
馳
せ
続
け
た
ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て
は
、
ダ
ブ
リ
ン
そ
れ
自
体
が
亡
霊

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ホ
メ
ロ
ス
か
ら
聖
書
、
ダ
ン
テ
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
そ
し
て
同
時
代
の
文
芸
復
興

運
動
（
W
・
B
・
イ
ェ
イ
ツ
、
レ
デ
ィ
ー
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
、
J
・
M
・
シ
ン
グ
）
に
至
る
過
去
の
文
学
的

達
成
を
批
判
的
か
つ
発
展
的
に
「
遺
産
相
続
」
し
よ
う
と
し
た
ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て
、
先
行
す
る
テ
ク
ス
ト

は
亡
霊
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
デ
リ
ダ
の
「
憑
在
論
」
は
、
ハ
ロ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
ム(H

a
ro

ld
 B

lo
o
m

) 
の

言
う
「
影
響
の
不
安
」 

に
お
け
る
エ
デ
ィ
プ
ス
的
一
対
一
の
「
父
子
関
係
」
か
ら
、
先
行
作
家
を
亡
霊
た

ち
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
複
数
の
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
た
後
続
の
作
家
が
、
い
か
に
過
去
を
遺
産
相
続
す

る
か
と
い
う
問
題
に
発
展
し
う
る
（
詳
細
は
第
一
章
第
二
節
で
検
討
す
る
）。
よ
っ
て
本
論
文
は
、
文
学
研
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デ
リ
ダ
は
他
の
主
要
概
念
（
「
脱
構
築
」
や
「
差
延
」
）
と
同
じ
く
、
敢
え
て
明
確
な
定
義
を
避
け
て
い

る
が
、
「
憑
在
論
」
に
つ
い
て
は
コ
リ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス(C

o
lin

 D
a

v
is)

の
以
下
の
説
明
が
有
用
で
あ
ろ
う

―
―

「
憑
在
論
は
ほ
ぼ
同
音
語
で
あ
る
存
在
論
に
取
っ
て
代
わ
る
。
存
在
や
現
前
の
優
越
性
を
、
存
在
す
る

の
で
も
存
在
し
な
い
の
で
も
な
く
、
死
ん
で
い
る
の
で
も
生
き
て
い
る
の
で
も
な
い
亡
霊
の
形
象
に
置
き

換
え
る
の
だ(H

a
u

n
to

lo
g
y
 s

u
p

p
la

n
ts

 its
 n

e
a
r-h

o
m

o
n

y
m

 o
n

to
lo

g
y, re

p
la

cin
g
 th

e
 p

rio
rity

 o
f 

b
e
in

g
 a

n
d

 p
re

se
n

ce
 w

ith
 th

e
 fig

u
re

 o
f th

e
 g

h
o
st a

s th
a
t w

h
ich

 is n
e
ith

e
r p

re
se

n
t n

o
r 

a
b

se
n

t, n
e
ith

e
r d

e
a

d
 n

o
r a

liv
e
)

」([2
0
0
7

] 9
)

。
ま
た
次
の
指
摘
も
重
要
で
あ
る
―
―
「
デ
リ
ダ
が
私

た
ち
に
要
請
し
て
い
る
の
は
、
生
と
死
の
間
、
あ
る
い
は
現
前
と
不
在
の
間
を
彷
徨
う
脱
構
築
的
な
形
象
で

あ
る
と
こ
ろ
の
亡
霊
に
語
り
か
け
、
そ
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と
で
あ
る(D

e
rrid

a
 ca

lls
 o

n
 u

s
 to

 

e
n

d
e
a

v
o
r to

 s
p
e
a

k
 a

n
d

 liste
n

 to
 th

e
 s

p
e
ctre

 [w
h

ich
] is a

 d
e
co

n
stru

ctiv
e
 fig

u
re

 h
o
v
e
rin

g
 

b
e
tw

e
e
n

 life
 a

n
d

 d
e
a
th

, p
re

se
n

ce
 a

n
d

 a
b

se
n

ce
)

」([2
0
0
7

] 1
1
)

。 
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究
全
般
に
通
底
す
る
亡
霊
表
象
の
学
術
的
探
求
に
お
い
て
も
新
し
い
視
座
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
旧
植
民
地
国
家
だ
け
で
な
く
、「
戦
勝
国
」
や
「
敗
戦
国
」

の
別
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
国
民
国
家
が
、
い
か
に
過
去
の
歴
史
（
的
ト
ラ
ウ
マ
）
と
対
峙
し
、
倫
理
的
な
応

答
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
学
際
的
か
つ
今
日
的
主
題
に
も
接
続
さ
れ
得
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。 

 
 

 第
三
節 

ト
ラ
ウ
マ
と
事
後
性 

 

こ
こ
で
、
本
論
全
体
の
理
論
的
枠
組
み
と
な
る
議
論
や
問
題
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
本
研
究
の
主
た

る
分
析
対
象
で
あ
る
「
亡
霊
」
を
理
論
的
に
位
置
付
け
る
た
め
に
、
「
ト
ラ
ウ
マ
」
と
「
事
後
性
」
と
い
う

ふ
た
つ
の
精
神
分
析
の
概
念
を
検
討
す
る
。
い
ず
れ
も
精
神
分
析
の
創
始
者
で
あ
る
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ

イ
ト(S

ig
m

u
n

d
 F

re
u

d
, 1

8
5
6
-1

9
3
9
)

が
生
涯
に
亘
っ
て
追
求
し
た
問
題
で
あ
る
が
、
彼
は
著
作
に
お
い

て
明
確
な
定
義
を
残
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
フ
ロ
イ
ト
は
身
体
的
外
傷(w

o
u

n
d
)

に
対
し
て
、
心
的
外
傷
の

た
め
に
ギ
リ
シ
ャ
語
起
源
の
ト
ラ
ウ
マ(T

ra
u

m
a

)

と
い
う
用
語
を
対
置
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
初
期
の
思

索
に
お
い
て
は
、
ト
ラ
ウ
マ
を
「
抑
圧
」
と
い
う
防
衛
機
制
の
側
面
か
ら
、
主
体
的
に
は
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
そ
の
不
可
能
性
を
強
調
し
た5

。
例
え
ば
、
親
か
ら
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
は
、
そ
の
ト

ラ
ウ
マ
的
経
験
が
あ
ま
り
に
も
衝
撃
的
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
記
憶
を
抑
圧
し
、
無
意
識
の
領
域
に
押
し
込

                                        

        

 
5 

P
・
コ
フ
マ
ン
編
の
『
フ
ロ
イ
ト
＆
ラ
カ
ン
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
初
期
の
『
ヒ
ス
テ
リ
ー
研
究
』（
一
八

九
五
年
、
ブ
ロ
イ
ア
ー
と
の
共
著
）
に
お
い
て
フ
ロ
イ
ト
は
、
父
親
に
よ
る
幼
児
期
の
近
親
相
姦
的
な
行
為

が
女
性
患
者
の
深
層
心
理
に
外
傷
体
験
を
埋
め
込
ん
だ
と
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
論
は
一
八
九
七
年
に
放

棄
さ
れ
、
や
が
て
ト
ラ
ウ
マ
は
記
憶
喪
失
や
抑
圧
、
反
復
強
迫
あ
る
い
は
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

な
ど
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
コ
フ
マ
ン 

三
三
）
。 

ブ
ロ
イ
ア
ー
は
『
ヒ
ス
テ
リ
ー
研
究
』
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

あ
る
体
験
に
よ
っ
て
情
動
が
生
じ
、
そ
し
て
こ
の
も
と
も
と
の
情
動
の
興
奮
が
そ
の
の
ち
肉
体
現
象

に
転
換
さ
れ
る
と
、
私
た
ち
は
、
そ
の
体
験
を
心
的
ト
ラ
ウ
マ
と
呼
び
、
そ
し
て
、
こ
う
し
て
発
生
し
た

疾
病
現
象
を
ト
ラ
ウ
マ
を
源
泉
と
す
る
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
状
と
呼
ん
で
い
る
（「
ト
ラ
ウ
マ
性
ヒ
ス
テ
リ
ー
」

と
い
う
名
称
は
す
で
に
別
の
現
象
を
表
す
の
に
使
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
身
体

的
な
傷
―
―
こ
れ
が
も
っ
と
も
狭
い
意
味
で
の
ト
ラ
ウ
マ
［
外
傷
］
で
あ
る
―
―
の
結
果
と
し
て
生
じ
る

「
ト
ラ
ウ
マ
性
神
経
症
」
の
一
部
を
な
す
現
象
を
表
す
名
称
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
）
。 

（
ブ
ロ
イ
ア
ー
＝
フ
ロ
イ
ト 

四
六
―
四
七
） 

 

こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
こ
の
時
点
（
一
八
九
五
年
）
で
は
、
ト
ラ
ウ
マ
は
心
的
な
も
の
と
肉
体
的
な
も

の
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
ト
ラ
ウ
マ
の
概
念
が
、
心
的
ト
ラ
ウ
マ(p

s
y
ch

is
ch

e
 

T
ra

u
m

a
 

/ 

P
s
y
ch

o
tra

u
m

a
)

へ
と
重
点
が
置
か
れ
る
の
は
、
後
期
の
フ
ロ
イ
ト
に
よ
る
。
小
此
木
啓
吾
の
編
集
し
た

『
精
神
分
析
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
フ
ロ
イ
ト
が
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
展
開
す
る
の
は
「
患
者

の
報
告
す
る
外
傷
な
る
も
の
が
空
想
の
産
物
に
し
か
過
ぎ
な
い
」
と
知
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
（
小
此
木 

五
六
）。
本
論
が
第
一
章
で
引
用
す
る
フ
ロ
イ
ト
の
「
不
気
味
な
も
の
」
は
一
九
一
九
年
の
論
文
で
あ
り
、

二
〇
年
発
表
の
「
快
原
則
の
彼
岸
」
は
そ
の
続
編
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
作
で
展
開
さ
れ
る
「
反
復

強
迫
」
と
い
う
概
念
も
ま
た
、
無
意
識
的
な
反
復
と
い
う
点
で
、
ト
ラ
ウ
マ
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。 
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む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
や
が
て
青
年
期
に
お
い
て
神
経
症
が
発
現
し
て
初
め
て
（
「
抑
圧
か
ら
の
回

帰
」
）、
自
分
に
は
過
去
に
虐
待
さ
れ
た
事
実
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
析
医
の
助
け
を
借
り
て
遡
及
的
に
発
見

さ
れ
る
。
ト
ラ
ウ
マ
が
し
ば
し
ば
想
起
不
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。 

し
か
し
、
フ
ロ
イ
ト
の
思
想
に
お
い
て
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四

―
一
八
年
）
か
ら
の
帰
還
兵
た
ち
の
経
験
で
あ
っ
た6

。
彼
ら
は
本
来
思
い
出
し
た
く
な
い
は
ず
の
痛
ま
し

い
記
憶
に
、
繰
り
返
し
自
ら
の
意
志
、
、
で
立
ち
返
り
、
他
な
ら
ぬ
現
在
の
経
験
と
し
て
苦
悩
し
て
い
る
こ
と
が

観
察
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
フ
ロ
イ
ト
は
、
人
間
に
は
無
機
物
の
状
態
に
回
帰
し
よ
う
と
す
る
、
言
う
な
れ
ば

自
ら
死
を
望
む
欲
動
を
秘
め
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
こ
れ
こ
そ
「
快
原
則
の
彼
岸
」（
一
九
二

〇
年
）
に
お
い
て
、「
生
の
欲
動
（
エ
ロ
ス
）
」
と
対
置
さ
れ
る
「
死
の
欲
動
（
タ
ナ
ト
ス
）」
で
あ
る
。
一

九
九
〇
年
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ウ
マ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
は
、
以
上
の
よ
う
な

ト
ラ
ウ
マ
の
二
重
性
に
着
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ト
ラ
ウ
マ
は
記
憶
さ
れ
る
（
想
起
可
能
で
あ
る
）
場

合
と
記
憶
さ
れ
な
い
場
合
の
ふ
た
つ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

「
事
後
性(N

a
ch

trä
g
lich

k
e
it / A

fte
rw

a
rd

sn
e
ss)

」
と
い
う
概
念
も
ま
た
フ
ロ
イ
ト
に
お
い
て
は
複

数
の
意
味
を
持
つ
。
ジ
ャ
ン
・
ラ
プ
ラ
ン
シ
ュ(J

e
a

n
 L

a
p

la
n

ch
e
)

は
「
事
後
性
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」

に
お
い
て
、
そ
の
意
義
を
三
つ
に
区
分
す
る
―
―
（
一
）
単
な
る
「
後
の(la

te
r)

」
の
意
、
（
二
）
過
去
か

ら
未
来
へ
の
「
前
進
的(p

ro
g
re

ss
iv

e
)

」
性
格
、
（
三
）
未
来
か
ら
過
去
へ
の
「
遡
及
的
／
回
顧
的

(re
tro

g
re

ss
iv

e
 / re

tro
s
p
e
ctiv

e
)

」
性
格
。
そ
し
て
、
フ
ロ
イ
ト
に
お
い
て
は
、
第
二
と
第
三
の
用
法
が

組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
そ
の
「
豊
か
さ
と
両
義
性
」
が
あ
る
と
述
べ
た(2

6
1
-6

5
)

。
再
び
幼
児
虐
待

を
例
に
取
れ
ば
、
親
か
ら
の
暴
力
や
無
視

ニ
グ
レ
ク
ト

と
い
う
痛
ま
し
い
経
験
を
し
た
す
べ
て
の
幼
児
が
神
経
症
に
な

る
わ
け
で
は
な
く
、
の
ち
に
神
経
症
が
発
症
し
て
初
め
て
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
で
あ
る
と
こ
ろ
の
虐
待
が
遡

及
的
に
発
見
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
虐
待
と
い
う
過
去
の
原
因
は
「（
時
間
に
お
い
て
）
前
進
的
」
に
主
体
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
同
時
に
、
発
症
と
い
う
結
果
が
出
て
初
め
て
原
因
が
「
遡
及
的
」
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
、
逆
立
し
た
因
果
律
（
す
な
わ
ち
、
原
因
か
ら
結
果
と
い
う
因
果
律
で
は
な
く
、
結
果
か
ら
回

顧
的
に
原
因
が
見
出
さ
れ
る
因
果
律
）
を
、
フ
ロ
イ
ト
は
「
事
後
性
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
た
。 

 

ト
ラ
ウ
マ
と
事
後
性
と
い
う
問
題
を
推
し
進
め
て
、
ト
ラ
ウ
マ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
中
心
的
論
客
で
あ
る

キ
ャ
シ
ー
・
カ
ル
ー
ス
は
、U

n
cla

im
e
d

 E
x
p

erie
n

ce: T
ra

u
m

a
, N

a
rra

tiv
e
, a

n
d

 H
isto

ry
 (1

9
9
6

)

に

お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
歴
史
を
「
ト
ラ
ウ
マ
の
歴
史
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
提
案
す
る
―
―
「
歴
史
的
記
憶

は
…
…
常
に
歪
曲
と
い
う
問
題
を
孕
む
。
す
な
わ
ち
、
元
の
出
来
事
は
ト
ラ
ウ
マ
的
な
反
復
に
よ
る
作
ら
れ

た
物
語
に
よ
っ
て
濾
過
さ
れ
、
多
く
の
部
分
が
取
り
除
か
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
元
の
出
来
事
が
知
覚
で

き
る
の
は
あ
く
ま
で
も
間
接
的
な
方
法
に
よ
っ
て
の
み
な
の
だ([H

]isto
rica

l m
e
m

o
ry

 . . . is
 a

lw
a

y
s a

 

                                        

        

 
6 

こ
の
点
は
コ
フ
マ
ン
の
み
な
ら
ず
、
上
記
の
『
精
神
分
析
事
典
』
や
R
・
シ
ェ
マ
マ
と
B
・
ヴ
ァ
ン
デ

ル
メ
ル
シ
ュ
編
の
『
新
版 

精
神
分
析
事
典
』
で
も
同
様
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
五
七
―
五
九
）
。 

ま
た
、
今
日
のP

T
S

D
(p

o
s
t-tra

u
m

a
tic s

tre
ss

 d
iso

rd
e
r)

と
い
う
用
語
が
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
帰

還
兵
の
ト
ラ
ウ
マ
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
L
・

ハ
ー
マ
ン
（
三
―
四
五
）、
お
よ
び
岡
野
（
三
五
―
六
三
）
を
参
照
の
こ
と
。 
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m
a
tte

r o
f d

isto
rtio

n
, a

 filte
rin

g
 o

f th
e
 o

rig
in

a
l e

v
e
n

t th
ro

u
g
h

 th
e
 fictio

n
s
 o

f tra
u

m
a

tic 

re
p
e
titio

n
, w

h
ich

 m
a

k
e
s
 th

e
 e

v
e
n

t a
v
a

ila
b

le
 a

t b
e
st in

d
ire

ctly
)

」(1
5

-1
6
)

。
ラ
カ
ン
的
に
言
え

ば
、
歴
史
と
は
十
全
に
象
徴
化
（
言
語
化
）
し
得
な
い
リ
ア
ル
な
も
の(th

e
 re

a
l)

で
あ
り
、
私
た
ち
は
元

の
出
来
事
の
「
効
果
」
と
し
て
歴
史
を
受
け
取
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
い
か
に
実
証
的
な
調
査
や
記
述
を
行

お
う
と
も
、
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
（
歴
史
）
は
、
ト
ラ
ウ
マ
の
如
く
限
定
さ
れ
た
物
語
と
し
て
の
み
感
得

さ
れ
る
。
本
研
究
の
各
章
で
見
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
こ
の
〈
歴
史
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
〉
に
自
覚
的
で

あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
カ
ル
ー
ス
は
ト
ラ
ウ
マ
を
簡
潔
に
定
義
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。 

 

一
般
的
な
定
義
に
お
い
て
ト
ラ
ウ
マ
と
は
、
予
期
せ
ざ
る
出
来
事
、
あ
る
い
は
圧
倒
的
に
暴
力
的
な
出
来

事
に
対
す
る
反
応
と
し
て
、
起
こ
っ
た
と
き
に
は
十
全
に
理
解
さ
れ
な
い
が
、
の
ち
に
繰
り
返
さ
れ
る
フ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
や
悪
夢
や
ま
た
そ
の
他
の
反
復
的
な
現
象
の
内
に
よ
み
が
え
る
出
来
事
に
対
す
る
反

応
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。 

In
 its

 g
e
n

e
ra

l d
e
fin

itio
n

, tra
u

m
a

 is
 d

e
scrib

e
d

 a
s
 th

e
 re

s
p
o
n

s
e
 to

 a
n

 u
n

e
x
p

e
cte

d
 o

r 

o
v
e
rw

h
e
lm

in
g
 v

io
le

n
t e

v
e
n

t o
r e

v
e
n

ts
 th

a
t a

re
 n

o
t fu

lly
 g

ra
s
p

e
d
 a

s
 th

e
y
 o

ccu
r, b

u
t 

re
tu

rn
 la

te
r in

 re
p
e
a

te
d
 fla

s
h

b
a

ck
s
, n

ig
h

tm
a
re

s, a
n

d
 o

th
e
r re

p
e
titiv

e
 p

h
e
n

o
m

e
n

a
. (9

1
) 

 

 

こ
の
引
用
に
お
い
て
本
論
が
注
目
す
べ
き
箇
所
は
も
は
や
自
明
で
あ
ろ
う
。「
起
こ
っ
た
と
き
に
十
全
に
理

解
さ
れ
な
い
」
と
い
う
「
事
後
性
」
の
問
題
、
そ
の
認
識
の
不
可
能
性
が
ト
ラ
ウ
マ
の
反
復
と
い
う
形
を
取

る
と
い
う
こ
と
だ
。「
姉
妹
た
ち
」
が
の
ち
に
大
人
と
な
っ
た
語
り
手
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
ま
た
『
肖
像
』

や
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
が
後
に
作
家
と
な
っ
た
ジ
ョ
イ
ス
自
身
の
手
に
よ
っ
て

描
か
れ
る
と
い
う
時
間
的
隔
た
り
の
中
に
、
こ
の
事
後
性
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
そ
れ
は
過
去
の

体
験
一
般
が
、
多
く
の
場
合
事
後
的
に
（
か
つ
遡
及
的
に
）
総
括
さ
れ
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
作

者
ジ
ョ
イ
ス
は
小
説
を
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
様
々
な
支
配
的
権
力
に
対
し
て
抵
抗
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
あ
る
種
の
復
讐
と
も
呼
び
う
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
作
家
と
し
て
過
去
を
物
語

る
こ
と
は
、
歴
史
を
〈
来
た
る
べ
き
〉
未
来
や
世
界
に
向
け
て
提
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
ら
の
美

学
的
方
法
を
用
い
て
歴
史
を
書
き
換
え
る
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
美
学
の
政
治
化
」
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
論
じ
た
い
。 

 

ト
ラ
ウ
マ
に
つ
い
て
語
る
際
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
衝
撃
的
な
出
来
事
と
そ
の
影
響
関
係
の

持
続
状
況
を
分
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
故
に
カ
ル
ー
ス
は
、
ト
ラ
ウ
マ
の
原
因
と
な
っ
た
元
の
出
来
事
を

「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験(tra
u

m
a

tic e
x
p

e
rie

n
ce

)

」
と
呼
ぶ
。 

 

ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
は
、
そ
れ
と
関
わ
る
苦
痛
の
心
理
的
側
面
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
、
ひ
と
つ
の
パ
ラ
ド
ク

ス
が
存
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
暴
力
的
な
出
来
事
が
最
も
直
截
的
に
目
撃
さ
れ
る
と
き
、

そ
れ
は
そ
の
出
来
事
を
知
る
こ
と
が
全
く
で
き
な
い
と
い
う
状
態
で
起
こ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
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直
接
性
／
無
媒
介
性
は
、
逆
説
的
に
遅
延
、
、
と
い
う
形
を
取
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

T
ra

u
m

a
tic e

x
p
e
rie

n
ce

, b
e
y
o
n

d
 th

e
 p

s
y
ch

o
lo

g
ica

l d
im

e
n

sio
n

 o
f s

u
ffe

rin
g
 it in

v
o
lv

e
s, 

s
u

g
g
e
s
ts

 a
 ce

rta
in

 p
a

ra
d
o
x
: th

a
t th

e
 m

o
st d

ire
ct se

e
in

g
 o

f a
 v

io
le

n
t e

v
e
n

t m
a

y
 o

ccu
r a

s 

a
n

 a
b

so
lu

te
 in

a
b
ility

 to
 k

n
o
w

 it; th
a

t im
m

e
d

ia
cy, p

a
ra

d
o
x
ica

lly, m
a

y
 ta

k
e
 th

e
 fo

rm
 o

f 

b
e
la

te
d

n
e
ss

. (9
1
-9

2
)
7 

 

確
か
に
カ
ル
ー
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ト
ラ
ウ
マ
と
い
う
概
念
に
は
あ
る
種
の
「
逆
説
」
が
つ
い
て

回
る8

。
そ
れ
は
暴
力
的
な
出
来
事
は
直
接
的
に
は
知
覚
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
言

い
換
え
れ
ば
、
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
て
い
る
「
元
の
出
来
事(th

e
 o

rig
in

a
l e

v
e
n

t)

」
は
、
多
く
の
症
例
に
お

い
て
不
可
知
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る(1

3
9

)

。
し
か
し
、
上
で
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
の
出
来
事
は
常

に
全
く
思
い
出
せ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
私
た
ち
は
過
去
の
出
来
事
を
起
こ
っ
た
通
り

の
完
全
な
形
で
記
憶
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
時
間
の
経
過
と
共
に
、
細
部
は
忘
れ
去
ら
れ
、
ま
た
忘
れ

た
と
思
っ
た
事
柄
が
不
意
に
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

よ
っ
て
本
論
で
は
、
ト
ラ
ウ
マ
の
概
念
を
よ
り
拡
張
し
、「
繰
り
返
し
想
起
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
過
去

の
痛
ま
し
い
出
来
事
へ
の
反
応
」
と
い
う
意
味
で
使
用
す
る9
。
そ
の
場
合
、
主
体
は
自
ら
の
ト
ラ
ウ
マ
体

験
を
事
後
的
に
認
識
・
解
釈
し
よ
う
と
す
る
過
程
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
鳥
瞰
的
な
視
座
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
総
じ
て
言
え
ば
精
神
分
析
は
、
過
去
の
あ
る
時
点
で
起
き
た
で
あ
ろ
う
ひ
と
つ
の
ト
ラ
ウ
マ

的
出
来
事
を
、
分
析
医
の
導
き
に
よ
っ
て
患
者
が
主
体
的
に
語
る
こ
と
を
通
し
て
、
事
後
的
に
過
去
が
言
語

的
に
再
構
築
さ
れ
治
癒
に
至
る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
の
際
、
過
去
の
出
来
事
を
正
確
に
抽
出
す
る
こ
と
は
必

ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。
患
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
語
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
治
癒
へ
の
第
一
歩
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
は
ジ
ョ
イ
ス
批
評
に
お
い
て
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
に
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
テ
レ
ン

ス
・
ブ
ラ
ウ
ン(T

e
re

n
ce

 B
ro

w
n

)

はD
u

b
lin

ers

の
ペ
ン
ギ
ン
版
の
「
序
文
」
で
、
ジ
ョ
イ
ス
の
少
年
時

代
に
お
け
る
二
つ
の
出
来
事
が
、
彼
の
作
品
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
（
ブ
ラ
ウ
ン
は

図
ら
ず
も“tra

u
m

a
”

と
い
う
単
語
を
二
度
使
っ
て
い
る
）
。
そ
れ
は
父
の
破
産
に
よ
っ
て
家
族
に
も
た
ら
さ

                                        

        

 
7 

カ
ル
ー
ス
はN

a
ch

trä
g
lich

k
e
it

の
英
訳
と
し
てb

e
la

te
d

n
e
s
s

を
用
い
て
い
る
こ
と
を
註
で
述
べ
て

い
る
が
、
本
論
が
上
で
参
照
し
た
ラ
プ
ラ
ン
シ
ュ
の
議
論
に
も
言
及
し
て
い
る(1

1
4
)

。 
 

8 

事
後
性
に
関
連
し
て
、
ト
ラ
ウ
マ
が
持
つ
逆
説
に
つ
い
て
は
ボ
ヒ
ー
メ
ン
＝
サ
ー
フ
も
ま
た
要
約
し
て

い
る
―
―
「
簡
潔
に
言
え
ば
、
想
い
出
と
し
て
接
近
可
能
な
意
識
す
る
こ
と
の
で
き
る
歴
史
と
、
元
の
出
来

事
の
暴
力
性
が
意
識
的
な
経
験
に
先
行
し
て
し
ま
う
が
故
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
無
意
識
的
な
知
識

の
両
方
へ
と
、
自
我
は
分
裂
ま
た
は
崩
壊
す
る
と
い
う
苦
し
み
を
ト
ラ
ウ
マ
の
被
害
者
は
味
わ
う
の
で
あ

る(In
 
s
h

o
rt, 

tra
u

m
a
 
v
ictim

s 
s
u

ffe
r 

fro
m

 
a

 
s
p

littin
g
 
o
r 

cra
ck

in
g
 
o
f 

th
e
 
“se

lf” 
in

to
 
a
 

co
n

scio
u

s
 h

isto
ry

 a
cce

s
sib

le
 to

 m
e
m

o
ry, a

n
d

 a
n

 u
n

co
n

scio
u

s k
n

o
w

le
d

g
e
 w

h
ich

 ca
n

n
o
t b

e
 

ta
p

p
e
d

 b
e
ca

u
se

 th
e
 v

io
le

n
ce

 o
f th

e
 o

rig
in

a
l e

v
e
n

t p
re

clu
d
e
s its co

n
s
cio

u
s e

x
p

e
rie

n
ce

)

」

(6
1
)

。
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
論
が
強
調
す
る
の
は
前
者
の
「
接
近
可
能
な
意
識
す
る
こ
と
の
で
き
る
歴
史
」

で
あ
る
。 

9 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
コ
フ
マ
ン
の
説
明
が
見
事
に
要
約
し
て
い
る
―
―
「
外
傷
と
は
個
人
の
生

活
史
に
お
け
る
特
異
な
出
来
事
で
あ
る
、
よ
り
普
遍
的
な
出
来
事
で
あ
る
、
あ
る
い
は
個
人
に
影
響
し
た
の

ち
に
さ
ら
に
世
代
を
越
え
て
伝
達
さ
れ
る
歴
史
的
な
集
合
的
出
来
事
で
あ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
、
そ

れ
ぞ
れ
の
著
者
に
よ
っ
て
、
外
傷
は
さ
ま
ざ
ま
に
と
ら
え
ら
れ
る
」
（
三
三
）
。 
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れ
た
経
済
的
破
綻
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
の
未
来
を
担
っ
て
い
た
パ
ー
ネ
ル
の
死
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ど

ち
ら
も
一
八
九
一
年
、
ジ
ョ
イ
ス
が
九
歳
の
時
に
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。
「
委
員
会
室
の
蔦
の
日
」
が

一
九
〇
二
年
を
舞
台
設
定
と
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
以
下
の
よ
う
に
続
け
る
―
―
「
そ
の

よ
う
な
作
品
を
書
く
中
で
、
ジ
ョ
イ
ス
は
裏
切
ら
れ
た
上
に
蹂
躙
さ
れ
た
と
い
う
個
人
的

、
、
、
か
つ
、
、
国
家
的
な

、
、
、
、

意
識
、
、
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
想
い
は
、
十
年
前
ダ
ブ
リ
ン
で
の
少
年
時
代
に
お
け
る
実
体
験
に
基
づ

く
の
で
あ
る(In

 w
ritin

g
 s

u
ch

 a
 w

o
rk

, J
o
y
ce

 w
a
s b

rin
g
in

g
 to

g
e
th

e
r a

 p
e
rs

o
n

a
l a

n
d
 n

a
tio

n
a
l 

s
e
n

se
 o

f b
e
tra

y
a
l a

n
d

 o
u

tra
g
e
 th

a
t h

a
d
 th

e
ir o

rig
in

s in
 h

is
 o

w
n

 e
x
p
e
rie

n
ce

 a
s
 a

 b
o
y
 in

 

D
u

b
lin

 a
 d

e
ca

d
e
 b

e
fo

re
)

」(x
iii)

。
こ
の
よ
う
に
、
後
の
ジ
ョ
イ
ス
の
目
覚
め
た
政
治
的
な
意
識
は
、
個

人
的
な
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
は
暗
示
す
る
程
度
に
留
め

て
い
る
が
、
一
九
〇
三
年
に
経
験
す
る
母
親
の
死
が
、
と
り
わ
け
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
い
て
顕
著
に
表
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
母
の

死
か
ら
約
一
年
後
の
一
九
〇
四
年
十
月
八
日
、
ジ
ョ
イ
ス
は
ノ
ー
ラ
と
共
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
離
れ
、
そ
の

後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
転
々
と
す
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
は
、
ジ
ョ
イ
ス
が
精
神
分
析
的
な
意
味
に
お
い
て
父
と
母
を
殺
し
た

、
、
、
こ
と

に
関
連
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
冒
頭
の
三
作
は
、
い
ず
れ
も
両
親
を
持
た
な
い
「
孤

児
」
を
主
人
公
と
し
て
い
る1

0

。
し
か
し
、
母
と
死
に
別
れ
、
実
の
父
親
か
ら
離
れ
た
と
言
っ
て
も
、
ジ
ョ

イ
ス
に
は
象
徴
的
な
父
権
が
常
に
す
で
に
様
々
な
形
で
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
先
に
言
及
し
た
英
国
に
よ
る

政
治
的
・
文
化
的
支
配
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
制
度
、
ま
た
は
、
先
行
す
る
ゲ
ー
リ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ

ル
と
い
う
文
芸
復
興
運
動
、
ジ
ョ
イ
ス
は
こ
れ
ら
の
ど
れ
に
も
自
ら
を
安
住
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
仮
に
盲
目
的
に
で
も
、
何
ら
か
の
父
権
性
に
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
苦
痛
は
軽
減
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て
父
権
と
は
個
の
自
由
を
抑
圧
す
る
も
の
で
あ
り
、
ト
ラ
ウ
マ
を
引
き

起
こ
す
も
の
で
あ
っ
た
。『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
い
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
一
日
の
放
浪
の
末
に
ブ
ル
ー
ム

と
い
う
父
親
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
結
末
は
、
（
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
と
テ
レ
マ
コ
ス
の
関
係
に
相
当
す
る
）

神
話
的
／
象
徴
的
父
子
関
係
と
し
て
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
論
が
力
点
を
置
く
の
は
、

放
浪
に
旅
立
つ
前
の
無
力
な
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
姿
で
あ
る
。
父
親
を
見
つ
け
出
す
前
の
悩
め
る
青
年
の
意

識
こ
そ
、
ジ
ョ
イ
ス
が
抱
え
て
い
た
、
延
い
て
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
社
会
が
抱
え
て
い
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
歴
史

状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
場
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
は
、
そ
れ
が
過
ぎ
去
っ
た
過
去
の
出
来
事
と
し
て
理
解
、
あ
る
い
は
忘
却
さ
れ
な
い
と

い
う
点
で
亡
霊
的
で
あ
る1

1

。
だ
が
、
A
・
N
・
フ
ァ
ー
グ
ノ
リ(A

. N
ich

o
la

s
 F

a
rg

n
o
li)

と
M
・
P
・

                                        

        

 
1
0 

尤
も
主
人
公
が
「
孤
児
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
確
定
で
き
ず
、
推
測
の
域
を
出
な

い
。
た
だ
し
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
孤
児
で
あ
る
こ
と
が
自
明
視
さ
れ
て
き
た(S

a
n

 J
u

a
n

 4
3

, 6
5
, 

P
a

rrin
d

e
r [1

9
8
4
] 5

5
, H

e
n

k
e
 1

4
)

。 
1
1 

「
亡
霊
」
と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
、p

o
sse

ss / o
b

se
s
s (p

o
ss

e
sse

d
 / o

b
s
e
sse

d
)

と

い
う
働
き
に
注
目
し
た
い
。 

p
o
sse

ssio
n

（
所
有
、
占
有
、
支
配
さ
れ
る
こ
と
、
取
り
憑
い
た
感
情
、
憑
依
） 

o
b

se
s
sio

n

（
取
り
憑
く
こ
と
、
強
迫
観
念
、
妄
想
、
頭
に
こ
び
り
付
い
て
離
れ
な
い
こ
と
／
も
の
） 

ど
ち
ら
の
単
語
も
、
ラ
テ
ン
語
のs

e
d
e
re

「
座
る
」
を
語
源
と
し
、p

o
s

は
「
力
を
持
っ
た
」
と
い
う
接
頭
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ギ
レ
ス
ピ
ー(M

ich
a
e
l P

a
trick

 G
ille

s
p

ie
)

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
たJ

a
m

es J
o
y
ce A

 to
 Z

は
、
ジ
ョ
イ

ス
彼
自
身
の
生
涯
と
そ
の
作
品
群
に
つ
い
て
網
羅
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

G
h

o
s
t

（
亡
霊
／
幽
霊
）
と
い
う
項
目
は
出
て
こ
な
い
。
ジ
ョ
イ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・

イ
プ
セ
ン(H

e
n

rik
 Ib

s
e
n

, 1
8
2
8
-1

9
0
6

)

に
『
幽
霊(G

h
osts

)

』
と
い
う
戯
曲
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
で

あ
る
。
ジ
ョ
イ
ス
の
作
品
を
読
み
解
く
上
で
重
要
で
あ
る
パ
ラ
リ
シ
ス(P

a
ra

ly
sis)

や
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー

(E
p

ip
h

a
n

y
)

に
関
し
て
は
、
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
、「
亡
霊
」
へ
の
言
及
が
全
く
見
ら
れ
な

い
こ
と
に
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い1

2

。 

例
え
ば
、
イ
プ
セ
ン
の
代
表
作
『
人
形
の
家
』
は
、
因
習
に
囚
わ
れ
た
人
々
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
と
い

え
る
。
そ
し
て
主
人
公
の
ノ
ラ
が
（
図
ら
ず
も
後
に
ジ
ョ
イ
ス
の
妻
と
な
る
ノ
ー
ラ
・
バ
ー
ナ
ク
ル
を
想
起

さ
せ
る
が
）
自
由
意
志
を
持
っ
た
個
人
と
し
て
生
き
る
た
め
に
「
人
形
の
家
」
を
飛
び
出
す
と
き
、
そ
の
こ

と
は
ジ
ョ
イ
ス
が
後
の
人
生
を
「
亡
命
者
」
と
し
て
歩
ん
だ
と
い
う
事
実
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。
故
郷
を
捨

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
各
地
に
移
り
住
ん
だ
ジ
ョ
イ
ス
は
、
自
ら
も
ま
た
亡
霊
の
よ
う
に
彷
徨
う
者
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
プ
セ
ン
は
、
『
幽
霊
』
に
お
い
て
、
主
人
公
ア
ル
ヴ
ィ
ン

グ
夫
人
の
息
子
、
オ
ス
ヴ
ァ
ル
を
無
気
力
で
堕
落
し
た
状
態
に
さ
せ
て
い
る
今
は
亡
き
夫
（
の
亡
霊
）
に
、

こ
こ
で
も
、
個
人
を
超
え
た
社
会
的
慣
習
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
付
与
し
て
い
る
。
夫
人
は
、
牧
師
の
マ

ン
デ
ル
ス
に
語
る
。 

 

幽
霊
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は
み
ん
な
幽
霊
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
、
先
生
、
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
が
。
わ
た
し

た
ち
に
は
取
り
つ
い
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
ん
で
す
よ
、
父
親
や
母
親
か
ら
遺
伝
し
た
も
の
が
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
わ
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
滅
び
去
っ
た
古
い
思
想
、
さ
ま
ざ
ま
な
滅
び
去
っ
た
古
い
信
仰
、
そ

う
い
う
も
の
も
、
わ
た
し
た
ち
に
は
取
り
つ
い
て
い
ま
し
て
ね
。
そ
う
い
う
も
の
が
、
わ
た
し
た
ち
の
な

か
に
は
現
に
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
そ
こ
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
だ
け
な
の
に
、
そ
れ
が
わ

た
し
た
ち
に
は
追
っ
払
え
な
い
ん
で
す
も
の
。（
八
〇
） 

 

社
会
的
因
習
を
「
幽
霊
」
と
捉
え
る
イ
プ
セ
ン
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
表
現
は
、
当
時
の
ダ
ブ
リ
ン
が
抱
え
る

制
度
的
不
正
義
へ
ジ
ョ
イ
ス
の
関
心
を
向
か
わ
せ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
カ
イ
バ
ー
ド

は
「『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
」
を
、「
死
者
、
す
な
わ
ち
主
要
な
登
場
人
物
達
が
自
ら

を
解
放
し
よ
う
と
す
る
過
去
の
否
定
的
な
力(th

e
 d

e
a

d
, d

e
n

y
in

g
 p

o
w

e
r o

f th
e
 p

a
st fro

m
 w

h
ich

 th
e
 

m
a
in

 ch
a
ra

cte
rs try

 to
 lib

e
ra

te
 th

e
m

se
lv

e
s)

」
に
見
て
い
る([2

0
0
9

] 4
8

)

。
こ
れ
は
ト
ラ
ウ
マ
と
亡

霊
の
近
接
関
係
を
示
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
論
が
「
ト
ラ
ウ
マ
」
と
言
う
と
き
に
念
頭
に
置

い
て
い
る
の
は
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
死
者
及
び
過
去
が
、
現
在
を
生
き
る
人
々
に
与
え
て

                                        

        

 

辞
か
ら
「
主
人
と
し
て
君
臨
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、o

b

は
「
近
く
に
」
と
い
う
接
頭
辞
か
ら
「
近

く
に
座
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。「
亡
霊
」
は
こ
の
ふ
た
つ
の
意
味
を
同
時
に
兼
ね
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、

先
に
論
じ
た
ト
ラ
ウ
マ
と
の
関
連
性
を
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
両
者
に
共
通
す
る
の

は
「
取
り
憑
く(h

a
u

n
t)

」
と
い
う
働
き
で
あ
る
。 

1
2 

ジ
ョ
イ
ス
の
〈
劇
〉
に
対
す
る
美
学
論
と
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
金
井
（
二
〇
一
七
）

を
参
照
の
こ
と
。 



13 

 

い
る
否
定
的
な
力
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
以
下
に
論
じ
る
よ
う
に
、
個
人
と
社
会
の
両
方
に
亡
霊

の
よ
う
に
取
り
憑
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

亡
霊
（
的
存
在
）
に
遭
遇
す
る
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
、
そ
し
て
、
そ
の
経
験
は
そ
の
出
来
事
が
起
こ

っ
た
と
き
で
は
な
く
事
後
的
に
主
体
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
ジ
ョ
イ
ス
に
お
け
る

歴
史
の
問
題
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
と
ダ
イ
ダ
ロ
ス
、
あ
る
い
は
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
ム

と
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
い
う
神
話
的
象
徴
関
係
が
打
ち
立
て
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
彼
ら
の
個
人
的
な

ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
植
民
地
経
験
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
ト
ラ
ウ
マ
を
反
映
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
の
場
合
の
「
植
民
地
」
は
、
英
国
に
よ
る
政
治
的
支
配
だ
け
に
依
る
も
の
で
は
な
い
。
ジ
ョ
イ
ス

が
「
麻
痺
」
と
呼
ん
だ
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
精
神
的
な
支
配
も
ま
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
「
主
人
」
で

あ
っ
た
。
本
研
究
が
目
指
す
の
は
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
に
お
け
る
亡
霊
表
象
に
は
、
こ
の
二
重
支
配
が
暗
示
的

に
あ
る
い
は
象
徴
的
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
発
掘
す
る
こ
と
に
あ
る
。 

  

第
四
節 

本
研
究
の
構
成 

 
 

以
上
の
問
題
意
識
を
持
ち
つ
つ
、
本
博
士
論
文
の
各
章
で
は
ジ
ョ
イ
ス
の
三
作
品
を
時
系
列
に
採
り
上

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
か
ら
四
つ
の
節
に
分
け
て
論
述
す
る
。
第
一
章
で
は
、『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
か
ら
「
姉

妹
た
ち
」「
痛
ま
し
い
事
件
」「
死
者
た
ち
」
の
三
作
を
採
り
上
げ
、
い
ず
れ
の
主
人
公
も
ジ
ョ
イ
ス
が
ダ
ブ

リ
ン
に
留
ま
っ
て
い
た
ら
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
作
者
の
「
否
定
的
自
画
像
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
論
証
す
る
。
第
二
章
で
は
、『
肖
像
』
を
分
析
す
る
。
第
一
節
と
第
二
節
で
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の

亡
霊
的
な
支
配
言
説
を
扱
う
。
序
を
締
め
括
る
「
あ
や
ま
れ
／
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
」
と
い
う
声
に
対
し

て
い
か
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
抵
抗
し
う
る
か
を
検
証
し
、
加
え
て
、
作
者
に
と
っ
て
も
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
神
父
の
「
地
獄
の
説
教
」
か
ら
、
主
人
公
が
事
後
的
に
自
ら
の
美
学
論
を
奪
用
／
我

有
化
す
る
様
を
分
析
す
る
。
第
三
節
で
は
、
自
治
運
動
の
旗
手
パ
ー
ネ
ル
の
「
亡
霊
」
が
、
主
人
公
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
の
歴
史
意
識
の
変
遷
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
第
四
節
で
は
、
ジ
ョ
イ
ス
自

身
が
「
近
代
（
政
治
）
運
動
」
の
起
源
と
見
做
し
た
一
七
九
八
年
の
反
乱
の
指
導
者
、
ウ
ル
フ
・
ト
ー
ン
が
、

そ
の
名
が
明
示
さ
れ
る
『
肖
像
』
第
五
章
以
前
か
ら
、
亡
霊
の
よ
う
に
テ
ク
ス
ト
に
取
り
憑
い
て
い
る
こ
と

を
分
析
す
る
。
第
三
章
で
は
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
採
り
上
げ
る
。
第
一
節
で
は
、
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
が
母
の
亡
霊
と
出
会
う
こ
と
の
意
義
を
フ
ロ
イ
ト
の
「
徹
底
操
作
」
の
知
見
か
ら
解
析
し
、
亡
霊

表
象
が
動
物
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
と
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
を
論
じ
る
。
第
二
節
で
は
、
第
十
五
挿
話
「
キ
ル

ケ
」
に
お
い
て
、
動
物
の
表
象
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
の
亡
霊
と
関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

全
体
の
歴
史
的
不
遇
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
三
節
で
は
、
前
章
第
三
節
で
検

討
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
観
を
再
度
採
り
上
げ
、「
ふ
た
り
の
主
人
」
と
そ
の
「
召
使
い
」、
さ
ら
に
は

「
質
屋
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
が
彼
の
言
う
「
悪
夢
」
と
し
て
の
歴
史
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
検

証
す
る
。 
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第
一
章 

「
否
定
的
自
画
像(N

e
g
a

tiv
e
 P

o
rtra

it)

」
と
し
て
の
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』 

  

は
じ
め
に 

 

シ
ャ
リ
・
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク(S

h
a
ri B

e
n

s
to

ck
)

は
一
九
七
五
年
の
論
文“U

ly
sses

 a
s G

h
o
ststo

ry
”

に
お

い
て
、
「
亡
霊
」
こ
そ
が
ジ
ョ
イ
ス
の
芸
術
創
造
の
源
泉
で
あ
る
と
主
張
す
る
―
―
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
第
九

挿
話
に
お
け
る
「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
冗
長
な
芸
術
論
の
下
に
埋
ま
っ
て
い
る
の
は
、
創
造
性
に
関
す
る
ジ
ョ

イ
ス
自
身
の
理
論
な
の
だ(B

u
rie

d
 u

n
d

e
r th

e
 p

ro
lix

ity
 o

f S
te

p
h

e
n

’s a
rtistic th

e
o
ry

 is J
o
y
ce

’s 

o
w

n
 th

e
o
ry

 o
f cre

a
tiv

ity
)

」(4
0
8

-0
9

)
。
本
研
究
が
多
く
を
負
っ
て
い
る
こ
の
論
文
で
、
シ
ャ
リ
は
ジ
ョ

イ
ス
の
主
要
四
作
品
に
お
け
る
「
亡
霊
」
と
い
う
主
題
を
網
羅
的
に
分
析
し
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
彼
女
が

亡
霊
と
の
関
連
で
重
視
す
る
の
は
、「
姉
妹
た
ち
」
の
冒
頭
で
示
さ
れ
る
「
ノ
ー
モ
ン
／
磬
折

け
い
せ
つ

形(g
n

o
m

o
n

)

」

が
持
つ
幾
何
学
的
象
徴
性
で
あ
る
。
平
行
四
辺
形
の
一
角
を
含
む
相
似
形
を
取
り
去
っ
た
残
り
の
形
で
あ

る
ノ
ー
モ
ン
に
つ
い
て
、
シ
ャ
リ
は
言
う
。 

 

批
評
の
責
務
は
、
作
者
が
そ
の
外
形
の
影
だ
け
し
か
与
え
て
い
な
い
平
行
四
辺
形
を
再
構
成
す
る
こ
と

を
含
む
。
…
…
つ
ま
り
、『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
散
文
ス
タ
イ
ル
を
特
徴
付
け
る
「
細
心
の
注
意
を
払
っ

た
卑
俗
さ
」
が
我
々
に
要
求
す
る
の
は
、「
そ
こ
」
に
な
い
も
の
に
よ
っ
て
「
そ
こ
」
に
あ
る
も
の
を
決

定
せ
よ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。 

C
ritica

l re
s
p

o
n

s
ib

ility
 in

clu
d
e
s re

s
tru

ctu
rin

g
 th

e
 p

a
ra

lle
lo

g
ra

m
 fo

r w
h

ich
 th

e
 a

u
th

o
r 

p
ro

v
id

e
s
 o

n
ly

 th
e
 s

h
a

d
o
w

s
 o

f its
 o

u
tlin

e
, . . . in

 s
h

o
rt, th

e
 “scru

p
u

lo
u

s
 m

e
a

n
n

e
ss

” 

ch
a
ra

cte
riz

in
g
 th

e
 p

ro
se

 sty
le

 o
f D

u
b
lin

ers d
e
m

a
n

d
s th

a
t w

e
 d

e
te

rm
in

e
 w

h
a

t is “th
e
re

” 

b
y
 w

h
a

t is
 n

o
t “th

e
re

.” (3
9
8

)
1
3 

                                        

        

 
1
3 

「
ノ
ー
モ
ン
」
を
重
視
す
る
こ
の
読
解
に
関
し
て
、
シ
ャ
リ
は
夫
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク

(B
e
rn

a
rd

 B
e
n

s
to

ck
)

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
よ
う
だ
。
彼
は
一
九
六
九
年
の
「
死
者
た
ち
」
論
で
「
ノ
ー
モ

ン
」
は
こ
れ
ま
で
の
批
評
で
殆
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
、
「
ノ
ー
モ
ン
に
よ
っ
て
私
た
ち
は

こ
の
本
［『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
］
で
作
者
が
行
っ
た
技
法
へ
の
深
い
洞
察
が
得
ら
れ
、
そ
し
て
影
〔
＝
亡
霊
〕

か
ら
そ
の
実
体
の
性
質
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る(g

n
o
m

o
n

 . . . o
ffe

rs u
s a

n
 in

s
ig

h
t in

to
 th

e
 

a
u

th
o
r
’s

 te
ch

n
iq

u
e
 in

 th
e
 b

o
o
k

, w
h

e
re

 w
e
 co

m
e
 to

 u
n

d
e
rs

ta
n

d
 th

e
 n

a
tu

re
 o

f th
e
 s

u
b
sta

n
ce

 

fro
m

 
its 

s
h

a
d
o
w

”)

」([1
9
6
9

] 
1

5
9
)

と

述

べ

る

。

さ

ら

に

そ

の

後“T
h

e
 

G
n

o
m

o
n

ics
 

o
f 

D
u

b
lin

e
rs

”(1
9

8
8
)

に
お
い
て
、
バ
ー
ナ
ー
ド
は
「
ノ
ー
モ
ン
」
と
「
亡
霊
」
を
発
展
的
に
重
層
化
さ
せ
て

『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
全
体
の
構
成
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
捉
え
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
亡
霊
の
定
義
に
お

け
る
「
不
在(a

b
se

n
ce

)

」
と
い
う
特
徴
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
ノ
ー
モ
ン
の
比
喩
が
持
つ
意
味
、
す
な
わ

ち
不
在
を
通
し
て
存
在
す
る
も
の
を
読
み
取
っ
て
ゆ
く
と
い
う
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク
夫
妻
が
試
み
た
読
解
の
手

法
を
「
ノ
ー
モ
ン
読
み(g

n
o
m

o
n

 re
a

d
in

g
)

」
と
名
付
け
る
と
す
れ
ば
、
ヒ
ュ
ー
・
ケ
ナ
ー
に
よ
っ
て
先
鞭

が
付
け
ら
れ
こ
れ
ま
で
先
行
研
究
で
幾
度
と
な
く
言
及
さ
れ
て
き
た
「
パ
ラ
リ
シ
ス
読
み(p

a
ra

ly
s
is 

re
a

d
in

g
)

」
と
共
に
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
批
評
の
二
つ
の
主
流
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
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つ
ま
り
、
不
在
に
よ
っ
て
存
在
を
認
識
す
る
こ
と
。
端
的
に
言
え
ば
こ
れ
こ
そ
が
本
研
究
の
読
解
手
法
で
あ

る
。 

 

た
だ
し
、『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
批
評
史
に
お
い
て
今
日
な
お
支
配
的
で
あ
る
の
は
、「
麻
痺(p

a
ra

ly
s
is

)

」

の
観
点
か
ら
の
読
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
ジ
ョ
イ
ス
自
身
が
手
紙
の
中
で
、
「
わ
た
し
は
物
語
の
舞
台
と
し
て

ダ
ブ
リ
ン
を
選
び
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
街
は
麻
痺
の
中
心

、
、
、
、
、
で
あ
る
と
わ
た
し
に
は
思
え
た
か
ら
で
す(I 

ch
o
se

 D
u

b
lin

 fo
r th

e
 sce

n
e
 b

e
ca

u
se

 th
a

t city
 se

e
m

e
d

 to
 m

e
 th

e
 ce

n
te

r o
f p

a
ra

ly
sis)

」
と
述

べ
た
こ
と
に
由
来
す
る(L

II 1
3
4
)

。
中
で
も
、「
「
死
者
た
ち
」
に
お
い
て
は
皆
が
死
ん
で
い
る(In

 “T
h

e
 

D
e
a

d
” e

v
e
ry

b
o
d

y
 is

 d
e
a

d
)

」
と
ヒ
ュ
ー
・
ケ
ナ
ー(H

u
g
h

 K
e
n

n
e
r)

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
姉
妹
た

ち
」
の
神
父
の
死
か
ら
、「
死
者
た
ち
」
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
雪
に
至
る
ま
で
、『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
物
語

世
界
は
「
巨
大
な
死
者
た
ち
の
群
れ(th

e
 v

a
s
t h

o
s
ts o

f th
e
 d

e
a

d
)

」(D
 1

5
9
5

-9
6
)

に
取
り
憑
か
れ
て
い

る
。
ケ
ナ
ー
は
続
け
る
―
―
「
こ
の
本
の
最
初
の
物
語
（
「
姉
妹
た
ち
」）
の
よ
う
に
、
最
後
の
物
語
（
「
死

者
た
ち
」
）
は
二
人
の
亡
霊
の
よ
う
な
姉
妹
た
ち
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
死
の
世
界
を
提
示
し
て
い
る(L

ik
e
 

th
e
 first sto

ry
 in

 th
e
 b

o
o
k

, th
e
 la

st p
r
e
se

n
ts a

 w
o
rld

 o
f d

e
a
th

 d
o
m

in
a

te
d
 b

y
 tw

o
 w

ra
ith

-

lik
e
 s

is
te

rs)

」([1
9
8
7

] 6
2
-6

3
)

。
こ
の
指
摘
を
受
け
て
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク(B

e
rn

a
rd

 

B
e
n

sto
ck

)

は
、「
最
初
と
最
後
の
短
篇
の
タ
イ
ト
ル
が
交
換
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
ダ
ブ
リ
ナ
ー

ズ
』
に
は
円
環
的
な
構
成
が
見
ら
れ
る(T

h
e
 p

o
ssib

ility
 fo

r in
te

rch
a

n
g
e
 o

f th
e
 title

s
 o

f th
e
 firs

t 

a
n

d
 la

st s
to

ry
 o

ffe
rs a

 circ
u

la
r co

n
s
tru

ct fo
r D

u
b

lin
ers

)

」([1
9

8
8
] 5

3
8

-3
9

)

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
円
環
構
造
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
者
た
ち
こ
そ
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ(D

u
b

lin
e
rs

)

で
あ
り
、
ジ
ョ

イ
ス
は
言
う
な
れ
ば
ダ
ブ
リ
ン
社
会
の
「
麻
痺
」
か
ら
二
度
、
、
脱
出
し
よ
う
と
し
た
。
一
度
目
は
一
九
〇
四
年

に
恋
人
と
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
へ
脱
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
度
目
は
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
を
書
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
で
あ
る
。 

フ
ロ
イ
ト
は
言
う
―
―
「
分
析
に
お
い
て
…
…
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
物
事
は
不
可
避
的
に
再
び
現
れ
る
。

そ
れ
は
、
埋
葬
さ
れ
て
い
な
い
亡
霊
の
よ
う
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
そ
の
謎
が
明
ら
か
に
な
り
呪
文
が
解
か
れ
る
ま
で
、
安
ら

ぐ
こ
と
は
な
い([i]n

 
a

n
a

ly
s
is

 
. 

. 
. 

a
 
th

in
g
 
w

h
ich

 
h

a
s 

n
o
t 

b
e
e
n

 
u

n
d
e
rsto

o
d

 
in

e
v
ita

b
ly

 

re
a

p
p
e
a

rs
; lik

e
 a

n
 u

n
la

id
 g

h
o
st, it ca

n
n

o
t re

st u
n

til th
e
 m

y
ste

ry
 h

a
s
 b

e
e
n

 so
lv

e
d

 a
n

d
 th

e
 

s
p

e
ll b

ro
k

e
n

)

」( [1
9
5
5

] 1
2
2

)

。
序
論
で
見
た
よ
う
に
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
に
お
い
て
重
要
な
の
は
「
事

後
性
」
で
あ
る
が
、
上
記
の
フ
ロ
イ
ト
の
文
章
に
お
け
る
「
分
析
」
と
「
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
箇

所
を
「
書
く
こ
と(w

ritin
g
)

」
と
「
抑
圧
さ
れ
た
も
の(re

p
re

sse
d

)

」
に
読
み
替
え
た
場
合
、
以
下
の
ジ
ム
・

ル
ブ
ラ
ン(J

im
 L

e
B

la
n

c)

の
主
張
に
接
続
で
き
る
だ
ろ
う
―
―
「
ダ
ブ
リ
ン
に
取
り
憑
か
れ
な
が
ら
も
、

ジ
ョ
イ
ス
は
書
く
こ
と
に
お
い
て
、
そ
の
都
市
の
比
喩
的
な
死
骸
を
配
置
し
直
し
、
再
発
見
す
る
こ
と
で
、

ダ
ブ
リ
ン
が
彼
の
精
神
に
及
ぼ
す
影
響
に
倦
ま
ず
弛
ま
ず
打
ち
勝
と
う
と
し
た
の
だ(H

a
u

n
te

d
 b

y
 it 

[D
u

b
lin

], h
e
 ce

a
se

le
ss

ly
 s

tro
v
e
, in

 h
is

 w
ritin

g
, to

 m
a
ste

r th
e
 e

ffe
ct D

u
b

lin
 h

a
d

 o
n

 h
is 

p
s
y
ch

e
 th

ro
u

g
h

 a
 co

n
s
ta

n
t re

p
o
s
itio

n
in

g
 a

n
d

 re
d
is

co
v
e
ry

 o
f its

 m
e
ta

p
h

o
rica

l co
rp

se
)

」

(3
8
)

。
つ
ま
り
、
書
く
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て
は
過
去
の
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
と
い
う

ダ
ブ
リ
ン
の
亡
霊
と
対
峙
す
る
こ
と
で
あ
り
、
自
己
治
療
的
な
意
義
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ(D

a
n

ie
l S

ch
w

a
rz

)

に
よ
れ
ば
、「
ジ
ョ
イ
ス
は
彼
自
身
の
比
喩
で
あ
る
人

物
た
ち
を
創
造
し
た
。
彼
ら
を
手
段
と
し
て
、
彼
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
求
し
、
決
定
し
た
。

…
…
ジ
ョ
イ
ス
が
創
造
す
る
の
は
、
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
れ
を
抱
か
せ
る
も
の

の
仮
面
で
あ
る(J

o
y
ce

 cre
a

te
d

 ch
a

ra
cte

rs
 w

h
o
 w

e
re

 m
e
ta

p
h

o
rs fo

r h
im

se
lf, w

h
o
 w

e
re

 th
e
 

m
e
a

n
s
 b

y
 w

h
ich

 h
e
 e

x
p

lo
re

d
 a

n
d

 d
e
fin

e
d

 h
is

 id
e
n

tity. . . . [H
e
] cre

a
te

s m
a

sq
u

e
s
 fo

r w
h

a
t 

h
e
 fe

a
rs

 to
 b

e
co

m
e
)

」([1
9
9
4

] 1
0
3

)
1
4

。
こ
こ
で
の
「
恐
れ
」
は
、
精
神
分
析
的
に
は
「
不
安(a

n
x
ie

ty
)

」

で
あ
り
、（
広
義
に
お
け
る
）
ト
ラ
ウ
マ
と
少
な
か
ら
ぬ
関
連
性
が
あ
る
。
悲
劇
的
体
験
が
起
き
た
過
去
の

一
点
に
主
体
を
「
固
着(fix

a
tio

n
)

」
さ
せ
る
の
が
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
が
故
国
を
捨
て

た
こ
と
の
意
味
は
、
単
な
る
現
実
逃
避
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
未
来
へ
の
飛
翔
―
―
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
否
定
的
自
己
か
ら
、
な
る
べ
き
肯
定
的
自
己
へ
の
「
生
成
変
化(b

e
co

m
in

g
)

」
―
―
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
続
け
る
―
―
「［
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
］
は
、
一
九
〇
七
年
当

時
の
ジ
ョ
イ
ス
が
、
も
し
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
も
し
く
は
も
し
作
家
と
し
て
成
功

せ
ず
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ら
送
っ
た
か
も
し
れ
な
い
人
生
を
体
現
し
て
い
た

([G
a
b

rie
l] re

p
re

se
n

te
d

 a
 life

 th
a

t J
o
y
ce

 in
 1

9
0
7

 co
u

ld
 se

e
 h

im
se

lf le
a

d
in

g
 h

a
d

 h
e
 n

o
t le

ft 

Ire
la

n
d
 o

r h
a

d
 h

e
 fa

ile
d
 a

s a
 w

rite
r a

n
d
 h

a
d
 to

 re
tu

rn
 to

 Ire
la

n
d

)

」([1
9
9
4

] 1
0
4

)

。
こ
こ
で

の
「
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
」
と
は
、
一
人
称
の
語
り
を
採
用
し
た
「
子
ど
も
時
代
」
の
三
作
を
除
く
、
他
の
主
人

公
た
ち
に
も
妥
当
す
る
だ
ろ
う1

5

。
以
上
の
指
摘
を
受
け
て
本
研
究
は
、
麻
痺
の
中
心
と
し
て
の
ダ
ブ
リ
ン

に
留
ま
っ
て
い
た
ら
あ
り
得
た
は
ず
の
作
家
の
姿
を
、〈
否
定
的
分
身(n

e
g
a
tiv

e
 a

lte
r e

g
o
)

〉
と
呼
び
た

い
。
従
っ
て
、『
肖
像
』
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
倣
う
な
ら
ば
、『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
各
作
品
は
〈
否
定
的
自
画

像(n
e
g
a
tiv

e
 p

o
rtra

its)

〉
だ
と
言
え
る
。 

 

本
章
で
は
、
ジ
ョ
イ
ス
唯
一
の
短
篇
集
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
か
ら
「
姉
妹
た
ち
」「
痛
ま
し
い
事
件
」「
死

者
た
ち
」
の
三
作
品
を
採
り
上
げ
、
い
ず
れ
の
作
品
に
も
亡
霊
（
的
存
在
）
が
登
場
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
物
語
の
主
人
公
が
い
ず
れ
も
作
者
の
否
定
的
分
身
で
あ
る
こ
と
の
意
義
を
検
討
す
る
。「
姉
妹
た

ち
」
で
は
死
ん
だ
フ
リ
ン
神
父
の
「
灰
色
の
顔
」、「
痛
ま
し
い
事
件
」
で
は
自
殺
し
た
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡

霊
、「
死
者
た
ち
」
で
は
「
亡
霊
の
よ
う
な
青
白
い
光
」
と
な
っ
て
ホ
テ
ル
の
一
室
を
照
ら
す
フ
ュ
ア
リ
ー

の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
主
人
公
に
与
え
る
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
と
そ
の
事
後
的
影
響
を
考
察
す
る
。 

 
 

                                        

        

 
1
4 

こ
の
指
摘
は
、
以
下
の
小
田
基
の
言
と
響
き
合
う
―
―
「
す
べ
て
の
人
物
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
も
し
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
と
ど
ま
り
続
け
た
ら
そ
う
な

っ
た
で
も
あ
ろ
う
人
物
群
で
あ
る
の
だ
」（
五
八
）。 

1
5 

ダ
ブ
リ
ン
を
麻
痺
の
中
心
と
見
な
し
た
先
の
作
家
の
手
紙
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
続
く
―
―
「
私
は
無

関
心
な
大
衆
に
向
け
て
ダ
ブ
リ
ン
を
四
つ
の
層
に
分
け
て
提
示
し
よ
う
と
し
ま
し
た
、
す
な
わ
ち
子
ど
も

時
代
、
青
年
期
、
成
熟
期
、
そ
し
て
公
生
活
で
す(I 

h
a

v
e
 trie

d
 to

 
p

re
se

n
t it 

[D
u

b
lin

] to
 
th

e
 

in
d

iffe
re

n
t p

u
b

lic u
n

d
e
r fo

u
r o

f its
 a

s
p

e
cts

: ch
ild

h
o
o
d

, a
d

o
le

sce
n

ce
, m

a
tu

rity
 a

n
d

 p
u

b
lic 

life
)

」(L
 II 1

3
4
)

。『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
出
版
の
経
緯
と
批
評
史
に
つ
い
て
は
、
吉
川 

［
二
〇
一
六a

］
一

三
―
三
四
を
参
照
の
こ
と
。 
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第
一
節 

死
ん
だ
神
父
の
灰
色
の
顔
は
何
を
語
る
か 

 

―
―
「
姉
妹
た
ち
」
に
お
け
る
亡
霊
と
「
不
気
味
な
笑
い
」 

  

「
あ
の
人
は
今
度
は
も
う
助
か
ら
な
い
だ
ろ
う
、
三
度
目
の
発
作
だ
か
ら(T

h
e
re

 w
a
s
 n

o
 h

o
p
e
 fo

r h
im

 

th
is

 tim
e
: it w

a
s th

e
 th

ird
 s

tro
k

e
)

」(S
 1

)

―
―
ジ
ョ
イ
ス
が
最
初
に
発
表
し
た
短
篇
「
姉
妹
た
ち
」

は
、
こ
の
謎
め
い
た
一
文
か
ら
始
ま
る
。
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
「
デ
ビ
ュ
ー
作
に
は
そ
の
作
家
の
全
て
が
あ

る
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
そ
し
て
本
研
究
が
着
目
す
る
ジ
ョ
イ
ス
作
品
全
体
を
覆
う
亡
霊
的
モ
チ
ー

フ
に
お
い
て
も
、
「
姉
妹
た
ち
」
に
は
こ
の
作
家
の
全
て
が
あ
る
。
ジ
ョ
イ
ス
作
品
の
場
合
、
日
本
語
に
翻

訳
す
る
と
、
各
語
の
持
つ
曖
昧
性
、
あ
る
い
は
多
義
性
が
往
々
に
し
て
消
え
て
し
ま
う
。
冒
頭
の
原
文
を
文

字
通
り
に
訳
せ
ば
「
彼
に
は
希
望
が
な
か
っ
た
」
の
で
あ
り
、“s

tro
k

e
”

が
「
発
作
」
で
あ
る
こ
と
も
こ
の

時
点
で
は
確
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
（
研
究
者
に
と
っ
て
は
自
明
で
あ
る
が
）
初
読
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
の

「
彼
」
が
誰
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
謎
を
抱
え
た
ま
ま
三
三
行
目
ま
で
読
み
進
め
て
や
っ
と
、
そ

の
人
物
が
「
中
風
／
麻
痺(p

a
ra

ly
sis)

」
の
発
作
で
亡
く
な
っ
た
「
フ
リ
ン
神
父
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。 

 

し
か
し
「
姉
妹
た
ち
」
が
、
今
日
私
た
ち
が
手
に
す
る
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
作
品
に

ま
で
発
展
す
る
に
は
、
長
い
月
日
を
要
し
た
。
初
出
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ィ
ー
ダ
ラ
ス(S

te
p

h
e
n

 

D
a
e
d

a
lu

s)

の
筆
名
で
『
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド(Irish

 H
o
m

estea
d

)

』
の
一
九
〇
四
年
八
月

十
三
日
号
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
二
度
の
大
幅
な
改
稿
を
含
む
幾
多
の
修
正
が
為
さ
れ
た
。
「
グ
レ
イ
ス

(G
ra

ce
)

」
ま
で
の
全
十
二
篇
構
成
で
あ
っ
た
一
九
〇
五
年
末
と
、「
死
者
た
ち
」
を
除
く
十
四
篇
の
完
成
稿

が
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
た
一
九
〇
六
年
六
月
に
は
、
作
者
は
短
篇
集
の
全
体
像
を
意
識
し
た
上
で
、
大
幅

な
改
稿
を
行
っ
た(G

a
b

le
r [2

0
0

6
] x

ix
-x

x
i)

。「
姉
妹
た
ち
」
の
書
き
換
え
は
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
だ
け
で

な
く
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
全
体
を
方
向
付
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
改
稿
に
よ
っ
て
付
け
加
え
ら

れ
た
部
分
を
考
慮
し
な
が
ら
、
作
中
に
現
れ
る
亡
霊
表
象
の
意
義
を
考
察
し
て
ゆ
く
。 

 
 「

亡
霊
譚
」
と
し
て
の
「
姉
妹
た
ち
」―

―

改
稿
を
経
て 

一
九
〇
四
年
の
『
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
』
版
（
以
下
、IH

版
）
と
本
研
究
が
底
本
と
す

る
ノ
ー
ト
ン
版
の
決
定
稿
を
比
較
し
た
と
き
に
、
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る1

6

。
第
一
に
、

『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
全
体
の
鍵
語
と
な
る
「
麻
痺
／
中
風(p

a
ra

ly
sis

)

」、（
及
び
象
徴
的
に
解
釈
す
る
こ
と

が
可
能
な
「
ノ
ー
モ
ン(g

n
o
m

o
n

)

」
と
「
聖
職
売
買(sim

o
n

y
)

」）
と
い
う
三
語
が
決
定
版
の
第
一
段
落
に

イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
書
き
込
ま
れ
た
こ
と1

7

、
こ
れ
に
関
連
す
る
第
二
点
と
し
て
、
神
父
の
死
を
聞
か
さ
れ
た

                                        

        

 
1
6 

先
行
研
究
を
網
羅
的
に
参
照
し
つ
つ
、IH

版
と
の
詳
密
な
比
較
検
討
を
行
っ
た
の
は
、
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
・
ウ
ォ
ル
ツ
ル(F

lo
re

n
ce

 W
a

lz
l)

の
「
ジ
ョ
イ
ス
の
『
姉
妹
た
ち
』
―
―
発
展
」
で
あ
る
。
一
九
七
三

年
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
論
文
は
、
特
定
の
文
学
理
論
に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
、J

J
Q

で
も
異
例
の
四
七
頁

の
長
さ
を
持
つ
。
発
表
か
ら
四
十
年
以
上
を
経
た
今
日
な
お
、
本
作
を
論
じ
る
上
で
の
必
須
文
献
で
あ
る
。 

1
7 

こ
の
三
語
の
多
義
性
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
金
井
嘉
彦
の
ま
と
め
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。「
多
く
［
の

研
究
］
は
、“p

a
ra

ly
sis”

をD
u

b
lin

e
rs

の
陥
っ
て
い
る
状
態
と
し
、“g

n
o
m

o
n

”

を
そ
の
不
完
全
性
の
メ
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夜
、
少
年
は
眠
り
に
就
く
前
に
「
灰
色
の
顔
」
と
遭
遇
し
、
夢
の
中
で
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
付
き
ま
と
わ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
の
亡
霊
表
象
に
つ
い
て
論
ず
る
本
論
が
こ
こ
で
子
細
に

検
討
し
た
い
の
は
後
者
で
あ
る
。 

  

僕
が
眠
り
に
就
い
た
と
き
は
、
も
う
遅
い
時
間
だ
っ
た
。
コ
ッ
タ
ー
爺
さ
ん
が
僕
の
こ
と
を
子
ど
も
扱

い
し
た
こ
と
に
腹
を
立
て
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
頭
を
ひ
ね
っ
て
彼
の
切
れ
切
れ
の
文
章

、
、
、
、
、
、
、
か
ら
意
味

を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
か
ら
だ
。
す
る
と
部
屋
の
暗
闇
の
中
に
、
麻
痺
し
た
人
間
の
ど
ん
よ
り
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

灰
色
の
顔

、
、
、
、
が
ま
た
し
て
も
見
え
た
と
思
っ
た
。
僕
は
毛
布
を
頭
ま
で
引
っ
張
り
上
げ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

こ
と
を
考
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
灰
色
の
顔

、
、
、
、
は
そ
れ
で
も
尚
、
僕
に
付
き
ま
と
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

ぶ
つ
ぶ
つ
と
呟
く
。
す
る
と
、
そ
れ
が
何
か
を
し
き
り
に
告
白
し
た
が
っ
て
い
る
こ
と
が
僕
に
は
わ
か
っ

た
。
自
分
の
魂
が
ど
こ
か
楽
し
げ
だ
が
悪
し
き
場
所
へ
落
ち
込
ん
で
い
く
の
を
僕
は
感
じ
た
が
、
そ
の
場

所
で
も
再
び
、
灰
色
の
顔
は
僕
を
待
ち
伏
せ
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
は
ぶ
つ
ぶ
つ
呟
く
よ
う
な
声
で
僕
に
告

白
を
始
め
た
。
ど
う
し
て
ず
っ
と
そ
の
顔
は
微
笑
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
？ 

そ
れ
に
ど
う
し
て
そ
ん
な

に
唇
が
唾
液
で
湿
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？ 

と
僕
は
不
思
議
に
思
っ
た
。
で
も
そ
の
と
き
、
そ
れ
は
麻
痺

、
、
、
、
、

が
原
因
で
死
ん
だ
の
だ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
ま
る
で
彼
の
聖
職
売
買
の
罪
を
赦
す
か
の
よ
う

に
僕
も
ま
た
弱
々
し
く
微
笑
ん
で
い
る
の
を
感
じ
た
。 

It w
a

s la
te

 w
h

e
n

 I fe
ll a

s
le

e
p

. T
h

o
u

g
h

 I w
a
s
 a

n
g
ry

 w
ith

 o
ld

 C
o
tte

r fo
r a

llu
d

in
g
 to

 m
e
 

a
s
 a

 ch
ild

 I p
u

z
z
le

d
 m

y
 h

e
a

d
 to

 e
x
tra

ct m
e
a

n
in

g
 fro

m
 h

is
 u

n
fin

is
h

e
d

 se
n

te
n

ce
s
. In

 th
e
 

d
a

rk
 o

f m
y
 ro

o
m

 I im
a

g
in

e
d

 th
a
t I sa

w
 a

g
a

in
 th

e
 h

e
a

v
y
 g

re
y
 fa

ce
 o

f th
e
 p

a
ra

ly
tic. I 

d
re

w
 th

e
 b

la
n

k
e
ts o

v
e
r m

y
 h

e
a

d
 a

n
d

 trie
d
 to

 th
in

k
 o

f C
h

ristm
a
s
. B

u
t th

e
 g

re
y
 fa

ce
 still 

fo
llo

w
e
d

 m
e
. It m

u
rm

u
re

d
 a

n
d

 I u
n

d
e
rsto

o
d

 th
a
t it d

e
sire

d
 to

 co
n

fe
ss

 so
m

e
th

in
g
. I fe

lt 

m
y
 so

u
l re

ce
d
in

g
 in

to
 so

m
e
 p

le
a
sa

n
t a

n
d

 v
icio

u
s
 re

g
io

n
 a

n
d

 th
e
re

 a
g
a
in

 I fo
u

n
d
 it 

w
a

itin
g
 fo

r m
e
. It b

e
g
a

n
 to

 co
n

fe
ss

 to
 m

e
 in

 a
 m

u
rm

u
rin

g
 v

o
ice

 a
n

d
 I w

o
n

d
e
re

d
 w

h
y
 it 

s
m

ile
d

 co
n

tin
u

a
lly

 a
n

d
 w

h
y
 th

e
 lip

s
 w

e
re

 so
 m

o
is

t w
ith

 s
p

ittle
. B

u
t th

e
n

 I re
m

e
m

b
e
re

d
 

th
a
t it h

a
d

 d
ie

d
 o

f p
a

ra
ly

sis a
n

d
 I fe

lt th
a
t I to

o
 w

a
s sm

ilin
g
 fe

e
b
ly

 a
s
 if to

 a
b
so

lv
e
 th

e
 

s
im

o
n

ia
c o

f h
is sin

. (S
 7

1
-8

3
) 

 

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
は
、「
麻
痺
」「
ノ
ー
モ
ン
」「
聖
職
売
買
」
の
鍵
語
が
全
て
出
揃
っ
て
い
る
。「
卒
中
で

死
ん
だ
」
神
父
は
、「
灰
色
の
顔
」
と
し
て
少
年
に
想
像
さ
れ
る
。
彼
が
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
訃
報
を
彼
に
伝
え
た
コ
ッ
タ
ー
の
断
片
的
な
言
葉
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
が
故

                                        

        

 

タ
フ
ァ
ー
と
考
え
、“s

im
o
n

y
”

を
精
神
的
不
純
性
と
考
え
る
」（
［
二
〇
一
四
］
一
九
）。
同
時
に
金
井
は
別

の
「
姉
妹
た
ち
」
に
つ
い
て
の
論
文
で
、「
一
九
〇
四
年
当
時
の
政
治
的
・
歴
史
的
・
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス

ト
」
に
着
目
し
、
こ
の
三
語
が
ジ
ョ
イ
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
［
二
〇
一
六
］

三
七
）
。
さ
ら
に
、IH

版
に
な
か
っ
た
こ
の
三
語
が
完
成
版
で
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
の
意
味
は
、「
姉
妹

た
ち
」
だ
け
で
な
く
、
短
篇
集
全
体
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
「
ジ
ョ
イ
ス
の
罠
」

で
あ
る
と
す
る
（「
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
」［
二
〇
一
七a

］）
。 
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で
あ
り
、
こ
こ
に
は
ノ
ー
モ
ン
が
持
つ
特
殊
な
不
在
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う1

8

。
す
な
わ
ち
、
平
行

四
辺
形
の
一
角
か
ら
、
相
似
形
を
取
り
除
い
た
図
形
で
あ
る
ノ
ー
モ
ン
に
お
い
て
、
欠
け
た
部
分
は
全
体
性

を
損
な
う
と
い
う
意
味
で
不
完
全
性
の
印
で
あ
り
な
が
ら
、
相
似
形
で
あ
る
が
故
に
不
在
の
部
分
は
事
実

全
体
と
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る1

9

。
こ
の
場
合
、
コ
ッ
タ
ー
の
発
話
全
体
が
大
き
な
平
行
四

辺
形
、
少
年
に
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
部
分
（
一
部
）
が
小
さ
な
平
行
四
辺
形
に
相
当
す
る
わ
け
だ
が
、
全

て
を
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
が
故
に
彼
は
そ
の
不
在
の
言
葉
に
取
り
憑
か
れ
て
し
ま
い
、
爺
さ
ん
は
一
体
何

を
言
お
う
と
し
て
い
た
の
か
と
い
う
全
体
性
の
回
復
を
望
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
呟
く
よ
う
に

「
何
か(s

o
m

e
th

in
g
)

」
を
執
拗
に
告
白
し
た
が
っ
て
い
る
「
灰
色
の
顔
」
と
繋
が
る
。
本
章
の
第
三
節
で

見
る
よ
う
に
、
代
名
詞
のso

m
e
th

in
g

は
そ
れ
が
正
確
に
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
亡

霊
的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
「
そ
れ
、
、
」
が
ず
っ
と
微
笑
ん
で
い
る
こ
と
に
少
年
は
疑
問
を
持
ち
つ
つ
、「
聖

職
売
買
」
の
罪
を
赦
す
か
の
よ
う
に
自
分
も
ま
た
微
笑
ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
る
（
こ
の
伝
染
的
な
「
不
気

味
な
笑
い
」
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。 

 

た
だ
し
、
先
行
研
究
が
充
分
に
論
じ
て
い
な
い
の
は
、
「
灰
色
の
顔
」
が
少
年
の
脳
裡
に
取
り
憑
い
て
い

る
こ
と
の
意
義
、
言
う
な
れ
ば
そ
の
〈
亡
霊
性(g

h
o
stlin

e
ss)

〉
で
あ
る2

0

。
確
か
に
こ
こ
に
は
亡
霊
や
幽

霊
に
類
す
る
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
少
年
は
幸
福
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
思
い
出
を
想
起
し
て
な

お2
1

、
そ
の
不
気
味
な
存
在
を
振
り
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
眠
り
に
つ
い
た
あ
と
で
も
顔
は
彼

を
「
待
ち
伏
せ
て
い
た
」
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
りIH

版
に
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
「
灰
色
の
顔
」
の
夢
が

追
加
さ
れ
る
こ
と
で
、
ジ
ョ
イ
ス
は
神
父
が
少
年
に
与
え
た
影
響
力
、
言
い
換
え
れ
ば
神
父
が
象
徴
す
る
と

こ
ろ
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
影
響
が
、
神
父
の
死
後
も
取
り
憑
く
こ
と
を
強
調
し
た
わ
け
だ2

2

。 

                                        

        

 
1
8 

バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク(B

e
rn

a
rd

 B
e
n

s
to

ck
)

は 
“T

h
e
 G

n
o
m

o
n

ics
 o

f D
u

b
lin

ers”

と
題

す
る
論
文
で
、
ノ
ー
モ
ン
と
い
う
鍵
語
か
ら
短
篇
集
全
体
を
分
析
し
つ
つ
、
亡
霊
表
象
の
意
義
に
も
触
れ
て

お
り
、
本
研
究
は
こ
れ
に
多
く
を
負
っ
て
い
る([1

9
8

8
] 5

1
9

-3
9

)

。 
1
9 

例
え
ば
、
ル
ー
ク
・
ギ
ボ
ン
ズ(L

u
k

e
 G

ib
b
o
n

s
)

は
亡
霊
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
、
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン

テ
ィ
が
分
析
し
た
「
幻
肢(p

h
a

n
to

m
 lim

b
)

」
を
採
り
上
げ
る([2

0
1
5

] 2
3
-2

4
)

。
例
え
ば
、
事
故
で
右
腕

を
失
っ
た
患
者
が
い
る
と
す
る
。
欠
損
し
て
し
ま
っ
た
身
体
の
一
部
は
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
障
害
」

と
い
う
あ
る
種
の
不
完
全
性
を
引
き
起
こ
す
が
（
勿
論
こ
こ
で
の
障
害
と
は
、
生
活
に
お
け
る
不
自
由
の
意

で
あ
る
）、
絶
え
ず
そ
の
欠
損
は
失
わ
れ
て
い
な
い
身
体
、
い
わ
ゆ
る
五
体
満
足
の
身
体
と
い
う
全
体
性
を

想
起
さ
せ
る
。
ノ
ー
モ
ン
も
ま
た
、
そ
の
不
在
の
存
在
と
し
て
、
欠
け
て
い
る
部
分
が
常
に
あ
り
得
た
は
ず

の
全
体
性
を
想
起
さ
せ
る
。 

2
0 

田
多
良
俊
樹
は
「
姉
妹
た
ち
」
が
改
稿
を
経
て
、「
亡
霊
的
な
イ
メ
ー
ジ
」
と
「
不
気
味
さ
」
が
強
調
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
、
「
オ
カ
ル
テ
ィ
ズ
ム
の
流
行
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
に
求
め
て
い
る
（
三
九
）。 

2
1 

言
う
ま
で
も
な
く
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
はH

o
ly

 G
h

o
s
t

の
た
め
の
ミ
サ(m

a
ss)

で
あ
る
。
川
口
喬
一
は

恐
怖
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
想
起
す
る
と
い
う
行
為
の
同
一
性
か
ら
、
「
姉
妹
た
ち
」
と
『
肖

像
』
第
一
章
第
二
節
を
比
較
し
て
い
る
―
―
「
短
編
の
中
風
患
者
が
低
い
声
で
何
か
を
告
白
し
よ
う
と
す
る

よ
う
に
、［
『
肖
像
』
の
］
亡
霊
た
ち
も
、S

te
p

h
e
n

に
は
、
奇
妙
な
顔
で
何
か
を
告
白
し
た
が
っ
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
」（［
一
九
六
六
］
一
六
六
―
六
八
）。
こ
の
『
肖
像
』
の
亡
霊
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
第
二
章

第
四
節
で
詳
し
く
論
じ
る
。 

2
2 

た
だ
し
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
パ
リ
ン
ダ
ー(P

a
trick

 P
a
rrin

d
e
r) 

は
、「
姉
妹
た
ち
」
の
少
年
が
「
麻
痺
」

の
犠
牲
者
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
決
定
で
き
な
い
と
し
て
、
テ
ク
ス
ト
を
開
い
た
ま
ま
に
し
て
い
る

([1
9

8
6
] 2

5
9

)

。 
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し
か
し
、
こ
の
物
語
で
主
人
公
に
取
り
憑
く
の
は
、「
灰
色
の
顔
」
だ
け
で
は
な
い
。「
姉
妹
た
ち
」
は
、

IH
版
と
決
定
版
の
両
者
と
も
、
神
父
の
家
の
窓
を
見
上
げ
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
決
定
版
の
第
一
パ
ラ
グ

ラ
フ
の
最
後
で
、
少
年
は
次
の
よ
う
な
言
葉
を
述
べ
る
。 

  

夜
毎
窓
を
見
上
げ
な
が
ら
、
僕
は
自
分
に
向
か
っ
て
中
風
と
呟
い
た
。
そ
れ
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の

ノ
ー
モ
ン
や
、
カ
テ
キ
ズ
ム
の
シ
モ
ニ
ー
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
い
つ
だ
っ
て
僕
の
耳
で
奇
妙
に
響
い

た
。
し
か
し
今
や
そ
の
言
葉
の
響
き
は
僕
に
と
っ
て
、
ど
こ
か
不
吉
で
、
罪
深
い
存
在
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
。
そ
れ
は
僕
を
恐
怖
で
満
た
し
、
で
も
そ
れ
に
も
っ
と
近
づ
い
て
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
死
の
働
き
を

見
届
け
た
い
と
思
っ
た
。 

 
E

v
e
ry

 n
ig

h
t a

s
 I g

a
z
e
d

 u
p

 a
t th

e
 w

in
d
o
w

 I s
a
id

 s
o
ftly

 to
 m

y
se

lf th
e
 w

o
rd

 p
a
ra

ly
sis. It 

h
a

d
 a

lw
a

y
s so

u
n

d
e
d

 stra
n

g
e
ly

 in
 m

y
 e

a
rs

 lik
e
 th

e
 w

o
rd

 g
n

om
o
n

 in
 th

e
 E

u
clid

 a
n

d
 th

e
 

w
o
rd

 sim
o
n

y
 
in

 
th

e
 
ca

te
ch

is
m

. 
B

u
t 

n
o
w

 
it 

so
u

n
d
e
d

 
to

 
m

e
 
lik

e
 
th

e
 
n

a
m

e
 
o
f 

s
o
m

e
 

m
a
le

fice
n

t a
n

d
 s

in
fu

l b
e
in

g
. It fille

d
 m

e
 w

ith
 fe

a
r a

n
d

 y
e
t I lo

n
g
e
d

 to
 b

e
 n

e
a
re

r to
 it 

a
n

d
 to

 lo
o
k

 u
p
o
n

 its
 d

e
a

d
ly

 w
o
rk

. (S
 9

-1
5
)
2
3 

 

学
校
が
夏
期
休
暇
中
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
は
「
毎
夜([n

]ig
h

t a
fte

r n
ig

h
t)

」
神
父
の
家
の
前
に
赴
き
、

窓
を
見
上
げ
想
い
を
巡
ら
せ
る
。「
三
度
目
の
発
作
／
卒
中(th

ird
 stro

k
e
)

」
を
起
こ
し
た
神
父
が
も
し
既

に
亡
く
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
窓
に
は
「
二
本
の
蝋
燭
」
の
明
か
り
が
灯
る
は
ず
だ
か
ら
だ
。
彼
が

呟
く
パ
ラ
リ
シ
ス
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
後
の
主
語
と
な
る

it

が
す
べ
て
こ
れ
を
指
す
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
彼
の
脳
裡
に
取
り
憑
い
て
い
る
。
加
え
て
、
彼
は
そ
の
言
葉
の
響
き
を
「
ど
こ
か
不
吉
で
、
罪
深

い
存
在
」
へ
と
実
体
化
す
る
。
ま
さ
に
パ
ラ
リ
シ
ス
は
、
彼
に
と
っ
て
は
死
と
深
く
関
わ
る
「
も
の
」
な
の

だ
。
少
年
の
夢
の
中
で
、
神
父
が
人
物
と
し
て
で
は
な
く
、「
灰
色
の
顔
」
と
い
う
「
も
の
」
と
し
て
登
場

す
る
理
由
、
あ
る
い
は
「
そ
れ
」
と
代
名
詞
で
名
指
さ
れ
る
理
由
は
こ
こ
に
起
因
す
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
れ
に
続
く
第
二
段
落
で
、
場
面
は
既
に
少
年
の
自
宅
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。
夕
食
の
た
め
に
階
下
へ

降
り
て
き
た
彼
と
共
に
、
ま
さ
し
く
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
読
者
は
、
コ
ッ
タ
ー
爺
さ
ん
の

「
切
れ
切
れ
の
文
章
」
を
耳
に
す
る
―
―
「
い
や
、
わ
し
は
あ
の
人
が
ま
さ
に
…
…
だ
と
言
い
た
い
わ
け
じ

ゃ
な
く
て
だ
ね
。
た
だ
、
ど
こ
か
…
…
に
は
奇
妙
な(q

u
e
e
r)

、
あ
の
人
に
は
ど
こ
か
不
気
味
な(u

n
ca

n
n

y
)

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
っ
て
こ
と
さ
。
わ
し
の
意
見
を
言
わ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
ね
…
…(N

o
, I w

o
u

ld
n

’t sa
y
 h

e
 

w
a
s e

x
a
ctly

 …
…

 b
u

t th
e
re

 w
a
s so

m
e
th

in
g
 q

u
e
e
r …

.. th
e
re

 w
a

s so
m

e
th

in
g
 u

n
ca

n
n

y
 a

b
o
u

t 

h
im

. I’ll te
ll y

o
u

 m
y
 o

p
in

io
n

. …
)

」（S
 1

9
-2

1

：
中
略
は
原
文
マ
マ
）
。Q

u
e
e
r

とu
n

ca
n

n
y

と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
今
日
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
の
背
後
に
ど
う
し
て
も
ク
イ
ア
理
論
や
フ
ロ
イ
ト
の
理

                                        

        

 
2
3 

こ
こ
で“it”

と
い
う
代
名
詞
が
繰
り
返
さ
せ
る
こ
と
の
意
義
は
、
南
谷
奉
良
（
［
二
〇
一
七
］
）
に
よ
っ

て
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
。
南
谷
はIH

版
と
の
詳
細
な
比
較
に
基
づ
き
、
改
稿
に
よ
っ
てit

と
い
う
単
語

が
異
様
な
ほ
ど
増
殖
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ジ
ョ
イ
ス
はit

をit

と
し
て
読
者
に
感
知
さ
せ
る
方
法

論
―
―
シ
ル
エ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
直
接
的
に
で
は
な
く
、
ヴ
ェ
ー
ル
を
被
せ
た
間
接
的
状
態
で
対
象
を
描
く

こ
と
―
―
を
身
に
付
け
た
と
す
る
。
彼
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
不
気
味
なit

」
は
、
ウ
ォ
ル
ツ
ル
が
述
べ
た
「
曖

昧
なit(a

 v
a

g
u

e
 it)

」([1
9
7

3
] 3

8
7

)

や
、
本
論
が
着
目
す
る
フ
ロ
イ
ト
の
概
念
と
も
響
き
合
う
。 
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論
を
思
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
事
実
、
神
父
と
少
年
の
関
係
に
同
性
愛
や
少
年
愛
を
読
み
取
る
先
行

研
究
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
本
作
が
執
筆
さ
れ
た
二
十
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
言
葉
に
は
ま
だ
今
日
の
よ
う
な
含
意
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
ク
イ
ア
の
問
題
は
脇
に
置
く
と
し
て
も
、

u
n

ca
n

n
y

と
い
う
単
語
に
は
特
別
な
意
味
を
読
み
取
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、q

u
e
e
r

と
い

う
単
語
は

IH
版
に
お
い
て
も
既
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、u

n
ca

n
n

y

は
完
成
版
に
お
い
て
初
め
て
付
け
加

え
ら
れ
た
言
葉
だ
か
ら
で
あ
る
。 

フ
ロ
イ
ト
が
論
文
「
不
気
味
な
も
の(D

a
s
 U

n
h

e
im

lich
e

／T
h

e
 U

n
ca

n
n

y
)

」
を
発
表
し
た
の
は
第
一

次
大
戦
後
の
一
九
一
九
年
の
こ
と
で
あ
る
が2

4

、
ジ
ョ
イ
ス
は
そ
の
定
義
、
「
内
密
に
し
て
―
慣
れ
親
し
ま

れ
た
も
の
、
抑
圧
を
経
験
し
つ
つ
も
そ
の
状
態
か
ら
回
帰
し
た
も
の
」（［
二
〇
〇
六
］
四
二
）
を
熟
知
し
て

、
、
、
、

い
た
、
、
か
の
よ
う
だ
。「
姉
妹
た
ち
」
の
主
人
公
に
と
っ
て
神
父
は
文
字
通
り
「
父
」
代
わ
り
の
存
在
で
あ
り
、

「
親
し
い
友
人
」
で
あ
り
、
彼
は
神
父
か
ら
「
大
い
な
る
期
待
」、
す
な
わ
ち
将
来
聖
職
に
就
く
こ
と
を
嘱

望
さ
れ
て
い
た(S

 4
0
-4

2
)

。
し
か
し
、
物
語
の
最
後
で
神
父
の
姉
妹
で
あ
る
イ
ラ
イ
ザ
が
明
ら
か
に
す
る

よ
う
に
、
主
人
公
が
出
会
う
以
前
に
、
神
父
が
聖
職
を
辞
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ひ
と
つ
の
大
き
な
事
件

が
起
き
て
い
た2

5

。
神
父
は
ミ
サ
の
最
中
に
聖
杯
を
壊
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
以
来
神
父
に
は
「
ど
こ
か
お
か

し
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た(th

e
re

 w
a

s s
o
m

e
th

in
g
 g

o
n

e
 w

ro
n

g
 w

ith
 h

im
)

」
の
で
あ
る
。
少
年
は
こ
の

事
実
を
こ
の
夜
初
め
て
知
る
。
コ
ッ
タ
ー
爺
さ
ん
の
発
言
と
同
じ
文
構
造(th

e
re

 w
a

s
 so

m
e
th

in
g
 

…)

を

用
い
る
こ
と
で
、
ジ
ョ
イ
ス
は
神
父
の
奇
妙
さ
と
不
気
味
さ
が
、「
狂
気
」
に
依
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る

2
6

。
し
か
し
狂
気
は
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
常
に
発
現
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
隠
遁
し
た
後
も

神
父
は
幼
い
主
人
公
に
ミ
サ
の
教
義
を
教
え
、
正
し
い
ラ
テ
ン
語
の
発
音
を
教
え
て
い
た
。
主
人
公
が
物
語

の
最
後
で
ひ
と
つ
の
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
と
し
て
知
る
の
は
、
彼
が
そ
れ
ま
で
漠
然
と
感
じ
て
い
た
神
父
の
奇

妙
さ
と
不
気
味
さ
の
原
因
な
の
だ
。 

 

少
年
は
事
実
、
神
父
に
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
が
、
同
時
に
違
和
感
も
覚
え
て
い
た
。
こ
の
相
反
す
る
感

情
、
両
価
性(a

m
b

iv
a

le
n

ce
)

は
夢
現
に
灰
色
の
顔
を
目
撃
し
た
翌
日
の
朝
、
少
年
が
抱
く
感
慨
に
示
さ
れ

て
い
る
―
―
「
僕
も
今
日
の
日
和
も
共
に
喪
に
服
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
こ
と
が
奇
妙
に

、
、
、
思
え
、
ま

る
で
彼
の
死
に
よ
っ
て
何
か
か
ら
解
放
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
感
覚
が
自
分
の
中
に
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、

僕
は
当
惑
さ
え
し
て
い
た
の
だ(I fo

u
n

d
 it s

tra
n

g
e
 th

a
t n

e
ith

e
r I n

o
r th

e
 d

a
y
 s

e
e
m

e
d
 in

 a
 

                                        

        

 
2
4 

本
研
究
の
序
論
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
「
不
気
味
な
も
の
」
も
ま
た
第
一
次
大
戦
終
結
後
に
発
表
さ
れ

た
論
文
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。 

2
5 

ト
マ
ス
・
E
・
コ
ノ
リ
ー(T

h
o
m

a
s
 E

. C
o
n

n
o
lly

)

は
、
フ
リ
ン
神
父
は
「
聖
職
権
を
剥
奪
さ
れ
た

(d
e
fro

ck
e
d
)

」
の
で
は
な
く
、
告
解
室
で
の
狂
気
じ
み
た
振
る
舞
い
の
た
め
に
、「
心
な
ら
ず
も
引
退
せ
ず

に
い
ら
れ
な
か
っ
た
」
の
だ
と
論
じ
て
い
る
が(1

9
2

)

、
本
論
も
こ
の
見
解
に
従
い
、
神
父
の
発
狂
は
引
退

前
に
起
こ
っ
た
と
す
る
。 

2
6 

た
だ
し
、
実
際
に
完
成
版
に
お
い
て
彼
が
狂
気
に
陥
っ
て
い
た
か
ど
う
か
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

対
照
的
にIH

版
で
は
、
コ
ッ
タ
ー
爺
さ
ん
は
自
ら
の
額
を
叩
き
な
が
ら
「
二
階
が
…
…
お
か
し
く
な
っ
て

い
た(U

p
p

e
r s

to
ry

 . . . g
o
n

e
)

」
（
中
略
は
原
文
マ
マ
）
、
つ
ま
り
神
父
の
頭
が
狂
っ
て
い
た
と
言
う
。
こ

の
発
話
を
受
け
て
少
年
の
お
じ
は
「
み
な
さ
ん
は
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
私
の
目
に
は
、
そ
の

よ
う
に
は
全
く
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
は
確
か
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た(S

o
 th

e
y
 sa

id
. I n

e
v
e
r 

co
u

ld
 se

e
 m

u
ch

 o
f it. I th

o
u

g
h

t h
e
 w

a
s sa

n
e
 e

n
o
u

g
h

.)

」
と
返
答
し
て
い
る(IH

 2
0

4
)

。 
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m
o
u

rn
in

g
 m

o
o
d
 a

n
d

 I fe
lt e

v
e
n

 a
n

n
o
y
e
d

 a
t d

isco
v
e
rin

g
 in

 m
y
se

lf a
 se

n
sa

tio
n

 o
f fre

e
d

o
m

 

a
s
 if I h

a
d
 b

e
e
n

 fre
e
d
 fro

m
 s

o
m

e
th

in
g
 b

y
 h

is d
e
a
th

)

」(S
 1

1
7
-2

0
)

。
再
び
「
奇
妙
さ
」
が
問
題

と
な
る
。
私
た
ち
は
既
に
パ
ラ
リ
シ
ス
と
い
う
言
葉
の
音
が
「
い
つ
で
も
奇
妙
に(stra

n
g
e
ly

)

鳴
り
響
い
て

い
た
」
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
ジ
ョ
イ
ス
は
明
ら
か
にs

tra
n

g
e
 / q

u
e
e
r / u

n
ca

n
n

y

と
い
う
形
容
詞
を

変
奏
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
物
語
冒
頭
で
、
パ
ラ
リ
シ
ス
の
響
き
に
恐
れ
つ
つ
魅
了
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
思

い
出
す
な
ら
ば(“I lo

n
g
e
d
 to

 b
e
 n

e
a
re

r to
 it”)

2
7

、
こ
こ
に
も
両
価
性
が
見
出
さ
れ
る
。
父
親
が
そ
ば
に

い
な
い
少
年
に
と
っ
て
、
神
父
は
父
代
わ
り
で
あ
っ
た2

8

。
し
か
し
、
同
時
に
彼
は
神
父
か
ら
期
待
さ
れ
る

将
来
、
す
な
わ
ち
聖
職
に
就
く
こ
と
に
対
し
て
漠
た
る
不
安
を
感
じ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ジ
ョ
イ
ス
だ
け
で

な
く
作
家
の
分
身
で
あ
る
『
肖
像
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
聖
職
者
に
な
る
こ
と
を
家
族
や
神
父
に
期
待
さ
れ

な
が
ら
固
辞
す
る
こ
と
の
伏
線
で
も
あ
る
（
詳
細
は
本
論
第
二
章
で
検
討
す
る
）。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

神
父
は
単
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
だ
け
で
な
い
。
そ
れ
は
ダ
ブ
リ
ン
の
人
々
を
麻
痺
さ
せ
、

幼
い
子
ど
も
の
未
来
に
ま
で
重
く
の
し
掛
か
る
亡
霊
的
な
存
在
な
の
だ
。 

 

神
父
の
「
不
気
味
な
笑
い
」 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ウ
ォ
ル
ツ
ル
が
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
よ
う
に([1

9
7
3
] 3

8
5
, 4

1
3
-1

6
)

、「
姉
妹
た
ち
」

で
は
神
父
の
「
笑
み
」
が
問
題
と
な
る2

9

。
た
だ
し
彼
女
は
本
研
究
が
先
に
参
照
し
た
フ
ロ
イ
ト
の
「
不
気

味
な
も
の
」
と
の
関
連
は
指
摘
し
て
い
な
い3

0

。
フ
ロ
イ
ト
は
言
う
―
― 

 

空
想
と
現
実
と
の
間
の
境
界
線
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
場
合
や
、
そ
れ
ま
で
空
想
上
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い

と
見
な
さ
れ
て
い
た
出
来
事
が
わ
れ
わ
れ
の
前
に
出
現
し
て
き
た
よ
う
な
場
合
、
ま
た
、
あ
る
象
徴
が
、

象
徴
さ
れ
て
い
る
も
の
の
働
き
と
意
味
を
完
全
に
代
行
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
事
態
は
し

ば
し
ば
、
そ
し
て
容
易
に
不
気
味
な
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。（
［
二
〇
〇
六
］
四
〇
） 

 

先
に
見
た
よ
う
に
、「
不
気
味
な
も
の
」
は
私
た
ち
に
と
っ
て
全
く
の
未
知
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む

                                        

        

 
2
7 

こ
こ
で“n

e
a
re

r”

と
い
う
単
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
起
源
の

p
a
ra

が
「
～
の
そ
ば

に
／
近
く
に
」
と
い
う
意
を
持
つ
が
故
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、ly

sis

が

lu
ō
=

lo
o
s
in

g

に
由
来
す
る
こ
と

は
、「
灰
色
の
顔
」
の
弛
緩
し
た
口
元
を
想
起
さ
せ
る
。 

2
8 

完
成
稿
の
み
な
ら
ずIH

版
で
も
少
年
が
コ
ッ
タ
ー
爺
さ
ん
を
「
昔
は
と
て
も
面
白
い
人
だ
っ
た
」
と

回
想
し
て
い
る
の
は
、
孤
児
で
あ
る
少
年
は
常
に
「
父
」
を
探
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る(IH

 2
0
4
)

。 
2
9 

ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
リ
ン
ト
ン(J

o
h

n
 W

illia
m

 C
o
rrin

g
to

n
)

は
、『
肖
像
』
や
『
ユ
リ
シ
ー

ズ
』
に
描
か
れ
る
神
父
に
も
「
微
笑
み
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
少
年
と
フ
リ
ン
神
父
の
間
の
微
笑

み
は
、「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
教
会
が
密
か
に
詐
欺
的
な
行
為
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
無
言
の
う
ち
に
伝
え
る

徴
候(a

 m
a
rk

 o
f u

n
s
p
o
k

e
n

 k
in

s
h

ip
 in

 th
e
 fa

in
t d

u
p

licity
 o

f th
e
 Iris

h
 ch

u
rch

)

」
で
あ
る
と
す

る(2
4

)

。 
3
0 

筆
者
に
「
姉
妹
た
ち
」
と
「
不
気
味
な
も
の
」
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
リ
チ
ャ

ー
ド
・
ブ
ラ
ウ
ン(R

ich
a

rd
 B

ro
w

n
)

の
著
作
で
あ
る(6

)

。
た
だ
し
、
彼
は
あ
く
ま
で
も
フ
ロ
イ
ト
の
概
念

が
、「
こ
の
物
語
に
関
連
す
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
不
気
味
な
も
の
」
と
、
そ
の
発
展
的
概
念
と
し
て
の
ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
の
「
ア
ブ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン(a
b
je

ctio
n

)

」
を
参
照
し
て
「
姉
妹
た
ち
」
を
論
じ
た
拙
論
（
［
二
〇
〇
九
］
）
も
併
せ
て
参
照
の
こ
と
。 
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し
ろ
馴
染
み
の
あ
る
も
の(fa

m
ilia

r)

、
ド
イ
ツ
語
の
原
義(u

n
h

e
im

lich
)

の

h
e
im

が

h
o
m

e

で
あ
る
よ

う
に
、
私
た
ち
が
回
帰
し
て
ゆ
く
べ
き
場
所
で
あ
る
。
有
史
以
来
人
類
が
抱
え
て
き
た
死
の
恐
怖
で
あ
っ
て

も
、
本
研
究
の
序
論
で
確
認
し
た
よ
う
に
、「
死
の
欲
動
（
タ
ナ
ト
ス
）
」
が
主
体
に
要
請
す
る
の
は
無
機
物

の
静
止
状
態
／
眠
り
へ
の
回
帰
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
て
馴
染
み
深

い
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
私
た
ち
が
死
体
を
恐
れ
る
の
は
、
や
が
て
迎
え
る
私
た
ち
の
最
期
を
、
言
う
な
れ

ば
剥
き
出
し
の
状
態
で
示
す
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
で
は
、「
姉
妹
た
ち
」
の
主
人
公
が
ベ
ッ
ド
の
中
で
想

像
し
た
「
麻
痺
し
た
人
間
の
ど
ん
よ
り
し
た
灰
色
の
顔
」
が
、
夢
の
中
―
―
そ
れ
は
ま
さ
に
「
空
想
と
現
実

と
の
間
の
境
界
線
が
ぼ
や
け
」
る
場
所
だ
―
―
に
お
い
て
不
気
味
な
「
灰
色
の
顔
」
と
し
て
再
び
現
れ
る
こ

と
の
意
味
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
少
年
が
生
前
の
神
父
に
抱
い
て
い
た
親
愛
の
情
の
痕
跡
で
あ
る
と
同

時
に
、
神
父
へ
の
不
安
や
恐
怖
を
「
抑
圧
」
し
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。
彼
は
既
に
無
意
識
的
に
は
神
父

の
「
不
気
味
な
笑
い
」
の
背
後
に
あ
る
「
狂
気
」
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
だ
。 

神
父
の
（
微
）
笑
み
に
着
目
し
な
が
ら
、
物
語
を
再
び
追
っ
て
ゆ
こ
う
。
神
父
の
死
を
家
の
前
の
張
り
紙

で
確
認
し
た
少
年
は
、
解
放
感
に
対
す
る
違
和
を
覚
え
つ
つ
も
、
神
父
が
自
分
に
施
し
て
く
れ
た
「
教
育
」

を
思
い
出
す
。
少
年
が
間
違
っ
た
解
答
を
す
る
と
、
神
父
は
「
微
笑
み(u

se
d

 to
 sm

ile
)

」
、
さ
ら
に
早
口

で
ミ
サ
の
文
句
を
唱
え
る
と
、
神
父
は
再
び
「
微
笑
む(u

se
d

 to
 sm

ile
)

」
。
少
年
は
そ
の
記
憶
を
次
の
よ

う
に
総
括
す
る
。 

  

あ
の
人
が
微
笑
む

、
、
、
と
、
変
色
し
た
大
き
な
歯
が
見
え
、
舌
が
下
唇
の
上
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
癖
は
、
ま
だ
知
り
合
っ
た
ば
か
り
で
、
彼
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
頃
は
僕
を
不
安
に
さ
せ
た
。 
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フ
ロ
イ
ト
が
「
不
気
味
な
も
の
」
を
論
じ
る
際
に
「
反
復
」
に
注
目
し
た
よ
う
に
、
癖
と
は
ま
さ
に
反
復
の

一
形
態
で
あ
る
。
引
用
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
語
り
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
る“u

s
e
d

 to
”

と
い
う
表
現
も

そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
場
面
の
直
後
に
、
少
年
は
前
夜
見
た
夢
を
思
い
出
す
わ
け
だ
が
、
こ

れ
は
テ
ク
ス
ト
の
次
元
か
ら
見
れ
ば
、
読
者
に
と
っ
て
の
反
復
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
神
父
に
よ
る
〈
教

育
〉
に
つ
い
て
の
回
想
で
は
本
来
語
ら
れ
る
べ
き
は
ず
の
も
の
が
語
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。 

  
 

日
向
を
歩
き
な
が
ら
、
僕
は
コ
ッ
タ
ー
爺
さ
ん
の
言
葉
を
思
い
出
し
、
夢
の
中
で
そ
の
後
起
こ
っ
た
こ

と
を
思
い
出
そ
う
と
し
た
。
長
い
ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
カ
ー
テ
ン
と
、
古
め
か
し
い
ラ
ン
プ
が
揺
れ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
た
。
だ
い
ぶ
遠
い
場
所
、
奇
妙
な
慣
習
の
あ
る
ど
こ
か
遠
い
場
所
に
い
た
。
ペ
ル
シ
ア
だ
、

と
僕
は
思
っ
た
。
…
…
し
か
し
、
夢
の
終
わ
り
は
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 
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中
略
は
原
文
マ
マ) 

 

こ
こ
で
少
年
が
思
い
出
さ
な
か
っ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
灰
色
の
顔
」
で
あ
る
。
確
か
に
、
彼
が
「
思

い
出
そ
う
」
と
し
て
い
る
の
は
「
夢
の
中
で
後
に
起
こ
っ
た
こ
と
」
で
あ
り
、
「
灰
色
の
顔
」
は
先
に
見
た

よ
う
に
、
第
一
に
少
年
の
空
想
の
産
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
彼
が
見
た
夢
の
描
写
を
再
度
確
認
し
た

い
。
そ
の
不
気
味
な
顔
は
ず
っ
と
笑
み
を
浮
か
べ
、
唇
は
唾
で
湿
っ
て
い
た
。
だ
が
翌
朝
、
夢
の
続
き
と
終

わ
り
を
思
い
出
そ
う
と
す
る
直
前
に
彼
が
想
起
し
て
い
た
の
は
、
神
父
の
癖
で
あ
る
微
笑
み
と
下
唇
に
置

か
れ
た
舌
で
あ
っ
た
。
な
ら
ば
こ
の
記
憶
は
唇
を
つ
ば
で
濡
ら
し
た
ま
ま
微
笑
む
「
灰
色
の
顔
」
を
思
い
出

さ
せ
る
の
に
充
分
だ
っ
た
は
ず
だ
。
だ
が
彼
が
こ
の
朝
に
思
い
出
し
た
の
は
、
異
国
情
緒
漂
う
ペ
ル
シ
ア
の

こ
と
だ
け
だ
（
こ
こ
に
も
異
文
化
の
慣
習
と
い
う
「
奇
妙
さ
」
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
）3

1

。
彼
は
「
夢
の
終

わ
り
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
言
う
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
少
年
が
思
い
出
せ
な
い
も
の
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
思
い
出
す
こ
と
を
無
意
識
的
に
拒
否

し
て
い
る
も
の
は
、
夢
の
最
後
で
は
な
く
最
初
、
、
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
彼
は
「
灰
色
の
顔
」
を

ま
さ
し
く
精
神
分
析
的
な
意
味
に
お
い
て
「
抑
圧
」
し
た
の
だ3

2
。 

 

本
論
は
こ
れ
ま
で
、
「
灰
色
の
顔
」
が
、
少
年
の
脳
裏
に
取
り
憑
く
パ
ラ
リ
シ
ス
と
い
う
言
葉
と
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
生
前
の
神
父
の
「
不
気
味
な
」
笑
み
の
記
憶
は
主
人
公
の
脳
裏
に
取
り
憑
い

て
お
り
、
そ
の
無
意
識
的
記
憶
か
ら
灰
色
の
顔
は
夢
に
現
れ
た
わ
け
だ
。
し
か
し
亡
霊
で
あ
れ
「
不
気
味
な

も
の
」
で
あ
れ
、
抑
圧
さ
れ
た
も
の
は
回
帰
す
る3

3

。
少
年
が
抱
い
た
解
放
感
が
つ
か
の
間
の
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
、
我
々
は
直
ち
に
知
る
こ
と
に
な
る
。
夢
と
い
う
あ
る
種
の
幻
想
の
中
に
あ
っ
た
「
灰
色
の
顔
」

は
現
実
世
界
に
回
帰
す
る
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
生
前
の
神
父
の
不
気
味
な
笑
み
（
の
記
憶
）
は
、
一
度

目
は
少
年
の
夢
の
中
で
、
二
度
目
は
少
年
が
出
会
う
亡
骸
の
中
で
回
帰
し
て
い
る
。 

 

以
下
は
、
こ
の
日
の
夜
に
お
ば
と
共
に
神
父
の
家
を
訪
れ
た
少
年
が
、
神
父
の
亡
骸
を
見
る
場
面
で
あ
る
。

二
階
の
神
父
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
主
人
公
は
、
棺
の
前
に
跪
き
、
祈
り
を
捧
げ
る
振
り
、
、
を
す
る
。
す
る
と

彼
は
、
神
父
の
姉
妹
の
ひ
と
り
、
ナ
ニ
ー
の
「
ス
カ
ー
ト
の
背
中
の
ホ
ッ
ク
が
だ
ら
し
な
く
留
め
て
あ
る
こ

と
」
と
「
ズ
ッ
ク
の
か
か
と
が
ど
ち
ら
も
片
側
だ
け
履
き
潰
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
に
気
が
つ
き
、「
僕
は
ふ

と
、
き
っ
と
老
司
祭
は
棺
に
横
た
わ
り
な
が
ら
微
笑
ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た(T

h
e
 fa

n
cy

 ca
m

e
 

                                        

        

 
3
1 

夢
に
現
れ
る
オ
リ
エ
ン
ト
の
情
景
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ブ
ル
ー
ム
に
も
見
ら
れ
る
。 

3
2 

こ
こ
に
お
い
て
ノ
ー
モ
ン
の
比
喩
が
再
び
前
景
化
す
る
。
昨
晩
見
た
夢
の
全
体
が
平
行
四
辺
形
で
あ
る

な
ら
ば
、「
灰
色
の
顔
」
は
そ
こ
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
相
似
す
る
小
さ
な
平
行
四
辺
形
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
全
体
か
ら
一
部
が
切
断
さ
れ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
ま
た
反
復
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た

い
。
そ
も
そ
も
彼
が
ベ
ッ
ド
の
中
で
想
像
し
た
神
父
の
姿
は
、
全
身
で
な
く
顔
の
み
で
あ
っ
た
。 

3
3 

筆
者
が
フ
リ
ン
神
父
の
「
不
気
味
な
笑
み
」
に
着
目
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
J=

L
・
ジ
リ
ボ
ン

の
著
作
に
よ
る
。
彼
は
「
不
気
味
な
笑
い
」
を
抑
圧
の
回
帰
、
す
な
わ
ち
神
経
症
で
は
な
く
、
象
徴
界
か
ら

の
排
除
と
現
実
界
の
侵
入
、
す
な
わ
ち
精
神
病
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る

が
、
そ
の
一
方
で
「
フ
ロ
イ
ト
に
即
し
て
」「
不
気
味
な
も
の
は
必
ず
し
も
「
現
実
界
」
の
署
名
で
は
な
く
、

抑
圧
さ
れ
た
も
の
が
生
産
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
三
三
二
）。
本
論
も
、
ジ
リ
ボ

ン
の
こ
の
見
方
に
与
す
る
。 
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。「
灰
色
の

顔
」
の
夢
に
お
い
て
、
何
か
を
告
白
し
た
が
っ
て
い
た
そ
の
顔
の
笑
み
は
少
年
に
伝
染
し
、
彼
も
ま
た
罪
人

を
赦
す
か
の
よ
う
に
微
笑
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、
不
気
味
な
笑
み
が
顔
か
ら
少
年
へ
と
伝
染
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
神
父
と
信
徒
の
役
割
の
交
換
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
。
こ
の
場
面
で
も
少
年
は
実
際
に
は
微
笑
ん

で
い
な
い
。
少
な
く
と
も
彼
は
死
者
の
前
で
そ
れ
が
非
礼
で
あ
る
と
い
う
礼
節
を
わ
き
ま
え
て
い
る
。
こ
の

場
面
の
反
復
の
要
点
は
、
少
年
の
代
わ
り
に

、
、
、
、
神
父
が
笑
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
直
後
に
少

年
が
出
く
わ
す
「
灰
色
の
顔
」
は
、
彼
が
微
笑
み
を
予
期
し
て
い
た
だ
け
に
一
層
強
い
衝
撃
と
し
て
彼
を
打

ち
の
め
す
。 

  
 

で
も
、
違
っ
た
。
僕
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、
ベ
ッ
ド
の
枕
元
の
方
へ
行
っ
て
み
る
と
、
彼
は
微
笑
ん
で

い
な
い
の
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
に
彼
は
厳
め
し
く
ど
っ
し
り
と
横
た
わ
り
、
ま
る
で
祭
壇
に
上
が
る
と
き

の
よ
う
に
祭
服
を
着
て
、
大
き
な
両
手
は
聖
杯
を
力
な
く
抱
え
て
い
た
。
彼
の
顔
は
と
て
も
獰
猛
で
、
灰

色
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
て
、
洞
窟
の
よ
う
な
黒
い
鼻
孔
が
見
え
、
顔
の
ま
わ
り
に
は
疎
ら
に
白
い
和
毛
が

あ
っ
た
。
部
屋
の
中
に
は
強
い
に
お
い
が
立
ち
込
め
て
い
た
―
―
花
だ
。 
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 to

 th
e
 h

e
a

d
 o

f th
e
 b

e
d

 I sa
w

 th
a
t h

e
 w

a
s
 n

o
t 

s
m

ilin
g
. T

h
e
re

 h
e
 la

y, so
le

m
n

 a
n

d
 co

p
io

u
s
, v

e
ste

d
 a

s
 fo

r th
e
 a

lta
r, h

is
 la

rg
e
 h

a
n

d
s 

lo
o
s
e
ly

 re
ta

in
in

g
 a

 ch
a
lice

. H
is

 fa
ce

 w
a

s v
e
ry

 tru
cu

le
n

t, g
re

y
 a

n
d

 m
a
s
siv

e
, w

ith
 b

la
ck

 

ca
v
e
rn

o
u

s
 n

o
strils

 a
n

d
 circle

d
 b

y
 a

 sca
n

ty
 w

h
ite

 fu
r. T

h
e
re

 w
a
s
 a

 h
e
a

v
y
 o

d
o
u

r in
 th

e
 

ro
o
m

, th
e
 flo

w
e
rs

. (S
 1

8
0

-8
5
) 

 

ま
た
し
て
も
「
灰
色
の
顔
」
は
想
起
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
少
年
が
自
分
と
同
様
に
神
父
も
棺
の
中
で
笑

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
空
想
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
彼
は
神
父
の
不
気
味
な
笑
み
を
無
意
識
的
に
は

、
、
、
、
、
、

思
い
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
「
で
も
、
違
っ
た(B

u
t n

o
)

」
は
重
い
。「
獰
猛
で
、

灰
色
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
」
た
顔
―
―
こ
こ
で
灰
色
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
続
く
の
は
ま
さ
に
黒
と
白
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
が
、
こ
の
灰
色
は
生
と
死
の
中
間
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
闇
／
死
／
黒
の
世
界
が
イ

ノ
セ
ン
ス
の
白
を
今
ま
さ
に
汚
染
し
て
ゆ
く
よ
う
な
灰
色
だ
。
微
笑
み
の
有
無
は
そ
の
灰
色
を
媒
介
と
し

て
少
年
の
期
待
を
劇
的
に
裏
切
り
、
事
実
こ
の
後
、
少
年
は
文
字
通
り
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
う
。
語
り
に
挿

入
さ
れ
て
い
た
彼
の
想
念
は
（
一
箇
所
を
除
い
て
）
消
え
去
り3

4

、
お
ば
と
イ
ラ
イ
ザ
の
会
話
だ
け
が
部
屋

の
沈
黙
を
破
っ
て
ゆ
く
。
イ
ラ
イ
ザ
は
、
神
父
が
狂
気
に
陥
っ
た
原
因
、
す
な
わ
ち
あ
る
と
き
聖
杯
を
壊
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
語
る
が
、
少
年
が
そ
の
言
葉
を
い
か
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
は
テ
ク
ス
ト
に
記
述
さ

れ
な
い
。 

 

少
年
の
意
識
が
流
れ
る
の
は
、
物
語
の
幕
が
下
り
る
直
前
の
み
で
あ
る
。
イ
ラ
イ
ザ
は
神
父
の
狂
気
を
婉

曲
的
に
語
り
続
け
る
―
―
「
そ
う
し
た
ら
で
す
ね
、
あ
の
人
は
そ
こ
に
い
た
ん
で
す
。
真
っ
暗
な
告
解
室
の

                                        

        

 
3
4 

唯
一
の
例
外
は
、
少
年
が
ナ
ニ
ー
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
ク
ラ
ッ
カ
ー
―
―
聖
餐
の
ホ
ス
チ
ス
を
暗
示
す

る
―
―
を
断
る
と
き
に
、「
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
食
べ
る
と
大
き
な
音
が
立
つ
と
思
っ
た
か
ら
」
と
述
べ
る
箇
所

で
あ
る(S

 1
9
4

-9
5

)

。 
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中
で
、
独
り
座
っ
て
、
目
を
大
き
く
見
開
い
て
、
自
分
に
向
か
っ
て
そ
っ
と
笑
っ
て
い
た

、
、
、
、
、
よ
う
な
ん
で
す

(A
n

d
 
w

h
a
t 

d
o
 
y
o
u

 
th

in
k

 b
u

t th
e
re

 
h

e
 
w

a
s
, 

sittin
g
 
u

p
 b

y
 
h

im
se

lf 
in

 
th

e
 
d

a
rk

 
in

 
h

is 

co
n

fe
ssio

n
 b

o
x
, w

id
e
a

w
a

k
e
 a

n
d

 la
u

g
h

in
g
-lik

e
 so

ftly
 to

 h
im

s
e
lf?)

」(S
 2

9
7
-9

9
)

。
物
語
に
登
場

す
る
最
後
の
「
笑
い
」
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
は
以
下
の
よ
う
に
続
く
。 

  
 

耳
を
澄
ま
す
よ
う
に
、
彼
女
は
突
然
言
葉
を
切
っ
た
。
僕
も
ま
た
耳
を
澄
ま
し
た
が
、
家
の
中
は
全
く

の
無
音
だ
っ
た3

5

。
僕
に
は
わ
か
っ
た
―
―
あ
の
老
司
祭
は
、
僕
た
ち
が
さ
っ
き
見
た
よ
う
に
棺
の
中
に

横
た
わ
っ
て
い
る
の
だ
。
死
の
中
で
も
厳
め
し
く
獰
猛
な
顔
つ
き
を
し
て
、
胸
に
空
っ
ぽ
の
聖
杯
を
抱
え

た
ま
ま
。 

 
 

イ
ラ
イ
ザ
は
言
葉
を
続
け
た
。 

 

―
大
き
く
目
を
見
開
い
て
、
自
分
に
笑
い
か
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
…
…
。
そ
れ
で
、
え
え
、
み
な
さ
ん

は
そ
れ
を
ご
覧
に
な
っ
て
ね
、
彼
に
は
ど
こ
か
お
か
し
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
わ
け
で
す
…
… 

 
 

S
h

e
 s

to
p

p
e
d

 s
u

d
d
e
n

ly
 a

s
 if to

 liste
n

. I to
o
 liste

n
e
d

 b
u

t th
e
re

 w
a

s n
o
 so

u
n

d
 in

 th
e
 

h
o
u

se
 a

n
d

 I k
n

e
w

 th
a

t th
e
 o

ld
 p

rie
st w

a
s
 ly

in
g

 s
till in

 h
is

 co
ffin

 a
s
 w

e
 h

a
d
 se

e
n

 h
im

, 

s
o
le

m
n

 a
n

d
 tru

cu
le

n
t in

 d
e
a
th

, a
n

 id
le

 ch
a

lice
 o

n
 h

is
 b

re
a
st. 

E
liz

a
 re

s
u

m
e
d

: 

―W
id

e
a

w
a

k
e
 a

n
d

 la
u

g
h

in
g
-lik

e
 to

 h
im

se
lf. ... S

o
 th

e
n

 o
f co

u
rs

e
 w

h
e
n

 th
e
y
 sa

w
 th

a
t 

th
a
t m

a
d

e
 th

e
m

 th
in

k
 th

a
t th

e
re

 w
a

s so
m

e
th

in
g
 g

o
n

e
 w

ro
n

g
 w

ith
 h

im
. …

. (S
 3

0
0

-0
7

：

中
略
は
原
文
マ
マ) 

 

告
解
室
で
独
り
自
分
に
向
か
っ
て
そ
っ
と
笑
っ
て
い
る
神
父
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
棺
の
中
で
今
し
が
た
見
た

神
父
の
イ
メ
ー
ジ
が
ぶ
つ
か
り
合
う
。
こ
こ
で
思
い
出
す
べ
き
は
、
「
灰
色
の
顔
」
が
夢
の
中
で
赦
し
を
請

う
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ト
マ
ス
・
デ
ィ
ル
ワ
ー
ス(T

h
o
m

a
s
 D

ilw
o
rth

)

が
述
べ
る
よ
う
に
、
告
解
室

に
お
い
て
は
信
徒
は
跪
き
、
席
に
着
い
て
い
る
の
は
神
父
の
み
で
あ
る
の
で
、
「
独
り
座
っ
て
」
と
い
う
記

述
か
ら
、
神
父
は
あ
く
ま
で
赦
し
を
与
え
る
側
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
―
―
「
お
そ
ら
く
彼
は
自
ら
己
の
罪

を
赦
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
神
学
的
に
言
え
ば
そ
れ
は
司
祭
に
は
不
可
能
な
こ
と
だ(M

a
y
b
e
 h

e
 w

a
s 

a
tte

m
p

tin
g
 to

 a
b

so
lv

e
 h

im
s
e
lf, w

h
ich

 is
 s

o
m

e
th

in
g
 th

e
o
lo

g
ica

lly
 a

 p
rie

st ca
n

n
o
t d

o
)

」

(1
0
5

)

。
赦
し
を
与
え
る
と
い
う
特
別
な
「
力
」
を
持
つ
は
ず
の
神
父
が
必
死
に
赦
し
を
請
う
て
い
る
こ
と

の
皮
肉
―
―
夢
に
お
け
る
少
年
と
神
父
の
役
割
の
交
換
は
、
そ
の
笑
み
と
共
に
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
向
け
て

敷
か
れ
た
伏
線
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る3

6

。 

                                        

        

 
3
5 

次
節
で
見
る
よ
う
に
、
沈
黙
の
中
で
耳
を
澄
ま
す
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
「
痛
ま
し
い
事
件
」
に
お
い

て
も
現
れ
る
。
こ
の
場
面
も
ま
たIH

版
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
作
者
は
神
父
の
不
気
味
な
独

り
笑
い
を
強
調
す
る
だ
け
で
な
く
、
短
編
全
体
の
構
成
的
デ
ザ
イ
ン
を
考
慮
し
た
上
で
、
こ
の
場
面
を
追
加

し
た
の
だ
ろ
う
。 

3
6 

『
肖
像
』
第
四
章
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
聖
職
へ
の
道
を
勧
め
る
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ィ
ア
の
校
長
は
、
聖
職
者

の
「（
権
）
力
」
を
過
剰
な
ま
で
に
強
調
し
、
そ
の
力
の
一
つ
に
「
罪
を
課
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
解
く
力(th

e
 

p
o
w

e
r to

 b
in

d
 a

n
d

 to
 lo

o
s
e
 fro

m
 sin

)

」
を
挙
げ
る(P

 4
.3

8
6
)

。
ジ
ョ
イ
ス
は
そ
の
「
謎
め
い
た
知
と
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こ
こ
ま
で
の
論
点
を
ま
と
め
よ
う
。
「
姉
妹
た
ち
」
は
少
年
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
一
人
称
の
物
語
で
あ

る
が
、
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
述
べ
る
よ
う
に
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
後
に
大
人
と
な
っ
た
語
り
手
が

か
つ
て
の
自
己
を
思
い
出
し
な
が
ら
語
る
「
回
想
」
の
物
語
で
あ
る
（K

e
rs

h
n

e
r 2

4
, 

金
井 

［
二
〇
一
六
］

三
六
、
田
多
良 
四
九
）37

。
そ
し
て
読
者
は
語
り
手
が
回
想
す
る
が
ま
ま
の
順
序
に
縛
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
実
際
に
は
、
物
語
の
結
び
と
な
る
最
後
の
独
り
笑
い
は
、
時
系
列
的
に
は
最
初
に
来
る
べ
き
も
の
だ
。
つ

ま
り
、
聖
杯
を
壊
し
た
こ
と
の
罪
悪
感
に
苛
ま
れ
た
神
父
は
狂
気
に
陥
り
、
あ
る
晩
真
っ
暗
な
告
解
室
に
座

っ
て
独
り
笑
っ
て
い
る
。
そ
の
後
少
年
と
出
逢
い
、
彼
に
知
識
を
教
授
す
る
中
で
教
え
る
者
特
有
の
微
笑
み

を
見
せ
る
が
卒
中
で
死
ん
で
し
ま
う
。
少
年
が
生
前
の
神
父
の
記
憶
か
ら
想
起
し
た
顔
は
、
夢
の
中
で
怪
し

く
微
笑
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
本
論
が
着
目
す
る
「
不
気
味
な
笑
い
」
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
告
解
室
で
の
神

父
の
独
り
笑
い
、
少
年
に
対
す
る
不
気
味
な
微
笑
み
、
灰
色
の
顔
の
許
し
を
請
う
微
笑
み
、
そ
し
て
笑
み
の

な
い
厳
め
し
い
表
情
を
し
た
死
体
と
い
う
順
番
に
な
る
。
こ
こ
で
本
研
究
の
主
要
概
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る

ト
ラ
ウ
マ
を
援
用
す
れ
ば
、
神
父
の
「
灰
色
の
顔
」
に
取
り
憑
か
れ
、
そ
の
亡
骸
を
見
た
と
い
う
経
験
は
、

少
年
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
物
語
が
終
わ
っ
た
後

彼
に
取
り
憑
い
た
の
は
、
果
た
し
て
死
者
の
荘
厳
で
獰
猛
な
灰
色
の
顔
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
む
し
ろ
微

笑
み
の
な
い
死
者
の
顔
を
見
る
こ
と
で
、
夢
の
中
の
「
灰
色
の
顔
」
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
次
節
で
検
討
す
る
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
「
ふ
た
つ
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
同
様
に
、
少
年
に
と
っ
て

神
父
は
生
前
の
記
憶
と
遺
体
の
記
憶
の
ど
ち
ら
も
不
気
味
な
も
の
で
あ
り
、
再
度
抑
圧
す
べ
き
対
象
と
な

る
。 よ

っ
て
、
物
語
の
後
に
こ
の
少
年
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
こ
ん
な
風
に
推
測
し
て
み
る
こ
と
は
無
駄
で
は

あ
る
ま
い
。
遺
体
を
見
た
彼
が
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
さ
の
た
め
に
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
実
際
彼

は
神
父
の
死
を
巡
る
記
憶
を
長
ら
く
思
い
出
さ
な
い
ま
ま
成
長
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
彼
は
あ
る
と
き
（
例

え
ば
一
九
〇
四
年
の
夏
に
）
、
ふ
と
子
ど
も
時
代
の
記
憶
を
思
い
出
し
、
か
つ
て
脳
裏
に
取
り
憑
い
た
記
憶

を
、
か
つ
て
の
自
分
が
感
じ
た
ま
ま
書
き
記
し
て
ゆ
く
。
で
は
、
こ
の
よ
う
に
後
に
大
人
と
な
っ
た
語
り
手

が
「
事
後
的
に
」
こ
の
物
語
を
書
く
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
作
者
ジ
ョ
イ
ス

が
こ
の
よ
う
な
語
り
手
を
創
出
し
、
彼
に
少
年
時
代
を
回
想
さ
せ
た
こ
と
の
意
義
は
ど
こ
に
見
出
さ
れ
る

                                        

        

 

力
」
に
魅
了
さ
れ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
描
き
つ
つ
、
「
教
会
の
誇
る
べ
き
要
求
と
聖
職
の
秘
儀
と
力
を
熱
心

に
勧
め
る
校
長
の
声
が
、
彼
の
記
憶
の
中
で
虚
ろ
に

、
、
、
繰
り
返
さ
れ
た(T

h
e
 v

o
ice

 o
f th

e
 d

ire
cto

r u
rg

in
g
 

u
p

o
n

 h
im

 th
e
 p

ro
u

d
 cla

im
s
 o

f th
e
 ch

u
rch

 a
n

d
 th

e
 m

y
ste

ry
 a

n
d

 p
o
w

e
r o

f th
e
 p

rie
s
tly

 o
ffice

 

re
p
e
a

te
d

 itse
lf id

ly
 in

 h
is

 m
e
m

o
ry

)

」
と
書
い
て
い
る(P

 4
.5

2
4
-2

7
)

。「
姉
妹
た
ち
」
で
棺
に
横
た
わ

る
神
父
が
抱
え
る
「
空
っ
ぽ
の
聖
杯(id

le
 ch

a
lice

)

」
と
は
、
そ
の
力
の
空
虚
さ
を
示
す
こ
と
だ
ろ
う
。 

 
3
7 

と
り
わ
け
、
ウ
ォ
レ
ン
・
ベ
ッ
ク(W

a
rre

n
 B

e
ck

)

の
次
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。「
こ
の
よ
う
な
語
り

の
す
べ
て
の
核
心
に
あ
る
の
は
回
想
、
し
か
も
大
人
に
な
っ
て
か
ら
改
め
て
評
価
さ
れ
る
回
想
で
あ
る
。
こ

こ
で
芸
術
家
が
取
り
組
ん
だ
課
題
は
、
そ
の
内
省
が
言
外
の
意
味
を
含
み
込
む
と
同
時
に
、
あ
く
ま
で
も
子

ど
も
が
そ
の
出
来
事
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
を
、
後
に
続
く
分
析
や
抽
象
化
を
交
え
ず
に
、
直
接
的
に
示

す
よ
う
な
書
き
方
で
語
る
こ
と
だ(T

h
e
 co

re
 o

f a
ll s

u
ch

 n
a
rra

tiv
e
s
 is

 a
 re

co
lle

ctio
n

, re
a
s
se

s
se

d
 

m
a
tu

re
ly

; th
e
 a

rtis
t’s

 p
ro

b
le

m
 is

 to
 co

u
ch

 th
is

 in
 a

 sty
le

 th
a
t, w

h
ile

 a
llo

w
in

g
 im

p
lica

tiv
e
 

re
fle

ctio
n

, w
ill a

ls
o
 re

p
re

s
e
n

t th
e
 ch

ild
’s im

m
e
d
ia

te
 se

n
s
e
 o

f th
e
 o

rig
in

a
l e

x
p
e
rie

n
ce

, 

w
ith

o
u

t sm
o
th

e
rin

g
 it in

 a
 s

u
b
s
e
q

u
e
n

t a
n

a
ly

s
is

 a
n

d
 a

b
s
tra

ctio
n

)

」(4
4
)

。 
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べ
き
だ
ろ
う
か3

8

。 

 

犠
牲
者
と
し
て
の
「
灰
色
の
顔
」 

 

こ
こ
で
作
者
の
伝
記
的
事
実
に
改
め
て
着
目
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
にIH

版

の
「
姉
妹
た
ち
」
は
一
九
〇
四
年
八
月
の
『
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
ジ
ョ

ー
ジ
・
ラ
ッ
セ
ル
が
ジ
ョ
イ
ス
に
原
稿
を
依
頼
し
た
の
は
同
年
の
七
月
で
あ
り
、
七
月
二
十
三
日
に
は
原
稿

料
の
「
一
ソ
ヴ
リ
ン
」
が
送
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
奇
し
く
も
こ
の
作
品
は
「
八
月
十
三
日
、
メ
イ
・
ジ

ョ
イ
ス
の
一
周
忌
の
日
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ィ
ー
ダ
ラ
ス
の
筆
名
で
掲
載
さ
れ
た
」(J

J
 1

6
4
)

。
こ
こ

で
推
測
さ
れ
る
の
は
、
ジ
ョ
イ
ス
は
「
姉
妹
た
ち
」
を
執
筆
し
て
い
た
と
き
、
ま
も
な
く
母
の
命
日
が
近
づ

い
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
死
ん
だ
神
父
の
「
灰
色
の
顔
」
の

出
典
／
起
源(o

rig
in

)

は
何
よ
り
も
ジ
ョ
イ
ス
自
身
の
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
九
〇
四
年
八
月
二
十
九
日
、
ジ
ョ
イ
ス
は
出
会
っ
て
三
ヶ
月
に
満
た
な
い
恋
人
ノ
ー
ラ
に
、
次
の
よ
う

な
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。 

  

母
は
ゆ
っ
く
り
殺
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
父
に
酷
い
扱
い
を
受
け
、
長
年
の
心
労
と
、
僕
自
身
の
シ
ニ
カ

ル
で
余
り
に
も
明
け
透
け
な
振
る
舞
い
の
せ
い
で
。
棺
に
横
た
わ
る
彼
女
の
顔
―
―
癌
で
や
つ
れ
た
灰、

色
の
顔

、
、
、
―
―
を
見
た
と
き
、
僕
が
見
て
い
る
の
は
、
犠
牲
者
の
顔

、
、
、
、
、
な
ん
だ
と
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
母
を

犠
牲
者
に
し
た
シ
ス
テ
ム

、
、
、
、
を
呪
っ
た
ん
だ
。 

M
y
 m

o
th

e
r w

a
s
 slo

w
ly

 k
ille

d
, I th

in
k

, b
y
 m

y
 fa

th
e
r
’s

 ill-tre
a
tm

e
n

t, b
y
 y

e
a

rs
 o

f tro
u

b
le

, 

a
n

d
 b

y
 m

y
 cy

n
ica

l fra
n

k
n

e
ss

 o
f co

n
d

u
ct. W

h
e
n

 I lo
o
k

e
d
 o

n
 h

e
r fa

ce
 a

s s
h

e
 la

y
 in

 h
e
r 

co
ffin

 –
 a

 fa
ce

 g
re

y
 a

n
d

 w
a
ste

d
 w

ith
 ca

n
ce

r –
 I u

n
d

e
rsto

o
d

 th
a
t I w

a
s lo

o
k

in
g
 o

n
 th

e
 

fa
ce

 o
f a

 v
ictim

 a
n

d
 I cu

rse
d

 th
e
 s

y
s
te

m
 w

h
ich

 h
a

d
 m

a
d

e
 h

e
r a

 v
ictim

. (L
II 4

8
)
3
9 

 
 こ

こ
で
述
べ
ら
れ
た
「
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に

こ
れ
は
余
り
に
ナ
イ
ー
ヴ
な
読
解
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ジ
ョ
イ
ス
は
自
ら
の
散
文
作
家
と
し

て
の
経
歴
の
始
点
に
、
な
ぜ
神
父
の
死
、
及
び
、
棺
に
横
た
わ
る
死
体
を
眺
め
る
主
人
公
を
描
い
た
の
か
、

と
問
う
て
み
る
と
き
、
ジ
ョ
イ
ス
も
ま
た
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
自
ら
の
ト
ラ
ウ
マ
を
払
拭
し
よ
う
と
試
み

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
母
の
死
と
い
う
個
人
的
記
憶
を
、
カ
ト
リ
ッ
ク
支
配
に
よ
る
麻
痺
し
た

ダ
ブ
リ
ン
社
会
の
原
初
的
現
れ
と
し
て
パ
ラ
レ
ル
に
描
く
こ
と
（
そ
れ
故
に
、
主
人
公
は
少
年
／
子
ど
も
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
―
―
こ
の
よ
う
な
「
徹
底
操
作
」
を
行
っ
た
の
だ4

0

。
し
か
し
、
こ
の
試
み
は
失
敗

に
終
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
し
作
家
が
「
姉
妹
た
ち
」
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
母
の
死
と
い
う

                                        

        

 
3
8 

事
実
ジ
ョ
イ
ス
は
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
最
初
の
三
作
を
「
僕
の
少
年
時
代
の
物
語(s

to
rie

s
 o

f m
y
 

ch
ild

h
o
o
d

)

」(L
II 1

1
1
)

と
呼
ん
で
い
た
。 

3
9 

余
り
に
も
自
明
で
あ
る
が
故
に
で
あ
ろ
う
か
、
フ
リ
ン
神
父
の
顔
と
作
者
の
母
の
顔
を
結
び
付
け
る
先

行
研
究
は
思
い
の
外
少
な
い
。
例
え
ば
、J

a
ck

so
n

 &
 M

cG
in

le
y
 3

を
参
照
の
こ
と
。 

4
0 

「
徹
底
操
作
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
第
一
節
を
参
照
の
こ
と
。 
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ト
ラ
ウ
マ
を
克
服
で
き
て
い
た
な
ら
ば
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
第
一
章
で
母
の
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
る
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
が
描
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
（
ま
た
し
て
も
亡
霊
は
夢
の
中
に
現
れ
る
）。
そ
し
て
、

本
論
の
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
亡
霊
を
悪
魔
祓
い
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
絶
え
ず
亡
霊
の
声
に
応
答
し

続
け
る
こ
と
を
選
ん
だ
ジ
ョ
イ
ス
が
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
テ
ク
ス
ト
に
亡
霊
が
出
現
す
る
理
由
は
、
生
者
に

「
な
ぜ
私
が
安
ら
か
な
死
を
得
ら
れ
な
い
の
か
」
を
問
う
た
め
だ
か
ら
だ
。 

 

 

「
否
定
的
自
画
像(N

e
g
a
tiv

e
 P

o
rtra

it)

」
と
し
て
の
フ
リ
ン
神
父 

 

こ
こ
ま
で
は
、
こ
の
物
語
の
視
点
に
従
っ
て
少
年
の
側
か
ら
解
釈
し
て
き
た
。「
姉
妹
た
ち
」
に
お
い
て

描
か
れ
る
一
連
の
出
来
事
は
、
少
年
に
と
っ
て
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
で
あ
る
。
し
か
し
、
兎
と
家
鴨
の
だ
ま
し

絵
の
よ
う
に
視
点
を
変
え
た
と
き
、
写
真
の
ネ
ガ
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
聖
杯
を
壊
し
て

し
ま
う
と
い
う
神
父
の
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
で
あ
る4

1

。
ウ
ォ
ル
ツ
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
ま
す
ま
す
神

経
質
に
な
っ
て
ゆ
く
神
父
の
気
性
が
極
点
に
達
す
る
の
は
、
あ
る
と
き
の
ミ
サ
で
聖
杯
を
壊
す
と
い
う
ト、

ラ
ウ
マ
的
な
事
故

、
、
、
、
、
、
、
に
お
い
て
で
あ
る(H

is
 
in

cre
a
s
in

g
 
n

e
rv

o
u

s
n

e
ss

 
ca

m
e
 
to

 
a

 
clim

a
x
 
in

 
a
 

tra
u

m
a
tic a

ccid
e
n

t w
h

e
n

 h
e
 b

ro
k

e
 a

 ch
a
lice

 o
n

e
 d

a
y
 sa

y
in

g
 M

a
ss

)

」([1
9
7
3

] 3
7
9

)

。
ま
た
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヨ
ー
ク
・
テ
ィ
ン
ダ
ル(W

illia
m

 Y
o
rk

 T
in

d
a

ll)
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
哀
れ
な
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
フ
リ
ン
は
［
麻
痺
と
い
う
］
徴
候
の
犠
牲
者
で
あ
り
、
そ
れ
を
具
現
化
す
る
人
物
で
あ
る(P

o
o
r J

a
m

e
s 

F
ly

n
n

 is th
e
 v

ictim
 a

n
d
 e

m
b

o
d
im

e
n

t o
f th

is
 s

y
n

d
ro

m
e
)

」(1
4
)

。
と
す
る
な
ら
ば
、
フ
リ
ン
神
父

も
ま
た
ジ
ョ
イ
ス
の
否
定
的
自
画
像
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
仮
説
を
裏
付
け
る
の
は
以
下
の
三
点
だ
。 

 

第
一
に
、
余
り
に
自
明
な
事
実
で
あ
る
が
、
神
父
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ネ
ー
ム
は
「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
」
で
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
リ
ン
神
父
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
お
き

た
い
。
エ
ル
マ
ン
は
ジ
ョ
イ
ス
の
母
方
の
親
戚
に
、
「
中
風
に
罹
り
、
発
狂
し
た
老
司
祭
」
が
い
た
と
述
べ

て
い
る
が(J

J
 1

6
3

)

、
後
に
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ス
テ
ロ(P

e
te

r C
o
ste

llo
)

が
行
っ
た
詳
細
な
調
査
に
依
れ
ば
、

こ
れ
は
間
違
い
で
あ
る4

2

。
コ
ス
テ
ロ
は
、「
姉
妹
た
ち
」
の
神
父
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
作
者
の
父
ジ
ョ
ン
の

母
方
の
お
じ
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
オ
コ
ン
ネ
ル
を
挙
げ
る
。
彼
は
一
八
五
四
年
に
教
区
司
祭
に
な
る
も
の

の
、
六
三
年
頃
に
は
そ
の
権
利
を
剥
奪
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
神
父
は
独
自
に
収
入
源
を
持
っ

て
い
た
た
め
（
彼
の
実
家
は
コ
ー
ク
で
最
も
大
き
な
雑
貨
屋
を
営
ん
で
い
た
）
、
信
徒
が
納
め
る
教
区
税
を

受
け
取
る
こ
と
を
拒
否
し
、
教
区
長
な
ど
か
ら
の
反
発
を
買
っ
た
と
い
う
。
コ
ス
テ
ロ
に
よ
れ
ば
、「
詳
細

                                        

        

 
4
1 

金
井
嘉
彦
は
本
作
を
論
じ
る
際
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
特
有
の
「
聖
職
者
小
説
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
と
、

世
紀
転
換
期
の
宗
教
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
問
題
の
双
方
か
ら
、
歴
史
的
、
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
掘
り
起
こ
し
、

フ
リ
ン
神
父
に
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
自
体
の
衰
弱
」
を
見
て
取
っ
て
い
る
（［
二
〇
一
六
］
四
九
―
五
三
）。
現

在
な
お
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
保
守
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
国
と
見
な
さ
れ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
先
行

研
究
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
強
権
性
に
ば
か
り
目
を
向
け
て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
弱

体
化
し
て
い
よ
う
と
も
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
い
う
名
の
シ
ス
テ
ム
が
、
ジ
ョ
イ
ス
の
母
を
死
に
追
い
や
っ
た

こ
と
の
重
さ
は
強
く
受
け
止
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。 

4
2 

こ
の
司
祭
に
つ
い
て
エ
ル
マ
ン
が
最
初
に
言
及
し
た
箇
所
はJ

J
 2

0

で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
は
作
家
の

妹
メ
イ
（
メ
ア
リ
・
キ
ャ
ス
リ
ー
ン: 1

8
9

0
-1

9
6
6

）
の
一
九
五
三
年
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
い
る

た
め(J

J
 7

4
8

)

、
記
憶
違
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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こ
そ
不
明
で
あ
る
が
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
オ
コ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
の
聖
職
権
を
巡
る
醜
聞
が
「
姉
妹
た
ち
」
の

不
幸
な
神
父
に
引
き
継
が
れ
て
い
る(T

h
e
 
a

ir 
o
f 

o
b
scu

re
 
cle

rica
l 

sca
n

d
a
l 

h
o
v
e
rin

g
 
a
ro

u
n

d
 

C
h

a
rle

s
 O

’C
o
n

n
e
ll w

a
s
 to

 b
e
 p

a
sse

d
 o

n
 to

 th
e
 u

n
fo

rtu
n

a
te

 p
rie

st in
 “T

h
e
 S

is
te

rs”)

」
と
い

う([1
9
9
2

] 3
9

-4
0
)
4
3

。
教
区
民
に
課
せ
ら
れ
る
「
教
区
税
」
は
、
言
う
な
れ
ば
、
教
会
の
運
営
と
い
う
大
義

の
た
め
に
信
徒
か
ら
搾
取
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
疑
義
を
呈
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
が
聖
職

権
を
奪
わ
れ
た
こ
と
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
母
と
は
別
種
の
「
犠
牲
者
」
の
姿
を
見
出
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

さ
ら
に
コ
ス
テ
ロ
は
「
姉
妹
た
ち
」
の
神
父
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
二
人
の
人
物
を
提
示
す
る
。
一
人
は
母

方
の
祖
父
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
で
、
彼
は
一
八
九
四
年
三
月
三
日
「
進
行
麻
痺
発
作(p

a
ra

ly
tic s

tro
k

e
)

」
で

亡
く
な
っ
て
お
り
、
幼
い
ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
人
生
で
初
め
て
死
と
出
会
う
出
来
事
で
あ
っ
た

と
い
う([1

9
9
2

] 1
2
5

-2
8

)

。
も
う
一
人
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
三
年
の
夏
に
作
者
の
母
メ
ア
リ
が
ダ
ブ
リ
ン

市
内
で
知
り
合
っ
た
二
人
の
夫
人
が
お
り
（
モ
ナ
ハ
ン
姉
妹
）
、
彼
女
た
ち
は
ま
さ
し
く
「
姉
妹
た
ち
」
に

出
て
く
る
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
通
り
で
布
地
屋(d

ra
p
e
ry

)

を
営
み
、
奇
し
く
も
そ
の
姉
妹
の
兄
／
弟
の

名
が
「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
尤
も
彼
の
職
業
は
神
父
で
は
な
か
っ
た
）([1

9
9
2
] 1

2
9
)

。
上

で
見
た
よ
う
に
、
フ
リ
ン
神
父
の
「
灰
色
の
顔
」
に
は
、
作
者
の
母
の
亡
骸
が
反
映
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、

彼
の
人
物
造
型
は
作
者
の
父
母
双
方
の
家
族
の
挿
話
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

フ
リ
ン
神
父
の
名
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
で
あ
る
こ
と
の
意
義
は
、『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
他
の
短
篇
の
主
人
公

か
ら
も
確
認
で
き
る
。
「
レ
ー
ス
の
後(A

fte
r th

e
 R

a
ce

)

」
の
主
人
公
は
ジ
ミ
ー
・
ド
イ
ル
で
あ
り
、「
痛

ま
し
い
事
件
」
の
主
人
公
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ダ
フ
ィ
ー
で
あ
る
。
奇
し
く
も
両
作
品
は
ジ
ョ
イ
ス
が
『
ダ
ブ

リ
ナ
ー
ズ
』
の
中
で
「
最
も
出
来
の
悪
い
二
作
品
」
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
が(L

II 1
8
9

)

、
そ
の
理
由
と
し

て
、
彼
ら
の
造
型
に
あ
ま
り
に
も
作
者
の
内
面
が
赤
裸
々
に
表
出
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い4

4

。
ダ
フ
ィ
ー
に
つ
い
て
の
分
析
は
次
節
に
譲
る
が
、「
レ
ー
ス
の
後
」
は
滝
沢
玄
が
述
べ
る
よ
う
に
、

各
登
場
人
物
の
出
自
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
、「
民
族
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
」

を
形
成
し
て
お
り
（
一
二
三
）、
裕
福
な
家
庭
出
身
の
ジ
ミ
ー
は
、
大
陸
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
示
し
、

同
胞
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
を
見
下
す
鼻
持
ち
な
ら
な
い
放
蕩
息
子
だ
。
言
う
な
れ
ば
彼
は
、
父
の
経
済
的
没

落
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
り
得
た
も
う
一
人
の
ど
ら
息
子
、
ジ
ョ
イ
ス
の
姿
で
あ
る
。 

フ
リ
ン
神
父
と
ジ
ョ
イ
ス
を
結
ぶ
第
二
の
要
素
は
神
父
の
性
格
に
求
め
ら
れ
る
。
フ
リ
ッ
ツ
・
セ
ン

(F
ritz

 S
e
n

n
)

が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
フ
リ
ン
神
父
と
同
様
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
余
り
に
も“s

cru
p

u
lo

u
s
”

で

あ
る
」
か
ら
だ(7

1
)

。
完
成
版
で
は
イ
ラ
イ
ザ
は
神
父
の
為
人
を
以
下
の
よ
う
に
語
る
―
―
「
あ
の
人
は
几

帳
面
で
実
直
す
ぎ
る
人
で
し
た
よ
、
い
つ
だ
っ
て(H

e
 w

a
s
 to

o
 scru

p
u

lo
u

s
 a

lw
a

y
s
)

。
…
…
聖
職
者
の

責
務
は
あ
の
人
に
は
重
す
ぎ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
彼
の
人
生
は
言
う
な
れ
ば
、
苦
難
の
連
続
で
し
た

(cro
sse

d
)

」(S
 2

7
2
-7

4
)

。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、“s

cru
p

u
lo

u
s
”

で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
ジ
ョ
イ

                                        

        

 
4
3 

こ
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
に
つ
い
て
は
、
ス
タ
ニ
ス
ロ
ー
ス
も
言
及
し
て
い
る(M

B
K

 4
4

)

。
こ
こ
で
興
味
深

い
の
は
、『
肖
像
』
に
登
場
す
る
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
お
じ
さ
ん
」
の
モ
デ
ル
は
、
こ
の
神
父
の
兄
弟
で
あ
る
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
オ
コ
ン
ネ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ジ
ョ
イ
ス
が
こ
の
兄
弟
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
証
左
と
な
ろ
う
。 

4
4 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
「
否
定(N

e
g
a
tio

n
)

」
と
の
関
係
で
「
痛
ま
し
い
事
件
」
を
論
じ

た
拙
論
を
参
照
の
こ
と(K

o
b
a

y
a
s
h

i [2
0

1
1
])

。 
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ス
が
書
簡
で
触
れ
た
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
文
体
、「
周
到
に
削
っ
た
野
卑
の
文
体(a

 sty
le

 o
f scru

p
u

lo
u

s 

m
e
a

n
n

e
ss

)

」
を
想
起
さ
せ
る(L

II 1
3
4
)

。
た
だ
し
多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、“scru

p
u

lo
u

s”

と“m
e
a

n
n

e
ss” 

は
ど
ち
ら
も
実
に
多
義
的
で
あ
る4

5

。
こ
こ
で
は
前
者
の
み
に
着
目
す
る
が
、
こ
の
語
は

「
徹
底
的
な
、
周
到
な
」
と
共
に
、
名
詞
のscru

p
le

の
意
で
あ
る
「
疑
念
」「
良
心
の
咎
め
」
か
ら
、「
良

心
に
お
い
て
」
と
い
う
意
味
に
も
取
れ
、
同
書
簡
の
有
名
な
文
言
―
―
「
私
の
［
執
筆
の
］
意
図
は
、
我
が

国
の
道
徳
史
を
書
く
こ
と
で
し
た(M

y
 in

te
n

tio
n

 w
a
s
 to

 w
rite

 a
 ch

a
p
te

r o
f th

e
 m

o
ra

l h
isto

ry
 o

f 

m
y
 co

u
n

try
)

」
―
―
の
「
道
徳
史
／
精
神
史
」
と
重
な
り
合
う
。
本
研
究
が
第
三
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、

「
良
心
の
呵
責
」
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
脳
裡
に
、
終
日
付
き
ま
と
う
言
葉
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、（
管
見
の
及
ぶ
限
り
）
先
行
研
究
が
未
だ
指
摘
し
て
い
な
い
の
は
、IH

版
で
は“scru

p
u

lo
u

s
”

が

直
接
的
に
「
狂
気
」
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
イ
ラ
イ
ザ
と
お
ば
の
や
り
取
り
を
見
て
み
よ
う
。 

 

「
あ
の
人
は
い
い
人
で
し
た
よ
。
で
も
、
そ
う
ね
…
…
失
意
の
人
で
も
あ
っ
た
わ
ね
…
…
そ
う
、
あ
の
人

の
人
生
は
、
言
う
な
れ
ば
、
苦
難
の
連
続
で
し
た
」 

「
え
え
、
そ
う
で
す
ね
！ 

お
っ
し
ゃ
り
た
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
」 

「
だ
か
ら
と
い
っ
て
ね
、
気
が
触
れ
て

、
、
、
、
、
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
自
分
の
こ
と
は
ち
ゃ

ん
と
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
、
、
彼
は
い
つ
も
少
し
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ね

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
私
た
ち
は

一
緒
に
育
ち
ま
し
た
け
ど
、
昔
か
ら
変
わ
っ
て
い
た
ん
で
す
。
あ
る
と
き
な
ん
て
、
一
ヶ
月
も
口
を
利
か

な
か
っ
た
り
し
て
。
そ
う
、
あ
の
人
は
そ
ん
な
感
じ
で
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
い
つ
だ
っ
て

、
、
、
、
、
ね、
」 

 

「
き
っ
と
本
の
読
み
す
ぎ
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
、
ミ
ス
・
フ
リ
ン
？
」 

 

「
え
え
、
た
く
さ
ん
読
ん
で
い
ま
し
た
ね
。
で
も
最
近
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
で
す
よ
。
で
も
き
っ
と
あ

の
人
の
几
帳
面
さ

、
、
、
、
が
、
精
神
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
聖
職
者
の
責
務
は
あ
の
人
に
は

重
す
ぎ
た
ん
で
す
。」 

“H
e
 w

a
s
 a

 g
o
o
d
 m

a
n

, b
u

t, y
o
u

 s
e
e
 . . . h

e
 w

a
s
 a

 d
isa

p
p
o
in

te
d
 m

a
n

 . . . Y
o
u

 s
e
e
, h

is life
 

w
a
s
, y

o
u

 m
ig

h
t s

a
y, cro

s
se

d
.” 

“A
h

, y
e
s
! I k

n
o
w

 w
h

a
t y

o
u

 m
e
a

n
.” 

“N
o
t th

a
t h

e
 w

a
s a

n
y
w

a
y
 m

a
d
, a

s y
o
u

 k
n

o
w

 y
o
u

rse
lf, b

u
t h

e
 w

a
s
 a

lw
a

y
s
 a

 little
 q

u
e
e
r. 

E
v
e
n

 w
h

e
n

 w
e
 w

e
re

 a
ll g

ro
w

in
g
 u

p
 to

g
e
th

e
r h

e
 w

a
s
 q

u
e
e
r. O

n
e
 tim

e
 h

e
 d

id
n

’t s
p

e
a
k

 

h
a

rd
ly

 fo
r a

 m
o
n

th
. Y

o
u

 k
n

o
w

 h
e
 w

a
s
 th

a
t k

in
d

 a
lw

a
y
s
.” 

“P
e
rh

a
p

s h
e
 re

a
d

 to
o
 m

u
ch

, M
iss

 F
ly

n
n

?” 

“O
, h

e
 re

a
d

 a
 g

o
o
d

 d
e
a

l, b
u

t n
o
t la

tte
rly. B

u
t it w

a
s
 h

is s
cru

p
u

lo
u

s
n

e
ss

, I th
in

k
, 

a
ffe

cte
d

 h
is m

in
d

. T
h

e
 d

u
tie

s o
f th

e
 p

rie
sth

o
o
d

 w
e
re

 to
o
 m

u
ch

 fo
r h

im
.” (IH

 2
0
6
-0

7

：

中
略
は
原
文
マ
マ) 

 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、IH

版
で
は
神
父
の
狂
気
は
明
言
さ
れ
て
い
た
が
、
完
成
版
で
は
そ
れ
が
暗
示
さ
れ

                                        

        

 
4
5 

翻
訳
の
難
し
い“m

e
a

n
n

e
ss”

（
並
び
に
上
の
「
姉
妹
た
ち
」
の
引
用
に
お
け
る“cro

s
se

d
”

）
に
つ
い
て

は
、
金
井
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
の
で
参
照
の
こ
と
（［
二
〇
一
四
］
四
―
五
、
一
四
―
一
七
）。 
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る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
面
で
は
イ
ラ
イ
ザ
が 

“m
a

d
”

を
い
う
単
語
を
使
っ
て
お
り
、
狂

気
の
主
題
が
前
景
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
わ
か
り
や
す
く
な
る
こ
と
は
、
ジ
ョ
イ
ス
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ

避
け
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
完
成
版
で
は
、
最
後
の
イ
ラ
イ
ザ
の
台
詞
（
「
大
き
く
目
を
見
開
い

て
、
自
分
に
笑
い
か
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
…
…
」
）
を
聞
く
こ
と
で
、
少
年
は
「
不
気
味
な
笑
い
」
と
共
、
、

に、
神
父
が
狂
気
の
内
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
狂
気
と
い
う
謎
を
最
後
ま
で
懸
延
さ
せ
た
と
い
う
点
で
、
こ

の
改
稿
は
大
変
効
果
的
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
二
箇
所
の
下
線
部(“h

e
 w

a
s a

lw
a

y
s q

u
e
e
r” / 

“h
e
 w

a
s
 th

a
t k

in
d

 a
lw

a
y
s”)

に
着
目
す
れ
ば
、
後
者
に
つ
い
て
はa

lw
a

y
s

が
後
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、s

cru
p

u
lo

u
s

をs
tra

n
g
e
 / q

u
e
e
r / w

ro
n

g

の
形
容
詞
の
系
譜
に
位
置
付
け
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
ま
た
狂
気
を
明
示
し
な
い
た
め
の
手
法
で
あ
る
。
ま
た
、IH

版
で
は“H

is 

s
cru

p
u

lo
u

s
n

e
ss

, I th
in

k
, a

ffe
cte

d
 h

is m
in

d
”

に
加
え
、“h

is m
in

d
 w

a
s a

 b
it a

ffe
cte

d
 b

y
 th

a
t 

［
聖
杯
を
壊
し
た
こ
と
］”

と
あ
り
、“a

ffe
cte

d
”

が
二
度
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
完
成
稿
で
は 

“T
h

a
t 

［
聖
杯
を
壊
し
た
こ
と
］ 

a
ffe

cte
d
 h

is
 m

in
d

”
の
み
の
一
回
と
な
っ
て
い
る(S

 2
8
9

)

。
し
か
し
こ
こ
で

は
む
し
ろ

a
ffe

ct

を
一
度
き
り
に
す
る
こ
と
で
、
聖
杯
を
壊
す
と
い
う
事
故
が
神
父
に
と
っ
て
い
か
に
衝

撃
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
か
を
印
象
づ
け
る
こ
と
だ
ろ
う4

6
。 

自
伝
的
解
釈
に
戻
る
と
、“P

e
rh

a
p

s h
e
 re

a
d

 to
o
 m

u
ch

, M
iss F

ly
n

n
?” / “O

h
, h

e
 re

a
d
 a

 g
o
o
d
 

d
e
a
l, b

u
t n

o
t la

tte
rly

”

が
完
成
稿
に
お
い
て
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
意
味
深
長
だ
。
こ
こ
か
ら
ジ
ョ

イ
ス
そ
の
人
と
神
父
と
の
近
さ
が
改
め
て
論
証
さ
れ
る
。
『
肖
像
』
第
五
章
第
四
節
の
日
記
で
、
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
は
母
か
ら
信
心
の
喪
失
を
咎
め
ら
れ
た
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
―
―
「
僕
の
頭
は
お

か
し
く
な
っ
て
い
る
と
母
は
言
う
。
本
の
読
み
過
ぎ
だ
っ
て(S

a
id

 I h
a

v
e
 a

 q
u

e
e
r m

in
d

 a
n

d
 h

a
v
e
 

re
a

d
 to

o
 m

u
ch

)

」(P
 5

.2
6
4

2
)

。
確
か
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
ジ
ョ
イ
ス
を
ナ
イ
ー
ヴ
に
結
び
付
け
る
こ

と
は
自
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
『
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ヒ
ア
ロ
ー
』
に
お
い
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

の
母
は
「
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
と
結
婚
す
る
前
は
、
私
も
よ
く
本
を
読
ん
だ
の
よ(B

e
fo

re
 I m

a
rrie

d
 y

o
u

r 

fa
th

e
r I u

s
e
d

 to
 re

a
d

 a
 g

re
a

t d
e
a

l)

」
と
述
べ
て
い
る(S

H
 9

0
)

。
こ
こ
か
ら
、
ジ
ョ
イ
ス
母
子
の
間
に

は
、
本
は
た
く
さ
ん
読
む
ぶ
ん
に
は
構
わ
な
い
が
、
読
み
過
ぎ
は
よ
く
な
い
、
と
い
う
、
作
家
を
志
す
子
ど

も
と
親
の
間
で
は
典
型
的
と
も
言
え
る
や
り
取
り
が
頻
繁
に
交
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
も
う
一
点
『
肖
像
』
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
几
帳
面
す
ぎ
る
神
父
の
姿
は
第
四
章
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

の
過
剰
な
ま
で
に
厳
し
い
禁
欲
生
活
を
思
い
出
さ
せ
る
。
第
三
章
の
「
地
獄
の
説
教
」
に
恐
れ
戦
い
た
彼
は
、

そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
五
感
を
徹
底
的
に
制
限
し
た
暮
ら
し
を
す
る
。
だ
が
、
次
第
に
彼
は
「
断
食
や
祈

り
よ
り
も
他
人
の
生
活
と
歩
調
を
同
じ
く
す
る
こ
と
が
困
難
に
思
え
」、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
疑
念
や
良
心
の

呵
責(d

o
u

b
ts

 a
n

d
 s

cru
p

le
s
)

と
共
に
精
神
的
な
渇
き
」
が
湧
き
上
が
り
、「
告
解
が
良
心
の
呵
責
や
悔
恨

の
念
の
不
完
全
さ(s

cru
p

u
lo

u
s
 a

n
d

 u
n

re
p

e
n

te
d

 im
p

e
rfe

ctio
n

s)

か
ら
逃
避
す
る
手
段
に
な
っ
た
」
こ

                                        

        

 
4
6 

こ
こ
か
ら
読
者
に
は
ひ
と
つ
の
問
い
が
思
い
浮
か
ぶ
。
神
父
は
「
注
意
深
い
／
慎
重
な
人
」
で
あ
っ
た

は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
聖
杯
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
つ
ま
り
、
イ
ラ
イ
ザ
の
見
立
て
と
は
異
な
り
、
実
際

に
は
神
父
は
職
務
に
不
真
面
目
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
神
父
の
狂
気
は
聖
杯
を
壊
す
以
前
か

ら
既
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
言
う
な
れ
ば
、
「
信
用
で
き
な
い
語
り
手
」
で
あ

る
イ
ラ
イ
ザ
の
語
り
に
よ
っ
て
、
結
末
の
開
か
れ
た

o
p

e
n

-
e

n
d

e
d

、
複
数
の
解
釈
の
可
能
性
が
湧
き
上
が
る
の
で
あ
る
。 
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と
に
気
が
つ
く(P

 4
.1

6
6
-7

3
)

。
少
な
く
と
も
ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て“s

cru
p

u
lo

u
s
”

と
い
う
言
葉
は
、
宗
教

性
と
深
く
結
び
つ
き
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
宗
教
へ
の
不
信
心
が
増
し
て
い
っ
た
自
ら
の
若
き
日
の
姿
を

想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
神
父
と
ジ
ョ
イ
ス
を
繋
ぐ
第
三
点
と
し
て
必
然
的
に
導
か
れ
る
の
は
、
司
祭
と
い
う

職
業
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
発
狂
し
た
の
ち
も
、
フ
リ
ン
神
父
は
少
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
を

教
え
、
彼
に
大
い
な
る
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
の
期
待
は
、
聖
杯
を
壊
し
た
こ
と
の
罪
悪
感
に
対
す
る
代

償
行
為
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
「
姉
妹
た
ち
」
の
主
人
公
が
夢
の
中
で
赦
し
を
与
え
る
神
父
の
役
割

を
演
じ
る
こ
と
は
、
彼
の
未
来
が
聖
職
の
道
を
進
む
こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
可
能
性
を
示
す
。
こ
の
主
人

公
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
同
様
に
作
者
の
分
身
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
度
は
聖
職
者
を
志
し
た
ジ
ョ
イ

ス
が
神
父
と
い
う
職
業
に
対
し
、
あ
り
得
べ
き
否
定
的
自
己
の
一
形
態
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
事

実
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
母
の
死
の
一
周
忌
を
目
前
と
し
て
、
ダ
ブ
リ
ン
か
ら
の
脱
出
を
考
え
は
じ
め
て
い

た
作
家
は
、
己
を
縛
り
つ
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
様
々
な
側
面
に
想
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

多
く
の
先
行
研
究
は
、
神
父
の
た
め
に
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
た
未
婚
の
姉
妹
た
ち
に
、
神
（
父
）
に
仕
え

る
が
た
め
に
貧
困
に
あ
え
ぐ
民
衆
と
い
う
構
図
を
読
み
取
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
姉
妹
た
ち
は
、
ジ
ョ

イ
ス
が
母
の
死
に
顔
に
見
て
取
っ
た
よ
う
な
、
犠
牲
者
の
姿
を
自
ら
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

こ
に
麻
痺
の
麻
痺
た
る
所
以
が
あ
る
。
だ
が
も
し
作
者
が
少
年
だ
け
で
な
く
神
父
に
も
自
ら
の
あ
り
得
べ

き
自
己
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
「
姉
妹
た
ち
」
と
は
ジ
ョ
イ
ス
の
実
の
兄
弟
・
姉
妹
た
ち
で
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
伝
記
に
依
れ
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
の
父
の
家
系
は
三
代
続
け
て
一
人
っ
子
で
あ

り
、
父
は
息
子
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
対
し
て
今
日
か
ら
見
れ
ば
過
保
護
と
言
え
る
ほ
ど
、
長
男
と
し
て
の
「
大
い

な
る
期
待
」
を
寄
せ
て
い
た
。
芸
術
至
上
主
義
者
に
相
応
し
い
ジ
ョ
イ
ス
の
家
族
へ
の
非
情
さ
は
様
々
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
が
大
家
族
（
十
人
兄
弟
）
の
長
子
と
し
て
の
責
任
に
全
く
無
自
覚
だ
っ
た
と
は
考
え

が
た
い4

7

。
し
か
も
一
九
〇
四
年
七
月
、
彼
は
ま
さ
に
家
族
と
故
国
を
捨
て
よ
う
と
し
て
い
た
。
「
姉
妹
た

ち
」
の
次
に
書
か
れ
た
「
エ
ヴ
リ
ン
」
の
主
人
公
が
、
亡
き
母
の
代
わ
り
に
、
飲
ん
だ
く
れ
の
父
だ
け
で
な

く
他
の
幼
い
兄
弟
た
ち
の
面
倒
を
見
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
き
、
そ
こ
に
は
長
子
と
し
て
の
責
務
と

い
う
主
題
が
浮
か
び
上
が
る
。
十
九
歳
の
彼
女
がh

o
m

e

を
捨
て
よ
う
と
決
意
す
る
そ
の
時
、
母
の
最
期
の

記
憶
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
よ
う
に
蘇
る
。 

  
 

物
思
い
に
耽
っ
て
い
る
と
、
母
の
人
生
の
悲
惨
な
光
景
が
、
彼
女
の
存
在
の
急
所
と
で
も
言
う
べ
き
場

所
に
呪
文
を
か
け
て
し
ま
っ
た―

―

あ
り
ふ
れ
た
犠
牲
を
重
ね
た
人
生
が
、
今
わ
の
際
の
狂
気

、
、
、
、
、
、
、
に
よ
っ
て

閉
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
女
は
体
を
震
わ
せ
た
。
何
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
執
拗
に
譫
言

を
繰
り
返
す
母
の
声
が
再
び
聞
こ
え
て
き
た
の
だ
。 

―
デ
レ
ヴ
ォ
ー
ン
・
セ
ロ
ー
ン
！ 

デ
レ
ヴ
ォ
ー
ン
・
セ
ロ
ー
ン
！ 

 
 

突
然
の
恐
怖
の
衝
動
に
彼
女
は
立
ち
尽
く
し
た
。
逃
げ
な
き
ゃ
！ 

逃
げ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
！ 

フ
ラ
ン
ク
な
ら
き
っ
と
私
を
救
っ
て
く
れ
る
。
私
に
生
を
与
え
て
く
れ
る
、
た
ぶ
ん
愛
だ
っ
て
。 

                                        

        

 
4
7 

本
研
究
第
三
章
で
論
じ
る
よ
う
に
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
第
十
挿
話
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
見
窄
ら
し
い

格
好
を
し
た
妹
た
ち
に
同
情
し
、
「
内
心
の
呵
責(a

g
e
n

b
ite

 o
f in

w
it)

」
を
覚
え
る(U

 1
0

.8
7

5
)

。 
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A
s
 s

h
e
 m

u
se

d
 th

e
 p

itifu
l v

isio
n

 o
f h

e
r m

o
th

e
r
’s life

 la
id

 its
 s

p
e
ll o

n
 th

e
 v

e
ry

 q
u

ick
 o

f 

h
e
r b

e
in

g
—

th
a

t life
 o

f co
m

m
o
n

p
la

ce
 sa

crifice
s
 clo

s
in

g
 in

 fin
a

l cra
z
in

e
ss

. S
h

e
 tre

m
b
le

d
 

a
s
 s

h
e
 h

e
a
rd

 a
g
a

in
 h

e
r m

o
th

e
r
’s v

o
ice

 sa
y
in

g
 co

n
s
ta

n
tly

 w
ith

 fo
o
lis

h
 in

s
iste

n
ce

: 

―D
e
re

v
a

u
n

 S
e
ra

u
n

! D
e
re

v
a

u
n

 S
e
ra

u
n

! 

S
h

e
 sto

o
d

 u
p

 in
 a

 s
u

d
d

e
n

 im
p

u
lse

 o
f te

rro
r. E

s
ca

p
e
! S

h
e
 m

u
s
t e

sca
p
e
! F

ra
n

k
 w

o
u

ld
 

sa
v
e
 h

e
r. H

e
 w

o
u

ld
 g

iv
e
 h

e
r life

, p
e
rh

a
p

s lo
v
e
 to

o
. (“E

v
e
lin

e
” 1

3
0

-4
0
) 

 

エ
ヴ
リ
ン
の
母
の
狂
気
は
フ
リ
ン
神
父
の
狂
気
に
通
じ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
言
う
ま
で
も
な
く
作
者
の

母
の
最
期
も
ま
た
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ダ
ブ
リ
ン
に
留
ま
り
聖
職
者
と
な
っ
て
い
た
と
き
の
否
定
的
自

己
が
フ
リ
ン
神
父
で
あ
る
よ
う
に
、
エ
ヴ
リ
ン
は
ダ
ブ
リ
ン
か
ら
「
脱
出
」
し
よ
う
試
み
る
が
、
家
族
／
家

庭(h
o
m

e
)

に
囚
わ
れ
て
し
ま
う
作
者
の
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
姿
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
い
う

亡
霊
は
、「
エ
ヴ
リ
ン
」
に
お
い
て
は
死
ん
だ
母
を
通
じ
て
、「
姉
妹
た
ち
」
に
お
い
て
は
死
ん
だ
神
父
を
通

じ
て
、
主
人
公
の
自
由
を
奪
お
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
姉
妹
た
ち
」
の
少
年
が
、
エ
ヴ
リ
ン
と
異
な
る

の
は
、
他
な
ら
ぬ
彼
自
身
が
こ
の
物
語
を
事
後
的
に
回
想
し
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
。
三
人
称
単
数
で
描
か

れ
る
「
エ
ヴ
リ
ン
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
、
恋
人
に
よ
っ
て
海
で
溺
れ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
恐

れ
て
、「
鉄
柵
を
両
手
で
掴
ん
で
離
さ
な
い
」(“E

v
e
lin

e
” 1

5
9
-6

0
)

。
彼
女
は
語
り
の
面
に
お
い
て
も
現
在

に
縛
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
姉
妹
た
ち
」
に
お
け
る
「
現
在
」
と
は
、
神
父
の
死
か
ら
数
年
を
経
て
青

年
／
大
人
と
な
っ
た
語
り
手
が
、
書
く
こ
と
を
通
じ
て
自
身
に
取
り
憑
く
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
「
力
」
か
ら

逃
れ
よ
う
と
も
が
い
て
い
る
そ
の
と
き
で
あ
る
。
そ
し
て
作
者
が
「
姉
妹
た
ち
」
の
改
稿
に
費
や
し
た
時
間

も
ま
た
、
亡
霊
的
過
去
と
の
執
拗
な
対
峙
で
あ
っ
た
。 

 

本
節
の
こ
こ
ま
で
の
論
点
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
確
か
に
、
ど
ん
な
作
家
で
あ
れ
、
多
か
れ
少
な
か
れ
登

場
人
物
に
自
ら
の
性
格
や
体
験
や
記
憶
の
一
部
を
分
け
与
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ

う
に
ジ
ョ
イ
ス
の
デ
ビ
ュ
ー
作
に
は
、
彼
の
人
生
に
帰
す
べ
き
要
素
が
余
り
も
多
い
。
そ
し
て
、
母
の
灰
色

の
顔
は
、
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
の
痛
ま
し
い
記
憶
と
し
て
、
一
周
忌
を
前
に
し
た
作
者
の
脳
裡
で
そ
れ
ま
で
以

上
に
繰
り
返
し
反
芻
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
「
姉
妹
た
ち
」
の
幾
多
の
改
稿
は
、
ジ
ョ
イ
ス
が
フ
リ
ン
神
父

と
い
う
あ
り
得
べ
き
自
己
の
姿
に
亡
霊
と
し
て
の
役
割
を
付
与
す
る
試
み
で
あ
り
、
そ
の
亡
霊
に
取
り
憑

か
れ
る
自
己
の
姿
を
子
ど
も
の
視
点
を
借
り
て
書
き
換
え
る
試
み
で
あ
っ
た
。 
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第
二
節 

亡
霊
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と
―
―
「
痛
ま
し
い
事
件
」
の
憑
在
論
的
読
解 

 

弟
の
ス
タ
ニ
ス
ロ
ー
ス
が
「
中
年
に
な
っ
た
と
き
を
想
像
し
て
」
、
兄
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
「
痛
ま
し
い
事
件
」

の
主
人
公
ジ
ェ
イ
ム
ズ

、
、
、
、
、
・
ダ
フ
ィ
ー
を
創
作
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る(M

B
K

 1
5
9

-6
0
)

。
作
家
は
さ
ら
に
自

身
の
文
学
的
素
養
（
と
り
わ
け
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
と
ニ
ー
チ
ェ
へ
の
関
心
）
を
付
け
加
え
、
「
ダ
フ
ィ
ー
氏
の

ニ
ー
チ
ェ
的
態
度
を
批
判
し
、
幾
分
は
自
己
批
判
に
酔
い
し
れ
て
い
た([i]n

 criticiz
in

g
 M

r. D
u

ffy
’s 

N
ie

tz
sch

e
a

n
 a

ttitu
d
e
s J

o
y
ce

 w
a

s in
d

u
lg

in
g
 in

 a
 m

e
a
s
u

re
 o

f se
lf-criticism

)

」(S
ch

o
le

s &
 

L
itz

 4
7
6
)

。
高
い
知
性
と
い
う
点
で
は
、
ダ
フ
ィ
ー
は
「
死
者
た
ち
」
の
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
・
コ
ン
ロ
イ
や
、

作
家
自
身
に
最
も
近
し
い
「
分
身(a

lte
r e

g
o
)

」
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
に
匹
敵
す
る
人
物
だ

が
、
本
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
も
し
ジ
ョ
イ
ス
が
ダ
ブ
リ
ン
か
ら
自
発
的
亡
命
を
遂
げ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
な
ら
ば
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
自
己
と
し
て
、
ダ
フ
ィ
ー
は
作
者
自
身
の
「
あ
ま
り
に
も
見
事
な

自
己
戯
画
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
（
米
本 

二
八
四
）。 

本
作
の
先
行
研
究
は
長
い
間
、
ダ
フ
ィ
ー
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
や
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
も
の
が
主
流
を

成
し
て
い
た
。
つ
ま
り
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
全
体
の
主
題
で
あ
る
精
神
的
「
麻
痺(p

a
ra

ly
s
is

)

」
が
原
因
で
、

彼
は
終
ぞ
他
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
び
元
の
孤
独
な
生
活
に
戻
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
事

実
多
く
の
批
評
家
が
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
「
痛
ま
し
い
事
件
」
を
経
て
も
な
お
、
彼
の
人
生
に
変
化
は
訪
れ

な
い
と
解
釈
し
て
い
る(B

e
ck

 2
3
5

, P
e
a

k
e
 3

5
, L

e
o
n

a
rd

 2
2

6
, W

ich
t 1

3
2
, W

e
s
t &

 H
e
n

d
rick

s
 7

1
4
, 

C
o
le

m
a

n
 3

7
0

, 

南
谷
覺
正 

四
七)

。
一
方
、
精
神
分
析
や
ク
イ
ア
理
論
に
基
づ
き
、
ダ
フ
ィ
ー
を
同
性
愛

者
、
す
な
わ
ち
「
強
制
的
異
性
愛
主
義
」
の
犠
牲
者
と
し
て
読
み
解
く
流
れ
も
連
綿
と
続
い
て
き
た(R

e
id

 

2
2

1
-3

9
, D

a
v
id

 N
o
rris 3

5
7
-7

3
, J

a
ck

so
n

 3
2
7
-4

1
, 

高
橋
和
久 

二
〇
四
―
二
三)

4
8

。 

こ
れ
ら
二
つ
の
潮
流
に
対
し
、
最
新
の
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』C

o
lla

b
ora

tiv
e D

u
b

lin
e
rs (2

0
1

2
)

に
お

い
て
、
ポ
ー
ル
・
セ
イ
ン
ト
＝
ア
ー
マ
ー(P

a
u

l 
S

a
in

t-A
m

o
u

r)

と
カ
レ
ン
・
ロ
レ
ン
ス(K

a
re

n
 

L
a

w
re

n
ce

)

は
、
ダ
フ
ィ
ー
を
非
難
す
る
で
も
擁
護
す
る
で
も
な
い
、
言
う
な
れ
ば
「
第
三
の
道
」
を
提
示

し
た
。
「
物
語
の
最
終
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
読
者
が
決
断
を
下
す
空
間
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
述

べ
、
他
な
ら
ぬ
私
た
ち
読
者
が
い
か
に
他
者
を
歓
待
す
べ
き
か
を
再
考
さ
せ
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
本
作

を
読
み
替
え
た
の
で
あ
る(2

5
5

-5
6
)

。
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
依
拠
し
た
彼
ら
の
倫
理
的
読
解
に

本
研
究
は
強
く
示
唆
を
受
け
て
い
る
が
、
ダ
フ
ィ
ー
が
亡
霊
と
出
会
っ
て
い
る
こ
と
の
意
義
が
さ
ほ
ど
強

調
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
痛
ま
し
い
事
件
」
を
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
「
核
心
」

で
あ
る
と
断
じ
た
ヒ
ュ
ー
・
ケ
ナ
ー(H

u
g
h

 K
e
n

n
e
r)

は
、
一
九
五
五
年
と
い
う
初
期
の
批
評
に
お
い
て
既

に
、
亡
霊
や
幻
影
、
生
け
る
屍
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
「
死
者
た
ち
」
の
世
界
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
と
論
じ
て

お
り([1

9
8
7
] 5

8
-5

9
)

、
多
く
の
批
評
も
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
に
言
及
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る4

9

。 

                                        

        

 
4
8 

こ
の
大
別
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
デ
ィ
ヴ
ォ
ル
ト(C

h
risto

p
h

e
r D

e
V

a
u

lt)

を
参
照
し
た

(7
8
-8

0
)

。 
4
9 

ニ
ー
チ
ェ
の
『
悲
劇
の
誕
生
』
を
参
照
し
て
本
作
と
「
死
者
た
ち
」
を
比
較
し
た
シ
ン
シ
ア
・
ウ
ィ
ー

ト
リ
ー
＝
ロ
ヴ
ォ
イ(C

y
n

th
ia

 W
h

e
a

tle
y
-L

a
v
o
y
)

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
両
短
編
の
テ
ー
マ
の
近
接
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本
節
で
は
、
ケ
ナ
ー
以
降
徹
底
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
以
下
の
点
を
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、

主
人
／
客
／
敵
と
い
う
多
義
性
を
持
つh

o
s
t

は
、
亡
霊(g

h
o
s
t)

と
語
源
的
な
繋
が
り
が
あ
り
、
ジ
ョ
イ
ス

は
亡
霊
と
の
出
会
い
に
歓
待(h

o
s
p
ita

lity
)

を
見
出
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
結
び
つ
き
の
萌
芽
が
「
痛
ま

し
い
事
件
」
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
日
の
亡
霊
研
究(G

h
o
s
t 

S
tu

d
ie

s)

を
牽
引
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
「
憑
在
論
」
を
補
助
線
と
し
、
ダ
フ
ィ
ー
と
テ
ク
ス
ト
の
両

者
に
取
り
憑
く
亡
霊
た
ち
を
再
考
す
る
と
共
に
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
が
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
権
化
た
る
ダ

フ
ィ
ー
に
差
し
出
し
た
の
は
歓
待
の
契
機
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
。 

 

ジ
ョ
イ
ス
の
亡
霊
た
ち
と
デ
リ
ダ
の
憑
在
論 

こ
こ
で
改
め
て
本
研
究
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
「
亡
霊
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
よ
う
。
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー

ズ
』
全
体
で“g

h
o
s
t”

は
（“g

h
o
stly

”

と
い
う
形
を
含
め
て
）
三
度
使
わ
れ
て
い
る
。
エ
ヴ
リ
ン
が
幸
福
な

思
い
出
と
し
て
回
顧
す
る
父
が
読
ん
で
く
れ
た
「
お
ば
け
の
話(a

 g
h

o
s
t sto

ry
)

」(“E
v
e
lin

e
” 1

1
3
-1

4
)

、

「
恩
寵
」
に
お
け
る
「
聖
霊(th

e
 H

o
ly

 G
h

o
st)

」(“G
ra

ce
” 2

6
0

)

、
そ
し
て
「
死
者
た
ち
」
に
お
け
る
「
亡

霊
の
よ
う
な
青
白
い
光(A

 g
h

o
stly

 lig
h

t)

」(D
 1

3
5

9
)

で
あ
る
。
同
時
に
、
亡
霊
を
意
味
す
る
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
な
く
と
も
、
死
者
は
様
々
な
形
で
生
者
に
取
り
憑
い
て
い
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
「
姉
妹
た
ち
」

の
亡
く
な
っ
た
フ
リ
ン
神
父
は
「
灰
色
の
顔
」
と
し
て
主
人
公
の
少
年
の
頭
の
中
に
侵
入
し
、
エ
ヴ
リ
ン
は

い
ざ
駆
け
落
ち
す
る
段
に
な
っ
て
病
死
し
た
母
の
悲
惨
な
最
期
を
反
復
強
迫
的
に
思
い
出
す
。「
蔦
の
日
の

委
員
会
室
」
で
は
十
一
年
前
に
死
ん
だ
自
治
運
動
の
旗
手
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
パ
ー
ネ
ル
が

暖
炉
の
火
と
な
っ
て
無
気
力
な
党
員
た
ち
を
照
ら
し
、
そ
し
て
「
死
者
た
ち
」
で
は
若
く
し
て
肺
炎
を
患
っ

て
死
ん
だ
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ュ
ア
リ
ー
の
霊
が
、「
オ
ー
ク
リ
ム
の
乙
女
」
と
い
う
歌
に
よ
っ
て
呼
び
出
さ
れ
、

「
亡
霊
の
よ
う
な
青
白
い
」
ガ
ス
灯
の
光
と
し
て
主
人
公
夫
妻
が
滞
在
す
る
ホ
テ
ル
の
一
室
を
照
ら
し
続

け
る
。
死
者
は
亡
霊
と
し
て
生
者
に
取
り
憑
き
、
思
考
停
止
に
陥
ら
せ
る
―
―
こ
れ
こ
そ
ジ
ョ
イ
ス
が
ダ
ブ

リ
ン
の
人
々
に
見
出
し
た
精
神
的
「
麻
痺
」
の
一
症
状
で
あ
っ
た
。 

ジ
ョ
イ
ス
作
品
に
お
い
て
か
く
も
反
復
さ
れ
る
亡
霊
表
象
を
読
者
は
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
は
デ
リ
ダ
が
『
マ
ル
ク
ス
の
亡
霊
た
ち
』
で
提
起
し
た
「
憑
在
論(h

a
n

to
lo

g
ie

)

」
を
ひ
と
つ

の
手
が
か
り
と
し
た
い
。「
取
り
憑
く(h

a
n

te
r)

」
と
「
存
在
論(o

n
to

lo
g
ie

)

」
を
結
び
付
け
、
音
声
的
に
は

ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
な
が
ら
も
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
は
痕
跡
と
し
て
差
異
が
残
る
と
い
う
、
「
差
延

(d
iffé

ra
n

ce
)

」
を
想
起
さ
せ
る
彼
特
有
の
造
語
で
あ
る
（［
二
〇
〇
七
］
三
七
、
一
二
三
、
三
三
一
）
。
デ
リ

ダ
は
明
瞭
な
定
義
を
与
え
ず
、
あ
く
ま
で
テ
ク
ス
ト
の
効
果
と
し
て
読
者
に
そ
の
解
釈
を
委
ね
て
い
る
た

め
、
本
節
で
は
以
下
の
三
点
に
絞
っ
て
考
察
す
る
。 

                                        

        

 

性
（
死
と
亡
霊
）
を
見
出
し
て
い
る
―
―
「
ジ
ョ
イ
ス
は
他
の
ど
の
作
品
よ
り
も
「
痛
ま
し
い
事
件
」
の
書

き
直
し
を
行
っ
た
。
最
後
の
書
き
直
し
は
一
九
〇
六
年
八
月
、
彼
が
ロ
ー
マ
に
い
た
と
き
に
な
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
彼
が
「
死
者
た
ち
」
を
書
き
始
め
る
直
前
だ
っ
た(J

o
y
ce

 re
w

ro
te

 “A
 P

a
in

fu
l C

a
s
e
” 

m
o
re

 th
a

n
 a

n
y
 o

th
e
r sto

ry. T
h

e
 fin

a
l re

w
rite

 w
a

s in
 A

u
g
u

s
t 1

9
0

6
 w

h
ile

 h
e
 w

a
s in

 R
o
m

e
, 

ju
st b

e
fo

re
 h

e
 b

e
g
a

n
 to

 w
o
rk

 o
n

 “T
h

e
 D

e
a

d
”)

」(1
9
1

)

。
た
だ
し
、
本
章
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
最

も
大
幅
に
改
稿
さ
れ
た
と
い
う
点
で
は
、「
痛
ま
し
い
事
件
」
よ
り
は
む
し
ろ
「
姉
妹
た
ち
」
の
方
が
妥
当

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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①
遺
産
相
続
の
問
題 

マ
ル
ク
ス
個
人
を
、
彼
が
愛
好
し
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
や
、
彼
の
理
論
的
先
達
（
あ
る
い
は
批
判
の
対
象
）

と
な
っ
た
多
く
の
思
想
家
に
取
り
憑
か
れ
た
者
と
見
な
し
、
な
お
か
つ
彼
自
身
も
マ
ル
ク
ス
主
義
の
創

始
者
と
し
て
私
た
ち
に
取
り
憑
い
て
い
る
と
い
うh

a
u

n
te

d
 / h

a
u

n
tin

g

の
相
補
的
複
数
関
係
に
目
を

向
け
る
こ
と 

②
時
間
論
の
問
題 

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の“T

h
e
 tim

e
 is

 o
u

t o
f jo

in
t”

（
第
一
幕
第
五
場
）
が
示
す
よ
う
に
、
亡
霊
は
現
前

や
存
在
が
前
提
と
す
る
直
線
的
な
時
間
軸
／
歴
史
／
世
界
の
関
節
を
脱
臼
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と 

③
応
答
可
能
性
の
問
題 

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
あ
る
い
は
『
共
産
党
宣
言
』
の
冒
頭
に
登
場
す
る
亡
霊
は
、
取
り
憑
く
と
い
う
行
為
を

通
し
て
、
そ
の
厳
命
の
受
け
手
に
ま
さ
し
く“T

o
 b

e
 o

r n
o
t to

 b
e
”

（
第
三
幕
第
一
場
）
の
如
き
倫
理
的

応
答
（
決
定
不
可
能
な
決
定
）
を
求
め
て
い
る
こ
と 

 

以
上
の
三
点
を
補
助
線
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
「
痛
ま
し
い
事
件
」
を
読
み
直
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
論
じ
た

よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て
ダ
ブ
リ
ン
は
彼
の
記
憶
に
取
り
憑
く
亡
霊
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、「
姉
妹
た

ち
」
や
「
死
者
た
ち
」
と
比
較
し
た
と
き
に
興
味
深
い
の
は
、
本
作
に
は
コ
リ
ー
ン
・
オ
ウ
エ
ン
ズ(C

ó
ilín

 

O
w

e
n

s
)

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
複
数
の
文
学
的
亡
霊(th

e
 m

u
ltip

le
 lite

ra
ry

 g
h

o
s
ts)

」
が
憑
依
し
て

い
る
点
で
あ
る(2

)

。 

 

ダ
フ
ィ
ー
／
「
痛
ま
し
い
事
件
」
に
取
り
憑
く
文
学
テ
ク
ス
ト
た
ち 

ダ
フ
ィ
ー
が
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
を
除
く
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
他
の
登
場
人
物
た
ち
と
大
き
く
異
な
る
点

は
、
作
者
が
「
知
識
人
」
と
し
て
の
役
割
を
彼
に
与
え
た
こ
と
に
あ
る
。
先
行
研
究
に
は
ダ
フ
ィ
ー
を
ゲ
イ

ブ
リ
エ
ル
や
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
比
較
す
る
も
の
が
多
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
ダ
フ
ィ
ー
の
本
棚
に

は
『
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
全
集
』
と
『
メ
イ
ヌ
ー
ス
教
理
問
答
集
』
が
並
び(P

C
 1

8
-1

9
)

、
机
の
中
に
は
ジ
ョ
イ

ス
自
身
も
翻
訳
し
た
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
『
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ク
ラ
マ
ー
』
の
原
稿
が
入
っ
て
い
る(P

C
 2

2
)

。

シ
ニ
コ
ウ
夫
人
と
の
別
離
の
の
ち
四
年
の
間
に
ニ
ー
チ
ェ
の
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
と
『
悦
ば
し
き
知
識
』

が
書
棚
に
追
加
さ
れ
る(P

C
 1

6
6
-6

7
)

。
ダ
フ
ィ
ー
の
人
物
造
型
に
は
作
者
の
影
が
常
に
ち
ら
つ
い
て
い
る

わ
け
だ
が
、
ジ
ョ
イ
ス
は
主
人
公
と
同
一
化
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
差
異
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
事
実
、
パ

ト
リ
ッ
ク
・
ビ
ク
ス
ビ
ィ(P

a
trick

 B
ix

b
y
)

は
ダ
フ
ィ
ー
を
「
超
人
」
に
な
れ
な
か
っ
た

、
、
、
、
、
、
男
と
呼
び(“a

 

fa
ile

d
 ‘J

a
m

e
s
 O

v
e
rm

a
n

’”)(1
1
6
)

、
オ
ウ
エ
ン
ズ
は
「
姉
妹
た
ち
」
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ

、
、
、
、
、
・
フ
リ
ン
神
父
と
同

じ
く
神
に
「
応
答
」
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
司
祭
の
成
り
損
な
い(a

 s
p
o
ile

d
 p

rie
st)

」
と
見
な
し

て
い
る(1

0
8
-4

3
)

。
つ
ま
り
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
を
「
生
き
る
資
格
の
な
い(u

n
fit to

 liv
e
)

」(P
C

 2
7

6
)

と
断

罪
す
る
と
き
ダ
フ
ィ
ー
が
見
逃
し
て
い
る
の
は
、
彼
も
ま
た
「
超
人
」
に
も
「
司
祭
」
に
も
な
れ
ず
、
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
の
よ
う
な
「
芸
術
家
」
に
も
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
こ
の
リ
ス
ト
に
は
労
働
者
の
解
放
を

目
指
す
社
会
主
義
者
に
も
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
「
社
会
革
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命
な
ぞ
、
ダ
ブ
リ
ン
で
は
数
世
紀
経
っ
て
も
起
こ
り
得
な
い
で
し
ょ
う
な
」(P

C
 1

2
3

-2
4
)

と
言
い
放
つ
の

だ
か
ら
）。
そ
の
よ
う
な
不
可
能
性
の
集
積
、
あ
る
い
は
本
研
究
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
否
定
的
分
身
／
自
画

像
」
と
し
て
ジ
ョ
イ
ス
は
ダ
フ
ィ
ー
を
極
め
て
意
地
悪
く
描
き
出
し
、
独
善
的
な
考
え
に
凝
り
固
ま
っ
た
彼

の
小
市
民
性
を
断
罪
し
て
い
る
。 

で
は
次
に
、
「
痛
ま
し
い
事
件
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
そ
れ
自
体
は
、
先
行
す
る
テ
ク
ス
ト
と
い
か
な
る
関

係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
物
語
の
舞
台
で
あ
る
チ
ャ
ペ
リ
ゾ
ッ
ト
の
「
イ
ゾ
ル
デ
の
チ
ャ
ペ
ル
」
と
い
う
原
義

か
ら
は
ケ
ル
ト
神
話
に
基
づ
く
『
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
』
の
悲
恋
が
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
『
ミ
ヒ
ャ
エ

ル
・
ク
ラ
マ
ー
』
か
ら
は
か
つ
て
芸
術
家
を
志
し
た
父
が
息
子
に
過
大
な
期
待
を
か
け
自
殺
に
追
い
や
っ
て

し
ま
い
噛
み
締
め
る
そ
の
悔
恨
が
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
か
ら
は
姦
通
お
よ
び
列
車

へ
の
飛
び
込
み
自
殺
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
抜
き
出
せ
る
。
以
上
は
、
先
行
研
究
が
指
摘
し
た
中
で
も
代
表
的

な
も
の
で
あ
る
が
、
マ
ー
ゴ
・
ノ
リ
ス(M

a
rg

o
t N

o
rris

)

は
こ
れ
ら
の
文
学
テ
ク
ス
ト

、
、
、
、
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

史
に
お
け
る
ふ
た
つ
の
歴
史
的
事
象
、
言
う
な
れ
ば
コ
ン
テ
ク
ス
ト

、
、
、
、
を
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
に
並
置
し
て
み
せ

る
。
す
な
わ
ち
、
自
治
運
動
の
旗
手
で
あ
っ
た
パ
ー
ネ
ル
の
「
不
義
」
と
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
男
色
罪

に
よ
る
投
獄
と
い
う
当
時
の
ダ
ブ
リ
ン
の
社
会
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ダ
フ
ィ
ー
は
パ
ー
ネ
ル
の
よ
う
に

不
義
の
愛
を
貫
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
（
ダ
フ
ィ
ー
を
同
性
愛
者
と
想
定
し
た
場
合
で
も
）
彼
が
夫
人
を

愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
は
テ
ク
ス
ト
に
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
ノ
リ
ス
は
読
む
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
ダ
フ
ィ
ー
を
同
性
愛
者
と
見
な
す
先
行
研
究
は
少
な
く
な
い
が
、
彼
が
無
意
識
的
に

は
（
性
）
愛
を
求
め
て
い
た
と
い
う
語
り
の
特
徴
、
あ
る
い
は
、
初
稿
で
は
ダ
フ
ィ
ー
が
夫
人
と
の
「
駆
け

落
ち
」
を
考
え
て
い
た(M

a
g
a

la
n

e
r 8

9
)

こ
と
か
ら
鑑
み
て
も
、
首
肯
し
か
ね
る
。
し
か
し
、
ノ
リ
ス
が
言

う
よ
う
に
「
痛
ま
し
い
事
件
」
の
語
り
手
が
、
真
実
を
覆
い
隠
す
新
聞
記
事
と
同
様
に
、
肝
心
の
部
分
で
は

何
も
語
ら
ず
確
定
的
な
解
釈
が
で
き
な
い
こ
と
そ
れ
自
体
が
「
行
為
遂
行
的
な
効
果
と
し
て
読
ま
れ
う
る
」

と
い
う
主
張
に
は
強
く
同
意
す
る(1

6
9

)
5
0

。
な
ぜ
な
ら
、
語
り
が
誘
導
す
る
こ
の
決
定
不
可
能
性

(in
d
e
te

rm
in

a
cy

)

や
多
義
性(a

m
b

ig
u

ity
)

に
よ
っ
て
、
物
語
は
決
し
て
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ダ
フ

ィ
ー
を
批
判
あ
る
い
は
擁
護
す
る
二
つ
の
陣
営
が
批
評
史
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る5

1

。 

要
点
を
ま
と
め
よ
う
。
上
に
論
じ
た
よ
う
に
。「
痛
ま
し
い
事
件
」
に
お
け
る
人
物
造
型
と
プ
ロ
ッ
ト
の

両
面
に
は
、
間
テ
ク
ス
ト
的
な
影
響
関
係
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
に
本
研
究
が
憑
在
論
の
知
見
①
―
―

h
a

u
n

te
d

 / h
a

u
n

tin
g

の
相
補
的
複
数
関
係
―
―
を
付
け
加
え
る
の
は
、
ジ
ョ
イ
ス
が
自
ら
の
経
験
や
先

行
す
る
テ
ク
ス
ト
を
「
再
利
用
」
す
る
こ
と
な
し
に
作
品
を
造
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る

                                        

        

 
5
0 

R
・
B
・
カ
ー
シ
ュ
ナ
ー(R
. B

. K
e
rs

h
n

e
r)

も
同
様
の
主
張
を
し
て
い
る
―
―
「
ダ
フ
ィ
ー
が
亡
霊

と
出
会
う
の
は(D

u
fy

’s
 g

h
o
stly

 e
n

co
u

n
te

rs)

、
ジ
ョ
イ
ス
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
真
な
る
内
省
の
瞬
間

で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
ダ
フ
ィ
ー
が
自
己
の
自
惚
れ
を
強
化
す
る
も
う
一
つ
の
方
便
で
あ
る
か
、
私
た
ち
は

選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」(1

1
2

-1
3

)

。 
5
1 

テ
ク
ス
ト
の
解
釈
に
お
け
る
決
定
不
可
能
性
に
つ
い
て
、
吉
川
信
は
本
作
品
で
使
わ
れ
て
い
る
「
物
語

(ta
le

 / n
a
rra

tiv
e
)

」
と
い
う
単
語
に
着
目
し
、
リ
ア
リ
ズ
ム
と
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
い
ず
れ
か
一
方
に
解
消

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
地
平
を
目
指
す
ジ
ョ
イ
ス
に
あ
っ
て
は
、「〈
純
粋
物
語
＝
デ
ィ
エ
ゲ
シ
ス
〉
の
形
成

す
ら
妨
げ
る
、
多
義
的
な
開
か
れ
た
形
態

、
、
、
、
、
、
を
志
向
す
る
性
質
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
［
一
九
八
六
］
二

六
）。 
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た
め
で
あ
る
（
こ
こ
で
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
が
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
の
壮
大
な
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
を

思
い
出
せ
ば
充
分
で
あ
ろ
う
）。
確
か
に
、
間
テ
ク
ス
ト
性
と
い
う
概
念
は
、
ひ
と
つ
の
テ
ク
ス
ト
が
織
物

と
し
て
他
の
テ
ク
ス
ト
と
緩
や
か
な
連
続
態
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
ジ
ョ
イ

ス
に
と
っ
て
、
作
品
を
書
く
こ
と
は
常
に
先
行
す
る
作
家
た
ち
と
の
全
面
的
対
決
で
あ
っ
た
。
『
マ
ル
ク
ス

の
亡
霊
た
ち
』
に
お
い
て
、
デ
リ
ダ
は“co

n
ju

ra
tio

n
”

の
多
義
性
に
着
目
し
、
こ
の
語
が
「
誓
約
／
共
謀
」、

霊
の
「
呼
び
出
し
」
で
あ
る
と
共
に
、「
悪
魔
祓
い
」
で
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
九
九
―
一
一
七
）。「
悪

魔
祓
い
と
は
…
…
死
者
は
た
し
か
に
死
ん
だ
の
だ
と
反
復
す
る
こ
と
に
存
す
る
」
と
デ
リ
ダ
は
言
う
（
一
一

五
）。
つ
ま
り
、
そ
の
精
神
分
析
的
「
否
認
」
は
、
死
者
が
亡
霊
と
し
て
蘇
る
こ
と
を
恐
れ
る
が
故
に
一
層

強
く
そ
の
死
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。 

ダ
ブ
リ
ン
、
そ
し
て
先
行
す
る
複
数
の
テ
ク
ス
ト
に
取
り
憑
か
れ
て
い
た
が
故
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
自
ら
の

テ
ク
ス
ト
に
亡
霊
た
ち
を
蘇
ら
せ
る
。
過
去
の
作
家
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
故
国
へ
の
未
練
を
断
ち
切
る

た
め
に
、
あ
る
い
は
自
ら
に
巣
食
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
嘲
笑
う
た
め
に
、
彼
は
亡
霊
を
呼
び
出
し
、
そ
れ
と
共

謀
し
、
同
時
に
悪
魔
祓
い
を
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
彼
は
悪
魔
祓
い
に
成
功
し
た
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち

は
、
書
き
直
し
を
幾
度
も
試
み
る
も
の
の
、
最
後
ま
で
作
者
は
「
痛
ま
し
い
事
件
」
に
満
足
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
べ
き
で
あ
る(L

II 1
4

8
, 1

5
1
, 1

8
2

, 1
8
9

)

。
そ
し
て
、
次
節
で
検
討
す
る
よ

う
に
、
本
作
の
改
稿
に
苦
戦
す
る
中
で
ジ
ョ
イ
ス
は
「
死
者
た
ち
」
の
構
想
を
練
り
始
め
る
。
主
人
公
の
魂

が
、「
巨
大
な
死
者
た
ち
の
群
れ
が
住
ま
う
場
所
に
接
近
」
す
る(D

 1
5

9
5
-9

6
)

、
あ
ら
ゆ
る
者
が
象
徴
的
に

死
ん
で
い
る
あ
の
物
語
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
も
は
や
死
者
の
悪
魔
祓
い
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
妻
の
他

者
性
の
発
見
を
契
機
と
し
て
、
死
者
た
ち
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
主
人
公
ゲ
イ
ブ
リ

エ
ル
が
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
、
ジ
ョ
イ
ス
自
身
の
ダ
ブ
リ
ン
と
の
和
解
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う5

2

。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヨ
ー
ク
・
テ
ィ
ン
ダ
ル(W

illia
m

 Y
o
rk

 T
in

d
a
ll)

が
言
う
よ
う
に
、
愛
に
伴
う
「
触
れ
合

い(to
u

ch
)

」
や
「
孤
独(a

lo
n

e
)

」
、
そ
し
て
「
人
と
人
の
交
わ
り(co

m
m

u
n

io
n

)

」
な
ど
を
扱
っ
た
「
『
痛

ま
し
い
事
件
』
は
、
大
き
な
主
題
に
つ
い
て
ジ
ョ
イ
ス
が
述
べ
た
最
初
の
重
要
な
声
明(“A

 P
a

in
fu

l C
a
s
e
” 

is J
o
y
ce

’s
 firs

t co
n

sid
e
ra

b
le

 sta
te

m
e
n

t o
f a

 g
re

a
t th

e
m

e
)

」(3
2

)

で
あ
る
。
本
研
究
が
こ
こ
に
付

け
加
え
る
べ
き
は
亡
霊
と
い
う
も
う
一
つ
の
「
大
き
な
主
題
」
で
あ
る
。 

 

シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
「
ふ
た
つ
の
イ
メ
ー
ジ
」 

 

シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
父
の
よ
う
な
姿
形
を
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
故
に
語
り

手
が
亡
霊
と
名
指
す
こ
と
も
な
い
。
あ
く
ま
で
も
ダ
フ
ィ
ー
の
脳
裏
に
取
り
憑
く
声
や
手
の
温
も
り
の
記

憶
と
し
て
あ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
第
一
挿
話
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
や
（
前
節

で
見
た
）
イ
ヴ
リ
ン
の
母
に
類
似
す
る
。
た
だ
し
、
前
者
が
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
と
は
異
な
り
、
声
で
は
な
く

「
強
烈
な
身
体
性(a

n
 in

te
n

s
e
 p

h
y
sica

lity
)

」（W
e
in

sto
ck

 6
8

）
を
伴
っ
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
改
悛
を

迫
る
こ
と
、
後
者
が
家
／
故
郷(h

o
m

e
)

を
捨
て
て
駆
け
落
ち
し
よ
う
と
す
る
娘
に
対
し
て
「
デ
レ
ヴ
ォ
ー

ン
、
セ
ロ
ー
ン
！
」(“E

v
e
lin

e
” 1

3
5
)

と
い
う
意
味
不
明
の
叫
び
声
を
上
げ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
脱
出

                                        

        

 
5
2 

他
者
性
や
歓
待
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
し
く
論
じ
る
。 
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を
駆
り
立
て
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と5

3

、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
は
ダ
フ
ィ
ー
に
と
っ
て
恐
怖
の
対
象
で
は

な
く
、
む
し
ろ
そ
の
死
に
衝
撃
を
受
け
た
彼
を
慰
撫
す
る
か
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
で
好
対
照

を
成
し
て
い
る
。 

 

新
聞
記
事
を
読
ん
だ
直
後
の
彼
は
、
「
魂
の
伴
侶(s

o
u

l’s
 co

m
p

a
n

io
n

)

」(P
C

 2
7
3

-7
4

)

の
落
ち
ぶ
れ
た

死
に
様
に
対
し
激
し
い
怒
り
に
駆
ら
れ
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
を
非
難
す
る
。
し
か
し
、
パ
ブ
で
頼
ん
だ
ホ
ッ
ト
・

パ
ン
チ
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
彼
の
意
識
は
次
第
に
朦
朧
と
し
て
ゆ
く
。
自
殺
で
あ
れ
事
故
死
で
あ
れ
、
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
に
陥
っ
た
彼
女
を
糾
弾
す
る
彼
が
、
飲
み
慣
れ
な
い
酒
を
あ
お
る
と
い
う
の
は
何
と
も
皮
肉

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
「
身
体
的
あ
る
い
は
精
神
的
無
秩
序
を
引
き
起
こ
す
も
の
は
な
ん
で
あ
れ
忌
み
嫌

っ
て
い
た(M

r D
u

ffy
 a

b
h

o
rre

d
 a

n
y
th

in
g
 w

h
ich

 b
e
to

k
e
n

e
d

 p
h

y
s
ica

l o
r m

e
n

ta
l d

iso
rd

e
r.)

」

は
ず
だ(P

C
 3

1
-3

2
)

。
だ
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
彼
が
克
己
心
を
保
つ
た
め
に
自
ら
に
課
し
て
い
た
厳
格
な
規

律
を
破
る
ほ
ど
に
、
こ
の
事
件
は
衝
撃
的
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

パ
ン
チ
を
注
文
し
た
あ
と
の
段
落
で
、
ダ
フ
ィ
ー
の
意
識
の
流
れ
は
一
切
消
え
て
い
る
。
茫
然
自
失
と
な

っ
た
彼
は
思
考
力
を
失
っ
て
、
酔
い
に
身
を
任
せ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
か
つ
て
「
自
由
意
志
」
を
誇
示
し

て
い
た
彼
が
物
語
の
中
で
初
め
て
「
身
体
的
あ
る
い
は
精
神
的
無
秩
序
」
に
陥
る
場
面
に
読
者
は
遭
遇
す
る

こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
彼
の
想
念
は
夫
人
を
巡
る
過
去
の
記
憶
へ
と
回
帰
し
て
ゆ
く
。 

 
 

 
 

彼
は
そ
こ
に
座
っ
た
ま
ま
、
彼
女
と
会
っ
て
い
た
頃
の
生
活
を
振
り
返
り
、
今
自
分
が
彼
女
に
対
し
て

抱
い
て
い
る
ふ
た
つ
の
イ
メ
ー
ジ

、
、
、
、
、
、
、
、
を
交
互
に
想
起
し
て
い
る
と
、
彼
女
が
死
に
、
存
在
す
る
こ
と
を
止
め
、

記
憶
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悟
っ
た
。
…
…
あ
の
人
が
こ
の
世
か
ら
去
っ
た
今
な
ら
わ
か
る
、
あ
の

人
の
人
生
が
い
か
に
孤
独
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
。
夜
毎
あ
の
部
屋

、
、
、
、
で
一
人
き
り
で
過
ご

す
孤
独
。
自
分
の
人
生
も
ま
た
孤
独
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
自
分
も
ま
た
、
死
に
、
存
在
す
る
こ
と
を

止
め
、
記
憶
に
な
っ
て
し
ま
う
ま
で
は
ず
っ
と
孤
独
な
の
だ
―
―
尤
も
、
記
憶
に
な
り
得
る
の
は
、
誰
か

が
思
い
出
し
て
く
れ
れ
ば
、
の
話
だ
が
。 

A
s
 h

e
 s

a
t th

e
re

, liv
in

g
 o

v
e
r h

is life
 w

ith
 h

e
r a

n
d

 e
v
o
k

in
g
 a

lte
rn

a
te

ly
 th

e
 tw

o
 im

a
g
e
s 

in
 w

h
ich

 h
e
 n

o
w

 co
n

ce
iv

e
d

 h
e
r, h

e
 re

a
lise

d
 th

a
t s

h
e
 w

a
s
 d

e
a

d
, th

a
t s

h
e
 h

a
d

 ce
a

se
d

 to
 

e
x
is

t, th
a

t s
h

e
 h

a
d
 b

e
co

m
e
 a

 m
e
m

o
ry. . . . N

o
w

 th
a

t s
h

e
 w

a
s g

o
n

e
 h

e
 u

n
d

e
rs

to
o
d

 h
o
w

 

lo
n

e
ly

 h
e
r life

 m
u

st h
a

v
e
 b

e
e
n

, s
ittin

g
 n

ig
h

t a
fte

r n
ig

h
t a

lo
n

e
 in

 th
a

t ro
o
m

. H
is life

 

w
o
u

ld
 b

e
 lo

n
e
ly

 to
o
 u

n
til h

e
, to

o
, d

ie
d
, ce

a
s
e
d
 to

 e
x
ist, b

e
ca

m
e
 a

 m
e
m

o
ry

—
if a

n
y
o
n

e
 

re
m

e
m

b
e
re

d
 h

im
. (P

C
 3

0
3
-1

4
) 

  
 

 

こ
こ
に
至
り
、
ダ
フ
ィ
ー
は
自
己
の
孤
独
を
真
に
自
覚
す
る
。
た
だ
し
、
「
ど
う
し
て
自
分
が
責
め
ら
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
？(H

o
w

 w
a
s h

e
 to

 b
la

m
e
?)

」(P
C

 3
1

0
)

と
い
う
自
己
弁
護
や
自
己
正
当
化
と

                                        

        

 
5
3 

言
う
ま
で
も
な
く
、
最
終
的
に
エ
ヴ
リ
ン
は
亡
き
母
と
の
「
約
束(p

ro
m

is
e
)

」
―
―
母
に
代
わ
っ
て

「
で
き
る
限
り
家
を
切
り
盛
り
す
る
こ
と
」
―
―(“E

v
e
lin

e
” 1

2
3

-2
4
)

に
縛
ら
れ
、
波
止
場
で
動
け
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
興
味
深
い
の
は
、「
エ
ヴ
リ
ン
」
を
執
筆
し
て
い
た
と
き
、
ジ
ョ
イ
ス
は
ち
ょ
う
ど
フ
ラ

ン
ク
の
よ
う
に
ノ
ー
ラ
を
連
れ
だ
し
て
異
国
へ
の
駆
け
落
ち
を
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
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も
言
う
べ
き
疑
念
は
、
彼
が
認
め
知
る
こ
と
の
な
い
形
で
、
新
聞
記
事
の
最
後
の
言
葉
―
―
「
［
鉄
道
関
係

者
の
］
誰
に
も
責
任
は
な
か
っ
た(N

o
 b

la
m

e
 a

tta
ch

e
d

 to
 a

n
y
o
n

e
)

」(P
C

 2
6
1
-6

2
)

―
―
と
共
鳴
し
て

い
る5

4

。
新
聞
記
事
は
鉄
道
会
社
の
不
手
際
の
み
な
ら
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
や
自
殺
と
い
う
社
会
的
タ
ブ

ー
を
隠
蔽
し
、
ダ
フ
ィ
ー
は
自
ら
の
取
っ
た
行
動
に
対
し
て
責
任
回
避
を
し
よ
う
と
す
る5

5

。
こ
れ
ら
二
重

の
隠
蔽
に
よ
っ
て
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
声
は
徹
底
的
に
圧
殺
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
彼
女
に
対
し
て
抱
く
「
ふ
た
つ
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
彼
が
想
起
し
て
い
る

(“e
v
o
k

in
g
”)

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
前
と
死
後
の
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
と
い
う
二
項
対
立
で
あ
る
よ
り
は
む

し
ろ
、
過
去
と
現
在
、
経
験
と
伝
聞
、
理
想
と
現
実
、
友
愛
と
性
愛
、
記
憶
と
想
像
と
い
っ
た
両
極
を
互
い

に
重
層
化
し
つ
つ
往
還
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
事
実
と
し
て
の
過
去
と
現
在
、
可
能
性
と
し
て
あ

り
得
た
は
ず
の
過
去
と
現
在
―
―
彼
は
亡
霊
と
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
揺
ら
い
だ
記
憶
の
中
で
、
夫
人
と

の
生
を
「
振
り
返
る
／
追
想
す
る
」
だ
け
で
な
く
文
字
通
り
「
生
き
直
す(liv

in
g
 o

v
e
r h

is
 life

 w
ith

 h
e
r)

」

こ
と
を
通
し
て
、
あ
り
得
た
は
ず
の
人
生
に
想
い
を
巡
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
た
だ
ひ
と
つ
の
厳
然
た

る
事
実
、
彼
女
は
死
ん
だ
と
い
う
事
実
が
彼
に
残
さ
れ
る
の
だ
。 

デ
リ
ダ
の
憑
在
論
の
要
点
②
を
思
い
出
せ
ば
、
亡
霊
の
出
現
に
よ
っ
て
、
過
去
か
ら
現
在
へ
と
直
線
的
に

流
れ
る
時
間
軸
が
攪
乱
さ
れ
、
ダ
フ
ィ
ー
自
身
の
堅
固
な
自
意
識
の
世
界
が
崩
壊
す
る
瞬
間
を
読
者
は
見

て
取
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
酒
が
入
る
以
前
か
ら
、
既
に
彼
の
記
憶
は
時
間
軸
を
失
い
始
め
て
い
た
と
い
う

こ
と
だ
。
彼
は
ダ
ブ
リ
ン
市
内
の
食
堂
か
ら
一
旦
郊
外
の
自
宅
に
戻
っ
て
記
事
を
も
う
一
度
読
み
直
す
。
す

る
と
、
そ
こ
で
初
め
て
記
事
の
全
文
が
読
者
に
明
か
さ
れ
、
彼
の
怒
り
が
雪
崩
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
。
そ

の
直
後
で
あ
る
―
―
「
光
が
薄
れ
、
記
憶
が
彷
徨
い
始
め
る
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
彼
は
彼
女
の
手
が
自
分
の
手
に
触
れ
た
気

が
し
た(A

s
 th

e
 lig

h
t fa

ile
d

 a
n

d
 h

is
 m

e
m

o
ry

 b
e
g
a

n
 to

 w
a

n
d

e
r h

e
 th

o
u

g
h

t h
e
r h

a
n

d
 to

u
ch

e
d

 

h
is)

」(P
C

 2
8
4

-8
5

)

。
ダ
フ
ィ
ー
の
記
憶
も
し
く
は
幻
想
の
中
に
取
り
憑
い
て
い
た
夫
人
が
、
こ
こ
に
お
い

て
初
め
て
確
か
な
身
体
性
を
伴
っ
て
彼
に
迫
っ
て
く
る
。 

 

こ
の
あ
と
ダ
フ
ィ
ー
は
、
ま
る
で
亡
霊
と
対
峙
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
か
の
よ
う
に
行
き
慣
れ
て
い
な
い

パ
ブ
に
逃
げ
込
む
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
女
が
彼
の
手
を
情
熱
的
に
取
っ
た
と
き
も
ま
た
同
様
に
、
彼
ら
は
「
あ

の
部
屋
」（
四
年
前
に
「
ふ
た
り
の
堕
落
し
た
告
解
室(th
e
ir ru

in
e
d

 co
n

fe
s
sio

n
a
l)

」(P
C

 1
5
3

-5
4

)

と
語

                                        

        

 
5
4 

つ
ま
り
、
読
者
だ
け
が
こ
の
言
葉
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
―
―
他
な
ら
ぬ
ダ
フ
ィ
ー

こ
そ
夫
人
の
死
に
対
し
て
「
責
任
」
が
あ
る
と
い
う
読
解
の
可
能
性
だ
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は

彼
ら
が
別
れ
て
か
ら
こ
の
事
故
ま
で
の
間
に
、「
四
年
」
の
月
日
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る(P

C
 1

6
3

)

。

ダ
フ
ィ
ー
は
記
事
を
読
ん
だ
後
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
「
堕
落
」
の
原
因
が
自
分
と
の
別
れ
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
疑
い
始
め
る
が
、
こ
の
四
年
の
間
で
夫
人
が
酒
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
真
の
原
因
は
誰
に
も

わ
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
ダ
フ
ィ
ー
が
夫
人
の
死
に
対
し
て
、
良
心
の
呵
責
を
覚
え
る
こ
と
自
体
が
、
彼
の

不
遜
さ
だ
と
も
言
え
る
わ
け
で
、
彼
が
「
責
任
」
を
感
じ
よ
う
と
も
、
感
じ
な
く
と
も
、
ど
ち
ら
の
場
合
も

彼
が
自
己
中
心
的
な
人
物
で
あ
る
よ
う
に
、
作
者
ジ
ョ
イ
ス
は
物
語
を
展
開
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

5
5 

実
際
、
後
日
譚
で
あ
る
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
よ
れ
ば
、
彼
女
は
無
事
教
会
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る(U

 6
.9

9
6

-

9
7

)

。
つ
ま
り
、
彼
女
の
死
は
自
殺
で
は
な
く
「
事
故
」
と
し
て
処
理
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
道
木
一

弘
は
ラ
カ
ン
の
精
神
分
析
を
援
用
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
と
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
の
語
り
の
両
者
が
依
拠

す
る
「
父
権
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
問
題
を
本
作
品
か
ら
鮮
や
か
に
抽
出
し
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
を
「
言

語
化
さ
れ
得
な
い
も
の
」
と
し
て
論
証
し
て
い
る
の
で
参
照
の
こ
と
（［
一
九
九
九
］
一
五
九
―
七
四
）。 
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り
手
が
称
し
た
夫
人
の
部
屋
）
の
中
に
い
た
か
ら
で
あ
る
。
二
人
が
会
っ
て
い
た
と
き
、
夫
人
は
幾
度
と
な

く
夜
の
帳
が
下
り
て
も
部
屋
の
明
か
り
を
点
け
ず
に
い
た
。
こ
と
も
あ
ろ
う
に
ダ
フ
ィ
ー
は
全
く
気
が
付

い
て
い
な
い
が
、
こ
れ
自
体
が
既
に
夫
人
に
よ
る
愛
の
誘
い
か
け
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
自
室
に
い
る
ダ
フ
ィ

ー
の
記
憶
が
、
夕
暮
れ
の
光
が
薄
れ
る
の
と
共
に
混
濁
し
て
し
ま
う
の
は
、
性
愛
を
求
め
る
彼
女
の
秘
め
ら

れ
た
情
熱
に
触
れ
た
と
き
の
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
が
、
掴
ま
れ
た
手
と
熱
く
燃
え
る
頬
の
感
触
の
生
々
し

さ
と
共
に
回
帰
し
て
い
る
が
故
で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
ダ
フ
ィ
ー
の
自
我
が
実
体
化
さ
れ
た
よ
う
な
彼
の

部
屋
に
彼
女
の
亡
霊
が
侵
入
し
、
か
つ
て
彼
女
の
部
屋
で
起
き
た
愛
の
誘
い
が
反
復
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ

て
、
彼
は
外
へ
出
て
公
共
空
間

パ
プ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
の
パ
ブ
へ
と
酒(s

p
irits

)

を
求
め
て
彷
徨
う
の
で
あ
る
。
酒
と
霊

が
同
一
の

s
p

irit

で
表
現
さ
れ
る
こ
と
を
ジ
ョ
イ
ス
は
意
識
し
て
い
た
は
ず
だ
。
な
ぜ
な
ら
夫
人
が
線
路

を
横
切
っ
て
い
た
の
は
夜
毎
「
酒
を
買
い
に
行
く
た
め(to

 b
u

y
 s

p
irits

)

」(P
C

 2
5

2
)

で
あ
り
、
孤
独
を
紛

ら
わ
す
手
段
と
し
て
酒
を
求
め
る
こ
と
を
両
者
が
反
復
す
る
こ
と
で
、
ふ
た
り
の
精
神
的(s

p
iritu

a
l)

な
結

び
つ
き
は
最
も
皮
肉
な
形
で
実
現
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

耳
を
澄
ま
す
こ
と
、
歓
待
す
る
こ
と 

「
痛
ま
し
い
事
件
」
の
最
終
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
見
て
み
よ
う
。 

  
 

彼
は
来
た
道
を
引
き
返
し
た
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
機
関
車
の
音
が
耳
の
中
で
激
し
く
鳴
っ
て
い
た
。
記
憶

が
告
げ
知
ら
せ
る
も
の
が
本
当
に
起
き
た
出
来
事
で
あ
っ
た
の
か
、
彼
に
は
自
信
が
持
て
な
く
な
っ
て

い
た
。
彼
は
木
の
下
に
立
ち
止
ま
り
、
機
関
車
の
リ
ズ
ム
が
消
え
去
る
の
に
ま
か
せ
た
。
暗
闇
の
中
に
い

て
も
、
彼
女
を
近
く
に
感
じ
ら
れ
な
い
し
、
彼
女
の
声
が
耳
に
触
れ
る
こ
と
も
な
い
。
彼
は
数
分
の
あ
い

だ
耳
を
澄
ま
せ
た

、
、
、
、
、
、
。
何
も
聞
こ
え
て
こ
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
夜
は
完
全
に
沈
黙
し
て
い
た
。
彼
は
再
び
耳
を
澄
ま
せ
た

、
、
、
、
、
、
、
、
。

完
全
な
静
寂
。
彼
は
己
の
孤
独
を
感
じ
た
。 

 
 

H
e
 tu

rn
e
d

 b
a

ck
 th

e
 w

a
y
 h

e
 h

a
d
 co

m
e
, th

e
 rh

y
th

m
 o

f th
e
 e

n
g
in

e
 p

o
u

n
d
in

g
 in

 h
is e

a
rs. 

H
e
 b

e
g
a

n
 to

 d
o
u

b
t th

e
 re

a
lity

 o
f w

h
a

t m
e
m

o
ry

 to
ld

 h
im

. H
e
 h

a
lte

d
 u

n
d
e
r a

 tre
e
 a

n
d

 

a
llo

w
e
d
 th

e
 rh

y
th

m
 to

 d
ie

 a
w

a
y. H

e
 co

u
ld

 n
o
t fe

e
l h

e
r n

e
a
r h

im
 in

 th
e
 d

a
rk

n
e
ss n

o
r 

h
e
r v

o
ice

 to
u

ch
 h

is e
a
r. H

e
 w

a
ite

d
 fo

r so
m

e
 m

in
u

te
s, liste

n
in

g
. H

e
 co

u
ld

 h
e
a
r n

o
th

in
g
: 

th
e
 n

ig
h

t w
a
s p

e
rfe

ctly
 sile

n
t. H

e
 lis

te
n

e
d

 a
g
a

in
: p

e
rfe

ctly
 s

ile
n

t. H
e
 fe

lt th
a
t h

e
 w

a
s 

a
lo

n
e
. (P

C
 3

4
2

-4
9
) 

 

前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
「
姉
妹
た
ち
」
と
「
痛
ま
し
い
事
件
」
双
方
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
お
い
て
、
主

人
公
は
死
者
を
想
い
な
が
ら
「
静
寂
」
の
中
で
「
耳
を
澄
ま
せ
る
」
。
た
だ
し
、
少
年
が
階
上
に
横
た
わ
る

神
父
の
遺
体
の
姿
を
明
瞭
に
想
起
す
る
の
に
対
し
、
ダ
フ
ィ
ー
の
場
合
は
（
四
年
と
い
う
歳
月
が
経
過
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
）
夫
人
と
の
記
憶
の
実
在
性
さ
え
も
疑
わ
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
彼

は
来
た
道
を
引
き
返
し
た
」
と
い
う
描
写
は
、
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ダ
フ
ィ
ー
が
夫
人
と
出

会
う
以
前
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
暗
示
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
研
究
は
傍
点
部
で
繰
り
返
さ
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れ
るh

e
a
r

とliste
n

と
い
う
ふ
た
つ
の
聴
覚
に
関
わ
る
動
詞
に
着
目
し
た
い
。
つ
ま
りh

e
a
r

が
「
聞
こ

え
る
」
と
い
う
外
部
か
ら
内
部
へ
、
あ
る
い
は
他
者
か
ら
自
己
へ
と
音
や
声
が
届
く
と
い
う
働
き
を
意
味
す

る
の
に
対
し
、lis

te
n

は
音
楽
鑑
賞
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
意
識
的
に
「
聴
く
」
、
自
己
が
他
者
の
言
葉
に
「
耳

を
澄
ま
す
」
と
い
う
働
き
を
持
つ
動
詞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ジ
ョ
イ
ス
は
こ
の
ふ
た
つ
の
単
語
を
「
痛

ま
し
い
事
件
」
で
巧
み
に
使
い
分
け
て
い
る
。 

第
一
に
確
認
す
べ
き
は
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
は
ダ
フ
ィ
ー
が
語
る
言
葉
の
「
す
べ
て
に
耳
を
傾
け
た(S

h
e
 

lis
te

n
e
d

 to
 a

ll)

」(P
C

 1
1
0
)

と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、「
ほ
と
ん
ど
母
親
の
よ
う
な
気
遣
い

を
以
て([w

]ith
 a

lm
o
st m

a
te

rn
a

l so
licitu

d
e
)

」
彼
に
心
を
開
く
よ
う
に
要
請
す
る
彼
女
を
、
語
り
手
は

「
彼
女
は
彼
の
聴
罪
司
祭
に
な
っ
た(s

h
e
 b

e
ca

m
e
 h

is
 co

n
fe

ss
o
r)

」(P
C

 1
1
2

-1
3

)

と
描
写
す
る5

6

。
ダ

フ
ィ
ー
本
人
は
、
教
会
も
信
仰
も
持
た
な
い
と
自
ら
の
自
由
意
志
を
誇
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が(P

C
 

5
8

)

、
先
に
言
及
し
た
『
メ
イ
ヌ
ー
ス
教
理
問
答
集
』
や
「
ふ
た
り
の
堕
落
し
た
告
解
室
」
の
み
な
ら
ず
、

ダ
フ
ィ
ー
が
新
聞
を
読
む
様
子
は
「
司
祭
が
祈
祷
書
を
小
さ
な
声
で
読
む
よ
う
に
唇
を
動
か
し
た(h

e
 

re
a

d
s
 th

e
 p

ra
y
e
r In

 S
e
cre

tis)

」(P
C

 2
0
0

-0
1
)

と
あ
り
、
語
り
手
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
祭
儀
や
儀
礼
の
比

喩
を
多
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
は
、
神
父
や
マ
リ
ア
が
信
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
、

ダ
フ
ィ
ー
の
言
葉
を
全
身
全
霊
で
聴
く
の
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
い
わ
ば
自
分
を
相
手
に
独
り
善
が
り
の
会
話
を
し
て
い
る
だ
け
だ
。
自
身
が
天
使

の
よ
う
に
夫
人
に
は
映
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
自
惚
れ
、
彼
女
の
熱
っ
ぽ
い
気
質
を
感
知
す
る
と
、「
彼
は

奇
妙
な
誰
と
も
知
れ
ぬ
、
し
か
し
自
分
自
身
の
も
の
だ
と
認
識
で
き
る
声
が
聞
こ
え
て
き
た

、
、
、
、
、
、(h

e
 h

e
a
rd

 

th
e
 s

tra
n

g
e
 im

p
e
rso

n
a
l v

o
ice

, w
h

ich
 h

e
 re

co
g
n

ise
d
 a

s h
is o

w
n

)

」(P
C

 1
4
3

-4
6

)

。「
魂
の
癒
し

が
た
い
孤
独(th

e
 so

u
l’s in

cu
ra

b
le

 lo
n

e
lin

e
ss)

」
を
訴
え
る
そ
の
声
は
言
う
―
―
「
我
々
は
自
分
を
与

え
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
我
々
は
我
々
の
も
の
な
の
だ(W

e
 ca

n
n

o
t g

iv
e
 o

u
rse

lv
e
s, it s

a
id

: w
e
 a

re
 

o
u

r o
w

n
)

」(P
C

 1
4

5
-4

6
)

。
夫
人
が
彼
の
手
を
取
り
、
頬
に
押
し
当
て
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
直
後
の
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
彼
女
が
自
分
の
声
に
耳
を
澄
ま
し
て
欲
し
い
と
彼
に
訴
え
か
け
て
い
る
か

の
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
時
の
肉
体
的
接
触(to

u
ch

)

こ
そ
が
、
夫
人
の
亡
霊
の
手
や
声
の
感
触
と
し
て

反
復
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

最
終
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、
彼
は
二
度
「
耳
を
澄
ま
し
」(“lis

te
n

in
g
 / liste

n
e
d

 a
g
a

in
”)

、
何
も
「
聞

こ
え
て
こ
な
い
」
こ
と
を
知
る(“H

e
 co

u
ld

 h
e
a
r n

o
th

in
g
”)

。
一
度
は
対
峙
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
夫
人
の

亡
霊
と
、
彼
は
向
き
合
お
う
と
し
て
い
る
。
シ
ャ
リ
・
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク(S

h
a
ri B

e
n

s
to

ck
)

が
述
べ
る
よ
う

に
、「
ダ
フ
ィ
ー
氏
は
今
や
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
が
や
っ
て
来
て
、
取
り
憑
か
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
の

で
あ
る
が
、
結
局
そ
れ
が
彼
の
元
に
や
っ
て
く
る
こ
と
は
な
い(M

r. 
D

u
ffy

 
n

o
w

 
w

a
its

 
fo

r M
rs

. 

S
in

ico
’s

 g
h

o
st, lo

n
g
s
 to

 b
e
 h

a
u

n
te

d
 b

y
 it –

 b
u

t its
 d

o
e
s
 n

o
t co

m
e
 to

 h
im

)

」(4
6
)

。
夫
人
と
の

交
際
時
に
彼
女
の
言
葉
に
ほ
と
ん
ど
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
彼
が
、
亡
霊
で
も
い
い
か
ら
彼
女
の
声
を
聴
き

た
い
、
彼
女
に
会
い
た
い
と
望
む
そ
の
心
の
変
化
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。 

本
研
究
は
ダ
フ
ィ
ー
の
幽
か
で
は
あ
る
が
重
要
な
こ
の
変
化
を
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
と
出
会
っ
た

                                        

        

 
5
6 

つ
ま
り
「
告
白
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、「
姉
妹
た
ち
」
の
少
年
は
聞
き
手
と
し
て
、
ダ
フ
ィ
ー

は
告
解
者
と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。 
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こ
と
に
よ
る
、
と
考
え
る
。
デ
リ
ダ
が
述
べ
る
よ
う
に
亡
霊
の
呼
び
出
し
は
「
死
者
に
対
し
て
責
任
を
取
り
、

死
者
に
対
し
て
応
答
す
る
こ
と
」
を
生
者
に
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
（［
二
〇
〇
七
］
二
三
三
）5

7

。
ダ
フ
ィ

ー
の
記
憶
に
取
り
憑
く
彼
女
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で
あ
れ
、
彼
に
応
答
を
求
め
て
い
る
。 

 
 

 

暗
闇
の
中
で
彼
女
は
彼
の
そ
ば
に
や
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
た
。
時
折
、
彼
女
の
声
が
耳
に
触
れ
、
、
、
彼
女

の
手
が
自
分
の
手
に
触
れ
る

、
、
、
よ
う
に
彼
に
は
感
じ
ら
れ
た
。
彼
は
立
ち
止
ま
っ
た
ま
ま
耳
を
澄
ま
せ
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。

ど
う
し
て
彼
女
か
ら
生
を
奪
っ
た
の
か
？ 

な
ぜ
彼
女
に
死
の
宣
告
を
告
げ
た
の
だ
？ 

己
の
道
徳
性

が
粉
々
に
砕
け
散
る
の
を
彼
は
感
じ
た
。 

 
S

h
e
 se

e
m

e
d

 to
 b

e
 n

e
a
r h

im
 in

 th
e
 d

a
rk

n
e
ss

. A
t m

o
m

e
n

ts h
e
 se

e
m

e
d

 to
 fe

e
l h

e
r v

o
ice

 

to
u

ch
 h

is
 e

a
r, h

e
r h

a
n

d
 to

u
ch

 h
is

. H
e
 s

to
o
d

 still to
 liste

n
. W

h
y
 h

a
d

 h
e
 w

ith
h

e
ld

 life
 

fro
m

 h
e
r? W

h
y
 h

a
d

 h
e
 se

n
te

n
ce

d
 h

e
r to

 d
e
a

th
? H

e
 fe

lt h
is

 m
o
ra

l n
a

tu
re

 fa
llin

g
 to

 p
ie

ce
s. 

(P
C

 3
1

8
-2

3
) 

 
 こ

のliste
n

の
後
に
続
く
の
は
、か
つ
て
彼
が
耳
に
し
た
孤
高
を
誇
る
彼
自
身
の
内
な
る
声
で
あ
ろ
う
か
。

交
際
を
断
つ
理
由
を
「
あ
ら
ゆ
る
絆
は
、
悲
し
み
に
繋
が
る
絆
な
の
で
す(e

v
e
ry

 b
o
n

d
 . . . is a

 b
o
n

d
 to

 

s
o
rro

w
)

」(P
C

 1
5
7

-5
8

)

な
ど
と
訳
知
り
顔
で
言
い
放
つ
彼
に
相
応
し
い
「
我
々
は
自
分
を
与
え
る
こ
と
な

ど
で
き
な
い
。
我
々
は
我
々
の
も
の
な
の
だ
」
と
い
う
あ
の
冷
徹
な
利
己
主
義
者
の
声
だ
ろ
う
か
。
パ
ブ
で

労
働
者
た
ち
を「
見
る
で
も
な
く
聞
く
で
も
な
く

、
、
、
、
、
、
ぼ
ん
や
り
見
つ
め
て
い
た(w

ith
o
u

t s
e
e
in

g
 o

r h
e
a

rin
g
 

th
e
m

)

」
ダ
フ
ィ
ー
が(P

C
 2

9
7
)

、
こ
こ
に
お
い
て
全
篇
を
通
じ
て
初
め
て
「
耳
を
澄
ま
す
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
重
要
だ
。
つ
ま
り
、
よ
う
や
く
彼
は
彼
女
に
、
そ
の
亡
霊
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
の
だ
。
こ
れ
は
、

他
者
を
理
解
し
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
試
み
の
第
一
歩
、「
歓
待(h

o
s
p
ita

lity
)

」
の
契
機
と
言
え
る
。
か
つ

て
彼
女
が
自
分
の
住
む
家
に
招
き
入
れ
、
彼
の
話
の
「
す
べ
て
に
耳
を
傾
け
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
」
の
は
、
い
か
な
る
動
機
に

基
づ
く
も
の
で
あ
れ
、
ひ
と
つ
の
歓
待
で
あ
っ
た
。
今
度
は
彼
が
亡
霊
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と
を
通
じ
て

他
者
を
歓
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

歓
待
は
「
死
者
た
ち
」
や
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
第
十
七
挿
話
に
お
い
て
鍵
と
な
る
言
葉
で
あ
る
。
事
実
ジ
ョ

イ
ス
は
一
九
〇
六
年
九
月
二
五
日
付
の
手
紙
で
「
僕
は
ダ
ブ
リ
ン
の
純
真
な
島
国
根
性
と
か
、
そ
の
歓
待
の

精
神
を
描
い
て
こ
な
か
っ
た
。
後
者
の
「
美
徳
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
僕
が
見
た
限
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の
だ(I 

h
a

v
e
 
n

o
t 

re
p
ro

d
u

ce
d

 its 
in

g
e
n

u
o
u

s 
in

s
u

la
rity

 a
n

d
 
its 

h
o
s
p
ita

lity. T
h

e
 la

tte
r ‘v

irtu
e
’ so

 fa
r a

s I ca
n

 se
e
 d

o
e
s n

o
t e

x
is

t e
lse

w
h

e
re

 in
 E

u
ro

p
e
)

」
と

述
べ
て
い
る(L

II 1
6
6

)

。
自
発
的
亡
命
か
ら
約
二
年
が
経
過
し
、
彼
が
故
国
の
歓
待
の
意
義
を
再
発
見
し
た

                                        

        

 
5
7 

「
痛
ま
し
い
事
件
」
に
お
け
る
「
歓
待
」
の
意
義
に
つ
い
て
本
研
究
が
強
く
示
唆
を
受
け
て
い
る
セ
イ

ン
ト
＝
ア
ー
マ
ー
と
ロ
レ
ン
ス
の
論
考
で
も
、
本
節
で
展
開
し
た
よ
う
な
詳
細
な
分
析
は
な
い
も
の
の
「
耳

を
澄
ま
す
こ
と
」
の
意
義
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
―
―
「
こ
の
物
語
は
、
声
や
感
触
、
歓
迎
と
告
知

の
瞬
間
に
…
…
私
た
ち
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と
を
求
め
る
。
大
文
字
の
他
者
の
耳
へ
訴
え
か
け
る
こ
と
に
失

敗
す
る
が
故
に
、
こ
の
物
語
は
読
者
が
そ
の
訴
え
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
招
い
て
い
る
の
だ(T

h
e
 sto

ry
 

a
s
k

s
 u

s to
 lis

te
n

 . . . fo
r m

o
m

e
n

ts
 o

f v
o
ice

, to
u

ch
, w

e
lco

m
e
, a

n
d

 a
n

n
u

n
cia

tio
n

; in
 n

a
rra

tin
g
 

a
 fa

ile
d

 a
p

p
e
a

l to
 th

e
 e

a
r o

f th
e
 O

th
e
r, it in

v
ite

s
 its

 re
a

d
e
rs

 to
 re

ce
iv

e
 th

a
t a

p
p

e
a

l)

」(2
6
0

)

。 
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こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
手
紙
は
「
痛
ま
し
い
事
件
」
の
改
稿
を
試
み
る
中
、「
死
者
た
ち
」
の
構
想
を

練
り
始
め
て
い
た
ロ
ー
マ
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
ジ
ョ
イ
ス
は
ブ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト(B

re
t H

a
rt)

の
『
ゲ

イ
ブ
リ
エ
ル
・
コ
ン
ロ
イ(G

a
b
rie

l C
o
n

ro
y
)

』
を
買
う
べ
き
か
弟
に
問
う
て
い
る
。
歓
待
（
と
、
そ
れ
を

も
た
ら
す
亡
霊
）
は
確
か
に
ダ
フ
ィ
ー
と
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
を
、
彼
ら
が
そ
の
本
当
の
意
義
に
気
づ
か
な
い
ま

ま
に
、
結
び
つ
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

「
死
者
た
ち
」
の
主
人
公
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
ス
ピ
ー
チ
で
言
祝
ぐ
歓
待
の
精
神
に
関
わ
る
単
語
は
、
一
度

だ
け
「
痛
ま
し
い
事
件
」
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。「
マ
ガ
ジ
ン
・
ヒ
ル
の
頂
上
に
辿
り
着
く
と
、
彼
は

立
ち
止
ま
っ
て
、
［
リ
フ
ィ
ー
］
川
の
流
れ
着
く
先
に
あ
る
ダ
ブ
リ
ン
を
眺
め
た
。
冷
た
い
夜
に
あ
っ
て
そ

の
街
の
明
か
り
は
赤
々
と
彼
を
迎
え
入
れ
る
よ
う
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
燃
え
て
い
た(W

h
e
n

 h
e
 g

a
in

e
d
 th

e
 cre

s
t o

f th
e
 

M
a

g
a
z
in

e
 H

ill h
e
 h

a
lte

d
 a

n
d
 lo

o
k

e
d
 a

lo
n

g
 th

e
 riv

e
r to

w
a

rd
s D

u
b

lin
, th

e
 lig

h
ts o

f w
h

ich
 

b
u

rn
e
d
 re

d
ly

 a
n

d
 h

o
s
p

ita
b
ly

 in
 th

e
 co

ld
 n

ig
h

t.)

」(P
C

 3
2
4
-2

6
)

。
草
稿
で
は“re

d
ly

”

の
部
分
が

“h
u

m
a

n
ly

”

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
街
の
明
か
り
は
人
付
き
合
い
を
忌
み
嫌
い
、
生
か
ら

逃
避
し
続
け
た
ダ
フ
ィ
ー
に
と
っ
て
、
生
前
の
夫
人
が
彼
の
頬
に
触
れ
た
情
熱
の
赤
で
あ
り
、
モ
ノ
ク
ロ
の

彼
の
部
屋
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
「
黒
と
真
紅
の
上
掛
け(a

 b
la

ck
 a

n
d

 sca
rle

t ru
g
)

」(P
C

 1
3
)

、
あ
る

い
は
彼
が
執
筆
用
の
手
箱
に
置
き
忘
れ
た
「
熟
れ
す
ぎ
た
林
檎(a

n
 o

v
e
rrip

e
 a

p
p

le
)

」(P
C

 2
9
)

が
本
来

持
っ
て
い
た
赤
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
が
「
灰
色
に
ぼ
ん
や
り
と
光
る
［
リ
フ
ィ
ー
］
川(th

e
 g

re
y
 g

le
a
m

in
g
 

riv
e
r)

」(P
C

 3
3

5
-3

6
)

―
―
チ
ャ
ペ
リ
ゾ
ッ
ト
か
ら
始
ま
る
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
に
お
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
女
性
や
生
命
の
源
に
擬
え
ら
れ
る
、
あ
の
永
遠
に
回
帰
し
続
け
る
川
だ
―
―
に
目
を
向
け
た
と

き
、
そ
の
先
に
見
え
た
の
は
、「
火
の
如
く
燃
え
る
頭(a

 fire
ly

 h
e
a

d
)

を
持
っ
た
虫
の
よ
う
な
」
貨
物
列
車

で
あ
っ
た
。
赤
く
燃
え
る
そ
の
列
車
が
去
っ
て
な
お
、「
彼
の
耳
に
は
、
彼
女
の
名
前
を
繰
り
返
す
蒸
気
機

関
の
、
物
憂
げ
に
唸
る
音
が
聞
こ
え
て
い
た

、
、
、
、
、
、(s

till h
e
 h

e
a

rd
 in

 h
is

 e
a

rs th
e
 la

b
o
rio

u
s
 d

ro
n

e
 o

f th
e
 

e
n

g
in

e
 re

ite
ra

tin
g
 th

e
 s

y
lla

b
le

s
 o

f h
e
r n

a
m

e
)

」(P
C

 3
4
0

-4
1
)

。
つ
ま
り
、
ダ
フ
ィ
ー
自
身
が
抑
圧

し
な
が
ら
も
無
意
識
的
に
求
め
て
い
た
は
ず
の
他
者
と
の
関
わ
り
、
言
わ
ば
彼
自
身
が
抑
圧
し
た
生
／
性

へ
の
欲
求
は
、
ダ
フ
ィ
ー
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た

、
、
、
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
と
し
て
回
帰
す
る

の
で
あ
る5

8

。 

歓
待
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
は
言
う
。 

                                         

        

 
5
8 

こ
こ
で
、
前
節
で
論
じ
た
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ネ
ー
ム
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
と
、
シ
ニ
コ

ウ
夫
人
を
轢
い
た
列
車
の
運
転
士
は
「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
レ
ノ
ン(J

a
m

e
s L

e
n

n
o
n

)

」
と
い
う
名
前
で
あ
る

こ
と
が
意
味
深
長
だ(P

C
 2

1
2
)

。
す
な
わ
ち
、
無
慈
悲
に
夫
人
を
撥
ね
た
列
車
は
ダ
フ
ィ
ー
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム

で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
ジ
ャ
ン
＝
ミ
シ
ェ
ル
・
ラ
バ
テ(J

e
a

n
-M

ich
e
l R

a
b
a
té

)

は
言
う
―
―

「
自
伝
的
な
領
域
か
ら
逃
れ
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
ジ
ョ
イ
ス
は
し
ば
し
ば
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
興
味

深
い
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
自
我
の
解
放
の
表
現
で
は
な
く
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
的

な
不
能
と
し
て
現
れ
る
と
き
に
批
判
が
為
さ
れ
る
。
ダ
フ
ィ
ー
氏
の
場
合
／
症
例
は
、
こ
の
手
の
批
判
の
好

例
で
あ
る(In
 
th

e
 
fictio

n
 
th

a
t 

e
sca

p
e
s
 
fro

m
 
th

e
 
a

u
to

b
io

g
ra

p
h

ica
l 

s
p

h
e
re

, 
J

o
y
ce

 
o
fte

n
 

p
ro

v
id

e
s
 in

te
re

stin
g
 critiq

u
e
s
 o

f e
g
o
ism

, e
sp

e
cia

lly
 w

h
e
n

 it a
p

p
e
a
rs n

o
t a

s th
e
 e

x
p

re
ss

io
n

 

o
f th

e
 se

lf’s
 lib

e
ra

tio
n

 b
u

t a
s
 n

ih
ilis

tic im
p

o
te

n
ce

. T
h

e
 ‘ca

s
e
’ o

f M
r. D

u
ffy

 w
o
u

ld
 p

ro
v
id

e
 

a
 g

o
o
d

 e
x
a

m
p
le

 o
f th

is critiq
u

e
)

」([2
0
0

1
] 6

0
)

。 
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自
分
自
身
を
中
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
そ
れ
が
決
定
不
可
能
性
の
意
味
す
る
こ
と

な
の
で
す
。
…
…
何
ら
か
の
自
己
中
断
な
し
に
責
任
や
決
断
が
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
歓
待
も
あ
り
ま

せ
ん
。
支
配
者
そ
し
て
主
人(h

o
s
t)

と
し
て
の
自
己
は
、
他
者
を
歓
迎
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
彼
／
彼
女

自
身
を
中
断
し
、
分
割
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
分
割
が
歓
待
の
条
件
な
の
で
す
。（［
一
九

九
九a

］
二
〇
八
） 

 

 

自
己
を
中
断
す
る
こ
と
―
―
デ
リ
ダ
は
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
倣
っ
て
、
こ
こ
に
現
象
学
的
判
断
停
止

エ

ポ

ケ

ー

が
倫
理
へ

と
転
換
す
る
地
点
を
見
出
し
た
。
つ
ま
り
、
他
者
と
い
う
理
解
不
可
能
な
も
の
に
出
会
う
と
き
、
自
己
は
己

の
論
理
や
認
識
を
一
時
的
に
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
倫
理
的
要
請
を
受
け
る
。
こ
れ
ま
で
の

自
分
を
一
度
括
弧
に
入
れ
て
、
他
者
の
単
独
性
と
向
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

亡
霊
は
「
悪
魔
祓
い
」
さ
れ
る
た
め
に
「
呼
び
出
さ
れ
る
」
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
彼
（
女
）
が
生
者
に

何
を
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
出
現
の
意
味
を
理
解
す
べ
く
、
迎
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
、
す
な
わ
ち
他
者
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
そ
の
瞬
間
、
ダ
フ
ィ
ー

は
そ
れ
ま
で
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
や
観
念
的
孤
独
へ
の
自
負
を
一
時
的
に
中
断
し
、
他
者
を
少
し
で
も
理
解
し

よ
う
と
自
ら
を
投
げ
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
あ
の
内
な
る
声
が
語
り
か
け
る

よ
う
な
「
我
々
は
我
々
を
与
え
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い

、
、
、
、
」
で
は
な
く
、「
我
々
は
我
々
を
与
え
な
け
れ
ば
な

、
、
、
、
、

ら
な
い

、
、
、
」
と
い
う
歓
待
の
方
向
へ
と
、
開
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ダ
フ
ィ
ー
が
見
や
る
ダ
ブ

リ
ン
の
街
の
明
か
り
が“h

o
s
p
ita

b
ly

”

に
燃
え
る
の
は
、
彼
が
亡
霊
の
声
に
初
め
て
耳
を
澄
ま
せ
た
直
後
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
ダ
フ
ィ
ー
が
そ
の
明
か
り
を
い
か
な
る
想
い
で
見
つ
め
よ
う
と
も
、
読
者
は
そ
こ
に
あ
る

歓
待
の
意
義
を
学
び
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
い
か
な
る
形
の
歓
待
で
あ
る
の
か
私
た
ち
は
想
像
す

る
の
み
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
亡
命
生
活
を
続
け
る
ジ
ョ
イ
ス
の
記
憶
の
中
で
、
ダ
ブ
リ
ン
の
街
は

「
赤
々
と
彼
を
迎
え
入
れ
る
よ
う
に
」
燃
え
続
け
て
い
た
は
ず
だ
。 

コ
リ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス(C

o
lin

 D
a

v
is)

に
よ
れ
ば
、「
憑
在
論
は
存
在
や
現
前
の
優
位
性
を
、
亡
霊
―
―

存
在
す
る
の
で
も
し
な
い
の
で
も
な
く
、
死
者
で
も
な
く
生
者
で
も
な
い
も
の
―
―
の
形
象
に
置
き
換
え

る(H
a

u
n

to
lo

g
y
 s

u
p

p
la

n
ts

 its
 n

e
a

r-h
o
m

o
n

y
m

 o
n

to
lo

g
y, re

p
la

cin
g
 th

e
 p

rio
rity

 o
f b

e
in

g
 a

n
d
 

p
re

se
n

ce
 w

ith
 th

e
 fig

u
re

 o
f th

e
 g

h
o
st a

s
 th

a
t w

h
ich

 is
 n

e
ith

e
r p

re
se

n
t n

o
r a

b
se

n
t, n

e
ith

e
r 

d
e
a

d
 n

o
r a

liv
e
)

」
と
し
、「
開
か
れ
た
ま
ま
終
わ
る(o

p
e
n

-e
n

d
e
d

)

」
と
す
る
脱
構
築
的
読
解
と
の
親
和

性
の
高
さ
を
論
じ
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ウ
ル
フ
レ
イ
ズ(J

u
lia

n
 W

o
lfre

y
s
)

の
以
下
の
言
葉
を
引
用
す
る
―
―

「
あ
ら
ゆ
る
物
語
は
、
幾
分
か
は
亡
霊
譚
で
あ
る(a

ll s
to

rie
s a

re
, m

o
re

 o
r le

s
s, g

h
o
s
t sto

rie
s
)

」

([2
0

1
3
] 5

3
-6

0
)

。
ジ
ョ
イ
ス
作
品
は
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
決
定
不
可
能
性
や
両
義
性
と
い
う
用
語
で
読

解
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
解
釈
を
下
す
と
い
う
行
為
そ
れ
自
体
が
、
作
品
を
固
定
化
す
る
存
在
論
的

な
欲
望
に
根
差
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
こ
そ
が
ジ
ョ
イ
ス
の
罠
で

あ
る
。
ダ
フ
ィ
ー
は
元
の
自
己
欺
瞞
的
な
孤
独
に
再
び
酔
い
し
れ
る
人
生
を
送
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

は
こ
れ
で
妥
当
な
解
釈
だ
。
し
か
し
、
ダ
ブ
リ
ン
の
街
の
明
か
り
に
潜
在
す
る
歓
待
は
、〈
来
る
べ
き
も
の
〉、

す
な
わ
ち
「
再
来
霊(re

v
e
n

a
n

t)

」
と
し
て
ダ
フ
ィ
ー
に
憑
在
し
て
い
る
。
彼
が
そ
の
意
義
を
未
来
の
あ
る
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地
点
で
見
出
す
か
否
か
は
、
我
々
の
倫
理
的
読
解
に
常
に
開
か
れ
て
い
る
の
だ
。 

 
 

「
ミ
ス
タ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ダ
フ
ィ
ー
は
チ
ャ
ペ
リ
ゾ
ッ
ト
に
住
ん
で
い
た(M

r J
a
m

e
s
 D

u
ffy

 liv
e
d
 

in
 C

h
a

p
e
liz

o
d

)
」(P

C
 1

)

―
―
こ
の
物
語
を
再
読
す
る
者
は
、
冒
頭
の
こ
の
箇
所
に
お
い
て
す
で
に
亡
霊

の
住
む
場
所
に
立
っ
て
い
る
。
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク(B

e
rn

a
rd

 B
e
n

sto
ck

)

が
言
う
よ
う
に
、
ダ

フ
ィ
ー
こ
そ
「
自
ら
が
よ
く
知
り
、
慣
れ
親
し
ん
だ
心
地
よ
い
亡
霊(a

 co
m

fo
rta

b
le

 g
h

o
st h

e
 k

n
o
w

s 

a
n

d
 h

a
s
 a

cco
m

m
o
d
a

te
d

 h
im

se
lf to

)

」
な
の
か
も
し
れ
な
い([1

9
8
8
] 5

2
3
)

。
作
家
に
と
っ
て
は
、
ダ

ブ
リ
ン
を
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
な
ら
ば
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
「
否
定
的
／
陰
画
の
自
画
像

(n
e
g
a

tiv
e
 p

o
rtra

it)

」
と
し
て
、
読
者
に
と
っ
て
は
、
ど
ん
な
形
で
あ
れ
自
分
自
身
を
差
し
出
す
こ
と
が

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
都
市
と
自
分
だ
け
の
部
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
近
代
人
の
ひ
と
つ
の
典
型
と
し
て
、
ダ

フ
ィ
ー
も
ま
た
「
痛
ま
し
い
事
件
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
に
憑
在
し
て
い
る
。 

「
人
生
の
饗
宴
か
ら
追
放
さ
れ
た
の
だ(h

e
 h

a
d

 b
e
e
n

 / w
a
s
 o

u
tca

st fro
m

 life
’s

 fe
a
st)

」(P
C

 3
3
0

, 

3
3

5
)

―
―
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
楽
園
追
放(“o

u
tca

s
t”)

の
モ
チ
ー
フ
は
、
夫
人
の
名
前(S

in
ico

)

に
潜
む
原

罪(s
in

)

と
、
置
き
忘
れ
ら
れ
「
熟
れ
す
ぎ
た
林
檎
」
の
両
者
と
響
き
合
う
。
ダ
フ
ィ
ー
は
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人

か
ら
差
し
出
さ
れ
た
禁
断
の
果
実
を
囓
る
こ
と
な
く
、
物
語
の
最
後
で
は
丘
の
上
か
ら
、
ダ
ブ
リ
ン
の
街
の

明
か
り
を
独
り
眺
め
や
る
。
し
か
し
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
は
、
彼
を
死
で
は
な
く
生
へ
と
歓
待
す
る
よ

う
に
ダ
ブ
リ
ン
を
赤
々
と
燃
や
し
て
み
せ
る
。
か
つ
て
、
彼
に
と
っ
て
孤
独
は
、
寂
し
さ
と
は
無
縁
の
、
む

し
ろ
誇
る
べ
き
孤
高
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
彼
女
の
人
生
が
い
か
に
孤
独
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
実
感
す
る
に

至
っ
て
、
彼
は
初
め
て
孤
独
の
寂
し
さ

、
、
、
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る5

9

。 

最
終
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、
ダ
フ
ィ
ー
が
自
分
の
記
憶
が
告
げ
知
ら
せ
る
も
の
の
真
偽
す
ら
疑
う
そ

の
刹
那
、
亡
霊
の
声
や
手
の
温
も
り
は
す
べ
て
消
え
て
し
ま
う
。
ダ
フ
ィ
ー
は
亡
霊
と
い
う
他
者
に
出
会
っ

て
な
お
、
一
切
の
変
化
も
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
先
行
研
究
の
根
拠
の
ひ
と
つ
が
こ
こ
に
あ
る
。
確
か
に
ジ

ョ
イ
ス
は
、
ダ
フ
ィ
ー
を
幾
分
の
自
己
批
判
と
共
に
断
罪
し
て
い
る
。
ダ
フ
ィ
ー
が
自
ら
買
い
揃
え
た
家
具

と
書
物
に
よ
っ
て
築
き
あ
げ
た
自
分
だ
け
の
た
め
の
部
屋
、
つ
ま
り
排
他
的
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
留
ま
り
続

け
る
限
り
、
彼
の
孤
独
が
癒
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
に
お
い
て
は
一
方

で
亡
霊
が
登
場
人
物
に
取
り
憑
い
て
「
麻
痺
」
さ
せ
る
と
同
時
に
、
そ
の
事
態
と
い
か
に
対
峙
す
る
べ
き
か

と
い
う
問
題
が
、
少
な
く
と
も
読
者
に
は
テ
ク
ス
ト
の
効
果
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
デ
リ
ダ
の
憑
在
論

の
論
点
③
は
、
亡
霊
が
生
き
残
っ
た
者
に
「
応
答
責
任(re

s
p

o
n

sa
b
ilité

)

」
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

                                        

        

 
5
9 

小
林
秀
雄
は
「
母
上
の
霊
に
捧
ぐ
」
と
冒
頭
に
書
き
記
し
た
評
論
「
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
」
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
―
―
「
確
か
に
、
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
の
か
な
し
さ
は
疾
走
す
る
。
涙
は
追
い
つ
け
な
い
。

…
…
彼
の
足
ど
り
は
正
確
で
健
康
で
あ
る
。
彼
は
手
ぶ
ら
で
、
裸
で
、
余
計
な
荷
物
を
引
き
摺
っ
て
い
な
い

だ
け
だ
。
彼
は
悲
し
ん
で
は
い
な
い
。
た
だ
孤
独
な
だ
け
だ
。
孤
独
は
、
至
極
当
た
り
前
な
、
あ
り
の
ま
ま

の
命
で
あ
り
、
で
っ
ち
上
げ
た
孤
独
に
伴
う
嘲
笑
や
皮
肉
の
影
さ
え
な
い
」（
三
七
）。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
み

な
ら
ず
、
近
代
知
識
人
た
ち
の
孤
独
に
思
い
を
馳
せ
る
小
林
は
、
彼
の
全
評
論
を
通
底
す
る
「
無
私
」
と
い

う
問
題
系
を
夭
折
し
た
天
才
作
曲
家
の
中
に
見
出
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
孤
独
を
実
存
に
お
け
る
所
与
の

条
件
と
し
て
据
え
る
小
林
か
ら
す
れ
ば
、「
痛
ま
し
い
事
件
」
の
ダ
フ
ィ
ー
は
ま
さ
し
く
「
で
っ
ち
上
げ
た

孤
独
」
に
ひ
と
り
耽
っ
て
は
悦
に
入
る
贋
者
に
映
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 
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っ
た
。
読
者
は
ダ
フ
ィ
ー
を
ジ
ョ
イ
ス
の
「
否
定
的
分
身
」、
一
種
の
〈
反
面
教
師
〉
と
し
て
、
彼
の
代
わ

り
に
他
者
を
歓
待
す
る
こ
と
の
意
義
を
感
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

ふ
た
り
の
逢
瀬
の
場
所
の
中
に
、
チ
ャ
ペ
リ
ゾ
ッ
ト
郊
外
に
あ
る
ダ
フ
ィ
ー
の
部
屋
は
一
度
と
し
て
言

及
さ
れ
て
い
な
い
。
来
客
用
と
思
わ
れ
る
「
四
脚
の
籐
椅
子(fo

u
r ca

n
e
 ch

a
irs)

」(P
C

 9
)

に
、
彼
女
が
座

る
こ
と
は
な
か
っ
た6

0

。
彼
の
部
屋
が
彼
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
は
一
度
と
し

て
彼
女
に
そ
の
扉
を
開
か
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ダ
フ
ィ
ー
は
彼
女
の
部
屋
、
あ
の
「
告
解
室
」
に
擬
え

ら
れ
た
部
屋
の
中
で
、
主
人
／
ホ
ス
ト(h

o
st)

で
は
な
く
客
人
／
ゲ
ス
ト(g

u
e
st)

と
し
て6

1

、
観
念
的
孤
独

に
酔
い
し
れ
、
自
己
自
身
と
独
り
善
が
り
の
会
話
を
続
け
て
い
た
。
た
だ
の
一
度
と
し
て
、
彼
女
の
声
に
真

剣
に
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
。
皮
肉
に
も
、
そ
し
て
大
変
痛
ま
し
い
こ
と
に
、
彼
女
が
自
ら
命
を
絶
ち
、
幻
想

と
い
う
記
憶
の
中
の
亡
霊
と
し
て
現
れ
た
と
き
初
め
て
、
彼
は
そ
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
る
。
言
う
な
れ
ば
、

歓
待
の
意
義
を
学
び
知
る
た
め
の
そ
の
扉
の
前
に
よ
う
や
く
立
つ
の
だ
。「
痛
ま
し
い
事
件
」
に
お
い
て
、

他
者
の
歓
待
へ
の
一
歩
と
は
、
耳
を
澄
ま
す
こ
と
、
そ
し
て
扉
を
開
け
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

 
 

                                        

        

 
6
0 

ジ
ャ
ナ
・
ジ
ャ
イ
ル
ズ(J

a
n

a
 G

ile
s
)

は
、
草
稿
に
お
い
て
「
三
脚
」
で
あ
っ
た
椅
子
が
最
終
稿
で
「
四

脚
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
、
ダ
フ
ィ
ー
が
秩
序
や
均
整
を
好
む
傾
向
と
見
な
し
、
彼
は
誰
ひ
と
り

と
し
て
客
を
迎
え
入
れ
な
か
っ
た
と
結
論
し
て
い
る(1

9
5
-9

6
)

。 
 

6
1 

私
た
ち
は
こ
こ
で
、
デ
リ
ダ
が
依
拠
し
た
エ
ミ
ー
ル
・
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
に
よ
る
語
源
解
釈
を
思
い
出

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、h

o
s
t / h

o
té

は
「
主
人
」
と
「
客
」、
さ
ら
に
は
「
敵
」
を
含
む
多
義
的

な
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
語
源
で
あ
るh

o
s
ti-p

e
t-

は
「
す
ぐ
れ
て
客
人
歓
待h

o
s
p
ita

lité

を
具
現
す
る
者
」

を
表
す
（
八
〇
―
九
五
）。 
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第
三
節 

亡
霊
は
二
度
窓
を
叩
く
―
―
亡
霊
譚
と
し
て
の
「
死
者
た
ち
」 

 

十
五
編
の
短
篇
集
の
最
後
に
置
か
れ
た
「
死
者
た
ち
」
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
死
と
深
く

関
わ
り
を
持
つ
。
物
語
は
一
九
〇
四
年
一
月
六
日
、
顕
現
日(th

e
 D

a
y
 o

f E
p

ip
h

a
n

y
)

の
夜(W

a
lz

l [1
9
6

5
] 

4
4

9
)

、
モ
ー
カ
ン
邸
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
作
品
の
最
後
に
登
場
す
る
マ
イ
ケ
ル
・

フ
ュ
ア
リ
ー
は
、
主
人
公
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
・
コ
ン
ロ
イ
の
妻
グ
レ
タ
が
、
故
郷
の
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
で
懇
意
に

し
て
い
た
少
年
で
あ
り
、
劣
悪
な
労
働
環
境
の
ガ
ス
工
場
で
働
い
て
い
た
た
め
肺
炎
に
罹
り
、
十
七
歳
と
い

う
若
さ
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
グ
レ
タ
が
語
る
死
ん
だ
恋
人
の
思
い
出
は
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
と
っ
て
全
く

知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
妻
の
一
面
で
あ
り
、
そ
の
驚
き
と
恐
れ
は
、
夫
と
し
て
の
、
並
び
に
大
学
教
師
と
い

う
知
識
人
と
し
て
の
自
負
、
す
な
わ
ち
彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
終
場

面
で
死
者
と
生
者
の
両
者
に
あ
ま
ね
く
降
り
注
ぐ
雪
は
、
彼
の
想
像
の
中
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
全
土
を
覆
い

尽
く
す
。 

本
章
の
冒
頭
で
引
用
し
た
シ
ャ
リ
・
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク
に
倣
い
、
本
節
は
「
死
者
た
ち
」
を
「
亡
霊
譚

(g
h

o
s
tsto

ry
)

」
と
し
て
読
解
す
る6

2

。
し
か
し
こ
の
物
語
が
通
常
の
幽
霊
話
と
異
な
る
の
は
、
亡
霊
の
出

現
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
読
者
だ
け
、
、
で
あ
る
と
い
う
点
だ
。
本
章
で
こ
れ
ま
で
採
り
上
げ
た
二
作
と

比
較
し
て
み
て
も
、「
姉
妹
た
ち
」
の
フ
リ
ン
神
父
は
「
灰
色
の
顔
」
と
し
て
少
年
の
夢
に
現
れ
る
と
い
う

点
で
、
ま
た
「
痛
ま
し
い
事
件
」
の
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
は
ダ
フ
ィ
ー
が
そ
の
声
や
手
の
温
も
り
を
感
じ
る
と
い

う
点
で
、
両
者
と
も
幽
か
な
が
ら
実
体
化
が
な
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、「
死
者
た
ち
」
を
亡
霊
譚
と
し
て
解

釈
し
う
る
の
は
、
夫
妻
が
滞
在
し
て
い
る
高
級
ホ
テ
ル
の
一
室
に
差
し
込
む
ガ
ス
灯
の
明
か
り
―
―
「
亡
霊

の
よ
う
な
青
白
い
光(A

 g
h

o
s
tly

 lig
h

t)

」(D
 1

3
5
9

)

―
―
に
フ
ュ
ア
リ
ー
の
存
在
を
読
み
込
む
と
き
初
め

て
可
能
と
な
る
。 

小
島
基
洋
は
、
ト
リ
エ
ス
テ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
聞
い
た
「
お
お
、
死
せ
る
者
た
ち
よ
！(“O

h
, Y

e
 D

e
a

d
!”)

」

か
ら
ジ
ョ
イ
ス
は
「
嫉
妬
」
だ
け
で
な
く
「
光
」
の
モ
チ
ー
フ
を
取
り
出
し
た
と
仮
定
し
、
光
源
と
し
て
の

ガ
ス
灯
に
着
目
す
る
（
一
―
四
〇
）
。
ガ
ス
を
発
見
し
た
科
学
者
J
・
B
・
フ
ァ
ン
・
フ
ェ
ル
モ
ン
ト
は
、

ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
カ
オ
ス(ch

a
o
s)

」
を
元
に
ガ
ス
を
命
名
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
ジ
ョ
イ
ス
が
愛
読
し
て
い

た
ス
キ
ー
ト
の
『
英
語
語
源
辞
典
』
第
四
版
（
一
九
一
一
年
）
に
は
正
確
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
第
三

版
（
一
八
九
八
年
）
の
段
階
で
は
ガ
ス
の
語
源
は
オ
ラ
ン
ダ
語
のg

e
e
s
t=

g
h

o
s
t

で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
世
紀
転
換
期
の
ダ
ブ
リ
ン
で
は
、
光
源
と
し
て
ガ
ス
か
ら
電
気
へ
と
移
行
す
る
期
間
で
あ
っ

た
（
そ
れ
故
高
級
な
グ
レ
シ
ャ
ム
・
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
は
電
気
が
使
わ
れ
て
い
た
）63

。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、

                                        

        

 
6
2 

作
者
の
弟
ス
タ
ニ
ス
ロ
ー
ス
は
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
『
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
』
に
言
及
し
、「「
死
者

た
ち
」
は
、
あ
る
意
味
で
は
亡
霊
た
ち
の
物
語
、
す
な
わ
ち
生
者
を
妬
ん
で
回
帰
す
る
死
者
た
ち
の
物
語
で

も
あ
る(T

h
e
 s

to
ry

 o
f T

h
e
 D

ea
d

 [sic] is
 a

lso
, in

 a
 w

a
y, a

 s
to

ry
 o

f g
h

o
s
ts, o

f th
e
 d

e
a

d
 w

h
o
 

re
tu

rn
 in

 e
n

v
y
 o

f th
e
 liv

in
g
)

」
と
述
べ
て
い
る([1

9
5
0

] 2
0
)

。 
6
3 

奇
し
く
も
小
島
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
ジ
ョ
ン
・
ゴ
ー
ド
ン(J

o
h

n
 G

o
rd

o
n

)

は
、ga

s
lig

h
t

とg
h

o
stlig

h
t

の
関
係
を
分
析
し
て
い
る(2

0
-3

0
)

。
と
り
わ
け
ゴ
ー
ド
ン
は
当
時
の
社
会
背
景
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
る

の
で
参
照
の
こ
と
。 
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小
島
は
「
フ
ュ
ー
リ
ー
［
原
文
マ
マ
］
の
幽
霊
は
、
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
光
と
し
て
現
れ
る
」(1

2
)

と
し
、

ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
は
常
に
死
角
と
な
っ
て
三
角
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
読
む6

4

。 

 

本
節
が
、「
死
者
た
ち
」
をg

h
o
ststo

ry

と
し
て
再
読
す
る
こ
と
で
、
上
記
の
フ
ュ
ア
リ
ー
＝
亡
霊
と
い

う
先
行
研
究
か
ら
発
展
的
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
論
点
は
三
つ
で
あ
る
。
第
一
に
、
フ
ュ
ア
リ
ー
の
死
は
グ

レ
タ
と
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
双
方
に
と
っ
て
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
で
あ
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
第
二
に
、
フ

ュ
ア
リ
ー
の
亡
霊
は
「
青
白
い
ガ
ス
灯
の
光
」
以
前
に
、「
何
か(so

m
e
th

in
g
)

」
と
い
う
曖
昧
な
表
現
で
既

に
そ
の
到
来
が
予
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
曖
昧
性
あ
る
い
は
両
義
性
が
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の

雪
の
象
徴
性

シ
ン
ボ
リ
ズ
ム

と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
最
後
に
、
自
我(se

lf / e
g
o
)

が
融
解
し
て
ゆ
く
ゲ
イ

ブ
リ
エ
ル
に
あ
っ
て
、
「
和
解
」
の
ヒ
ン
ト
は
既
に
彼
自
身
が
行
っ
た
パ
ー
テ
ィ
・
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
発
し

た
「
も
て
な
し
／
歓
待(h

o
s
p
ita

lity
)

」
と
い
う
言
葉
の
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
グ
レ
タ
は
「
あ

な
た
っ
て
と
て
も
寛
大
な
人
ね(Y

o
u

 a
re

 a
 v

e
ry

 g
e
n

e
ro

u
s
 p

e
rs

o
n

)

」
と
夫
に
言
う
が(D

 1
4
0

7
)

、
ゲ
イ

ブ
リ
エ
ル
が
死
者
た
ち
と
和
解
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、g

e
n

e
ro

sity

で
は
な
くh

o
s
p

ita
lity

で
あ
る

こ
と
を
、
本
研
究
は
前
節
に
引
き
続
き
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
「
歓
待
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
参
照
し
な
が

ら
論
証
し
た
い
。
ル
ー
ク
・
サ
ー
ス
ト
ン(L

u
k

e
 T

h
u

rsto
n

)
が
述
べ
る
よ
う
に
、h

o
st / g

u
e
st /g

h
o
s
t

の

三
語
は
語
源
的
に
関
連
が
あ
り
、
「
亡
霊
譚
は
…
…
主
人
の
物
語
で
あ
る
と
共
に
、
客
の
物
語
で
も
あ
る
と

解
釈
し
得
る(T

h
e
 g

h
o
s
t s

to
ry

 ca
n

 . . . b
e
 s

e
e
n

 a
s b

o
th

 a
 h

ost sto
ry

 a
n

d
 a

 g
u

est sto
ry

)

」
か
ら

だ(3
)

。
こ
こ
に
ト
ラ
ウ
マ
の
概
念
を
追
加
す
る
こ
と
で
、「
死
者
た
ち
」
に
お
い
て
ジ
ョ
イ
ス
の
分
身
で
あ

る
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
、
本
人
が
気
付
か
ぬ
ま
ま
に
亡
霊
と
出
会
っ
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
再
考
し
た
い
。 

 

二
つ
の
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験 

 

序
論
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
は
そ
れ
が
衝
撃
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
主
体
に
は

遅
れ
て
そ
の
効
果
が
訪
れ
る
と
い
う
「
事
後
的
」
な
性
格
を
有
す
る
。
カ
ル
ー
ス
と
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ

ク
を
参
照
し
つ
つ
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ボ
ヒ
ー
メ
ン
＝
サ
ー
フ(C

h
ristin

e
 v

a
n

 B
o
h

e
e
m

e
n

-

                                        

        

 
6
4 

た
だ
し
、
小
島
の
議
論
に
お
い
て
は
勇
み
足
と
思
わ
れ
る
点
が
少
な
く
と
も
二
点
あ
る
。
第
一
に
、
B
・

ベ
ン
ス
ト
ッ
ク
を
除
き([1

9
6
9

] 1
6

3
)

、
フ
ュ
ア
リ
ー
＝
ガ
ス
灯
の
光
と
い
う
「
着
想
を
全
面
的
に
展
開
さ

せ
た
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
」
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
は
（
三
九
）
、
光
に
フ
ュ
ア
リ
ー
の
亡
霊
が
象
徴
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、“a

 g
h

o
stly

 lig
h

t”

と
い
う
記
述
か
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
事
実
中
嶋
英
樹
が

実
に
明
瞭
か
つ
簡
潔
に
先
行
研
究
を
ま
と
め
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
（
三
三
三
―
四
九
）、
亡
霊
の
モ
チ
ー

フ
は
本
作
の
初
期
批
評
か
ら
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き
た（
例
え
ば
、Go

rd
o
n

 2
0

, G
ib

b
o
n

s
 [2

0
0
8

] 3
5

9

）。

小
島
の
議
論
の
第
二
の
欠
点
は
、
彼
が
フ
ュ
ア
リ
ー
の
亡
霊
を
実
体
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

以
後
本
節
が
論
じ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
フ
ュ
ア
リ
ー
は
登
場
人
物
の
次
元
か
ら
見
れ
ば
、
あ
く
ま
で
グ
レ
タ
の

記
憶
の
中
に
お
い
て
の
み
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
取
り
憑
く
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
読
者
が
テ
ク
ス
ト
の
効
果
と

し
て
亡
霊
の
存
在
を
特
権
的
に
感
知
で
き
る
こ
と
に
、
あ
る
種
の
倫
理
と
応
答
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
の

意
義
が
あ
る
は
ず
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
嶋
が
言
う
よ
う
に
、「「
死
者
た
ち
」
は
亡
霊
が
そ
の
姿
を

は
っ
き
り
を
見
せ
る
物
語
で
は
な
」
く
（
三
三
六
）、「
物
質
性
を
備
え
な
い
は
ず
の
亡
霊
が
物
質
性
を
経
る

と
い
う
」
矛
盾
に
こ
そ
、「
十
九
世
紀
後
半
の
心
霊
主
義
か
ら
心
霊
研
究
に
特
有
の
亡
霊
の
登
場
方
法
」
と

し
て
の
歴
史
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
（
三
四
四
）。 
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S
a
a

f)

は
「
間
接
的
で
あ
る
が
故
に
機
能
す
る
、［
ト
ラ
ウ
マ
の
］
逆
説
的
な
構
造
」
に
目
を
向
け
、
事
後
性

を
「
遡
及
的
に
意
味
を
生
み
出
す
も
の(th

e
 re

tro
a

ctiv
e
 p

ro
d

u
ctio

n
 o

f m
e
a

n
in

g
)

」
と
し
て
読
み
換

え
て
い
る(1

9
)

。
つ
ま
り
私
た
ち
読
者
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
登
場
人
物
の
身
に
起
こ
っ
た
過
去
の
出
来
事

は
そ
の
人
物
に
と
っ
て
い
か
な
る
「
意
味
」
を
持
つ
の
か
、
そ
し
て
彼
／
彼
女
が
そ
の
体
験
を
現
在
い
か
に

「
解
釈
」
し
た
の
か
、
こ
の
両
面
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
（
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
精
神
分
析

に
お
い
て
患
者
／
被
分
析
者
の
「
徹
底
操
作
」
を
促
す
分
析
医
の
立
場
を
指
す
）。 

 

「
死
者
た
ち
」
に
お
い
て
フ
ュ
ア
リ
ー
の
死
は
、
グ
レ
タ
と
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
双
方
に
と
っ
て
ト
ラ
ウ
マ
的

経
験
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
グ
レ
タ
の
そ
れ
は
彼
女

が
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
に
い
た
少
女
時
代
に
、
す
な
わ
ち
過
去
に
起
こ
っ
た
の
に
対
し
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
経
験

は
読
者
が
目
に
す
る
ま
さ
に
こ
の
夜
、
ホ
テ
ル
の
一
室
で
の
彼
女
の
告
白
を
通
じ
て
彼
の
身
に
突
然
襲
い

か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
部
屋
に
は
唯
一
の
光
源
と
し
て
「
亡
霊
の
よ
う
な
青
白
い
光
」

が
外
部
か
ら
差
し
込
ん
で
い
た
わ
け
だ
。
こ
こ
で
亡
霊
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
強
調
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
死

者
の
世
界
と
い
う
外
部
か
ら
回
帰
す
る
と
い
う
点
で
亡
霊
は
ト
ラ
ウ
マ
と
共
通
点
を
持
つ
と
い
う
こ
と
、

並
び
に
、
取
り
憑
く
と
い
う
性
質
が
、
本
章
第
一
節
の
神
父
の
「
不
気
味
な
笑
い
」
で
見
た
よ
う
に
、
伝
染

的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
、
死
ん
だ
フ
ュ
ア
リ
ー
の
肉
体
は
確
か
に
埋
葬
さ
れ
た
わ
け
だ
が

―
―
事
実
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
物
語
の
最
後
で
「
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ュ
ア
リ
ー
が
埋
葬
さ
れ
た
丘(th

e
 h

ill 

w
h

e
re

 M
ich

a
e
l F

u
re

y
 la

y
 b

u
rie

d
)

」(D
 1

6
1
0

)

を
想
像
し
て
い
る
―
―
そ
の
亡
霊
は
グ
レ
タ
の
過
去

か
ら
舞
い
戻
り
、
は
じ
め
に
「
オ
ー
ク
リ
ム
の
乙
女
」
と
い
う
曲
を
通
じ
て
彼
女
に
、
次
に
妻
の
告
白
に
よ

っ
て
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
取
り
憑
く
の
だ
。 

 

少
な
く
と
も
「
死
者
た
ち
」
の
前
半
部
、
モ
ー
カ
ン
邸
の
パ
ー
テ
ィ
の
場
面
に
お
い
て
、
グ
レ
タ
は
読
者

に
と
っ
て
理
想
的
な
妻
の
よ
う
に
映
る
。
義
理
の
伯
母
や
従
姉
妹
た
ち
と
明
る
く
挨
拶
を
交
わ
し
、
ア
イ
ヴ

ァ
ー
ズ
に
や
り
込
め
ら
れ
て
不
機
嫌
に
な
っ
て
い
る
夫
の
言
葉
―
―
「［
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
に
］
行
き
た
い
な

ら
、
行
け
ば
い
い
さ
」(D

 5
3

3
)

―
―
を
冗
談
交
じ
り
に
受
け
流
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
ホ
テ
ル
に
向
か
う
馬

車
の
中
の
悲
壮
な
沈
黙
と
、
部
屋
の
中
で
激
し
い
感
情
を
露
わ
に
す
る
彼
女
の
姿
は
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
み

な
ら
ず
私
た
ち
読
者
を
も
驚
か
せ
る
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
彼
女
が
フ
ュ
ア
リ
ー
と
の
悲
し
い
恋
の
記

憶
を
語
り
始
め
る
際
に
、
一
種
の
幼
児
化(in

fa
n

ta
lis

a
tio

n
)

が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
―
―
「［
ベ

ッ
ド
に
突
っ
伏
し
て
い
た
］
彼
女
は
両
腕
か
ら
顔
を
上
げ
る
と
、
子
ど
も
の
よ
う
に

、
、
、
、
、
、
、
手
の
甲
で
涙
を
拭
い
た

(S
h

e
 ra

is
e
d
 h

e
r h

e
a

d
 fro

m
 h

e
r a

rm
s
 a

n
d
 d

rie
d

 h
e
r e

y
e
s
 w

ith
 th

e
 b

a
ck

 o
f h

e
r h

a
n

d
 lik

e
 a

 

ch
ild

)

」(D
 1

4
3
8
-3

9
)

。
こ
の
幼
児
化
（
あ
る
い
は
、
精
神
分
析
的
固
着(fix

a
tio

n
)

）
が
意
味
す
る
の
は
、

彼
女
が
フ
ュ
ア
リ
ー
の
死
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
を
長
い
間
抑
圧
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。
マ
ー
ゴ
・

ノ
リ
ス(M

a
rg

o
t N

o
rris

)

は
、「
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
へ
の
旅
に
心
を
躍
ら
せ
小
躍
り
す
る
グ
レ
タ
の
姿
は
、
彼

女
が
結
婚
以
来
故
郷
に
帰
っ
て
い
な
い
こ
と
を
暗
示
す
る(G

re
tta

’s
 
little

 
d
a

n
ce

 
o
f 

jo
y
 
a

t 
th

e
 

p
ro

s
p
e
ct o

f a
 trip

 to
 G

a
lw

a
y
 . . . s

u
g
g
e
sts th

a
t s

h
e
 h

a
s n

o
t re

tu
rn

e
d
 to

 h
e
r h

o
m

e
 s

in
ce

 h
e
r 

m
a
rria

g
e
)

」
と
述
べ
て
い
る(2

2
2

)

。
こ
れ
に
倣
う
な
ら
ば
、
精
神
分
析
的
「
抑
圧
」
が
十
全
に
機
能
し
て

い
た
た
め
に
、
グ
レ
タ
は
結
婚
以
来
一
度
も
フ
ュ
ア
リ
ー
の
こ
と
を
思
い
出
さ
な
か
っ
た
、
少
な
く
と
も
そ
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の
悲
し
い
記
憶
を
意
識
の
奥
底
に
深
く
押
し
込
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る6

5

。 

 
ト
ラ
ウ
マ
は
し
ば
し
ば
想
起
不
可
能
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
親
か
ら
の
虐
待
を
例

に
と
れ
ば
、
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
的
な
出
来
事
は
幼
児
に
と
っ
て
余
り
に
衝
撃
的
で
あ
る
た
め
、
無
意
識
は
こ
れ

を
抑
圧
し
（
防
衛
機
制
）、
彼
・
彼
女
が
大
人
に
な
っ
て
初
め
て
（
例
え
ば
、
親
に
よ
く
似
た
人
物
と
出
会

う
こ
と
に
よ
っ
て
）、
す
な
わ
ち
事
後
的
に
症
状
が
発
症
す
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
事
実
フ
ロ
イ
ト
は
一

八
九
六
年
の
「
科
学
的
心
理
学
草
稿
」
に
お
い
て
、
エ
マ
と
い
う
少
女
の
症
例
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
―
―
「
あ
る
回
想
が
抑
圧
さ
れ
、
ず
っ
と
あ
と
に
な
っ
て

、
、
、
、
、
、
遡
行
作
用
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
外
傷
に
な

っ
た
と
い
う
例
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
る
」
（［
一
九
七
四
］
二
八
五
：
強
調
は
原
文
マ
マ)

。
つ

ま
り
、
こ
こ
で
の
「
あ
と
に
な
っ
て
」
と
は
事
後
性
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
少
女
は
後
の
体
験
に
よ
っ
て
遡

及
的
に
、
最
初
の
出
来
事
の
ト
ラ
ウ
マ
性
に
気
付
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ロ
イ
ト
は
第
一

次
大
戦
の
帰
還
兵
の
症
例
（
今
日
で
い
う
と
こ
ろ
のP

T
S

D

）
を
数
多
く
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、
ト

ラ
ウ
マ
の
理
論
を
更
新
し
て
ゆ
く
。
中
で
も
彼
に
と
っ
て
衝
撃
的
で
あ
っ
た
の
は
、
本
来
な
ら
ば
帰
還
兵
が

思
い
出
し
た
く
な
い
は
ず
の
記
憶
（
例
え
ば
、
戦
友
の
死
）
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
（
フ
ラ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
）、
あ
る
い
は
そ
れ
を
思
い
出
し
た
く
な
い
が
故
に
他
の
行
動
を
執
拗
に
反
復
的
に
取
っ
て
し
ま

う
（
行
動
化
）
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
フ
ロ
イ
ト
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
ト
ラ
ウ
マ
に
お
い

て
は
、
抑
圧
が
十
全
に
働
い
て
い
る
か
ど
う
か
（
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
痛
ま
し
い
記
憶
が
想
起
で
き
る
か

ど
う
か
）
は
重
要
で
は
な
く
、
最
初
の
出
来
事
の
意
義
が
主
体
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
衝
撃
的
で
あ
っ
た
か
の

理
解
や
解
釈
が
常
に
遅
れ
て
や
っ
て
来
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
だ6

6

。
よ
っ
て
、
本
研
究
は
グ
レ
タ
の
心

の
傷
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ウ
マ
を
想
起
不
可
能
と
す
る
フ
ロ
イ
ト
の
初
期
理
論
を
無
理
矢
理
応
用
す
る
こ
と

は
し
な
い
。
フ
ュ
ア
リ
ー
の
死
後
、
グ
レ
タ
が
ど
れ
ほ
ど
の
頻
度
や
強
度
で
彼
の
こ
と
を
想
起
し
た
か
ど
う

か
は
問
題
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
グ
レ
タ
が
「
子
ど
も
の
よ
う
に
」
泣
き
じ
ゃ
く
り
、
そ
の
死
を
語
る

と
い
う
行
為
自
体
が
、
彼
女
に
と
っ
て
は
そ
の
死
の
重
大
さ
を
身
体
的
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で

あ
り
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
彼
女
は
こ
の
夜
彼
の
死
に
取
り
憑
か
れ
、
記
憶
の
中
で
彼
の
姿
を
実
際
、
、
に、
目
撃

し
て
い
る
か
の
よ
う
に

、
、
、
、
、
見
え
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 

 

次
に
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
ト
ラ
ウ
マ
的
体
験
を
検
討
す
る
。
フ
ュ
ア
リ
ー
の
死
を
グ
レ
タ
が
最
初
に
告
げ

た
箇
所
を
見
て
み
よ
う
。 

  
 

彼
女
は
彼
か
ら
顔
を
背
け
、
黙
っ
た
ま
ま
光
の
筋
に
沿
っ
て
窓
の
方
を
見
や
っ
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。 

―
彼
は
死
ん
だ
の
、
よ
う
や
く
口
を
開
い
た
彼
女
は
言
っ
た
。
死
ん
だ
と
き
、
た
っ
た
十
七
歳
だ
っ
た
の

よ
。
そ
ん
な
に
若
く
し
て
死
ん
で
し
ま
う
な
ん
て
、
ひ
ど
い
こ
と
だ
と
思
わ
な
い
？ 

―
彼
は
何
を
し
て
い
た
ん
だ
い
？ 

な
お
皮
肉
な
調
子
で
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
尋
ね
た
。 

                                        

        

 
6
5 

ア
ン
・
フ
ォ
ガ
テ
ィ(A

n
n

e
 F

o
g
a

rty
)

は
、
メ
モ
リ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ(P

a
u

l R
ico

e
u

r &
 A

n
n

e
 

W
h

ite
h

e
a

d
)

の
知
見
を
借
り
、
本
作
に
お
け
る
ト
ラ
ウ
マ
の
問
題
を
繰
り
返
し
指
摘
し
、
本
研
究
と
同
様
、

グ
レ
タ
だ
け
で
な
く
「
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
も
ま
た
、
無
意
識
の
記
憶
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
て
い
る(G

a
b
rie

l to
o
 

is b
e
se

t b
y
 in

v
o
lu

n
ta

ry
 m

e
m

o
rie

s
)

」
こ
と
を
指
摘
す
る([2

0
1
4

] 5
0
)

。 
6
6 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ラ
プ
ラ
ン
シ
ュ
と
ポ
ン
タ
リ
ス
の
『
精
神
分
析
用
語
辞
典
』（
四
七
―
五
五
）
を

参
考
に
し
た
。 
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―
ガ
ス
工
場
で
働
い
て
い
た
の
、
と
彼
女
は
言
っ
た
。 

 
 

ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
自
尊
心
が
傷
つ
け
ら
れ
る
の
を
感
じ
た
。
皮
肉
も
通
じ
な
か
っ
た
し
、
死
者
た
ち
の

、
、
、
、
、

中
か
ら
こ
の
人
物
が
呼
び
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ガ
ス
工
場
で
働
く
ひ
と
り
の
少
年
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。 

S
h

e
 lo

o
k

e
d

 a
w

a
y
 fro

m
 h

im
 a

lo
n

g
 th

e
 s

h
a

ft o
f lig

h
t to

w
a
rd

s th
e
 w

in
d
o
w

 in
 s

ile
n

ce
. 

―H
e
 is

 d
e
a

d
, s

h
e
 sa

id
 a

t le
n

g
th

. H
e
 d

ie
d

 w
h

e
n

 h
e
 w

a
s
 o

n
ly

 s
e
v
e
n

te
e
n

. Is
n

't it a
 te

rrib
le

 

th
in

g
 to

 d
ie

 so
 y

o
u

n
g
 a

s th
a
t? 

 

―W
h

a
t w

a
s h

e
? a

s
k

e
d

 G
a
b

rie
l, s

till iro
n

ica
lly. 

 

―H
e
 w

a
s
 in

 th
e
 g

a
s
w

o
rk

s
, s

h
e
 sa

id
. 

 

G
a
b

rie
l fe

lt h
u

m
ilia

te
d

 b
y
 th

e
 fa

ilu
re

 o
f h

is
 iro

n
y
 a

n
d

 b
y
 th

e
 e

v
o
ca

tio
n

 o
f th

is fig
u

re
 

fro
m

 th
e
 d

e
a

d
, a

 b
o
y
 in

 th
e
 g

a
s
w

o
rk

s
. (D

 1
4

7
0
-7

7
) 

 

こ
の
引
用
部
に
お
け
る
二
箇
所
の
傍
線
部
は
意
味
深
長
だ
。
前
者
に
関
し
て
は
本
節
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う

に
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
夫
妻
が
滞
在
す
る
ホ
テ
ル
の
一
室
の
唯
一
の
光
源
が
、「
亡
霊
の
如
き
青
白
い
光
」
で

あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
そ
う
。
従
っ
て
、
こ
れ
以
後
反
復
さ
れ
る
「
光
の
筋
」
と
い
う
表
現
に
は
、
す
べ
て

“g
h

o
s
tly

”

と
い
う
形
容
詞
が
付
さ
れ
て
い
る
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
背
を
向
け

て
「
光
の
筋
」
の
方
を
見
つ
め
る
グ
レ
タ
は
、
フ
ュ
ア
リ
ー
の
い
る
死
者
の
世
界
を
窓
の
外
に
見
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
後
者
で
は
、
ジ
ョ
イ
ス
は
フ
ュ
ア
リ
ー
の
職
業
を
「
ガ
ス
工
場
」
で
の
仕
事
と
す
る
こ

と
で
、g

h
o
s
t

とg
a
s

の
語
源
的
近
接
を
暗
に
示
し
、
さ
ら
に
は
亡
霊
が
招
き
出
さ
れ
る
こ
と
を
暗
示
す
る

単
語(“e

v
o
ca

tio
n

”)

を
使
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
こ
の
時
点
で
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
動
揺
し
て

い
な
い
。「
な
お
皮
肉
な
調
子
で
」
フ
ュ
ア
リ
ー
の
職
業
を
尋
ね
る
彼
に
は
、
大
学
教
師
と
い
う
知
識
人
で

あ
る
こ
と
へ
の
傲
岸
な
自
負
心
が
見
受
け
ら
れ
る6

7

。 

で
は
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
グ
レ
タ
の
「
告
白
」
に
よ
っ
て
決
定
的
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
、
言
わ
ば
「
ト

ラ
ウ
マ
的
経
験
」
を
す
る
箇
所
を
見
て
み
よ
う
。 

  

―
彼
は
私
の
た
め
に
死
ん
だ
の
だ
と
思
う
、
と
彼
女
は
答
え
た
。 

 
 

こ
の
答
え
を
聞
い
て
、
漠
た
る
ひ
と
つ
の
恐
怖
が
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
を
掴
ん
だ
。
ま
る
で
、
勝
利
を
収
め

よ
う
と
望
ん
だ
ま
さ
に
そ
の
と
き
に
、
何
か
得
体
の
知
れ
ぬ
復
讐
心
を
抱
い
た
存
在

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が
彼
に
対
抗
し
て

や
っ
て
来
て
、
漠
た
る
世
界
で
総
力
を
結
集
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
理
性
の
力
で

そ
れ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
身
を
震
わ
せ
、
彼
女
の
手
を
撫
で
続
け
た
。
彼
は
も
う
一
度
彼
女
に
問
う
こ
と
は

し
な
か
っ
た
。
き
っ
と
自
分
か
ら
話
を
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
彼
女
の
手
は
温
か
く
湿
っ
て
い

た
。
彼
の
愛
撫
に
応
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
彼
は
彼
女
の
手
を
撫
で
続
け
た
、
ち
ょ
う
ど
あ
の
春
の

朝
に
彼
が
初
め
て
彼
女
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
を
撫
で
た
と
き
の
よ
う
に
。 

―I th
in

k
 h

e
 d

ie
d

 fo
r m

e
, s

h
e
 a

n
s
w

e
re

d
. 

 

A
 v

a
g
u

e
 te

rro
r se

iz
e
d

 G
a
b
rie

l a
t th

is
 a

n
sw

e
r, a

s if, a
t th

a
t h

o
u

r w
h

e
n

 h
e
 h

a
d

 h
o
p
e
d

 

                                        

        

 
6
7 

河
原
真
也
は
、
ア
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
と
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
や
り
取
り
に
、
文
芸
復
興
期
に
お
け
る
「
矛
盾
し

た
行
動
を
と
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
エ
リ
ー
ト
」
の
問
題
を
見
て
い
る
の
で
、
参
照
の
こ
と
（
三
五
一
―
七
一
）
。 
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to
 triu

m
p

h
, so

m
e
 im

p
a
lp

a
b
le

 a
n

d
 v

in
d

ictiv
e
 b

e
in

g
 w

a
s
 co

m
in

g
 a

g
a
in

s
t h

im
, g

a
th

e
rin

g
 

fo
rce

s a
g
a

in
st h

im
 in

 its v
a

g
u

e
 w

o
rld

. B
u

t h
e
 s

h
o
o
k

 h
im

s
e
lf fre

e
 o

f it w
ith

 a
n

 e
ffo

rt o
f 

re
a
so

n
 a

n
d

 co
n

tin
u

e
d

 to
 ca

re
s
s h

e
r h

a
n

d
. H

e
 d

id
 n

o
t q

u
e
s
tio

n
 h

e
r a

g
a

in
, fo

r h
e
 fe

lt 

th
a
t s

h
e
 w

o
u

ld
 te

ll h
im

 o
f h

e
rs

e
lf. H

e
r h

a
n

d
 w

a
s
 w

a
rm

 a
n

d
 m

o
ist: it d

id
 n

o
t re

s
p
o
n

d
 

to
 h

is
 to

u
ch

, b
u

t h
e
 co

n
tin

u
e
d

 to
 ca

re
ss

 it ju
s
t a

s
 h

e
 h

a
d

 ca
re

sse
d

 h
e
r firs

t le
tte

r to
 h

im
 

th
a
t s

p
rin

g
 m

o
rn

in
g
. (D

 1
4

9
9
-5

0
7
)
6
8 

 

「
何
か
得
体
の
知
れ
ぬ
」
と
訳
し
た
が
、
こ
の
単
語“im

p
a
lp

a
b
le

”

は
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
第
九
挿
話
の
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
亡
霊
の
定
義
に
も
見
ら
れ
る
も
の
だ
―
―
「
死
や
不
在
、
そ
し
て
様
態
の
変
化
を
通
し
て
触、

知
不
可
能

、
、
、
、
と
な
っ
た
者(O

n
e
 
w

h
o
 
h

a
s 

fa
d
e
d

 
in

to
 
im

p
a

lp
a

b
ility

 
th

ro
u

g
h

 
d
e
a

th
, 

th
ro

u
g
h

 

a
b

se
n

ce
, th

ro
u

g
h

 ch
a

n
g
e
 o

f m
a

n
n

e
rs

”)
」(U

 9
.1

4
7
-4

9
)

。
こ
こ
で
、g

h
o
st

の
語
源
が
ガ
ス(g

a
s
)

で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
な
ら
ば
、
ガ
ス
灯
の
光
と
し
て
ま
さ
に
「
様

態
の
変
化
」
を
遂
げ
た
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
こ
れ
は
（
後
ほ
ど
検
討
す
る
よ
う
に
）
物
語
の
背
景
に
お
い

て
降
る
雪
と
雨
の
間
に
見
ら
れ
る
状
態
変
化
と
関
連
す
る6

9
。 

 

た
だ
し
、
フ
ュ
ア
リ
ー
が
グ
レ
タ
の
単
な
る
初
恋
相
手
で
あ
れ
ば
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

傷
を
受
け
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
触
知
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
彼
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
問
題
な
の
か
。
こ
こ
で
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
ふ
た
つ
の
距
離
、
す
な
わ
ち
時
間
的
隔
た
り
と

空
間
的
隔
た
り
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
言
え
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
本
作
を
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
と

い
う
視
点
か
ら
再
読
し
た
場
合
、
グ
レ
タ
の
そ
れ
は
十
年
以
上
前
の
少
女
時
代
に
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
そ
れ

は
彼
女
の
告
白
を
通
じ
て
こ
の
夜
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
モ
ー
カ
ン
邸
を
出
て
馬
車
に
乗
る
ま

で
の
間
、
こ
の
夫
婦
が
全
く
異
な
る
過
去
を
回
想
し
て
い
た
こ
と
は
余
り
に
皮
肉
だ
。
パ
ー
テ
ィ
の
終
わ
り

が
け
に
「
オ
ー
ク
リ
ム
の
乙
女
」
を
耳
に
し
た
グ
レ
タ
の
脳
裡
に
は
フ
ュ
ア
リ
ー
の
記
憶
が
溢
れ
て
い
た
の

に
対
し
、
前
を
歩
く
妻
の
姿
に
か
弱
さ
と
儚
さ
を
見
出
し
た
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
脳
裡
に
鮮
や
か
に
蘇
っ
た

の
は
、
彼
女
と
交
際
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
の
幸
福
な
記
憶
で
あ
っ
た
―
―
「
ふ
た
り
だ
け
の
秘
密
の
生
活

の
一
瞬
一
瞬
が
星
の
よ
う
に
弾
け
て
彼
の
記
憶
に
蘇
っ
た(M

o
m

e
n

ts o
f th

e
ir s

e
cre

t life
 to

g
e
th

e
r 

b
u

rst lik
e
 sta

rs
 u

p
o
n

 h
is

 m
e
m

o
ry

)

」(D
 1

2
6

3
-6

4
)

。
久
し
ぶ
り
に
ふ
た
り
だ
け
で
過
ご
す
夜
に
期

待
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
彼
は
、
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
あ
と
も
、
妻
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
思
い
違
い
を
し
て

                                        

        

 
6
8 

こ
の
回
想
シ
ー
ン
の
最
初
に
語
ら
れ
る
の
が
、
彼
女
が
最
初
に
―
―
お
そ
ら
く
は
ま
だ
恋
人
同
士
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
―
―
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
送
っ
た
手
紙
で
あ
る(“A

 h
e
lio

tro
p
e
 e

n
v
e
lo

p
e
 w

a
s
 ly

in
g
 b

e
sid

e
 

h
is b

re
a

k
fa

s
t-cu

p
 a

n
d
 h

e
 w

a
s ca

re
ssin

g
 it w

ith
 h

is h
a

n
d

.”(D
 1

2
6
4
-6

5
))

。
グ
レ
タ
の
「
告
白
」

の
あ
と
、
彼
が
彼
女
の
手
を
そ
の
手
紙
の
よ
う
に
撫
で
続
け
る
の
は
、
彼
が
目
の
前
の
非
情
な
現
実
で
は
な

く
、
彼
女
と
の
最
初
の
幸
福
な
思
い
出
に
浸
り
た
い
と
い
う
「
抑
圧
」
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
ま
た

し
て
も
こ
こ
に
は
反
復
が
見
ら
れ
る
。 

6
9 

さ
ら
に
こ
の
引
用
部
で
二
度
繰
り
返
さ
れ
る

v
a

g
u

e

の
語
源
は
、
ラ
テ
ン
語

v
a

g
u

s=
w

a
n

d
e
rin

g
, 

u
n

ce
rta

in

で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
彷
徨
え
る
フ
ュ
ア
リ
ー
の
亡
霊
は
二
度
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
。
一
度

目
は
ダ
ー
シ
ー
の
歌
う
「
オ
ー
ク
リ
ム
の
乙
女
」
を
通
じ
て
、
二
度
目
は
グ
レ
タ
の
口
か
ら
過
去
の
ト
ラ
ウ

マ
の
告
白
を
通
じ
て
、
で
あ
る
。 
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し
ま
う
。
し
か
も
よ
り
皮
肉
な
こ
と
に
、
彼
は
耳
元
で
彼
女
に
囁
く
―
―
「
ね
え
グ
レ
タ
、
何
を
考
え
て
い

る
ん
だ
い
？
／
何
を
考
え
て
い
る
か
教
え
て
お
く
れ
、
グ
レ
タ
。
僕
に
は
そ
れ
が
何
だ
か
わ
か
っ
て
い
る
、

そ
う
だ
よ
ね
？(G

re
tta

 d
e
a
r, w

h
a
t a

re
 y

o
u

 th
in

k
in

g
 a

b
o
u

t? / T
e
ll m

e
 w

h
a
t it is

, G
re

tta
. I 

th
in

k
 I k

n
o
w

 w
h

a
t is

 th
e
 m

a
tte

r. D
o
 I k

n
o
w

?
)

」(D
 1

4
2
1

-2
5

)

。
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、

彼
が
見
逃
し
て
い
る
の
は
妻
の
他
者
性(o

th
e
rn

e
s
s)

で
あ
り
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
検
討
す
る
）、

彼
が
囚
わ
れ
て
い
る
の
は
自
分
が
妻
の
す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
、
妻
の
過
去
も
含
め
た
す
べ
て
を
所
有
し

、
、
、

て
い
る

、
、
、
と
い
う
傲
慢
さ
で
あ
る
。
グ
レ
タ
の
告
白
を
聞
い
た
後
、
彼
は
思
う
―
―
「
彼
女
の
人
生
に
も
そ
ん

な
ロ
マ
ン
ス
が
あ
っ
た
の
か
。
ひ
と
り
の
男
が
彼
女
の
た
め
に
死
ん
だ
の
だ(S

o
 s

h
e
 h

a
d
 h

a
d
 th

a
t 

ro
m

a
n

ce
 in

 h
e
r life

: a
 m

a
n

 h
a

d
 d

ie
d

 fo
r h

e
r s

a
k

e
)

」(D
 1

5
5
2
-5

3
)
7
0

。
い
ず
れ
も
過
去
完
了
形
で

語
ら
れ
る
こ
の
独
白
は
、（
そ
れ
が
ま
だ
大
い
に
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
も
）
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
反
省
の
弁

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
妻
で
あ
れ
夫
で
あ
れ
、
私
た
ち
は
相
手
の
過
去
の
全
て
を
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
彼
は
グ
レ
タ
の
過
去
が
触
知
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。 

 

フ
ュ
ア
リ
ー
の
亡
霊
が
触
知
不
可
能
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
第
二
の
理
由
は
、
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
と
い
う

空
間
的
距
離
が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。
世
紀
転
換
期
の
文
芸
復
興
運
動
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
西
部
に
、

失
わ
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
性
が
宿
る
一
種
の
理
想
郷
を
見
出
し
て
い
た
。
そ
れ
は
多
く
の
論
者
が
指
摘
す

る
通
り
だ7

1

。
事
実
ジ
ョ
イ
ス
の
妻
ノ
ー
ラ
は
、
グ
レ
タ
と
同
様
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
の
出
身
で
あ
る7
2

。
冗
談

交
じ
り
で
あ
る
も
の
の
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
モ
リ
ー
・
ア
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
は
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
を
「
ウ
ェ
ス
ト
・

ブ
リ
ト
ン
」
と
呼
び
、
彼
が
自
国
の
文
化
や
歴
史
に
背
を
向
け
て
い
る
と
非
難
す
る
。
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
反

                                        

        

 
7
0 

「
所
有
欲
」
に
つ
い
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
ラ
ウ
ン(R

ich
a
rd

 B
ro

w
n

)

が
興
味
深
い
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。 

 

愛
の
亡
霊
こ
そ
、
こ
の
夫
［
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
］
の
所
有
欲
が
悪
魔
払
い
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
に
お
け
る
最
も
野
心
的
な
恋
す
る
男
た
ち
、
『
追
放
者
た
ち
』
の

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ウ
ア
ン
と
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
ム
は
さ
ら
に
所
有
す
る
こ
と
自

体
の
亡
霊
を
悪
魔
払
い
し
よ
う
と
す
る
の
だ
。 

It is
 a

 g
h

o
st o

f lo
v
e
 th

a
t th

e
 p

o
sse

ss
iv

e
 in

s
tin

cts
 o

f th
e
 h

u
sb

a
n

d
 [G

a
b

rie
l] m

a
y
 se

e
k

 

to
 e

x
o
rcise

, b
u

t J
o
y
ce

’s m
o
st a

m
b
itio

u
s
 lo

v
e
rs

, R
ich

a
rd

 R
o
w

a
n

 in
 E

x
ile

s a
n

d
 L

e
o
p
o
ld

 

B
lo

o
m

 in
 U

ly
sses

, a
ls

o
 s

e
e
k

 to
 e

x
o
rcise

 th
e
 g

h
o
st o

f p
o
sse

ssiv
e
n

e
s
s itse

lf. (2
7
) 

 

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
相
手
の
す
べ
て
を
所
有
し
よ
う
と
す
る
極
め
て
「
男
性
的
で

(m
a

scu
lin

e
)

」
「
野
蛮
な(b

ru
ta

l)

」
欲
望
（
ど
ち
ら
も
性
欲
が
昂
っ
た
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
付
さ
れ
る
形
容

詞
で
あ
る
）
そ
れ
自
体
が
「
亡
霊
」
で
あ
る
な
ら
、
確
か
に
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。 

7
1 

例
え
ば
、
最
も
詳
し
い
も
の
と
し
て
はS

h
o
v
lin

 1
2
2

-5
8

を
参
照
の
こ
と
。 

7
2 

リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
ル
マ
ン
の
伝
記
が
伝
え
る
よ
う
に
、
「
死
者
た
ち
」
の
最
後
の
場
面
で
主
人
公
に
起

こ
っ
た
こ
と
は
、
作
家
の
妻
の
身
に
実
際
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
映
画
『
ノ
ー
ラ
』
で
は
殊
更
に
強
調
さ

れ
て
い
る
）(J
J

 2
4
3

)

。
エ
ル
マ
ン
は
こ
の
他
に
も
、
ジ
ョ
イ
ス
が
自
分
の
人
生
を
作
品
の
材
料
と
し
て
利

用
し
た
こ
と
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
特
に
死
者
の
持
つ
影
響
力
を
重
視
し
て
い
る
。
上
の
註
で
言
及
し
た
、

ブ
ラ
ウ
ン
の
言
う
愛
と
所
有
欲
と
い
う
二
つ
の
亡
霊
の
悪
魔
払
い
を
試
み
て
い
た
の
は
、
誰
よ
り
も
ジ
ョ

イ
ス
自
身
な
の
で
あ
る
。 
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論
す
る
よ
う
に
、
若
き
ジ
ョ
イ
ス
も
ま
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
失
望
し
、
「
文
学
は
政
治
に
勝
る(lite

ra
tu

re
 

w
a
s
 a

b
o
v
e
 p

o
litics

)

」
と
信
じ
て
い
た
は
ず
だ(D

 4
3

4
)

。
し
か
し
主
人
公
と
作
者
を
決
定
的
に
隔
て
る
の

は
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
場
合
は
単
な
る
逃
避
主
義(e

sca
p

is
m

)

で
あ
る
が
、
ジ
ョ
イ
ス
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か

ら
自
発
的
に
亡
命
を
し
た
の
は
、
逆
説
的
に
麻
痺
し
た
ダ
ブ
リ
ン
の
社
会
と
人
々
と
対
峙
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
本
章
第
一
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
書
く
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
ジ
ョ
イ
ス
に

と
っ
て
は
ト
ラ
ウ
マ
を
克
服
す
る
、
あ
る
種
の
自
己
治
療
的
な
手
段
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、「
姉
妹
た
ち
」

が
一
人
称
の
回
想
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
死
者
た
ち
」
は
あ
く
ま
で
三
人
称
で
書
か
れ
て
お
り
、
ゲ
イ
ブ
リ

エ
ル
が
こ
の
夜
の
出
来
事
を
未
来
の
あ
る
時
点
で
ど
の
よ
う
に
回
顧
す
る
か
ど
う
か
は
、
読
者
の
想
像
の

域
を
出
な
い
（
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
点
で
は
「
痛
ま
し
い
事
件
」
と
同
様
で
あ
る
）
。
し
か
し
後

に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
ヒ
ン
ト
は
確
実
に
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。 

た
だ
し
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
前
に
、
作
者
は
「
何
か(s

o
m

e
th

in
g
)

」
と
い
う
単
語
を
こ
の
物
語
で

多
用
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
そ
し
て
、
以
下
に
検
討
す
る
四
つ
の
「
何
か
」
は
、
確
か
に
フ
ュ
ア

リ
ー
の
亡
霊
を
暗
示
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ジ
ョ
イ
ス
は
本
作
に
お
い
て
た
だ
一
度
だ
け

“g
h

o
s
tly

”

と
い
う
単
語
を
使
っ
て
い
る
が
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
こ
の
「
何
か
」
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
そ
こ
に
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
再
生
の
契
機
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

「
何
か
」
と
し
て
の
亡
霊 

 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
「
死
者
た
ち
」
に
お
い
て
、
フ
ュ
ア
リ
ー
の
亡
霊
は
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
形
象
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
テ
ク
ス
ト
の
構
成
的
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
に

差
し
込
む
ガ
ス
灯
の
光
や
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
恐
怖
と
共
に
感
じ
た
「
何
か
得
体
の
知
れ
ぬ
復
讐
心
を
抱
い

た
存
在
」
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
告
白
の
中
で
グ
レ
タ
は
「
今
で
も
彼
の
目
が
私
に

は
見
え
る
わ
！(I ca

n
 se

e
 h

is
 e

y
e
s
 a

s
 w

e
ll a

s w
e
ll!)

」(D
 1

5
3
6

-3
7

)

と
い
わ
ゆ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
英

語(H
ib

e
rn

o
-E

n
g
lis

h
)

で
叫
ぶ
が
、
実
際
に
彼
女
が
初
恋
相
手
の
亡
霊
の
姿
を
目
に
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
ガ
ス
灯
の
光
を
「
亡
霊
の
よ
う
な
青
白
い
光
」
と
捉
え
た
の
は
あ
く
ま
で
も
テ
ク
ス
ト
の
語
り
で
あ

り
、
読
者
は
そ
れ
に
導
か
れ
て
、
彼
女
の
記
憶
の
中
か
ら
フ
ュ
ア
リ
ー
と
い
う
亡
霊
が
蘇
っ
て
い
る
こ
と
を

知
る
。「
オ
ー
ク
リ
ム
の
乙
女
」
と
い
う
唄
に
よ
っ
て
、
予
期
せ
ぬ
形
で
突
然
呼
び
覚
ま
さ
れ
た(e

v
o
k

e
d
)

が
故
に
、
ト
ラ
ウ
マ
と
い
う
主
題
は
よ
り
明
示
的
に
前
景
化
す
る
の
で
あ
り
、
最
初
に
グ
レ
タ
か
ら
告
白
を

受
け
た
と
き
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
を
襲
っ
た
の
が
「
漠
た
る
ひ
と
つ
恐
怖(a

 v
a

g
u

e
 te

rro
r)

」
で
あ
り
、
そ

れ
が
「
漠
た
る
世
界
で(in

 a
 v

a
g
u

e
 w

o
rld

)

」
彼
に
抵
抗
す
る
「
何
か
得
体
の
知
れ
ぬ
復
讐
心
を
抱
い
た

存
在
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
は
、
彼
の
経
験
が
大
変
衝
撃
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
一
方
で
、

ジ
ョ
イ
ス
は

v
a

g
u

e

やs
o
m

e

な
ど
曖
昧
さ
を
示
す
単
語
を
意
識
的
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
曖
昧
さ
は
亡

霊
の
触
知
不
可
能
性
と
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

作
中
に“so

m
e
th

in
g
”

と
い
う
単
語
は
全
部
で
十
四
回
登
場
す
る
が
、
中
で
も
以
下
の
四
つ
は
極
め
て
象

徴
的
で
あ
る
。
以
下
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
第
一
は
、
パ
ー
テ
ィ
終
了
後
の
階
段
の
踊
り
場
で
の
場
面
だ
―

―
「
彼
女
は
手
す
り
に
も
た
れ
か
か
り
、
何
か
に
耳
を
傾
け
て
い
た(S

h
e
 w

a
s
 le

a
n

in
g
 o

n
 th

e
 b

a
n

iste
rs

, 

lis
te

n
in

g
 to

 so
m

e
th

in
g
)

」(D
 1

1
4
3

-4
4

)

。
重
要
な
の
は
、
こ
の
場
面
で
妻
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
い
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た
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
、
彼
自
身
も
ま
た
「
耳
を
澄
ま
せ
る
」
も
の
の
、
そ
れ
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
読
者
は
こ
れ
が
後
に
ダ
ー
シ
ー
の
歌
う
「
オ
ー
ク
リ
ム
の
乙
女
」
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
本

章
が
論
じ
た
三
作
品
に
は
、
暗
闇
の
中
で
耳
を
澄
ま
せ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る7

3

。 

 

こ
の
階
段
の
場
面
で
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
妻
の
美
貌
に
改
め
て
心
打
た
れ
る
が
、
こ
こ
に
第
二
の
「
何
か
」

が
あ
る
―
―
「
ま
る
で
何
か
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
彼
女
の
態
度
に
は
優
美
さ
と
神
秘
さ
が
あ

っ
た(T

h
e
re

 w
a
s g

ra
ce

 a
n

d
 m

y
s
te

ry
 in

 h
e
r a

ttitu
d
e
 a

s if s
h

e
 w

e
re

 a
 s

y
m

b
o
l o

f so
m

e
th

in
g

)

」

と
感
じ
る(D

 1
1
5
0

-5
2

)
。
そ
し
て
彼
は
自
ら
を
画
家
に
擬
え
て
、
彼
女
の
姿
を
画
布
に
描
く
こ
と
を
空
想

し
、「
遠
い
音
楽(D

ista
n

t M
u

sic)
」
と
名
づ
け
る
。
先
に
論
じ
た
よ
う
に
こ
の
「
距
離
」
は
、
大
変
皮
肉

な
こ
と
に
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
と
グ
レ
タ
の
間
に
あ
る
時
間
的
か
つ
空
間
的
隔
た
り
―
―
し
か
も
こ
の
場
面
で

妻
は
夫
の
す
ぐ
目
の
前
に
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
―
―
を
予
言
的
に
暗
示
し
て
い
た
わ
け
だ
。 

 

三
番
目
の
「
何
か
」
は
、
モ
ー
カ
ン
邸
を
出
て
か
ら
す
ぐ
の
場
面
だ
。
「
彼
女
は
と
て
も
か
弱
く
見
え
た

の
で
、
彼
は
何
か
か
ら
彼
女
を
守
り
た
い
、
そ
し
て
ふ
た
り
き
り
に
な
り
た
い
と
思
っ
た(S

h
e
 se

e
m

e
d

 to
 

h
im

 so
 fra

il th
a
t h

e
 lo

n
g
e
d

 to
 d

e
fe

n
d

 h
e
r a

g
a
in

s
t s

o
m

e
th

in
g
 a

n
d

 th
e
n

 to
 b

e
 a

lo
n

e
 w

ith
 

h
e
r) (D

 1
2
6
2

-6
3
)

と
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
四
つ
目
と
し
て
、
ホ
テ
ル
の
一
室
で
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
困

惑
し
な
が
ら
、「
ど
う
し
て
彼
女
は
こ
ん
な
に
上
の
空
な
ん
だ
ろ
う
？ 

…
…
彼
女
も
ま
た
何
か
に
戸
惑
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

(W
h

y
 d

id
 s

h
e
 s

e
e
m

 so
 a

b
s
tra

cte
d

? . . . W
a

s s
h

e
 a

n
n

o
y
e
d

, to
o
, a

b
o
u

t 

s
o
m

e
th

in
g
?)

」(D
 1

3
8
9
-9

1
)

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
三
番
目
と
四
番
目
の
「
何
か
」
は
、
ま
さ
に
記
憶
に

取
り
憑
く
フ
ュ
ア
リ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
フ
ュ
ア
リ
ー
と
の
思
い
出
に
心
を
惑
わ
さ
れ
て
い
る
グ
レ
タ
を

ど
れ
ほ
ど
彼
が
強
く
「
守
り
た
い
」
と
望
も
う
と
も
、
過
去
に
起
き
た
こ
と
に
対
し
て
は
為
す
術
が
な
い
。

故
に
、
彼
が
妻
の
告
白
の
途
中
で
「［
亡
霊
の
よ
う
な
青
白
い
］
光
に
対
し
て
本
能
的
に
ま
す
ま
す
背
を
向

け
る(In

s
tin

ctiv
e
ly

 h
e
 tu

rn
e
d

 h
is b

a
ck

 m
o
re

 to
 th

e
 [g

h
o
s
tly

] lig
h

t)

」
の
は
、
テ
ク
ス
ト
に
あ
る

よ
う
に
「
額
に
燃
え
る
羞
恥
心
を
彼
女
に
見
ら
れ
た
く
な
か
っ
た(le

st s
h

e
 m

ig
h

t se
e
 th

e
 s

h
a

m
e
 th

a
t 

b
u

rn
e
d
 u

p
o
n

 h
is

 fo
re

h
e
a

d
)

」
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
漠
た
る
触
知
不
可
能
な
過
去
の
亡

霊
と
対
峙
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
彼
の
行
為
は
、
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
＝
西
と
い
う
象
徴
性
が

示
す
よ
う
に
、
彼
自
身
の
自
国
に
対
す
る
逃
避
癖
と
響
き
合
っ
て
い
る7

4

。
同
時
に
、
背
を
向
け
る
と
い
う

こ
と
は
、
彼
が
亡
霊
の
存
在
に
、
意
識
的
で
は
な
く
、
無
意
識
的
／
「
本
能
的
」
に
気
付
き
始
め
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。 

                                        

        

 
7
3 

興
味
深
い
の
は
、「
姉
妹
た
ち
」
の
少
年
は
「
耳
を
澄
ま
す
」
こ
と
で
神
父
の
狂
気
と
い
う
真
実
を
知

っ
た
の
に
対
し
、
ダ
フ
ィ
ー
と
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
耳
を
澄
ま
す
も
の
の
、
そ
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
対
照
性
だ
。
こ
こ
に
は
子
ど
も
と
大
人
と
い
う
二
項
対
立
、
精
神
的
麻
痺
を
引
き
起
こ
す
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
の
距
離
の
問
題
が
あ
る
。 

7
4 

吉
川
信
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
の
隆
盛
に
よ
っ
て
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
を
や
や
早
急
に

糾
弾
す
る
時
代
―
―
「
ゲ
イ
ブ
叩
き(G

a
b
e
b
a
s
h

in
g
)

」
―
―
を
経
て
、
「
近
年
の
批
判
は
…
…
も
っ
ぱ
ら

［
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
］
の
ウ
ェ
ス
ト
・
ブ
リ
ト
ン
性
に
向
け
ら
れ
る
。
［
九
〇
年
代
の
ジ
ョ
イ
ス
批
評
に
よ
っ

て
］「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
＝
ジ
ョ
イ
ス
」
が
明
確
な
輪
郭
を
持
ち
始
め
た
ゆ
え
、
そ
し
て

何
よ
り
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
自
体
が
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
語
ら
れ
始
め
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
」（［
二
〇
一
六b

］

三
九
三
―
九
四
）
。 
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「
死
者
た
ち
」
の
最
終
部
は
、
非
常
に
象
徴
的
で
曖
昧
で
あ
り
、
そ
の
解
釈
は
批
評
家
に
よ
っ
て
様
々
で

あ
る
。
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ(D

a
n

ie
l S

ch
w

a
rz

)

は
、
こ
の
箇
所
に
関
す
る
批
評
史
を
簡
潔
に
ま
と

め
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
意
見
が
分
か
れ
る
の
は
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
不
毛
な
麻
痺
し
た
ダ
ブ
リ
ン

か
ら
逃
れ
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
自
ら
の
自
己
愛
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
の
中
に
留
ま
る
の
か
、
の
二

つ
で
あ
る(T

h
e
 d

e
b
a
te

 is w
h

e
th

e
r G

a
b

rie
l ca

n
 e

sca
p
e
 th

e
 s

te
rile

 a
n

d
 p

a
ra

ly
z
e
d

 w
o
rld

 o
f 

D
u

b
lin

 o
r w

h
e
th

e
r h

e
 re

m
a
in

s
 lo

ck
e
d

 in
 h

is
 n

a
rcissistic p

riz
e
)

」
と
言
う([1

9
9
4
] 7

7
)

。
本
研

究
は
グ
レ
タ
が
過
去
に
遭
遇
し
た
恋
人
の
死
と
い
う
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
が
、
こ
の
夜
亡
霊
よ
う
に
回
帰

し
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
も
ま
た
取
り
憑
い
た
と
考
え
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
象
徴
的
な
意
味
に
お
い
て
、
ゲ
イ

ブ
リ
エ
ル
は
死
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
そ
の
最
終
段
落
を
改
め
て
見
て
み
よ
う
。 

 

何
度
か
ガ
ラ
ス
を
軽
く
叩
く
音
が
し
て
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
窓
の
方
を
向
い
た
。
再
び
雪
が
降
り
始
め

て
い
た
。
眠
気
を
感
じ
な
が
ら
、
暗
い
銀
色
を
し
た
雪
片
が
ガ
ス
灯
の
明
か
り
を
背
に
し
て
斜
め
に
降
る

の
を
彼
は
見
た
。
自
分
も
西
へ
と
旅
立
つ
と
き
が
来
た
の
だ
。
そ
う
、
新
聞
は
正
し
か
っ
た
。
雪
は
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
全
土
を
覆
っ
て
い
る
。
暗
い
中
央
部
の
平
原
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
も
、
木
の
生
え
て
い
な
い
丘

に
も
、
雪
は
降
っ
て
い
る
。
ア
レ
ン
の
湿
地
に
も
そ
っ
と
、
さ
ら
に
西
部
の
、
暗
く
荒
れ
た
シ
ャ
ノ
ン
川

に
も
そ
っ
と
雪
は
降
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
丘
の
上
の
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ュ
ア
リ
ー
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る

侘
び
し
い
墓
地
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
も
雪
は
降
っ
て
い
る
。
曲
が
っ
た
十
字
架
や
墓
石
に
も
、
小
さ
な
門

の
尖
っ
た
杭
に
も
、
痩
せ
た
土
地
に
咲
く
茨
に
も
、
雪
は
分
厚
く
降
り
積
も
っ
て
い
る
。
雪
が
ひ
そ
や
か

に
降
る
に
つ
れ
て
、
彼
の
魂
は
お
も
む
ろ
に
意
識
を
失
い
、
ま
た
雪
は
、
ひ
そ
や
か
に
宇
宙
を
舞
い
降
り
、

ま
る
で
最
後
の
時
の
到
来
の
よ
う
に
降
り
続
い
て
い
た
、
す
べ
て
の
生
け
る
者
た
ち
と
す
べ
て
の
死
せ

る
者
た
ち
の
上
に
。 

A
 fe

w
 lig

h
t ta

p
s u

p
o
n

 th
e
 p

a
n

e
 m

a
d
e
 h

im
 tu

rn
 to

 th
e
 w

in
d

o
w

. It h
a

d
 b

e
g
u

n
 to

 s
n

o
w

 

a
g
a
in

. H
e
 w

a
tch

e
d

 sle
e
p

ily
 th

e
 fla

k
e
s
, s

ilv
e
r a

n
d

 d
a
rk

, fa
llin

g
 o

b
liq

u
e
ly

 a
g
a

in
s
t th

e
 

la
m

p
lig

h
t. T

h
e
 tim

e
 h

a
d
 co

m
e
 fo

r h
im

 to
 se

t o
u

t o
n

 h
is jo

u
rn

e
y
 w

e
stw

a
rd

. Y
e
s
, th

e
 

n
e
w

s
p

a
p
e
rs w

e
re

 rig
h

t: s
n

o
w

 w
a
s
 g

e
n

e
ra

l a
ll o

v
e
r Ire

la
n

d
. It w

a
s fa

llin
g
 o

n
 e

v
e
ry

 p
a
rt 

o
f th

e
 d

a
rk

 ce
n

tra
l p

la
in

, o
n

 th
e
 tre

e
le

ss
 h

ills, fa
llin

g
 s

o
ftly

 u
p

o
n

 th
e
 B

o
g
 o

f A
lle

n
 a

n
d

, 

fa
rth

e
r w

e
s
tw

a
rd

, s
o
ftly

 fa
llin

g
 in

to
 th

e
 d

a
rk

 m
u

tin
o
u

s
 S

h
a

n
n

o
n

 w
a

v
e
s
. It w

a
s
 fa

llin
g
, 

to
o
, u

p
o
n

 e
v
e
ry

 p
a
rt o

f th
e
 lo

n
e
ly

 ch
u

rch
y
a

rd
 o

n
 th

e
 h

ill w
h

e
re

 M
ich

a
e
l F

u
re

y
 la

y
 

b
u

rie
d

. It la
y
 th

ick
ly

 d
rifte

d
 o

n
 th

e
 cro

o
k

e
d

 cro
sse

s a
n

d
 h

e
a

d
sto

n
e
s
, o

n
 th

e
 s

p
e
a

rs o
f 

th
e
 little

 g
a

te
, o

n
 th

e
 b

a
rre

n
 th

o
rn

s
. H

is so
u

l s
w

o
o
n

e
d
 s

lo
w

ly
 a

s
 h

e
 h

e
a
rd

 th
e
 s

n
o
w

 

fa
llin

g
 fa

in
tly

 th
ro

u
g
h

 th
e
 u

n
iv

e
rse

 a
n

d
 fa

in
tly

 fa
llin

g
, lik

e
 th

e
 d

e
sce

n
t o

f th
e
ir la

s
t 

e
n

d
, u

p
o
n

 a
ll th

e
 liv

in
g
 a

n
d

 th
e
 d

e
a

d
. (D

 1
6
0

1
-1

5
) 

 

雪
が
再
び
降
り
始
め
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
シ
ー
ン
は
始
ま
る
が
、
多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
何
か
」
が
窓
を
叩
く
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
以
下
の
グ
レ
タ
の
思
い
出
の
反
復
で
あ
る
。
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
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を
離
れ
る
前
日
の
夜
、
グ
レ
タ
は
フ
ュ
ア
リ
ー
に
よ
っ
て
投
げ
ら
れ
た
砂
利
に
よ
っ
て
外
に
注
意
を
向
け

る
（
「
窓
に
砂
利
が
投
げ
ら
れ
る
の
が
聞
こ
え
た
の(I h

e
a

rd
 g

ra
v
e
l th

ro
w

n
 u

p
 a

g
a

in
st th

e
 w

in
d

o
w

.)

」

(D
 1

5
2
9

-3
0
)

）。
言
う
な
れ
ば
、
亡
霊
は
二
度
窓
を
叩
く
。
か
つ
て
は
グ
レ
タ
に
、
そ
し
て
今
宵
は
ゲ
イ
ブ

リ
エ
ル
に
、
外
を
見
る
よ
う
に
誘
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
亡
霊
の
定
義
に
「
様
態
の
変
化

(ch
a

n
g
e
 o

f m
a

n
n

e
rs)

」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
そ
う
。
ガ
ス
灯
か
ら
姿
を
変
え
た
フ
ュ

ア
リ
ー
の
亡
霊
は
、
今
度
は
雪
と
い
う
姿
に
変
わ
っ
て
や
っ
て
来
て
い
る
わ
け
だ
が
、
水
が
気
体
、
液
体
、

固
体
と
変
化
す
る
よ
う
に
、
フ
ュ
ア
リ
ー
の
亡
霊
は
確
か
に
死
ん
で
お
り
、
不
在
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は

真
の
意
味
で
触
知
不
可
能
な
の
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
先
に
「
何
か
」
と
い
う
曖
昧
な
表
現
の
意
義
を

確
認
し
た
よ
う
に
、「
触
知
不
可
能
」
な
も
の
に
亡
霊
の
存
在
を
感
知
で
き
る
か
否
か
―
―
こ
こ
に
ゲ
イ
ブ

リ
エ
ル
と
ジ
ョ
イ
ス
の
差
が
あ
る
の
だ
。 

 

最
後
に
、
少
し
前
に
提
起
し
た
問
い
―
―
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
象
徴
的
死
―
―
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た

い
。
本
章
で
一
貫
し
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
の
作
品
は
開
か
れ
た
作
品
、
脱
構
築
の
用
語
で
言

え
ば
「
決
定
不
可
能
性
」
を
常
に
孕
ん
で
い
る
。
故
に
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
と
っ
て
こ
の
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験

は
、
妻
の
他
者
性
に
気
付
く
機
会
で
あ
っ
た
と
読
み
取
る
か
否
か
は
読
者
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
多
く
の
批
評
家
が
、「
歓
待(h

o
sp

ita
b
ility

)
」
と
並
ん
で
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
「
麻
痺
」

か
ら
逃
れ
ら
れ
る
と
考
え
た
「
寛
大(g

e
n

e
ro

sity
)

」
と
い
う
言
葉
に
目
を
向
け
よ
う
。
本
研
究
は
こ
の
語

に
も
、
ど
の
よ
う
に
も
読
み
得
る
と
い
う
「
決
定
不
可
能
性
」
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

寛
大
と
歓
待 

以
下
の
引
用
部
は
、
先
に
引
用
し
た
「
死
者
た
ち
」
の
最
終
段
落
直
前
に
置
か
れ
て
い
る
。 

 

寛
容
の
と
め
ど
な
い
涙

、
、
、
、
、
、
、
、
、
が
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
目
に
溢
れ
た
。
ど
ん
な
女
性
に
も
こ
ん
な
ふ
う
に
想
い

を
抱
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
が
愛
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
る
。
ま
す

ま
す
彼
の
目
に
は
涙
が
溢
れ
て
、
薄
暗
く
な
っ
た
視
界
の
隙
間
か
ら
、
水
が
滴
る
木
の
下
に
立
つ
若
い
男

の
姿
が
彼
に
は
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
他
の
人
々
の
姿
も
近
く
に
見
え
る
。
彼
の
魂
は
死
者
た
ち
の

、
、
、
、
、

巨
大
な
群
れ

、
、
、
、
、
が
住
む
場
所
へ
と
近
づ
い
て
い
っ
た
。
は
っ
き
り
と
そ
の
姿
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
死
者
た
ち
の
気
ま
ぐ
れ
で
揺
ら
め
く
存
在
を
意
識
す
る
こ
と
は
で
き
た
。 

G
e
n

e
ro

u
s
 te

a
rs

 fille
d
 G

a
b
rie

l’s
 e

y
e
s. H

e
 h

a
d

 n
e
v
e
r fe

lt lik
e
 th

a
t h

im
se

lf to
w

a
rd

s
 a

n
y
 

w
o
m

a
n

, b
u

t h
e
 k

n
e
w

 th
a

t s
u

ch
 a

 fe
e
lin

g
 m

u
s
t b

e
 lo

v
e
. T

h
e
 te

a
rs

 g
a
th

e
re

d
 m

o
re

 th
ick

ly
 

in
 h

is
 e

y
e
s
 a

n
d

 in
 th

e
 p

a
rtia

l d
a
rk

n
e
ss

 h
e
 im

a
g
in

e
d
 h

e
 sa

w
 th

e
 fo

rm
 o

f a
 y

o
u

n
g
 m

a
n

 

s
ta

n
d

in
g
 u

n
d
e
r a

 d
rip

p
in

g
 tre

e
. O

th
e
r
 fo

rm
s
 w

e
re

 n
e
a
r. H

is
 s

o
u

l h
a

d
 a

p
p
ro

a
ch

e
d

 th
a

t 

re
g
io

n
 w

h
e
re

 d
w

e
ll th

e
 v

a
st h

o
sts o

f th
e
 d

e
a

d
. H

e
 w

a
s
 co

n
scio

u
s
 o

f, b
u

t co
u

ld
 n

o
t 

a
p

p
re

h
e
n

d
, th

e
ir w

a
y
w

a
rd

 a
n

d
 flick

e
rin

g
 e

x
is

te
n

ce
. (D

 1
5
9
0

-6
0

0
) 

 

彼
が
涙
に
溢
れ
た
視
界
の
片
隅
に
フ
ュ
ア
リ
ー
の
姿
を
幻
視
す
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
例
え
ば
T
・

S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
は
、「
感
受
性
の
正
統
性
と
伝
統
の
感
覚
、
す
な
わ
ち
「
死
者
の
大
い
な
る
群
れ
住
む
か
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の
境
」
へ
の
近
さ
」
を
ジ
ョ
イ
ス
に
見
出
し
、「
最
も
倫
理
的
に
正
統
」
で
あ
る
と
評
価
す
る
（
四
五
）7

5

。

ま
た
、
ジ
ョ
ン
・
B
・
ヒ
ュ
マ(J

o
h

n
 B

. H
u

m
m

a
)

は
こ
の
涙
を
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
言
う
魂
の
浄
化
、
あ

る
い
は
お
そ
ら
く
神
に
よ
る
清
め(p

u
rg

a
tio

n
, o

r p
e
rh

a
p

s b
a

p
tis

m
)

」(2
0
8

)

で
あ
る
と
分
析
し
て
い

る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
博
愛
精
神
に
基
づ
く
「
寛
大
」
の
意
義
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、“G

e
n

e
ro

u
s
 te

a
rs

”

は
同
時
に
グ
レ
タ
が
述
べ
た
次
の
台
詞
と
も
響
き
合
う
―
―
「
あ
な
た
っ

て
と
て
も
寛
大
な
の
ね
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
」。
彼
女
が
夫
を“g

e
n

e
ro

u
s
”

と
評
す
と
き
、
そ
れ
は
ク
リ
ス
マ

ス
の
時
期
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
友
人
に
お
金
を
貸
し
た
彼
に
対
す
る
「
気
前
の
よ
さ
」
を
指
す
。
だ
が
、

確
か
に
そ
れ
は
優
し
さ
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
早

く
彼
女
に
触
れ
た
い
と
い
う
性
欲
を
抑
圧
す
る
中
で
、
黙
り
込
む
妻
の
気
を
引
こ
う
と
し
て
語
っ
た
些
細

な
話
題
に
す
ぎ
な
い7

6

。
友
人
に
金
を
貸
し
た
話
に
関
連
し
て
、
む
し
ろ
読
者
が
デ
ジ
ャ
ヴ
ュ
の
よ
う
に
想

起
す
る
の
は
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
女
中
の
リ
リ
ー
に
、
同
じ
く
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
で
あ
る
と
い
う
理
由
か

ら
、
お
金
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
だ(“C

h
ristm

a
s
-tim

e
! C

h
ris

tm
a

s-tim
e
!”)(D

 1
1
4

)

。
ト
レ
ヴ
ァ

ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ(T

re
v
o
r W

illia
m

s
)

が
述
べ
る
よ
う
に(9

1
-9

6
)

、
こ
こ
で
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
経
済
的

優
位
性
に
よ
る
家
父
長
的
な
傲
岸
さ
を
見
て
取
る
こ
と
は
容
易
い
。
し
か
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
家
父
長
制

や
支
配
者
階
級
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
、
作
品
を
切
り
分
け
す
ぎ
て
い
る
感
が
あ
る
。
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は

一
方
で
は
事
実
「
寛
大
」
な
の
で
あ
る
。
物
語
の
前
半
か
ら
察
す
る
に
、
グ
レ
タ
も
夫
婦
生
活
に
不
満
を
持

っ
て
い
る
よ
う
に
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
尚
、
読
者
に
は
物
語
の
端
々
か
ら
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル

の
う
ぬ
ぼ
れ
と
傲
岸
さ
が
見
て
取
れ
る
の
だ
。 

こ
れ
ま
で
の
ジ
ョ
イ
ス
研
究
に
お
い
て
例
外
的
に
「
寛
大
さ(G

e
n

e
ro

s
ity

)

」
に
は
っ
き
り
と
否
定
的
意

義
を
読
み
取
っ
て
い
る
批
評
家
は
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ペ
コ
ラ(V

in
ce

n
t P

e
co

ra
)

で
あ
る
。
彼
は
「
死
者

た
ち
」
の
最
終
段
落
で
見
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
「
す
な
わ
ち
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
自
ら

の
中
に
再
生
産
す
る
の
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ュ
ア
リ
ー
に
つ
い
て
の
彼
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
同
じ
く
、
自
身
の

文
化
に
お
け
る
英
雄
的
行
為
、
寛
大
、
自
己
認
識
、
精
神
的
超
越
性
と
い
っ
た
最
も
根
源
的
な
構
造
、
す
な

わ
ち
キ
リ
ス
ト
の
物
語
で
あ
る(T

h
a
t is

, G
a

b
rie

l h
a
s
 re

p
ro

d
u

ce
d
 in

 h
im

se
lf, lik

e
 h

is v
is

io
n

 o
f 

M
ich

a
e
l F

u
re

y, th
e
 m

o
s
t fu

n
d
a

m
e
n

ta
l stru

ctu
rin

g
 d

e
v
ice

 fo
r h

e
ro

is
m

, g
e
n

e
ro

s
ity, s

e
lf-

k
n

o
w

le
d

g
e
, a

n
d

 s
p

iritu
a
l tra

n
sce

n
d
e
n

ce
 in

 h
is cu

ltu
re

: th
e
 s

to
ry

 o
f C

h
rist)

」([1
9

8
6
] 2

4
3

)

と
述
べ
、
ジ
ョ
イ
ス
は
ニ
ー
チ
ェ
と
同
様
（
『
善
悪
の
彼
岸
』
）
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
無
私
の
精
神

                                        

        

 
7
5 

こ
こ
で
エ
リ
オ
ッ
ト
の
評
価
を
持
ち
出
す
の
は
や
や
不
公
平
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
が
こ
こ
で

ジ
ョ
イ
ス
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
他
人
の
中
に
他
者
性
を
認
め
ず
に
愛
と
い
う
合
一
を
ナ
イ
ー
ヴ
に
志
向

す
る
ロ
レ
ン
ス
を
「
ほ
と
ん
ど
完
全
な
異
端
の
見
本
で
あ
る
」
と
批
判
す
る
た
め
だ
か
ら
で
あ
る
（
四
五
）。

さ
ら
に
小
論
「
異
神
を
追
い
て
」
は
エ
リ
オ
ッ
ト
が
全
集
に
収
録
を
す
る
こ
と
を
拒
み
、
再
版
を
一
切
認
め

な
か
っ
た
言
わ
ば
問
題
作
で
あ
る
。
勿
論
、
本
論
は
そ
の
鋭
い
洞
察
に
強
く
示
唆
を
受
け
て
い
る
が
、「『
ユ

リ
シ
ー
ズ
』
・
秩
序
・
神
話
」
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
エ
リ
オ
ッ
ト
は
自
己
の
主
張
の
方
へ
と
ジ
ョ

イ
ス
を
強
引
に
引
き
付
け
過
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
か
ら
エ
リ
オ

ッ
ト
の
『
荒
地
』
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
例
え
ばM

cIn
tire

を
参
照
の
こ
と
。 

7
6 

し
か
も
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
貸
し
た
の
は
「
ソ
ヴ
リ
ン
金
貨(so

v
e
re

ig
n

)

」
で
あ
る
と
い
う
点
に
ジ
ョ
イ

ス
の
皮
肉
が
あ
る(D

 1
3

8
5
)

。
こ
の
語
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
君
主
」
「
支
配
者
」
と
い
う
ゲ
イ
ブ
リ
エ

ル
の
無
意
識
的
優
越
感
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
対
す
る
英
国
の
支
配
性
を
暗
示
す
る
か
ら
だ
。 
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(se
lfle

ss
n

e
ss

)

に
も
批
判
の
目
を
向
け
て
い
た
と
考
察
す
る
。
あ
る
意
味
で
こ
れ
は
、
先
述
の
エ
リ
オ
ッ
ト

や
ヒ
ュ
マ
と
は
対
極
に
位
置
す
る
読
解
で
あ
る7

7

。 
ペ
コ
ラ
は
参
照
し
て
い
な
い
も
の
のO

E
D

に
よ
れ
ば
、g

e
n

e
ro

u
s

は
ギ
リ
シ
ャ
語
のg

e
n

e
ro

s
u

s

を

語
源
と
し
て
「
貴
族
の
生
ま
れ(n

o
b

ly
 b

o
rn

, h
ig

h
-b

o
rn

)

」
や
「
優
越
感
を
持
っ
た(s

u
p
e
rio

r)

」
と
い
う

意
味
を
含
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
「
寛
大
さ
」
が
可
能
な
の
は
、
相
手
に
対
す
る
優
位
性
が
存
在
す
る
と
き

に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
条
件
がg

e
n

e
ro

u
s

に
含
意
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
リ
リ
ー
が
「
近
ご
ろ
の

男
な
ん
て
口
先
ば
っ
か
し
。
女
か
ら
頂
け
る
も
の
は
何
で
も
取
ろ
う
っ
て
魂
胆
で
す
も
の(T

h
e
 m

e
n

 th
a

t 

is
 n

o
w

 is
 o

n
ly

 a
ll p

a
la

v
e
r a

n
d

 w
h

a
t th

e
y
 ca

n
 g

e
t o

u
t o

f y
o
u

)

」(D
 9

3
-9

4
)

と
言
い
放
ち
、
男
と

女
の
社
会
階
級
的
な
不
均
衡
に
つ
い
て
不
満
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
「
寛
大
」
で
あ
る

の
は
、
経
済
的
な
成
功
を
背
景
と
し
た
金
銭
的
余
裕
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
グ
レ
タ
が
フ
ュ
ア
リ
ー
の
話

を
始
め
た
と
き
に
も
、
「
彼
は
何
を
し
て
い
た
ん
だ
い
？
」
と
「
皮
肉
な
調
子
で
」
尋
ね
る
こ
と
で
、
自
ら

が
大
学
教
師
と
い
う
知
的
水
準
の
高
い
職
を
得
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
グ
レ
タ
が
西
部
の

「
田
舎
の
お
転
婆
娘(co

u
n

ty
 cu

te
)

」(D
 3

8
8
)

で
あ
る
と
い
う
理
由
で
実
の
母
に
結
婚
を
反
対
さ
れ
た
こ

と
を
根
に
持
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
自
身
の
「
位
の
高
さ
」
に
過
度
な
自
負
心
を
持

っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
。
あ
る
意
味
で
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
は
一
種
の
「
貴
族
意
識
」
が
あ

り
、
そ
れ
は
物
語
に
一
貫
し
て
見
受
け
ら
れ
、
最
後
の
最
後
に
彼
が
死
者
に
想
い
を
馳
せ
る
と
き
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
欠
片
は
小
さ
な
棘
の
ご
と
く
刺
さ
っ
て
い
る
。
ジ
ョ
イ
ス
がa

n
ti-clim

a
x

の
作
家
で
あ
り
、
多

く
の
テ
ク
ス
ト
を
決
定
不
可
能
な
ま
ま(o

p
e
n

-e
n

d
)

提
示
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
傾
向
を
想
起
す
れ
ば
、
非
常

に
意
地
悪
な
彼
の
批
判
精
神
は
こ
こ
で
も
生
き
て
い
る
と
言
え
る
は
ず
だ7

8

。 

                                        

        

 
7
7 

事
実
ペ
コ
ラ
の
こ
の
読
解
は
、
ジ
ョ
イ
ス
研
究
者
の
間
で
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
。
ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
ル
・

リ
ケ
ル
ム(J

o
h

n
 P

a
u

l R
iq

u
e
lm

e
)

は
複
数
の
辞
書
を
参
照
し
、g

e
n

e
ro

u
s

に
対
立
す
る
意
味
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
（「
貴
族
的
」「
気
高
い
」
も
し
く
は
「
気
前
の
い
い
」「
親
切
な
」「
歓
待
的
な
」）
、
脱
構
築
的

な
非
決
定
性
に
言
及
す
る
―
―
「
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
心
の
状
態
と
彼
の
涙
の
量
の
両
方
に
言
及
す
る
こ
と

で
、[“g

e
n

e
ro

u
s
 te

a
rs

”

と
い
う
言
葉
の]

属
性
を
決
定
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る(T

h
e
 d

u
a

l 

re
fe

re
n

ce
, to

 th
e
 sta

te
 o

f G
a

b
rie

l’s
 fe

e
lin

g
s a

n
d

 to
 th

e
 s

iz
e
 o

f h
is

 te
a
rs, m

a
k

e
s
 d

e
te

rm
in

a
te

 

a
ttrib

u
tio

n
 d

ifficu
lt)

」([1
9

9
8
] 1

3
7

)

。
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
チ
ェ
ン(V

in
ce

n
t C

h
e
n

g
)

も
ま
た
ペ
コ
ラ

に
反
論
し
、g

e
n

e
ro

u
s

に
「
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
打
ち
壊
し
、
個
人
の
社
会
的
地
位
の
形
成
を
無
効
化
し
う

る
よ
う
な
社
会
主
義
的
に
望
ま
し
い
も
の(a

 d
e
sira

b
le

, s
o
cia

listic b
re

a
k

in
g
-d

o
w

n
 o

f h
ie

ra
rch

y
 

a
n

d
 in

d
iv

id
u

a
lis

tic sta
tu

s
-fo

rm
a

tio
n

)

」
と
す
る 

([1
9
9
5
] 3

0
8

)

。
事
実
、
ペ
コ
ラ
自
身
、
二
〇
一
二

年
の
論
考
で
は
主
人
公
に
対
し
て
（「
死
者
た
ち
」
執
筆
前
の
ジ
ョ
イ
ス
の
手
紙
の
文
言
を
引
用
し
て
）「
必

要
以
上
に
厳
し
か
っ
た(u

n
n

e
ce

s
sa

rily
 h

a
rs

h
)

」
の
で
は
な
い
か
と
振
り
返
り
、
「
額
面
通
り
に
ゲ
イ
ブ

リ
エ
ル
の
涙
を
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
」
と
し
て
い
る(“th

e
 w

o
rd

 g
e
n

e
ro

u
s
 a

s a
p

p
lie

d
 to

 G
a
b
rie

l’s 

te
a
rs

 co
u

ld
 b

e
 ta

k
e
n

 a
t fa

ce
 v

a
lu

e
, o

r p
e
rh

a
p

s sim
p
ly

 a
s m

e
a

n
in

g
 ‘co

p
io

u
s’”)([2

0
1
2
] 3

4
8

-

5
9

)

。
し
か
し
、
以
上
の
先
行
研
究
で
は
参
照
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ペ
コ
ラ
に
先
立
っ
て
八
十
年
代
初
頭
に

ジ
ャ
ン
＝
ミ
シ
ェ
ル
・
ラ
バ
テ(J

e
a

n
-M

ich
e
l R

a
b

a
té

)

は
、
次
の
よ
う
に
断
定
し
て
い
る
―
―
「［
ゲ
イ

ブ
リ
エ
ル
の
］
後
悔
の
涙
は
、
ち
び
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
彼
の
身
勝
手
さ
を
示
す
に
過
ぎ

な
い([G

a
b

rie
l’s] te

a
rs

 o
f re

m
o
rse

, sim
ila

r to
 th

o
se

 o
f L

ittle
 C

h
a

n
d

le
r, b

e
tra

y
 o

n
ly

 h
is

 s
e
lf-

in
d

u
lg

e
n

ce
)

」([1
9
8
2

] 6
7

)

。
こ
の
批
評
史
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
吉
川
信
も
指
摘
し
て
い
る
の
で
参
照

の
こ
と
（［
二
〇
一
六b

］
三
七
五
―
七
九
、
三
九
三
―
九
四
）
。 

7
8 

作
者
が“g

e
n

e
ro

u
s
”

の
多
義
性
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
け
る
以
下
の
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「
死
者
た
ち
」
に
お
け
る
亡
霊
フ
ュ
ア
リ
ー
が
、
キ
リ
ス
ト
に
擬
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
精
霊(T

h
e
 

H
o
ly

 G
h

o
st)

」
と
い
う
慣
用
表
現
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
夜
が
顕
現
祭
で
あ
り
、
三
人

の
女
主
人
を
パ
リ
ス
の
三
女
神
に
喩
え
、
三
人
の
女
性
（
リ
リ
ー
、
ア
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
、
グ
レ
タ
）
か
ら
痛
手

を
受
け
る
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
、
自
己
陶
酔
的
に
自
ら
を
も
ま
た
キ
リ
ス
ト
に
擬
え
る
こ
と
で
情
熱
的
な
フ

ュ
ア
リ
ー
に
接
近
し
よ
う
と
し
た
と
す
る
な
ら
ば
（
つ
ま
り
三
は
キ
リ
ス
ト
の
三
位
一
体
を
皮
肉
に
も
暗

示
す
る
）7

9

、
ペ
コ
ラ
が
言
う
よ
う
に
「
彼
の
寛
大
さ
は
現
実
逃
避
を
達
成
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る(h

is
 

g
e
n

e
ro

sity
 h

a
s b

e
co

m
e
 th

e
 a

v
e
n

u
e
 o

f h
is

 e
s
ca

p
e
)

」([1
9
8
6
] 2

4
0

)

。
で
あ
る
と
す
れ
ば
先
の
引
用

で
、「
寛
容
の
と
め
ど
な
い
涙
」
を
流
す
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
確
信
し
た
愛
な
ど
、
自
己
欺
瞞
に
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
魂
は
、
雨
が
降
る
中
、
木
の
下
に
立
つ
フ
ュ
ア
リ
ー
を
越
え
て
、「
死
者

た
ち
の
巨
大
な
群
れ(th

e
 v

a
st h

o
sts o

f th
e
 d

e
a

d
)

」
の
住
む
場
所
へ
、
最
終
的
に
は
「
西
へ
の
旅
」
と

行
き
着
く
の
で
あ
る
。
西
部
は
「
気
ま
ぐ
れ
で
揺
ら
め
く
」
亡
霊
の
よ
う
な
死
者
た
ち
の
住
む
場
所
、
す
な

わ
ち
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
と
っ
て
触
知
不
可
能
な
場
所
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
彼
は
「
寛
大
さ
」
と
い
う
宗
教

的
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
を
携
え
て
そ
の
場
所
へ
と
む
し
ろ
喜
ん
で
飛
び
込
ん
で
ゆ
く
の
だ
。 

「
寛
大
な
止
め
ど
な
い
涙
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
段
落
は
、
次
の
よ
う
に
締
め
括
ら
れ
る
―
―
「
彼
自
身

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
灰
色
の
触
知
で
き
な
い
世
界

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
へ
と
し
ぼ
ん
で
い
っ
た
。
か
つ
て
こ
れ
ら
の
死
者

た
ち
が
築
き
上
げ
、
住
み
着
い
て
い
た
頑
丈
な
世
界
は
、
溶
解
し
て
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た(H
is

 o
w

n
 

id
e
n

tity
 w

a
s
 fa

d
in

g
 o

u
t in

to
 a

 g
re

y
 im

p
a

lp
a

b
le

 w
o
rld

: th
e
 s

o
lid

 w
o
rld

 itse
lf, w

h
ich

 th
e
se

 

d
e
a

d
 h

a
d

 o
n

e
 tim

e
 re

a
re

d
 a

n
d

 liv
e
d
 in

, w
a
s
 d

isso
lv

in
g
 a

n
d

 d
w

in
d
lin

g
)

」(D
 1

5
9

7
-6

0
0
)

。
こ

こ
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
亡
霊
の
定
義
に
あ
っ
た“im

p
a

lp
a
b

le
”

と
い
う
単
語
と
、
（
本
章
第
一
節
で
詳
し
く

論
じ
た
よ
う
に
）『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
全
編
に
亘
っ
て
描
か
れ
て
い
た
「
麻
痺
」
を
示
す
「
灰
色(g

re
y
)

」
の

形
容
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
よ
う
。
彼
の
魂
は
、
フ
ュ
ア
リ
ー
の
い
る
死
者
の
世
界
へ
引
き
込
ま

れ
、
死
者
た
ち
が
か
つ
て
は
生
者
で
あ
っ
た
「
堅
固
な
世
界(th

e
 so

lid
 w

o
rld

)

」
も
ま
た
溶
解
し
て
ゆ
く
。

雪
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
連
さ
せ
れ
ば
、
ま
さ
し
く
雪
が
雨
へ
、「
固
体
」
が
「
液
体
」
へ
と
変
わ
る
よ
う

に
、
彼
の
自
我
は
解
け
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
お
い
て
、
先
の
節
で
引
用
し
た
「
死
者
た
ち
」
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン

へ
と
続
く
の
で
あ
る
。
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
（
生
者
）
、
グ
レ
タ
（
生
け
る
屍(liv

in
g
-d

e
a

d
)

）
、
フ
ュ
ア
リ
ー
（
死

                                        

        

 

描
写
に
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
第
十
挿
話
で
、
愛
人
の
訪
問
に
心
躍
ら
せ
鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
施
し
を
求
め

る
負
傷
兵
に
窓
か
ら
コ
イ
ン
を
投
げ
る
モ
リ
ー
・
ブ
ル
ー
ム
の
腕
は
、“g

e
n

e
ro

u
s
 w

h
ite

 a
rm

” (U
 

1
0

.2
2

2
)

、
そ
し
て“p

lu
m

p
 b

a
re

 g
e
n

e
ro

u
s
 a

rm
” (U

 1
0
.2

5
1
)

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
集
英
社
文
庫
の

決
定
版
訳
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
白
い
腕
が
現
れ
て
気
前
よ
く
」「
む
っ
ち
り
し
た
裸
の
気
前
の
い
い
腕
」（
丸
谷

訳
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
II 

一
一
二
―
一
四
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
悪
意
は
（
恐
ら
く
）
な
い
に
せ
よ
、
余
り

に
不
躾
な
モ
リ
ー
の
行
為
に
は
、
「
気
前
の
い
い
」
と
い
う
肯
定
的
意
味
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
彼
女
の

「
優
越
感
」
が
仄
見
え
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
負
傷
兵
（「
一
本
足
の
水
兵(A

 o
n

e
-le

g
g
e
d

 sa
ilo

r)

」）(U
 

1
0

.2
2

8
)

が
単
な
る
被
害
者
で
な
い
こ
と
も
ま
た
意
味
深
長
だ
。
彼
は
根
っ
か
ら
の
新
英
派
、
す
な
わ
ち
カ

ト
リ
ッ
ク
系
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
を
抑
圧
す
る
者
の
ひ
と
り
な
の
だ(C

h
e
n

g
 [1

9
9
5
] 2

2
6
)

。 
7
9 

そ
れ
故
、
モ
ー
カ
ン
邸
を
出
た
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
一
行
が
最
初
に
向
か
う
の
が
「
ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学

(T
rin

ity
 C

o
lle

g
e
)

」
―
―
一
五
九
二
年
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
に
よ
っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
最
初
に
建
設
さ

れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
子
弟
の
た
め
の
大
学
―
―
で
あ
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い(D

 1
1
2

8
)

。
カ
ト
リ
ッ

ク
で
あ
る
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
と
ジ
ョ
イ
ス
は
こ
の
大
学
の
出
身
者
で
は
な
い
。 



63 

 

者
）
と
い
う
奇
妙
な
三
角
関
係
は
、“g

h
o
stly

 lig
h

t”

の
侵
入
に
よ
っ
て
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
も
ま
た
生
け
る

屍
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

本
論
が
最
終
場
面
に
関
す
る
先
の
疑
問
に
答
え
る
と
き
が
来
た
。
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
、
象
徴
的
に
は
こ
の

ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
も
ま
た
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
と
い
う
麻
痺
か

ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
答
え
は
、
イ
エ
ス
で
あ
り
ノ
ー
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
一

日
に
お
い
て
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
自
己
欺
瞞
的
で
あ
り
精
神
的
に
は
死
ん
だ
も
同
然
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
未

来
の
あ
る
地
点
に
お
い
て
彼
は
「
目
覚
め
る
」
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、（
本
研
究

の
第
三
章
で
論
じ
る
よ
う
に
）『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
い
て
ジ
ョ
イ
ス
が
使
っ
た
構
造
で
も
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
何
者
で
も
な
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
作
家
ジ
ョ
イ
ス
に
な
る
―
―
「
生
成
変
化
」
す
る
―
―
の
は
、
『
ユ

リ
シ
ー
ズ
』
の
一
日
で
あ
る
一
九
〇
四
年
六
月
十
六
日
で
は
な
く
、
未
来
の
あ
る
地
点
で
あ
り
、
ま
た
ブ
ル

ー
ム
が
、
こ
の
日
な
さ
れ
た
妻
の
ボ
イ
ラ
ン
と
の
不
義
を
許
す
の
が
、
未
来
の
あ
る
地
点
で
あ
る
よ
う
に
、

ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が

g
e
n

e
ro

s
ity

に
基
づ
く
愛
で
は
な
く
、
別
の
も
の
に
基
づ
い
た
愛
を
妻
に
向
け
る
日
が

来
る
は
ず
な
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
自
身
の
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、
ジ
ョ
イ
ス
が
自
身
の
手

紙
の
中
で
言
祝
い
だ
「
歓
待
」
で
あ
り
、
一
九
〇
四
年
の
ジ
ョ
イ
ス
と
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
は
気
が
付
か
ず
、

一
九
〇
七
年
の
ジ
ョ
イ
ス
が
意
識
し
て
い
た
も
の
だ
。 

前
節
で
言
及
し
た
ス
タ
ニ
ス
ロ
ー
ス
宛
の
ジ
ョ
イ
ス
の
手
紙
（
一
九
〇
六
年
九
月
二
五
日
）
を
再
度
引
用

し
て
お
こ
う
。 

 

時
々
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
僕
は
必
要
以
上
に
厳
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
え

る
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
僕
は
（
少
な
く
と
も
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
中
で
は
）
ダ
ブ
リ
ン
の
魅
力
を
何
一
つ

生
み
出
し
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
故
郷
を
出
て
か
ら
ず
っ
と
、
パ
リ
は
別
と
し
て
も
、
ど
ん
な
都
市
に

い
て
も
気
持
ち
が
落
ち
着
か
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。
僕
は
ダ
ブ
リ
ン
の
純
真
な
島
国
根
性
と
か
歓
待

の
精
神
を
描
い
て
こ
な
か
っ
た
。
後
者
の
歓
待
と
い
う
「
美
徳
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
僕
が
見
た
限

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の
だ
。 
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0 

                                        

        

 
8
0 

た
だ
し
、
こ
の
手
紙
に
お
け
る
作
者
の
意
図
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
べ
き
か
は
難
し
い
。
エ
ル
マ
ン

の
よ
う
に
ジ
ョ
イ
ス
の
ダ
ブ
リ
ン
と
の
「
和
解
」
を
見
出
す
の
が
批
評
的
定
石
で
は
あ
る
が(J

J
 2

4
3
-5

3
)

、

吉
川
信
は
こ
の
手
紙
の
文
言
に
続
く
「
ひ
ね
く
れ
た
悪
魔
」
に
「
ジ
ョ
イ
ス
の
『
文
学
的
良
心
』」
を
読
み

取
り
、
ウ
ェ
ス
ト
・
ブ
リ
ト
ン
の
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
安
易
に
共
感
す
る
こ
と
は
「
作
者
の
仕
組
ん
だ
罠
に
ま

ん
ま
と
嵌
る
こ
と
と
も
思
え
て
く
る
」
と
指
摘
す
る
（
［
二
〇
一
六b

］
三
七
六
―
七
七
）
。
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ラ
イ
ト(D
a

v
id

 W
rig

h
t)

は
、
ジ
ョ
イ
ス
は
自
分
の
手
紙
が
著
作
と
同
様
に
長
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
予
見
し

て
い
た
は
ず
だ
と
述
べ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
言
う
―
―
「
歓
待
を
褒
め
称
え
る
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
ス
ピ
ー

チ
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
曖
昧
で
両
価
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
過
ぎ
な
い(G

a
b
rie

l’s
 s

p
e
e
ch

 
in
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こ
れ
を
単
な
る
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
と
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
事
実
、
こ
の
手
紙
に
あ
る
「
歓
待
」
／
「
も

て
な
し
」
の
精
神
が
、
他
な
ら
ぬ
ジ
ョ
イ
ス
の
分
身
で
あ
る
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
表
現
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
美
徳
」
を
単
純
に
賛
美
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
の
が
ジ
ョ
イ
ス

で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
「
曖
昧
さ
」
、
あ
る
い
は
愛
憎
半
ば
す
る
「
両
価
性
」
こ
そ
が
、
ジ
ョ
イ
ス
の
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
に
対
す
る
愛
憎
入
り
交
じ
る
屈
折
し
た
想
い
で
あ
る
。
例
え
ば
、
故
国
を
捨
て
て
お
き
な
が
ら
、
小
説

舞
台
を
一
貫
し
て
ダ
ブ
リ
ン
に
設
定
し
続
け
た
、
狂
気
に
も
似
た
彼
の
執
着
を
考
え
て
み
れ
ば
よ
い
。
先
に

本
論
が
雪
の
描
写
に
見
た
よ
う
に
、
肯
定
否
定
の
ど
ち
ら
と
も
付
か
な
い
宙
づ
り
の
状
態
の
ま
ま
に
あ
る

こ
と
、
そ
の
両
価
性
こ
そ
が
死
者
と
生
者
の
中
間
に
あ
る
亡
霊
の
現
れ
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か8

1

。 

で
は
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
ス
ピ
ー
チ
を
見
て
み
よ
う
。 

 

―
年
々
歳
々
わ
た
く
し
が
強
く
感
じ
ま
す
の
は
、
我
々
の
国
に
お
い
て
、
も
て
な
し

、
、
、
、
の
精
神

、
、
、
ほ
ど
大
い
に

誇
り
、
ま
た
熱
意
を
持
っ
て
守
る
べ
き
伝
統
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
わ
た
く
し
の
経
験
に

照
ら
し
ま
し
て
も
（
わ
た
く
し
は
少
な
か
ら
ず
い
く
つ
か
の
海
外
の
国
々
を
訪
れ
ま
し
た
が
）
近
代
国
家

の
中
で
も
二
つ
と
な
い
特
異
な
伝
統
で
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
は
、
も
て
な
し
の
精
神
な
ど
む
し
ろ
欠
点

な
の
で
あ
っ
て
、
自
慢
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
る
人
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
仮
令
そ
う

で
あ
っ
て
も
、
わ
た
く
し
が
思
い
ま
す
に
、
そ
れ
は
気
高
き

、
、
、
欠
点
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
我
々
の
あ

い
だ
で
文
化
的
に
育
て
上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
だ
と
信
じ
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
ひ
と
つ
の
こ
と
を
わ
た

く
し
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ひ
と
つ
の
屋
根
が
、
先
に
申
し
ま
し
た
善
良
な
る
ご
婦
人
方
を
保
護
す

る
限
り
―
―
今
後
も
ず
っ
と
ず
っ
と
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
わ
た
く
し
は
心
の
底
か
ら
願
い
ま
す
が
―
―

真
に
心
温
ま
る
、
思
い
遣
り
に
満
ち
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
も
て
な
し
の
精
神

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
い
う
伝
統
は
、
我
々
の
先

祖
か
ら
こ
れ
ま
で
我
々
が
受
け
継
ぎ
、
ま
た
今
度
は
、
我
々
が
後
世
に
手
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
伝
統

で
あ
り
、
今
な
お
我
々
の
あ
い
だ
に
生
き
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

―I fe
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t b
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5
6
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。 
8
1 

エ
ル
マ
ン
は
言
う
―
―
「
物
語
に
お
い
て
、
雪
は
単
独
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
暖
か
さ
や
冷

気
、
火
や
雨
を
含
む
複
雑
な
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
の
一
部
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
関
係
は
単
純
で
な
い(T

h
e
 s

n
o
w

 

d
o
e
s
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t sta
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こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
傲
岸
さ
で
あ
る
。
彼
は
「
少
な
か
ら
ず
い
く
つ
か
の
海
外
の

国
々
」
と
述
べ
る
こ
と
で
、
自
身
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
―
―
麻
痺
を
被
っ
た
―
―
人
物
で

は
な
い
こ
と
を
仄
め
か
し
て
い
る
。
彼
が
何
度
も
パ
ー
テ
ィ
の
途
中
で
外
の
雪
を
飽
き
飽
き
し
た
気
持
ち

で
眺
め
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
叔
母
や
従
姉
妹
の
音
楽
を
冷
淡
な
気
持
ち
で
聞
い
て
い
た
こ
と
を
知
っ

て
い
る
読
者
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
に
あ
る
言
葉
は
、
社
交
辞
令
的
な
賛
辞
で
あ
る
と
は
了
解
し
つ
つ
も
、
あ

ま
り
に
歯
の
浮
く
よ
う
な
台
詞
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
「
気
高
き(p

rin
ce

ly
)

」
と
い
う

単
語
にg

e
n

e
ro

u
s

と
同
様
の
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
「
貴
族
意
識
」
を
読
み
取
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。 

彼
の
意
識
に
は
、
先
ほ
ど
や
り
込
め
ら
れ
た
ミ
ス
・
ア
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
が
既
に
い
な
い
こ
と
を
思
い
出
し
、
さ

ら
に
「
自
信
に
満
ち
て(w

ith
 co

n
fid

e
n

ce
 in

 h
im

se
lf)

」
続
け
る(D

 9
3
2

-3
3

)

。 

 

我
々
の
あ
い
だ
で
新
し
い
世
代
が
育
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
思
想
や
理
念
と
新
し
い
原
理
に
駆
り
立

て
ら
れ
た
世
代
で
す
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
考
え
に
対
し
て
彼
ら
は
真
面
目
で
熱
狂
的
で
す
し
、
そ
の
熱
狂

は
仮
に
誤
っ
た
方
向
に
導
か
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
全
く
以
て
真
摯
な
も
の
で
あ
る
と
わ
た
く
し
は
信

じ
ま
す
。
し
か
し
、
我
々
は
現
在
、
懐
疑
的
な
、
そ
し
て
も
し
こ
の
よ
う
な
言
い
方
が
許
さ
れ
る
な
ら
、

思
想
に
責
め
呵
ま
れ
た
時
代
に
生
き
て
お
り
ま
す
。
時
に
わ
た
く
し
は
恐
れ
を
感
じ
る
の
で
す
が
、
こ
の

新
し
い
世
代
は
、
教
育
を
受
け
て
い
る
、
と
い
う
か
教
育
を
受
け
す
ぎ
た
世
代
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
か

え
っ
て
そ
の
前
の
世
代
ま
で
は
あ
っ
た
、
慈
悲
や
、
も
て
な
し
の
精
神
、
善
意
の
ユ
ー
モ
ア
と
い
っ
た
特

質
に
欠
け
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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彼
は
想
像
の
中
で
ア
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
を
当
て
擦
る
―
―
愛
国
者
た
ち
の
「
熱
狂
」
は
こ
の
国
を
誤
っ
た
方
向
に

導
い
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
彼
ら
が
「
教
育
を
受
け
す
ぎ
た
世
代
」
だ
か
ら
で
は
な
い
か8

2

。
し
か
し
、

g
e
n

e
ro

sity

に
お
け
る
無
意
識
的
な
「
優
越
感
」
に
つ
い
て
本
節
が
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
彼
も
ま
た
自

                                        

        

 
8
2 

こ
れ
は
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
い
て
バ
ッ
ク
・
マ
リ
ガ
ン
の
モ
デ
ル
の
ゴ
ガ
テ
ィ
の
例
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
実
生
活
で
の
恨
み
を
作
品
内
で
や
り
返
す
と
い
う
実
に
ジ
ョ
イ
ス
ら
し
い
や
り
口
で
あ
る
。 
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身
の
職
業
や
教
育
を
自
負
す
る“h

y
p

e
re

d
u

ca
te

d
”

な
知
識
人
で
あ
り
、
こ
こ
で
賞
賛
さ
れ
る
よ
う
な
過
去

の
伝
統
を
持
た
な
い
「
新
し
い
世
代
」
の
一
員
な
の
だ
。
こ
こ
で
ア
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
族

主
義
運
動
の
熱
狂
者
た
ち
が
代
理
表
象
さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
ジ
ョ
イ
ス
は
第
三
の
道
を
提
示
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
過
去
へ
と
回
帰
す
る
の
で

も
な
く
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
よ
う
に
自
国
か
ら
目
を
背
け
る
の
で
も
な
く
、
過
去
の
優
れ
た
遺
産
は
継
承
し

つ
つ
、
未
来
へ
と
目
を
向
け
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
に
鍵
と
な
る
の
が
、
一
九
〇
七
年
、
当

時
二
五
歳
の
ジ
ョ
イ
ス
が
託
し
たh

o
s
p

ita
lity

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
に
従
え
ば
、
他
者
を
迎
え
入
れ
る
「
歓
待
」
の
条
件
は
、

主
人
／
客
と
し
て
自
己
が
自
ら
を
切
り
開
く
こ
と(s

e
lf-in

te
rru

p
tio

n
)

で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
ら

が
そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
理
念
や
信
条
を
一
度
中
断

エ

ポ

ケ

ー

し
、
他
者
の
他
者
性
と
虚
心
坦
懐
に
向
き
合
う
こ
と

だ
。
デ
リ
ダ
は
「
歓
待
」
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
、
エ
ミ
ー
ル
・
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
が
『
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
制
度
語
彙
集
』
で
解
釈
し
た
以
下
の
点
を
前
提
と
し
て
い
る
。『
歓
待
に
つ
い
て
』
の
訳
者
廣
瀬
浩

司
の
注
に
よ
れ
ば
、「h

ô
te

（
客
人
、
主
人
）
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
は
ラ
テ
ン
語
で
はh

o
stis

（
敵
、
よ
そ

者
）
お
よ
びh

o
s
p

e
s

（
主
人
、
客
）
で
あ
り
、
こ
れ
はh

o
sti-p

e
t-

に
由
来
す
る
」
、
す
な
わ
ちh

o
st(h

ô
te

)

に
は
、「
す
ぐ
れ
て
客
人
歓
待

h
o
s
p
ita

lité

を
具
現
す
る
も
の
」
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
デ
リ
ダ

［
一
九
九
九b

］
一
五
六
）8

3

。
こ
こ
で
本
論
が
注
目
し
た
い
の
は
、h

o
s
t / h

o
s
te

s
s

とh
o
s
p

ita
lity

に

含
ま
れ
て
い
る
両
義
性
あ
る
い
は
二
律
背
反
性
で
あ
る
。
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
、
こ
れ
ま
で
グ
レ
タ
を
ひ
と
り

の
女
性
と
し
て
、
つ
ま
り
他
者
と
し
て
見
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
こ
の
夜
「
亡
霊
」

と
い
う
「
敵
」「
よ
そ
者
」、
す
な
わ
ち
「
他
者
」
の
到
来
に
よ
っ
て
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
自
己
を
切
り
開
く

契
機
を
得
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
引
用
し
た
ジ
ョ
イ
ス
の
手
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
彼
は

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
「
美
徳
」
と
し
て
の
「
歓
待
」
を
「
伝
統
」
の
一
部
と
し
て
確
か
に
意
識
し
て
い
た
。
そ

し
て
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
魂
が
行
き
着
く
先
に
は
、「
巨
大
な
死
者
の
群
れ(th

e
 v

a
s
t h

o
s
ts

 o
f th

e
 d

e
a

d
)

」

が
待
ち
受
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ジ
ョ
イ
ス
はh

o
s
p

ita
lity

の
両
義
性
を
意
識
し
て
い
た
に
ち
が
い

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
のh

o
s
ts

=

群
れ
こ
そ
、
ラ
テ
ン
語
のh

o
ste

m

（
敵
、
軍
隊
）
を
語
源
と
し
た
、

他
者
／
敵
と
し
て
のh

o
st

で
あ
る
か
ら
だ
。 

ア
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
（
愛
国
主
義
者
た
ち
）
が
賛
美
す
る
過
去
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
妻
の
昔
の
恋
人
で

あ
っ
た
フ
ュ
ア
リ
ー
は
、
ど
ち
ら
も
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
と
っ
て
外
部
に
い
る
他
者
、
す
な
わ
ち
「
敵
」
で
あ

る
。
し
か
し
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
そ
れ
を
「
歓
待
」
し
、
和
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
リ
ダ
は
言
う
―
―

「
も
し
わ
た
し
が
無
条
件
に
歓
待
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、（
他
者
の
）
到
来
を
、
招
か
れ
た
客
と
し
て
で

は
な
く
、
到
来
す
る
者
と
し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(If I a

m
 u

n
co

n
d

itio
n

a
lly

 h
o
s
p

ita
b

le
 I 

s
h

o
u

ld
 w

e
lco

m
e
 th

e
 v

isita
tio

n
 [o

f o
th

e
rs], n

o
t th

e
 in

v
ite

d
 g

u
e
st, b

u
t th

e
 v

isito
r
)

」( [1
9
9

9
] 

7
0

)
8
4

。
三
人
の
女
主
人(h

o
ste

ss)

に
「
招
か
れ
た
客
」
と
し
て
や
っ
て
来
た
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
、
受
け
入
れ

                                        

        

 
8
3 

イ
タ
リ
ア
語
のo

s
te

も
ま
た
「
軍
勢
」「
敵
陣
」
と
「
店
主
」「
主
人
」
と
い
う
両
義
的
意
味
を
持
っ
て

い
る
。 

8
4 

付
言
す
れ
ば
、
デ
リ
ダ
は
「
歓
待
」
を
「
条
件
的
」
と
「
無
条
件
的
」
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
こ
こ
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る
べ
き
は
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
脅
か
す
他
者
と
し
て
到
来
す
る

v
is

ito
r

、
す
な
わ
ち
亡
霊
＝
フ

ュ
ア
リ
ー
で
あ
る
。H

o
st 

と 
g
u

e
st

、m
a

ste
r

とse
rv

a
n

t

、
男
と
女
、
自
己
と
他
者
、
あ
る
い
は
現
在

と
過
去
と
い
う
二
項
対
立
的
な
枠
組
み
を
超
え
て
、
敵
（
他
者
）
を
受
け
入
れ
る
こ
と
。
こ
こ
に
は

g
e
n

e
ro

sity
が
持
つ
よ
う
な
隠
さ
れ
た
優
越
感
や
上
下
意
識
は
存
在
し
な
い
。「
大
文
字
の
他
者
」と
し
て
、

こ
の
経
験
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
お
そ
ら
く
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
真
の
愛
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。 

こ
こ
で
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
が
時
間
差
を
以
て
捉
え
ら
れ
得
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
フ
ロ
イ
ト
の
い

う
「
事
後
性
」
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
そ
う
。
グ
レ
タ
が
こ
の
夜
、
フ
ュ
ア
リ
ー
の
死
と
い
う
ト
ラ

ウ
マ
的
経
験
の
意
味
に
気
が
つ
い
た
よ
う
に
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
未
来
の
あ
る
時
点
で
こ
の
出
来
事
を
受

け
入
れ
る
は
ず
で
あ
る8

5

。
ジ
ョ
イ
ス
の
作
品
に
お
い
て
、
登
場
人
物
た
ち
が
、
気
が
付
き
つ
つ
あ
る
と
い

う
中
間
的
地
点
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
真
の
意
味
で
の
「
啓
示(re

v
e
la

tio
n

)

」
が
到
来

す
る
の
は
、
現
在
で
は
な
く
未
来
の
時
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
こ
れ
は
母
と
息
子
の
死
に
そ
れ
ぞ
れ
「
和
解
」
し
よ
う
と
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
ブ
ル
ー
ム
に
も

当
て
嵌
る
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
は
常
に
「
啓
示
」
の
手
前
に
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
ひ
と
つ
の
理
論
的
支

柱
で
あ
る
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
用
語
を
使
え
ば
、
「
可
能
態
」
的
状
態
に
あ
る
こ
と
が
、
た
っ
た
一
日
あ

る
い
は
一
夜
が
未
来
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
可
能
性
を
示
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
ゲ
イ

ブ
リ
エ
ル
が
経
験
す
るe

p
ip

h
a

n
y

（
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
）
と
は
通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、「
啓
示
」
と

し
て
の
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
で
は
な
く
、
自
ら
の
傲
岸
さ
と
無
力
さ
に
恥
じ
入
る
ト
ラ
ウ
マ
的
な
否
定
的
自
己

認
識
で
あ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
も
登
場
人
物
に
お
い
て
は
、
気
付
き
の
一
歩
手
前
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

む
し
ろ
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
が
「
啓
示
」
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
は
、
物
語
を
解
釈
す
る
読
者
の
側
に
で
あ
る
。

こ
の
日
が
「
公
現
祭
」(T

h
e
 D

a
y
 o

f E
p
ip

h
a

n
y
)

で
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
「
啓
示
」
の
モ
チ
ー
フ
を
裏
付

け
て
い
る
。 

                                         

        

 

で
のth

e
 in

v
ite

d
 g

u
e
s
t

が
条
件
的
、th

e
 v

is
ito

r

は
無
条
件
的
、
す
な
わ
ち
「
他
者
」
に
対
応
し
て
い

る
。
以
下
の
条
件
的
歓
待
に
つ
い
て
の
一
文
は
、
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
以
前
の
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
に
つ
い
て
当
て
嵌

ま
る
だ
ろ
う
―
―
「
私
が
私
の
家
の
主
人
…
…
に
な
り
た
い
と
思
う
の
は
、
そ
こ
に
誰
で
も
好
き
な
人
を
招

く
た
め
な
の
で
す
。
私
の
「
我
が
家
」
、
私
の
自
己
性
、
私
の
歓
待
の
権
力
＝
能
力(p

o
u

v
o
ir)

、
主
人
と
し

て
の
私
の
至
上
権
を
侵
害
す
る
者
は
誰
で
も
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
異
邦
人
と
し
て
、
そ
し
て
潜
在
的
に
は
敵

と
し
て
見
な
さ
れ
始
め
ま
す
。
こ
の
他
者
は
敵
対
す
る(h

o
s
tile

)

主
体
と
な
り
、
私
は
そ
の
人
質
と
な
っ
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
す
」
（［
一
九
九
九a

］
八
三
）。 

 

ま
た
、
ポ
ー
ル
・
K
・
セ
イ
ン
ト
＝
ア
ー
マ
ー(P

a
u

l K
. S

a
in

t-A
m

o
u

r) 

も
本
研
究
と
同
じ
く
デ
リ
ダ

的
「
歓
待
」
に
つ
い
て
着
目
し
て
い
る
。
彼
は
、
告
白
の
後
泣
き
崩
れ
る
妻
の
手
を
優
し
く
撫
で
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
告
白
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
ふ
た
つ
の
行
為
に
「
無
条
件
的
歓
待
」
を
読
み

取
っ
て
い
る([2

0
0
7

] 1
0
4
–
0

9
)

。 
8
5 

グ
レ
タ
が
フ
ュ
ア
リ
ー
の
死
を
想
起
し
た
こ
と
の
意
義
は
、
大
学
教
師
の
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
と
の
結
婚
に

よ
っ
て
階
級
的
上
昇
を
果
た
し
た
こ
と
に
よ
る
「
良
心
の
呵
責
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
彼
女
は
、

フ
ュ
ア
リ
ー
の
死
を
、
ガ
ス
工
場
と
い
う
劣
悪
な
労
働
状
況
と
共
に
想
起
す
る
こ
と
で
、
彼
の
い
た
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
西
部
と
い
う
場
所
か
ら
自
身
が
物
理
的
に
も
経
済
的
に
も
遙
か
に
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
、

気
が
付
き
つ
つ
あ
る
。 
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ジ
ョ
イ
ス
は
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
で
「
精
神
史(m

o
ra

l h
is

to
ry

)

」
を
書
こ
う
と
し
た
。
そ
こ
に
は
「
麻

痺
の
中
心(th

e
 ce

n
tre

 o
f p

a
ra

ly
s
is

)

」
で
あ
る
ダ
ブ
リ
ン
へ
の
嫌
悪
が
あ
り
、
母
国
の
人
び
と
に
自
分
た

ち
の
姿
を
自
身
の
作
品
と
い
う
「
鏡(lo

o
k

in
g
-g

la
s
s)

」
を
通
じ
て
再
認
識
さ
せ
た
い
と
い
う
、
極
め
て
傲

岸
な
野
心
が
あ
っ
た8

6

。
し
か
し
、
最
初
の
作
品
「
姉
妹
た
ち
」
の
初
稿
が
書
か
れ
た
一
九
〇
四
年
（
ま
さ

し
く
「
死
者
た
ち
」
の
舞
台
で
あ
る
年
）
か
ら
三
年
を
経
て
、
ジ
ョ
イ
ス
は
自
ら
の
姿
を
、
自
ら
の
作
品
を

書
く
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
再
認
識
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
思
え
ば
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
も
ま
た
、
部
屋
の

「
姿
見
」
に
映
っ
た
己
の
姿
を
通
し
て
自
ら
の
愚
か
さ
と
傲
岸
さ
を
認
知
し
始
め
て
い
た
。
フ
ュ
ア
リ
ー
と

い
う
亡
霊
を
唯
一
の
光
源
と
し
た
部
屋
で
、
自
己
の
姿
を
再
認
識
し
た
の
は
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
だ
け
で
は
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
過
去
と
い
う
）
亡
霊
／
敵
を
も
ま
た
、
無
条
件
に
歓
待
す
る
こ
と
。
自
身
の

作
品
と
い
う
鏡
の
中
に
ジ
ョ
イ
ス
が
自
己
を
発
見
し
た
よ
う
に
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
自
身
の
ス
ピ
ー
チ
の

中
に
「
歓
待
」
を
「
事
後
的
」
に
見
出
し
た
と
き
初
め
て
、
彼
は
一
九
〇
七
年
の
ジ
ョ
イ
ス
の
い
る
境
地
に

立
つ
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
、
小
説
家
と
し
て
の
出
発
点
で
あ
り
、
ノ
ー
ラ
と
の
出
会
い
か
ら
ダ
ブ
リ
ン
脱
出
へ

と
至
る
激
動
の
一
九
〇
四
年
か
ら
三
年
後
に
、
ジ
ョ
イ
ス
が
自
身
の
分
身
を
描
い
た
こ
と
の
意
義
で
あ
る
。 

  

小
括 

 

本
研
究
第
一
章
で
は
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
「
姉
妹
た
ち
」「
痛
ま
し
い
事
件
」「
死
者
た
ち
」
の
三
篇
の

亡
霊
表
象
に
着
目
し
、
作
者
自
身
の
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
の
み
な
ら
ず
、
ダ
ブ
リ
ン
の
社
会
的
麻
痺
と
い

う
状
況
が
亡
霊
的
形
象
の
う
ち
に
含
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
た
。
ジ
ョ
イ
ス
が
実
人
生
の
経
験
を
巧
み

に
作
品
内
に
埋
め
込
ん
だ
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
作
家
自
身
が
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
と
決
し
て
無

関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
ト
ラ
ウ
マ
を
書
く
こ
と
を
通
し
て
、
あ
る
種
の
「
抵
抗
」
を
試
み
て
い

た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。 

ヒ
ュ
ー
・
ケ
ナ
ー
は
い
ち
早
く
「
姉
妹
た
ち
」
と
「
死
者
た
ち
」
の
円
環
構
造
を
指
摘
し
、『
ダ
ブ
リ
ナ

ー
ズ
』
と
い
う
短
篇
集
を
「
麻
痺
」
の
視
点
か
ら
読
む
と
い
う
批
評
史
を
作
り
上
げ
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る

か
の
よ
う
に
、
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク
夫
妻
は
「
ノ
ー
モ
ン
」
を
取
り
上
げ
、
不
在
＝
亡
霊
の
表
象
に
着
目
し
た
。

本
論
は
こ
の
二
つ
の
ジ
ョ
イ
ス
批
評
史
に
「
ト
ラ
ウ
マ
（
的
経
験
）
」
と
い
う
観
点
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ジ
ョ
イ
ス
が
ト
ラ
ウ
マ
を
書
く
こ
と
の
意
義
を
、
精
神
分
析
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
昇
華

                                        

        

 
8
6 

こ
の
点
は
以
下
の
書
簡
に
よ
る
。 

 

わ
た
し
の
物
語
に
、
灰
だ
め
や
古
び
た
雑
草
や
臓
物
の
臭
い
が
立
ち
こ
め
て
い
る
の
は
わ
た
し
の
責
任

で
は
な
い
の
で
す
。
き
れ
い
に
磨
か
れ
た
わ
た
し
の
鏡

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
た
ち
に
自
ら
の
姿
を
見
せ

つ
け
る
こ
と
を
あ
な
た
が
阻
む
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
あ
な
た
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
文
明
の
流
れ
を

遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
わ
た
し
は
真
剣
に
考
え
て
お
り
ま
す
。 

It is
 n

o
t m

y
 fa

u
lt th

a
t th

e
 o

d
o
r o

f a
s
h

p
its

 a
n

d
 o

ld
 w

e
e
d
s
 a

n
d

 o
ffa

l h
a

n
g
s
 ro

u
n

d
 m

y
 

s
to

rie
s
. I se

rio
u

sly
 b

e
lie

v
e
 th

a
t y

o
u

 w
ill re

ta
rd

 th
e
 co

u
rse

 o
f civ

iliz
a

tio
n

 in
 Ire

la
n

d
 b

y
 

p
re

v
e
n

tin
g
 th

e
 Iris

h
 p

e
o
p
le

 fro
m

 h
a

v
in

g
 o

n
e
 g

o
o
d

 lo
o
k

 a
t th

e
m

se
lv

e
s
 in

 
m

y
 n

ice
ly

 

p
o
lis

h
e
d

 lo
o
k

in
g
-g

la
s
s. (S

L
 8

9
-9

0
) 
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(s
u

b
lim

a
tio

n
)

」
と
し
て
の
芸
術
だ
け
で
な
く
、
ダ
ブ
リ
ン
と
の
精
神
的
な
「
和
解(re

co
n

cilia
tio

n
)

」
へ

の
試
み
と
し
て
も
解
釈
し
た
。
デ
リ
ダ
が
言
う
よ
う
に
「
歓
待
」
の
精
神
が
、
敵
／
異
邦
人
を
も
無
条
件
に

受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
は
「
麻
痺
の
中
心
」
と
し
て
ダ
ブ
リ
ン
を
批
判
・
糾
弾
す

る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
そ
れ
と
の
和
解
も
試
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
故
国
を
捨
て
た
彼
に
と
っ
て
そ

の
和
解
は
直
ち
に
は
不
可
能(p

a
s
 à

 ré
co

n
cilie

r)

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
小
さ
く
と
も
確
か
な

一
歩(p

a
s
)

で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

本
論
が
第
三
章
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
／
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
、
母
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

宗
教
と
政
治
が
二
重
に
象
徴
化
さ
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
ジ
ョ
イ
ス
は
作
家
と
し
て
本
格
的
に
乗
り
出

す
一
九
〇
四
年
の
一
年
前
に
母
の
死
を
経
験
し
て
い
る
。
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
で
母
の
死
が
直
接
的
に
描
か

れ
る
箇
所
は
な
い
も
の
の
（
尤
も
「
エ
ヴ
リ
ン
」
の
母
親
に
そ
の
断
片
は
見
ら
れ
る
）、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に

お
け
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
想
起
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
母
の
死
と
の
和
解
は
、
ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て
ダ

ブ
リ
ン
と
の
和
解
で
あ
り
、
故
国
と
の
和
解
で
あ
り
、
過
去
（
歴
史
）
と
の
和
解
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
イ
ス
が

ダ
ブ
リ
ン
の
「
美
徳
」
の
ひ
と
つ
と
称
し
た
「
歓
待
／
も
て
な
し
」
は
、
和
解
と
い
う
テ
ー
マ
に
接
続
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。 

『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
を
一
つ
の
長
編
小
説(n

o
v
e
l)

と
し
て
見
な
す
場
合
、
言
う
な
れ
ば
「
姉
妹
た
ち
」
は

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
あ
り
、「
死
者
た
ち
」
は
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
当
た
る
。「
麻
痺
」
と
「
ノ
ー
モ
ン
」
が
、
ど
ち
ら

も
「
亡
霊
」
の
よ
う
に
す
べ
て
の
ダ
ブ
リ
ン
市
民
に
取
り
憑
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
死
者
た

ち
」
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
降
る
「
雪
」
は
、
い
か
に
両
義
性
や
両
価
性
を
帯
び
て
い
よ
う
と
も
、
ひ
と
つ
の

作
品
を
締
め
く
く
る
カ
タ
ル
シ
ス（
浄
化
）
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
論
が
見
た
よ
う
にg

e
n

e
ro

sity

に
さ
え
も
厳
し
い
批
判
的
眼
差
し
を
向
け
る
ジ
ョ
イ
ス
で
あ
っ
て
も
、
最
後
に
は
再
生
を
予
感
さ
せ
る
結

末
を
用
意
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
、
ジ
ョ
イ
ス
自
身
が
ダ
ブ
リ
ン
を
歓
待
し
、
和
解
へ
の
一
歩
を
進
め
た
こ

と
の
証
で
あ
る
（『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
が
「
言
祝
ぎ
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
）
。 

ジ
ョ
イ
ス
は
「
死
者
た
ち
」
の
最
後
で
、
ダ
ブ
リ
ン
と
い
う
麻
痺
し
た
世
界
全
体
に
雪
を
降
ら
せ
た
。
神

父
の
死
体
の
そ
ば
で
耳
を
澄
ま
す
少
年
の
上
に
も
、
バ
ザ
ー
会
場
の
天
井
を
怒
り
に
燃
え
る
瞳
で
見
つ
め

る
少
年
の
上
に
も
、
波
止
場
で
力
な
く
佇
む
少
女
の
上
に
も
、
孤
独
を
噛
み
締
め
な
が
ら
亡
霊
の
声
に
耳
を

澄
ま
す
中
年
男
性
の
上
に
も
、
寂
れ
た
委
員
会
室
で
今
は
亡
き
「
無
冠
の
王
」
に
想
い
を
寄
せ
る
男
た
ち
の

上
に
も
、
雪
は
降
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
妻
の
他
者
性
を
思
い
知
っ
て
「
寛
大
の
と
め
ど
な
い
」
涙
を
流
す

男
が
本
当
の
愛
の
意
味
に
気
が
付
く
ま
で
に
は
、
も
う
し
ば
ら
く
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
歓
待
は
常
に

「
来
た
る
べ
き
も
の
」
な
の
だ
。
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
の
意
義
が
事
後
的
に
遅
れ
て
理
解
／
解
釈
さ
れ
る

よ
う
に
、
あ
る
い
は
傷
が
癒
え
て
瘡
蓋
に
な
る
ま
で
に
時
間
の
経
過
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
ま
だ

麻
痺
の
中
に
い
る
。
し
か
し
、
眠
り
と
死
の
後
に
は
、
目
覚
め
と
再
生
が
あ
る
は
ず
だ
。
次
章
で
は
、
未
だ

「
麻
痺
」
と
「
悪
夢
」
の
中
に
い
る
若
き
芸
術
家
の
生
い
立
ち
と
成
長
を
追
う
こ
と
に
な
る
。 
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第
二
章 

カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
支
配
と
植
民
地
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
的
英
雄 

―
―
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
の
亡
霊
た
ち 

  

は
じ
め
に 

 

『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
は
、
作
者
の
分
身(a

lte
r e

g
o
)

で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
の
幼

少
期
か
ら
大
学
時
代
ま
で
を
描
く
自
伝
的
作
品
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は
作
者
の
芸
術
家
宣
言

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

、
教
養
小
説

(B
ild

u
n

g
s
ro

m
a

n
)

の
側
面
を
持
つ
一
方
で
、
ジ
ョ
イ
ス
は
ま
さ
に
若
気
の
至
り
と
で
も
言
う
べ
き
空
想
や

妄
想
に
囚
わ
れ
理
想
主
義
に
燃
え
て
い
た
過
去
の
自
分
を
笑
い
飛
ば
し
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
交
え
て
描
き
出

す
こ
と
で
自
己
を
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
。
ま
ず
は
『
肖
像
』
の
先
行
研
究
を
見
て
お
き
た
い
。 

一
九
六
四
年
の
初
版
以
来
、
今
な
お
ジ
ョ
イ
ス
批
評
で
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ

版
の
編
者
チ
ェ
ス
タ
ー
・
G
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン(C

h
e
ste

r G
. A

n
d

e
rs

o
n

)

は
、「
美
学
的
距
離
の
問
題(T

h
e
 

Q
u

e
s
tio

n
 o

f E
sth

e
tic D

is
ta

n
ce

)

」
と
題
し
た
小
論
で
、
従
来
の
研
究
動
向
を
以
下
の
よ
う
に
要
約
し
て

い
る
。 

 

一 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
ジ
ョ
イ
ス
の
「
伝
記
的
主
人
公
／
英
雄(a

n
 a

u
to

b
io

g
ra

p
h

ica
l h

e
ro

)

」
で

あ
り
、
作
者
は
読
者
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
（
と
彼
の
勝
利
）
を
肯
定
す
る
よ
う
求
め
て
い
る 

二 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
ジ
ョ
イ
ス
の
「
伝
記
的
表
象(a

n
 a

u
to

b
io

g
ra

p
h

ica
l re

p
re

se
n

ta
tio

n
)

」
で

あ
る
が
、
作
者
は
読
者
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
「
気
障
で
、
ナ
ル
シ
ス
ト
の
若
い
エ
ゴ
イ
ス
ト(a

 p
rig

g
is

h
, 

n
a

rciss
istic y

o
u

n
g
 e

g
o
ist)

」
と
見
做
す
よ
う
求
め
て
い
る 

三 

「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
中
に
ジ
ョ
イ
ス
が
己
の
過
去
を
見
る
と
き
、
そ
こ
に
は
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
見
方

と
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
（
あ
る
い
は
同
情
的
な
）
見
方
が
混
在
し
て
い
る(J

o
y
ce

’s
 v

ie
w

 o
f h

is o
w

n
 

p
a

st in
 S

te
p

h
e
n

 is
 m

ix
e
d

, b
o
th

 iro
n

ic a
n

d
 ro

m
a

n
tic o

r s
y
m

p
a

th
e
tic

)

」([1
9
7
7

] 4
4
6

-5
4

)  
 

 

こ
の
分
類
は
今
日
な
お
有
効
で
あ
り
重
要
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
論
の
最
後
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

「
お
そ
ら
く
、
美
学
的
距
離
の
問
題
は
未
だ
最
終
的
な
解
答
を
得
て
い
な
い
し
、
…
…
そ
れ
ぞ
れ
の
読
者
が

一
連
の
答
え
を
自
ら
見
つ
け
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う(T

h
e
 q

u
e
s
tio

n
 o

f e
s
th

e
tic d

is
ta

n
ce

 is 

n
o
t, p

e
rh

a
p
s
, fin

a
lly

 a
n

sw
e
re

d
, a

n
d
 . . . e

a
ch

 re
a

d
e
r m

a
y
 h

a
v
e
 to

 fin
d
 a

 s
u

cce
ssio

n
 o

f 

a
n

sw
e
rs

 fo
r h

im
se

lf)

」([1
9
7
7

] 4
5
4

)

。
上
の
三
つ
の
分
類
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
父
ダ
イ
ダ
ロ
ス
（
英

雄
）
か
、
息
子
イ
カ
ロ
ス
（
敗
残
者
）
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
な
の
か
、
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

こ
こ
に
あ
る
種
の
弁
証
法
的
な
「
正
反
合
」
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。 

 

ジ
ョ
イ
ス
批
評
に
お
い
て
、
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
研
究
の
大
家
と
言
え
る
ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
ル
・
リ
ケ
ル
ム(J

o
h

n
 

P
a

u
l R

iq
u

e
lm

e
)

は
、『
肖
像
』
を
ジ
ョ
イ
ス
の
「
自
伝(a

u
to

b
io

g
ra

p
h

y
)

」
と
見
る
解
釈
の
妥
当
性
を
肯

定
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。 
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し
か
し
な
が
ら
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
自
伝
的
解
釈
も
ま
た
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・

デ
ダ
ラ
ス
を
彼
自
身
の
物
語
の
語
り
手
と
見
る
解
釈
だ
。
夢
解
釈
を
す
る
フ
ロ
イ
ト
を
読
む
と
き
、
私
た

ち
は
夢
を
見
る
こ
と
の
過
程
が
完
了
す
る
の
は
（
こ
れ
も
ま
た
別
種
の
物
語
の
語
り
直
し
だ
）
、
夢
を
解

釈
し
て
い
る
と
き
で
あ
る
こ
と
を
知
る8

7

。
つ
ま
り
、
夢
を
見
る
者
と
そ
れ
を
解
釈
す
る
者
が
同
一
で
あ

る
、
そ
の
事
後
的
な

、
、
、
、
活
動
に
お
い
て
で
あ
る
。『
肖
像
』
に
お
い
て
、
作
者
に
な
る
と
い
う
過
程
が
完
了

す
る
の
は
、
書
く
行
為
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
登
場
人
物
と
語
り
手
が
同
一
で
あ
る
、
事
後
的
な

、
、
、
、
活
動
に

お
い
て
な
の
だ
。 

B
u

t a
n

 a
u

to
b

io
g
ra

p
h

ica
l in

te
rp

re
ta

tio
n

 o
f a

 d
iffe

re
n

t so
rt is

 a
lso

 p
o
ss

ib
le

, o
n

e
 th

a
t se

e
s 

S
te

p
h

e
n

 D
e
d
a

lu
s
 a

s th
e
 te

lle
r o

f h
is

 o
w

n
 sto

ry. W
h

e
n

 w
e
 re

a
d

 F
re

u
d

 o
n

 d
re

a
m

s
, w

e
 

le
a
rn

 th
a
t th

e
 fu

lfillm
e
n

t o
f th

e
 p

ro
ce

ss
 o

f d
re

a
m

in
g
, a

n
o
th

e
r k

in
d

 o
f re

te
llin

g
 o

f s
to

rie
s, 

o
ccu

rs in
 th

e
 in

te
rp

re
ta

tio
n

 o
f d

re
a

m
s
, a

 b
e
la

te
d
 a

ctiv
ity

 in
 w

h
ich

 th
e
 d

re
a

m
e
r a

n
d

 th
e
 

a
n

a
ly

s
t m

a
y
 b

e
 o

n
e
. In

 A
 P

ortra
it, w

e
 d

is
co

v
e
r th

a
t th

e
 fu

lfillm
e
n

t o
f th

e
 p

ro
ce

ss o
f 

b
e
co

m
in

g
 a

n
 a

u
th

o
r o

ccu
rs

 in
 th

e
 a

ct o
f w

ritin
g
, a

 b
e
la

te
d
 a

ctiv
ity

 in
 w

h
ich

 ch
a
ra

cte
r 

a
n

d
 n

a
rra

to
r m

a
y
 b

e
 o

n
e
. ([1

9
8
3
] 5

1
) 

 

つ
ま
り
、
リ
ケ
ル
ム
は
従
来
の
図
式
で
あ
る
登
場
人
物
と
作
者
の
二
項
関
係
か
ら
、
主
人
公
（
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
）
／
語
り
手
（
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
）
／
作
者
（
ジ
ョ
イ
ス
）
と
い
う
三
者
関
係
を
措
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
分
類
で
言
う
と
こ
ろ
の
第
三
の
見
方
を
更
新
し
た
と
言
え
る8

8
。
主
人
公
を
「
語
る
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン(n

a
rra

tin
g
 S

te
p

h
e
n

)

」
と
「
語
ら
れ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン(n

a
rra

te
d

 S
te

p
h

e
n

)

」
に
区
分
す
る

こ
と
の
意
義
は
こ
こ
で
は
問
わ
な
い8

9

。
た
だ
し
、
右
の
引
用
に
お
け
る
下
線
部
の“b

e
la

te
d

”
が
示
す
よ
う

に
、
リ
ケ
ル
ム
は
間
違
い
な
く
こ
こ
で
フ
ロ
イ
ト
の
「
事
後
性(N

a
ch

trä
g
lich

k
e
it)

」
を
意
識
し
て
い
る

                                        

        

 
8
7 

現
に
私
た
ち
は
し
ば
し
ば
夢
を
見
た
こ
と
自
体
は
覚
え
て
い
て
も
、
そ
の
内
容
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
逆

に
、
夢
を
覚
え
て
い
る
と
き
は
、
往
々
に
し
て
そ
の
夢
が
何
で
あ
る
の
か
よ
く
飲
み
込
め
な
い
と
き
、
す
な

わ
ち
解
釈
の
余
地
が
残
る
と
き
だ
。
夢
を
見
る
だ
け
で
は
夢
だ
と
は
言
え
ず
、
そ
の
夢
の
意
味
を
事
後
的
に

問
う
と
き
、
そ
の
解
釈
の
過
程
に
お
い
て
夢
は
夢
と
な
る
。 

8
8 

リ
ケ
ル
ム
が
著
書
に
お
い
て
あ
る
種
の
「
仮
想
敵
」
と
し
て
い
た
の
は
、
ヒ
ュ
ー
・
ケ
ナ
ー(H

u
g
h

 

K
e
n

n
e
r)

の“T
h

e
 P

ortra
it in

 P
e
rs

p
e
ctiv

e
”(1

9
4

8
)

以
降
問
題
化
さ
れ
た
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
イ
カ
ロ

ス
の
如
き
敗
残
者
と
見
る
批
評
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ケ
ナ
ー
は
、
ダ
イ
ダ
ロ
ス
神
話
を
神
話
的
枠

組
み
と
す
る
『
肖
像
』
の
各
章
の
始
ま
り
と
終
わ
り
が
、
下
降
と
上
昇
の
パ
タ
ー
ン
を
形
成
し
て
い
る
こ
と

を
い
ち
早
く
指
摘
し([1

9
4
8
] 3

7
9
, [1

9
8

7
] 1

2
9
)

、
故
に
主
人
公
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
が
物
語
の
最

後
で
祖
国
か
ら
勇
ま
し
く
旅
立
っ
た
後
に
辿
る
運
命
は
、
父
ダ
イ
ダ
ロ
ス
の
飛
翔
で
は
な
く
、
息
子
イ
カ
ロ

ス
の
失
墜
で
あ
る
と
断
じ
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
ジ
ョ
イ
ス
と
同
一
視
す
る
従
来
の
批
評
に
疑
義
を
唱
え
た
。

『
肖
像
』
の
批
評
史
に
お
け
る
ケ
ナ
ー
の
指
摘
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
下
楠 

二
〇
二
―
一
九
を
参
照
の
こ

と
。 

8
9 

こ
の
問
題
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
応
答
と
し
て
は
、
『
肖
像
』
第
一
章
の
時
間
軸
の
ず
れ
―
―
先
行
研
究

の
多
く
は
『
肖
像
』
第
一
章
第
二
節
に
お
け
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
入
学
年
齢
を
、
作
者
と
同

じ
六
歳
半
で
は
な
く
九
歳
半
に
引
き
上
げ
て
解
釈
し
て
き
た
―
―
に
つ
い
て
論
じ
た
拙
論
［
二
〇
一
六
］
を

参
照
の
こ
と
。 
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こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
彼
は
「
自
伝
的(a

u
to

b
io

g
ra

p
h

ica
l)

」
の
意
義
を
、
後
か
ら
語
り

直
す
こ
と
、
現
在
か
ら
過
去
の
あ
る
地
点
に
お
け
る
自
己
と
出
来
事
を
事
後
的
に
語
る
こ
と
に
見
出
し
た

わ
け
だ
。 

で
は
な
ぜ
作
者
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
通
し
て
、
己
の
過
去
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
本
論
は
既
に
第
一
章
で
、
ダ
ブ
リ
ン
が
ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て
亡
霊
で
あ
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
彼
は
二

十
二
歳
で
故
国
を
去
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
亡
命
生
活
を
送
っ
て
な
お
、
生
涯
ダ
ブ
リ
ン
に
想
い
を
馳
せ
、

ダ
ブ
リ
ン
を
書
き
続
け
た
。
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
執
筆
の
「
意
図
」
は
、
彼
が
リ
チ
ャ
ー
ズ
に
述
べ
た
よ
う

に
「
麻
痺
の
中
心
」
で
あ
る
そ
の
都
市
を
糾
弾
す
る
こ
と
、
デ
リ
ダ
的
に
言
え
ば
亡
霊
を
「
悪
魔
祓
い
」
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
短
篇
集
の
最
後
に
置
か
れ
た
「
死
者
た
ち
」
が
示
す
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は

ダ
ブ
リ
ン
の
「
歓
待
の
精
神
」
を
事
後
的
に
再
発
見
し
、
そ
れ
と
「
和
解
」
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
そ
れ
は

ダ
ブ
リ
ン
と
い
う
亡
霊
を
追
い
払
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
向
き
合
い
続
け
る
と
い
う
倫
理
的
応
答
と
し

て
読
み
換
え
ら
れ
る
。
故
に
、「
姉
妹
た
ち
」
の
少
年
は
後
に
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
関

わ
る
己
の
過
去
を
回
想
し
、
ダ
フ
ィ
ー
氏
は
夫
人
の
愛
を
一
方
的
に
拒
絶
し
た
こ
と
を
悔
悟
し
、
ゲ
イ
ブ
リ

エ
ル
は
妻
や
フ
ュ
ア
リ
ー
の
他
者
性
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
他
者
性
を
重
ね
合
わ
せ
た
。 

 

こ
こ
で
思
い
出
す
べ
き
は
、
作
者
は
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
に
先
ん
じ
て
『
肖
像
』
（
の
草
稿
）
を
書
き
始

め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。『
肖
像
』
の
第
一
稿
で
あ
る
エ
ッ
セ
イ
「
芸
術
家
の
肖
像
」（「
原
＝
肖
像
」）
は
一

九
〇
四
年
一
月
七
日
に
書
か
れ
、
雑
誌
『
ダ
ー
ナ
』
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
も
の
の
、
編
集
者
エ
グ
リ
ン
ト

ン
と
ラ
イ
ア
ン
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
受
け
ジ
ョ
イ
ス
は
二
月
二
日
、
二
十
二
歳
の
誕
生

日
に
自
伝
的
小
説
と
し
て
書
き
直
す
こ
と
を
決
意
す
る
。
こ
れ
が
今
日
『
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ヒ
ア
ロ
ー
』
と

し
て
知
ら
れ
る
『
肖
像
』
の
第
二
の
草
稿
で
あ
る
。『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
と
平
行
し
て
書
き
進
め
ら
れ
た
『
ヒ

ア
ロ
ー
』
は
、
原
稿
「
九
一
四
枚
」、「
約
一
五
万
語
」
ま
で
膨
れ
上
が
る
が
、
一
九
〇
六
年
五
月
に
は
執
筆

を
断
念
し
、
短
篇
集
の
完
成
を
優
先
す
る
。
そ
し
て
一
九
〇
七
年
の
「
死
者
た
ち
」
完
成
後
、
ジ
ョ
イ
ス
は

改
め
て
こ
の
自
伝
的
小
説
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
る9

0

。
あ
く
ま
で
結
果
論
で
は
あ
る
が
、
作
者
が
自
伝

的
作
品
で
は
な
く
、
ま
ず
ダ
ブ
リ
ン
の
人
々
と
そ
の
生
活
を
描
く
こ
と
に
専
心
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の

作
家
人
生
に
お
い
て
図
ら
ず
も
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
彼

は
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
「
麻
痺
」
的
状
況
を
具
に
観
察
し
た
こ
と
で
―
―
そ
れ
は
し
ば

し
ば
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
的
自
然
主
義
の
傑
作
と
称
さ
れ
る
―
―
改
め
て
己
の
過
去
を
辿
る
に
際
し
て
既
に
一

つ
の
作
品
を
持
て
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

南
谷
奉
良
は
こ
の
小
説
の
「
草
稿
」
の
タ
イ
ト
ル
が
一
時
期
の
間
「
若
き
生
の
断
章(C

h
a

p
te

rs
 in

 th
e
 

L
ife

 o
f a

 Y
o
u

n
g
 M

a
n

)

」
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
義
を
指
摘
し
、
ジ
ョ
イ
ス
が
そ
れ
を
書
き
進
め
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。 

  

「
断
章
」
が
特
異
な
の
は
、
依
然
と
し
て
不
定
形
な
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
若
さ
と
、
や
は
り
成
長
途
上
に
あ

る
ジ
ョ
イ
ス
の
若
さ
の
間
に
（
自
伝
的
作
品
を
書
く
上
で
ほ
ぼ
必
須
の
条
件
で
あ
る
）
充
分
な
年
齢
の
差

                                        

        

 
9
0 

「
原
＝
肖
像
」
か
ら
『
ヒ
ア
ロ
ー
』
、
そ
し
て
『
肖
像
』
へ
の
改
稿
に
つ
い
て
は
、
南
谷
［
二
〇
一
六d

］

二
四
八
―
五
一
を
参
照
。 
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と
自
我
の
距
離
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
か
ら
だ
。
…
…
『
肖
像
』
も
「［
小
説
の
な
か
で
描

か
れ
た
］
当
の
芸
術
家
は
そ
れ
を
描
い
た
存
在
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
確
約
し
な
い
」
題
名
を
持
つ
時
点

で(K
e
n

n
e
r [2

0
0
7
] 3

4
9
)

、
充
分
な
時
空
が
開
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
断
章
」
の
場
合
、
ジ
ョ
イ
ス
が

章
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
現
在
の
自
分
と
は
異
な
る
は
ず
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
異
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が

作
者
に
近
づ
い
て
く
る
。（
［
二
〇
一
六b

］
一
四
、
強
調
は
原
文
マ
マ
） 

 

本
研
究
の
主
題
に
引
き
付
け
る
な
ら
ば
、「
充
分
な
年
齢
の
差
」「
充
分
な
時
空
」
は
事
後
性
と
読
み
換
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
素
朴
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
今
日
の
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
世
界
的
評
価
の
高
さ
を

考
え
れ
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
は
そ
の
後
も
優
れ
た
短
篇
だ
け
を
書
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
あ

え
て
自
伝
的
小
説
を
書
き
直
し
、
そ
の
後
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
と
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
や
形
式
（
文
体
）
の
小
説
を
書
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
（
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』

に
あ
っ
て
は
異
な
る
複
数
の
文
体
や
表
現
技
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
）。
つ
ま
り
、

前
章
で
見
た
よ
う
に
作
家
は
自
己
の
境
遇
や
性
格
に
似
た
主
人
公
を
短
篇
集
で
既
に
描
き
な
が
ら
も
、
芸

術
家
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
と
希
望
を
持
っ
て
未
来
に
飛
翔
し
た
自
身
の
過
去
の
分
身
を
書
く
こ
と
に
拘
泥

し
た
。
確
か
に
ケ
ナ
ー
を
筆
頭
に
幾
人
も
の
反
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
派
の
批
評
家
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
と
ジ
ョ
イ
ス
を
そ
の
ま
ま
等
号
で
結
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
大
島
一
彦
が
言
う
よ
う
に
、

『
肖
像
』
の
方
法
は
、「
作
者
が
主
人
公
に
託
す
る
宿
命
を
主
人
公
が
そ
の
生
の
過
程
に
於
い
て
主
人
公
自

ら
の
宿
命
と
し
て
認
識
す
る
に
到
ら
し
め
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
や
う
な
作
品
創
造
の
過
程
に
こ
そ
作
者

自
ら
の
宿
命
を
託
す
る
こ
と
」
で
あ
る
（
四
〇
―
四
一
）。
こ
れ
は
先
に
引
い
た
事
後
的
「
過
程(p

ro
ce

ss
)

」

を
重
視
す
る
リ
ケ
ル
ム
の
主
張
と
も
重
な
る
。 

 
 

 

そ
こ
で
、
前
章
に
引
き
続
き
本
章
で
考
察
す
る
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
帝
国
主
義
、
及
び
そ
の
対
抗

と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
こ
れ
ら
三
者
が
主
人
公
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
の
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
亡
霊
の
よ
う
に
、
芸
術
家
を
志
す
若
者
に
取
り
憑
い
て
い
た
。
大
島
や
リ
ケ
ル
ム

に
倣
っ
て
、
本
研
究
は
一
義
的
に
は
『
肖
像
』
を
教
養
小
説
の
系
譜
に
位
置
付
け
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
は
、

「
否
定
的
／
陰
画
的
肖
像(n

e
g
a

tiv
e
 p

o
rtra

it)

」
と
し
て
の
一
面
が
あ
る
こ
と
は
確
か
に
否
定
で
き
な
い

が
、
自
由
と
飛
翔
へ
の
強
い
憧
れ
に
お
い
て
、
そ
の
失
敗
を
も
含
め
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
他
の
あ
ら
ゆ
る

分
身
的
登
場
人
物
と
は
異
な
る
特
権
的
な
地
位
に
あ
る
。
世
紀
転
換
期
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
麻
痺
的
状
況

と
い
う
外
的
要
因
が
強
い
が
故
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
芸
術
至
上
主
義
者
と
し
て
の
内
的
要
因
を
強
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
際
の
相
克
か
ら
「
良
心(co

n
s
cie

n
ce

)

」
と
い
う
一
語
が
選
ば
れ
た
の

だ
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
か
ら
『
肖
像
』
へ
の
変
遷
は
、
支
配
的
言
説
に
取
り

憑
か
れ
て
い
る
他
者
を
描
く
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
闘
う
自
己
を
描
く
こ
と
へ
の
変
遷
で
あ
っ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。 

本
章
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
節
と
第
二
節
で
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
亡
霊
的
な
支
配
言
説

に
つ
い
て
分
析
す
る
。
序
を
締
め
括
る
「
あ
や
ま
れ
／
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
」
と
い
う
声
に
対
し
て
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
は
い
か
に
抵
抗
し
う
る
か
を
検
証
し
、
加
え
て
、
作
者
に
と
っ
て
も
ト
ラ
ウ
マ
的
な
経
験
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
神
父
の
「
地
獄
の
説
教
」
か
ら
、
主
人
公
が
事
後
的
に
自
ら
の
美
学
論
を
「
奪
用
／
我
有
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化(a
p

p
ro

p
ria

tio
n

)

」
す
る
様
を
考
察
す
る9

1

。
第
三
節
で
は
、
自
治
運
動
の
旗
手
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
・
パ
ー
ネ
ル
の
「
亡
霊
」
が
、
主
人
公
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
意
識
の
変
遷
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
彼
は
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
歴
史
の
亡
霊
性
と
で
も
言
う
べ
き
憑
依
的
影
響
を

自
覚
し
て
ゆ
く
。
最
終
第
四
節
で
は
、
『
ヒ
ア
ロ
ー
』
か
ら
『
肖
像
』
へ
の
改
稿
を
経
て
、
後
景
に
退
け
ら

れ
た
当
時
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
が
、
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
時
代
を
描
い
た
第
一
章
第
二
節
に
既
に
暗
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
代
々
学
校
に
伝
わ
る
逸
話
に
隠
さ
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
的
英
雄

た
ち
が
、
一
七
九
八
年
の
反
乱
の
指
導
者
ウ
ル
フ
・
ト
ー
ン
の
亡
霊
と
い
う
比
喩
を
介
し
て
、
重
層
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
論
証
す
る
。 

 
 

                                        

        

 
9
1 

こ
の
語
に
つ
い
て
は
様
々
な
邦
訳
―
―
占
有
、
所
有
、
領
有
、
流
用
、
横
奪
―
―
が
当
て
ら
れ
て
い
る

が
、
本
研
究
で
は
以
下
の
定
義
を
前
提
と
し
て
い
る
。「
現
代
批
評
に
お
い
て
は
、
文
化
資
本
を
乗
っ
取
り
、

本
来
の
文
脈
と
は
違
っ
た
形
で
用
い
、
も
と
も
と
の
文
化
資
本
の
支
配
者
に
対
抗
す
る
こ
と
を
言
う
」
（
川

口
・
岡
本
編 

二
八
八
）。
言
い
換
え
れ
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
い
う
支
配
者
の
言
説
の
一
部

を
、
そ
の
本
来
の
意
味
を
ず
ら
し
な
が
ら
、
自
家
薬
籠
中
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。 
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第
一
節 

失
わ
れ
た
起
源
を
求
め
て
―
―
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
「
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
」
の
は
誰
か 

 

『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
は
、
今
日
の
決
定
版
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
ノ
ー
ト
ン(N

o
rto

n
)

版
に
お
い
て

わ
ず
か
四
一
行
の
第
一
章
第
一
節
、「
序
（
曲
）(P

re
lu

d
e
)

」
か
ら
始
ま
る9

2

。 

 

む
か
し
む
か
し
、
そ
れ
は
と
て
も
す
て
き
な
む
か
し
の
こ
と
、
い
っ
ぴ
き
の
う
し
も
う
も
う
が
み
ち
を
や

っ
て
き
ま
し
た
。
み
ち
を
や
っ
て
き
た
こ
の
う
し
も
う
も
う
は
、
く
い
し
ん
ぼ
う
や
と
い
う
な
ま
え
の
か

わ
い
ら
し
い
ぼ
う
や
に
あ
い
ま
し
た
…
… 

 
 

お
と
う
さ
ん
が
こ
の
お
は
な
し
を
し
て
く
れ
た
。
お
と
う
さ
ん
は
か
た
っ
ぽ
め
が
ね
で
ぼ
う
や
を
み

る
。
そ
の
か
お
は
ひ
げ
も
じ
ゃ
。 

 
 

ぼ
う
や
は
く
い
し
ん
ぼ
う
や
だ
っ
た
。
う
し
も
う
も
う
が
や
っ
て
く
る
み
ち
の
よ
こ
に
は
ベ
テ
ィ
・
バ

ー
ン
が
す
ん
で
い
た
。
ベ
テ
ィ
・
バ
ー
ン
は
レ
モ
ン
の
ね
じ
り
あ
め
を
う
っ
て
い
る
。 

 

O
n

ce
 u

p
o
n

 a
 tim

e
 a

n
d

 a
 v

e
ry

 g
o
o
d

 tim
e
 it w

a
s
 th

e
re

 w
a
s
 a

 m
o
o
co

w
 co

m
in

g
 d

o
w

n
 a

lo
n

g
 

th
e
 ro

a
d

 a
n

d
 th

is m
o
o
co

w
 th

a
t w

a
s
 co

m
in

g
 d

o
w

n
 a

lo
n

g
 th

e
 ro

a
d

 m
e
t a

 n
ice

n
s little

 b
o
y
 

n
a

m
e
d

 b
a

b
y
 tu

ck
o
o
 . . . . . 

H
is fa

th
e
r to

ld
 h

im
 th

a
t s

to
ry

: h
is

 fa
th

e
r lo

o
k

e
d

 a
t h

im
 th

ro
u

g
h

 a
 g

la
ss

: h
e
 h

a
d

 a
 

h
a

iry
 fa

ce
. 

H
e
 w

a
s
 b

a
b

y
 tu

ck
o
o
. T

h
e
 m

o
o
co

w
 ca

m
e
 d

o
w

n
 th

e
 ro

a
d

 w
h

e
re

 B
e
tty

 B
y
rn

e
 liv

e
d

: s
h

e
 

s
o
ld

 le
m

o
n

 p
la

tt. (P
 1

.1
-8

：
中
略
は
原
文
マ
マ) 

                                        

        

 
9
2 

「
序
」
に
つ
い
て
の
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
は
以
下
が
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヨ
ー
ク
・
テ
ィ
ン
ダ

ル(W
illia

m
 Y

o
rk

 T
in

d
a
ll)

は
「
牛
」「
道
」「（
髭
も
じ
ゃ
の
父
か
ら
想
起
さ
れ
る
）
神
」
な
ど
の
モ
チ
ー

フ
を
鮮
や
か
に
抜
き
出
し(8

6
-8

8
)

、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン(C

h
e
ste

r A
n

d
e
rso

n
)

は
、
精
神
分
析

や
フ
ロ
イ
ト
の
性
的
発
達
理
論
の
観
点
か
ら
主
人
公
の
特
異
な
「
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
を
炙
り
出
し
た

([1
9

7
6
] 1

3
5
-6

9
)

。
さ
ら
に
、
コ
リ
ン
・
マ
ッ
ケ
イ
ブ(C

o
lin

 M
a

cC
a
b
e
)

は
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
観
点
か

ら
「
メ
タ
言
語
」
の
終
焉
、
す
な
わ
ち
「
古
典
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
秩
序
か
ら
の
逸
脱
」
を
見
て
取
っ
て
い
る 

(5
6
)

。
最
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
批
評
の
大
家
ヒ
ュ
ー
・
ケ
ナ
ー(H

u
g
h

 

K
e
n

n
e
r)

に
よ
る
次
の
指
摘
が
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
の
成
長
そ
れ
自
体
が
、『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』

全
体
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
人
類
の
幼
児
期
に
相
当
す
る
。
エ
デ
ン
の
園
で
の
生
活
、
誘
惑
、
人
類
の

堕
落
、
そ
し
て
人
間
に
課
せ
ら
れ
た
、
生
き
抜
く
た
め
に
額
に
汗
し
て
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
義
務
。
ジ
ェ
イ

、
、
、

ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
が
生
涯
に
亘
っ
て
書
い
た
全
作
品
に
お
け
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、『
肖
像
、
、
』

の
最
初
の
二
ペ
ー
ジ
の
中
に
言
明
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。 

T
h

e
 d

e
v
e
lo

p
m

e
n

t o
f S

te
p

h
e
n

 D
e
d

a
lu

s
, h

o
w

e
v
e
r, is

 itse
lf, lik

e
 th

e
 w

h
o
le

 o
f F

in
n

e
g
a
n

s 

W
a

k
e
, a

n
 a

n
a

lo
g
u

e
 o

f th
e
 ch

ild
h

o
o
d
 o

f th
e
 h

u
m

a
n

 ra
ce

: th
e
 life

 in
 th

e
 G

a
rd

e
n

, th
e
 

te
m

p
ta

tio
n

, th
e
 F

a
ll, a

n
d

 th
e
 d

u
ty

 la
id

 o
n

 m
a

n
 to

 e
x
a
ct th

e
 s

w
e
a

t o
f h

is
 b

ro
w

 in
 th

e
 

q
u

e
st o

f life
. It is

 n
o
 e

x
a

g
g
e
ra

tio
n

 to
 sa

y
 th

a
t e

v
e
ry

 th
e
m

e
 in

 th
e
 e

n
tire

 life
-w

o
rk

 o
f 

J
a

m
e
s J

o
y
ce

 is sta
te

d
 o

n
 th

e
 first tw

o
 p

a
g
e
s o

f th
e
 P

ortra
it. ([1

9
8
7

] 3
6
5
) 
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父
が
物
語
る
「
お
と
ぎ
話
」
は
、
主
人
公
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
が
実
際
に
暮
ら
す
世
界
、
バ
ー
ン
が

営
む
近
所
の
雑
貨
屋
に
接
続
さ
れ
る
。
彼
の
人
生
最
初
の
記
憶
は
、
五
感
を
通
じ
た
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
よ

っ
て
断
片
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
肖
像
』
で
は
い
わ
ゆ
る
「
全
知
の
語
り
」
で
は
な
く
、
主
人
公
の
使
う
語
彙
と
彼
の
視
点
に
制
限
さ
れ

た
特
異
な
三
人
称
の
語
り
が
採
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、「
序
」
は
主
人
公
の
人
生
最
初
の
「
記
憶
」
、
す

な
わ
ち
の
ち
に
芸
術
家
を
志
す
彼
の
「
起
源
」
が
読
者
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
本
章
第
一
節
で
は
、
こ
の
記

憶
と
起
源
と
い
う
問
題
意
識
を
持
ち
つ
つ
、
「
序
」
の
再
読
を
試
み
た
い
。
論
点
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。
第

一
に
、「
谷
の
百
合
」
の
歌
詞
が
原
曲
と
は
異
な
る
こ
と
に
着
目
し
、『
肖
像
』
の
語
り
が
あ
く
ま
で
も
主
人

公
の
記
憶
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
論
じ
る
。
次
に
、
住
み
込
み
の
家
庭
教
師
で
あ
る
ダ
ン
テ
が
所

有
す
る
「
二
本
の
ブ
ラ
シ
」
に
見
ら
れ
る
隠
さ
れ
た
政
治
的
対
立
が
「
事
後
的
な
」
理
解
に
基
づ
く
こ
と
を

指
摘
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、「
序
」
を
締
め
括
る
声
、「
あ
や
ま
れ
／
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
」
と
い
う
リ

フ
レ
イ
ン
の
意
味
を
考
察
す
る
。
以
上
の
三
点
に
共
通
す
る
の
は
、
「
失
わ
れ
た
起
源
」
と
し
て
の
記
憶
の

問
題
、
そ
し
て
作
者
に
よ
っ
て
創
出
／
捏
造
さ
れ
た
起
源
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
母
と
ダ
ン
テ
の
声
が
融
合

し
た
懲
罰
的
な
言
葉
は
、「
取
り
憑
く
」
と
い
う
点
に
お
い
て
極
め
て
亡
霊
的
で
あ
り
、
次
節
以
降
詳
し
く

見
て
ゆ
く
よ
う
に
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
支
配
を
象
徴
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

  

「
谷
の
百
合
」
を
歌
っ
た
の
は
誰
か
（
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
書
い
て
い
る
の
は
誰
か
） 

 

本
節
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
『
肖
像
』
は
「
お
と
ぎ
話
」
の
パ
ロ
デ
ィ
か
ら
始
ま
る
が
、
パ
ロ
デ
ィ
が
成

立
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
の
は
原
典
と
対
照
関
係
を
示
す
引
用
の
存
在
で
あ
る
。『
肖
像
』
の
物
語
内
部
で

、
、
、

最
初
に
引
用
さ
れ
る
唄
を
見
て
み
よ
う9

3

。 

 
 

《
お
お
、
の
ば
ら
は
さ
く  

ち
い
さ
な
み
ど
り
の
の
か
た
す
み
に
》 

 
 

か
れ
は
こ
の
う
た
を
う
た
っ
た
。
こ
れ
は
か
れ
の
う
た
だ
っ
た
。 

《
お
お
、
み
ろ
り
の
わ
ら
わ
し
ゃ
く
》 

O
, th

e w
ild

 rose
 b

lossom
s
  

 

O
n

 th
e
 little g

ree
n

 p
la

ce
.  

 

H
e
 sa

n
g
 th

a
t so

n
g
. T

h
a
t w

a
s
 h

is so
n

g
. 

O
, th

e g
ee

n
 w

oth
e b

oth
e
th

.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(P
 1

.9
-1

2
) 

                                         

        

 
9
3 

こ
こ
で
「
物
語
内
部
」
と
留
保
を
付
け
た
の
は
、『
肖
像
』
の
題
辞
で
あ
る
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身

物
語
』
か
ら
の
引
用
―
―
「
か
く
て
彼
［
ダ
イ
ダ
ロ
ス
］
は
、
未
だ
知
ら
れ
ざ
る
技
に
心
を
打
ち
込
み
ぬ
」

―
―
こ
そ
が
、
テ
ク
ス
ト
上
の
最
初
の
引
用
だ
か
ら
で
あ
る
。
ダ
イ
ダ
ロ
ス
神
話
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
丸

谷 

一
二
一
―
四
一
を
参
照
の
こ
と
。 
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こ
の
唄
の
原
曲
は
、
ド
ン
・
ギ
フ
ォ
ー
ド(D

o
n

 G
iffo

rd
)

が
最
初
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
H
・
S
・
ト
ン

プ
ソ
ン(H

. S
. T

h
o
m

s
p

o
n

)

の
「
谷
の
百
合(L

ily
 D

a
le

)

」
で
あ
る([1

9
8
2

] 1
3
3

-3
4

)

。
ト
ン
プ
ソ
ン
で
は

“N
o
w

 th
e
 w

ild
 ro

s
e
 b

lo
sso

m
s
 / O

’e
r h

e
r little

 g
re

e
n

 g
ra

v
e
”

と
な
っ
て
お
り
、『
肖
像
』
で
は
歌
詞

の
一
部(“N

o
w

”
と“O

’e
r”

と“g
ra

v
e
”)

が
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
改
変
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
。 

こ
こ
で
問
い
た
い
の
は
「
お
お
、
の
ば
ら
は
さ
く
／
ち
い
さ
な
み
ど
り
の
の
か
た
す
み
に
」
を
歌
っ
た
の

は
誰
か
と
い
う
こ
と
だ
。
多
く
の
先
行
研
究
は
、
歌
が
得
意
で
あ
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
父
サ
イ
モ
ン
だ
と

何
の
留
保
も
付
け
ず
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
断
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
お
と
ぎ
話
の
時
と
は
明
確
に
異
な
り(“H

is
 fa

th
e
r to

ld
 

h
im

 th
a
t s

to
ry

”)

、
歌
詞
が
唐
突
に
提
示
さ
れ
て
、
そ
の
歌
い
手
が
テ
ク
ス
ト
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
以

上
、
父
以
外
の
家
族
の
誰
か
が
歌
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
残
る
。
こ
の
決
定
不
可
能
性
に
は
、
ジ
ョ
イ
ス
の

意
図
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
の
言
語
習
得
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、

誰
か
ら
（
そ
の
）
言
葉
を
学
ん
だ
か
と
い
う
起
源
は
常
に
既
に

、
、
、
、
失
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
父
の
お
と
ぎ
話
に

始
ま
り
、
神
話
上
の
父
ダ
イ
ダ
ロ
ス
へ
の
呼
び
か
け(“O

ld
 fa

th
e
r, o

ld
 a

rtificie
r”)(P

 5
.2

7
9

1
)

で
終
わ

る
『
肖
像
』
に
あ
っ
て
、
一
方
で
は
確
た
る
神
話
的
構
造
を
用
意
し
つ
つ
、
言
語
の
源
は
辿
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
人
で
あ
る
が
故
の
限
界
を
ジ
ョ
イ
ス
は
書
き
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。 

私
た
ち
は
言
語
の
中
に
生
み
落
と
さ
れ
る
、
言
い
換
え
れ
ば
言
語
が
私
た
ち
の
主
体
の
生
成
に
先
行
し

て
い
る
以
上
、
私
た
ち
は
誰
も
が
言
語
習
得
に
お
い
て
は
模
倣
と
反
復
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
こ
と
を
ジ
ョ
イ
ス
は
熟
知
し
て
い
た
。
よ
っ
て
、
ま
だ
言
葉
を
上
手
く
発
音
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
幼
い

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
聞
き
取
っ
た
歌
詞
を
自
分
な
り
に
再
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
―
―“O

, th
e
 g

e
e
n

 

w
o
th

e
 b

o
th

eth
 (O

, th
e
 g

re
e
n

 ro
se

 b
lo

o
m

s)”

―
―
に
は
、
幼
児
の
言
語
習
得
に
お
け
る
原
初
的
な
プ

ロ
セ
ス
、
反
復
と
模
倣
の
実
践
が
見
て
取
れ
る
。
同
時
に
こ
こ
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル
・
カ
ラ
ー

で
あ
る
「
緑
」
が
、
薔
薇
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
現
実
に
は
滅
多
に
存
在
し
な
い
「
緑
の
薔
薇
」
で
あ
っ
て

も
、
言
葉
／
芸
術
の
世
界
に
あ
っ
て
は
存
在
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
後
の
主
人
公
の
芸

術
家
と
し
て
の
未
来
が
刻
印
さ
れ
て
い
る9

4

。
大
島
一
彦
は
『
肖
像
』
第
一
章
の
「
詩
的
な
リ
ズ
ム
」
に
着

目
し
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
「
藝
術
家
の
原
質
」
が
幼
少
期
に
お
い
て
も
巧
み
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
が
（
一
一
―
一
五
）
、
そ
れ
は
幼
さ
故
の
些
細
な
歌
い
間
違
い

、
、
、
に
も
現
れ
て
い
る
の
だ
。 

で
は
、“N

o
w

”

が 
“O

,”

に
、“O

’e
r”

が 
“O

n
”

に
、“g

ra
v
e
”

が“p
la

ce
”

に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ど
の

よ
う
に
考
え
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。
こ
の
「
谷
の
百
合
」
の
唄
は
、
幼
く
し
て
死
ん
だ
女
の
子
の
「
墓
」
に

野
ば
ら
が
咲
く
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
わ
け
だ
が(B

o
w

e
n

 3
5
)

、
百
合
は
死
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
物
語
の

始
ま
り
に
死
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
ジ
ョ
イ
ス
の
他
作
品
―
―
前
章
で
見
た
「
姉
妹
た
ち
」
や
「
死
者
た

ち
」、
そ
し
て
次
章
で
検
討
す
る
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
―
―
で
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ

                                        

        

 
9
4 

「
緑
の
薔
薇
」
の
非
実
在
性
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ェ
ア
ホ
ー
ル(J

a
m

e
s F

a
irh

a
ll)

は
実
に

鮮
や
か
な
政
治
的
読
解
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ダ
イ
ダ
ロ
ス
が
人
工
の
牛
を
創
り
出
し
た
よ
う
に
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
存
在
し
得
な
い
緑
の
薔
薇
を
夢
想
す
る
こ
と
で
、
独
立
を
果
た
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と

い
う
来
た
る
べ
き
国
家
を
予
言
的
に
創
出
し
て
い
る
の
だ
と
い
う(1

1
3

-1
4

)

。同
様
の
指
摘
はM

u
rp

h
y
 7

7

に
も
見
ら
れ
る
。 
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ン
・
マ
ー
フ
ィ
ー(S

te
p

h
e
n

 M
u

rp
h

y
)

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
墓(g

ra
v
e
)

」
と
い
う
死
を
連
想
さ
せ
る

単
語
は
幼
い
子
に
は
相
応
し
く
な
い
た
め
、
家
族
の
者
が
「
場
所(p

la
ce

)

」
に
変
更
し
た
と
い
う
解
釈
も
成

り
立
つ
だ
ろ
う(7

7
)

。
だ
が
、
残
り
二
点
の
改
変
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
充
分
に
説
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

9
5

。 そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
実
際
に
は
こ
の
唄
は
家
族
の
誰
か
に
よ
っ
て
ト
ン
プ
ソ
ン
の
歌
詞
の
通
り
に

、
、
、
歌

わ
れ
た
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
の
は
、“O

, th
e
 w

ild
 rose

 b
lossom

s 

/ O
n

 th
e
 little

 g
re

e
n

 p
la

ce
”

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
仮
定
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
今“th

e
 g

ee
n

 w
o
th

e 

b
o
th

e
th

”

の
例
で
見
た
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
に
お
い
て
は
、
作
者
が
わ
ざ
と
登
場
人
物
に
間
違
え
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
の
テ
ー
マ
が
暗
に
挿
入
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
第
九
挿
話
で
、「
天
才
は
間
違
え
ま
せ
ん
よ
。
彼
の
誤
り
は
意
図
的
な
も
の
で
あ

り
、
発
見
の
入
り
口
な
の
で
す(A

 m
a

n
 o

f g
e
n

iu
s
 m

a
k

e
s
 n

o
 m

ista
k

e
s
. H

is e
rro

rs
 a

re
 v

o
litio

n
a
l 

a
n

d
 a

re
 th

e
 p

o
rta

ls
 o

f d
isco

v
e
ry

)

」
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
評
す
る
が(U

 9
.2

2
8
-2

9
)

、
こ
の
台
詞
は

従
来
の
ジ
ョ
イ
ス
批
評
の
中
で
自
己
言
及
的
に
解
釈
さ
れ
て
き
た9

6

。
つ
ま
り
、
ジ
ョ
イ
ス
の
テ
ク
ス
ト
が

間
違
え

、
、
、
る、
と
き
に
は
、
常
に
何
か
し
ら
の
発
見
、
、
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

事
実
ジ
ョ
イ
ス
は
他
な
ら
ぬ
反
復
に
よ
っ
て
、「
谷
の
百
合
」
の
重
要
性
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
。『
肖
像
』

第
一
章
第
二
節
の
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
の
算
数
の
時
間
に
、
白
薔
薇
（
ヨ
ー
ク
）
と
赤
薔
薇
（
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
）

に
分
か
れ
て
計
算
合
戦
が
行
わ
れ
る
際
の
こ
と
だ
。
競
争
に
は
全
く
興
味
が
持
て
ず
、
ば
ら
の
色
に
想
い
を

め
ぐ
ら
せ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。 

 

き
っ
と
野
ば
ら
は
こ
ん
な
色
を
し
て
い
る
の
か
な
。
彼
は
小
さ
な
緑
の
野
の
片
す
み
に
咲
く
野
ば
ら
を

歌
っ
た
唄
を
思
い
出
し
た

、
、
、
、
、
。
で
も
緑
の
ば
ら
な
ん
て
な
い
ん
だ
。
で
も
き
っ
と
世
界
の
ど
こ
か
に
は
あ
る

の
か
な
。 

P
e
rh

a
p
s a

 w
ild

 ro
se

 m
ig

h
t b

e
 lik

e
 th

o
se

 co
lo

u
rs: a

n
d
 h

e
 re

m
e
m

b
e
re

d
 th

e
 so

n
g
 a

b
o
u

t 

th
e
 w

ild
 ro

se
 b

lo
sso

m
s
 o

n
 th

e
 little

 g
re

e
n

 p
la

ce
. B

u
t y

o
u

 co
u

ld
 n

o
t h

a
v
e
 a

 g
re

e
n

 ro
se

. 

B
u

t p
e
rh

a
p
s
 s

o
m

e
w

h
e
re

 in
 th

e
 w

o
rld

 y
o
u

 co
u

ld
. (P

 1
.1

9
5
-9

9
) 

 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
先
に
引
用
し
た
最
初
の
二
行
の
通
り
に
歌
詞
を
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
の
彼
の
記
憶
が
仮
に
「
誤
り
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
作
者
に
よ
る
二
度
の
「
意
図
的
な
」
間
違
い
に
よ

っ
て
、
何
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
『
肖
像
』
の
語
り
手
が
唄
の
原
典
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
記
憶
す
る
ま
ま
の
歌
詞
を
忠
実
に
引
用

、
、
、
、
、
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
「
序
」
が
幼
い
男
児
の

語
彙
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
（
そ
れ
故
、
多
く
の
邦
訳
で
は
ひ
ら
が
な
で
表
記
さ
れ
て
い
る
）
は
こ
の
こ
と

を
裏
付
け
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
父
が
付
け
て
い
た
単
眼
鏡(m

o
n

o
cle

)

と
い
う
単
語
を

                                        

        

 
9
5 

勿
論
そ
の
原
因
の
一
端
は
、『
肖
像
』
に
限
ら
ず
ジ
ョ
イ
ス
の
テ
ク
ス
ト
に
は
多
く
の
異
な
る
版
が
存

在
し
、
ノ
ー
ト
ン
版
も
暫
定
的
な
「
決
定
版
」
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
帰
さ
れ
よ
う
。 

9
6 

例
え
ば
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
自
己
言
及
的
な
構
造
に
関
し
て
網
羅
的
研
究
を
行
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
・
ト

マ
ス(B

ro
o
k

 T
h

o
m

a
s
) 

を
参
照
の
こ
と(1

5
9

, 1
6
4

-6
5

)

。 
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ま
だ
知
ら
な
い

、
、
、
、
た
め
、「
か
た
っ
ぽ
め
が
ね(a

 g
la

s
s)

」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
序
」

に
登
場
す
る
ヴ
ァ
ン
ス
家
は
実
際
ジ
ョ
イ
ス
家
の
隣
人
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
「
七
番
地
」
で
は
な
く
「
四

番
地
」
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
伝
記
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が(J

J
 2

6
)

、
ジ
ョ
イ
ス

が
執
筆
に
当
た
っ
て
こ
の
事
実
を
確
認
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
む
し
ろ
、
彼
は
か
つ
て
の
自
身
の

記
憶
に
基
づ
い
て“n

u
m

b
e
r s

e
v
e
n

”(P
 1

.2
7
)

と
あ
え
て
間
違
え
た
ま
ま

、
、
、
、
、
、
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

私
た
ち
は
殆
ど
の
場
合
、
生
ま
れ
た
と
き
の
こ
と
を
覚
え
て
お
ら
ず
、
最
初
に
言
葉
を
発
し
た
と
き
の
こ

と
も
覚
え
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
起
源
は
常
に
既
に
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
生
最
初
の

記
憶
は
、
そ
れ
が
正
確
に
何
で
あ
り
、
い
つ
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
実
際
に
あ
り
得
た
か
と
は
全
く
無
関
係
に
、

た
だ
私
た
ち
の
記
憶
の
中
に
あ
る
、
、
の
で
あ
る
。
故
に
、「
谷
の
百
合
」
の
不
確
か
な
引
用

、
、
、
、
、
、
が
示
す
の
は
、
私

た
ち
の
人
生
最
初
の
記
憶
の
不
確
か
さ
と
共
に
、
主
人
公
の
成
長
と
天
職
の
発
見
を
描
く
『
肖
像
』
に
あ
っ

て
は
、
優
先
さ
れ
る
べ
き
は
事
実
の
正
確
な
記
述
で
は
な
く
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
感
じ
取
っ
た
ま
ま
に
、
そ

し
て
覚
え
て
い
る
ま
ま
に
描
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
感
受
性
の
創
造
が
な
さ
れ
る
の
だ
。 

 

ダ
ン
テ
の
「
二
本
の
ブ
ラ
シ
」
の
背
後
に
あ
る
も
の 

前
項
で
は
、
幼
児
の
言
語
習
得
に
お
け
る
模
倣
と
反
復
の
問
題
、
そ
し
て
言
語
の
起
源
が
記
憶
と
い
う
観

点
か
ら
し
て
不
正
確
で
あ
る
こ
と
が
、
『
肖
像
』
の
「
序
」
お
い
て
暗
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
。
こ
こ

で
、
言
語
習
得
の
別
の
側
面
に
目
を
向
け
よ
う
。
ロ
マ
ン
・
ヤ
コ
ブ
ソ
ン(R

o
m

a
n

 J
a

k
o
b
so

n
)

は
、「
子
ど

も
の
頭
の
中
で
は
ペ
ア
と
い
う
観
念
が
個
々
別
々
に
存
在
す
る
対
象
／
も
の
に
先
行
す
る(in

 a
 ch

ild
’s 

m
in

d
 th

e
 p

a
ir is a

n
te

rio
r to

 iso
la

te
d
 o

b
je

cts
)

」
と
い
う
当
時
の
心
理
学
の
発
見
を
受
け
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
―
―
「
二
項
対
立
は
子
ど
も
が
行
う
最
初
の
論
理
操
作
で
あ
る
。
両
極
端
の
も
の
が
同

時
に
現
れ
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
幼
児
は
ひ
と
つ
を
選
び
、
も
う
一
方
の
項
に
あ
る
他
方
を
抑
圧
す
る
よ
う

に
強
い
ら
れ
る
の
だ(T

h
e
 b

in
a
ry

 o
p

p
o
sitio

n
 is a

 ch
ild

’s first lo
g
ica

l o
p

e
ra

tio
n

. B
o
th

 o
p

p
o
site

s 

a
ris

e
 s

im
u

lta
n

e
o
u

s
ly

 a
n

d
 fo

rce
 th

e
 in

fa
n

t to
 ch

o
o
se

 o
n

e
 a

n
d
 to

 s
u

p
p

re
s
s th

e
 o

th
e
r
 o

f th
e
 

tw
o
 a

lte
rn

a
tiv

e
 te

rm
s)

」(4
7
)

。
言
う
ま
で
も
な
く
、
言
葉
／
概
念
が
も
の
に
先
立
つ
と
い
う
言
語
観
が

構
造
主
義
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
の
は
ジ
ョ
イ
ス
の
死
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
は
言
わ
ば
作
家
的
な
本

能
で
、
幼
児
的
な
世
界
の
受
け
止
め
方
を
『
肖
像
』
の
「
序
」
に
書
き
込
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
「
お
ね
し

ょ
を
す
る
と
は
じ
め
は
あ
た
た
か
く
て
、
そ
れ
か
ら
つ
め
た
く
な
る(W

h
e
n

 y
o
u

 w
e
t th

e
 b

e
d

 first it is 

w
a
rm

 th
e
n

 it g
e
ts

 co
ld

)

」(P
 1

.1
3
-1

4
)

と
い
う
一
文
に
見
ら
れ
る
寒
暖
の
対
立
関
係
に
は
、
実
際
に
は

多
種
多
様
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
多
く
が
二
項
に
切
り
分
け
ら
れ
る
言
語
的
世
界
観
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
原
初
的
な
現
れ
が
示
さ
れ
て
い
る9

7

。
加
え
て
、
お
ね
し
ょ
の
「
変
な(q

u
e
e
r)

」
に
お
い
に

対
比
さ
れ
る
の
は
、「
お
か
あ
さ
ん
は
お
と
う
さ
ん
よ
り
い
い
に
お
い

、
、
、
、
、
が
す
る(H

is m
o
th

e
r h

a
d

 a
 n

ice
r 

s
m

e
ll th

a
n

 h
is

 fa
th

e
r)

」
と
い
う
一
文
で
あ
り
、
そ
の
比
較
表
現
は
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
お
じ
さ
ん
と
ダ
ン
テ

は
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
よ
り
と
し
う
え
で
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
お
じ
さ
ん
は
ダ
ン
テ
よ
り
も
と
し
う
え

                                        

        

 
9
7 

南
谷
奉
良
は
「
お
ね
し
ょ
」
の
表
象
を
近
代
的
衛
生
思
想
の
発
展
か
ら
解
き
ほ
ぐ
し
、「
序
」
に
見
ら
れ

る
「
主
人
公
の
流
動
的
内
的
世
界
」
と
「
現
実
世
界
に
お
け
る
切
断
の
諸
力
」
が
『
肖
像
』
全
編
に
亘
っ
て

拮
抗
す
る
様
を
分
析
し
て
い
る
（〔
二
〇
一
六c

〕
三
八
―
四
八
）。 
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だ([U
n

cle
 C

h
a
rle

s
 a

n
d

 D
a

n
te

] w
e
re

 o
ld

e
r th

a
n

 h
is

 fa
th

e
r a

n
d

 m
o
th

e
r b

u
t u

n
cle

 C
h

a
rle

s 

w
a
s
 o

ld
e
r th

a
n

 D
a

n
te

)

」
に
連
結
さ
れ
る(P

 1
.1

5
 / 2

1
-2

2
)
9
8

。
寒
暖
差
、
良
い
悪
い
と
い
う
快
不
快
の

差
、
そ
し
て
年
齢
差
と
い
う
比
較
に
よ
っ
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
自
身
の
周
り
の
人
々
や
物
事
を
言
葉
に
よ

っ
て
秩
序
づ
け
て
ゆ
く
。
事
実
、
父
の
お
と
ぎ
話
で
始
ま
る
『
肖
像
』
は
、
次
に
ピ
ア
ノ
を
弾
く
母
が
描
か

れ
、
そ
の
後
、
お
じ
さ
ん
と
ダ
ン
テ
、
近
所
の
ヴ
ァ
ン
ス
家
と
続
き
、
主
人
公
の
世
界
が
同
心
円
状
に
拡
張

し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ジ
ョ
イ
ス
は
、
幼
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
平
易
な
語
彙
を
使
い
な
が
ら
も
、

実
に
巧
み
に
幼
児
の
発
達
過
程
を
描
い
て
い
る
。 

こ
の
二
項
か
ら
成
る
世
界
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
ダ
ン
テ
の
「
二
本
の
ブ
ラ
シ
」
に
最
も
象
徴
的
か
つ
劇

的
に
表
れ
て
い
る
―
―
「
ダ
ン
テ
は
た
ん
す
に
二
ほ
ん
の
ブ
ラ
シ
を
も
っ
て
い
る
。
く
り
い
ろ
の
ベ
ル
ベ
ッ

ト
の
つ
い
た
ブ
ラ
シ
は
マ
イ
ケ
ル
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
の
た
め
、
み
ど
り
い
ろ
の
ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
つ
い
た
ブ
ラ
シ

は
パ
ー
ネ
ル
の
た
め(D

a
n

te
 h

a
d

 tw
o
 b

ru
s
h

e
s
 in

 h
e
r p

re
ss

. T
h

e
 b

ru
s
h

 w
ith

 th
e
 m

a
ro

o
n

 v
e
lv

e
t 

b
a

ck
 w

a
s
 fo

r M
ich

a
e
l D

a
v
itt a

n
d

 th
e
 b

ru
sh

 w
ith

 th
e
 g

re
e
n

 v
e
lv

e
t b

a
ck

 w
a
s
 fo

r P
a
rn

e
ll)

」

(P
 1

.2
3
-2

5
)
9
9

。
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
と
パ
ー
ネ
ル
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
自
治
運
動
に
お
い
て

双
璧
を
成
す
二
大
指
導
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
の
ち
に
パ
ー
ネ
ル
が
既
婚
女
性
と
密
通
し
て
い
た
こ
と
が

発
覚
す
る
と
、
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
ダ
ン
テ
は
「
緑
色
の
ベ
ル
ベ
ッ
ト
」
を
引
き
剥
が
し
て
し

ま
う
。
支
持
と
不
支
持
を
巡
る
こ
の
手
の
二
項
対
立
的
な
政
治
状
況
は
、
第
一
章
第
二
節
で
当
時
六
歳
半
の

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
よ
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
想
像
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
地
理
の
教
科
書
の
見
返
し
に
描
か
れ
た

「
栗
色(m

a
ro

o
n

)

の
雲
に
囲
ま
れ
た
緑
色(g

re
e
n

)

の
地
球
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
」
な
が
ら(P

 1
.3

3
4
-3

5
)

、
ダ

ン
テ
の
ブ
ラ
シ
を
思
い
出
す
。 

 

い
っ
た
い
ど
ち
ら
が
正
し
い
ん
だ
ろ
う
。
み
ど
り
色
の
方
に
味
方
す
る
の
と
、
く
り
色
の
方
に
味
方
す
る

の
と
。
い
つ
だ
か
ダ
ン
テ
は
パ
ー
ネ
ル
の
た
め
の
み
ど
り
の
ベ
ル
ベ
ッ
ト
を
は
さ
み
で
切
り
と
っ
て
、
パ

ー
ネ
ル
は
悪
い
人
な
ん
だ
よ
っ
て
ぼ
く
に
言
っ
た
。
う
ち
で
は

、
、
、
、
今
も
あ
の
こ
と
を
み
ん
な
で
話
し
あ
っ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
政
治
と
よ
ば
れ
る
も
の
。
そ
れ
に
は
ふ
た
つ
の
立
場
が
あ
っ
て
、
ダ
ン
テ

は
ひ
と
つ
の
側
に
、
お
父
さ
ん
と
ケ
イ
シ
ー
さ
ん
は
も
う
片
方
の
側
に
い
る
。
で
も
お
母
さ
ん
と
チ
ャ
ー

ル
ズ
お
じ
さ
ん
は
ど
ち
ら
の
側
に
も
い
な
い
ん
だ
。 

H
e
 w

o
n

d
e
re

d
 w

h
ich

 w
a

s rig
h

t, to
 b

e
 fo

r th
e
 g

re
e
n

 o
r fo

r th
e
 m

a
ro

o
n

, b
e
ca

u
se

 D
a

n
te

 

h
a

d
 rip

p
e
d

 th
e
 g

re
e
n

 v
e
lv

e
t b

a
ck

 o
ff th

e
 b

ru
s
h

 th
a
t w

a
s
 fo

r P
a
rn

e
ll o

n
e
 d

a
y
 w

ith
 h

e
r 

s
cis

so
rs a

n
d

 h
a

d
 to

ld
 h

im
 th

a
t P

a
rn

e
ll w

a
s
 a

 b
a

d
 m

a
n

. H
e
 w

o
n

d
e
re

d
 if th

e
y
 w

e
re

 

a
rg

u
in

g
 a

t h
o
m

e
 a

b
o
u

t th
a
t. T

h
a
t w

a
s
 ca

lle
d

 p
o
litics

. T
h

e
re

 w
e
re

 tw
o
 sid

e
s
 in

 it: D
a

n
te

 

w
a
s
 o

n
 o

n
e
 sid

e
 a

n
d

 h
is

 fa
th

e
r a

n
d

 M
r C

a
s
e
y
 w

e
re

 o
n

 th
e
 o

th
e
r sid

e
 b

u
t h

is
 m

o
th

e
r 

                                        

        

 
9
8 

こ
の“q

u
e
e
r”

に
着
目
し
、
デ
レ
ク
・
ア
ト
リ
ッ
ジ(D

e
re

k
 A

ttrid
g
e
)

は
言
語
が
持
つ
物
質
性
に
つ
い

て
論
究
し
て
い
る
の
で
参
照
の
こ
と(5

9
-7

7
)

。 
9
9 

こ
こ
に
見
ら
れ
る
色
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
小
島
基
洋
は
緑
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル
・

カ
ラ
ー
で
あ
る
と
い
う
定
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、m

a
ro

o
n

の
動
詞
と
し
て
の
意
「
島
流
し
に
す
る
」
に
ダ

イ
ダ
ロ
ス
神
話
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
見
出
し
て
い
る
（
ダ
イ
ダ
ロ
ス
も
ま
た
ギ
リ
シ
ア
本
土
か
ら
殺
人
の

か
ど
で
ク
レ
タ
島
に
流
罪
に
処
さ
れ
て
い
た
）（
六
〇
―
六
三
）。 
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a
n

d
 u

n
cle

 C
h

a
rle

s
 w

e
re

 o
n

 n
o
 s

id
e
. (P

 1
.3

3
6

-4
3

) 

 

政
治
に
お
い
て
は
ふ
た
つ
の
陣
営
と
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
第
三
項
が
あ
る
と
い
う
対
立
図
式
は
、
右
翼
と
左

翼
、
保
守
と
革
新
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
対
立
で
あ
れ
私
た
ち
に
と
っ
て
馴
染
み
の
も
の
で
あ
る
。
右

の
場
合
で
は
、
支
持
不
支
持
と
い
う
二
項
が
サ
イ
モ
ン
及
び
ケ
イ
シ
ー
と
、
ダ
ン
テ
を
分
け
、
政
治
的
で
あ

る
か
否
か
の
二
項
が
彼
ら
と
、
母
及
び
お
じ
を
切
り
分
け
て
い
る
。
そ
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
漠
然
と
意
識

し
つ
つ
あ
る
こ
の
対
立
関
係
は
、
パ
ー
ネ
ル
の
死
に
関
し
て
、
互
い
を
罵
倒
し
合
う
ほ
ど
の
激
論
が
交
わ
さ

れ
る
第
一
章
第
三
節
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
ィ
ナ
ー
の
伏
線
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
再
び
注
目
す
べ

き
は
、
彼
が
ま
だ
そ
の
対
立
の
元
凶
が
何
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
主
人
公
に
あ
っ

て
は
〈
起
源
の
喪
失
〉
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

共
闘
し
て
い
た
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
と
パ
ー
ネ
ル
が
袂
を
分
か
っ
た
の
は
、
パ
ー
ネ
ル
が
姦
通
と
い
う
罪
を
犯

し
た
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
的
倫
理
に
背
い
た
か
ら
だ
と
ダ
ン
テ
は
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
パ
ー
ネ
ル
を

め
ぐ
っ
て
、
ジ
ョ
イ
ス
の
「
故
郷
」
並
び
に
「
家
庭
」
、
ま
さ
し
く“h

o
m

e
”

が
二
分
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、

そ
の
背
景
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
い
う
支
配
権
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政
治
が
混
乱
を
来
す
そ
の
根
本
的
な
要
因
は
、
大
英
帝
国
と
い
う
も
う
一
つ
別
の
支

配
権
力
が
君
臨
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
と
そ
の
「
国
家
」
を
分
断
し
、
対
立
さ
せ
て

し
ま
う
大
元
の
原
因
に
つ
い
て
、
の
ち
に
二
十
二
歳
と
な
っ
た
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
文
化
に
関
心
を
持
つ
英
国
か
ら
の
客
人
ヘ
イ
ン
ズ
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
言
い
放
つ
―
―

「
僕
は
ふ
た
り
の
主
人
の
召
使
い
な
の
さ(I a

m
 a

 s
e
rv

a
n

t o
f tw

o
 m

a
s
te

rs
)
。
…
…
つ
ま
り
大
英
帝
国

([t]h
e
 im

p
e
ria

l B
ritis

h
 sta

te
)

」
と
「
聖
な
る
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
使
徒
教
会
の
ね(th

e
 h

o
ly

 R
o
m

a
n

 

ca
th

o
lic a

n
d

 a
p
o
s
to

lic ch
u

rch
)

」(U
 1

.6
3
8
-4

4
)
1
0
0

。
す
な
わ
ち
、
青
年
期
の
彼
は
母
国
に
お
け
る
政

治
と
宗
教
双
方
の
支
配
権
力
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
。
だ
が
、『
肖
像
』
第
一
章
の
少
年
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

に
と
っ
て
、
政
治
で
あ
れ
、
宗
教
で
あ
れ
、
何
が
真
に
正
し
い
こ
と
な
の
か
は
自
分
で
判
断
し
よ
う
が
な
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、
『
肖
像
』
か
ら
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
至
る
成
長
過
程
に
お
い
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
事
後
的

、
、
、

に、
発
見
す
る
の
は
、
ダ
ン
テ
の
「
二
本
の
ブ
ラ
シ
」
の
背
後
に
あ
る
対
立
的
な
権
力
構
造
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
政
治
対
立
の
元
凶
と
し
て
の
起
源
で
あ
る
。
本
研
究
の
序
論
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ラ
プ
ラ
ン
シ
ュ
に
よ

れ
ば
、
フ
ロ
イ
ト
の
「
事
後
性
」
は
単
な
る
因
果
律
で
は
な
く
、
結
果
か
ら
回
顧
的
に
原
因
が
遡
及
さ
れ
る

因
果
律
を
含
む
。
こ
の
事
後
性
と
い
う
問
題
は
、
小
説
技
法
に
沿
っ
て
言
え
ば
伏
線
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

が
、『
肖
像
』
の
「
序
」
に
は
主
人
公
の
未
来
の
成
長
を
予
言
す
る
か
の
よ
う
に
巧
み
に
埋
め
込
ま
れ
て
い

る
。 ダ

ン
テ
の
二
本
の
ブ
ラ
シ
が
色
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
共
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て

片
方
の
ベ
ル
ベ
ッ
ト
が
去
勢
恐
怖
を
喚
起
す
る
鋏
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
は
、
幼
い
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
に
は
わ
か
り
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
記
憶
に
残
っ
た
ダ
ン
テ
の
振
る
舞
い
の
意
味
は
、
事
後
的
に
彼

に
理
解
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
パ
ー
ネ
ル
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
殺
さ
れ
た
よ
う
に
、
青
年
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

も
ま
た
聖
職
へ
の
誘
い
を
受
け
る
こ
と
で
教
会
権
力
に
よ
っ
て
自
身
の
自
由
が
奪
わ
れ
か
け
た
か
ら
で
あ

                                        

        

 
1
0
0 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三
章
第
三
節
で
詳
述
す
る
。 
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る
。
芸
術
家
の
天
命
を
発
見
す
る
第
四
章
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
言
う
―
―
「
生
き
、
誤
り
、
堕
ち
、
勝
利
し
、

生
か
ら
生
を
再
び
創
り
出
す
の
だ
！ 

…
…
前
へ
、
前
へ
、
前
へ
、
前
へ
！ 

(T
o
 liv

e
, to

 e
rr, to

 fa
ll, to

 

triu
m

p
h

, to
 re

cre
a
te

 life
 o

u
t o

f life
! . . . O

n
 a

n
d

 o
n

 a
n

d
 o

n
 a

n
d

 o
n

!)

」(P
 4

.8
8

5
-9

0
)

。
ド
リ
ー

マ
ウ
ン
ト
の
海
岸
で
、
海
鳥
の
よ
う
な
足
を
し
た
少
女(b

ird
g
irl)

に
天
啓
を
見
出
す
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
で
あ

る
が
、
鳥
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
が
全
編
を
通
じ
て
支
配
す
る
こ
の
小
説
に
お
い
て
、
最
初
に
登
場
す
る
鳥
は

「
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
」
鷲
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ラ
ー
ド
・
ポ
ッ
ツ(W

illa
rd

 P
o
tts

)

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ま
さ
し
く
こ
れ
は
「［
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
］
最
初
の
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験(h

is
 firs

t tra
u

m
a
tic e

x
p

e
rie

n
ce

)

」

で
あ
っ
た(1

1
0

)

。
な
ぜ
主
人
公
の
人
生
最
初
の
記
憶
を
締
め
括
る
の
が
、
こ
の
よ
う
な
脅
迫
的
な
声
で
あ

る
の
か
、
最
後
に
「
序
」
末
尾
の
八
行
を
考
察
し
て
み
た
い
。 

 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
な
ぜ
「
謝
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
の
か 

今
日
の
決
定
版
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
ノ
ー
ト
ン
版
は
一
九
九
三
年
に
ハ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ガ
ブ
ラ
ー

(H
a

n
s
 W

a
lte

r G
a
b

le
r)

が
編
集
し
た
版
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
版
と
従
来
の
版
に
は
「
序
」
に
お
い
て

変
更
箇
所
が
三
つ
あ
る
。
そ
の
う
ち
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
次
の
引
用
に
見
ら
れ
る
改
行
の
問
題
で
あ

る
。
ダ
ン
テ
の
ブ
ラ
シ
に
つ
い
て
の
記
述
の
あ
と
、
近
所
に
住
む
ヴ
ァ
ン
ス
家
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
語

ら
れ
る
。 

 

ヴ
ァ
ン
ス
さ
ん
た
ち
は
、
な
な
ば
ん
ち
に
す
ん
で
い
る
。
べ
つ
の
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
が
い
て
、

そ
れ
は
ア
イ
リ
ー
ン
の
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
だ
。
お
お
き
く
な
っ
た
ら
、
ぼ
く
は
ア
イ
リ
ー
ン
と

け
っ
こ
ん
す
る
ん
だ
。 

か
れ
は
テ
ー
ブ
ル
の
し
た
に
か
く
れ
て
い
た
。
お
か
あ
さ
ん
が
い
っ
た
。 

―
さ
あ
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
、
ご
め
ん
な
さ
い
す
る
わ
ね
。 

 
 

ダ
ン
テ
が
い
っ
た
。 

―
さ
あ
、
あ
や
ま
ら
な
い
と
、
わ
し
が
と
ん
で
き
て
、
お
め
め
を
く
り
ぬ
き
ま
す
よ
。 

T
h

e
 V

a
n

ce
s liv

e
d
 in

 n
u

m
b
e
r se

v
e
n

. T
h

e
y
 h

a
d
 a

 d
iffe

re
n

t fa
th

e
r a

n
d
 m

o
th

e
r. T

h
e
y
 

w
e
re

 E
ile

e
n

’s
 fa

th
e
r a

n
d
 m

o
th

e
r. W

h
e
n

 th
e
y
 w

e
re

 g
ro

w
n

 u
p

 h
e
 w

a
s g

o
in

g
 to

 m
a
rry

 

E
ile

e
n

. 

 
  

H
e
 h

id
 u

n
d
e
r th

e
 ta

b
le

. H
is

 m
o
th

e
r sa

id
: 

―O
, S

te
p

h
e
n

 w
ill a

p
o
lo

g
ise

. 

D
a

n
te

 sa
id

: 

―O
, if n

o
t, th

e
 e

a
g
le

s
 w

ill co
m

e
 a

n
d

 p
u

ll o
u

t h
is

 e
y
e
s. (P

 1
.2

7
-3

3
) 

 

こ
の
あ
と
母
の
声
と
ダ
ン
テ
の
声
が
混
ざ
り
合
い
、“P

u
ll o

u
t h

is e
y
es, / A

p
o
lo

g
ise

”

が
交
差
配
列
的

に
四
度
反
復
さ
れ
、
八
行
の
詩
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

た
だ
し
こ
こ
で
改
め
て
問
題
に
し
た
い
の
は
、
ガ
ブ
ラ
ー
版
で
初
め
て“H

e
 h

id
 u

n
d
e
r th

e
 ta

b
le

”

の

一
文
が
改
行
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
で
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
異
同
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
な
ぜ
謝
ら
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
か
を
理
解
す
る
上
で
大
変
重
要
だ
。
な
ぜ
な
ら
多
く
の
批
評
家
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
謝
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
、
ア
イ
リ
ー
ン
と
い
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
結
婚
を
禁
じ
る
ダ
ン
テ
に
由

来
す
る
と
論
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
都
留
信
夫
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
叱
ら
れ
て
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
隠
れ
る
の
は
、
ア
イ
リ
ー
ン
と
結
婚
す
る
と
い
っ
た

か
ら
に
他
な
ら
な
い

、
、
、
、
、
。
そ
れ
が
な
ぜ
か
は
大
分
先
に
進
ん
で
か
ら
わ
か
る
。
彼
女
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

子
で
あ
り
、
付
き
合
い
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
彼
が
言
い
つ
け
を
破
り
、
大
人
に
な
っ
た
ら
結
婚
す

る
と
ま
で
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
二
三
五
、
強
調
は
小
林
） 

 

以
下
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
指
摘
は
確
か
に
間
違
い
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
読
解
が
ジ
ョ
イ
ス
の

テ
ク
ス
ト
に
あ
っ
て
は
、
妥
当
で
あ
る
と
同
時
に
妥
当
で
な
い

、
、
、
、
、
と
い
う
そ
の
特
異
な
二
重
性
、
言
う
な
れ
ば

〈
ジ
ョ
イ
ス
の
罠
〉
を
こ
こ
で
は
指
摘
し
た
い
。
つ
ま
り
、
本
節
第
一
項
で
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
も
ま
た
解

釈
に
お
い
て
は
大
き
な
留
保
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。 

 

確
か
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
対
立
は
、
支
配
者
階
級
で
あ
る
英
国
系
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
（
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
）
と
被
支
配
者
の
カ
ト
リ
ッ
ク
（
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
）

の
対
立
で
あ
り
、
事
実
ジ
ョ
イ
ス
は
都
留
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
の
ち
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
こ
の
根
深
い
宗

教
対
立
の
問
題
を
気
付
か
せ
て
い
る
―
―
「
そ
れ
で
ダ
ン
テ
は
ぼ
く
が
ア
イ
リ
ー
ン
と
遊
ぶ
の
を
い
や
が

る
。
ア
イ
リ
ー
ン
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
だ
か
ら(A

n
d

 [D
a

n
te

] d
id

 n
o
t lik

e
 h

im
 to

 p
la

y
 w

ith
 E

ile
e
n

 

b
e
ca

u
s
e
 E

ile
e
n

 w
a
s
 a

 p
ro

te
s
ta

n
t)

」(P
 1

.9
9
9

-1
0
0
0

)

。
こ
れ
は
第
一
章
第
三
節
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ

ィ
ナ
ー
に
お
い
て
大
人
た
ち
が
激
し
く
口
論
を
す
る
中
で
挿
入
さ
れ
る
当
時
九
歳
の
彼
の
意
識
の
流
れ
で

あ
る
が
、
再
び
注
意
す
べ
き
は
精
神
分
析
に
お
け
る
「
事
後
性
」
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
序
」
に

お
い
て
は
ま
だ
、
幼
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
ア
イ
リ
ー
ン
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
仮

に
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
そ
れ
が
実
際
に
何
を
意
味
す
る
の
か
は
全
く
わ
か
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、
数
年
を
経
て
、
特
に
パ
ー
ネ
ル
の
姦
通
罪
の
発
覚
以
後
、
元
は
パ
ー
ネ
ル
主
義
者
で
あ
っ
た
が
故
に
一

層
激
し
く
こ
の
罪
を
糾
弾
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
盲
信
し
て
い
た
ダ
ン
テ
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ア
イ

リ
ー
ン
と
の
付
き
合
い
を
快
く
思
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
そ
の
謝
罪
の
声

の
起
源
を
事
後
的
に
理
解
し
始
め
る
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
そ
れ
を
明
確
に
意
識
す
る

瞬
間
は
『
肖
像
』
の
中
に
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
今
の
引
用
に
お
い
て
初
め
て
ア
イ
リ
ー
ン
が
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
は
、
む
し
ろ
読
者
の
方
で
あ
る
。
こ
こ
に
ジ
ョ
イ
ス
の
巧
み
な
技
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
私
た
ち
も
ま
た
事
後
的
か
つ
遡
及
的
に
、
謝
罪
を
要
求
し
て
い
た
声
が
象
徴
的
な
次
元
に
お
い
て

は
宗
教
対
立
に
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
り
、
ジ
ョ
イ
ス
は
こ
の
よ
う
に
時
間
差
を
テ
ク
ス
ト
の
中
に
埋

め
込
む
こ
と
で
、
読
者
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
共
に
、
、
、
謝
罪
を
要
求
す
る
声
の
起
源
を
発
見
す
る
よ
う
に
誘
導

し
て
い
る
わ
け
だ
。 

同
時
に
、
起
源
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
自
伝
的
読
解
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
う
ひ
と
つ
別
の
重

要
な
論
点
が
見
出
さ
れ
る
。
「
あ
や
ま
れ
／
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
は
、
作
者
自
身
の
実

体
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
次
の
引
用
は
、
ジ
ョ
イ
ス
が
書
き
留
め
て
い
た
『
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
集
』
と
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い
う
名
の
創
作
ノ
ー
ト
か
ら
で
あ
る
。 

 
ミ
ス
タ
ー
・
ヴ
ァ
ン
ス
―
―
（
杖
を
持
っ
て
や
っ
て
来
る
）
…
…
さ
あ
、
ミ
セ
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
、
彼
は
謝

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
な
。 

ミ
セ
ス
・
ジ
ョ
イ
ス
―
―
え
え
…
…
聞
こ
え
た
わ
ね
、
ジ
ム
？ 

ミ
ス
タ
ー
・
ヴ
ァ
ン
ス
―
―
さ
も
な
い
と
、
そ
う
、
謝
ら
な
い
な
ら
、
鷲
が
や
っ
て
来
て
、
目
を
刳
り
貫

く
で
し
ょ
う
。 

ジ
ョ
イ
ス
―
―
（
テ
ー
ブ
ル
の
下
で
、
自
分
に
向
か
っ
て
） 

―
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
、 

あ
や
ま
れ
、 

 
 

 

あ
や
ま
れ
、 

 
 

 

お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
。 

 
 

 

あ
や
ま
れ
、 

 
 

 

お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
、 

 
 

 

お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
、 

 
 

 

あ
や
ま
れ
。 

 
 

M
r V

a
n

ce
—

(co
m

es in
 w

ith
 a

 stick
). . . O

, y
o
u

 k
n

o
w

, h
e
’ll h

a
v
e
 to

 a
p
o
lo

g
ise

, M
rs J

o
y
ce

. 

M
rs

 J
o
y
ce

—
O

 y
e
s . . . D

o
 y

o
u

 h
e
a
r th

a
t, J

im
? 

M
r V

a
n

ce
—

O
r e

lse
—

if h
e
 d

o
e
s
n

't—
th

e
 e

a
g
le

s
’ll co

m
e
 a

n
d

 p
u

ll o
u

t h
is e

y
e
s
. 

M
rs

 J
o
y
ce

—
O

, b
u

t I'm
 s

u
re

 h
e
 w

ill a
p
o
lo

g
ise

. 

J
o
y
ce

—
(u

n
d

er th
e
 ta

b
le, to

 h
im

self) 

―P
u

ll o
u

t h
is

 e
y
e
s
, 

A
p

o
lo

g
ise

, 

A
p

o
lo

g
ise

, 

P
u

ll o
u

t h
is

 e
y
e
s. 

A
p

o
lo

g
ise

, 

P
u

ll o
u

t h
is

 e
y
e
s, 

P
u

ll o
u

t h
is

 e
y
e
s, 

A
p

o
lo

g
ise

.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
(W

D
 1

1

：
中
略
は
原
文
マ
マ) 

 

こ
こ
で
は
ダ
ン
テ
で
は
な
く
、
ア
イ
リ
ー
ン
の
父
で
あ
る
ヴ
ァ
ン
ス
氏
が
い
か
に
も
父
権
的
な
杖
を
片
手

に“p
u

ll o
u

t h
is

 e
y
e
s”

と
言
っ
て
い
る
。
作
者
が
自
ら
を
「
ジ
ョ
イ
ス
」
と
第
三
者
的
に
記
述
し
て
い
る

の
も
興
味
深
い
わ
け
だ
が
、
ガ
ブ
ラ
ー
版
で
の
改
行
と
の
関
連
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
創
作
ノ
ー
ト
に
お
い

て
は
、
何
が
原
因
で
謝
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

『
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
集
』
の
編
者
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ス
コ
ー
ル
ズ(R

o
b

e
rt S

ch
o
le

s)

と
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ケ
イ
ン(R

ich
a
rd

 K
a

in
)

は
言
う
―
―
「
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
未
来
の
伏
線
が
劇
的
に
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表
現
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
権
威
か
ら
の
逃
避
を
芸
術
の
中
に
見
出
す
の
で
あ
り
、
自
ら
の
苦

境
か
ら
で
あ
っ
て
も
ひ
と
つ
の
詩
を
作
り
出
す
か
ら
で
あ
る([T

]h
is e

p
iso

d
e
 is

 u
se

d
 to

 p
re

se
n

t a
 

d
ra

m
a
tic fo

re
s
h

a
d
o
w

in
g
 o

f S
te

p
h

e
n

’s
 fu

tu
re

, a
s
 h

e
 fin

d
s
 a

 re
fu

g
e
 fro

m
 a

u
th

o
rity

 in
 a

rt 

a
n

d
 m

a
k

e
s
 a

 p
o
e
m

 o
u

t o
f h

is p
re

d
ica

m
e
n

t)

」(W
D

 1
1

)

。
マ
イ
ケ
ル
・
セ
イ
ヨ
ウ(M

ich
a
e
l S

a
y
e
a

u
)

は
、
こ
の
指
摘
を
正
し
い
と
し
つ
つ
も
、
以
下
の
点
を
強
調
し
て
い
る
―
―
「
私
た
ち
が
最
初
に
気
付
く
の

は
、
こ
の
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
は
唐
突
に
事
の
核
心
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
な
ぜ
「
ジ
ョ
イ
ス
」
が

謝
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
を
指
し
示
す
情
報
は
一
切
提
示
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ(w

e
 n

o
tice

 first 

th
a
t th

e
 e

p
ip

h
a

n
y
 b

e
g
in

s
 in

 m
e
d

ia
s res

, w
ith

 n
o
 in

d
ica

tio
n

 o
f w

h
a
t it is th

a
t “J

o
y
ce

” n
e
e
d
s 

to
 a

p
o
lo

g
iz

e
 fo

r)

」(1
9
6
)
1
0
1

。
つ
ま
り
、
注
意
す
べ
き
は
、「
あ
や
ま
れ
」
と
い
う
声
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
と
の
結
婚
を
禁
じ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
解
釈
は
、
あ
く
ま
で
も
事
後
的
か
つ
象
徴
的
な
次
元
に
お
い

て
の
み
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

こ
の
こ
と
は
ジ
ョ
イ
ス
の
伝
記
を
紐
解
い
た
と
き
に
一
層
明
ら
か
に
な
る
。
『
肖
像
』
の
「
序
」
の
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
と
同
年
の
頃
の
ジ
ョ
イ
ス
に
つ
い
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
ル
マ
ン(R

ich
a

rd
 E

llm
a

n
n

)

は
、
作

家
の
弟
ス
タ
ニ
ス
ロ
ー
ス
の
証
言
と
、
の
ち
に
ハ
リ
ス
夫
人
と
な
っ
た
ア
イ
リ
ー
ン
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
の
徹
底
的
な
調
査
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
伝
記
的
事
実
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
ヴ
ァ
ン

ス
家
と
ジ
ョ
イ
ス
家
は
宗
派
の
違
い
を
超
え
て
大
変
仲
が
良
く
、
両
家
の
父
親
た
ち
は
双
方
の
長
子
で
あ

る
ア
イ
リ
ー
ン
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
を
「
結
婚
さ
せ
よ
う
と
半
ば
真
剣
に
話
し
合
っ
て
」
す
ら
い
た
と
い
う
の
だ

(“th
e
 tw

o
 fa

th
e
rs

 o
fte

n
 s

p
o
k

e
 h

a
lf-s

e
rio

u
s
ly

 o
f u

n
itin

g
 th

e
ir first-b

o
rn

”)(J
J
 2

6
)

。
よ
っ
て
、

『
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
集
』
で
ヴ
ァ
ン
ス
氏
が
謝
罪
を
求
め
る
の
は
、
結
婚
云
々
で
は
な
く
、
子
ど
も
な
ら
で
は

の
何
ら
か
の
い
た
ず
ら
を
し
た
か
ら
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母

は
ダ
ン
テ
の
よ
う
に
盲
目
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
い
た
め
、
ア
イ
リ
ー
ン
と
の
結
婚
に
「
謝
り
な
さ
い
」

と
言
う
は
ず
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
指
摘
で
き
る
（
そ
も
そ
も
、
年
端
も
い
か
な
い
男
児
が
無
邪
気
に
言
っ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
）
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
交
流
を
嫌
っ
て
い
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
教
会
の
「
正
し

さ
」
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
ダ
ン
テ
な
の
で
あ
る(P

 1
.1

1
1
4
)

。 

 

つ
ま
り
『
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
集
』
の
記
述
が
ジ
ョ
イ
ス
の
実
体
験
に
正
確
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
、
『
肖
像
』

の“P
u

ll o
u

t h
is e

y
es, / A

p
o
lo

g
ise

”

と
い
う
声
の
起
源
は
ど
ち
ら
も
実
在
の
ヴ
ァ
ン
ス
氏
の
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
謝
罪
要
求
の
原
因
を
ジ
ョ
イ
ス
は
（
恐
ら
く
）
記
憶
し
て
お
ら
ず
、
同
時
に
彼
は
『
肖

像
』
に
お
い
て
ふ
た
つ
の
声
を
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
と
ダ
ン
テ
に
振
り
分
け
た
。
そ
の
際
に
い
か
に
も
プ
ロ

                                        

        

 
1
0
1 

同
様
の
指
摘
は
、
エ
レ
ー
ヌ
・
シ
ク
ス
ー(H

é
lè

n
e
 C

ix
o
u

s)

に
よ
っ
て
も
為
さ
れ
て
い
る
―
―
「
こ

れ
［「
あ
や
ま
れ
／
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
」］
は
芸
術
家
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
最
初
の
芸
術
作
品
で
あ
る
。
…
…

彼
は
恐
ろ
し
い
懲
罰
に
脅
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
勿
論
、
、
、
そ
れ
が
何
故
で
あ
る
か
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
わ
か
ら
な
い

、
、
、
、
、
。
テ
ー
ブ

ル
の
下
に
隠
れ
た
が
故
な
の
か
？ 

あ
る
い
は
、
既
に
脅
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
隠
れ
た
の

か
？ 

私
た
ち
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
彼
も
同
じ
な
の
だ(T

h
is

 [A
p
o
lo

g
ise

 

/ P
u

ll o
u

t h
is e

y
es] 

is
 th

e
 first w

o
rk

 o
f a

rt o
f 

S
te

p
h

e
n

 th
e
 a

rtist. 
. . 

. 
H

e
 
h

a
s
 b

e
e
n

 

th
re

a
te

n
e
d

 w
ith

 a
 h

o
rrib

le
 ch

a
s
tis

e
m

e
n

t, a
n

d
 d

o
e
s
n

’t k
n

o
w

 w
h

y, o
f co

u
rse

. Is
 it b

e
ca

u
se

 

h
e
 

h
id

 
u

n
d
e
r 

th
e
 
ta

b
le

? 
O

r 
d

id
 

h
e
 

h
id

e
 

u
n

d
e
r 

th
e
 

ta
b

le
 
b
e
ca

u
se

 
h

e
 

w
a
s
 
a

lre
a

d
y
 

th
re

a
te

n
e
d

? W
e
 d

o
n

’t k
n

o
w

 a
n

y
th

in
g
 a

b
o
u

t it a
n

d
 h

e
 d

o
e
s
n

’t e
ith

e
r)

」([1
9

8
7
] 6

)

。 
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テ
ス
タ
ン
ト
と
の
結
婚
を
毛
嫌
い
し
そ
う
な
ダ
ン
テ
・
リ
オ
ダ
ー
ン
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
人
物
を

登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
尤
も
、
彼
女
の
モ
デ
ル
は
ジ
ョ
イ
ス
家
の
遠
縁
で
あ
る
ハ
ー
ン
・
コ
ン
ウ
ェ

イ
夫
人
で
、
ダ
ン
テ
と
同
様
の
思
想
を
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
）
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
ト
ラ
ウ
マ
的

起
源
を
ジ
ョ
イ
ス
は
創
出
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
〈
捏
造
〉
し
た
。
し
か
し
ダ
ン
テ
の
声
の
〈
原
典
〉
が
、

実
際
に
は
別
の
人
物
（
ヴ
ァ
ン
ス
氏
）
で
あ
る
こ
と
は
、
叱
ら
れ
る
理
由
の
不
在
（
失
わ
れ
た
起
源
）
に
対

し
て
、
別
の
起
源
を
捏
造
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
こ
に
ジ
ョ
イ
ス
を
読
む
こ
と
の
最
大
の
難
し
さ
が
あ
る
。『
肖
像
』
の
み
な
ら
ず
個
々
の
テ
ク
ス
ト
か

ら
は
一
切
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
作
者
の
実
人
生
を
知
る
こ
と
で
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
要

素
が
ジ
ョ
イ
ス
作
品
に
は
あ
ま
り
に
も
多
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
あ
や
ま
れ
／
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
」

と
い
う
声
は
、
象
徴
的
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
禁
止
の
声
で
あ
り
、
そ
の
一
因
に
ア
イ
リ
ー
ン
と
の
結
婚
と
い

う
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
に
背
く
声
を
見
出
す
こ
と
も
確
か
に
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、

記
憶
と
回
想
か
ら
成
る
こ
の
小
説
に
お
い
て
、
彼
の
脳
裏
に
亡
霊
の
よ
う
に
取
り
憑
い
て
い
る
の
は
、
い
た

ず
ら
の
内
容
、
つ
ま
り
叱
ら
れ
る
原
因
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
の
謝
罪
を
要
求
す
る
声
だ
け
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
原
因
が
わ
か
ら
な
い
が
故
に
一
層
強
く
、
記
憶
に
こ
び
り
付

い
た
謝
罪
を
要
求
す
る
そ
の
声
は
、
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
、
主
人
公
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
に
背
く
そ

の
度
ご
と
に
、
事
後
的
に
彼
に
服
従
を
求
め
る
の
だ
。 

こ
こ
か
ら
導
か
れ
る
の
は
再
び
起
源
を
巡
る
記
憶
の
問
題
で
あ
る
。
私
た
ち
が
、
生
ま
れ
た
と
き
の
記
憶

を
喪
失
し
て
い
る
こ
と
、
物
心
が
つ
い
た
と
き
に
は
既
に
言
葉
を
話
し
、
生
ま
れ
落
ち
た
言
語
／
社
会
の
ル

ー
ル
に
否
応
な
く
従
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
謝
ら
な
け
れ
ば
目
を
く
り
抜
か
れ
る
と
い
う
脅
し

文
句
は
、
ジ
ョ
イ
ス
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
具
体
的
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
掟
で
あ
る
が
、

あ
る
意
味
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
生
き
る
人
々
に
共
通
す
る
テ
ー
ゼ
な
の
だ
と
も
言
え
る
。
『
肖
像
』
の

「
序
」
に
は
私
た
ち
読
者
の
失
わ
れ
た
起
源
の
痕
跡
も
ま
た
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

初
期
の
ジ
ョ
イ
ス
批
評
か
ら
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
『
肖
像
』
そ
し
て
『
ユ
リ

シ
ー
ズ
』
の
一
日
を
経
た
後
の
成
熟
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
作
家
ジ
ョ
イ
ス
で
あ
る
と
い
う
説
に
本
論
も

立
脚
し
て
い
る1

0
2

。
前
章
の
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
歓
待
の
意
義
を
再、
発
見
し
た
一
九
〇
七
年
の
ジ
ョ
イ

ス
は
幾
分
の
自
省
の
念
を
込
め
て
、
一
九
〇
四
年
の
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
・
コ
ン
ロ
イ
を
造
型
し
て
い
る
。
そ
れ

故
、
事
後
性
と
い
う
問
題
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
ジ
ョ
イ
ス
の
間
に
あ
る
隔
た
り
を
指
し
示
す
。
つ
ま
り
、

芸
術
家
に
な
る
た
め
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
辿
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命
は
、「
序
」
を
締
め
括
る
「
あ

や
ま
れ
」
と
い
う
亡
霊
的
な
声
に
抗
う
こ
と
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
と
対
峙
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
何
が
自
分

の
敵
で
あ
る
の
か
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。 

祖
国
か
ら
自
発
的
亡
命
を
遂
げ
る
直
前
の
第
五
章
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
次
の
よ
う
に
宣
言
す
る
―
―

「
こ
の
民
族
と
こ
の
国
と
こ
の
生
活
が
僕
を
作
っ
た
。
…
…
僕
は
あ
り
の
ま
ま
に

、
、
、
、
、
、
僕
自
身
を
表
現
し
よ
う

と
思
う(T

h
is ra

ce
 a

n
d

 th
is co

u
n

try
 a

n
d
 th

is life
 p

ro
d

u
ce

d
 m

e
 . . . . I s

h
a

ll e
x
p

re
ss m

y
s
e
lf 

a
s
 I a

m
)

」(P
 5

.1
0
2
7

-2
8

)

。
言
う
な
れ
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
第
一
章
第
二
節
以
降
に
辿
る
道
筋
は
、
い

                                        

        

 
1
0
2 

例
え
ば
、T

in
d
a

ll 5
0

-1
0
0

を
参
照
。 
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か
に
し
て
今
の
自
分
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
社
会
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
痕
跡
を
辿
る
こ
と
、
言
い
換

え
れ
ば
、〈
失
わ
れ
た
起
源
〉
を
求
め
る
こ
と
な
の
だ
。
し
か
し
、「
あ
り
の
ま
ま
に
」
描
く
だ
け
に
留
ま
っ

て
い
た
と
し
た
ら
、『
肖
像
』
は
自
伝
（
的
小
説
）
の
枠
組
み
か
ら
飛
翔
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
ダ
イ
ダ
ロ
ス
と
の
神
話
的
平
行
関
係
の
み
な
ら
ず
、
本
節
が
論
じ
た
よ
う
に
失
わ
れ
た

起
源
の
創
出
（
捏
造
）
が
関
わ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ジ
ョ
イ
ス
は
実
在
の
ヴ
ァ
ン
ス
氏
か
ら
フ
ィ
ク
シ

ョ
ナ
ル
な
ダ
ン
テ
に
ト
ラ
ウ
マ
的
な
声
の
主
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
支
配
の
根
深
さ
を
幼
い

主
人
公
と
初
読
者
に
は
気
付
か
な
い
形
で
書
き
込
ん
だ
。
そ
し
て
読
者
は
成
長
し
て
ゆ
く
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

と
共
に
、
「
二
本
の
ブ
ラ
シ
」
と
「
あ
や
ま
れ
／
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
の
意
味
を
事
後

的
に
理
解
す
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
教
養
小
説

ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ
ス
ロ
マ
ン

を
通
じ
て
成
長
、
、
す
る
の
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
だ
け

で
は
な
い
。
読
者
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
通
じ
て
、
己
の
自
由
を
縛
り
つ
け
る
脅

迫
的
な
声
の
起
源
を
辿
ろ
う
と
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
『
肖
像
』
の
最
後
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
自
発
的
亡
命
を
な
す
べ
く
、
自
ら
を
奮

い
立
た
せ
る
―
―
「
来
た
れ
、
お
お
、
人
生
！ 

僕
は
百
万
回
で
も
経
験
と
い
う
現
実
と
出
会
い
、
僕
の
民

族
の
未
だ
創
ら
れ
ざ
る
良
心
を
、
僕
の
魂
の
鍛
冶
場
で
造
り
出
す

、
、
、
、
た
め
に
旅
立
つ
の
だ(W

e
lco

m
e
, O

 life
! 

I g
o
 to

 e
n

co
u

n
te

r fo
r th

e
 m

illio
n

th
 tim

e
 th

e
 re

a
lity

 o
f e

x
p
e
rie

n
ce

 a
n

d
 to

 
fo

rg
e
 in

 th
e
 

s
m

ith
y
 o

f m
y
 s

o
u

l th
e
 u

n
cre

a
te

d
 co

n
sc

ie
n

ce
 o

f m
y
 ra

ce
)

」(P
 5

.2
7
8
8

-9
0

)

。
多
く
の
先
行
研
究

が
述
べ
る
よ
う
に1

0
3

、
こ
こ
で
の
「
造
り
出
す
」
は“cre

a
te

”

で
は
な
く“fo

rg
e
”

、
す
な
わ
ち
鍛
え
磨
く
と

い
う
積
極
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
同
時
に
、
捏
造
や
贋
造
と
い
う
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
紛
れ
込
ん
で
い

る
。
ジ
ョ
イ
ス
は
常
に
二
重
性
や
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
書
き
込
む
こ
と
を
忘
れ
な
い
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
芸
術
家

の
卵
で
あ
り
な
が
ら
、
作
者
に
と
っ
て
は
若
気
の
至
り
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
こ
こ
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
故

に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
人
生
最
初
の
記
憶
は
、
父
の
物
語
（
お
と
ぎ
話
）
か
ら
始
ま
る
と
い
う
偽
り
の

、
、
、
起
源

と
し
て
創
り
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
最
後
を
締
め
括
る
の
は
、
象
徴
的
に
主
人
公
を
縛
り
つ

け
る
起
源
な
き
謝
罪
要
求
と
し
て
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

 
 

                                        

        

 
1
0
3 

例
え
ば
、T

in
d
a

ll 6
7

, A
ttrid

g
e
 6

6
, J

o
h

n
so

n
 x

x
x
v

を
参
照
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第
二
節 

 
〈
我
仕
え
ず
〉、
ゆ
え
に
我
あ
り 

―
―
「
地
獄
の
説
教
」
に
対
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
／
ジ
ョ
イ
ス
の
狡
智 

 

「
彼
は
目
を
閉
じ
、
彼
の
す
べ
て
を
、
体
と
心
を
彼
女
に
預
け
た
。
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
彼
が
感
知
で
き

る
の
は
、
彼
女
が
そ
っ
と
開
く
柔
ら
か
な
唇
の
暗
い
重
み
だ
け
だ
っ
た(H

e
 
clo

se
d

 
h

is 
e
y
e
s, 

s
u

rre
n

d
e
rin

g
 h

im
se

lf to
 h

e
r, b

o
d

y
 a

n
d

 m
in

d
, co

n
s
cio

u
s
 o

f n
o
th

in
g
 in

 th
e
 w

o
rld

 b
u

t th
e
 

d
a

rk
 p

re
ss

u
re

 o
f h

e
r so

ftly
 p

a
rtin

g
 lip

s)

」(P
 2

.1
4
5
2

-5
5

)

―
―
第
二
章
末
尾
で
娼
婦
と
交
わ
り
大

罪
を
犯
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
は
、
第
三
章
第
一
節
に
お
い
て
罪
悪
感
を
抱
く
と
共
に
「
罪
へ
の

誇
り(p

rid
e
 in

 h
is o

w
n

 sin
)

」
も
感
じ
て
い
た(P

 3
.6

8
)

。
続
く
第
二
節
で
は
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ィ
ア
校
で
の

三
日
間
の
「
静
修(re

tre
a
t)

」
に
お
け
る
ア
ー
ノ
ル
神
父
の
説
教
が
描
か
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
は
「
地
獄
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
を
叩
き
込
ま
れ
る(P

 3
.1

0
8

9
, U

 1
0

.1
0
7

2
)

。
そ
し
て
第
三
節
で
、
恐
怖
に

お
の
の
く
彼
は
、
神
の
恩
寵
た
る
赦
し
を
求
め
て
街
の
礼
拝
堂
で
告
解
を
行
う
。 

本
節
が
着
目
す
る
第
三
章
第
二
節
の
説
教
の
場
面
は
、
四
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
水
曜
日
の
午
後

に
、
静
修
へ
の
導
入
と
も
言
え
る
最
初
の
説
教
が
な
さ
れ
、「
四
終
」、
す
な
わ
ち
「
死
、
審
判
、
地
獄
、
天

国(d
e
a
th

, ju
d

g
m

e
n

t, h
e
ll a

n
d

 h
e
a

v
e
n

」(P
 3

.2
7
8

-7
9

 / 3
2
2

)
を
常
に
眼
前
に
置
い
て
お
く
こ
と
の
意

義
が
語
ら
れ
る
。
続
く
木
曜
日
は
、
四
終
の
う
ち
死
と
審
判
が
語
ら
れ
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
こ
で
改
め
て

自
分
が
犯
し
た
罪
の
大
き
さ
を
痛
感
す
る1

0
4

。
そ
し
て
彼
が
己
の
罪
を
自
覚
す
る
に
至
っ
て
決
定
的
で
あ

っ
た
の
が
、
金
曜
日
の
午
前
と
午
後
に
な
さ
れ
る
「
地
獄
の
説
教(h

e
ll se

rm
o
n

)
」
で
あ
る
。 

 

主
人
公
に
と
っ
て
こ
の
地
獄
の
説
教
を
巡
る
一
連
の
出
来
事
は
、
ま
さ
し
く
本
研
究
が
繰
り
返
し
参
照

し
て
い
る
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
で
あ
る
。
キ
ャ
シ
ー
・
カ
ル
ー
ス(C

a
th

y
 C

a
ru

th
)

は
そ
の
「
パ
ラ
ド
ク

ス
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
―
―
「［
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
の
］
直
接
性
・
無
媒
介
性(im

m
e
d

ia
cy

)

は
、
逆
説
的
に
遅
延
／
事
後
性(b

e
la

te
d

n
e
s
s)

と
い
う
形
を
取
り
う
る
」(9

1
)

。
す
な
わ
ち
多
く
の
場
合
、

ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
は
、
そ
れ
が
衝
撃
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
時
間
差
を
も
っ
て
主
体
に
理
解
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
前
節
で
見
た
「
あ
や
ま
れ
／
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
」
と
い
う
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
厳
命
は
、
本

作
で
は
こ
の
箇
所
に
お
い
て
最
も
苛
烈
に
主
人
公
を
危
機
に
陥
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
み

な
ら
ず
当
時
の
ダ
ブ
リ
ン
市
民
に
取
り
憑
き
、
そ
の
生
の
自
由
を
奪
っ
て
い
た
と
い
う
観
点
か
ら
、
カ
ト
リ

ッ
ク
の
言
説
を
〈
憑
依
的
言
説(h

a
u

n
tin

g
 d

isco
u

rse
)

〉
と
呼
び
た
い
。 

た
だ
し
第
三
章
に
お
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
第
四
章
第
一
節
で
も
、
徹
底
的
な
禁
欲
生
活
に
励
む
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
は
、
そ
の
恐
怖
体
験
が
自
身
の
人
生
に
も
た
ら
す
真
の
影
響
を
ま
だ
、
、
充
分
に
は
認
知
で
き

て
い
な
い
。
つ
ま
り
地
獄
の
説
教
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
と
の
対
峙
は
、
第
五
章
第
三
節
で
語
ら
れ
る
彼

の
信
仰
の
喪
失
と
自
発
的
亡
命
へ
の
決
意(P

 5
.2

4
6
6

, 2
5

1
4
-2

3
)

に
当
然
繋
が
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ

に
至
る
過
程
は
テ
ク
ス
ト
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
第
四
章
第
二
節
で
校
長
か
ら
聖
職
へ
の
誘
い
を
受

け
る
も
の
の
、「
自
分
の
運
命
は
社
会
的
で
あ
れ
宗
教
的
で
あ
れ
、
秩
序
か
ら
逃
れ
る
こ
と
だ(H

is
 d

e
stin

y
 

                                        

        

 
1
0
4 

説
教
が
木
曜
日
の
み
間
接
話
法
で
描
か
れ
る
こ
と
の
意
義
は
、
金
井
（
〔
二
〇
一
一
〕
一
九
九
―
二
〇

〇
）
を
参
照
。 
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w
a
s
 to

 b
e
 e

lu
s
iv

e
 o

f so
cia

l o
r re

lig
io

u
s
 o

rd
e
rs)

」(P
 4

.5
3
0
-3

1
)

と
考
え
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
実

際
に
誘
い
を
断
っ
た
場
面
は
直
接
に
は
描
か
れ
ず
、
さ
ら
に
、
第
四
章
第
三
節
で
既
に
大
学
へ
の
進
学
を
決

意
し
た
彼
は
、
申
し
出
を
固
辞
し
た
と
き
を
回
想
し
て
「
誇
り(p

rid
e
)

」
を
感
じ
る
そ
の
一
方
で(P

 4
.6

3
3

, 

6
5

0
)

、
「
な
ぜ
断
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
も
自
問
し
て
い
る(“H

e
 h

a
d

 re
fu

s
e
d
. W

h
y
?”) (P

 4
.6

5
6

)

。
そ

の
後
、
大
島
一
彦
が
述
べ
る
よ
う
に
、
海
辺
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
幼
少
時
代
か
ら
問
は
れ
て
来
た
自
分
の

名
前
［
ダ
イ
ダ
ロ
ス
］
の
意
味
を
は
つ
き
り
と
理
解
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
輝
け
る
自
己
の
宿
命
」
を

も
「
発
見
」
す
る
わ
け
だ
が
（
四
四
）
、
そ
れ
は
信
仰
喪
失
の
確
か
な
ひ
と
つ
の
遠
因
で
は
あ
っ
て
も
、
芸

術
家
へ
の
目
覚
め
が
信
仰
喪
失
に
即
座
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
第
三
章
の
地
獄
の
説
教
と

第
四
章
の
芸
術
家
と
い
う
天
職
の
発
見
か
ら
い
く
ら
か
の
時
間
を
経
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
信
仰
を
喪
失

す
る
と
共
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
脱
出
を
決
意
し
た
の
だ
と
読
者
は
推
測
す
る
し
か
な
い
。 

 

し
か
し
作
者
ジ
ョ
イ
ス
の
信
仰
喪
失
に
つ
い
て
は
、
今
日
私
た
ち
は
彼
の
手
紙
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
出
会
っ
て
か
ら
約
三
ヶ
月
の
恋
人
、
後
に
妻
と
な
る
ノ
ー
ラ
に
、
一
九
〇
四
年
二
十
二
歳
の
彼
は

自
ら
の
信
仰
の
喪
失
を
語
る
。
本
研
究
第
一
章
第
一
節
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
母
の
亡
骸
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の

「
犠
牲
者
」
を
見
出
し
た
彼
は
、
次
の
よ
う
に
〈
告
白
〉
す
る
。 

 

六
年
前
［
一
八
九
八
年
］10

5

、
僕
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
離
れ
た
。
心
の
底
か
ら
強
く
憎
ん
だ
ん
だ
。

自
分
の
性
分
か
ら
言
っ
て
も
教
会
に
留
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
た
。
そ
の
と
き
僕
は
［
ベ
ル
ヴ
ェ

デ
ィ
ア
の
］
生
徒
だ
っ
た
が
、
教
会
が
差
し
出
し
た
身
分
を
固
辞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
会
に
密
か
な

、
、
、
、
、
、

闘
い
、
、
を
し
か
け
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
僕
は
ず
い
ぶ
ん
貧
乏
も
し
た
け
れ
ど
、
自
分
の
誇
り
、
、
は
保
っ
た
。

そ
し
て
今
で
は
、
自
分
が
書
く
も
の
、
述
べ
る
こ
と
、
そ
の
行
動
に
よ
っ
て
、
教
会
、
、
と、
公
然
と
闘
っ
て

、
、
、
、
、
、
い

る
ん
だ
。 

S
ix

 
y
e
a
rs 

a
g
o
 

I 
le

ft 
th

e
 
C

a
th

o
lic 

C
h

u
rch

, 
h

a
tin

g
 

it 
m

o
s
t 

fe
rv

e
n

tly. 
I 

fo
u

n
d
 

it 

im
p

o
ss

ib
le

 fo
r m

e
 to

 re
m

a
in

 in
 it o

n
 a

cco
u

n
t o

f th
e
 im

p
u

lse
s
 o

f m
y
 n

a
tu

re
. I m

a
d

e
 

s
e
cre

t w
a
r u

p
o
n

 it w
h

e
n

 I w
a
s
 a

 stu
d

e
n

t a
n

d
 d

e
clin

e
d

 to
 a

cce
p

t th
e
 p

o
sitio

n
s
 it o

ffe
re

d
 

m
e
. B

y
 d

o
in

g
 th

is
 I m

a
d
e
 m

y
s
e
lf a

 b
e
g
g
a

r b
u

t I re
ta

in
e
d

 m
y

 p
rid

e
. N

o
w

 I m
a

k
e
 o

p
e
n

 

w
a
r u

p
o
n

 it b
y
 w

h
a
t I w

rite
 a

n
d

 sa
y
 a

n
d

 d
o
. (L

II 4
8
) 

 

勿
論
こ
れ
は
私
信
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
を
額
面
通
り
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
が
、
こ
の
手
紙

か
ら
約
一
ヶ
月
後
の
十
月
八
日
、
彼
が
ノ
ー
ラ
と
共
に
ダ
ブ
リ
ン
か
ら
亡
命
す
る
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
、
ま

さ
し
く
彼
は
そ
の
「
行
動
」
を
も
っ
て
「
教
会
と
公
然
と
闘
っ
て
い
」
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
要
は
駆

け
落
ち
で
あ
り
、
逃
亡
で
あ
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
ル
マ
ン(R

ich
a
rd

 E
llm

a
n

n
)

が
述
べ
る
よ
う
に
、「
背

後
に
埋
葬
し
て
き
た
は
ず
の
ダ
ブ
リ
ン
は
彼
の
思
考
に
取
り
憑
い
て
い
た(D

u
b

lin
, b

u
rie

d
 b

e
h

in
d

 h
im

, 

w
a
s
 h

a
u

n
tin

g
 h

is th
o
u

g
h

ts
)

」(J
J
 2

4
4
)

。
遠
い
異
国
の
地
で
ジ
ョ
イ
ス
は
終
生
ダ
ブ
リ
ン
だ
け
を
執

拗
に
描
き
続
け
た
。
そ
れ
は
一
種
の
狂
気
で
あ
る
と
共
に
、
本
物
の
狂
気
に
陥
ら
な
い
た
め
の
唯
一
の
手
段

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。『
肖
像
』
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
は
分
身
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
自
己
と

                                        

        

 
1
0
5 

作
者
が
十
六
歳
と
な
っ
た
一
八
九
八
年
と
い
う
年
の
意
義
は
次
節
で
検
討
す
る
。 
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同
じ
よ
う
な
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
の
ト
ラ
ウ
マ
に
対
し
て
は
一
種
の
自
己

治
療
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
節
で
は
こ
の
仮
説
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
解
答
と
し
て
、
地
獄

の
説
教
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
か
ら
、
自
ら
の
芸
術
家
た
る
べ
き
信
条
を
引
き
出
す
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
／

ジ
ョ
イ
ス
の
「
狡
智(cu

n
n

in
g
)

」
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

 

「
間
違
い
」
の
多
い
ア
ー
ノ
ル
神
父
の
説
教 

本
研
究
が
着
目
す
る
地
獄
の
説
教
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
本
が
イ
タ
リ
ア
語
で
一
六
八
八
年
に
出
版
さ

れ
た
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ピ
エ
ト
ロ
・
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ(G

io
v
a

n
n

i P
ie

tro
 P

in
a
m

o
n

ti, 

1
6

3
2
-1

7
0
3

)

の
『
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
開
か
れ
た
地
獄(H

e
ll O

p
e
n

e
d

 to
 C

h
ristia

n
s, T

o
 C

a
u

tio
n

 T
h

e
m

 

fro
m

 E
n

terin
g
 in

to
 It)

』
（
以
下
『
地
獄
』
と
略
す
）
で
あ
る
こ
と
が
、
一
九
六
〇
年
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ス
レ
イ
ン(J

a
m

e
s
 T

h
ra

n
e
)

と
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ボ
イ
ド(E

liz
a
b
e
th

 B
o
y
d

)

が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
発
表
し

た
二
本
の
論
文
に
よ
っ
て
突
き
止
め
ら
れ
て
い
る1

0
6

。
と
り
わ
け
ス
レ
イ
ン
は
『
肖
像
』
と
『
地
獄
』
を
比

較
し
、
神
父
の
説
教
の
ど
の
部
分
が
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
に
依
る
も
の
で
あ
る
か
を
徹
底
的
に
検
証
し
た1

0
7

。
一

方
、
ド
ン
・
ギ
フ
ォ
ー
ド(D

o
n

 G
iffo

rd
)

の
注
釈
書
は
、
ス
レ
イ
ン
を
参
照
し
つ
つ
神
父
の
言
葉
の
源
を
ひ

と
つ
ひ
と
つ
探
り
当
て
、
い
く
つ
も
の
事
実
誤
認
や
誇
張
、
つ
ま
り
「
間
違
い
」
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た([1

9
8
2
] 1

8
8
, 1

9
0
, 1

9
1

, 1
9
3

, 1
9
5

)
1
0
8

。
本
論
で
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
、『
肖
像
』
全
五
章

                                        

        

 
1
0
6 

日
本
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
で
あ
る
が
、
一
八
九
〇
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ

れ
た
J
・
M
・
ウ
ィ
ー
ラ
ー(J

. M
. W

h
e
e
le

r)

の
著
作
に
よ
れ
ば
、『
地
獄
』
は
「
二
百
年
以
上
カ
ト
リ
ッ

ク
教
徒
の
間
で
は
最
も
有
名
な
も
の
の
ひ
と
つ
」
で
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
間
で
も
出
回
っ
て
い
た
」
と

い
う(“T

h
e
 w

o
rk

 o
f F

a
th

e
r P

in
a

m
o
n

ti, e
n

title
d

 H
ell O

p
e
n

e
d

 to
 C

h
ristia

n
s
, h

a
s
 b

e
e
n

 fo
r 

o
v
e
r tw

o
 h

u
n

d
re

d
 y

e
a
rs o

n
e
 o

f th
e
 m

o
s
t p

o
p

u
la

r a
m

o
n

g
 C

a
th

o
lic C

h
ristia

n
s. It h

a
s a

lso
 

circu
la

te
d

 a
m

o
n

g
 P

ro
te

s
ta

n
ts”)(1

2
)

。 
1
0
7 

ス
レ
イ
ン
か
ら
一
例
を
挙
げ
れ
ば(1

7
6

-7
7
)

、
次
の
『
肖
像
』
か
ら
の
引
用
の
斜
字
に
し
た
部
分
は
『
地

獄
』
の
英
訳
版
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。 

 

―T
h

e h
orror of th

is stra
it a

n
d

 d
a
rk

 p
riso

n
 is in

cre
a
s
e
d
 b

y
 its a

w
fu

l ste
n

ch
. A

ll th
e 

filth
 o

f th
e
 w

o
rld

, a
ll th

e
 o

ffa
l a

n
d
 scu

m
 o

f th
e
 w

o
rld

, w
e
 a

re
 to

ld
, sh

a
ll ru

n
 th

e
re

 a
s to

 

a
 v

a
s
t re

e
k

in
g
 se

w
er w

h
e
n

 th
e
 te

rrib
le

 co
n

fla
g
ra

tio
n

 o
f th

e la
st d

a
y
 h

a
s p

u
rg

e
d

 th
e 

w
orld

. T
h

e
 b

rim
sto

n
e
, to

o
, w

h
ich

 b
u

rn
s th

e
re

 in
 su

ch
 p

ro
d

ig
io

u
s q

u
a

n
tity

 fills
 a

ll h
e
ll 

w
ith

 its
 in

to
le

ra
b

le
 ste

n
ch

; a
n

d
 th

e
 b

o
d
ie

s of th
e
 d

a
m

n
e
d

 th
e
m

se
lv

e
s e

x
h

a
le

 s
u

ch
 a

 

p
e
stile

n
tia

l o
d

o
u

r th
a

t a
s S

a
in

t B
o
n

a
v
e
n

tu
re

 sa
y
s
, o

n
e
 o

f th
e
m

 a
lo

n
e
 w

o
u

ld
 s

u
ffice

 to
 

in
fe

ct th
e
 w

h
o
le

 w
o
rld

. (P
 3

.6
4
8

-5
6

) 

 

な
お
、
「
地
獄
の
説
教
」
を
巡
っ
て
は
、
ス
レ
イ
ン
と
ボ
イ
ド
に
対
す
る
建
設
的
批
判
と
し
て
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
ド
ハ
テ
ィ(J

a
m

e
s
 D

o
h

e
rty

)

が
、
ジ
ョ
イ
ス
が
『
地
獄
』
を
い
か
に
効
果
的
に
書
き
換
え
た
か
に
つ

い
て
分
析
し(1

1
4
-1

6
)

、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
シ
ー
ド(D

a
v
id

 S
e
e
d

)

は
M
・
バ
フ
チ
ン
を
援
用
し
て
、
一
度

は
地
獄
の
説
教
に
よ
っ
て
自
身
の
声
を
失
う
も
の
の
、
教
会
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
を
「
我
有
化
」
す
る
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
を
析
出
し
て
い
る(1

6
3

)

。
ま
た
、
近
年
で
は
ス
レ
イ
ン
と
ド
ハ
テ
ィ
を
参
照
し
て
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン

ト
・
チ
ェ
ン(V

in
ce

n
t C

h
e
n

g
)

が
、
主
に
モ
ダ
ニ
ス
ト
的
文
体
の
観
点
か
ら
、
説
教
の
表
象
を
通
し
て
言

を
肉
に
変
え
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
伝
統
を
ジ
ョ
イ
ス
は
成
し
遂
げ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る([2

0
1
0
] 1

7
4
)

。 
1
0
8 

日
本
の
読
者
に
は
、
二
〇
〇
九
年
集
英
社
か
ら
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
た
丸
谷
才
一
に
よ
る
改
訳
『
若
い
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の
ま
さ
し
く
「
中
心
」
に
置
か
れ
た
第
三
章
第
二
節
で
展
開
さ
れ
る
の
は
、
ジ
ョ
イ
ス
が
し
か
け
た
カ
ト
リ

シ
ズ
ム
へ
の
「
密
か
な
闘
い
」
で
あ
る
と
考
え
る
。 

で
は
、
静
修
の
開
始
を
告
げ
る
ア
ー
ノ
ル
神
父
の
最
初
の
説
教
、
そ
の
冒
頭
の
言
葉
を
見
て
み
よ
う1

0
9

。 

 

―
「
汝
の
最
後
に
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
の
み
を
覚
え
て
お
き
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
永
久
に
罪
を
犯
す

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
―
―
キ
リ
ス
ト
の
も
と
に
集
い
し
、
我
が
親
愛
な
る
幼
き
兄
弟
た
ち
よ
、
こ
れ
は

伝
道
の
書
第
七
章
第
四
十
節
か
ら
の
引
用
の
言
葉
で
す
。
父
と
子
と
精
霊
の
御
名
に
よ
り
て
。
ア
ー
メ
ン
。 

―R
em

em
b

er o
n

ly
 th

y
 la

st th
in

g
s a

n
d

 th
o
u

 sh
a
lt n

ot sin
 fo

r e
v
e
r—

w
o
rd

s ta
k

e
n

, m
y
 

d
e
a
r little

 b
ro

th
e
rs

 in
 C

h
ris

t, fro
m

 th
e
 b

o
o
k

 o
f E

ccle
s
ia

s
te

s
, se

v
e
n

th
 ch

a
p

te
r, fo

rtie
th

 

v
e
rse

. In
 th

e
 n

a
m

e
 o

f th
e
 F

a
th

e
r a

n
d

 o
f th

e
 S

o
n

 a
n

d
 o

f th
e
 H

o
ly

 G
h

o
st. A

m
e
n

. (P
 3

.2
3
1

-

3
5

) 

 

神
父
は
自
ら
の
生
の
終
わ
り
を
常
に
心
に
留
め
よ
と
厳
命
す
る
。
だ
が
、
現
在
で
は
注
釈
付
き
の
も
の
で
あ

れ
ば
ど
の
版
で
も
そ
の
間
違
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
四
終
へ
の
言
及
が
あ
る
の
は
「
伝
道
の
書
／

コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
」(E

ccle
s
ia

s
te

s
)

で
は
な
く
「
集
会
の
書
／
シ
ラ
書
」(E

ccle
s
ia

s
ticu

s)

で
あ
る
。
こ

こ
で
興
味
深
い
の
は
、
他
な
ら
ぬ
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
自
身
が
『
地
獄
』
の
「
ま
え
が
き
」
に
お
い
て
集
会
の
書

か
ら
こ
の
箇
所
を
ラ
テ
ン
語
で
引
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
原
文
で
は 

“E
ccl. 7

, 4
0

.”

と
書

か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
英
訳
で
は 

“E
ccl. v

ii.”

と
な
っ
て
お
り(4

 / 4
)
1
1
0

、
何
ら
か
の
理
由
で
英
訳
版
で

は
「
四
十
節
」
の
部
分
が
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
着
目
す
べ
き
は
、E

ccl

と
い
う
略
語

で
あ
る
。
今
日
で
は
一
般
的
に
伝
道
の
書
はE

ccl / E
ccle

s

、
集
会
の
書
はE
cclu

s
と
省
略
す
る
わ
け
だ

が
、『
聖
書
文
学
学
会
編
表
記
便
覧(T

h
e
 S

B
L

 H
a

n
d

b
oo

k
 o

f S
ty

le
)

』
に
よ
れ
ば
、
集
会
の
書
もE

ccl

と
略
す
こ
と
が
あ
る
と
い
う(1

3
9
)

。
事
実
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
はE

cclu
s

と
い
う
表
記
は
一
切
使
わ
ず
、
集
会

の
書
に
はE

ccl

、
伝
道
の
書
に
はE

ccle
s

の
略
号
を
用
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
ジ
ョ
イ
ス

が
集
会
の
書
に
お
け
る
四
終
に
つ
い
て
の
記
述
を
正
確
に

、
、
、
記
憶
し
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
『
地
獄
』
の
原

書
を
読
ん
で
い
た
こ
と
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
英
訳
版
か
ら
聖
書
の
該
当
箇
所
に
あ
た
っ
て
「
第
四
十
節
」

で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

そ
れ
で
も
な
お
ジ
ョ
イ
ス
自
身
が
伝
道
の
書
と
集
会
の
書
を
混
同
し
て
い
た
可
能
性
も
残
る
わ
け
だ
が
、

私
は
作
者
が
意
図
的
に
神
父
に
間
違
え
さ
せ
た

、
、
、
、
、
、
可
能
性
の
方
を
取
り
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、（
前
節
で
見
た
よ

う
に
）「
間
違
い
」
や
「
誤
り
」
に
関
し
て
は
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
有
名
な
文
言
―
―
「
天
才
は
間
違
い
な

ど
犯
し
ま
せ
ん
よ
。
天
才
の
誤
り
は
意
図
的
な
も
の
で
あ
り
、
発
見
の
入
り
口
な
の
で
す
」(U

 9
.2

2
8

-

                                        

        

 

藝
術
家
の
肖
像
』
に
お
け
る
詳
細
な
註
（
そ
の
多
く
は
ギ
フ
ォ
ー
ド
に
基
づ
く
）
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
（
文
庫
化
は
二
〇
一
四
年
）
。
筆
者
も
ま
た
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。 

1
0
9 

『
肖
像
』
第
三
章
第
一
節
は
、
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ィ
ア
校
長
に
よ
っ
て
静
修
の
開
始
が
告
げ
ら
れ
、
罪
悪
感

と
恐
怖
を
抱
き
始
め
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
描
か
れ
て
終
わ
り
、
続
く
第
二
節
は
唐
突
に
ア
ー
ノ
ル
神
父
の

呼
び
か
け
か
ら
始
ま
る
。 

1
1
0 

以
下
『
地
獄
』
か
ら
の
引
用
は
、
断
り
が
な
い
限
り
、
イ
タ
リ
ア
語
原
文
、
英
訳
の
順
で
ペ
ー
ジ
を
表

記
す
る
。 
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2
9

)
―
―
が
あ
る
か
ら
だ
。
文
脈
か
ら
言
え
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
天
才
性
を
こ
う
評

す
る
の
だ
が
、
こ
の
台
詞
は
ジ
ョ
イ
ス
批
評
の
中
で
、
自
己
言
及
的
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
天
才

／
ジ
ョ
イ
ス
の
テ
ク
ス
ト
が
間
違
え
る

、
、
、
、
と
き
に
は
、
常
に
何
か
し
ら
の
発
見
、
、
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。 

こ
こ
で
先
に
引
用
し
た
初
日
の
説
教
の
言
葉
と
、
金
曜
日
の
午
前
と
午
後
の
説
教
冒
頭
の
言
葉
を
比
べ

て
み
る
と
、
ジ
ョ
イ
ス
の
神
父
へ
の
批
判
精
神
が
一
層
明
瞭
に
な
る
。
午
前
で
は
「『
地
獄
の
力
は
ま
す
ま

す
強
ま
り
、
そ
の
口
を
限
り
な
く
広
げ
る
』(H

ell h
a
s e

n
la

rg
e
d

 its so
u

l a
n

d
 o

p
e
n

e
d

 its m
o
u

th
 

w
ith

o
u

t a
n

y
 lim

its
)

」
、
午
後
で
は
「『
我
は
御
眼
の
前
か
ら
投
げ
捨
て
ら
れ
た
り
』(I a

m
 ca

st a
w

a
y
 

fro
m

 th
e
 sig

h
t o

f th
in

e
 e

y
e
s
)

」
と
、
神
父
は
ま
た
し
て
も
聖
書
の
引
用
か
ら
説
教
を
始
め
て
い
る
。
し

か
も
、
初
日
と
同
様
に
、
引
用
の
直
後
に
は
「（
イ
エ
ス
・
）
キ
リ
ス
ト
の
も
と
に
集
い
し
、
我
が
親
愛
な

る
幼
き
兄
弟
た
ち
よ(m

y
 d

e
a
r little

 b
ro

th
e
rs

 in
 C

h
rist (J

e
s
u

s
))

」
と
呼
び
か
け1

1
1

、
聖
書
の
典
拠

を
詳
細
に
述
べ
、
「
父
と
子
と
精
霊
の
御
名
に
よ
り
て
。
ア
ー
メ
ン(In

 th
e
 n

a
m

e
 o

f th
e
 F

a
th

e
r a

n
d

 o
f 

th
e
 S

o
n

 a
n

d
 o

f th
e
 H

o
ly

 G
h

o
st. A

m
e
n

)

」(P
 3

.5
3

8
-4

2
, 8

8
5

-8
8
)

と
、
（
ほ
ぼ
）
同
じ
文
言
で

、
、
、
、
、
締
め

く
く
っ
て
い
る
の
だ
。
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
い
ず
れ
の
開
始
の
言
葉
に
お
い
て
も
、
神
父
は
わ

ざ
わ
ざ“w

o
rd

s
 ta

k
e
n

 . . . fro
m

”

と
述
べ
、
聖
書
を
正
確
に

、
、
、
引
用
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い

る
こ
と
だ
。
事
実
初
日
の
説
教
に
お
い
て
、
神
父
は
四
終
を
眼
前
に
置
い
て
お
く
こ
と
の
意
義
を
繰
り
返
す

が
、「
伝
道
の
書

、
、
、
、
が
言
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
覚
え
て
お
け
ば
、
永
久
に
罪
を
犯
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん(H

e
 w

h
o
 re

m
e
m

b
e
rs

 th
e
se

 th
in

g
s
, s

a
y
s
 E

ccle
s
ia

ste
s
, s

h
a

ll n
o
t s

in
 fo

r e
v
e
r)

」(P
 3

.3
2

1
-

2
4

)

と
述
べ
、
ま
た
し
て
も
出
典
を
間
違
え
て
い
る
。
尤
も
、
こ
の
引
用
で
は“sa

y
s
 E

ccle
s
ia

s
te

s
”

と
だ
け

書
か
れ
て
い
る
た
め
、
神
父
が
聖
書
の
言
葉
を
自
分
な
り
に
言
い
換
え
て
も
聖
典
へ
の
不
敬
に
は
あ
た
ら

な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
三
つ
各
々
の
説
教
の
冒
頭
で
は
、
毎
回“w

o
rd

s
 ta

k
e
n

”

と
断
っ
て
い
る
以
上
、
聖
書

か
ら
一
言
一
句
違
わ
ず
に
引
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

金
曜
日
の
午
前
と
午
後
の
聖
書
の
引
用
元
を
、
改
め
て
『
地
獄
』
の
原
書
と
英
訳
版
に
探
る
と
、
大
変
興

味
深
い
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
午
前
に
つ
い
て
は
、『
肖
像
』
の
イ
ザ
ヤ
書
か
ら
の
引
用“H

ell h
a

s 

e
n

la
rg

e
d

 its so
u

l a
n

d
 o

p
e
n

e
d
 its m

o
u

th
 w

ith
o
u

t a
n

y
 lim

its”

の
部
分
が
、
原
書
で
は
ラ
テ
ン
語

で
引
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
英
訳
版
で
は“H

e
ll h

a
s
 e

n
la

rg
e
d

 its
 so

u
l, a

n
d

 o
p

e
n

e
d

 its
 m

o
u

th
 

w
ith

o
u

t a
n

y
 lim

its
”

と
訳
さ
れ
て
お
り(1

9
 

/ 1
2
)

、
カ
ン
マ
の
有
無
と
い
う
些
細
な

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
神
父
の
も
の
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
午
後
の
説

教
に
お
け
る“I a

m
 ca

st a
w

a
y
 from

 

th
e
 sig

h
t o

f th
in

e
 e

y
es”

は
、
ピ
ナ

モ
ン
テ
ィ
の
原
文
そ
れ
自
体

、
、
、
、
に
は
見

ら
れ
な
い
。
見
ら
れ
る
の
は
、【
図
１
】

に
あ
る
よ
う
に
、
英
訳
版
の
挿
絵
の
説

明
文
に
お
い
て
な
の
だ
（
英
訳
版
の

                                        

        

 
1
1
1 

金
曜
の
午
前
の
み
、
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト(C

h
ris

t J
e
s
u

s
)

」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

【図１】英訳 1889年版 
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p
.2

0

とp
.2

1

の
間
）
。
さ

ら
に
、
一
九
世
紀
の
カ
ト

リ
ッ
ク
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
あ
っ
て
参
照
す
べ
き

聖
書
の
英
訳
は
、
ド
ゥ
エ

ー

聖

書

で

あ

り

(G
o
ttfrie

d
 7

0
)

、
一
九
二

〇
年
に
ジ
ョ
イ
ス
の
書

棚
に
並
ん
で
い
た
の
は
、
ウ
ル
ガ
タ
聖
書
に
加
え
、
欽
定
訳
と
イ
タ
リ
ア
語
訳
で
あ
っ
た(E

llm
a

n
n

 [1
9
7

7
] 

1
0

1
)

。
し
か
し
初
日
と
金
曜
午
前
の
聖
書
か
ら
の
引
用
は
、
ド
ゥ
エ
ー
聖
書
は
も
と
よ
り
、
欽
定
訳
聖
書
に

も
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
の
出
典
は
、
他
で
も
な
い
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
の
英
訳
版
な
の
で
あ
る1

1
2

。
つ
ま
り
、
ア

ー
ノ
ル
神
父
は
初
日
の
説
教
の
冒
頭
に
お
い
て
、
自
ら
の
説
教
の
正
統
性
に
権
威
付
け
を
与
え
よ
う
と
し

た
ま
さ
に
そ
の
と
き
誤
り
を
犯
し
て

、
、
、
、
、
、
し
ま
い1

1
3

、
さ
ら
に
は
『
地
獄
』
の
英
訳
版
に
お
け
る
聖
書
の
引
用
が

“a
u

th
o
rita

tiv
e
 b

ib
le

”

で
あ
る
ド
ゥ
エ
ー
聖
書
に
基
づ
い
て
い、
な
い
、
、
こ
と
に
気
付
か
ず
に
「
そ
の
ま
ま
」

引
用
し
て
し
ま
う
―
―
こ
の
二
点
を
鑑
み
る
と
、
神
父
は
「
信
頼
で
き
な
い
語
り
手
」
な
ら
ぬ
「
信
頼
で
き

な
い
説
教
者
」
で
あ
る
と
言
え
そ
う
だ
。 

そ
も
そ
も
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
の
原
書
初
版
（
一
六
八
八
年
）
に
は
先
に
見
た
グ
ロ
テ
ス
ク
な
挿
絵
を
含
む
八

枚
の
木
版
画
は
一
切
入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、（
本
研
究
が
調
査
し
た
限
り
で
は
）
イ
タ
リ
ア
語
版
で
は

一
六
九
三
年
版
に
お
い
て
初
め
て1

1
4

、
英
訳
版
で
は
一
七
一
五
年
の
初
版
か
ら
、
ジ
ョ
イ
ス
が
参
照
し
た
と

さ
れ
る
一
八
八
九
年
版
に
至
る
ま
で
、
挿
絵
が
入
っ
て
い
る1

1
5

。
ア
ー
ノ
ル
神
父
の
金
曜
午
後
の
説
教
で
の

引
用
―
―“I a

m
 ca

st a
w

a
y
 fro

m
 th

e
 sig

h
t o

f th
in

e
 e

y
es

”

―
―
は
、
イ
タ
リ
ア
語
版
の
挿
絵
の
文
言

―
―
ラ
テ
ン
語
で“P

ro
ie

ctu
s
 s

u
m

 a
 fa

cie
 o

cu
lo

r tu
o
r”

と
書
か
れ
て
い
る
（【
図
２
】
）1

1
6

―
―
を
神
父

                                        

        

 
1
1
2 

神
父
が
ド
ゥ
エ
ー
聖
書
を
踏
ま
え
ず
「
勝
手
に
」
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
伝
道
の
書
」
と
勘

違
い
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
「
ジ
ョ
イ
ス
の
意
図
」
で
あ
り
「
説
教
者
の
学
識
を
風
刺
し

て
い
る
」
と
ス
レ
イ
ン
も
（
は
な
は
だ
簡
潔
に
で
は
あ
る
が
）
指
摘
し
て
い
る(1

7
9
)

。 
1
1
3 

神
父
の
「
誤
り
」
に
つ
い
て
は
、
進
化
論
に
代
表
さ
れ
る
近
代
諸
科
学
の
発
展
に
よ
っ
て
そ
の
信
仰
基

盤
が
突
き
崩
さ
れ
て
い
た
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
歴
史
的
文
脈
の
中
に
置
い
て
み
る
と
、
よ
り
一
層

ジ
ョ
イ
ス
の
意
図
が
皮
肉
に
満
ち
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
一
八
七
〇
年
に
当
時
の
教
皇
ピ
ウ

ス
九
世
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
教
理
、
教
皇
不
可
謬
説(P

a
p
a

l In
fa

llib
ility

)

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
道
家 

二
〇
八
、
お
よ
び
木
ノ
内 

三
一
〇
―
一
三
を
参
照
の
こ
と
。 

さ
ら
に
第
一
章
第
三
節
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
ィ
ナ
ー
で
、
不
義
を
犯
し
た
パ
ー
ネ
ル
を
痛
罵
し
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
を
妄
信
的
に
信
じ
る
ダ
ン
テ
も
ま
た
、
聖
書
に
つ
い
て
二
度
勘
違
い
を
し
て
い
る(P

 1
.8

9
0

, 

1
0

9
1
-9

2
)

。
し
か
も
前
節
で
見
た
よ
う
に
彼
女
は
（
大
変
皮
肉
な
こ
と
に
）
教
会
が
い
か
に
「
正
し
い
」
か

を
繰
り
返
し
声
高
に
主
張
し
て
い
る
た
め
、
不
可
謬
説
を
信
じ
る
者
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。 

1
1
4 

た
だ
し
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
語
版
の
一
七
〇
六
年
版
、
お
よ
び
一
八
三
六
年
版
で
は

挿
絵
は
入
っ
て
い
な
い
。 

1
1
5 

本
研
究
が
参
照
し
た
英
訳
版
は
、
一
七
一
五
年
版
、
一
八
一
五
年
版
、
一
八
四
五
年
版
、
一
八
八
九
年

版
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
挿
絵
が
入
っ
て
い
る
。 

1
1
6 

厳
密
に
言
え
ば
、
ラ
テ
ン
語
の
原
典
は
、“P

ro
ie

ctu
s
 s

u
m

 a
 fa

cie
 o

cu
lo

r
u

m
 tu

o
ru

m
”

で
あ
る

【図２】イタリア語

1693年版 
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が
自
ら
翻
訳
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
、
こ
こ
で
の
英
訳
が
、
今

度
は
ド
ゥ
エ
ー
聖
書
に
正
確
に
基

づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、

神
父
は
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
の
英
訳
を

そ
の
ま
ま
流
用
し
た
と
考
え
る
の

が
自
然
だ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
多
く
の
先
行
研
究
は
説
教
が

「
恐
怖
」
に
よ
る
教
会
支
配
を
象

徴
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（K

e
n

n
e
r [1

9
4
8
] 3

7
6

, S
u

lliv
a

n
 1

2
8

, T
h

ra
n

e
 1

8
7

, 

宮
田 

二
六
、

道
家 

二
〇
六
―
〇
八
）1

1
7

。
た
だ
し
、
読
者
や
信
徒
に
恐
怖
を
与
え
る
と
い
う
点
で
は
、
挿
絵
の
有
無
に

よ
っ
て
大
き
な
差
が
生
じ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
【
図
３
】
に
あ
る
英
訳
版
の
表
紙
が
視
覚
的
に
示
す
の
は
、
ま

さ
し
く
信
者
を
飲
み
込
む
よ
う
に
口
を
開
け
る
神
父
を
想
起
さ
せ
る
男
性
、
す
な
わ
ち
擬
人
化
さ
れ
た
地

獄
で
あ
る
。 

ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
批
評
家
は
押
し
並
べ
て
、
ジ
ョ
イ
ス
「
が
」
と
い
う
主
語
を
以
て

論
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
テ
ク
ス
ト
・
レ
ベ
ル
で
は
言
う
ま
で
も
な
く
作
者
で
あ
る
ジ
ョ
イ
ス
が
『
肖

像
』
を
書
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
物
語
内
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
つ
ま
り
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
は
、

他
な
ら
ぬ
ア
ー
ノ
ル
神
父
が
語
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
神
父
の
言
葉
に
つ
い
て
は
そ
の
背
後
に
い
る
作

者
を
一
度
括
弧
に
入
れ
て
、
神
父
を
一
人
の
話
者
と
し
て
見
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ

ま
り
、
ア
ー
ノ
ル
神
父
は
実
在
の
人
物
と
し
て
、
実
際
に
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
と
考
え
る
と
き
、
彼
は
あ
ま

り
に
も
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
か
ら
引
用
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
静
修
そ
れ
自
体
が
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ(S

a
in

t Ig
n

a
tiu

s
 o

f L
o
y
o
la

, 1
4

9
1
-1

5
5
6
)

の

『
霊
操(T

h
e
 S

p
iritu

a
l E

x
e
rcises

)

』(1
5
4

8
)

に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す
と

き
、
金
曜
午
後
の
ア
ー
ノ
ル
神
父
の
次
の
発
言
は
意
味
深
長
だ
―
―
「
今
日
の
午
前
中
私
た
ち
は
、
地
獄
に

つ
い
て
瞑
想
す
る
こ
と
で
、
聖
な
る
私
た
ち
の
創
設
者
［
ロ
ヨ
ラ
］
が
霊
操
と
い
う
本
で
言
う
と
こ
ろ
の
場、

所
の
構
成

、
、
、
、
を
行
い
ま
し
た(T

h
is

 m
o
rn

in
g
 w

e
 e

n
d

e
a

v
o
u

re
d
, in

 o
u

r re
fle

ctio
n

 u
p

o
n

 h
e
ll, to

 m
a

k
e
 

w
h

a
t o

u
r h

o
ly

 fo
u

n
d

e
r ca

lls in
 h

is b
o
o
k

 o
f s

p
iritu

a
l e

x
e
rcise

s
, th

e
 co

m
p

o
s
itio

n
 o

f p
la

ce
)

」

(P
 3

.8
9
2
-9

4
)

。
確
か
に
第
一
週
の
「
第
五
霊
操
」
で
あ
る
「
地
獄
の
黙
想
」、
そ
の
「
第
一
前
備
」
は
「
場

所
の
構
成
」、
す
な
わ
ち
「
地
獄
の
長
さ
、
広
さ
、
そ
し
て
深
さ
を
、
想
像
力
を
働
か
せ
て
見
る
こ
と(to

 se
e
 

in
 im

a
g
in

a
tio

n
 th

e
 le

n
g
th

, b
re

a
d
th

, a
n

d
 th

e
 d

e
p
th

 o
f h

e
ll)

」
だ
と
ロ
ヨ
ラ
も
述
べ
て
い
る(1

4
1

)

。

実
際
神
父
は
午
前
中
に
地
獄
の
「
最
も
大
き
な
物
理
的
苦
痛(th

e
 g

re
a
te

st p
h

y
sica

l to
rm

e
n

t)

」(P
 

                                        

        

 

(O
’D

o
n

n
e
ll 2

4
1
)

。 
1
1
7 

神
父
の
説
教
が
脅
威
的
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヌ
ー
ン(W

illia
m

 N
o
o
n

)

は
「
カ

ト
リ
ッ
ク
的
で
も
な
け
れ
ば
、
ロ
ヨ
ラ
的
で
も
な
い
」
と
し
て([1

9
5
7

] 1
3

)

、『
肖
像
』
の
説
教
は
あ
く
ま

で
も
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
る([1

9
6
1

] 2
7

3
)

と
抗
弁
す
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
同
じ
く
イ
エ
ズ
ス

会
士
の
ブ
ル
ー
ス
・
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー(B

ru
ce

 B
ra

d
le

y
)

は
、
神
父
の
説
教
は
当
時
と
し
て
は
「
一
般
的
」

で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る(1

2
6
)

。 

【図３】英訳 1889年版 
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3
.6

6
9

-7
0

)

を
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ロ
ヨ
ラ
の
「
第
二
前
備
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
―
―
「
も
し
仮
に

、
、
、
、

私
の
過
ち
の
た
め
に
、
永
遠
な
る
主
の
愛
を
忘
れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば

、
、
、
、
、
、
少
な
く
と
も

、
、
、
、
、
こ
の
よ
う
な
［
地

獄
の
］
痛
み
へ
の
恐
怖
が
、
私
を
罪
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う([I]f th

ro
u

g
h

 m
y
 fa

u
lts I s

h
o
u

ld
 

fo
rg

e
t th

e
 lo

v
e
 o

f th
e
 E

te
rn

a
l L

o
rd

, a
t le

a
st th

e
 fe

a
r o

f th
o
se

 p
a

in
s w

ill se
rv

e
 to

 k
e
e
p
 m

e
 

fro
m

 fa
llin

g
 in

to
 sin

)

」(1
4
1

)

。
こ
の
譲
歩
が
も
た
ら
す
差
異
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ロ

ヨ
ラ
は
神
の
愛
を
覚
え
て
お
く
こ
と
を
先
に
説
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
と
ア
ー
ノ

ル
神
父
が
ま
ず
始
め
に
語
る
の
は
、
四
終
と
地
獄
の
身
体
的
苦
痛
で
あ
り
、
そ
の
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
罪

に
赦
し
を
与
え
る
神
の
恩
寵
が
述
べ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
ジ
ョ
イ
ス
の
批
判
の
矛
先
は
、
ア
ー
ノ
ル
神
父
だ
け
で
な
く
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
に
も
向
け
ら
れ
て

い
る
。
ス
レ
イ
ン
も
指
摘
す
る
よ
う
に
「
ア
ー
ノ
ル
の
説
教
と
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
の
小
冊
子
は
、
罰
へ
の
恐
れ

を
超
え
て
、
神
の
愛
や
慈
悲
へ
と
読
者
の
想
い
を
導
く
も
の
で
は
な
い(A

rn
a

ll’s 
se

rm
o
n

 
a

n
d
 

P
in

a
m

o
n

ti’s
 tra

ct d
o
 n

o
t le

a
d

 th
e
 re

a
d
e
r b

e
y
o
n

d
 th

re
a
ts o

f p
u

n
is

h
m

e
n

t to
 co

n
sid

e
ra

tio
n

s
 

o
f th

e
 d

iv
in

e
 lo

v
e
 a

n
d

 m
e
rcy

)

」(1
8

7
)

。
つ
ま
り
愛
で
は
な
く
恐
怖
に
よ
っ
て
信
徒
を
ま
と
め
上
げ
よ

う
と
す
る
そ
の
発
想
に
対
し
て
、
ジ
ョ
イ
ス
は
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
な
ぜ
愛
の
宗
教
で
あ
る
は
ず
の
キ
リ

ス
ト
教
が
こ
れ
ま
で
多
く
の
侵
略
と
殺
戮
と
無
縁
で
な
か
っ
た
の
か
―
―
ジ
ョ
イ
ス
が
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ィ
ア

の
校
長
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
を
「
神
の
偉
大
な
る
兵
士(A

 g
re

a
t so

ld
ie

r o
f G

o
d

)

」、
「
た
っ
た

一
ヶ
月
で
神
の
た
め
に
一
万
の
人
々
を
勝
ち
得
た(T

e
n

 th
o
u

sa
n

d
 so

u
ls

 w
o
n

 fo
r G

o
d

 in
 a

 sin
g
le

 

m
o
n

th
)

」「
真
の
征
服
者(a

 tru
e
 co

n
q

u
e
ro

r)

」(P
 3

.2
1
3

-1
9

)

と
戦
争
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
以
て
語
ら
せ
て

い
る
こ
と
を
思
い
出
す
と
き
、
私
た
ち
は
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
ム
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
。 

 

で
も
そ
ん
な
も
の
は
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
よ
…
…
力
と
か
、
憎
し
み
と
か
、
歴
史
な
ん
て
も
の
は
、

み
ん
な
。
そ
ん
な
の
は
男
に
と
っ
て
も
女
に
と
っ
て
も
、
大
事
な
も
の

、
、
、
、
、
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
侮
辱
や
憎
し

み
な
ん
て
。
そ
れ
に
み
ん
な
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
、
本
当
に
大
切
な
も
の
は
む
し
ろ
正
反
対
の
も
の

な
ん
だ
っ
て
。 

B
u

t it’s n
o
 u

se
 . . . . F

o
rce

, h
a
tre

d
, h

isto
ry, a

ll th
a

t. T
h

a
t’s n

o
t life

 fo
r m

e
n

 a
n

d
 w

o
m

e
n

, 

in
s
u

lt a
n

d
 h

a
tre

d
. A

n
d

 e
v
e
ry

b
o
d

y
 k

n
o
w

s
 th

a
t it’s th

e
 v

e
ry

 o
p

p
o
s
ite

 o
f th

a
t th

a
t is re

a
lly

 

life
. (U

 1
2

.1
4
8

1
-8

3
) 

 

恐
ら
く
ジ
ョ
イ
ス
は
「
心
の
底
か
ら
強
く
憎
ん
だ
」
「
教
会
と
公
然
と
闘
っ
て
い
る
」
と
恋
人
に
宣
言
し
た

と
き
で
す
ら
、
想
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
―
―
「
愛
で
す
。
つ
ま
り
、
憎
し
み
の
反
対
の
も
の
で
す

よ
」(“L

o
v
e
, sa

y
s B

lo
o
m

. I m
e
a

n
 th

e
 o

p
p
o
s
ite

 o
f h

a
tre

d
”)(U

 1
2

.1
4
8

6
)

。 

 

「
狡
猾
な
」
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
／
ジ
ョ
イ
ス
の
戦
略 

本
節
は
こ
れ
ま
で
、
神
父
の
「
間
違
い
」
や
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ま
で
の
地
獄
の
描
写
の
根
底
に
あ
る

の
が
、
巧
み
に
隠
さ
れ
た
、
し
か
し
な
お
強
烈
な
ジ
ョ
イ
ス
の
教
会
権
力
に
対
す
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
で
あ
る
こ
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と
を
確
認
し
た
。
以
後
、
若
い
頃
に
は
地
獄
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
苦
し
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
ジ
ョ
イ
ス
が
、
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
い
う
分
身
を
通
し
て
、
そ
れ
を
執
拗
な
ま
で
に
細
密
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ト
ラ
ウ

マ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い1

1
8

。 

ま
ず
は
、
金
曜
日
の
午
前
中
の
説
教
に
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
姿
を
確
認
し
よ
う
。 

 

礼
拝
堂
の
通
路
を
歩
い
て
い
る
と
、
両
脚
が
震
え
、
頭
皮
は
ま
る
で
亡
霊
の
指
に

、
、
、
、
、
触
れ
ら
れ
た
か
の
よ

う
に
揺
れ
て
い
た
。
…
…
階
段
を
上
が
る
ご
と
に
、
自
分
は
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
恐
れ
を
抱
い
た
。
魂
は
肉
体
と
い
う
名
の
鞘
か
ら
ね
じ
り
取
ら
れ
、
真
っ
逆
さ
ま
に
空
間
を
堕
ち
て
ゆ

く
よ
う
に
思
わ
れ
た
。 

…
…
僕
は
既
に
死
ん
だ
の
だ
。
そ
う
、
神
の
裁
き
を
受
け
た
の
だ
。
炎
の
波
が
彼
の
体
を
押
し
流
し
た
。

こ
れ
が
、
最
初
の
波
。
再
び
波
が
や
っ
て
来
て
、
彼
の
脳
髄
が
燃
え
て
光
る
。
再
び
波
。
亀
裂
の
入
っ
た

頭
蓋
の
中
で
、
頭
の
中
が
沸
騰
し
て
、
ぶ
く
ぶ
く
と
泡
立
つ
。
火
炎
が
花
冠
の
よ
う
に
彼
の
頭
蓋
か
ら
爆

発
し
て
溢
れ
出
し
、
悲
鳴
の
よ
う
な
声
を
上
げ
る
。 

―
地
獄
！ 

地
獄
！ 

地
獄
！ 

地
獄
！ 

地
獄
！ 

H
e
 ca

m
e
 d

o
w

n
 th

e
 a

isle
 o

f th
e
 ch

a
p
e
l, h

is
 le

g
s
 s

h
a

k
in

g
 a

n
d

 th
e
 sca

lp
 o

f h
is

 h
e
a

d
 

tre
m

b
lin

g
 a

s th
o
u

g
h

 it h
a

d
 b

e
e
n

 to
u

ch
e
d

 b
y
 g

h
o
stly

 fin
g
e
rs

. . . . A
n

d
 a

t e
v
e
ry

 s
te

p
 h

e
 

fe
a
re

d
 th

a
t h

e
 h

a
d

 a
lre

a
d

y
 d

ie
d

, th
a

t h
is

 s
o
u

l h
a

d
 b

e
e
n

 w
re

n
ch

e
d

 fo
rth

 o
f th

e
 s

h
e
a
th

 

o
f h

is
 b

o
d

y, th
a
t h

e
 w

a
s p

lu
n

g
in

g
 h

e
a

d
lo

n
g
 th

ro
u

g
h

 s
p
a

ce
. 

. . . H
e
 h

a
d

 d
ie

d
. Y

e
s
. H

e
 w

a
s
 ju

d
g
e
d

. A
 w

a
v
e
 o

f fire
 s

w
e
p
t th

ro
u

g
h

 h
is

 b
o
d

y
: th

e
 firs

t. 

A
g
a

in
 
a

 
w

a
v
e
. 

H
is 

b
ra

in
 
b
e
g
a

n
 
to

 
g
lo

w
. 

A
n

o
th

e
r. 

H
is

 
b
ra

in
 
w

a
s
 
sim

m
e
rin

g
 
a

n
d

 

b
u

b
b
lin

g
 w

ith
in

 th
e
 cra

ck
in

g
 te

n
e
m

e
n

t o
f th

e
 s

k
u

ll. F
la

m
e
s
 b

u
rst fo

rth
 fro

m
 h

is
 s

k
u

ll 

lik
e
 a

 co
ro

lla
, s

h
rie

k
in

g
 lik

e
 v

o
ice

s
: 

—
H

e
ll! H

e
ll! H

e
ll! H

e
ll! H

e
ll!  

(P
 3

.8
0
2
-2

2
) 

 
 頭

皮
に
触
れ
る 

“g
h

o
stly

 fin
g
e
rs

”

と
い
う
の
は
実
に
秀
逸
な
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
。
神
父
の
言
葉
に
触

発
さ
れ
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
脳
裡
に
は
「
地
獄
！
」
と
い
う
叫
び
声
が
、
ま
さ
し
く
取
り
憑
い
て
い
る
。

同
時
に
こ
の
引
用
は
い
わ
ゆ
る
「
語
り
」
の
部
分
で
、
説
教
に
対
す
る
彼
の
反
応
を
内
面
か
ら
描
い
た
も
の

で
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
沸
騰
す
る
血
や
脳
髄
と
い
う
極
め
て
不
気
味
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
他
な
ら
ぬ
神
父
が

地
獄
の
業
火
に
焼
か
れ
る
者
た
ち
を
描
写
す
る
際
に
用
い
た
言
葉
に
基
づ
く1

1
9

。
言
う
な
れ
ば
ピ
ナ
モ
ン

                                        

        

 
1
1
8 

尤
も
ジ
ョ
イ
ス
自
身
が
実
際
に
地
獄
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
苦
し
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
意
見
が
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
よ
う
だ
。
エ
ル
マ
ン
は
「
改
悛
は
数
ヶ
月
続
い
た
」
と
推
測
し(J

J
 4

9
-5

0
)

、
モ
リ
ス
・

ベ
ジ
ャ(M

o
rris

 B
e
ja

)

も
こ
れ
に
倣
っ
て
、
本
論
が
主
張
す
る
よ
う
な
時
間
差
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る

(8
)

。
一
方
で
福
田
恆
存
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
―
―
「
が
、
多
く
の
ひ
と
の
い
ふ
や
う
に
『
若
き
日
の

藝
術
家
の
肖
像
』
の
う
ち
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
地
獄
図
絵
は
、
け
つ
し
て
『
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
ロ
ス
ト
』
に

お
け
る
ご
と
き
深
刻
な
戦
慄
を
与
え
は
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ジ
ョ
イ
ス
は
は
じ
め
か
ら
そ
れ
を
否
定
し
乗

り
こ
え
る
た
め
に
、
こ
の
場
面
を
挿
入
し
て
ゐ
る
か
ら
だ
」（
二
〇
〇
）
。 

1
1
9 

「
血
は
血
管
の
中
で
ぶ
く
ぶ
く
と
沸
騰
し
、
脳
髄
は
頭
蓋
の
中
で
沸
騰
、
胸
の
心
臓
は
光
と
熱
を
放
っ
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テ
ィ
が
描
い
た
地
獄
の
炎
は
、
神
父
の
舌
を
通
じ
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
脳
裡
に
燃
え
移
っ
て
い
る
わ
け
で

あ
り
、
語
り
（
手
）
も
ま
た
神
父
の
言
葉
を
借
り
て

、
、
、
、
主
人
公
の
脳
裡
で
起
き
て
い
る
様
子
を
描
い
て
い
る

こ
と
に
な
る
。 

こ
の
後
、
午
後
の
説
教
を
経
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
帰
宅
後
に
夕
食
を
取
り
、
「
自
分
の
魂
と
向
き
合
う

た
め(to

 b
e
 a

lo
n

e
 w

ith
 h

is
 so

u
l)

」(P
 3

.1
2
0

2
-0

3
)

に
部
屋
に
閉
じ
こ
も
る
。
す
る
と
、
罪
の
記
憶
が
次

か
ら
次
へ
と
彼
の
脳
裡
に
湧
き
上
が
り
、
「
眼
を
き
つ
く
閉
じ
よ
う
と
も(th

o
u

g
h

 h
is

 e
y
e
s w

e
re

 s
h

u
t 

fa
st)

」、
「
耳
を
固
く
塞
ご
う
と
も(th

o
u

g
h

 h
is

 e
a

rs
 w

e
re

 tig
h

tly
 co

v
e
re

d
)

」(P
 3

.1
2

5
5
-5

6
)

、
地
獄

の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
ず
、
つ
い
に
彼
は
「
助
け
て
く
れ
！ 

(H
e
lp

!)

」
と
叫
び
、
激
し
く
嘔
吐

し
て
し
ま
う(P

 3
.1

2
8

3
-9

3
)

。
本
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
自
ら
の
意
思
と
は
無
関
係
に
、
彼
の
脳
裡

に
は
繰
り
返
し
地
獄
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
反
復
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
経
験
は
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
ト
ラ
ウ
マ
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
カ
ル
ー
ス
が
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経

験
」
を
定
義
す
る
際
に
言
及
し
た
、
フ
ロ
イ
ト
の
「
事
後
性
」
、
す
な
わ
ち
影
響
の
時
間
差
の
問
題
を
、
ふ

た
つ
の
側
面
か
ら
採
り
上
げ
て
み
た
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
第
三
章
に
お
け
る
十
六
歳
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
、

第
五
章
で
大
学
生
と
な
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
間
に
あ
る
時
間
的
隔
た
り
、
そ
し
て
同
時
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
と
作
者
ジ
ョ
イ
ス
と
の
距
離
で
あ
る
。 

ま
ず
は
、
ふ
た
り
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
検
討
す
る
。
以
下
は
『
肖
像
』
で
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
彼
の
台

詞
だ
。 

 

僕
は
も
は
や
自
分
が
信
じ
な
い
も
の
に
は
仕
え
な
い

、
、
、
、
。
そ
れ
が
自
分
の
家
庭
だ
ろ
う
と
、
祖
国
だ
ろ
う
と
、

教
会
だ
ろ
う
と
。
自
分
の
生
き
方
、
あ
る
い
は
芸
術
の
形
を
借
り
て
、
で
き
る
限
り
自
由
に
、
そ
し
て
で

き
る
限
り
包
括
的
に
、
自
分
自
身
を
表
現
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
僕
が
用
い
う
る
武
器
こ
そ
、

沈
黙
、
流
浪
、
そ
し
て
狡
智
な
ん
だ
。 

I w
ill n

o
t se

rv
e
 th

a
t in

 w
h

ich
 I n

o
 lo

n
g
e
r b

e
lie

v
e
, w

h
e
th

e
r it ca

ll itse
lf m

y
 h

o
m

e
, m

y
 

fa
th

e
rla

n
d

, o
r m

y
 ch

u
rch

: a
n

d
 I w

ill try
 to

 e
x
p

re
ss

 m
y
se

lf in
 s

o
m

e
 m

o
d

e
 o

f life
 o

r a
rt 

a
s
 fre

e
ly

 a
s I ca

n
 a

n
d

 a
s
 w

h
o
lly

 a
s I ca

n
, u

s
in

g
 fo

r m
y
 d

e
fe

n
ce

 th
e
 o

n
ly

 a
rm

s
 I a

llo
w

 

m
y
se

lf to
 u

se
, s

ile
n

ce
, e

x
ile

, a
n

d
 cu

n
n

in
g
. (P

 5
.2

5
7
5
-8

0
) 

 

第
五
章
第
三
節
の
末
尾
を
飾
る
こ
の
場
面
の
す
ぐ
前
で
、
既
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
友
人
ク
ラ
ン
リ
ー
に
、
信

仰
の
喪
失
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
去
る
決
意
を
告
げ
て
い
る
。
そ
れ
故
「
沈
黙
、
流
浪
、
そ
し
て
狡
智
」
と
は
、

彼
が
自
ら
を
芸
術
家
た
ら
し
め
る
た
め
の
言
わ
ば
〈
三
種
の
神
器
〉
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
あ
と
ク
ラ
ン

リ
ー
が
「
狡
智
だ
っ
て
、
ま
っ
た
く
！(C

u
n

n
in

g
 in

d
e
e
d
!)

」
と
言
い
返
し
た
こ
と
は(P

 5
.2

5
8
4

)

、「
狡

智
」
が
き
わ
め
て
カ
ト
リ
ッ
ク
的
で
あ
る
が
故
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
矛
盾
―
―
信
仰
を
喪
失
し
た
は
ず
な

                                        

        

 

て
破
裂
、
腑
は
ど
ろ
ど
ろ
燃
え
る
髄
の
赤
く
熱
い
塊
と
化
し
、
柔
ら
か
な
目
は
溶
解
し
た
球
の
よ
う
に
炎
を

上
げ
て
燃
え
る
の
で
す(T

h
e
 b

lo
o
d

 se
e
th

e
s a

n
d

 b
o
ils in

 th
e
 v

e
in

s
, th

e
 b

ra
in

s
 a

re
 b

o
ilin

g
 in

 

th
e
 s

k
u

ll, th
e
 h

e
a
rt in

 th
e
 b

re
a
st g

lo
w

in
g
 a

n
d

 b
u

rstin
g
, th

e
 b

o
w

e
ls a

 re
d

h
o
t m

a
ss

 o
f 

b
u

rn
in

g
 p

u
lp

, th
e
 te

n
d

e
r e

y
e
s
 fla

m
in

g
 lik

e
 m

o
lte

n
 b

a
lls

)

」(P
 3

.6
9
8
-7

0
2
)

。 
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の
に
、
な
お
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
理
に
囚
わ
れ
て
い
る
―
―
に
彼
が
驚
き
呆
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
以
後

こ
の
「
狡
知
」
の
意
義
を
、
本
節
が
こ
れ
ま
で
分
析
し
た
神
父
の
説
教
と
の
関
係
で
探
っ
て
ゆ
く
。
な
ぜ
な

ら
、“I w

ill n
o
t se

rv
e
”

は
他
な
ら
ぬ
地
獄
の
説
教
に
由
来
す
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

が
『
肖
像
』
第
五
章
で
初
め
て
「
僕
は
仕
え
な
い
」
と
述
べ
た
と
き
の
ク
ラ
ン
リ
ー
の
返
答
（
「
そ
の
言
葉

は
前
に
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
な(T

h
a

t re
m

a
rk

 w
a
s
 m

a
d
e
 b

e
fo

re
)

」(P
 5

.2
2
9
7
-9

8
)

）
は
意
味
深
長

だ
。
つ
ま
り
物
語
レ
ベ
ル
で
は
、
ク
ラ
ン
リ
ー
は
以
前
に
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
か
ら
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
、
あ

る
い
は
ク
ラ
ン
リ
ー
自
身
が
説
教
や
ミ
サ
な
ど
で
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
意
味
に
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
テ
ク
ス
ト
・
レ
ベ
ル
で
は
他
な
ら
ぬ
読
者
が
、
神
父
の
説
教
の
中
で
こ

の
言
葉
を
以
前
に
聞
い
て
い
る
わ
け
で
、
ジ
ョ
イ
ス
は
極
め
て
自
己
言
及
的
な
身
振
り
で
、
こ
の
箇
所
と
地

獄
の
説
教
に
明
確
な
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
。 

で
は
、“I w

ill n
o
t se

rv
e
”

が
テ
ク
ス
ト
で
初
め
て
言
及
さ
れ
る
地
獄
の
説
教
の
該
当
箇
所
を
見
て
み
よ

う
。 

  

ル
シ
フ
ァ
ー
は
か
つ
て
暁
の
息
子
で
あ
り
、
光
り
輝
く
力
強
い
天
使
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
彼
は
堕
ち
た
。
彼
は
堕
落
し
、
彼
と
共
に
天
の
軍
勢
の
三
分
の
一
も
ま
た
堕
ち
た
の
で
す
。
彼
は

堕
ち
、
彼
に
従
う
反
逆
の
天
使
た
ち
と
共
に
地
獄
へ
と
投
げ
堕
と
さ
れ
ま
し
た
。
彼
の
罪
が
い
か
な
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
、
私
た
ち
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
神
学
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
傲
慢
の
罪

、
、
、
、
、
一
瞬
の
間

抱
い
た
罪
深
い
考
え
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
ノ
ン
・
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ム
、
我
仕
え
ず
」1

2
0

―
―
そ
の
瞬
間
が

彼
の
破
滅
だ
っ
た
の
で
す
。 

L
u

cife
r, w

e
 a

re
 to

ld
, w

a
s a

 so
n

 o
f th

e
 m

o
rn

in
g
, a

 ra
d
ia

n
t a

n
d

 m
ig

h
ty

 a
n

g
e
l; y

e
t h

e
 fe

ll: 

h
e
 fe

ll a
n

d
 th

e
re

 fe
ll w

ith
 h

im
 a

 th
ird

 p
a
rt o

f th
e
 h

o
st o

f h
e
a

v
e
n

: h
e
 fe

ll a
n

d
 w

a
s
 h

u
rle

d
 

w
ith

 h
is re

b
e
llio

u
s a

n
g
e
ls

 in
to

 h
e
ll. W

h
a

t h
is

 s
in

 w
a
s
 w

e
 ca

n
n

o
t sa

y. T
h

e
o
lo

g
ia

n
s 

co
n

sid
e
r th

a
t it w

a
s
 th

e
 sin

 o
f p

rid
e
, th

e
 s

in
fu

l th
o
u

g
h

t co
n

ce
iv

e
d

 in
 a

n
 in

sta
n

t: n
o
n

 

serv
ia

m
: I w

ill n
ot serv

e
. T

h
a
t in

sta
n

t w
a
s
 h

is ru
in

. (P
 3

.5
5
0
-5

7
) 

 

堕
落(fe

ll)

と
地
獄(h

e
ll)

が
音
声
的
に
も
反
響
し
合
う
中
で
、
ル
シ
フ
ァ
ー
、
す
な
わ
ち
サ
タ
ン
は
「
傲
慢

の
罪
」
に
よ
る
一
瞬
の
反
抗
の
た
め
に
地
獄
に
落
と
さ
れ
た
の
だ
と
神
父
は
熱
弁
す
る
。
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
も

ま
た
、
真
っ
先
に
考
慮
す
べ
き
は
「
魂
が
行
う
第
一
の
不
正
義
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
我
仕
え
ず
」(9

 / 7
)

で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
興
味
深
い
こ
と
に
『
地
獄
』
で
は
テ
ク
ス
ト
内
で
一
度
と
し
て
ル
シ
フ

ァ
ー
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
に
依
拠
し
て
い
た
ア
ー
ノ
ル
神
父

の
説
教
に
、
作
者
が
ル
シ
フ
ァ
ー
を
登
場
さ
せ
た
こ
と
の
意
味
は
も
っ
と
深
く
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
に
は
ジ
ョ
イ
ス
の
狡
猾
な

、
、
、
戦
略
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
種
々
の
註
釈
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、「
我
仕
え
ず
」
が
出
て
く
る
エ
レ
ミ
ヤ
書
第
二
章
第
二
十
節
を
紐
解
く
と
、
こ
の
言
葉
は

元
来
あ
く
ま
で
も
神
に
従
わ
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ル
シ
フ
ァ
ー
の
言
葉
で
は

                                        

        

 
1
2
0 

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
第
十
五
挿
話
で
も
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
改
悛
を
迫
る
母
の
亡
霊
に
対
し
て
こ
の
言
葉

を
叫
ん
で
い
る(U

 1
5

.4
2
2

8
)

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
考
察
す
る
。 
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な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
神
へ
の
反
逆
の
言
葉
と
し
て
、

堕
天
使
に
割
り
当
て
ら
れ
た
文
言
に
過
ぎ
な
い
。
ア
ー
ノ
ル
神
父
が
説
教
で
多
く
の
間
違
い
を
犯
し
た
よ

う
に
、
神
学
者
た
ち
は
「
我
仕
え
ず
」
を
悪
魔
の
言
葉
に
勝
手
に
読
み
換
え
た
、
あ
る
い
は
あ
る
意
味
で
は

読
み
間
違
え
た

、
、
、
、
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
神
父
は
ま
た
し
て
も
、
聖
書
の
原
典
を
確
認
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。 

ル
シ
フ
ァ
ー
と
サ
タ
ン
を
結
ぶ
等
号
は
、
私
た
ち
が
よ
く
知
る
よ
う
に
蛇
へ
と
換
喩
的
に
横
滑
り
す
る
。

事
実
神
父
が
堕
天
使
の
名
を
挙
げ
た
の
は
原
罪
に
つ
い
て
語
る
た
め
で
あ
っ
た
。「［
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
］
も
ま

た
堕
ち
ま
し
た
。
か
つ
て
は
輝
く
天
使
で
あ
り
暁
の
息
子
で
あ
っ
た
悪
魔
、
そ
の
下
劣
な
悪
鬼
は
、
今
度
は

地
上
の
獣
の
中
で
最
も
狡
猾
な

、
、
、
、
、
蛇
に
姿
を
変
え
て
や
っ
て
来
た
の
で
す([A

d
a

m
 a

n
d

 E
v
e
] to

o
 fe

ll. T
h

e
 

d
e
v
il, o

n
ce

 a
 s

h
in

in
g
 a

n
g
e
l, a

 so
n

 o
f th

e
 m

o
rn

in
g
, n

o
w

 a
 fo

u
l fie

n
d

 ca
m

e
 in

 th
e
 s

h
a

p
e
 o

f a
 

s
e
rp

e
n

t, th
e
 s

u
b
tle

s
t o

f a
ll th

e
 b

e
a
s
ts o

f th
e
 fie

ld
)

」(P
 3

.5
6
9

-7
2
)

。
着
目
す
べ
き
は
、
こ
の
蛇

の
描
写
が
、
説
教
の
冒
頭
の
引
用
で
は
神
父
が
参
照
し
な
か
っ
た
ド
ゥ
エ
ー
聖
書
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る(“N

o
w

 th
e
 se

rp
e
n

t w
a

s m
o
re

 s
u

b
tle

 th
a

n
 a

n
y
 o

f th
e
 b

e
a

sts
 o

f th
e
 e

a
rth

 w
h

ich
 th

e
 

L
o
rd

 G
o
d

 m
a

d
e
”)

。
他
の
英
訳
聖
書
で
は
蛇
の
ず
る
賢
さ
を
表
す
際
にcu

n
n

in
g

やcra
fty

が
用
い
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ド
ゥ
エ
ー
聖
書
で
は
一
貫
し
て

s
u

b
tle

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
後
の
場
面
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
自
ら
の
ペ
ニ
ス
を
蛇
に
擬
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に(P

 

3
.1

3
3

5
-4

1
)

、
彼
の
罪
は
性
欲
と
い
う
名
の
蛇
に
誘
惑
さ
れ
た
が
故
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
が
娼
婦
体
験
と

い
う
己
の
大
罪
に
対
し
て
第
三
章
冒
頭
で
は
「
誇
り(p

rid
e
)

」
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
、
エ
デ

ン
の
園
で
は
知
恵
を
与
え
た
よ
う
に
、
蛇
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
誇
り
を
与
え
た
の
だ
と
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
に

解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
『
肖
像
』
に
あ
っ
て
は
、
楽
園
か
ら
追
放
さ
れ
た
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
は
、
堕
天
使
ル
シ

フ
ァ
ー
に
加
え
て
、〈
父
〉
に
逆
ら
い
海
に
墜
落
し
た
イ
カ
ロ
ス
と
も
、“fa
ll”

と
い
う
共
通
点
に
お
い
て
重

層
化
さ
れ
て
い
る
。 

も
う
一
度
、
ル
シ
フ
ァ
ー
に
つ
い
て
語
る
神
父
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
よ
う
。「「
我
仕
え
ず
」。
そ
の
瞬
間
、
、

が
彼
の
破
滅
で
し
た
。
彼
は
一
瞬
の

、
、
、
罪
深
い
考
え
で
神
の
尊
厳
を
汚
し
、
神
は
彼
を
天
国
か
ら
地
獄
に
永
久
、
、

に、
追
放
し
た
の
で
す(I w

ill n
ot serv

e
. T

h
a

t in
s
ta

n
t w

a
s
 h

is ru
in

. H
e
 o

ffe
n

d
e
d
 th

e
 m

a
je

sty
 o

f 

G
o
d
 b

y
 th

e
 s

in
fu

l th
o
u

g
h

t o
f o

n
e
 in

sta
n

t a
n

d
 G

o
d
 ca

st h
im

 o
u

t o
f h

e
a

v
e
n

 in
to

 h
e
ll fo

r 

e
v
e
r)

」(P
 3

.5
5
6

-5
9

)

と
あ
る
。
こ
こ
で
目
を
向
け
た
い
の
は
、
繰
り
返
さ
れ
る“in

sta
n

t”

と
そ
の
対
義
語

で
あ
る“fo

r e
v
e
r”

で
あ
る
。
ほ
ん
の
一
瞬
の
罪
の
た
め
に
未
来
永
劫
苦
し
み
を
味
わ
う
―
―
こ
れ
こ
そ
、

地
獄
の
説
教
で
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
論
理
で
あ
る
。
例
え
ば
、
神
父
は
「
地
獄
の
永
遠
性
」
に
つ
い
て
語

る
と
き
、
続
く
十
行
に
お
い
て
永
遠
に
類
す
る
単
語
を
十
一
回
も
使
い1

2
1

、
そ
の
一
方
で
地
獄
の
説
教
の
最

                                        

        

 
1
2
1 

次
の
引
用
の
下
線
部
は
す
べ
て
「
永
遠
」
を
意
味
し
て
い
る
。 

 

―L
a
st a

n
d

 cro
w

n
in

g
 to

rtu
re

 o
f a

ll th
e
 to

rtu
re

s o
f th

a
t a

w
fu

l p
la

ce
 is

 th
e
 e

te
rn

ity
 o

f 

h
e
ll. E

te
rn

ity
! O

, d
re

a
d

 a
n

d
 d

ire
 w

o
rd

. E
te

rn
ity

! W
h

a
t m

in
d

 o
f m

a
n

 ca
n

 u
n

d
e
rsta

n
d

 it? 

A
n

d
 re

m
e
m

b
e
r, it is

 a
n

 e
te

rn
ity

 o
f p

a
in

. E
v
e
n

 th
o
u

g
h

 th
e
 p

a
in

s
 o

f h
e
ll w

e
re

 n
o
t s

o
 

te
rrib

le
 a

s th
e
y
 a

re
, y

e
t th

e
y
 w

o
u

ld
 b

e
co

m
e
 in

fin
ite

, a
s th

e
y
 a

re
 d

e
s
tin

e
d

 to
 la

st fo
r 

e
v
e
r. B

u
t w

h
ile

 th
e
y
 a

re
 e

v
e
rla

s
tin

g
 th

e
y
 a

re
 a

t th
e
 s

a
m

e
 tim

e
, a

s
 y

o
u

 k
n

o
w

, in
to

le
ra

b
ly
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後
で
、
再
度
ル
シ
フ
ァ
ー
と
失
楽
園
を
語
る
際
に
は
、
そ
れ
が
「
一
瞬
」
の
罪
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
強

調
し
て
い
る(P

 3
.1

1
3
2
-3

6
)
1
2
2

。
そ
し
て
神
父
は
、
だ
か
ら
こ
そ
永
遠
の
神
の
裁
き
が
下
る
前
に
告
白
せ

よ
と
、
言
わ
ば
恐
怖
を
「
武
器
」
に
し
て
生
徒
た
ち
を
そ
そ
の
か
す

、
、
、
、
、
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
大
罪
を
犯
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
生
き
て
い
る
。
ど
れ
ほ
ど
生
き
た
心
地

が
し
な
く
と
も
、
ど
れ
ほ
ど
地
獄
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
恐
れ
お
の
の
こ
う
と
も
、
脳
裡
で
起
こ
る
激
し
い
震
え

や
、
嘔
吐
と
い
う
身
体
反
応
は
彼
の
生
を
証
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
は
神
父
が
一
瞬
を
強
調
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
そ
れ
を
耳
に
し
て
い
る
間
は
そ
の
一
瞬
が
ま
だ
や
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
先
に
見
た
性
器

を
蛇
に
擬
え
る
場
面
に
お
い
て
も
、「
で
も
永
遠
に
終
わ
り
は
な
い
。
僕
は
大
罪
を
犯
し
た
。
一
度
で
も
大

罪
は
大
罪
だ
。
そ
れ
は
一
瞬
で
起
こ
る
ん
だ(Y

e
t e

te
rn

ity
 h

a
d

 n
o
 e

n
d

. H
e
 w

a
s
 in

 m
o
rta

l s
in

. E
v
e
n

 

o
n

ce
 w

a
s a

 m
o
rta

l sin
. It co

u
ld

 h
a

p
p

e
n

 in
 a

n
 in

sta
n

t)

」(P
 3

.1
3
3

1
-3

3
)

と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
考

え
、
神
父
の
永
遠
と
瞬
間
の
論
理
を
一
度
は
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
未

だ
誰
も
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
彼
が
こ
の
論
理
矛
盾
に
や
が
て
気
付
く
こ
と
が
第
五
章
の
会
話
か
ら
わ
か

る
。 友

人
ク
ラ
ン
リ
ー
は
、
「
も
し
罪
を
告
白
し
な
い
ま
ま
聖
体
拝
領
を
行
っ
た
ら
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

の
神
は
君
を
打
ち
殺
し
て
、
地
獄
に
堕
と
す
か
も
し
れ
な
い
、
そ
れ
が
怖
い
の
か(D

o
 y

o
u

 fe
a

r . . . th
e
 

G
o
d

 
o
f 

th
e
 
R

o
m

a
n

 
ca

th
o
lics 

w
o
u

ld
 

strik
e
 
y
o
u

 
d
e
a

d
 
a

n
d

 
d
a

m
n

 
y
o
u

 
if 

y
o
u

 
m

a
d

e
 
a
 

sa
crile

g
io

u
s
 co

m
m

u
n

io
n

?)

」
と
尋
ね
る
。
す
る
と
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神

は
今
で
も
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
る
は
ず
さ(T

h
e
 G

o
d

 o
f th

e
 R

o
m

a
n

 ca
th

o
lics

 co
u

ld
 d

o
 th

a
t n

o
w

)

」

と
返
答
す
る(P

 5
.2

4
5

4
-5

8
)

。
こ
の“n

o
w

”

に
注
目
し
た
い
。
第
三
章
第
三
節
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
地
獄
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
見
る
前
に
、
大
罪
を
犯
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
な
ぜ
神
は
自
分
を
打
ち
殺
さ
な
か
っ
た
の

か(H
o
w

 ca
m

e
 it th

a
t G

o
d

 h
a

d
 n

o
t s

tru
ck

 h
im

 d
e
a

d
?)

」(P
 3

.1
2
5

0
)

と
自
問
し
て
い
た
。
つ
ま
り

ク
ラ
ン
リ
ー
が
述
べ
た
ま
ま
の
表
現(strik

e
 ~

 d
e
a

d
)

で
、
既
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
一
瞬
の
罪
が
永
遠
の
地

獄
堕
ち
に
繋
が
っ
て
い
な
い
こ
と
に
漠
た
る
疑
問
を
抱
い
て
い
た
わ
け
だ
。
故
に
、
「
神
は
今
で
も
」
と
述

べ
る
第
五
章
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
神
父
の
論
理
を
受
け
入
れ
た
上
で
、
あ
え
て
今
こ
の
瞬
間
に
起
こ
っ
て

い
な
い
こ
と
の
方
を
信
じ
る
の
だ
。
地
獄
の
説
教
と
「
狡
猾
さ
」
が
最
も
劇
的
に
交
わ
る
瞬
間
が
こ
こ
に
あ

る
。
つ
ま
り
、
一
瞬
の
罪
が
永
遠
の
地
獄
に
繋
が
る
と
い
う
ア
ー
ノ
ル
神
父
の
論
理
を
逆
手
に
取
り
、
神
が

今
こ
の
瞬
間
に
お
い
て
自
分
に
手
を
か
け
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
そ
の
一
瞬
が
今
起
こ
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
永
遠
の
地
獄
も
ま
た
あ
り
え
な
い
と
彼
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
彼
が
「
我
仕
え
ず
」

と
呟
く
そ
の
瞬
間
毎
に
、
そ
の
言
葉
は
む
し
ろ
彼
の
生
や
存
在
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
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 o
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. (P
 3

.1
0
4
7

-5
8
) 

 
1
2
2 

原
文
は
以
下
の
通
り
。“
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2
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6
). 
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に
と
っ
て
は
、「
〈
我
仕
え
ず
〉、
ゆ
え
に
我
あ
り
」
な
の
だ
。 

 
尤
も
、
も
し
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
地
獄
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
第
五
章

で
ク
ラ
ン
リ
ー
に
対
し
て
、
「
僕
は
仕
え
な
い
」
と
わ
ざ
わ
ざ
宣
言
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

「
信
仰
は
捨
て
た
と
言
っ
た
は
ず
だ
よ
」
と
改
め
て
述
べ
る
必
要
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
自
発

的
亡
命
を
果
た
す
直
前
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
か
つ
て
の
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
と
未
だ
対
峙
し
続
け
て
い
た
。

先
に
本
節
は
、
説
教
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
に
お
け
る
事
後
性
の
二
番
目
と
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
ジ

ョ
イ
ス
の
距
離
を
指
摘
し
た
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
ル
シ
フ
ァ
ー
を
経
由
し
て
蛇
の
狡
智
を
身
に
つ
け
つ
つ

あ
る
こ
と
、
「
我
仕
え
ず
」
が
神
へ
の
反
抗
だ
け
で
な
く
、
実
存
の
呟
き
で
あ
る
こ
と
―
―
こ
こ
か
ら
、
ジ

ョ
イ
ス
は
地
獄
の
説
教
に
悶
え
苦
し
ん
だ
か
つ
て
の
自
分
（
十
六
歳
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
）
と
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
か
つ
て
の
自
分
（
大
学
生
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
）
の
両
方
を
描
い
て
い
た
と
結
論
づ
け
ら
れ

よ
う
。
本
節
は
、
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
へ
の
自
己
治
療
と
し
て
の
創
作
活
動
と
い
う
仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
次
の
引
用
は
第
三
章
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
『
肖
像
』
執
筆
時
の
ジ
ョ
イ
ス
と
の

距
離
が
最
大
化
し
て
い
る
箇
所
だ
と
言
え
そ
う
だ
。 

先
に
最
も
ト
ラ
ウ
マ
的
で
あ
る
と
指
摘
し
た
、「
地
獄
！ 

地
獄
！ 

地
獄
！ 

地
獄
！ 

地
獄
！
」
と
繰
り

返
す
内
面
か
ら
の
執
拗
な
炎
の
声
の
す
ぐ
あ
と
で
、
同
級
生
ヘ
ロ
ン
と
テ
イ
ト
先
生
の
、
別
の
声、
が
聞
こ
え

て
く
る
。 

 

―
地
獄
に
つ
い
て
で
し
た
。 

―
し
こ
た
ま
す
り
込
ま
れ
た
っ
て
と
こ
か
な
。 

―
は
い
、
確
か
に
そ
の
通
り
で
す
。
僕
た
ち
み
ん
な
震
え
上
が
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
よ
。 

―
君
た
ち
に
は
そ
う
す
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
よ
。
そ
う
で
も
し
な
き
ゃ
勉
強
せ
ん
か
ら
な
。 

—
 O

n
 h

e
ll. 

—
 I s

u
p

p
o
s
e
 h

e
 ru

b
b
e
d

 it in
to

 y
o
u

 w
e
ll. 

—
 Y

o
u

 b
e
t h

e
 d

id
. H

e
 p

u
t u

s a
ll in

to
 a

 b
lu

e
 fu

n
k

. 

—
 T

h
a

t’s w
h

a
t y

o
u

 fe
llo

w
s w

a
n

t: a
n

d
 p

le
n

ty
 o

f it to
 m

a
k

e
 y

o
u

 w
o
rk

. (P
 3

.8
2
4

-2
8

) 

 

事
実
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
ふ
た
り
の
会
話
の
日
常
性
に
魂
が
慰
め
ら
れ
る
心
持
ち
が
す
る
の
だ
が(P

 

3
.8

4
1

)

、
こ
の
落
差
こ
そ
が
実
に
ジ
ョ
イ
ス
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
恐
怖
に
押
し
潰
さ
れ

そ
う
に
な
っ
て
い
る
そ
の
一
方
で
、
生
徒
た
ち
は
地
獄
の
存
在
を
本
当
の
と
こ
ろ
は
信
じ
て
い
な
い
ば
か

り
か
、
教
師
の
側
も
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
堕
落
は
生
徒
と
教
師
、
す
な
わ
ち
信
徒
と

神
父
の
双
方
に
あ
る
。
勿
論
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
の
場
面
の
意
義
に
ま
だ
、
、
充
分
に
は
気
が
つ
い
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
主
人
公
に
は
地
獄
の
説
教
を
徹
底
的
に
怖
が
ら
せ
る
そ
の
一
方
で
、
少
な
く
と
も
『
肖
像
』
を
執

筆
し
て
い
る
と
き
の
ジ
ョ
イ
ス
は
既
に
、
地
獄
の
説
教
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
よ
り
正
確
に

言
う
な
ら
ば
、
圧
倒
的
な
密
度
と
正
確
性
を
も
っ
て
地
獄
を
再
現
・
表
象(re

p
re

se
n

t)

す
る
過
程
こ
そ
が
、

彼
に
と
っ
て
は
自
身
の
ト
ラ
ウ
マ
を
克
服
す
る
手
立
て
で
あ
っ
た
の
だ
（
同
時
に
自
分
に
も
地
獄
絵
図
は
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描
け
る
、
と
い
う
己
の
技
芸
に
対
す
る
作
者
の
矜
持
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
）。 

ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ボ
ス
の
『
七
つ
の
大
罪
と
四
終
』
が
示
す
よ
う
に
、
ア
ー
ノ
ル
神
父
の
説
教
は
天
国
に

至
る
喜
び
よ
り
も
、
罪
の
概
念
や
地
獄
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
信
徒
を
恐
怖
に
陥
れ
、
支
配
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
説
教
が
『
地
獄
』
の
英
訳
版
に
大
幅
に
基
づ
く
だ
け
で
な
く
、
実
は
間
違
い
を
含
ん
だ
信
頼

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
―
―
こ
れ
は
ま
さ
に
謎
を
埋
め
込
む
作
者
ジ
ョ
イ
ス
の
狡
智
で
あ
り
、

密
か
、
、
と
も
公
然
、
、
と
も
言
え
る
教
会
へ
の
傲
岸
、
、
な
る
闘
い
、
、
で
あ
る
。
第
三
章
冒
頭
で
も
言
及
さ
れ
る
「
七
つ
の

大
罪
」(P

 3
.1

4
5

-5
2

)

の
う
ち
、
最
も
罪
深
い
の
は
傲
慢(p

rid
e
)

で
あ
る
と
い
う
。
地
獄
の
説
教
に
よ
っ
て

一
度
は
挫
か
れ
た
プ
ラ
イ
ド
を
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
ル
シ
フ
ァ
ー
と
蛇
の
狡
智
の
力
を
借
り
て
、
第
五
章
で

取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
。
「
我
仕
え
ず
」
と
は
、
神
を
全
く
畏
れ
な
い
者
の
言
葉
で
は
な
い
。
む
し
ろ
行

為
遂
行
的
に
「
我
仕
え
ず
」
と
呟
く
か
ら
こ
そ
、
彼
は
神
と
対
峙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

本
節
冒
頭
で
、
ジ
ョ
イ
ス
が
ノ
ー
ラ
に
送
っ
た
手
紙
を
引
用
し
た
が
、
彼
は
そ
の
前
の
部
分
で
幾
分
感
傷

的
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
―
―
「
母
は
ゆ
っ
く
り
と
殺
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
父
に
酷
い
扱
い
を
受
け
、

長
年
の
心
労
と
、
僕
自
身
の
シ
ニ
カ
ル
で
あ
ま
り
に
も
明
け
透
け
な
振
る
舞
い
の
せ
い
で
」。
そ
し
て
、「
母

を
犠
牲
者
に
し
た
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
呪
っ
た
」
と
彼
は
言
う(L

II 4
8
)

。
本
研
究
第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う

に
、
こ
こ
で
の
「
シ
ス
テ
ム
」
と
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
あ
る
。
た
と
え
母
を
死
に
至
ら
し
め
た
教
理
か
ら

で
あ
っ
て
も
、「
間
違
い
」
の
多
い
説
教
か
ら
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
芸
術
家
た
る
べ
き
信
条
と
し
て
学
べ

る
も
の
は
何
で
も
学
ん
で
、
お
の
れ
の
「
武
器
」
と
し
て
狡
猾
に

、
、
、
用
い
る
。
ど
う
か
自
分
を
理
解
し
て
欲
し

い
と
ノ
ー
ラ
に
懇
願
す
る
彼
が
「
自
分
の
誇
り
、
、
は
保
っ
た
」
と
書
い
た
と
き
、
彼
は
そ
のp

rid
e

と
い
う
一

語
に
い
か
ほ
ど
の
想
い
を
込
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 
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第
三
節 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
観
の
変
遷
―
―
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
（
一
） 

  

本
研
究
は
こ
れ
ま
で
本
章
の
前
二
節
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
〈
憑
在
的
言
説(h

a
u

n
tin

g
 d

isco
u

rse
)

〉
を

分
析
し
た
。『
肖
像
』「
序
」
の
ダ
ン
テ
と
母
の
声
が
交
じ
り
あ
っ
た
〈
あ
や
ま
れ
／
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
〉

は
、
第
三
章
に
お
い
て
地
獄
の
説
教
を
聞
い
た
主
人
公
が
自
ら
内
面
化
し
て
し
ま
っ
た
声
、「
地
獄
！ 

地

獄
！ 

地
獄
！ 

地
獄
！ 
地
獄
！
」
へ
と
変
換
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
取
り
憑
く
と
い
う
点
に
お
い
て
亡

霊
的
で
あ
り
、『
肖
像
』
の
最
後
で
勇
ま
し
く
国
外
へ
脱
出
し
よ
う
と
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
捉
え
る
の
も
、

こ
の
宗
教
と
い
う
「
網
の
目
」
で
あ
っ
た1

2
3

。 

 

本
研
究
が
第
一
章
第
一
節
で
採
り
上
げ
た
よ
う
に
、
作
者
に
と
っ
て
宗
教
の
問
題
は
母
の
病
死
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
る
。
避
妊
を
認
め
な
い
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
「
犠
牲
者
」
と
し
て
、
ジ
ョ
イ
ス
の
母
メ
イ
は

「
二
十
三
年
の
結
婚
生
活
の
間
、
流
産
を
含
め
十
五
回
妊
娠
し
、
四
男
六
女
を
も
う
け
た
。
…
…
そ
し
て
栄

養
失
調
も
重
な
り
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
体
に
な
り
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
」（
結
城
〔
二
〇
〇
四
〕
三
二
）。
し
か

し
、
母
の
死
は
ジ
ョ
イ
ス
作
品
に
お
い
て
実
際
に
描
写
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
肖
像
』（
二
十
歳
）
と
『
ユ

リ
シ
ー
ズ
』（
二
十
二
歳
）
の
間
に
起
こ
る
出
来
事
と
し
て1

2
4

、
一
九
〇
三
年
八
月
十
三
日
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
／
ジ
ョ
イ
ス
は
母
の
死
を
経
験
す
る
。
そ
れ
故
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
第
二
挿
話
で
、

ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
デ
ィ
ー
ジ
ー
校
長
に
向
か
っ
て
言
う
以
下
の
言
葉
は
、
何
よ
り
作
者
の
個
人

史
の
反
映
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
―
―
「
歴
史
と
は
…
…
僕
が
目
覚
め
よ
う
と
し
て
い
る
悪
夢
な
の
で

す(H
isto

ry
 . . . is a

 n
ig

h
tm

a
re

 fro
m

 w
h

ich
 I a

m
 try

in
g
 to

 a
w

a
k

e
)

」(U
 2

.3
7

7
)

。
し
か
し
、『
ユ

リ
シ
ー
ズ
』
が
発
表
さ
れ
た
一
九
二
二
年
は
、
奇
し
く
も
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
」
の
成
立
に
よ
っ
て
、

（
後
の
「
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
問
題
の
要
因
と
な
る
諸
問
題
を
抱
え
つ
つ
も
）
英
国
か
ら
「
独
立
」
を
果
た

し
た
年
で
あ
る
た
め
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
悪
夢
と
い
う
比
喩
で
示
し
た
歴
史
意
識
は
、
極
め
て
象
徴
的
な
意

味
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
悪
夢
と
目
覚
め
と
い
う
二
項
対
立
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
ジ
ョ
イ
ス
、
あ
る
い
は

若
き
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
成
長
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
い
う
二
項
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と

独
立
以
後
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
相
似
的
に
接
続
さ
れ
る1
2
5

。『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
、
一
九
〇
四
年
六
月
十
六

                                        

        

 
1
2
3 

『
肖
像
』
第
五
章
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
友
人
ダ
ヴ
ィ
ン
に
向
け
て
次
の
よ
う
に
言
う
―
―
「
こ
の
国

で
人
の
魂
が
生
ま
れ
る
と
き
、
そ
の
魂
に
は
網
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
飛
翔
／
逃
避
を
妨
げ
る
。
君
は
僕
に
ナ

シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
、
言
語
、
宗
教
に
つ
い
て
語
る
ね
。
僕
は
そ
れ
ら
の
網
の
目
を
す
り
抜
け
て
飛
び
立
と
う
と

思
う(W

h
e
n

 th
e
 s

o
u

l o
f a

 m
a

n
 is

 b
o
rn

 in
 th

is co
u

n
try

 th
e
re

 a
re

 n
e
ts

 flu
n

g
 a

t it to
 h

o
ld

 it 

b
a

ck
 fro

m
 flig

h
t. Y

o
u

 ta
lk

 to
 m

e
 o

f n
a
tio

n
a

lity, la
n

g
u

a
g
e
, re

lig
io

n
. I s

h
a
ll try

 to
 fly

 b
y
 

th
o
se

 n
e
ts

)

」(P
 5

.1
0
4
7

-5
0

)

。
前
節
で
採
り
上
げ
た
「
沈
黙
、
流
浪
、
そ
し
て
狡
智
」
は
、
こ
れ
ら
三
つ

の
網
そ
れ
ぞ
れ
を
逃
れ
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
章
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、fo

rg
e

の
多

義
性
（
創
る
／
捏
造
す
る
）
と
同
様
に
、fly

 b
y

に
は
「
～
を
す
り
抜
け
て
飛
ぶ
」
と
共
に
「
～
を
用
い
て

飛
ぶ
」
と
い
う
二
重
性
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

1
2
4 

た
だ
し
、『
肖
像
』
の
最
後
の
日
記
部
分
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
作
者
と
同
じ
一
九
〇
二
年
説
と
、
作

者
よ
り
一
年
遅
れ
の
一
九
〇
三
年
説
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
論
〔
二
〇
一
六
〕、
田
中 

八
四
―

八
七
を
参
照
の
こ
と
。 

 
1
2
5 

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
け
る
「
歴
史
と
い
う
悪
夢
」
の
問
題
に
対
し
、
詳
細
な
分
析
を
加
え
た
最
初
の
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日
と
い
う
た
っ
た
一
日
の
中
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
へ
の
言
及
を
至
る
所
に
詰
め
込
み
な
が
ら
ダ
ブ
リ
ン

を
描
き
尽
く
す
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
作
者
に
と
っ
て
は
悪
夢
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
の
治
療
を
試
み
る
行

為
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

『
肖
像
』
は
端
的
に
言
え
ば
、
主
人
公
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス(S

te
p

h
e
n

 D
e
d

a
lu

s)

が
自
ら
の

名
前
の
意
義
を
発
見
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
同
時
に
自
ら
の
宿
命
を
も
発
見
す
る
物
語
で
あ
る
。「
未
だ
知

ら
れ
ざ
る
技(u

n
k

n
o
w

n
 a

rts)

」
に
打
ち
込
ん
だ
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
名
工
ダ
イ
ダ
ロ
ス(D

a
e
d
a

lu
s)

が
、
人

工
の
翼
を
作
り
上
げ
、
ク
レ
タ
島
の
迷
宮
を
脱
出
し
た
と
い
う
物
語
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
脱
出
と
い
う

名
の
自
発
的
亡
命
を
図
り
、
芸
術
家
と
し
て
「
僕
の
民
族
の
未
だ
、
、
造
ら
れ
ざ
る
良
心(th

e
 u

n
cre

a
te

d
 

co
n

scie
n

ce
 o

f m
y
 ra

ce
)

」(P
 5

.2
7
9

0
)

を
創
造
し
よ
う
と
す
る
物
語
の
最
終
場
面
と
結
び
つ
く
。
大
島
一

彦
は
言
う
―
―
「
自
己
の
名
の
理
解
は
そ
の
ま
ま
輝
け
る
自
己
の
宿
命
の
発
見
で
も
あ
つ
た
。
自
分
の
仕
へ

る
可
き
対
象
は
美
―
―
こ
れ
で
あ
つ
た
。
…
…
ジ
ヨ
イ
ス
は
正
に
こ
れ
が
書
き
た
か
つ
た
の
で
あ
る
。
主
人

公
を
し
て
、
藝
術
家
と
し
て
美
に
仕
へ
る
存
在
と
し
て
の
自
己
を
、
己
れ
の
宿
命
と
し
て
発
見
せ
し
め
る
こ

と
」（
四
四
―
四
五
）
。 

し
か
し
、『
肖
像
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
だ
け
で
な
く
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
も
目
を
向
け

る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
ダ
イ
ダ
ロ
ス
の
飛
翔
と
い
う
輝
か
し
い
未
来
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
の
悲
劇
的
な
命
運
も
ま
た
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
イ
ス
の
分
身
と
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
特
権
視
す

る
従
来
の
批
評
に
対
し
て
、
か
つ
て
ヒ
ュ
ー
・
ケ
ナ
ー(H

u
g
h

 K
e
n

n
e
r)

は
強
烈
な
反
論
を
加
え
た
。
ジ
ョ

イ
ス
が
ダ
イ
ダ
ロ
ス
な
の
で
あ
っ
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
そ
の
息
子
イ
カ
ロ
ス
に
す
ぎ
な
い
―
―
「
神
話
に

お
い
て
息
子
の
役
割
は
、
墜
落
／
失
墜
す
る
こ
と
だ(in

 th
e
 m

y
th

 th
e
 so

n
’s

 ro
le

 is to
 fa

ll)

」
と
指
摘

し
た
の
で
あ
る 

([1
9
7
6
] 1

7
6

-7
7
)

。
確
か
に
、『
肖
像
』
の
第
六、
章
と
も
言
え
る
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
い

て
、
既
に
二
十
二
歳
と
な
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
二
年
前
に
パ
リ
に
留
学
し
た
も
の
の
母
危
篤
の
報
を
受

け
て
再
び
ダ
ブ
リ
ン
に
戻
っ
て
お
り
、
前
年
八
月
に
起
き
た
母
の
死
と
い
う
悲
劇
か
ら
立
ち
直
れ
ず
に
、
無

気
力
で
自
堕
落
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
「
目
覚
め
よ
う
と
し
て
い
る
悪
夢
」
と
し
て
の
歴
史
は
、
一
つ
に
は
、
第
一
挿
話
で
彼

が
母
の
亡
霊
に
出
逢
う
こ
と
を
考
慮
し
た
と
き
、
母
の
死
、
及
び
臨
終
の
祈
り
の
拒
否
か
ら
生
じ
た
「
内
心

の
呵
責(a

g
e
n

b
ite

 o
f in

w
it)

」(U
 1

.4
8

1
)

と
い
う
体
験
、
す
な
わ
ち
個
人
史(p

e
rs

o
n

a
l h

is
to

ry
)

上
の
ト

ラ
ウ
マ
的
経
験
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
同
時
に
、
多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
悪

夢
」
と
い
う
比
喩
に
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
経
験
し
て
き
た
植
民
地
支
配
と
い
う
国
家
的
な
歴
史(n

a
tio

n
a
l 

                                        

        

 

論
者
は
、
初
期
の
ジ
ョ
イ
ス
批
評
の
古
典
で
あ
る
『
古
典
主
義
的
気
質(T

h
e
 C

la
ssica

l T
e
m

p
er )

』(1
9
6

1
)

を
書
い
た
S
・
L
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ(S

. L
. G

o
ld

b
e
rg

)

で
あ
ろ
う
。
彼
は
そ
の
著
書
の
中
で
一
章
を
割

き
、
こ
の
問
題
を
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
ブ
ル
ー
ム
の
対
比
か
ら
鮮
や
か
に
析
出
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
―
―

「
［
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
ブ
ル
ー
ム
の
］
両
者
と
も
歴
史
と
い
う
悪
夢
か
ら
目
覚
め
よ
う
と
す
る
。
た
だ
し
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
自
身
が
追
い
求
め
て
い
る
も
の
を
真
に
理
解
で
き
ず
、
ブ
ル
ー
ム
は
自
身
の
存
在
が
意

味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い(B

o
th

 s
triv

e
 to

 a
w

a
k

e
 fro

m
 th

e
 n

ig
h

tm
a
re

 

o
f h

isto
ry, th

o
u

g
h

 S
te

p
h

e
n

 ca
n

n
o
t y

e
t re

a
liz

e
 w

h
a
t v

a
lu

e
s h

e
 se

e
k

s
, a

n
d

 B
lo

o
m

 ca
n

n
o
t 

e
x
p

re
s
s
 w

h
a
t h

e
 m

e
a

n
s
.)

」(1
7
9

-8
0

)

。
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
ク
は
明
言
こ
そ
し
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
導
か
れ

る
の
は
、
作
者
ジ
ョ
イ
ス
は
彼
ら
に
は
で
き
な
い
そ
の
ふ
た
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
得
た
と
い
う
こ
と
だ
。 
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h
isto

ry
)

、
言
う
な
れ
ば
歴
史
的
ト
ラ
ウ
マ
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。「
ジ
ョ
イ
ス
と
歴
史
」
と
い
う
主
題
に
つ

い
て
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ェ
ア
ホ
ー
ル(J

a
m

e
s
 F

a
irh

a
ll)

が
『
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
と
歴
史
の
問

題(J
a

m
e
s J

o
y
ce

 a
n

d
 th

e
 Q

u
estio

n
 of H

istory
)

』(1
9

9
3
)

で
単
著
と
し
て
は
最
も
早
く
網
羅
的
に
分

析
し
、
さ
ら
に
論
集
『
ジ
ョ
イ
ス
と
歴
史
の
主
題(J

o
y
ce

 a
n

d
 th

e
 S

u
b

je
ct o

f H
istory

)

』(1
9
9

6
)

で
は

著
名
な
研
究
者
た
ち
が
様
々
な
角
度
か
ら
、
「
歴
史
」
―
―
世
紀
転
換
期
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
史
か
ら
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
の
批
評
史
や
受
容
史
、
二
〇
世
紀
の
相
対
化
さ
れ
た
理
論
的
歴
史
概
念
に
至
る

ま
で
―
―
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る1

2
6

。
し
か
し
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
か
ら
『
肖
像
』
へ
と
遡
及
的
に
「
悪
夢

と
し
て
の
歴
史
」
を
追
求
す
る
論
考
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
少
年
時
代
か
ら
青
年
時
代
に
い

た
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
観
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
が
い
つ
始
ま

っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
着
目
し
た
い
の
は
、
本
研
究
が
着
目
す
る
亡
霊
と
い
う
モ
チ

ー
フ
が
、
主
人
公
の
歴
史
認
識
と
深
く
関
わ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

本
／
教
科
書
の
中
の
歴
史 

『
肖
像
』
で
は
、
歴
史(h

isto
ry

)

と
い
う
単
語
が
合
計
十
一
回
使
わ
れ
て
い
る
が
、
以
下
に
引
用
す
る
第

一
章
第
四
節
の
一
場
面
は
「
歴
史
」
と
い
う
言
葉
が
最
初
に
言
及
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
親
元
を
離
れ
、
全

寮
制
の
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
・
ウ
ッ
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
四
旬
節
の
あ
る
と
き
、
上

級
生
の
自
転
車
に
轢
か
れ
そ
う
に
な
り
、
転
ん
で
眼
鏡
を
壊
し
て
し
ま
う
。
新
し
い
眼
鏡
が
届
く
ま
で
、
授

業
の
課
題
を
免
除
さ
れ
て
い
た
が
、
見
回
り
に
来
て
い
た
ド
ー
ラ
ン
神
父
に
よ
っ
て
怠
惰
な
生
徒
で
あ
る

と
決
め
つ
け
ら
れ
、
不
当
に
も
鞭
打
ち
の
刑
に
遭
う
。
以
下
は
、
授
業
後
に
同
級
生
た
ち
か
ら
、
こ
の
不
条

理
な
体
罰
に
つ
い
て
コ
ン
ミ
ー
校
長
に
直
訴
す
る
よ
う
け
し
か
け
ら
れ
た
後
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
心
情
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
。 

 

上
の
階
に
行
っ
て
、
不
当
に
罰
せ
ら
れ
た
の
だ
と
校
長
先
生
に
言
お
う
。
こ
う
い
う
こ
と
は
歴
史
上
の
誰

、
、
、
、
、

か、
に
よ
っ
て
、
歴
史
の
本

、
、
、
、
に
顔
の
絵
が
の
っ
て
い
る
よ
う
な
え
ら
い
人
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
す
で

に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
。 

[S
te

p
h

e
n

] w
o
u

ld
 g

o
 u

p
 a

n
d

 te
ll th

e
 re

cto
r th

a
t h

e
 h

a
d

 b
e
e
n

 w
ro

n
g
ly

 p
u

n
is

h
e
d
. A

 th
in

g
 

                                        

        

 
1
2
6 

フ
ェ
ア
ホ
ー
ル
は
、
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
の
『
政
治
的
無
意
識
』(1

9
8
3
)

に
強
い
影
響
を

受
け
、
テ
ク
ス
ト
の
「
歴
史
化
」
を
徹
底
的
に
行
っ
て
い
る
。
特
に“G

ro
w

in
g
 in

to
 h

isto
ry

”

と
題
さ
れ

た
第
四
章
は
、
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
「
呼
び
か
け
」
理
論
を
元
に
、
「
歴
史
と
物

語
が
相
互
に
関
わ
り
合
う
地
点
」
を
『
肖
像
』
の
「
核
心
」
と
し
て
い
る
点
で
筆
者
も
強
く
示
唆
を
受
け
た

が(1
1

8
)

、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
観
の
変
遷
に
つ
い
て
は
細
か
く
辿
っ
て
い
な
い
。 

ま
た
、J

o
y
ce a

n
d
 th

e S
u

b
je

ct of H
isto

ry

の
巻
末
に
は
、
編
者
の
一
人
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ス
プ

ー(R
o
b

e
rt S

p
o
o
)

に
よ
る
「
ジ
ョ
イ
ス
と
歴
史
」
に
つ
い
て
論
じ
た
先
行
研
究
の
膨
大
な
リ
ス
ト
が
要
約

付
き
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
大
変
有
用
で
あ
る(2

1
1

-3
9

)

。
し
か
し
、
こ
の
論
集
全
体
と
し
て
は
『
ユ
リ
シ

ー
ズ
』
や
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
論
が
中
心
で
あ
り
、『
肖
像
』
に
つ
い
て
論
じ
た
の
は
ブ
ラ
ン

ド
ン
・
カ
ー
シ
ュ
ナ
ー(B

ra
n

d
o
n

 K
e
rs

h
n

e
r)

が
ク
リ
ス
テ
ィ
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
の
比
較
を
行
っ
た
わ
ず
か

一
本
だ
け
で
あ
っ
た
。
個
人
史
の
側
面
（
母
の
死
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
）
か
ら
見
た
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お

け
る
歴
史
の
悪
夢
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
検
討
す
る
。 
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lik
e
 th

a
t h

a
d

 b
e
e
n

 d
o
n

e
 b

e
fo

re
 b

y
 s

o
m

e
b
o
d

y
 in

 h
isto

ry
, b

y
 so

m
e
 g

re
a
t p

e
rso

n
 w

h
o
s
e
 

h
e
a

d
 w

a
s in

 th
e
 b

o
o
k

s o
f h

isto
ry

. (P
 1

.1
6
3
5

-3
9

)  

 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
歴
史
上
の
「
不
当
に
罰
せ
ら
れ
た
」
者
た
ち
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

勇
気
を
奮
い
立
た
せ
よ
う
と
す
る
。
幼
い
な
が
ら
に
歴
史
の
反
復
性
を
意
識
し
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
こ

こ
で
重
要
な
の
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
知
る
歴
史
上
の
人
物
と
は
、
あ
く
ま
で
本
／
教
科
書
に
出
て
く
る
者

た
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
は
引
用
部
の
続
き
で
一
層
明
ら
か
に
な
る
。「
歴
史
と
は
、
こ
う
い
う
え
ら
い
人
た
ち
と
彼
ら

が
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
す
べ
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ー
リ
ー
が
ギ
リ
シ
ャ
と
ロ
ー
マ
に
つ

い
て
書
い
た
お
話
も
み
ん
な
そ
う
な
の
だ(H

isto
ry

 w
a
s
 a

ll a
b
o
u

t th
o
se

 m
e
n

 a
n

d
 w

h
a

t th
e
y
 d

id
 

a
n

d
 th

a
t w

a
s w

h
a
t P

e
te

r P
a

rle
y
’s T

a
le

s
 a

b
o
u

t G
re

e
ce

 a
n

d
 R

o
m

e
 w

e
re

 a
ll a

b
o
u

t.)

」(P
 

1
.1

6
4

3
-4

5
)

。
こ
れ
は
『
肖
像
』
でh

isto
ry

を
主
語
と
し
た
唯
一
の
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お

い
て
も
よ
い
こ
と
は
、
本
節
の
冒
頭
で
触
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
意
識
と
の
隔
た
り
で
あ
る
。
ど
ち
ら

も
「
歴
史
と
は
」
と
始
ま
り
、
そ
れ
を
定
義
す
る
よ
う
な
文
章
だ
が
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

の
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
表
現
と
比
べ
て
、
こ
の
一
文
は
い
さ
さ
か
稚
拙
で
回
り
く
ど
い
。
『
肖
像
』
の
文
体

上
の
特
徴
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
地
の
文
の
難
易
度
も
変
化
し
、
章
が
進
む
に
つ
れ
て

使
わ
れ
る
語
彙
や
構
文
が
難
解
に
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
あ
る
。
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
二
十

二
歳
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
引
用
部
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
年
齢
は
、
論
者
に
よ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
る
も

の
の
、
七
歳
か
ら
十
歳
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
幼
い
少
年
が
、
彼
な
り
の
仕
方
で
歴
史
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い

る
が
故
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
記
述
を
選
択
し
た
の
だ
ろ
う
。 

歴
史
と
は
誰
か
が
書
い
た
本
／
教
科
書
の
中
の
物
語
／
お
話(ta

le
)

だ
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
少
年
は
考
え
て

い
る
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、「
不
当
に
罰
せ
ら
れ
た
」
歴
史
上
の
人
物
と
は
誰
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

無
実
の
罪
で
罰
せ
ら
れ
た
人
物
と
言
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
圏
で
は
イ
エ
ス
が
そ
の
典
型
だ
が
、
そ
れ
以
上
に

重
要
な
人
物
が
『
肖
像
』
に
は
存
在
す
る
。
ジ
ョ
イ
ス
が
終
生
敬
愛
し
続
け
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政
治
的

英
雄
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
パ
ー
ネ
ル(C

h
a
rle

s S
te

w
a
rt P

a
rn

e
ll)

で
あ
る
。 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
地
主
階
級
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
英
国
議
会
の
保
守
党
と
自
由
党
の
対
立
を
巧
み

に
利
用
し
て
自
治
運
動
を
展
開
し
た
パ
ー
ネ
ル
は
、
一
八
九
〇
年
、
自
治
法
案
の
成
立
を
目
前
に
し
て
、
既

婚
女
性
と
の
不
義
が
暴
露
さ
れ
て
政
界
か
ら
失
脚
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
失
意
の
う
ち
に
、
四
十
五
歳
と
い

う
若
さ
で
一
八
九
一
年
、
心
臓
発
作
で
死
去
し
た
。
こ
の
と
き
九
歳
で
あ
っ
た
ジ
ョ
イ
ス
は
、
熱
心
な
パ
ー

ネ
ル
主
義
者
で
あ
っ
た
父
の
影
響
も
あ
り
、
パ
ー
ネ
ル
失
脚
に
つ
い
て
詩
を
書
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
リ

チ
ャ
ー
ド
・
エ
ル
マ
ン(R

ich
a

rd
 E

llm
a

n
n

)

が
述
べ
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
パ
ー
ネ
ル
の
失
脚
と
死
が

同
胞
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
よ
る
「
裏
切
り
」
の
結
果
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た(J

J
 3

2
-3

4
)

。
な
ぜ
な
ら

政
治
運
動
に
お
い
て
カ
リ
ス
マ
的
な
指
導
力
を
発
揮
し
た
パ
ー
ネ
ル
を
、
姦
通
の
罪
で
糾
弾
し
た
の
は
、
英

国
人
よ
り
も
む
し
ろ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
と
り
わ
け
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
祭
た
ち
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ジ
ョ
イ
ス
に
と
っ
て
パ
ー
ネ
ル
は
「
不
当
に
罰
せ
ら
れ
た
」
歴
史
的
英
雄
な
の
だ
。 

そ
れ
故
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
少
年
が
歴
史
上
の
「
不
当
に
罰
せ
ら
れ
た
」
者
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
き
、
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彼
が
こ
こ
で
具
体
的
に
パ
ー
ネ
ル
を
想
起
し
て
い
な
く
て
も
、
読
者
が
パ
ー
ネ
ル
を
想
起
す
る
こ
と
を
作

者
ジ
ョ
イ
ス
は
見
越
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
の
直
前
の
第
一
章
第
三
節
で
、
パ
ー
ネ
ル
の
死
を
め
ぐ
っ
て
家

庭
内
で
苛
烈
な
論
争
の
起
こ
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
ィ
ナ
ー
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
の
証

左
で
あ
る1

2
7

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
ス
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ガ
ブ
ラ
ー(H

a
n

s
 W

a
lte

r G
a
b
le

r)

が
、
作

者
は
も
と
も
と
第
二
章
に
置
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
場
面
を
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
不
当
な
体

罰
を
受
け
る
第
一
章
第
四
節
の
直
前
に
移
す
こ
と
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
パ
ー
ネ
ル
を
重
ね
合
わ
せ
た
の

だ
と
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
ガ
ブ
ラ
ー
は
、
パ
ー
ネ
ル
の
失
脚
と
死
が
他
な
ら
ぬ
ク
リ
ス
マ
ス
に
語
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
は
イ
エ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
言
う([1

9
7
6
] 3

5
)

。 

こ
こ
ま
で
の
要
点
を
ま
と
め
よ
う
。『
肖
像
』
第
一
章
第
四
節
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
歴
史
上
で
「
不
当

に
罰
せ
ら
れ
た
」
者
た
ち
を
想
起
し
て
、
彼
ら
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
き
、
彼
が
気
づ
か
ぬ
形
で
そ
の

同
一
化
に
は
イ
エ
ス
と
パ
ー
ネ
ル
と
い
う
歴
史
上
の
人
物
が
暗
示
的
に
重
層
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点

で
の
彼
に
と
っ
て
歴
史
と
は
、
あ
く
ま
で
も
本
／
教
科
書
の
中
の
物
語
に
過
ぎ
な
い
が
、
読
者
は
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
に
お
け
る
イ
カ
ロ
ス
失
墜(Ica

ria
n

 fa
ll)

の
運
命
を
、
パ
ー
ネ
ル
の
政
治
的
失
脚(

p
o
litica

l fa
ll)

か

ら
予
見
す
る
―
―
こ
の
よ
う
に
ジ
ョ
イ
ス
は
『
肖
像
』
を
構
造
化
し
て
い
る
の
だ
。 

 

死
者
た
ち
の
歴
史 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
父
の
経
済
的
破
綻
の
た
め
、
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
校
を
退
学
し
、
ダ
ブ
リ
ン
市
内
の
ベ
ル
ヴ

ェ
デ
ィ
ア
校
に
移
り
、『
肖
像
』
第
二
章
は
彼
が
初
め
て
娼
婦
に
身
を
任
せ
る
場
面
で
幕
を
閉
じ
る
。（
本
研

究
の
前
節
で
見
た
よ
う
に
）
続
く
第
三
章
は
、
娼
婦
体
験
に
対
す
る
罪
の
意
識
を
漠
然
と
感
じ
な
が
ら
も
、

学
校
が
主
催
す
る
三
日
間
の
静
修(re

tre
a

t)

で
ア
ー
ノ
ル
神
父
の
説
法
を
聞
く
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
心
の
動

き
が
描
か
れ
る
。
こ
こ
で
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
十
六
歳
」
に
な
っ
て
い
る(P

 3
.1

5
1
1
)

。
次
の
引
用
は
、

最
終
日
の
午
前
中
に
、
「
地
獄
の
説
教
」
を
聞
い
た
後
の
場
面
で
あ
る
。 

  
 

英
語
の
授
業
は
歴
史
の
聞
き
取
り
か
ら
始
ま
っ
た
。
高
貴
な
人
々
、
寵
臣
、
密
通
者
、
司
教
た
ち
が
名

前
と
い
う
ヴ
ェ
ー
ル
の
後
ろ
を
物
言
わ
ぬ
幽
霊
の
よ
う
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
通
り
過
ぎ
た
。
皆
死
ん
だ
人
た
ち
で
、
既
に
神

の
裁
き
を
受
け
て
い
る
の
だ
。 

T
h

e
 E

n
g
lis

h
 le

s
so

n
 b

e
g
a

n
 w

ith
 th

e
 h

e
a
rin

g
 o

f th
e
 h

isto
ry. R

o
y
a

l p
e
rso

n
s, fa

v
o
u

rite
s
, 

in
trig

u
e
rs

, b
is

h
o
p

s, p
a

sse
d

 lik
e
 m

u
te

 p
h

a
n

to
m

s b
e
h

in
d

 th
e
ir v

e
il o

f n
a

m
e
s
. A

ll h
a

d
 

d
ie

d
: a

ll h
a

d
 b

e
e
n

 ju
d

g
e
d
. (P

 3
.8

4
4

-4
7

) 

 

こ
こ
に
お
い
て
初
め
て
、
罪
を
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
彼
が
思
い
至
る
こ
と
は
意
味
深
長
だ
。
地
獄

                                        

        

 
1
2
7 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
前
節
の
「
地
獄
の
説
教
」
で
見
た
よ
う
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
聞
き
役
、
す

な
わ
ち
受
動
的
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（「
姉
妹
た
ち
」
の
少
年
を
想
起
し
て
も
よ
い
）。

こ
の
こ
と
は
、
彼
が
『
肖
像
』
の
第
四
章
で
芸
術
家
と
し
て
の
自
己
の
運
命
に
目
覚
め
る
前
に
、
彼
の
周

囲
に
い
る
人
物
の
歴
史
認
識
（
や
宗
教
観
）
が
、
い
か
な
る
影
響
を
彼
に
与
え
た
か
を
暗
示
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る
よ
う
に
し
て
い
か
に
彼
自
身
の
主
体
的
な
歴
史
認
識
が
形
成
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
を
示
す
こ
と
に
な
る
。 
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の
光
景
に
お
の
の
い
た
彼
は
、
人
間
の
死
す
べ
き
運
命(m

o
rta

lity
)

が
不
死
の
神
に
対
す
る
人
の
無
力
の

証
で
あ
る
な
ら
、
神
の
裁
き
も
ま
た
避
け
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
故
に
自
ら
の
大
罪
に
対
す
る
審
判
も
こ
れ

を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
契
機
に
な
っ
た
の
が
、
授
業
で
言
及
さ
れ
た
歴
史
的
人
物
で
あ
る
。
ブ
ル
ー
ス
・
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー

(B
ru

ce
 B

ra
d
le

y
)

に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ィ
ア
で
は
静
修
中
で
あ
っ
て
も
、
説
教
を
挟
ん
で
一
日
に
三

つ
の
授
業
が
あ
っ
た
と
い
う
が(1

2
4
-2

5
)

、
唯
一
言
及
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
授
業
で
あ
る
。
「
名
前
と
い

う
ヴ
ェ
ー
ル
」
と
い
う
表
現
は
、
言
う
な
れ
ば
肉
体
を
失
っ
て
、
単
な
る
記
号
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
貴
族
で
あ
れ
、
悪
漢
で
あ
れ
、
死
ん
だ
今
と
な
っ
て
は
、
彼
ら
は
も
は
や
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
歴

史
（
の
授
業
）
と
は
そ
の
よ
う
な
死
者
た
ち
が
、
名
前
と
い
う
記
号
で
語
ら
れ
る
だ
け
の
世
界
で
あ
る
。
か

つ
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
「
本
／
教
科
書
の
中
の
お
話
」
で
あ
っ
た
歴
史
は
、
こ
こ
に
お
い
て
初
め
て

「
死
者
た
ち
の
」
と
い
う
修
飾
が
加
え
ら
れ
る
の
だ
。 

「
地
獄
の
説
教
」
を
聞
い
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
歴
史
を
死
者
た
ち
の
も
の
だ
と
考
え
る
理
由
は
、
今
の

引
用
の
直
前
に
記
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
も
引
用
し
た
が
、
や
は
り
重
要
な
箇
所
な
の
で
再
度
引
い
て
お
こ

う
。 

  
 

礼
拝
堂
の
通
路
を
歩
い
て
い
る
と
、
両
脚
が
震
え
、
頭
皮
は
ま
る
で
亡
霊
の
指
に
触
れ
ら
れ
た
か
の
よ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
に
、
、
揺
れ
て
い
た
。
…
…
階
段
を
上
が
る
ご
と
に
、
自
分
は
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
恐
れ
を
抱
い
た
。
魂
は
肉
体
と
い
う
名
の
鞘
か
ら
ね
じ
り
取
ら
れ
、
真
っ
逆
さ
ま
に
空
間
を
堕
ち
て
ゆ

く
よ
う
に
思
わ
れ
た
。 

…
…
僕
は
既
に
死
ん
だ
の
だ
。
そ
う
、
神
の
裁
き
を
受
け
た
の
だ
。
炎
の
波
が
彼
の
体
を
押
し
流
し
た
。

こ
れ
が
、
最
初
の
波
。
再
び
波
が
や
っ
て
来
て
、
彼
の
脳
髄
が
燃
え
て
光
る
。
再
び
波
。
亀
裂
の
入
っ
た

頭
蓋
の
中
で
、
頭
の
中
が
沸
騰
し
て
、
ぶ
く
ぶ
く
と
泡
立
つ
。
火
炎
が
花
冠
の
よ
う
に
彼
の
頭
蓋
か
ら
爆

発
し
て
溢
れ
出
し
、
悲
鳴
の
よ
う
な
声
を
上
げ
る
。 

―
地
獄
！ 

地
獄
！ 

地
獄
！ 

地
獄
！ 

地
獄
！ 

 

H
e
 ca

m
e
 d

o
w

n
 th

e
 a

isle
 o

f th
e
 ch

a
p
e
l, h

is
 le

g
s
 s

h
a

k
in

g
 a

n
d

 th
e
 sca

lp
 o

f h
is

 h
e
a

d
 

tre
m

b
lin

g
 a

s th
o
u

g
h

 it h
a

d
 b

e
e
n

 to
u

ch
e
d

 b
y
 g

h
o
stly

 fin
g
e
rs

. . . . A
n

d
 a

t e
v
e
ry

 s
te

p
 h

e
 

fe
a
re

d
 th

a
t h

e
 h

a
d

 a
lre

a
d

y
 d

ie
d

, th
a

t h
is

 s
o
u

l h
a

d
 b

e
e
n

 w
re

n
ch

e
d

 fo
rth

 o
f th

e
 s

h
e
a
th

 

o
f h

is
 b

o
d

y, th
a
t h

e
 w

a
s p

lu
n

g
in

g
 h

e
a

d
lo

n
g
 th

ro
u

g
h

 s
p
a

ce
. 

. . . H
e
 h

a
d

 d
ie

d
. Y

e
s
. H

e
 w

a
s
 ju

d
g
e
d

. A
 w

a
v
e
 o

f fire
 s

w
e
p
t th

ro
u

g
h

 h
is

 b
o
d

y
: th

e
 firs

t. 

A
g
a

in
 
a

 
w

a
v
e
. 

H
is 

b
ra

in
 
b
e
g
a

n
 
to

 
g
lo

w
. 

A
n

o
th

e
r. 

H
is

 
b
ra

in
 
w

a
s
 
sim

m
e
rin

g
 
a

n
d

 

b
u

b
b
lin

g
 w

ith
in

 th
e
 cra

ck
in

g
 te

n
e
m

e
n

t o
f th

e
 s

k
u

ll. F
la

m
e
s
 b

u
rst fo

rth
 fro

m
 h

is
 s

k
u

ll 

lik
e
 a

 co
ro

lla
, s

h
rie

k
in

g
 lik

e
 v

o
ice

s
: 

―H
e
ll! H

e
ll! H

e
ll! H

e
ll! H

e
ll! (P

 3
.8

0
2
-2

2
) 

 

傍
点
部
の
「
亡
霊
の
指
」
と
は
、
実
に
象
徴
的
な
表
現
で
あ
る
。
実
体
を
持
た
ぬ
は
ず
の
亡
霊
の
指
が
、
確

か
な
触
覚
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
獄
の
光
景
が
ま
さ
し
く
彼
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
こ
と
を
示
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し
、
最
終
的
に
は
「
地
獄
！
」
と
い
う
叫
び
声
と
な
っ
て
炎
の
よ
う
に
頭
蓋
か
ら
吐
き
出
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ

こ
か
ら
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
地
獄
の
光
景
は
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

し
か
し
、
こ
こ
で
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
青
年
と
作
者
ジ
ョ
イ
ス
の
間
に
は
認
識
の
隔
た
り
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
歴
史
上
の
人
物
は
全
て
死
ん
だ
者
な
の
だ
と
考
え
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
こ
の
と
き
同
時
に
「
静
か
な

る
塚
の
下
で
眠
っ
て
い
る
死
者
た
ち(th

e
ir d

e
a

d
 s

le
e
p

in
g
 u

n
d
e
r q

u
ie

t m
o
u

n
d
s
)

」
を
想
像
し
て
い

る(P
 3

.8
5
0

)
1
2
8

。
つ
ま
り
、
罪
に
よ
っ
て
魂
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
た
と
え
罪
を
犯
そ
う

と
も
悔
悟
と
告
解
に
よ
っ
て
神
の
恩
寵(g

ra
ce

)

に
与
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
人
間
の
死
は
平
穏
で
あ

る
と
考
え
る
の
だ
。
だ
が
ジ
ョ
イ
ス
は
、
本
論
文
の
前
節
で
見
た
よ
う
に
、「
地
獄
の
説
教
」
の
真
の
目
的

が
信
徒
を
恐
怖
に
陥
れ
、
教
会
権
力
に
反
抗
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
る

1
2
9

。
死
に
伴
う
神
の
審
判
を
始
め
と
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
理
が
、
後
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
自
身
に
よ
っ
て
否

定
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
時
の
主
人
公
に
と
っ
て
は
、
歴
史
が
安
ら
か
に
眠
り
、
物
言
わ
ぬ
死
者

た
ち
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
作
者
ジ
ョ
イ
ス
は
そ
の
死
者
が
実
は
死
に
切
っ
て
お
ら
ず
、
言
う
な
れ
ば
、
死

ん
で
な
お
生
き
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
れ
故
、
ジ
ョ
イ
ス
は
「
幽
霊
」
や
「
亡
霊
」
と

い
う
比
喩
、
並
び
に
主
人
公
の
脳
裏
に
取
り
憑
い
て
離
れ
な
い
「
地
獄
！
」
と
い
う
声
を
響
か
せ
る
の
で
あ

る
。 こ

こ
で
重
要
な
の
は
、
言
及
こ
そ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
や
は
り
パ
ー
ネ
ル
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
自
分
は

既
に
死
ん
で
、
裁
き
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
恐
れ
は
、
読
者
に
も
う
一
つ
の
死

の
想
像
の
場
面
を
想
起
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
時
代
の
『
肖
像
』
第
一
章
第
二
節
で
、
熱
に

う
な
さ
れ
意
識
が
朦
朧
と
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
医
務
室
の
ベ
ッ
ド
で
自
分
が
死
ん
で
埋
葬
さ
れ
る
場

面
を
想
像
し
て
い
る―

―

「
ぼ
く
は
死
ん
で
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
…
…
お
か
あ
さ
ん
が
来
る
前
に
死
ん
で
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
…
…
し
な
の
き
の
並
木
道
の
そ
ば
に
あ
る
、
あ
の
修
道
会
の
ち
い
さ
な
墓
地
に
う
め

ら
れ
る
ん
だ(H

e
 w

o
n

d
e
re

d
 if h

e
 w

o
u

ld
 d

ie
. . . . H

e
 m

ig
h

t d
ie

 b
e
fo

re
 h

is
 m

o
th

e
r ca

m
e
. . . . 

                                        

        

 
1
2
8 

こ
こ
で
思
い
出
す
べ
き
は
、
本
研
究
第
一
章
第
三
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、「
死
者
た
ち
」
の
ゲ
イ
ブ

リ
エ
ル
が
同
様
に
フ
ュ
ア
リ
ー
の
亡
骸
は
丘
の
下
で
眠
る
と
想
像
し
て
い
た
こ
と
だ
。
た
だ
し
彼
は
気
が

つ
い
て
い
な
い
が
、
フ
ュ
ア
リ
ー
は
亡
霊
と
し
て
彼
と
そ
の
妻
に
倫
理
的
応
答
を
求
め
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。 

1
2
9 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
も
ま
た
『
肖
像
』
第
四
章
の
冒
頭
で
、
罪
の
告
白
が
悔
恨
か
ら
で
は
な
く
、
恐
怖
に
駆

ら
れ
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
疑
念
を
持
ち
始
め
て
い
る(P

 4
.2

2
6
-3

5
)

。
第
一
節
が
「
―
―
僕
の
生

活
は
悔
い
改
め
ら
れ
た
、
そ
う
だ
ろ
？
」
と
い
う
自
問
で
終
わ
る
と
き(“―

I h
a

v
e
 a

m
e
n

d
e
d

 m
y
 life

, 

h
a

v
e
 I n

o
t? h

e
 a

s
k

e
d

 h
im

s
e
lf”)(P

 4
.2

3
5

)

」、
こ
の
言
葉
は
、
第
三
章
第
二
節
の
「
地
獄
の
説
教
」
の

最
後
で
神
父
に
続
く
形
で
生
徒
た
ち
が
唱
え
る
「
―
―
そ
し
て
私
の
生
活
を
悔
い
改
め
る
た
め
に(

―a
n

d
 to 

a
m

e
n

d
 m

y
 life

)

」(P
 3

.1
2
0

0
)

が
反
響
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
地
獄
の
説
教
に

よ
っ
て
余
り
に
強
い
衝
撃
を
受
け
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
「
舌
は
口
蓋
に
貼
り
付
い
て
し
ま
い
」、
あ
く
ま
で

も
「
心
の
中
で
」
唱
え
て
い
る(“S

te
p

h
e
n

, h
is to

n
g
u

e
 cle

a
v
in

g
 to

 h
is

 p
a
la

te
, b

o
w

e
d

 h
is

 h
e
a

d
, 

p
ra

y
in

g
 w

ith
 h

is
 h

e
a

rt”)(P
 3

.1
1
7
6

-7
7
)

、
す
な
わ
ち
彼
は
実
際
に
こ
の
言
葉
を
口
に
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
が
未
来
の
あ
る
地
点
で
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
支
配
的
言
説
か
ら
解
放
さ
れ

得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
テ
ク
ス
ト
上
に
お
い
て
祈
り
の
言
葉
を
唱
え
て
い
な
い
か
ら
、
言
い
換
え
れ

ば
、
僅
か
な
が
ら
の
抵
抗
と
し
て
実
際
に
は
そ
の
言
葉
を
口
に
し
て
い
な
い
か
ら
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
。 
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[A
]n

d
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e
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o
u

ld
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e
 b

u
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d
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 th
e
 little
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v
e
y
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rd
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e
 co

m
m
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e
 m

a
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 a
v
e
n

u
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o
f lim

e
s)

」(P
 1

.5
9
1

-6
0

1
)

。
こ
の
後
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
耳
に
パ
ー
ネ
ル
の
死
の
知
ら
せ
が
届
き
、
第
二

節
は
パ
ー
ネ
ル
の
柩
が
英
国
か
ら
ダ
ブ
リ
ン
の
港
へ
戻
っ
て
く
る
光
景
を
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
〈
幻
視
〉
す
る

場
面
で
終
わ
る1

3
0

。
こ
の
こ
と
は
、
数
年
後
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
自
身
に
よ
っ
て
想
起
さ
れ
て
い
る
。
以
下

は
、『
肖
像
』
第
二
章
第
四
節
の
コ
ー
ク
旅
行
中
で
の
一
場
面
で
あ
る
。 

 

子
ど
も
時
代
の
思
い
出
が
突
然
薄
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
鮮
や
か
な
瞬
間
の
い
く
つ
か
を
思
い
出
そ
う

と
試
み
た
が
、
だ
め
だ
っ
た
。
思
い
出
せ
る
の
は
名
前
だ
け

、
、
、
、
。
ダ
ン
テ
、
パ
ー
ネ
ル
、
ク
レ
イ
ン
、
ク
ロ

ン
ゴ
ウ
ズ
。
…
…
自
分
が
死
ぬ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
夢
想
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
…
…
科
木
の
並
木
道
の
傍

に
あ
る
、
あ
の
修
道
会
の
小
さ
な
墓
地
で
埋
葬
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
で
も
あ
の
と
き
僕
は
死
な

な
か
っ
た
。
パ
ー
ネ
ル
が
死
ん
だ
の
だ
。 

T
h

e
 m

e
m

o
ry

 o
f h

is
 ch

ild
h

o
o
d

 s
u

d
d

e
n

ly
 g

re
w

 d
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. H
e
 trie

d
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H
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o
n
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n
a

m
e
s. 

D
a

n
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, 
P

a
rn

e
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C
la

n
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, 

C
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n
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o
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e
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e
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m
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 d

e
a
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f b
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v
e
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e
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P
a
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e
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.1
1
5

6
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) 

 

こ
こ
で
も
再
び
名
前
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
英
語
の
授
業
で
、
歴
史
上
の
人
物
が
実
体
を
失
い
名
前

だ
け
の
空
虚
な
記
号
に
な
っ
た
よ
う
に
、
彼
の
思
い
出
は
そ
の
中
身
が
忘
却
の
彼
方
に
消
え
、
言
葉
だ
け
が

残
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
感
覚
に
囚
わ
れ
る
の
だ
。 

パ
ー
ネ
ル
の
死
の
直
前
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
自
ら
の
死
を
想
像
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
一
化
が
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
（
先
に
ガ
ブ
ラ
ー
の
指
摘
を
見
た
よ
う
に
）
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
な
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
パ
ー
ネ
ル
は
死
ん
だ
が
、
自
分
は
生
き
残
っ
た
と
い
う
想
い
、
言
う

な
れ
ば
、
パ
ー
ネ
ル
は
死
に
、
歴
史
上
の
「
物
言
わ
ぬ
幽
霊
」
の
ひ
と
り
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
少
年

時
代
の
終
わ
り
と
共
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
は
感
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
パ
ー
ネ
ル
を
始

め
と
す
る
歴
史
上
の
死
者
た
ち
は
、
本
当
に
「
物
言
わ
ぬ
幽
霊
」
に
留
ま
っ
た
ま
ま
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

本
節
の
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
死
者
た
ち
の
歴
史
か
ら
亡
霊
た
ち
の
歴
史
へ
、
こ
れ
が
作
者
ジ
ョ
イ
ス

の
歴
史
観
で
あ
り
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
『
肖
像
』
の
第
五
章
に
至
っ
て
初
め
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
あ
っ
て

は
死
者
が
安
ら
か
に
眠
っ
て
い
な
い
こ
と
を
悟
る
の
で
あ
る
。
歴
史
を
死
者
た
ち
の
も
の
と
考
え
る
と
き
、

過
去
は
過
ぎ
去
っ
た
も
の
と
な
り
、
現
在
と
の
連
続
性
は
断
ち
切
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
亡
霊
と
し
て
の

歴
史
は
、
死
ぬ
こ
と
の
な
い
死
者
と
し
て
、
ま
さ
し
く
目
覚
め
る
こ
と
の
な
い
悪
夢
と
し
て
彼
を
絶
え
ず
苛

み
続
け
る
。
『
肖
像
』
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
彼
が
芸
術
家
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
決
意
す
る
第
四
章
の

最
終
部
で
あ
る
が
、
続
く
第
五
章
で
彼
が
入
学
し
た
大
学
に
お
い
て
吹
き
荒
れ
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

は
、
否
応
な
く
彼
に
自
国
の
歴
史
と
の
対
峙
を
迫
る
。 

                                         

        

 
1
3
0 

こ
の
〈
幻
視
〉
に
つ
い
て
は
次
節
で
検
討
す
る
。 



111 

 

現
代
史
へ
の
目
覚
め 

聖
職
の
道
を
進
ん
で
欲
し
い
と
い
う
母
の
願
い
を
拒
ん
で
、
彼
が
選
ん
だ
の
は
、
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
・
ダ
ブ
リ
ン
へ
の
進
学
で
あ
っ
た
。
第
四
章
の
最
後
で
、
自
分
の
名
前
の
意
義
を
見
出
し
、
芸
術

家
に
な
る
こ
と
を
力
強
く
決
心
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
こ
こ
で
三
人
の
友
人
、
ダ
ヴ
ィ
ン
、
リ
ン
チ
、
ク

ラ
ン
リ
ー
と
そ
れ
ぞ
れ
政
治
、
美
学
、
宗
教
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
す
が
、
こ
こ
で
は
ダ
ヴ
ィ
ン
と
の
政
治

談
義
を
採
り
上
げ
る
。 

農
村
出
身
の
ダ
ヴ
ィ
ン
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
、
そ
れ
も
暴
力
革
命
も
辞
さ
な
い
フ
ェ
ニ
ア
ン
主
義
者
で
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
同
志
に
な
る
よ
う
求
め
、
な
ぜ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
を
学
ば
な
い
の
か
と
問
い
糾
す
。
ダ
ヴ

ィ
ン
は
、
支
配
者
の
言
語
で
あ
る
英
語
で
は
な
く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
を
母
語
に
し
よ
う
と
す
る
当
時
の
ゲ

ー
リ
ッ
ク
・
リ
ー
グ
運
動
の
賛
同
者
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
ダ
ヴ
ィ
ン
た
ち
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
に
与
す
る
つ
も
り
は
な
い
。 

歴
史
と
い
う
単
語
こ
そ
現
れ
な
い
が
、
次
の
引
用
に
は
大
学
時
代
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
観
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。 

  

―
［
ウ
ル
フ
・
］
ト
ー
ン
の
時
代
か
ら
パ
ー
ネ
ル
の
時
代
に
至
る
ま
で
、
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
言
っ
た
。

誉
れ
高
く
真
摯
な
者
た
ち
は
、
君
た
ち
に
、
命
を
、
青
春
を
、
愛
情
を
捧
げ
て
き
た
。
そ
れ
な
の
に
、
君

た
ち
は
彼
ら
を
敵
に
売
り
渡
し
、
難
儀
に
際
し
て
も
裏
切
り

、
、
、
、
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
て
は
見
捨
て
、
他
の

人
物
に
乗
り
換
え
て
き
た
の
だ
。 
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b
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) 

 

国
家
の
た
め
に
命
を
捧
げ
て
き
た
多
く
の
歴
史
上
の
人
物
は
、
他
な
ら
ぬ
同
胞
に
よ
っ
て
裏
切
ら
れ
て
き

た
―
―
こ
れ
こ
そ
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
到
達
し
た
、
そ
し
て
ジ
ョ
イ
ス
が
終
生
持
ち
続
け
た
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
史
へ
の
意
識
で
あ
る
。
前
項
で
検
討
し
た
「
死
者
た
ち
の
歴
史
」
、
す
な
わ
ち
過
去
は
過
去
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
歴
史
観
と
は
対
照
的
に
、“h

a
s
 g

iv
e
n

 u
p
”

と
い
う
現
在
完
了
形
が
、
彼
の
現
代
史
へ
の
目
覚
め
を

示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
友
人
に
向
か
っ
て
、
裏
切
り
の
歴
史
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
き
、
そ
れ
は
読
者
に
か
つ
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
ィ
ナ
ー
の
場
面
（
『
肖
像
』
第

一
章
第
三
節
）
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
だ
。
パ
ー
ネ
ル
を
「
国
賊
め
！
…
…
裏
切
り
者
！ 

姦
通
者
！(A

 

tra
ito

r to
 h

is co
u

n
try

! . . . A
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ito
r, a

n
 a

d
u

lte
re

r!)

」(P
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9
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6
)

と
罵
る
ダ
ン
テ
に
対
し
て
、

ケ
イ
シ
ー
氏
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
聖
職
者
た
ち
こ
そ
が
自
分
た
ち
を
裏
切
っ
た

、
、
、
、
の
だ
と
反
論
す
る 

(P
 

1
.1

1
0

1
-0

7
)

。
か
つ
て
は
熱
心
な
パ
ー
ネ
ル
主
義
者
で
あ
っ
た
が
故
に
一
層
激
し
く
、
ダ
ン
テ
は
パ
ー
ネ
ル

を
罵
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
正
義
を
妄
信
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
女
が
言
っ
た
「
大
人
に
な
っ
て
も
［
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
］
こ
の
こ
と
を
全
部
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
よ
…
…
自
分
の
家
庭
で
聞
い
た
、
神
様
や
宗
教

や
司
祭
様
を
罵
る
言
葉
を
全
て(h

e
’ll re

m
e
m

b
e
r a

ll th
is w

h
e
n

 h
e
 g

ro
w

s
 u

p
, . . . th

e
 la

n
g
u

a
g
e
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)

と
い
う
台
詞

は
、
皮
肉
に
も
予
言
的
な
響
き
を
持
つ
。
な
ぜ
な
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
糾
弾
す
る
ケ
イ
シ
ー
の
言
葉
は
、

フ
ェ
ア
ホ
ー
ル
が
述
べ
る
よ
う
に
、
一
八
〇
〇
年
の
「
連
合
法
」
か
ら
ダ
ニ
エ
ル
・
オ
コ
ン
ネ
ル
、
そ
し
て

パ
ー
ネ
ル
に
至
る
一
九
世
紀
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
が
「
裏
切
り(b

e
tra

y
a

l)

」
の
歴
史
で
あ
る
こ
と
を
語
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る(1

2
8

)

。
そ
れ
故
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
ダ
ヴ
ィ
ン
に
向
か
っ
て
「
ト
ー
ン
の
時
代
か
ら

パ
ー
ネ
ル
の
時
代
に
至
る
ま
で
」
と
言
う
と
き
、
彼
は
ま
さ
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
と
き
に
聞
い
た
激
烈
な
口
論

の
中
で
交
わ
さ
れ
た
言
葉
を
覚
え
て
い
た

、
、
、
、
、
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
革
命
闘
争
の
起
源
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
一
七
九
八
年
の
ト
ー
ン
に
よ
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
の
蜂
起
を
付
け
加
え

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
ダ
ヴ
ィ
ン
に
述
べ
た
言
葉
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ダ
ン

テ
の
よ
う
な
盲
目
的
な
信
徒
に
も
、
ケ
イ
シ
ー
の
よ
う
な
好
戦
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
も
与
す
る
つ
も

り
は
な
い
。 

パ
ー
ネ
ル
が
『
肖
像
』
の
冒
頭
か
ら
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ウ
ル
フ
・
ト
ー
ン
の
名

が
第
五
章
ま
で
出
て
こ
な
い
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。
ト
ー
ン(1

7
6
3
-9

8
)

は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
並
び
に
ジ
ョ

イ
ス(1

8
8
2

-1
9
4

1
)

に
と
っ
て
、
生
前
の
人
物
、
つ
ま
り
彼
ら
が
生
ま
れ
た
と
き
に
は
既
に
死
ん
で
い
た
歴

史
上
の
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
こ
の
物
語
で
、
あ
る
意
味
で
は

、
、
、
、
、
、
初
め
て
ト
ー
ン
に
出
会
う

瞬
間
は
、
他
な
ら
ぬ
彼
自
身
に
よ
っ
て
想
起
さ
れ
て
い
る1

3
1

。
第
五
章
で
家
か
ら
大
学
ま
で
の
道
す
が
ら
、

ト
ー
ン
を
記
念
し
た
礎
石
を
目
に
す
る
と
、
彼
は
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。 

 

…
…
父
と
一
緒
に
、［
ト
ー
ン
の
銅
像
の
］
定
礎
式
を
見
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
あ
の
安
っ
ぽ
く

て
卑
俗
な
式
典
は
苦
々
し
い
想
い

、
、
、
、
、
、
な
し
に
は
思
い
出
せ
な
い
。
大
型
四
輪
の
馬
車
に
は
四
人
の
フ
ラ
ン

ス
代
表
が
乗
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
、
微
笑
し
た
肉
付
き
の
い
い
若
者
だ
っ
た
。
彼
が
持
つ
棒

の
先
に
は
、
プ
ラ
カ
ー
ド
が
楔
で
留
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
タ
イ
プ
打
ち
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
《
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
万
歳
！
》
と
書
か
れ
て
い
た
。 

. . . h
e
 re

m
e
m

b
e
re

d
 h

a
v
in

g
 b

e
e
n

 p
re

se
n

t w
ith

 h
is fa

th
e
r a

t its
 la

y
in

g
. H

e
 re

m
e
m

b
e
re

d
 

w
ith

 b
itte

rn
e
ss

 th
a

t s
ce

n
e
 o

f ta
w

d
ry

 trib
u

te
. T

h
e
re

 w
e
re

 fo
u

r F
re

n
ch

 d
e
le

g
a

te
s
 in

 a
 

b
ra

k
e
 a

n
d

 o
n

e
, a

 p
lu

m
p

 s
m

ilin
g
 y

o
u

n
g
 m

a
n

, h
e
ld

, w
e
d

g
e
d
 o

n
 a

 stick
, a

 ca
rd

 o
n

 w
h

ich
 

w
e
re

 p
rin

te
d

 th
e
 w

o
rd

s: V
iv

e L
’Irla

n
d

e! (P
 5

.3
5
6
-6

1
) 

 

こ
の
直
前
に
、
み
す
ぼ
ら
し
い
格
好
を
し
た
花
売
り
の
少
女
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
自
分
の
家
族
の
み
な
ら
ず

母
国
の
貧
困
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
に
、
肥
太
っ
た
若
者
の
姿
が
よ
り
一
層
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
、
こ
れ
が
苦
い
記
憶
で
あ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ウ
ル
フ
・
ト
ー
ン
の
反

                                        

        

 
1
3
1 

本
論
が
こ
こ
で
「
あ
る
意
味
で
は
」
と
し
た
の
は
、『
肖
像
』
第
一
章
第
一
節
で
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
の
生

徒
を
乗
せ
た
馬
車
の
馭
者
が
、
ト
ー
ン
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
「
ボ
ウ
デ
ン
ズ
タ
ウ
ン
」
を
指
差
す
場
面
が
あ

る
か
ら
で
あ
る(P

 1
.4

5
8
)

。
尤
も
、
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
校
が
あ
る
キ
ル
デ
ア
州
ク
レ
イ
ン
は
、
一
七
九
八
年
の

反
乱
が
最
初
に
勃
発
し
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
テ
ク
ス
ト
に
ト
ー
ン
の
名
が
登
場
す
る

の
は
第
五
章
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
夭
折
の
革
命
家
は
（
後
に
見
る
よ
う
に
）
亡
霊
の
よ
う

に
『
肖
像
』
全
体
に
憑
依
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
ト
ー
ン
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
し
く
論
じ
る
。 
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乱
と
の
関
連
に
自
覚
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
ト
ー
ン
は
、
一
七
八
九
年
に
起
き
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
衝
撃
を
受

け
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
同
じ
カ
ト
リ
ッ
ク
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の
力
を
借
り
て
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
共
和
制
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
。
だ
が
そ
の
援
軍
は
嵐
の
影
響
も
あ
り
思
い
の
外
集
ま
ら

ず
、
武
装
蜂
起
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
う1

3
2

。
つ
ま
り
は
、
彼
も
ま
た
裏
切
ら
れ
た
と
言
え
る
。
本
節
の

最
後
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
歴
史
の
「
反
復
性
」
と
い
う
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
大
学
時
代
に
吹
き
荒
れ
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
起
源
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ト
ー

ン
の
反
乱
で
あ
っ
て
も
、
別
の
歴
史
的
出
来
事
の
反
復
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

政
治
運
動
が
裏
切
り
に
よ
っ
て
潰
え
て
き
た
こ
と
を
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
強
く
自
覚
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ

故
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
そ
の
裏
切
り
の
連
鎖
と
い
う
歴
史
を
、
ト
ー
ン
か
ら
パ
ー
ネ
ル
に
至
る
時
代
の
中
に

見
出
す
と
き
、
彼
が
そ
の
連
鎖
に
加
担
し
な
い
た
め
に
は
、
そ
こ
か
ら
脱
出
す
る
よ
り
他
に
手
段
は
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
後
、
大
学
構
内
に
入
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
「
ト
ー
ン
と
パ
ー
ネ
ル
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は

空
間
的
に
も
後
退
し
た
よ
う
だ(T

h
e
 Ire

la
n

d
 o

f T
o
n

e
 a

n
d

 o
f P

a
rn

e
ll s

e
e
m

e
d
 to

 h
a

v
e
 re

ce
d
e
d

 in
 

s
p

a
ce

)

」(P
 5

.3
7
6

-7
7
)

と
述
べ
、
独
立
運
動
の
機
運
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
を
嘆
い
て
お
り
、
先
に
見
た

ダ
ヴ
ィ
ン
へ
の
苛
烈
な
言
葉
が
、
定
礎
式
で
の
「
苦
々
し
い
想
い
」
に
由
来
す
る
の
は
確
か
だ
。 

こ
こ
で
、
ト
ー
ン
の
銅
像
の
礎
石
が
置
か
れ
た
の
が
、
一
七
九
八
年
の
反
乱
の
百
周
年
を
祝
う
た
め
に
、

一
八
九
八
年
の
八
月
十
五
日
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
、
当
時
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
十
六
歳
で

あ
り
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
彼
が
「
地
獄
の
説
教
」
を
聞
く
の
も
同
じ
一
八
九
八
年
十
二
月
の
十
六
歳
の

時
で
あ
る
。
伝
記
的
に
言
え
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
の
娼
婦
体
験
は
十
四
歳
の
時
で
あ
り
、
『
肖
像
』
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
「
地
獄
の
説
教
」
を
聞
い
た
の
も
十
四
歳
の
時
で
あ
る(J

J
 4

7
-4

9
, N

o
rb

u
rn

 4
-5

)

。
し
か
し
、
こ

こ
で
作
者
と
主
人
公
の
間
に
二
年
の
時
間
差
が
あ
る
こ
と
の
理
由
の
一
つ
が
、
ト
ー
ン
の
定
礎
式
に
あ
る

の
だ
と
し
た
ら
、
そ
こ
に
何
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
ア
ン
・
フ
ォ
ガ
テ
ィ(A

n
n

e
 

F
o
g
a
rty

)

が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
不
在
で
あ
る
が
故
に
一
層
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
見
る
者
の
心
を

乱
す
銅
像
の
不
気
味
な
存
在(th

e
 u

n
ca

n
n

y
 p

re
se

n
ce

 o
f a

 s
ta

tu
e
 th

a
t is

 a
ll th

e
 m

o
re

 h
a

u
n

tin
g
 

b
e
ca

u
s
e
 o

f its
 n

o
n

-e
x
is

te
n

ce
)

」
で
あ
る([1

9
9
9

] 1
8

)
1
3
3

。
つ
ま
り
、
銅
像
が
未
完
で
あ
る
こ
と
を
示

す
礎
石
は
、
一
九
世
紀
末
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
不
毛
な
政
治
的
状
況
を
指
し
示
す
と
同
時
に
、
か
つ
て
の
独

立
へ
の
志
向
が
未
だ
死
に
切
っ
て
は
お
ら
ず
「
来
た
る
べ
き
も
の
」
と
し
て
潜
在
的
な
力
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
予
言
す
る
の
だ1

3
4

。
フ
ォ
ガ
テ
ィ
は
ト
ー
ン
の
礎
石
を
描
く
ジ
ョ
イ
ス
に
、
単
な
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
だ
け

                                        

        

 
1
3
2 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、C

a
m

p
b
e
ll 1

7
1
-9

7

を
参
照
の
こ
と
。 

1
3
3 

フ
ォ
ガ
テ
ィ
の
論
を
受
け
、
エ
レ
ン
・
キ
ャ
ロ
ル
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ(E

lle
n

 C
a
ro

l J
o
n

e
s
)

も
ま
た
、
過

去
／
歴
史
の
亡
霊
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
彼
女
は
一
七
九
八
年
の
ト
ー
ン
の
反
乱
を
「
過
去
の
／
と
い
う
亡

霊([a
] g

h
o
st o

f th
e
 p

a
s
t)

」
と
呼
び
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
『
マ
ル
ク
ス
の
亡
霊
た
ち
』
と
接
続
し
て
、

正
義
や
他
者
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る(1

1
)

。
デ
リ
ダ
の
「
憑
在
論

(h
a

u
n

to
lo

g
y
)

」
と
歴
史
の
問
題
は
、
今
日
の
ゴ
ー
ス
ト
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
中
心
的
議
題
だ
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
本
研
究
の
序
論
を
参
照
の
こ
と
。 

1
3
4 

一
九
〇
四
年
六
月
十
六
日
を
描
い
た
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
も
「
ウ
ル
フ
・
ト
ー
ン
の
銅
像
が
不
在
の
礎

石(th
e
 s

la
b
 w

h
e
re

 W
o
lfe

 T
o
n

e
’s sta

tu
e
 w

a
s
 n

o
t)

」(U
 1

0
.3

7
8

)

と
い
う
描
写
が
あ
る
が
、
結
局
銅

像
が
（
別
の
場
所
に
）
完
成
し
た
の
は
一
九
六
七
年
、
ジ
ョ
イ
ス
の
死
後
約
四
半
世
紀
を
経
て
の
こ
と
で
あ

っ
た(F

o
g
a
rty

 [1
9
9
9
] 3

1
)

。 
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で
な
く
、
植
民
地
に
お
い
て
、
い
か
に
歴
史
を
解
釈
し
、
そ
れ
と
折
り
合
い
を
付
け
る
べ
き
か
の
ジ
レ
ン
マ

を
見
出
し
て
い
る([1

9
9
9

] 2
6
)

。 
こ
れ
ま
で
本
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、『
肖
像
』
第
五
章
以
前
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
、
歴
史
と
は
あ

く
ま
で
も
本
の
中
の
話
で
あ
り
、
死
ん
だ
者
た
ち
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
九
歳
と
幼
か
っ
た
と

は
い
え
、
そ
の
死
を
経
験
し
、
父
と
そ
の
友
人
が
涙
を
流
し
て
そ
の
死
を
悼
ん
だ
パ
ー
ネ
ル
が
、
ト
ー
ン
を

起
源
と
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
独
立
闘
争
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
き
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
認
識

は
、
現
在
か
ら
隔
て
ら
れ
た
過
去
に
眠
る
死
者
の
も
の
と
い
う
認
識
を
脱
し
て
、
歴
史
と
は
今
ま
さ
に
作
ら

れ
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
十
六
歳
の
時
に
参
加
し
た
ト
ー
ン
の
式
典

を
思
い
出
す
ま
さ
に
こ
の
と
き
こ
そ
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
単
な
る
過
去
と
し
て
の
歴
史
か
ら
目
覚
め
た
、
す

な
わ
ち
現
代
史
へ
と
目
覚
め
た
瞬
間
な
の
だ
。 

 

事
実
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
旅
立
つ
直
前
の
日
記
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る

―
―
「
過
去
は
現
在
に
お
い
て
消
費
さ
れ
、
現
在
は
未
来
を
も
た
ら
す
が
故
に
生
き
た
も
の
な
の
だ(T

h
e
 

p
a

st is
 co

n
s
u

m
e
d
 in

 th
e
 p

re
se

n
t a

n
d

 th
e
 p

re
se

n
t is liv

in
g
 o

n
ly

 b
e
ca

u
se

 it b
rin

g
s fo

rth
 th

e
 

fu
tu

re
)

」(P
 5

.2
7
1

8
-2

0
)

。
本
節
で
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
過
去
を
単
な
る
過
ぎ
去
っ
た
も
の
と
し
て

捉
え
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。
過
去
を
現
在
と
の
連
続
性
の
中
で
捉
え
、
そ
れ
が
未
来
へ

と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
悟
る
と
き
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
観
は
、
ま
さ
し
く
過
去
か
ら
現
在
へ
至
る
現

在
完
了
形
の
も
の
に
、
さ
ら
に
は
今
ま
さ
に
過
去
が
現
在
に
与
え
る
否
定
的
な
影
響
に
対
峙
す
る
現
在
進

行
形
の
も
の
に
な
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
支
配
す
る
政
治
権
力
と
宗
教
権
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
ト
ラ
ウ

マ
的
な
「
悪
夢
」
か
ら
目
覚
め
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
過
去
を
過
去
と
し
て
現
在
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で

は
な
く
、
む
し
ろ
過
去
か
ら
現
在
、
未
来
へ
と
続
く
進
行
中
の
歴
史
の
中
に
自
ら
を
あ
え
て
置
き
、
そ
の
悪

夢
と
対
峙
し
つ
づ
け
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

  

本
節
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
第
二
挿
話
の
悪
夢
と
い
う
比
喩
で
語
ら
れ
る
歴
史
か
ら
出
発
し
、
『
肖
像
』
で

の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
観
の
変
遷
を
見
て
き
た
。
本
／
教
科
書
の
中
の
物
語
と
し
て
の
歴
史
か
ら
、
死
者

た
ち
の
歴
史
を
経
て
、
過
去
か
ら
の
連
続
性
の
中
で
今
ま
さ
に
作
ら
れ
て
い
る
亡
霊
の
歴
史
、
と
い
う
変
容

で
あ
る
。
逆
説
的
に
も
、
彼
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
現
代
史
に
目
覚
め
た
が
故
に
、
悪
夢
を
見
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
の
だ
。 

 

現
在
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
未
来
の
あ
る
地
点
で
は
過
去
と
な
り
、
そ
れ
が
歴
史
の
一
部
と
な
る
。
こ

れ
は
極
め
て
常
識
的
な
歴
史
認
識
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
歴
史
と
は
単
な
る

過
去
の
も
の
、
言
う
な
れ
ば
本
／
教
科
書
の
中
の
も
の
で
あ
り
、
今
こ
こ
に
い
る
私
と
は
全
く
無
関
係
で
あ

る
と
い
う
見
方
は
、
今
な
お
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
歴
史
観
で
も
あ
ろ
う
。
本
節
が
検
討
し
た
よ
う
に
、

お
話
と
し
て
の
／
死
者
た
ち
の
歴
史
が
、
ど
ち
ら
も
教
室
の
授
業
中
に
語
ら
れ
る
歴
史
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る1

3
5

。 

                                        

        

 
1
3
5 

事
実
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
第
二
挿
話
で
、
小
学
校
の
臨
時
教
員
と
し
て
働
く
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
授
業
を

し
な
が
ら
、
「［
教
室
に
い
る
子
ど
も
達
と
同
様
に
、
］
奴
ら
［
英
国
に
阿
る
者
た
ち
］
に
と
っ
て
も
、
歴
史

と
は
聞
き
飽
き
た
お
話
、
、
み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
ん
だ(F

o
r th

e
m

 to
o
 h

isto
ry

 w
a

s a
 ta

le
 lik

e
 a

n
y
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本
節
は
、
亡
霊
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
歴
史
と
い
う
視
点
か
ら
扱
っ
た
。
亡
霊
は
死
ん
で
い
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
生
者
の
世
界
に
舞
い
戻
っ
て
く
る
と
い
う
再
帰
性
を
伴
う
。
あ
る
い
は
死
ん
で
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

生
者
に
取
り
憑
い
て
離
れ
な
い
と
い
う
点
で
悪
夢
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
再
帰
性
と
憑
依
性
に
つ
い
て

考
え
る
と
き
、
私
た
ち
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
歴
史
記
述
を
想
起
せ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
『
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
十
八
日
』
の
冒
頭
で
マ
ル
ク
ス
は
言
う
。 

 

人
は
自
ら
の
歴
史
を
作
る
が
、
た
だ
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
作
る
の
で
は
な
い
。
自
ら
選
ん
だ
状
況
で
は

な
く
、
今
ま
さ
に
直
面
し
て
い
る
状
況
、
過
去
か
ら
直
接
与
え
ら
れ
、
引
き
継
が
れ
た
状
況
の
下
で
歴
史

を
作
り
出
す
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
死
者
た
ち
の
伝
統
は
、
悪
夢
の
よ
う
に
生
者
の
脳
髄
に
の
し
か
か
っ
て

、
、
、
、
、
、

い
る
、
、
の
だ
。 

M
e
n

 m
a

k
e
 th

e
ir o

w
n

 h
is

to
ry, b

u
t th

e
y
 d

o
 n

o
t m

a
k

e
 it ju

st a
s
 th

e
y
 p

le
a

se
; th

e
y
 d

o
 n

o
t 

m
a

k
e
 it u

n
d

e
r circu

m
sta

n
ce

s ch
o
se

n
 b

y
 th

e
m

se
lv

e
s
, b

u
t u

n
d
e
r g

iv
e
n

 circu
m

s
ta

n
ce

s 

d
ire

ctly
 e

n
co

u
n

te
re

d
 a

n
d

 in
h

e
rite

d
 fro

m
 th

e
 p

a
st. T

h
e
 tra

d
itio

n
 o

f a
ll th

e
 g

e
n

e
ra

tio
n

s 

o
f th

e
 d

e
a

d
 w

e
ig

h
s
 lik

e
 a

 n
ig

h
tm

a
re

 o
n

 th
e
 b

ra
in

 o
f th

e
 liv

in
g
. (1

0
3
) 

 

従
来
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
「
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
」
の
定
義
に
は
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ラ
フ
ォ
ル
グ
の
詩
と
の
間
テ

ク
ス
ト
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
レ
オ
ン
・
ヒ
グ
ド
ン(D

a
v
id

 L
e
o
n

 H
ig

d
o
n

)

は
、
マ

ル
ク
ス
の
歴
史
記
述
へ
の
ア
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
い
ち
早
く
指
摘
し
た(3

1
6

)
。
本
節
の
結
び
と
し
て
、
歴
史

の
本
質
に
鋭
く
切
り
込
ん
だ
マ
ル
ク
ス
の
メ
タ
フ
ォ
リ
カ
ル
な
歴
史
観
が
、
ジ
ョ
イ
ス
の
別
の
テ
ク
ス
ト

に
も
反
響
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。 

 

一
九
一
二
年
、『
肖
像
』
を
執
筆
し
て
い
た
ジ
ョ
イ
ス
は
、
ト
リ
エ
ス
テ
の
新
聞
に
「
パ
ー
ネ
ル
の
影
［
＝

亡
霊
］(T

h
e
 S

h
a

d
e
 o

f P
a

rn
e
ll)

」
と
題
す
る
記
事
を
寄
稿
し
た
。
彼
は
第
三
次
自
治
法
案
が
可
決
さ
れ

る
こ
と
を
予
想
し
、
連
合
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
が
、
ま
も
な
く
開
か
れ
る
だ

ろ
う
と
述
べ
、
そ
こ
に
は
パ
ー
ネ
ル
の
亡
霊
も
参
加
す
る
だ
ろ
う
と
書
い
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
記
事
の
最

終
部
分
で
あ
る
。 

 
 

 
 

「
無
冠
の
帝
王
」
の
亡
霊
は
、
新
し
い
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
近
い
将
来
…
…
宮
殿
［
議
会
］
に
入
る
と
き
、

彼
を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
者
た
ち
の
心
に
重
く
の
し
か
か
る

、
、
、
、
、
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
は
、
復
讐
心
を
燃

や
す
亡
霊
で
は
な
い
は
ず
だ
。 

T
h

e
 g

h
o
st o

f th
e
 ‘u

n
cro

w
n

e
d

 k
in

g
’ w

ill w
e
ig

h
 o

n
 th

e
 h

e
a
rts o

f th
o
se

 w
h

o
 re

m
e
m

b
e
r 

h
im

 w
h

e
n

 th
e
 n

e
w

 Ire
la

n
d

 in
 th

e
 n

e
a
r fu

tu
re

 e
n

te
rs

 in
to

 th
e
 p

a
la

ce
 . . . ; b

u
t it w

ill n
o
t 

                                        

        

 

o
th

e
r to

o
 o

fte
n

 h
e
a
rd

, th
e
ir la

n
d
 a

 p
a

w
n

sh
o
p

)

」
と
心
の
中
で
考
え
る(U

 2
.4

6
-4

7
)

。
ジ
ョ
イ
ス

は
間
違
い
な
く
、
『
肖
像
』
第
一
章
に
お
い
て
少
年
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
歴
史
を
「
お
話
」
と
見
な
し
て
い

た
こ
と
を
、
こ
の
場
面
で
意
識
し
て
い
る
は
ず
だ
。
二
十
二
歳
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
歴
史
が
教
室
の
お
話

／
物
語
に
還
元
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
く
自
覚
し
て
い
る
が
故
に
、
こ
の
後
の
場
面
で
歴
史
と
は

自
ら
が
「
目
覚
め
よ
う
と
し
て
い
る
悪
夢
」
で
あ
る
と
、
目
下
進
行
中
の
も
の
と
し
て
定
義
す
る
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
の
第
三
節
で
検
討
す
る
。 
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b
e
 a

 v
in

d
ictiv

e
 g

h
o
s
t. (C

W
 2

2
8

)
1
3
6 

 

マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
、
死
者
の
伝
統
が
生
き
て
い
る
者
の
脳
髄(b

ra
in

)

に
、
ジ
ョ
イ
ス
に
お
い
て
は
「
無

冠
の
王
」
の
亡
霊
が
彼
を
覚
え
て
い
る
者
た
ち
の
心(h

e
a
rt)

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
し
か
か
っ
て
い
る(w

e
ig

h
 

o
n

)

。
マ
ル
ク
ス
が
悪
夢
と
い
う
比
喩
を
用
い
な
が
ら
も
、
死
者
と
生
者
を
対
比
す
る
の
に
対
し
、
ジ
ョ
イ

ス
は
そ
こ
に
亡
霊
を
見
出
す
。
し
か
し
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
パ
ー
ネ
ル
の
亡
霊
は
「
復
讐
心
を
燃
や
」

し
て
い
な
い
と
ジ
ョ
イ
ス
は
言
う
。
こ
こ
に
、
革
命
性
と
闘
争
性
を
保
持
し
続
け
た
マ
ル
ク
ス
と
、
悩
め
る

青
年
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
平
和
主
義
者
ブ
ル
ー
ム
の
出
会
い
を
言
祝
い
だ
ジ
ョ
イ
ス
と
の
差
異
が
鮮
明
に
浮

か
び
上
が
る
。
ま
さ
し
く
悪
夢
と
言
え
る
、
同
胞
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
裏
切
り
と
暴
力
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

方
法
は
、
た
だ
ひ
と
つ
「
報
復
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
不
可
能
性
の
可
能
性
と
し
て
、
倫
理
的
厳
命
と

し
て
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
近
現
代
史
に
お
い
て
非
業
の
死
を
遂
げ
た
英
雄
を
、
復
讐

心
を
持
た
ぬ
亡
霊
と
し
て
描
く
と
き
、
ジ
ョ
イ
ス
は
ま
さ
に
目
覚
め
る
こ
と
の
な
い
悪
夢
の
歴
史
と
対
峙

し
続
け
て
い
た
の
だ
。 

 
 

                                        

        

 
1
3
6 

尤
も
ジ
ョ
イ
ス
は
こ
の
記
事
を
イ
タ
リ
ア
語
で
執
筆
し
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
の
原
語
（
ド
イ
ツ
語
）
が

la
ste

n
 (w

e
ig

h
)

で
あ
る
の
に
対
し
、
ジ
ョ
イ
ス
は
「
覆
う(co

v
e
r)

」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
強
いco

p
rire

を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、『
全
評
論
』
の
翻
訳
者
吉
川
信
は
、「
覆
い
尽
く
す
」
と
い
う
訳
語
を
選
択
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
（
四
〇
七
）
。
た
だ
し
、
ペ
リ
ク
リ
ー
ズ
・
ル
イ
ス(P

e
ricle

s
 L

e
w

is
)

は
注
釈
こ
そ
な
い

も
の
の
、
マ
ル
ク
ス
の
比
喩
表
現
を
確
か
に
響
か
せ
な
が
ら
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
―
―
「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

は
、
政
治
と
歴
史
が
生
者
の
脳
髄
に
の
し
か
か
っ
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
、
世
界
で
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

…
…
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
目
覚
め
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
と
い
う
悪
夢

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
自
分
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

自
覚
し
つ
つ
あ
る
時
、
既
に
始
ま
っ
て
い
る
の
だ(S

te
p

h
e
n

 is co
n

s
cio

u
s o

f g
ro

w
in

g
 u

p
 in

 a
 w

o
rld

 

in
 w

h
ich

 p
o
litics

 a
n

d
 h

isto
ry

 w
e
ig

h
 u

p
o
n

 th
e
 b

ra
in

s
 o

f th
e
 liv

in
g
. . . . A

lre
a

d
y
 S

te
p
h

e
n

’s 

a
w

a
k

e
n

in
g
 co

n
s
is

ts
 in

 h
is

 b
e
co

m
in

g
 co

n
scio

u
s
 o

f h
is

 e
n

tra
p

m
e
n

t in
 th

e
 n

ig
h

tm
a
re

 o
f Iris

h
 

h
isto

ry
)

」(8
6
)

。 
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第
四
節 

H
a
u

n
te

d
 C

a
stle

と
し
て
のC

lo
n

g
o
w

e
s W

o
o
d

 C
o
lle

g
e
 

─
─

『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
に
お
け
る
歴
史
的
英
雄
の
亡
霊
表
象
に
つ
い
て 

  

前
節
で
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
観
の
変
遷
を
見
た
―
―
物
語
／
お
話(ta

le
)

と
し
て
の
死
者
の
歴
史
か

ら
、
亡
霊
の
歴
史
へ
。
こ
こ
に
は
パ
ー
ネ
ル
や
ト
ー
ン
と
い
う
実
在
の
歴
史
上
の
人
物
に
対
す
る
ジ
ョ
イ
ス

の
想
い
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
尤
も
本
章
第
一
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
『
肖
像
』
の
「
序
」
に
は
ダ
ン
テ
の

「
二
本
の
ブ
ラ
シ
」
に
よ
っ
て
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
と
パ
ー
ネ
ル
の
二
項
対
立
的
政
治
状
況
が
主
人
公
の
原
風
景

と
し
て
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
盲
信
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
ダ
ン
テ
の
「
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
」
は
、

ま
さ
し
く
去
勢
恐
怖
と
し
て
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
厳
命
を
意
味
し
、
主
人
公
の
生
を
縛
り
つ
け
て
い
た
。 

確
か
に
『
肖
像
』
の
歴
史
的
人
物
に
つ
い
て
言
え
ば
、
パ
ー
ネ
ル
の
亡
霊
的
存
在
が
最
も
前
景
化
し
て
い

る
。
し
か
し
、
テ
ク
ス
ト
に
は
そ
の
他
の
歴
史
的
英
雄
の
名
も
ま
た
鏤
め
ら
れ
て
い
る
が
、
先
行
研
究
で
は

殆
ど
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
ま
ず
パ
ー
ネ
ル
の
棺
を
〈
幻
視
〉
す
る
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
の
姿
を
検
証
し
、
続
い
て
そ
れ
が
「
亡
霊
」
と
い
う
比
喩
に
よ
っ
て
、
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
に
取
り
憑
く
他

の
亡
霊
と
関
わ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
前
節
で
触
れ
た
ウ
ル
フ
・
ト
ー
ン
の

名
が
第
五
章
ま
で
登
場
し
な
い
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
。 

 

パ
ー
ネ
ル
の
亡
骸
を
〈
見
る
〉
こ
と 

“H
e
 sa

w
 th

e
 se

a
 o

f w
a

v
e
s
”

を
「
彼
は
波
に
揺
れ
る
海
を
見
た

、
、
、
」
と
訳
し
た
の
で
は
読
ん
だ

、
、
、
こ
と
に
な

ら
な
い
の
は
、
ジ
ョ
イ
ス
の
文
体
の
特
異
性
に
依
る
。『
肖
像
』
第
一
章
第
二
節
の
末
尾
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

は
パ
ー
ネ
ル
の
亡
骸
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
港
に
帰
還
す
る
様
を
見
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
彼
は
そ
の
光
景
を
実
際
に
目
撃
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
発
熱
の
た
め
医
務

室
の
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
主
人
公
は
、
暖
炉
の
炎
が
壁
に
揺
ら
め
く
様
子
を
「
波
の
よ
う
だ(lik

e
 w

a
v
e
s)

」

と
思
い
、
耳
に
届
く
誰
か
の
話
し
声
を
「
波
の
ざ
わ
め
き(th

e
 n

o
is

e
 o

f th
e
 w

a
v
e
s)

」
と
捉
え
る(P

 1
.6

9
6
-

9
9

)

。
そ
し
て
突
然
、
段
落
は
切
り
替
わ
る
。 

  
 

波
に
揺
れ
る
海
が
彼
の
目
に
浮
か
ん
だ

、
、
、
、
、
、
、
、
。
長
く
暗
い
波
の
満
ち
引
き
。
…
…
水
際
に
集
ま
る
大
勢
の
人

た
ち
が
見
え
る

、
、
、
。
…
…
埠
頭
の
突
端
の
光
に
よ
っ
て
、
彼
の
顔
が
見
え
た

、
、
、
、
ブ
ラ
ザ
ー
・
マ
イ
ケ
ル
の
悲

し
げ
な
表
情
。 

 
 

そ
の
人
が
人
々
に
向
か
っ
て
手
を
挙
げ
る
の
が
見
え
た

、
、
、
。
そ
れ
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
の
は
、
波
に
揺
れ

る
海
を
覆
う
か
の
よ
う
に
ブ
ラ
ザ
ー
・
マ
イ
ケ
ル
が
叫
ぶ
哀
し
み
に
満
ち
た
大
き
な
声
。 

 

―
彼
［
パ
ー
ネ
ル
］
は
死
ん
だ
。
我
々
は
棺
に
横
た
わ
る
彼
を
見
た
の
だ
。 

 
 

…
… 

 
 

そ
し
て
彼
の
目
に
浮
か
ん
だ
の
は

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
栗
色
の
ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
ド
レ
ス
を
着
た
ダ
ン
テ
が
、
肩
か
ら
緑
の

ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
マ
ン
ト
を
下
げ
て
誇
ら
し
げ
に
歩
き
、
水
際
で
跪
く
人
々
の
間
を
黙
っ
た
ま
ま
通
り
過
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ぎ
て
ゆ
く
姿
で
あ
っ
た
。 

 
 

H
e
 sa

w
 th

e
 se

a
 o

f w
a

v
e
s
, lo

n
g
 d

a
rk

 w
a

v
e
s ris

in
g
 a

n
d

 fa
llin

g
, . . . : a

n
d

 h
e
 sa

w
 a

 

m
u

ltitu
d
e
 o

f p
e
o
p

le
 g

a
th

e
re

d
 b

y
 th

e
 w

a
te

rs
’ e

d
g
e
 . . . : a

n
d
 b

y
 th

e
 lig

h
t a

t th
e
 p

ie
rh

e
a

d
 

h
e
 sa

w
 h

is fa
ce

, th
e
 s

o
rro

w
fu

l fa
ce

 o
f B

ro
th

e
r M

ich
a
e
l. 

 

H
e
 s

a
w

 h
im

 lift h
is h

a
n

d
 to

w
a
rd

s
 th

e
 p

e
o
p

le
 a

n
d
 h

e
a

rd
 h

im
 sa

y
 in

 a
 lo

u
d

 v
o
ice

 o
f 

s
o
rro

w
 o

v
e
r th

e
 w

a
te

rs
: 

―H
e
 [P

a
rn

e
ll] is

 d
e
a

d
. W

e
 sa

w
 h

im
 ly

in
g
 u

p
o
n

 th
e
 ca

ta
fa

lq
u

e
. 

 

 
 

 
. . . 

 

A
n

d
 h

e
 sa

w
 D

a
n

te
 in

 a
 m

a
ro

o
n

 v
e
lv

e
t d

re
ss

 a
n

d
 w

ith
 a

 g
re

e
n

 v
e
lv

e
t m

a
n

tle
 h

a
n

g
in

g
 

fro
m

 h
e
r s

h
o
u

ld
e
rs w

a
lk

in
g
 p

ro
u

d
ly

 a
n

d
 sile

n
tly

 p
a
st th

e
 p

e
o
p

le
 w

h
o
 k

n
e
lt b

y
 th

e
 

w
a
te

r
’s

 e
d

g
e
. 

 
(P

 1
.7

0
0
-1

5
)
1
3
7 

 

上
記
五
箇
所
の
傍
点
部
／
下
線
部
に
お
い
て
、
パ
ー
ネ
ル
の
帰
還
を
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
想
像
（
空
想
）
あ
る

い
は
夢
の
中
で
幻
視
す
る
、
す
な
わ
ち
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
で
見
る
」(G

la
s
h

e
e
n

 1
5

4
)

。
そ
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
波
の
よ
う
な
話
し
声
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
パ
ー
ネ
ル
死
去
（
一
八
九
一
年
十
月
六
日
）
の
知
ら

せ
で
あ
る
と
い
う
保
証
は
全
く
な
い
。
私
た
ち
読
者
の
視
界
は
、
発
熱
で
意
識
が
朦
朧
と
し
て
い
る
主
人
公

と
同
様
に
、
悉
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。 

 

パ
ー
ネ
ル
の
死
を
幻
視
す
る
第
二
節
末
尾
は
、
次
節
の
「
伏
線
」
と
な
っ
て
い
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
文
字

通
り
に
取
れ
ば
キ
リ
ス
ト
の
た
め
の
ミ
サ
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
宴
席
の
話
題
は
も
う
ひ
と
り
の
〈
王
〉

を
巡
っ
て
、
互
い
を
口
汚
く
罵
り
合
う
事
態
に
発
展
し
て
し
ま
う
。
サ
イ
モ
ン
と
ケ
イ
シ
ー
は
〈
無
冠
の
帝

王
〉
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
に
よ
っ
て
「
殺
さ
れ
た
」
こ
と
を
憤
り(P

 1
.1

0
1
8

)

、
ダ
ン
テ
は
自
分
た
ち
が

不
義
密
通
を
犯
し
た
罪
人
を
「
叩
き
潰
し
て
や
っ
た
ん
だ
！ 

悪
鬼
め
！ 

(W
e
 cru

s
h

e
d

 [P
a
rn

e
ll] to

 

d
e
a
th

! F
ie

n
d

!)

」
と
捨
て
台
詞
を
吐
く(P

 1
.1

1
4
4

)

。
主
人
公
の“h

o
m

e
”

が
分
断
さ
れ
る
。『
ダ
ブ
リ
ナ
ー

ズ
』
の
「
蔦
の
日
の
委
員
会
室
」
と
同
様
に
、
パ
ー
ネ
ル
は
不
在
で
あ
る
が
故
に
一
層
強
い
影
響
力
を
持
っ

て
そ
の
場
を
支
配
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
一
九
一
二
年
に
ジ
ョ
イ
ス
が
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
の
表
題
、「
パ
ー

ネ
ル
の
影
［
＝
亡
霊
］(T

h
e
 S

h
a

d
e
 o

f P
a
rn

e
ll)

」
を
見
る
の
は
容
易
い1

3
8

。 

                                        

        

 
1
3
7 

言
う
ま
で
も
な
く
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
想
像
す
る
こ
こ
で
の
ダ
ン
テ
の
姿
に
は
、「
序
」
に
書
き
込
ま
れ

た
栗
色
と
緑
色
と
い
う
二
項
対
立
的
〈
起
源
〉
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
彼
女
が
羽
織
る

外
套
／
マ
ン
ト(m

a
n

tle
)

は
「
衣
鉢
」
の
意
も
含
む
、
ま
さ
し
く
教
会
権
威
の
徴
で
あ
る
。
同
時
に
、
跪
く

人
々
の
間
を
誇
ら
し
げ
に
過
ぎ
て
ゆ
く
ダ
ン
テ
の
姿
は
王
の
よ
う
で
あ
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
外
で
死
ん

だ
「
裏
切
り
者
」
の
パ
ー
ネ
ル
の
代
わ
り
に

、
、
、
、
、
再
び
こ
の
国
を
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
よ
っ
て
統
治
す
る
者
の
よ

う
だ
。 

色
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
着
目
す
る
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク(B

e
rn

a
rd

 B
e
n

sto
ck

)

は
こ
の
箇
所

に
言
及
し
、
そ
の
直
後
の
第
三
節
が
ク
リ
ス
マ
ス
（
赤
と
緑
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
緑
＝
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

赤
＝
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
栗
色
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
い
う
構
造
を
指
摘
し
て
い
る([1

9
7
6
] 1

9
5

-9
6

)

。 
1
3
8 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
蔦
の
日
の
委
員
会
室
」
と
『
肖
像
』、
さ
ら
に
は
イ
ェ
イ
ツ
と
の
比
較
を
論
じ
た

戸
田
〔
二
〇
一
〇
、
お
よ
び
二
〇
一
六
〕
を
参
照
の
こ
と
。 
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し
か
し
『
肖
像
』
第
一
章
に
は
、
殆
ど
論
究
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
う
ひ
と
り
の
亡
霊
が
い
る1

3
9

。
そ
し

て
興
味
深
い
こ
と
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
の
亡
霊
も
幻
視
し
て
い
る
。 

  

彼
は
暗
闇
を
見
た
、
、
。
馬
車
の
ラ
ン
プ
と
同
じ
く
ら
い
大
き
な
目
を
し
た
黒
い
犬
が
、
夜
に
な
る
と
あ
そ
こ

で
歩
き
回
る
と
い
う
の
は
本
当
か
な
？ 

そ
れ
は
人
ご
ろ
し
の
ゆ
う
れ
い
だ
っ
て
み
ん
な
言
う
。
…
…

彼、
の
目
に
は

、
、
、
、
お
城
の
暗
い
入
り
口
の
ホ
ー
ル
が
浮
か
ん
だ

、
、
、
、
、
。 

H
e
 sa

w
 th

e
 d

a
rk

. W
a

s it tru
e
 a

b
o
u

t th
e
 b

la
ck

 d
o
g
 th

a
t w

a
lk

e
d
 th

e
re

 a
t n

ig
h

t w
ith

 e
y
e
s 

a
s
 b

ig
 a

s
 ca

rria
g
e
la

m
p

s? T
h

e
y
 sa

id
 it w

a
s th

e
 g

h
o
s
t o

f a
 m

u
rd

e
re

r. . . . H
e
 sa

w
 th

e
 d

a
rk

 

e
n

tra
n

ce
 h

a
ll o

f th
e
 ca

stle
. (P

 1
.4

2
6
-3

0
) 

 

消
灯
時
間
を
告
げ
た
先
生
の
靴
音
が
消
え
て
ゆ
き
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
暗
闇
に
目
を
凝
ら
す
。
す
な
わ
ち
最

初
の“H

e
 sa

w
”

に
お
い
て
、
彼
は
直
接
暗
闇
を
見
て
い
る
。
そ
の
深
い
闇
へ
の
恐
怖
に
喚
起
さ
れ
て
彼
が

思
い
出
す
の
が
、
「
馬
車
の
ラ
ン
プ
の
よ
う
な
大
き
な
目
を
持
っ
た
黒
い
犬
」
が
「
人
殺
し
の
亡
霊
」
で
あ

る
と
い
う
噂
、
ま
さ
し
く
〈
学
校
の
怪
談
〉
だ
（
こ
の
亡
霊
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
詳
述
す
る
）。
し
か
し

二
番
目
の“H

e
 sa

w
”

で
見
る
「
お
城
の
暗
い
入
り
口
の
ホ
ー
ル
」
は
、
医
務
室
に
い
る
彼
に
は
直
接
目
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
再
び
〈
幻
視
〉
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
今
度
は
こ
の
場
面
が
パ
ー
ネ

ル
の
死
の
幻
視
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
上
の
引
用
に
続
く
場
面
を
見
て
お
こ
う
。 

  

あ
あ
！ 

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
と
っ
て
も
ぞ
く
ぞ
く
し
て
、
ふ
し
ぎ
な
感
じ
が
す
る
。
暗
い
と

こ
ろ
は
み
ん
な
さ
む
く
て
き
み
ょ
う
だ
。
き
み
ょ
う
な
青
白
い
顔
が
い
く
つ
も
あ
そ
こ
に
あ
る
。
馬
車
の

ラ
ン
プ
み
た
い
な
大
き
な
目
を
し
て
る
。
み
ん
な
は
人
ご
ろ
し
の
ゆ
う
れ
い
だ
っ
て
言
う
。 

O
 h

o
w

 co
ld

 a
n

d
 stra

n
g
e
 it w

a
s
 to

 th
in

k
 o

f th
a
t! A

ll th
e
 d

a
rk

 w
a

s co
ld

 a
n

d
 stra

n
g
e
. 

T
h

e
re

 w
e
re

 p
a
le

 stra
n

g
e
 fa

ce
s
 th

e
re

, g
re

a
t e

y
e
s
 lik

e
 ca

rria
g
e
la

m
p
s
. T

h
e
y
 w

e
re

 th
e
 

g
h

o
sts o

f m
u

rd
e
re

rs
 . . . . (P

 1
.4

4
3
-4

5
) 

 

本
節
の
問
い
は
こ
の
場
面
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
度
目
に
は“th

e
 g

h
o
st o

f a
 m

u
rd

e
re

r”

と

単
数
で
記
さ
れ
て
い
た
亡
霊
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
空
想
に
お
い
て“th

e
 g

h
o
s
ts

 o
f m

u
rd

e
re

rs
”

へ
と
複

数
化
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。 

                                        

        

 
1
3
9 

数
少
な
い
例
外
と
し
て
は
、
シ
ェ
ル
ド
ン
・
ブ
リ
ヴ
ィ
ッ
ク(S

h
e
ld

o
n

 B
riv

ic)

に
よ
る
次
の
精
神
分

析
的
読
解
が
あ
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
で
の
帰
省
を
空
想
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
「
治
安
判
事
よ
り
地
位

の
高
い
」「
元
帥
」
に
父
が
昇
進
し
た
こ
と
を
（
職
種
の
差
異
を
理
解
せ
ず
に
）
喜
ぶ
と
き
、「
彼
は
無
意
識

の
う
ち
に
、
頭
の
中
で
父
と
亡
霊
の
よ
う
な
元
帥
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
父
殺
し
を
行
う

([h
]e

 u
n

co
n

s
cio

u
sly

 k
ills h

is
 fa

th
e
r b

y
 a

s
so

cia
tin

g
 h

im
 w

ith
 a

n
 im

a
g
e
 o

f a
 g

h
o
s
tly

 m
a
rs

h
a
l 

o
n

 h
is

 m
in

d
)

」
と
い
う([1

9
7

6
] 3

0
9
)

。
ま
た
、
エ
ド
ム
ン
ド
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン(E

d
m

u
n

d
 E

p
s
te

in
)

は
、

亡
霊
の
マ
ン
ト
に
見
ら
れ
る
「
白
さ
」
が
、『
肖
像
』
全
体
に
お
い
て
「
寒
さ
と
湿
り
気
」、
そ
し
て
「
父
た

ち
や
抑
圧
的
な
権
威
全
般
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る(“W

h
ite

n
e
ss o

r p
a

le
n

e
ss in

 th
is 

s
e
ctio

n
 o

f A
 P

ortra
it a

n
d
 a

fte
r is

 a
ss

o
cia

te
d

 w
ith

 co
ld

n
e
ss a

n
d
 d

a
m

p
n

e
ss

, a
n

d
 w

ith
 th

e
 

fa
th

e
rs

 a
n

d
 w

ith
 re

p
re

ssiv
e
 a

u
th

o
rity

 in
 g

e
n

e
ra

l”)([1
9
7
1

] 3
8
-3

9
)

。 
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ひ
と
り
の
亡
霊
が
複
数
の
亡
霊
に
な
る
こ
と
―
―
こ
れ
を
子
ど
も
の
豊
か
な
空
想
の
産
物
と
片
付
け
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
・
ウ
ッ
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
の
歴
史
を
紐
解
い
た
と
き
、
こ

の
学
校
に
取
り
憑
い
て
い
る
の
は
、「
人
殺
し
の
亡
霊
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
亡
霊
（
た
ち
）
に
は
、
コ

ロ
ニ
ア
ル
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
言
う
な
れ
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
は
『
肖
像
』

に
お
い
て
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
を
亡
霊
の
取
り
憑
い
た
城(H

a
u

n
te

d
 C

a
s
tle

)

と
し
て
描
い
て
い
る
。
無
論
、
幼

い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
は
そ
の
歴
史
的
意
義
が
十
全
に
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
大
英
帝
国
の
支

配
下
に
あ
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
を
密
か
に
書
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ョ
イ
ス
は
己
の
分
身
が

や
が
て
自
国
の
歴
史
に
対
峙
す
る
未
来
の
姿
を
予
示
し
て
い
た
。
次
項
以
後
、
こ
の
亡
霊
の
複
数
性
に
つ
い

て
見
て
ゆ
こ
う
。 

 H
a

u
n

te
d

 C
a
s
tle

と
し
て
のC

lo
n

g
o
w

e
s W

o
o
d
 C

o
lle

g
e
 

ダ
ブ
リ
ン
郊
外
の
キ
ル
デ
ア
州
に
あ
る
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
・
ウ
ッ
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
は
、「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

最
古
に
し
て
、
最
も
評
判
の
良
い
、
平
信
徒
の
た
め
の
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校(th

e
 o

ld
e
st C

a
th

o
lic la

y
-

s
ch

o
o
l in

 Ire
a

ln
d

 a
n

d
, b

y
 re

p
u

ta
tio

n
, th

e
 b

e
s
t)

」
で
あ
る
と
い
う(B

ra
d
le

y
 9

)

。
同
校
は
『
肖
像
』

の
中
で
繰
り
返
し
、「
お
城(th

e
 ca

s
tle

)

」
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
中
世
に
お
い
て
は
文
字
通
り
の

城
、
す
な
わ
ち
元
来
は
軍
事
的
な
目
的
で
建
設
さ
れ
た
が
た
め
で
あ
る
。
英
国
支
配
に
対
抗
す
る
者
た
ち
の

拠
点
で
も
あ
っ
た
た
め
に
、
後
に
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
部
下
と
な
る
、
初
代
ア
ル
ベ
マ
ー
ル
公

ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ン
ク(G

e
o
rg

e
 M

o
n

ck
)

に
よ
っ
て
一
六
四
二
年
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。
一
六
六

七
年
に
ブ
ラ
ウ
ン
家
が
敷
地
を
買
い
取
り
、
一
七
一
八
年
に
城
を
再
建
、
八
八
年
に
は
改
築
工
事
を
行
い
、

校
舎
は
お
お
よ
そ
今
日
の
形
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
八
一
三
年
城
の
売
却
が
決
定
す
る
と
、
イ
エ
ズ
ス
会
士

ピ
ー
タ
ー
・
ケ
ニ
ー
神
父(F

a
th

e
r P

e
te

r K
e
n

n
y, S

.J
.)

が
学
校
の
開
設
の
名
乗
り
を
上
げ
る
も
の
の
、

当
時
は
カ
ト
リ
ッ
ク
校
の
開
設
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
購
入
手
続
き
は
難
航
し
た
（
そ
の
際
、

弁
護
士
時
代
の
ダ
ニ
エ
ル
・
オ
コ
ン
ネ
ル(D

a
n

ie
l O

’C
o
n

n
e
ll, 1

7
7
5

-1
8

4
7
)

が
法
律
上
の
助
言
を
し
た
と

い
う
）
。
幾
多
の
交
渉
の
末
、
一
八
一
四
年
三
月
四
日
に
購
入
が
法
的
に
認
め
ら
れ
、
同
年
の
秋
に
は
四
十

名
ほ
ど
の
児
童
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た(S

u
lliv

a
n

 1
8
-2

2
; G

iffo
rd

 [1
9
8
2

] 1
3
5

; C
o
ste

llo
 [1

9
8

9
] 

1
5

-2
7

, 2
4
6

-5
8
)

。 

 

リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
ル
マ
ン(R

ich
a

rd
 E

llm
a

n
n

)

の
ジ
ョ
イ
ス
伝
は
、
本
節
が
着
目
す
る
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ

の
「
ふ
た
つ
の
伝
説(tw

o
 tra

d
itio

n
s)

」
を
簡
潔
に
要
約
し
て
く
れ
て
い
る
が(J

J
 2

9
)

、
そ
の
第
一
は
、

先
に
見
た
「
人
殺
し
の
亡
霊
」
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
た
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ユ
リ
シ
ー
ズ
・
ブ
ラ
ウ

ン(M
a

x
im

ilia
n

 U
ly

sse
s
 B

ro
w

n
e
, 1

7
0
5

-5
7

)

を
巡
る
亡
霊
譚
で
あ
っ
た1

4
0

。
イ
エ
ズ
ス
会
以
前
に
こ

                                        

        

 
1
4
0 

尤
も
エ
ル
マ
ン
は
こ
の
亡
霊
の
名
前
を
明
示
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
ド
ン
・
ギ
フ
ォ
ー
ド(D

o
n

 

G
iffo

rd
)

の
註
釈
書
が
（
恐
ら
く
）
最
初
に
そ
の
名
を
突
き
止
め
た([1

9
8
2
] 1

4
0
)

。
エ
ル
マ
ン
が
多
く
を
依

拠
し
て
い
る
ケ
ヴ
ィ
ン
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン(K

e
v
in

 S
u

lliv
a

n
)

も
ま
た
、
「
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
元
帥

(M
a

rs
h

a
l A

n
th

o
n

y
 B

ro
w

n
e
)

」
と
誤
っ
て
言
及
し
て
い
る(2

0
)

。
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
伝
記
的
事
実
に

つ
い
て
はC

h
ris

to
p

h
e
r D

u
ffy

を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
ジ
ョ
イ
ス
に
つ
い
て
最
初
に
書
か
れ
た
伝
記
で

あ
る
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ゴ
ー
マ
ン(H

e
rb

e
rt G

o
rm

a
n

)

の
著
作
に
は
ど
ち
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
描
か
れ
て
い、
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の
城
を
所
有
し
て
い
た
ブ
ラ
ウ
ン
家
の
血
を
引
く
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
は
、
国
外
追
放
さ
れ
た
ジ
ャ
コ
バ
イ

ト
で
あ
る
ワ
イ
ル
ド
・
ギ
ー
ス(W

ild
 G

e
e
se

)

を
父
に
持
つ
、
言
う
な
れ
ば
移
民
の
二
世
に
当
た
る
。
彼
は

一
七
四
〇
年
に
始
ま
っ
た
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
」
で
は
「
陸
軍
副
元
帥(fie

ld
-m

a
rs

h
a
l lie

u
te

n
a

n
t)

」

と
し
て
活
躍
し
、
五
三
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
の
「
元
帥(m

a
rs

h
a

l)

」
に
ま
で
登
り
詰
め
る
。
し
か
し
、

「
七
年
戦
争
」
中
の
一
七
五
七
年
「
プ
ラ
ハ
の
戦
い
」
で
落
命
す
る
。
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
に
お
け
る
彼
の
言
い

伝
え
と
は
、
当
時
ま
だ
ブ
ラ
ウ
ン
城
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
、
脇
腹
を
負
傷
し
た
彼
の
亡
霊
が
屋
敷
に
現
れ
て

消
え
る
の
を
召
使
い
た
ち
が
目
撃
し
た
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
刻
に
、
彼
が
プ
ラ
ハ
で
亡
く
な
っ
て
い
た

こ
と
が
後
に
判
明
し
た
と
い
う
幽
霊
話
だ
。 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
人
殺
し
の
亡
霊
」
を
幻
視
し
て
か
ら
、
想
像
の
中
で
複
数
化
す
る
間
に
、
マ
ク
シ
ミ

リ
ア
ン
の
亡
霊
譚
を
回
想
す
る(P

 1
.4

3
0

-4
2
)

。
こ
の
部
分
に
は
ふ
た
つ
の
幻
視
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
予

言
的
幻
視
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
召
使
い
た
ち
が
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
亡
霊
を
幻
視
し
て
、
そ
の
死
を
予

感
し
た
と
い
う
伝
説
は
い
わ
ゆ
る
典
型
的
な
〈
虫
の
知
ら
せ
〉
で
あ
り
、
本
節
の
冒
頭
で
採
り
上
げ
た
パ
ー

ネ
ル
の
死
の
幻
視
の
伏
線
に
も
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
テ
ク
ス
ト
の
構
成
的
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
は
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
亡
霊
譚
に
お
け
る
予
言
的
幻
視
に
お
い
て
反
復
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の

こ
と
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 

で
は
、
こ
の
反
復
に
意
味
を
見
出
す
と
す
る
な
ら
ば
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
と
パ
ー
ネ
ル
の
両
者
に
共
通
す

る
要
素
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
両
者
と
も
客
死
し
た
、
祖
国
で
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
伝
記
に
よ
れ
ば
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
は
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
生
ま
れ
だ
が
、
生
後
す

ぐ
に
父
の
故
郷
で
あ
る
リ
メ
リ
ッ
ク
に
送
ら
れ
、
十
歳
頃
ま
で
そ
こ
で
教
育
を
受
け
て
お
り
、
彼
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
あ
く
ま
で
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
だ
っ
た
と
い
う(C

. D
u

ffy
 7

-1
1
)

。
一
方
、
ウ
ィ
ッ
ク
ロ
ウ

生
ま
れ
の
パ
ー
ネ
ル
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
ア
ク
セ
ン
ト
も
英
国
人
の
そ
れ
で
あ
っ
た

が
、
彼
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
と
し
て
祖
国
の
自
治
権
獲
得
の
た
め
に
奮
闘
し
た
。
そ
し
て
姦
通
の
罪
で
失
脚

し
て
以
降
は
、「
田
舎
か
ら
田
舎
、
都
市
か
ら
都
市
へ
と
『
狩
人
に
追
わ
れ
る
牡
鹿
の
よ
う
に
』
移
動
し
、

額
に
死
の
し
る
し
が
刻
印
さ
れ
た
亡
霊
の
よ
う
な

、
、
、
、
、
、
姿(H

e
 w

e
n

t fro
m

 co
u

n
try

 to
 co

u
n

try, fro
m

 city
 

to
 city, ‘lik

e
 a

 h
u

n
te

d
 d

e
e
r,’ a

 s
p
e
ctra

l fig
u

re
 w

ith
 th

e
 s

ig
n

s
 o

f d
e
a

th
 o

n
 h

is
 fo

re
h

e
a

d
)

」

(C
W

 2
2
7

-2
8

)

に
身
を
窶
し
、
最
後
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ホ
ウ
ヴ
で
亡
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
故
国
を
追
わ

れ
た
者
た
ち
の
不
遇
と
い
う
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
。
同
時
に
、
一
九
世
紀
半
ば
の
大
飢
饉
の
前
後
だ
け
で

も
実
に
百
万
人
以
上
が
米
国
を
始
め
と
す
る
多
く
の
国
々
へ
移
民
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、
マ

ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
亡
霊
が
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
に
現
れ
た
と
い
う
幽
霊
話
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
故
国
を
去
っ
た
者

た
ち
の
不
遇
を
重
ね
合
わ
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
『
肖
像
』
を
書
い
て
い
る
と
き
の
作
者
も
ま
た

そ
の
よ
う
な
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

こ
こ
で
、
エ
ル
マ
ン
が
記
録
し
た
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
の
「
伝
説
」
の
も
う
ひ
と
つ
を
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
は

ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ロ
ウ
ア
ン(A

rch
ib

a
ld

 H
a

m
ilto

n
 R

o
w

a
n

, 1
7

5
1

-1
8
3
4
)

が
、
ブ
ラ
ウ
ン
城
の
屋
敷
に
逃

げ
込
み
、
帽
子
を
投
げ
て
英
国
軍
の
追
手
の
目
を
攪
乱
し
て
、
九
死
に
一
生
を
得
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る1

4
1

。

                                        

        

 

な
い
、
、
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。 

1
4
1 

尤
も
サ
リ
ヴ
ァ
ン
や
ギ
フ
ォ
ー
ド
は
こ
の
逸
話
を
実
際
に
起
き
た
こ
と
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
の
だ
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『
肖
像
』
の
第
一
章
第
二
節
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
入
学
直
後
に
こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
の
こ
と
を
回
想
し

て
い
る
―
―
「
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ロ
ウ
ア
ン
が
か
く
れ
が
き
に
ぼ
う
し
を
投
げ
た
の
は
、
い
っ
た
い
ど
の
窓
か

ら
だ
ろ
う
。
…
…
あ
る
と
き
彼
は
お
城
に
呼
ば
れ
た
が
、
使
用
人
頭
は
彼
に
木
製
の
ド
ア
に
あ
る
銃
弾
の
跡、

を
見
せ
て
く
れ
た(H

e
 w

o
n

d
e
re

d
 fro

m
 w

h
ich

 w
in

d
o
w

 H
a
m

ilto
n

 R
o
w

a
n

 h
a

d
 th

ro
w

n
 h

is h
a

t 

o
n

 th
e
 h

a
h

a
 . . . . O

n
e
 d

a
y
 w

h
e
n

 h
e
 h

a
d
 b

e
e
n

 ca
lle

d
 to

 th
e
 ca

stle
 th

e
 b

u
tle

r h
a

d
 s

h
o
w

n
 

h
im

 th
e
 m

a
rk

s o
f th

e
 so

ld
ie

rs
’ s

lu
g
s
 in

 th
e
 w

o
o
d
 o

f th
e
 d

o
o
r . . . .)(P

 1
.1

0
4
-0

9
)

。
ロ
ウ
ア
ン

は
一
七
九
一
年
に
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
で
結
成
さ
れ
た
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン(U

n
ite

d
 

Iris
h

m
e
n

)

の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
ウ
ル
フ
・
ト
ー
ン
の
友
人
で
も
あ
っ
た 

(S
u

lliv
a

n
 2

0
, G

iffo
rd

 

[1
9
8
2

] 1
3
6

)

。
そ
し
て
こ
こ
で
問
う
べ
き
は
、「
使
用
人
頭
」
が
入
学
直
後
の
少
年
た
ち
に
語
っ
た
の
は
（
い

わ
ゆ
る
新
入
生
へ
の
学
校
案
内
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）、
ド
ア
に
め
り
込
ん
だ
「
銃
弾
の
跡
」

だ
け
だ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
私
た
ち
が
戦
争
に
つ
い
て
初
め
て
聞
い
た
と
き
の
内
容
を
明

確
に
記
憶
し
て
い
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
よ
う
に
、
六
歳
半
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
少
年
の
記
憶
に
は
残
ら
な
か

っ
た
も
の
の
、
こ
の
と
き
ロ
ウ
ア
ン
が
反
英
闘
争
の
志
士
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
使
用
人
頭
に
よ
っ
て
語
ら

れ
た
は
ず
な
の
だ
。 

そ
し
て
幼
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
想
像
力
は
、
そ
の
世
界
の
未
分
化
性
と
歴
史
の
知
識
不
足
の
た
め
に
、
こ

の
両
者
を
意
図
し
な
い
ま
ま
に
結
び
付
け
て
い
る
。
第
一
章
第
四
節
で
生
徒
監
の
ド
ー
ラ
ン
神
父
か
ら
不

当
な
体
罰
を
受
け
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
そ
の
不
条
理
を
訴
え
る
べ
く
、
校
長
で
あ
る
コ
ン
ミ
ー
神
父
に
直

談
判
し
に
ゆ
く
際
、
ホ
ー
ル
の
入
り
口
に
続
く
階
段
の
踊
り
場
に
出
る
と
、
少
年
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
―

―
「
あ
そ
こ
を
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ロ
ウ
ア
ン
が
通
っ
て
、
あ
そ
こ
に
は
兵
士
の
じ
ゅ
う
だ
ん
の
あ
と
、
、
が
あ
る
。

そ
し
て
、
あ
そ
こ
で
年
よ
り
の
め
し
使
い
の
人
た
ち
は
、
げ
ん
す
い
の
白
い
マ
ン
ト
を
着
た
ゆ
う
れ
い
を
見

た
ん
だ(T

h
a

t w
a
s
 w

h
e
re

 H
a

m
ilto

n
 R

o
w

a
n

 h
a

d
 p

a
ss

e
d

 a
n

d
 th

e
 m

a
rk

s
 o

f th
e
 so

ld
ie

rs
’ s

lu
g
s 

w
e
re

 th
e
re

. A
n

d
 it w

a
s
 th

e
re

 th
a

t th
e
 o

ld
 s

e
rv

a
n

ts
 h

a
d

 se
e
n

 th
e
 g

h
o
s
t in

 th
e
 w

h
ite

 clo
a

k
 

o
f a

 m
a

rs
h

a
l)

」(P
 1

.1
7
2
6

-3
0
)

。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
「
元
帥
の
白
い
マ
ン
ト
を
羽
織
っ
た
亡
霊
」

で
あ
る
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
は
勿
論
、
ロ
ウ
ア
ン
を
狙
っ
た
「
銃
弾
の
跡
」
を
彼
は
ま
た
し
て
も
実
際
に
は
見

、
、
、
、
、

て
い
な
い

、
、
、
、
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
眼
鏡
を
か
け
て
い
な
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
視
界
は
、
普
段
以
上
に
制

限
さ
れ
て
い
る
。
闇
の
深
さ
に
加
え
、
裸
眼
で
あ
る
た
め
に
一
層
ぼ
ん
や
り
と
す
る
主
人
公
の
視
覚
世
界
を
、

ジ
ョ
イ
ス
は“w

h
e
re

”

や“th
e
re

”

と
い
う
単
語
を
巧
み
に
用
い
て
表
現
し
て
い
る
。
作
者
が
明
確
に
意
識
す

る
そ
の
一
方
で
、
主
人
公
が
意
図
せ
ぬ
ま
ま
暗
闇
の
中
に
見
る
の
は
、
歴
史
的
人
物
と
い
う
名
の
亡
霊
が
実

際
に
こ
の
場
所
に
い
た
と
い
う
、
幽
か
で
は
あ
る
が
確
実
な
歴
史
の
痕
跡(m

a
rk

s)

な
の
だ
。 

こ
こ
で
本
節
冒
頭
で
提
示
し
た
問
題
、
な
ぜ
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
亡
霊
を
複
数
化
す
る
の
か
、
と
い
う
問
い

に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
は
ず
だ
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
な
ら
で
は
の
暗
闇
を
恐

れ
る
気
持
ち
と
そ
の
豊
か
な
想
像
力
の
中
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
ひ
と
り
の
亡
霊
を
増
殖
さ
せ
て
し
ま
い
、

                                        

        

 

が
、
コ
ス
テ
ロ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
逃
走
劇
は
ロ
ウ
ア
ン
の
自
伝
で
も
一
切
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
さ
ら
に

ロ
ウ
ア
ン
の
伝
記
を
書
い
た
ハ
ロ
ル
ド
・
ニ
コ
ル
ソ
ン(H

a
ro

ld
 N

ico
lso

n
)

も
考
察
す
る
よ
う
に
（
彼
は

ジ
ョ
イ
ス
に
事
の
真
相
を
確
認
し
よ
う
と
試
み
た
）
、
あ
く
ま
で
も
「
伝
説
」
で
あ
る
よ
う
だ([1

9
8
9
] 2

5
0
-

5
1

)

。 
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知
ら
な
い
内
に
複
数
の
亡
霊
を
幻
視
す
る
の
だ
が
、
作
者
ジ
ョ
イ
ス
は
主
人
公
の
こ
の
空
想
に
お
い
て
、
複

数
の
歴
史
的
英
雄
が
彼
自
身
の
母
校
で
も
あ
る
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
に
は
取
り
憑
い
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

亡
霊
が
そ
の
本
性
か
ら
し
て
常
に
複
数
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。
言
い
換
え
れ

ば
、
召
使
い
に
よ
る
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
亡
霊
の
幻
視
が
、
他
な
ら
ぬ
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
よ
っ
て
パ
ー
ネ
ル

の
死
の
幻
視
と
い
う
形
で
反
復
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
上
の
人
物
は
複
数
の
亡
霊
に
お
い
て
重
層

化
さ
れ
て
い
る1

4
2

。
伝
説
や
噂
話
は
、
城
や
学
校
に
は
つ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
取
り
憑
く
と
い
う
共

通
性
に
よ
っ
て
、
ジ
ョ
イ
ス
は
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
をH

a
u

n
te

d
 H

o
u

s
e

な
ら
ぬH

a
u

n
te

d
 C

a
s
tle

 

に
仕
立

て
上
げ
て
い
る
の
だ
。 

こ
こ
で
幻
視
と
複
数
性
の
問
題
を
再
度
検
討
し
て
お
き
た
い
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
見
る
こ
と
な
く
（
記
憶

／
想
像
の
中
で
）
見
て
い
る
と
い
う
本
論
の
核
心
と
も
言
え
る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
視

覚
芸
術
論
『
盲
者
の
記
憶
』
を
援
用
し
、『
肖
像
』
を
「
盲
者
の
肖
像
／
視
覚
」
と
し
て
鮮
や
か
に
読
み
解

い
た
横
内
一
雄
の
論
考
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
実
際
に
は
見
て
い
な
い
も
の
を
見
て

し
ま
う
」
そ
の
「
代
表
的
な
対
象
と
し
て
」
横
内
は
「
他
者
の
眼
」
を
挙
げ
て
い
る
が
（
一
三
〇
）、
興
味

深
い
こ
と
に
彼
が
『
肖
像
』
か
ら
引
用
し
た
箇
所
に
は
、
ひ
と
つ
の
存
在
を
想
像
の
中
で
複
数
に
増
殖
さ
せ

て
し
ま
う
主
人
公
の
姿
も
ま
た
描
か
れ
て
い
る
。
第
三
章
で
ア
ー
ノ
ル
神
父
の
説
教
に
よ
っ
て
「
地
獄
の
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
」
を
叩
き
込
ま
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
自
室
に
籠
も
っ
て
己
の
魂
と
向
き
合
お
う
と
す
る
。
そ

し
て
彼
自
身
の
地
獄
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
見
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
（
ま
た
し
て
も“H

e
 sa

w
.”

と
あ
り
、
構

造
的
に
は
彼
は
神
父
が
語
っ
た
地
獄
絵
図
を
反
復
し
て
い
る
こ
と
に
な
る(P

 3
.1

2
6

0
-8

2
)

）
、
そ
の
直
前
に

は
、
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。 

  

怯
え
な
が
ら
彼
は
待
っ
た
。
彼
の
体
の
中
で
魂
は
憔
悴
し
き
っ
て
い
た
。
そ
し
て
無
言
の
ま
ま
祈
っ
た
。

ど
う
か
敷
居
を
跨
ぐ
と
き
死
神
、
、
が
自
分
の
額
に
触
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
、
暗
闇
に
住
ま
う
悪
鬼
た
ち

、
、
、
、
が
自

分
に
力
を
行
使
し
ま
せ
ん
よ
う
に
、
と
。
な
お
、
彼
は
暗
い
洞
窟
へ
と
続
く
入
り
口
の
前
に
い
る
者
の
如

く
、
敷
居
の
と
こ
ろ
で
待
っ
た
。
そ
こ
に
は
い
く
つ
も
の
顔
が
あ
る
。
い
く
つ
も
の
目
が
あ
る
。
そ
れ
ら

は
待
ち
受
け
て
、
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。 

H
e
 w

a
ite

d
 in

 fe
a
r, h

is
 so

u
l p

in
in

g
 w

ith
in

 h
im

, p
ra

y
in

g
 sile

n
tly

 th
a

t d
e
a
th

 m
ig

h
t n

o
t 

to
u

ch
 h

is
 b

ro
w

 a
s
 h

e
 p

a
ss

e
d
 o

v
e
r th

e
 th

re
s
h

o
ld

, th
a
t th

e
 fie

n
d

s th
a
t in

h
a
b
it d

a
rk

n
e
s
s 

                                        

        

 
1
4
2 

亡
霊
が
常
に
複
数
で
あ
る
こ
と
の
意
義
を
、
筆
者
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
『
マ
ル
ク
ス
の
亡
霊
た

ち
』
か
ら
着
想
を
得
た
。
デ
リ
ダ
は
講
演
の
冒
頭
で
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
か
ら
の
引
用
に
続
い
て
、
「
マ
ル
ク

ス
の
亡
霊
た
ち
。
何
故
こ
れ
は
複
数
な
の
か
？ 

(T
h

e
 s

p
e
cte

rs o
f M

a
rx

. W
h

y
 th

is
 p

lu
ra

l?)

」([1
9
9

4
] 

1
)

と
自
問
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
―
―
「
も
し
人
間
が
、
抽
象
的
な
一
般
性
、
本
質
や
概
念
、
あ
る

い
は
精
神
や
異
国
の
聖
性
や
他
者
性
、
こ
れ
ら
を
代
理
表
象
す
る
者
と
し
て
の
み
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

時
人
間
は
お
互
い
に
と
っ
て
、
幽
霊
の
よ
う
な
［
曖
昧
な
］
仕
方
で
、
す
な
わ
ち
亡
霊
と
し
て
の
み
互
い
に

存
在
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
人
間
性
と
は
、
幽
霊
た
ち
の
集
ま
り
、
も
し
く
は
連
続
に
す
ぎ
な
い([I]f m

e
n

 

e
x
is

t . . . o
n

ly
 a

s re
p
re

se
n

ta
tiv

e
s
 o

f a
n

 a
b
s
tra

ct g
e
n

e
ra

lity, a
n

 e
sse

n
ce

, a
 co

n
ce

p
t, o

r a
 

s
p

irit, o
f a

 fo
re

ig
n

 s
a
cra

lity
 o

r a
lte

rity, th
e
n

 th
e
y
 a

re
 p

re
se

n
t fo

r e
a
ch

 o
th

e
r o

n
ly

 in
 a

 

g
h

o
stly

 fa
s
h

io
n

, a
s
 s

p
e
cte

rs
. . . . H

u
m

a
n

ity
 is b

u
t a

 co
lle

ctio
n

 o
r se

rie
s o

f g
h

o
sts

)

」([1
9
9

4
] 

1
7

2
)

。 
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m
ig

h
t n

o
t b

e
 g

iv
e
n

 p
o
w

e
r o

v
e
r h

im
. H

e
 w

a
ite

d
 s

till a
t th

e
 th

re
s
h

o
ld

 a
s
 a

t th
e
 e

n
tra

n
ce

 

to
 so

m
e
 d

a
rk

 ca
v
e
. F

a
ce

s w
e
re

 th
e
re

; e
y
e
s: th

e
y
 w

a
ite

d
 a

n
d

 w
a
tch

e
d

. (P
 3

.1
2

0
7
-1

2
) 

 

ひ
と
り
の
「
死
神(d

e
a
th

)

」
が
複
数
の
「
悪
鬼(fie

n
d

s
)

」
に
増
殖
す
る
だ
け
で
な
く1

4
3

、「
暗
闇(d

a
rk

n
e
ss

)

」

と
「
入
り
口(e

n
tra

n
ce

 / th
re

s
h

o
ld

)

」
に
待
ち
受
け
て
、
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
複
数
の
顔
と
眼
の
モ
チ

ー
フ
（
主
人
公
は
第
一
章
で
複
数
の
亡
霊
を
見
る
前
、“T

h
e
re

 w
e
re

 p
a
le

 stra
n

g
e
 fa

ce
s th

e
re

, g
re

a
t 

e
y
e
s
 lik

e
 ca

rria
g
e
la

m
p

s”(P
 1

.4
4
4
-4

5
)

と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
顔
と
眼
を
複
数
化
し
て
い
た
）、
そ
し

て
（
本
節
末
尾
で
見
る
よ
う
に
）「
暗
闇
に
住
ま
う
悪
鬼
た
ち(th

e
 fie

n
d

s
 th

a
t in

h
a
b

it d
a

rk
n

e
s
s)

」
を

追
い
出
し
た
い
と
い
う
彼
の
す
が
る
よ
う
な
「
祈
り
」
―
―
こ
の
箇
所
に
は
確
実
に
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
で
の
亡

霊
体
験
が
影
を
落
と
し
て
い
る
。 

も
う
ひ
と
つ
の
複
数
化
は
第
五
章
に
現
れ
る
。 

  

一
匹
の
虱

、
、
、
、
が
彼
の
首
筋
を
這
い
回
っ
て
い
た
。
緩
ん
だ
襟
元
に
親
指
と
人
差
し
指
を
す
っ
と
忍
ば
せ
、
彼

は
そ
れ
を
掴
ん
だ
。
や
わ
ら
か
く
、
だ
が
一
粒
の
米
の
よ
う
に
脆
い
そ
の
体
を
親
指
と
人
指
し
指
で
ほ
ん

の
一
瞬
転
が
し
て
か
ら
、
彼
は
そ
の
虫
を
落
と
し
て
、
そ
れ
が
死
ぬ
か
生
き
る
か
に
想
い
を
巡
ら
せ
た
。

…
…
暗
闇
の
中
で
彼
の
目
に
映
っ
た

、
、
、
、
、
、
、
の
は
、
虱
た
ち

、
、
、
の
脆
く
て
き
ら
き
ら
光
る
体
が
、
空
中
を
落
ち
て
行

き
、
そ
れ
ら
が
落
ち
る
と
き
は
し
ば
し
ば
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
く
る
く
る
と
体
を
回
転
さ
せ
る
様
で
あ

っ
た
。
そ
う
だ
、
空
か
ら
落
ち
て
く
る
の
は
暗
闇
じ
ゃ
な
い
。
光
だ
。 

A
 lo

u
se

 cra
w

le
d

 o
v
e
r th

e
 n

a
p
e
 o

f h
is n

e
ck

 a
n

d
, p

u
ttin

g
 h

is
 th

u
m

b
 a

n
d

 fo
re

fin
g
e
r d

e
ftly

 

b
e
n

e
a
th

 h
is lo

o
se

 co
lla

r, h
e
 ca

u
g
h

t it. H
e
 ro

lle
d
 its b

o
d

y, te
n

d
e
r y

e
t b

rittle
 a

s
 a

 g
ra

in
 o

f 

rice
, 

b
e
tw

e
e
n

 
th

u
m

b
 
a

n
d

 
fin

g
e
r 

fo
r 

a
n

 
in

sta
n

t 
b
e
fo

re
 
h

e
 
le

t 
it 

fa
ll 

fro
m

 
h

im
 
a
n

d
 

w
o
n

d
e
re

d
 w

o
u

ld
 it liv

e
 o

r d
ie

. . . . : a
n

d
 in

 th
e
 d

a
rk

n
e
ss

 h
e
 sa

w
 th

e
 b

rittle
 b

rig
h

t b
o
d

ie
s 

o
f lice

 fa
llin

g
 fro

m
 th

e
 a

ir a
n

d
 tu

rn
in

g
 o

fte
n

 a
s
 th

e
y
 fe

ll. Y
e
s: a

n
d

 it w
a
s
 n

o
t d

a
rk

n
e
s
s 

th
a
t fe

ll fro
m

 th
e
 a

ir. It w
a

s b
rig

h
tn

e
ss

. (P
 5

.2
1
1
1

-2
4

)
1
4
4 

 

こ
こ
で
も
彼
は
「
暗
闇
の
中
で
」、「
虱
た
ち
」
が
「
落
ち
て
行
く
の
を
見
て
い
た
」
わ
け
だ
が
、
実
際
に
は

彼
は
一
匹
の
虱
を
落
と
し
た
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
も
複
数
化
を
伴
っ
た
幻
視
が
起
こ
っ
て
い
る
。

第
三
章
の
説
教
で
堕
天
使
ル
シ
フ
ァ
ー
（
サ
タ
ン
）
と
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
楽
園
追
放(F

a
ll o

f M
a

n
)

の
物
語

                                        

        

 
1
4
3 

こ
こ
で“fie

n
d
”

は
ダ
ン
テ
が
パ
ー
ネ
ル
を
罵
る
際
に
使
っ
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。 

 
1
4
4 

こ
の
引
用
部
で
ジ
ョ
イ
ス
は
や
や
過
剰
と
も
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
言
葉
の
音
遊
び
を
し
て
い
る
。（
日
本

人
に
は
発
音
の
区
別
が
難
し
い
）lice

とrice

に
お
け
る
L
と
R
の
交
換
、“b

rittle
 b

rig
h

t b
o
d
ie

s”

と

い
う
三
連
続
の
頭
韻
な
ど
は
、
ま
さ
し
く
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
的
で
あ
る
わ
け
だ
が
（
L
と
R

の
交
換
や
「
B

B

B
」
に
つ
い
て
は
、
南
谷
奉
良
〔
二
〇
一
六a

〕
を
参
照
の
こ
と
）、
虱
の
「
光
る(b

rig
h

t)

」

体
を
想
像
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
そ
の
音
か
ら
ト
マ
ス
・
ナ
ッ
シ
ュ
の
詩
句
を
正
確
に
思
い
出
す
（
「
光

が
空
か
ら
落
ち
て
く
る(B

rig
h

tn
e
ss fa

lls fro
m

 th
e a

ir)

」(P
 5

.2
1
2

5
)

）
。
こ
こ
に
は
、
意
味
内
容
（
シ

ニ
フ
ィ
エ
）
で
は
な
く
、
音
（
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
）
の
繋
が
り
（
ラ
カ
ン
的
に
言
え
ば
換
喩
的
横
滑
り
）
を
重

視
す
る
作
者
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。 
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を
聞
き1

4
5

、
大
罪
を
犯
し
た
自
分
は
地
獄
に
「
落
ち
る
」
ん
だ
と
感
じ
て
い
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン(P

 3
.5

3
6

-

4
0

)

、
そ
し
て
第
四
章
で
〈
バ
ー
ド
ガ
ー
ル
〉
の
「
目(e

y
e
s)

」
に
誘

い
ざ
な

わ
れ
て
、
芸
術
家
と
し
て
生
き
て
ゆ

く
決
意
を
「
生
き
、
誤
ち
、
堕
ち
て

、
、
、
、
打
ち
克
ち
、
生
か
ら
生
を
再
創
造
す
る
こ
と(T

o
 liv

e
, to

 e
rr, to

 fa
ll, 

to
 triu

m
p

h
, to

 re
cre

a
te

 life
 o

u
t o

f life
)

」
と
語
っ
て
い
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン(P

 4
.8

8
4

-8
6

)

―
―
そ
の
両

者
を
思
い
出
す
と
き
、
彼
は
落
ち
て
行
く
虱
に
ル
シ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
自
ら
の
姿
を
重
ね
た
に
違
い
な
い

（
同
時
に
、
罪
人
を
地
獄
に
落
と
す
神
の
振
る
舞
い
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
）
。
だ
が
、

こ
の
場
面
に
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
で
の
亡
霊
体
験
が
反
響
し
て
い
る
こ
と
に
彼
は
気
付
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

私
た
ち
が
ジ
ョ
イ
ス
を
読
む
際
、
常
に
心
に
留
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
登
場
人
物
を
め
ぐ
る

物
語
の
次
元
と
、
作
者
が
事
後
的
に
作
品
を
書
い
た
と
き
の
テ
ク
ス
ト
の
次
元
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と

の
必
要
性
だ
。
勿
論
こ
こ
で
ブ
ル
ー
ム
と
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
神
話
的
平
行
関
係
を
想
起
し
て
も
い
い
わ

け
だ
が
、
と
り
わ
け
作
者
の
分
身
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
お
い
て
、
作
者
は
常
に
主
人
公
の
目
が
眺
め
て

い
る
世
界
に
先
行
し
て
い
る
。
大
島
一
彦
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
第
一
章
で
ジ
ヨ
イ
ス
は
内
気
な
、
感
受
性

の
鋭
い
、
言
葉
、
特
に
そ
の
音
の
響
き
に
敏
感
な
一
少
年
を
描
い
て
ゐ
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
要
所
要
所
に

は
の
ち
の
発
展
に
繫
る
原
初
的
要
因
［
藝
術
家
の
原
質
］
を
実
に
巧
み
に
排
置
し
て
ゐ
る
」
の
だ
（
一
五
―

一
九
）
。
つ
ま
り
、
ジ
ョ
イ
ス
は
あ
く
ま
で
主
人
公
が
そ
の
時
点
で
見
た
が
ま
ま
の
世
界
を
提
示
す
る
。
そ

の
事
後
性
は
例
え
ば
「
視
差(p

a
ra

lla
x
)

」（
初
出
はU

 8
.1

1
0

）
と
い
う
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
鍵
語
で
言
い

表
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
れ
は
二
点
か
ら
の
線
が
結
ぶ
像
で
は
な
く
、
成
長
し
て
ゆ
く
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
、
そ
し
て
そ
れ
を
十
年
と
い
う
長
い
月
日
の
中
で
『
肖
像
』
を
書
き
続
け
て
成
熟
し
て
い
っ
た
作

者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
か
ら
伸
び
る
複
数
の
線
が
交
差
す
る
先
に
結
ば
れ
る
〈
肖
像
〉
で
あ
る1

4
6

。 

最
後
に
本
節
は
、
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
を
巡
る
物
語
に
隠
さ
れ
た
も
う
ひ
と
り
の
歴
史
的
英
雄
の
亡
霊
を
テ

ク
ス
ト
か
ら
掘
り
起
こ
し
た
い
。
そ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
ロ
ウ
ア
ン
の
友
人
で
も
あ
っ
た
ウ
ル
フ
・
ト

ー
ン(T

h
e
o
b
a

ld
 W

o
lfe

 T
o
n

e
, 1

7
6
3

-9
8

)

と
い
う
も
う
ひ
と
り
の
革
命
の
志
士
で
あ
る1

4
7

。 

 

埋
葬
さ
れ
て
い
る
／
テ
ク
ス
ト
に
埋
め
込
ま
れ
た
ウ
ル
フ
・
ト
ー
ン 

日
本
に
お
い
て
は
一
般
的
に
明
治
維
新
が
近
代
の
幕
開
け
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
近
代

史
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
に
つ
い
て
は
歴
史
家
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
十
九
世

紀
は
、
オ
コ
ン
ネ
ル
と
パ
ー
ネ
ル
の
両
巨
頭
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
六
、
七
世
紀
の
「
刑
罰
法
規(P

e
n

a
l 

                                        

        

 
1
4
5 

こ
の
箇
所
で
彼
は
「
ほ
ん
の
一
瞬
」
虱
を
指
で
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
も
前
節
で
見
た
失
楽
園

に
お
け
る
一
瞬
と
永
遠
の
論
理
が
見
ら
れ
る
。 

1
4
6 

言
う
ま
で
も
な
く
こ
こ
で
参
照
し
て
い
る
の
は
、
ケ
ナ
ー
の
「
キ
ュ
ビ
ズ
ム
」
と
い
う
卓
抜
な
比
喩
で

あ
る([1

9
7
6
])

。 
 

1
4
7 

テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
は
『
学
者
と
反
逆
者
』
に
お
い
て
、
A
・
グ
ラ
ム
シ
の
「
伝
統
的
」
知
識
人

と
「
有
機
的
」
知
識
人
の
区
分
を
参
照
し
つ
つ
、
ト
ー
ン
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
参
照
の
こ
と
（
六

〇
―
六
二
）。
ま
た
、
ト
ー
ン
の
伝
記
的
事
実
に
つ
い
て
はE

llio
tt

、「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
主
義

リ
パ
ブ
リ
カ
ニ
ズ
ム

の
父(th

e
 

fa
th

e
r o

f Iris
h

 re
p

u
b
lica

n
is

m
)

」
と
称
さ
れ
る
ト
ー
ン
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
はB

a
rtle

tt

を
参
照

の
こ
と
。 
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L
a

w
s
)

」
に
よ
っ
て
剥
奪
さ
れ
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
市
民
権
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
主
要
な

動
き
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
一
時
は
一
七
九
一
年
に
刑
罰
法
規
が
部
分
的
に
緩
和
さ
れ
、

段
階
的
撤
廃
に
進
も
う
と
し
た
最
中
に
、「
連
合
法
」（
一
八
〇
〇
年
制
定
、
一
八
〇
一
年
よ
り
実
施
）
に
よ

っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
連
合
王
国
に
併
合
さ
れ
、
議
会
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
い
う
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
に
と
っ
て
は
屈
辱
の
歴
史
だ
。
そ
し
て
英
国
支
配
が
強
化
さ
れ
た
要
因
こ
そ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
触
発

さ
れ
て
一
七
九
八
年
に
起
こ
っ
た
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
の
蜂
起
」
で
あ
っ
た
。 

ジ
ョ
イ
ス
は
一
九
〇
七
年
の
ト
リ
エ
ス
テ
で
の
講
義
で
、
「
現
在
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
家
か
ら
、
外
国
の

家
系
に
あ
る
人
物
を
す
べ
て
取
り
除
く
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
血
統

に
な
い
と
い
う
理
由
で
愛
国
者
の
名
を
与
え
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
近
代
の
政
治
運
動
の
英
雄
た
ち
は
ほ

ぼ
全
員
が
そ
の
名
に
値
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す(to

 e
x
clu

d
e
 fro

m
 th

e
 p

re
se

n
t n

a
tio

n
 a

ll 

w
h

o
 a

re
 d

e
sce

n
d

e
d

 fro
m

 fo
re

ig
n

 fa
m

ilie
s
 w

o
u

ld
 b

e
 im

p
o
ss

ib
le

, a
n

d
 to

 d
e
n

y
 th

e
 n

a
m

e
 o

f 

p
a

trio
t to

 a
ll th

o
s
e
 w

h
o
 a

re
 n

o
t o

f Iris
h

 s
to

ck
 w

o
u

ld
 b

e
 to

 d
e
n

y
 it to

 a
lm

o
st a

ll th
e
 h

e
ro

e
s 

o
f th

e
 m

o
d
e
rn

 m
o
v
e
m

e
n

t)

」
と
述
べ(C

W
 1

6
2

)
、
ト
ー
ン
を
含
む
一
七
九
八
年
蜂
起
の
指
導
者
た
ち

の
名
か
ら
始
め
、
最
後
は
パ
ー
ネ
ル
で
締
め
括
っ
て
い
る
。
ジ
ョ
イ
ス
が
い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ

ム
批
評
が
焦
点
化
し
た
「
異
種
混
淆
性(h

y
b
rid

ity
)

」
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で

は
彼
が
「
近
代
（
政
治
）
運
動
の
英
雄
た
ち
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。（
本
章
前
節
で
も
見

た
よ
う
に
）
こ
の
近
代
史
に
お
け
る
作
者
の
意
識
は
、『
肖
像
』
第
五
章
で
大
学
生
と
な
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
友
人
ダ
ヴ
ィ
ン
に
向
か
っ
て
放
つ
以
下
の
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
―
―
「［
ウ

ル
フ
・
］
ト
ー
ン
の
時
代
か
ら
パ
ー
ネ
ル
の
時
代
に
至
る
ま
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
…
…
誉
れ
高
く
真
摯
な
者
た
ち
は
、
君
た
ち

に
、
命
を
、
青
春
を
、
愛
情
を
捧
げ
て
き
た
。
そ
れ
な
の
に
、
君
た
ち
は
彼
ら
を
敵
に
売
り
渡
し
、
難
儀
に

際
し
て
も
裏
切
り
、
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
て
は
見
捨
て
、
他
の
人
物
に
乗
り
換
え
て
き
た
の
だ(N

o
 

h
o
n

o
u

ra
b

le
 a

n
d

 s
in

ce
re

 m
a

n
 . . . h

a
s g

iv
e
n

 u
p

 to
 y

o
u

 h
is life

 a
n

d
 h

is y
o
u

th
 a

n
d

 h
is 

a
ffe

ctio
n

s
 fro

m
 th

e
 d

a
y
s
 o

f T
o
n

e
 to

 th
o
se

 o
f P

a
rn

e
ll b

u
t y

o
u

 so
ld

 h
im

 to
 th

e
 e

n
e
m

y
 o

r 

fa
ile

d
 h

im
 in

 n
e
e
d

 o
r re

v
ile

d
 h

im
 a

n
d

 le
ft h

im
 fo

r a
n

o
th

e
r)

」(P
 5

.1
0

3
6
-3

9
)

。
前
節
で
も
検
討

し
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
作
者
に
と
っ
て
は
近
代
の
始
ま
り
に
位
置
す
る
「
［
ウ
ル
フ
・
］
ト
ー
ン
の
時

代
か
ら
」、
彼
が
九
歳
半
で
そ
の
死
を
経
験
し
た
「
パ
ー
ネ
ル
の
時
代
に
至
る
ま
で
」
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
裏

切
り
の
連
続
の
歴
史
で
あ
っ
た
こ
と
を
憤
り
な
が
ら
指
摘
し
て
い
る
わ
け
だ
。 

た
だ
し
ト
ー
ン
の
名
前
は
『
肖
像
』
第
五
章
で
初
め
て
言
及
さ
れ
る
も
の
の
、
実
は
大
変
用
意
周
到
な
形

で
そ
の
存
在
が
第
一
章
に
お
い
て
既
に
暗
示
さ
れ
て
い
た1

4
8

。
し
か
も
興
味
深
い
こ
と
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

が
「
人
殺
し
の
亡
霊
」
を
複
数
幻
視
し
た
直
後
に
、
ト
ー
ン
は
亡
霊
の
よ
う
に
テ
ク
ス
ト
の
表
層
か
ら
隠
れ

た
ま
ま
主
人
公
を
待
ち
受
け
て
い
る
。
亡
霊
た
ち
に
恐
れ
を
な
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
祈
り
の
言
葉
を
再

び
唱
え
る
。
だ
が
そ
の
言
葉
が
言
い
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
彼
の
空
想
は
別
の
幸
福
な
空
想
に
移
る
。
親
元

を
離
れ
て
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
幼
い
彼
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
の
帰
省
の
た
め
馬
車
に
乗
っ
て

                                        

        

 
1
4
8 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
も
参
照
し
た
ア
ン
・
フ
ォ
ガ
テ
ィ(A

n
n

e
 F

o
g
a
rty

)

が
、
蜂
起
の
百
周

年
に
当
た
る
一
八
九
八
年
（
ジ
ョ
イ
ス
／
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
十
六
歳
）
の
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
み
な
ら

ず
、
今
日
の
リ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ニ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ン
像
を
踏
ま
え
た
上
で
論
じ
て
い
る([1

9
9
9

] 1
9
-3

2
)

。 
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学
校
か
ら
駅
ま
で
向
か
う
様
子
を
想
像
す
る
の
で
あ
る1

4
9

。 

  

［
生
徒
を
乗
せ
た
馬
車
は
］
陽
気
に
田
舎
道
を
駆
け
抜
け
る
。
馭
者
た
ち
は
ボ
ウ
デ
ン
ズ
タ
ウ
ン

、
、
、
、
、
、
、
、
の
方
を

鞭
で
指
し
示
し
た
。
皆
が
声
を
上
げ
た
。
…
…
万
歳
！ 

万
歳
！ 

万
歳
！ 

ク
レ
イ
ン

、
、
、
、
を
馬
車
は
駆
け

抜
け
て
ゆ
く
。
大
声
で
呼
び
か
け
た
り
、
呼
び
か
け
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
。
小
作
人
の
女
た
ち
は
戸
口
に

立
ち
、
男
た
ち
は
そ
こ
か
し
こ
に
立
っ
て
い
た
。 

T
h

e
y
 d

ro
v
e
 m

e
rrily

 a
lo

n
g
 th

e
 co

u
n

try
 ro

a
d

s
. T

h
e
 d

riv
e
rs

 p
o
in

te
d

 w
ith

 th
e
ir w

h
ip

s to
 

B
o
d

e
n

sto
w

n
. T

h
e
 fe

llo
w

s
 ch

e
e
re

d
. . . . C

h
e
e
r a

fte
r ch

e
e
r a

fte
r ch

e
e
r. T

h
ro

u
g
h

 C
la

n
e
 

th
e
y
 d

ro
v
e
, ch

e
e
rin

g
 a

n
d

 ch
e
e
re

d
. T

h
e
 p

e
a
sa

n
t w

o
m

e
n

 sto
o
d

 a
t th

e
 h

a
lfd

o
o
rs

, th
e
 m

e
n

 

s
to

o
d

 h
e
re

 a
n

d
 th

e
re

. (P
 1

.4
5
6

-6
2

) 

 

こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
二
つ
の
地
名
が
歴
史
的
な
地
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
意
味
深
長
だ
。
ボ
ウ
デ
ン
ズ

タ
ウ
ン
は
ト
ー
ン
の
亡
骸
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
校
の
近
く
に
あ
る
キ
ル
デ

ア
州
ク
レ
イ
ン
は
、
一
七
九
八
年
五
月
二
三
か
ら
二
四
日
に
レ
ン
ス
タ
ー
地
方
で
同
時
多
発
的
な
反
乱
が

勃
発
し
た
場
所
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ク
レ
イ
ン
近
郊
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
あ
る
コ
テ

ー
ジ
を
ト
ー
ン
は
一
七
九
五
年
に
強
制
的
に
国
外
追
放
さ
れ
る
ま
で
主
た
る
居
住
地
と
し
て
お
り
、
ト
ー

ン
自
身
は
、
上
記
レ
ン
ス
タ
ー
で
の
反
乱
の
知
ら
せ
を
受
け
た
と
き
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る

―
―

「
モ
ナ
ス
タ
ー
イ
ー
ヴ
ン
、
ナ
ー
ス
、
ク
レ
イ
ン

、
、
、
、
、
プ
ロ
ス
ペ
ラ
ス
（
こ
の
う
ち
最
後
の
三
カ
所
は
か、

つ
て
私
が
住
ん
で
い
た
場
所
の
近
く
だ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
）
で
、
小
戦
が
起
こ
っ
た(A

t M
o
n

a
s
te

re
v
e
n

, N
a
a

s, C
la

n
e
, 

a
n

d
 P

ro
s
p
e
ro

u
s
, th

e
 th

re
e
 la

s
t im

m
e
d

ia
te

ly
 in

 m
y
 a

n
cie

n
t n

e
ig

h
b
o
u

rh
o
o
d

, th
e
re

 h
a

v
e
 

b
e
e
n

 s
k

irm
is

h
e
s
 . . .)

」(T
o
n

e
 2

7
8
-7

9
)

。
つ
ま
り
上
の
『
肖
像
』
か
ら
の
引
用
に
あ
る
ふ
た
つ
の
地
名

に
は
埋
葬
さ
れ
た
指
導
者
の
ト
ー
ン
が
、
亡
霊
の
如
き
痕
跡
と
し
て
巧
み
に
テ
ク
ス
ト
の
中
に
隠
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る1

5
0

。 

 

こ
こ
で
「
馭
者
た
ち
」
の
行
動
に
着
目
し
た
い
。
こ
こ
に
は
先
に
本
論
が
ロ
ウ
ア
ン
を
巡
る
逸
話
に
お
い

て
指
摘
し
た
「
使
用
人
頭
」
と
共
通
す
る
身
振
り
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
馭
者
は
子
ど
も
た
ち
に
向

か
っ
て
、「
あ
の
地
に
ト
ー
ン
が
眠
る
の
だ
」
な
ど
と
述
べ
て
、
悲
運
の
歴
史
的
英
雄
に
喝
采
を
送
る
よ
う

                                        

        

 
1
4
9 

本
研
究
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
恐
怖
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
こ
と
を
想
像
す
る
と

い
う
点
に
お
い
て
、
こ
こ
に
は
「
姉
妹
た
ち
」
の
少
年
と
の
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
。 

 
1
5
0 

ロ
ウ
ア
ン
と
ト
ー
ン
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ガ
テ
ィ
の
以
下
の
指
摘
を
参
照
―
―
「
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
の
幼
い
ま
だ
不
充
分
な
世
界
理
解
と
い
う
ピ
ン
ト
の
合
っ
て
い
な
い
レ
ン
ズ
を
用
い
る
こ
と
で
、
テ

ク
ス
ト
は
明
言
こ
そ
し
な
い
も
の
の
、
以
下
の
事
実
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
所
［
ボ
ウ
デ

ン
ズ
タ
ウ
ン
］
は
ウ
ル
フ
・
ト
ー
ン
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
政
治
的
な
メ
ッ
カ
と
も
言
え
る
有

名
な
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
か
く
し
て
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
一
七
九
八
年
の
歴
史
の
痕
跡
が
い
く

つ
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
想
像
力
に
一
種
の
地
誌
が
形
成
さ
れ
る
の
だ(U

s
in

g
 th

e
 

d
is

lo
ca

tin
g
 le

n
s
 o

f S
te

p
h

e
n

’s
 ju

v
e
n

ile
 a

n
d

 u
n

co
m

p
re

h
e
n

d
in

g
 v

ie
w

 o
f th

e
 w

o
rld

, th
e
 te

x
t 

s
k

irts b
u

t n
e
v
e
r d

iv
u

lg
e
s th

e
 fa

ct th
a
t th

is
 [B

o
d
e
n

s
to

w
n

] is th
e
 b

u
ria

l p
la

ce
 o

f W
o
lfe

 T
o
n

e
 

a
n

d
 a

 p
o
p

u
la

r p
la

ce
 o

f p
o
litica

l p
ilg

rim
a
g
e
. D

is
co

n
n

e
cte

d
 tra

ce
s o

f th
e
 h

isto
ry

 o
f 1

7
9
8
 

th
u

s fo
rm

 p
a
rt o

f th
e
 to

p
o
g
ra

p
h

y
 o

f S
te

p
h

e
n

’s
 im

a
g
in

a
tio

n
)

」([1
9
9
9

] 2
8
)

。 
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に
呼
び
か
け
た
の
だ
ろ
う
（
「
鞭
」
と
い
う
暴
力
的
な
道
具
は
、
や
が
て
ド
ー
ラ
ン
神
父
が
振
り
下
ろ
す
懲

罰
棒(p

a
n

d
y
b

a
t)

の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
）。
そ
し
て
、
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち

は
喝
采
を
送
り
、
さ
ら
に
喝
采
を
送
ら
れ
る(“ch

e
e
rin

g
 a

n
d
 ch

e
e
re

d
”)

。
言
う
ま
で
も
な
く
本
論
は
こ

こ
で
ル
イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
を
下
敷
き
に
し
て
い
る1

5
1

。「
お
い
、
お
ま
え
、
そ
こ

の
お
ま
え
だ
！
」
と
い
う
警
官
の
「
呼
び
か
け(in

te
rp

e
lla

tio
n

)

［
仏
語
で
は
こ
の
語
は
い
わ
ゆ
る
「
職
務

質
問
」
の
含
意
が
あ
る
］
」
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
外
部
な
き
全
体
性
が
現
出
す
る
よ
う
に
（
三
六
六
）、
使
用

人
頭
と
馭
者
の
指
差
し
は
子
ど
も
た
ち
を
主
体
化
＝
従
属
化(s

u
b
je

ctio
n

)

さ
せ
る
。
つ
ま
り
私
た
ち
が
こ

こ
で
目
撃
す
る
の
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
へ
と
、
歴
史
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
と
り
わ
け
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
へ
の
参
加
要
請
が
呼
び
か
け
ら
れ
る
瞬
間
で
あ
る
。
故
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
暴
力
を
是
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
抗
す
べ
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
友
人
に
対
し
て
放
つ
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
言
葉
の
中
に
、
ト
ー
ン
の

名
を
忍
ば
せ
た
の
だ
ろ
う
。
ダ
ヴ
ィ
ン
の
言
葉
「
俺
た
ち
の
仲
間
／
一
員
に
な
れ(T

ry
 to

 b
e
 o

n
e
 o

f u
s
)

」

(P
 5

.1
0
2
9

)

も
ま
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
「
呼
び
か
け
」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
「
鞭
」
が
持
つ
暴
力
性

（
文
字
通
り
こ
れ
に
よ
っ
て
馭
者
は
馬
を
駆
り
立
て
る
）
は
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
亡
霊
が
「
人
殺
し
の
亡

霊
」
と
子
ど
も
た
ち
の
間
で
噂
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
殺

人
が
英
雄
的
行
為
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
戦
争
と
い
う
非
常
事
態
に
お
い
て
の
み
で
あ
り
、
暴
力
を

嫌
悪
し
た
ジ
ョ
イ
ス
は
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
や
ト
ー
ン
の
不
遇
に
同
情
を
寄
せ
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
が
暴

力
的
手
段
を
是
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
強
い
疑
義
を
呈
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
『
肖
像
』
第
一
章
に
お
い
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
始
め
と
し
て
子
ど
も
た
ち
は
、
馭
者
の
身
振
り

が
何
を
意
味
す
る
か
を
十
全
に
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
ヒ
ロ
シ
マ
や
オ

キ
ナ
ワ
に
初
め
て
出
会
う
と
き
は
、
ま
ず
地
名
と
し
て
、
無
徴
の
記
号
と
し
て
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
多
く
の

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
ボ
ウ
デ
ン
ズ
タ
ウ
ン
や
ク
レ
イ
ン
は
何
の
含
意
も
持
た
な
い

わ
け
で
あ
る
が
、
後
に
成
長
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
、
す
な
わ
ち
自
国
の
植
民
地
と
し
て
の
不
遇
の
歴
史
に
目

覚
め
た
者
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
地
名
の
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
背
後
に
し
ば
し
ば
ト
ー
ン
の
影(th

e
 s

h
a

d
e
 o

f 

T
o
n

e
)

を
見
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
を
〈
憑
在
的
効
果(h

a
u

n
tin

g
 e

ffe
ct)

〉
と
呼
び
た
い
。
本
節
が

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
指
摘
し
た
反
復
や
伏
線
と
い
う
問
題
は
、
こ
こ
に
繋
が
っ
て
い
る
。 

 

ひ
と
り
の
亡
霊
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
想
像
の
中
で
、
複
数
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
、
ア
イ
ル
ラ

                                        

        

 
1
5
1 

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
歴
史
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
的
「
呼
び
か
け
」）
に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ

ェ
ア
ホ
ー
ル(J

a
m

e
s F

a
irh

a
ll)

の
著
作
の
第
四
章“G

ro
w

in
g
 in

to
 h

isto
ry

 ”(1
1
2
-6

0
)

に
多
く
を
負
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ョ
イ
ス
研
究
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
の
嚆
矢
と
な
っ
た
エ
ン
ダ
・
ダ
フ
ィ

ー(E
n

d
a

 D
u

ffy
)

は
、
主
著
『
サ
バ
ル
タ
ン
的
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

―
―
「
同
時
に
、
こ
の
恐
る
べ
き
、
一
見
外
部
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
［
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
］
呼
び
か
け
は
、

確
か
に
植
民
地
政
府
に
よ
る
土
着
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
た
ち
の
支
配
計
画
が
完
遂
し
た
こ
と
を
示
す
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
こ
の
呼
び
か
け
は
、
支
配
さ
れ
る
人
々
に
と
っ
て

自
由
へ
と
開
か
れ
る
契
機
に
も
な
る
の
だ(A

t th
e
 sa

m
e
 tim

e
, th

is te
rrific a

n
d

 a
p

p
a

re
n

tly
 to

ta
l 

in
te

rp
e
lla

tio
n

, w
h

ile
 a

p
p
e
a

rin
g
 to

 m
a
rk

 th
e
 co

lo
n

ia
l g

o
v
e
rn

m
e
n

t’s
 fin

a
l s

u
cce

s
s
 o

f its 

p
ro

je
ct to

 d
o
m

in
a
te

 th
e
 n

a
tiv

e
, tu

rn
s o

u
t, p

a
ra

d
o
x
ica

lly, to
 b

e
 th

e
 la

tte
r
’s v

e
rs

io
n

 o
f a

n
 

o
p

e
n

in
g
 fo

r fre
e
d
o
m

)

」(7
1
)

。 



129 

 

ン
ド
の
歴
史
が
カ
ト
リ
ッ
ク
系
住
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
暗
に
示
す
。
世
紀
転
換
期
の
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
多
く
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
カ
ト
リ
ッ
ク
系
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
だ
け
が
自
国
の
歴
史

を
継
承
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
わ
け
だ
が
、
ジ
ョ
イ
ス
は
そ
の
欺
瞞
、
言
う
な
れ
ば
民
族
の
単
一

性
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
見
抜
い
て
い
た
。
ト
ー
ン
や
ロ
ウ
ア
ン
、
そ
し
て
パ
ー
ネ
ル
の
よ
う
な
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
政
治
指
導
者
も
、
あ
る
い
は
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
よ
う
な
「
ワ
イ
ル
ド
・
ギ
ー
ス
」
も
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
に
深
く
関
わ
り
、
故
国
を
想
っ
て
い
た
―
―
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る

国
民
国
家
が
持
つ
「
異
種
混
淆
性
」
に
対
す
る
ジ
ョ
イ
ス
の
洞
察
は
こ
れ
ま
で
様
々
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
が

1
5
2

、
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
に
取
り
憑
く
複
数
の
亡
霊
（
的
）
表
象
か
ら
も
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
複
数
の
亡
霊
を
幻
視
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
問
う
て
い
た
―
―
「
そ
ん
な
気
味
の
悪

い
顔
を
し
て
、
彼
ら
は
一
体
何
を
言
い
た
い
ん
だ
ろ
う
？ 

(W
h

a
t d

id
 th

e
y
 w

is
h

 to
 sa

y
 th

a
t th

e
ir 

fa
ce

s w
e
re

 s
o
 stra

n
g
e
?)

」15
3 

こ
れ
は
〈
亡
霊
の
問
い
〉
で
あ
る
。『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
先
王
の
よ
う
に
、

亡
霊
は
実
際
に
語
る
こ
と
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
に
お
け
る
亡
霊
は
そ
の
多
く
の
場
合
（
「
姉

妹
た
ち
」
の
「
灰
色
の
顔
」
、
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
、
あ
る
い
は
「
テ
レ
マ
キ
ア
」
に
お
け
る
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
の
母
の
亡
霊
を
こ
こ
で
は
想
起
す
れ
ば
よ
い
）
、
黙
っ
た
ま
ま
生
き
て
い
る
者
た
ち
に
語
り
か
け
る
。

な
ぜ
私
た
ち
は
不
遇
の
死
を
遂
げ
、
安
ら
か
な
死
が
得
ら
れ
な
い
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
よ
―
―
。
語

る
こ
と
の
で
き
な
い
亡
霊
た
ち
の
声
な
き
声
に
、
生
者
は
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は

勝
者
や
敗
者
の
別
を
問
わ
ず
、
歴
史
に
対
す
る
私
た
ち
の
倫
理
的
な
〈
応
答
〉
の
仕
方
で
も
あ
る
は
ず
だ
。 

亡
霊
（
た
ち
）
に
対
す
る
恐
怖
か
ら
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
少
年
は
、
そ
の
あ
と
文
字
通
り
神
頼
み
を
し
て
し
ま

う
―
―
「
心
か
ら
お
ね
が
い
し
ま
す
、
お
お
、
神
さ
ま
、
こ
の
住
み
か
に
来
て
、
そ
こ
か
ら
追
い
は
ら
っ
て

く
だ
さ
い(V

isit, 
w

e 
b
ese

ech
 
T

h
ee

, 
O

 
L

ord
, 

th
is 

h
a
b

ita
tio

n
 
a

n
d

 
d
riv

e
 
a

w
a

y
 
from

 
it 

a
ll . . . .”)(P

 1
.4

4
9

-5
0
)

。
ジ
ョ
イ
ス
に
お
い
て
は
、
ど
ん
な
に
些
細
な
点、
も
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
四
つ
の
ド
ッ
ト
の
後
の
文
言
が
何
で
あ
る
か
、
私
た
ち
読
者
は
ベ
ッ
ド
に
入
る
前
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

が
反
復
す
る
祈
り
の
文
句
の
中
で
既
に
目
撃
し
て
い
る
―
―th

e sn
a
res of th

e
 e

n
e
m

y
 (P

 1
.3

9
9

)
1
5
4

。

「
敵
の
数
々
の
罠
」
あ
る
い
は
「
誘
惑
」
と
は
、
こ
の
よ
う
に
亡
霊
を
悪
魔
祓
い
し
て
し
ま
う
こ
と
、
「
こ

の
住
み
か
」
か
ら
「
追
い
は
ら
っ
て
」
し
ま
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
死
者
を
死
者
の
ま
ま
沈
黙
さ
せ
て
し
ま
う

                                        

        

 
1
5
2 

例
え
ば
、N

o
la

n
 1

8
1
, H

o
w

e
s
 3

1
9

-4
1

を
参
照
。 

1
5
3 

ジ
ョ
イ
ス
作
品
全
体
に
お
け
る“s

tra
n

g
e
 / s

tra
n

g
e
r”

の
多
義
性
、
及
び
な
ぜ
作
家
は
こ
の
言
葉
に

魅
了
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
吉
川 

〔
二
〇
一
六b

〕
三
七
九
―
八
三
を
参
照
の
こ
と
。 

1
5
4 

こ
の
言
葉
は
第
四
章
の
先
に
引
用
し
た
箇
所
で
、「
他
人
か
ら
離
れ
て
己
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
、
も
し

く
は
こ
の
世
の
罠

、
、
、
、
、
／
誘
惑
、
、
の
間
を
彷
徨
い
な
が
ら
他
人
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
、
こ
れ
が
僕
の
運
命
な
ん
だ
。

…
…
世
界
の
罠

、
、
、
、
／
誘
惑
、
、
は
罪
の
道
だ
。
僕
は
堕
ち
て
行
く
だ
ろ
う(H

e
 w

a
s d

e
stin

e
d

 to
 le

a
rn

 h
is o

w
n

 

w
is

d
o
m

 a
p
a
rt fro

m
 o

th
e
rs

 o
r to

 le
a
rn

 th
e
 w

is
d
o
m

 o
f o

th
e
rs

 h
im

se
lf w

a
n

d
e
rin

g
 a

m
o
n

g
 th

e
 

s
n

a
re

s
 o

f th
e
 w

o
rld

. . . . T
h

e
 s

n
a

re
s
 o

f th
e
 w

o
rld

 w
e
re

 its
 w

a
y
s
 o

f sin
. H

e
 w

o
u

ld
 fa

ll”)

」(P
 

4
.5

3
2

-3
6

)

と
し
て
反
復
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
己
の
知
恵
」
と
い
う
点
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

の
未
熟
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
。『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
い
て
彼
が
ブ
ル
ー
ム
か
ら
学
ぶ
の
は
、
も
う
ひ
と
つ

の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
（
民
族
離
散
）
と
い
う
歴
史
的
不
遇
を
経
験
し
た
ユ
ダ
ヤ
的
「
他
人
の
知
恵
」
で
あ
る
。 
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こ
と
だ1

5
5

。
自
国
の
裏
切
り
の
歴
史
を
自
覚
し
た
よ
う
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
い
ず
れ
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
に
取

り
憑
い
た
亡
霊
た
ち
が
、
彼
に
訴
え
か
け
る
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
母
校
で
語
り
継
が
れ
る

逸
話
や
地
名
や
大
人
の
身
振
り
、
延
い
て
は
私
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
日
常
の
背
後
に
は
、
歴
史
に
目
覚
め
た
者
、

す
な
わ
ち
歴
史
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
に
気
が
つ
い
た
者
だ
け
が
重
層
的
に
捉
え
う
る
次
元
が
存
在
す
る
。

ひ
と
り
の
人
物
、
ひ
と
つ
の
言
葉
の
背
景
に
は
、
亡
霊
が
常
に
既
に
「
複
数
」
取
り
憑
い
て
い
る
の
だ
。 

  

小
括 

 
 

本
研
究
第
二
章
で
は
、
自
伝
的
教
養
小
説
で
あ
る
『
肖
像
』
に
お
い
て
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
支
配
と
、
パ
ー

ネ
ル
や
ト
ー
ン
を
中
心
と
し
た
独
立
以
前
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
が
、
主
人
公
の
意
識
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
る
か
を
概
観
し
た
。
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
両
者
と
も
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
自
由
を

阻
害
し
、
彼
の
飛
翔
を
妨
げ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
亡
霊
の
よ
う
に
取
り
憑
い
て
い
た
。
よ
っ
て
本
研
究
は

こ
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
厳
命
を
〈
憑
在
的
言
説(h

a
u

n
tin

g
 d

isco
u

rs
e
)

〉
と
呼
ん
だ
。 

私
た
ち
は
改
め
て
次
の
自
明
の
事
実
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
肖
像
』
を
書
い
て
い
る
と

き
の
ジ
ョ
イ
ス
は
未
だ
何
者
で
も
な
い
若
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ジ
ョ
イ
ス
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と

い
う
分
身(a

lte
r e

g
o
)

を
用
い
て
目
指
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
自
己
自
身
を
芸
術
家
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

大
島
一
彦
は
言
う
―
―
「
作
家
は
作
品
を
創
る
こ
と
で
己
れ
の
宿
命
を
も
創
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
作

家
自
ら
の
内
的
宿
命
の
発
見
で
も
あ
る
」（
二
八
）。
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
記
憶
は
、
ジ
ョ
イ

ス
自
身
が
自
ら
を
芸
術
家
と
す
る
未
来
の
あ
る
地
点
か
ら
逆
向
き
に

、
、
、
、
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
い

換
え
れ
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
／
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
、『
肖
像
』
を
書
く
こ
と
／
語
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、

ま
さ
に
自
己
を
芸
術
家
と
し
て
形
成
し
て
ゆ
く(se

lf-fo
rm

in
g
 / B

ild
u

n
g
)

行
為
遂
行
的
な
営
み
な
の
で

あ
る
。 

こ
こ
で
私
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン(J

a
cq

u
e
s
 L

a
ca

n
)

の
有
名
な
テ
ー
ゼ
、「〈
わ
た
し
〉
は
過
去
を
前
未

来
形
で
語
る
」
を
思
い
出
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

  

〈
わ
た
し
〉
は
言
語
に
お
い
て
自
ら
の
正
体
を
知
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
一
個
の
対
象
物
も
言
語
を
通
し

て
の
み
認
識
が
可
能
な
よ
う
に
、
自
ら
を
言
語
に
埋
没
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
の
だ
。〈
わ

た
し
〉
の
歴
史
／
物
語
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
の
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
も
の
の
定
過
去
形
に
お
い
て
で

は
な
い
し
（
そ
ん
な
も
の
は
も
は
や
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
）
、
現
在
ま
で
〈
わ
た
し
〉
に
存
在
し

続
け
て
き
た
現
在
完
了
形
で
す
ら
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
実
現
さ
れ
る
の
は
〈
わ
た
し
〉
が
今
ま
さ

に
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
が
、
未
来
の
あ
る
時
点
で
な
る
こ
と
に
な
る
前
未
来
形
（
未
来
完
了
形
）
に
お
い

                                        

        

 
1
5
5 

前
章
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
亡
霊
を
追
い
払
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
デ
リ
ダ
は
「
悪
魔
祓

い
」
と
呼
ん
だ
。
し
か
し
、
ジ
ョ
イ
ス
が
気
付
い
て
い
た
の
は
、
悪
魔
祓
い
し
た
も
の
／
抑
圧
し
た
も
の
は

必
ず
回
帰
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
私
た
ち
が
死
者
や
歴
史
に
対
峙
す
る
と
き
に
必
要
な
の
は
こ
れ
を

迎
え
入
れ
、
つ
ま
り
「
歓
待
」
し
、
そ
れ
と
「
応
答
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
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て
な
の
だ
。 

I id
e
n

tify
 m

y
se
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g
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g
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 b
y
 lo

sin
g
 m

y
se

lf in
 it lik

e
 a

n
 o

b
je

ct. W
h

a
t is 

re
a
lise

d
 in

 m
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se

n
t p
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e
e
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h
a

t I a
m

, b
u

t th
e
 fu

tu
re

 a
n

te
rio

r o
f 

w
h

a
t I s

h
a
ll h

a
v
e
 b

e
e
n

 fo
r w

h
a
t I a

m
 in

 th
e
 p

ro
ce

s
s o

f b
e
co

m
in

g
. (8

6
) 

 

本
章
で
見
た
よ
う
に
、
ダ
ン
テ
と
母
の
「
あ
や
ま
れ
／
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ
」
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
的
な
声

は
、ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
芸
術
家
に
な
る
た
め
の〈
起
源
〉と
し
て
ジ
ョ
イ
ス
に
よ
っ
て
「
創
造
／
捏
造(fo

rg
e
)

」

さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
厳
命
は
、『
肖
像
』
第
三
章
に
お
い
て
、
神
父
の
地
獄
の
説
教
と
な

っ
て
主
人
公
の
人
生
に
回
帰
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
そ
の
よ
う
な
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
か
ら
も
、
自
己
の
芸

術
信
条
「
我
仕
え
ず
」
を
我
有
化
し
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
作
家
は
自
ら
の
分
身
の
人
生
最
初
の
記
憶

を
描
く
際
に
、
彼
が
未
来
の
あ
る
地
点
で
辿
る
で
あ
ろ
う
試
練
を
、
予
言
的
に
書
き
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
は

幼
い
頃
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
対
し
て
、
成
長
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
書
く
こ
と
を
通
し

て
成
熟
し
て
い
っ
た
作
家
が
、
事
後
的
に
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。 

 

歴
史
と
い
う
主
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
『
肖
像
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
ど
の
よ
う
に
歴
史
意
識

を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
か
は
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
悪
夢
と

し
て
の
歴
史
か
ら
遡
及
的
に
読
み
直
す
こ
と
で
、
彼
の
近
代
史
の
目
覚
め
が
当
時
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

大
い
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
ト
ー
ン
や
パ
ー
ネ
ル
と
い
う
歴
史
的
英
雄
の

亡
霊
が
彼
に
暗
に
要
請
し
て
い
る
の
は
、
暴
力
を
是
と
す
る
好
戦
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
参
加
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
ダ
ヴ
ィ
ン
の
誘
い
を
断
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
彼

ら
に
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
宗
教
と
同
じ
く
、
政
治
も
ま
た
彼
が
芸
術
家
に
な
る
こ
と

を
阻
む
も
う
ひ
と
つ
の
「
網
」
で
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
肖
像
』
の
「
序
」
に
書
き
込
ま
れ
た
二

項
対
立
は
、
言
語
が
私
た
ち
に
要
請
す
る
世
界
の
切
り
分
け
方
で
あ
る
と
と
も
に
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
／
栗
色
か
、

パ
ー
ネ
ル
／
緑
色
か
、
と
い
う
ど
ち
ら
が
一
方
を
支
持
す
る
か
否
か
と
い
う
単
純
な
政
治
的
切
り
分
け
の

問
題
で
も
あ
っ
た
。
ジ
ョ
イ
ス
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ど
ち
ら
に
も
与
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
し
、
若
き
日
の

、
、
、
、
彼
に
唯
一
な
し
得
る
の
は
そ
こ
か
ら
ひ
と
ま
ず
逃
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

し
「
ハ
ハ
キ
ト
ク
、
ス
グ
カ
エ
レ
」
と
い
う
父
か
ら
の
電
報
は
、
彼
に
今
一
度
母
国
の
宿
痾
と
対
峙
す
る
こ

と
を
要
請
し
た
。
一
九
〇
三
年
夏
の
母
の
死
は
、
ジ
ョ
イ
ス
が
ジ
ョ
イ
ス
に
な
る
た
め
に
避
け
て
通
る
こ
と

の
で
き
な
い
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
余
り
に
ナ
イ
ー
ヴ
な
空
想
か
も
し
れ
な
い
が
、

母
の
死
が
な
け
れ
ば
、
彼
は
ダ
ブ
リ
ン
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
ノ
ー
ラ
と
出
会
い
、
再
び
大
陸
へ
と

亡
命
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
彼
は
そ
の
出
来
事
の
重
さ
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
対
峙
す
る
若
き
日
の
姿
を
書
き
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
肖
像
』
と

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
空
白
地
点
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
も
ま
た
母
の
死
を
経
験
す
る
。
次
章
で
は
、
イ
カ
ロ
ス

と
し
て
失
墜
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
苦
悩
の
一
日
を
検
討
す
る
。
そ
れ
は
確
か
に
何
気
な
い
ダ
ブ
リ
ン
の

夏
の
一
日
で
あ
る
が
、
事
後
的
に
見
る
な
ら
ば
、
彼
は
こ
こ
で
様
々
な
も
の
に
出
会
っ
て
い
る
。
母
の
亡
霊
、

そ
し
て
、
彼
の
行
く
べ
き
道
を
示
す
ひ
と
り
の
中
年
ユ
ダ
ヤ
人
男
性
で
あ
る
。 
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第
三
章 

母
の
亡
霊
、
二
匹
の
犬
、
ふ
た
り
の
主
人
に
仕
え
る
召
使
い 

―
―
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
亡
霊
た
ち 

 

 

は
じ
め
に 

 

「
故
に
、
わ
た
し
の
知
識
人
の
定
義
と
は
、
亡
命
者
に
し
て
周
縁
に
位
置
す
る
者
で
あ
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア

で
あ
り
、
そ
し
て
権
力
に
対
し
て
真
実
を
語
ろ
う
と
努
め
る
言
葉
の
使
い
手
で
あ
る(H

e
n

ce
 
m

y
 

ch
a
ra

cte
riz

a
tio

n
s o

f th
e
 in

te
lle

ctu
a
l a

s e
x
ile

 a
n

d
 m

a
rg

in
a

l, a
s a

m
a
te

u
r, a

n
d
 th

e
 a

u
th

o
r 

o
f a

 la
n

g
u

a
g
e
 th

a
t trie

s to
 s

p
e
a

k
 th

e
 tru

th
 to

 p
o
w

e
r)

」([1
9
9
6

] x
v
i) 

―
―
『
知
識
人
と
は
何
か

(R
e
p
re

se
n

ta
tio

n
 of th

e
 In

tellectu
a

l)
』
の
中
で
、
こ
の
有
名
な
定
義
を
残
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ

ー
ド(E

d
w

a
rd

 S
a

id
)

は
、
A
・
グ
ラ
ム
シ
の
『
獄
中
ノ
ー
ト
』
に
記
さ
れ
た
有
機
的
知
識
人
の
社
会
的
役

割
を
敷
衍
す
る
形
で
、
J
＝
P･

サ
ル
ト
ル
や
B
・
ラ
ッ
セ
ル
と
い
っ
た
全
体
的
な
知
識
人
を
高
く
評
価
す

る
。
そ
の
一
方
で
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
隆
盛
期
に
お
い
て
、
全
体
性
や
普
遍
性
で
は

な
く
専
門
性
に
依
拠
し
た
知
識
人
の
あ
り
方
を
強
固
に
主
張
し
た
J
・
F
・
リ
オ
タ
ー
ル
に
対
し
て
は
、

忌
憚
の
な
い
批
判
を
ぶ
つ
け
る
。
本
講
演
で
サ
イ
ー
ド
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
に
「
沈
黙
、
流
浪
、

そ
し
て
狡
猾
」
を
武
器
と
し
た
植
民
地
下
の
若
き
知
識
人
の
姿
を
見
出
す([1

9
9
6

] 1
7
)

。 

 

こ
の
こ
と
［
近
代
の
若
い
知
識
人
の
表
象
］
は
、
ジ
ョ
イ
ス
が
描
く
若
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス

の
場
合
、
よ
り
一
層
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
若
か
り
し
日
々
は
、
教
会
、
教
職
、
あ

る
い
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
諸
制
度
に
追
従
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
二
者
択

一
の
悩
み
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
不
屈
の
自
己
を
持
つ
知
識
人
と
し
て
立
ち
現

れ
る
。
そ
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
ル
シ
フ
ァ
ー
の
如
き
我
仕
え
ず

ノ
ン
・
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ム

と
い
う
精
神
で
あ
る
。 

T
h

is [th
e
 re

p
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e
 m
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v
e
n

 m
o
re

 e
x
p

licitly
 

th
e
 ca

s
e
 w

ith
 J

o
y
ce

’s
 y

o
u

n
g
 S

te
p

h
e
n

 D
e
d
a

lu
s
, w

h
o
se

 e
n

tire
 e

a
rly

 ca
re

e
r is

 a
 se

e
sa

w
 

b
e
tw

e
e
n

 th
e
 b

la
n

d
is

h
m

e
n

ts o
f in

stitu
tio

n
s lik

e
 th

e
 ch

u
rch

, th
e
 p

ro
fe

ss
io

n
 o

f te
a
ch

in
g
, 

Iris
h

 n
a
tio

n
a

lism
, a

n
d

 h
is

 s
lo

w
ly

 e
m

e
rg

in
g
 a

n
d

 stu
b
b
o
rn

 se
lfh

o
o
d

 a
s
 a

n
 in

te
lle

ctu
a

l 

w
h

o
s
e
 m

o
tto

 is th
e
 L

u
cife

ria
n

 n
o
n

 serv
ia

m
. ([1

9
9

6
] 1

6
)  

 

 

サ
イ
ー
ド
が
、
小
説
の
登
場
人
物
た
ち
の
な
か
で
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
最
も
高
く
評
価
す
る
の
は
、「
よ
り

一
層
頑
強
に
反
骨
精
神
を
貫
く
若
者(m

o
re

 th
a

n
 a

n
 o

b
s
tin

a
te

 a
n

d
 co

n
tra

ry
 y

o
u

n
g
 m

a
n

)

」
で
あ

り
、「
知
的
自
由(in
te

lle
ctu

a
l fre

e
d

o
m

)

」
を
肯
定
す
る
人
物
で
あ
る
が
故
だ([1

9
9
6
] 1

7
)

。
常
に
「
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー(o

u
tsid

e
r)

」
と
し
て
の
意
識
を
持
ち
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
と
い
う
権
力
に
対
し
て
内
部
か
ら

の
批
判
を
加
え
続
け
た
サ
イ
ー
ド
の
生
涯
は
、
知
識
人
の
あ
る
べ
き
理
想
像
を
自
ら
実
践
す
る
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
と
い
う
虚
構
の
人
物
が
将
来
辿
る
で
あ
ろ
う
道
を
な
ぞ
っ
て
い



133 

 

る
か
の
よ
う
で
も
あ
る1

5
6

。 

 
し
か
し
、
前
章
の
「
は
じ
め
に
」
で
見
た
よ
う
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
ジ
ョ
イ
ス
に
な
れ
る
か
ど
う
か
、
す

な
わ
ち
芸
術
家
あ
る
い
は
サ
イ
ー
ド
の
言
う
よ
う
な
反
権
力
的
知
識
人
に
な
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

先
行
研
究
で
は
懐
疑
的
な
意
見
も
多
く
出
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
前
章
に
引
き
続
き
本
章
で
検
討
す
る
の

は
、「
麻
痺
」
し
た
ダ
ブ
リ
ン
社
会
か
ら
再
度
離
脱
し
、
あ
ら
ゆ
る
支
配
権
力
に
対
し
て
「
我
仕
え
ず
」
と

叫
ぶ
こ
と
の
で
き
る
作
家
と
な
る
以
前
の

、
、
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
で
あ
る
。 

そ
こ
で
改
め
て
詳
細
に
分
析
す
る
の
は
、
ジ
ョ
イ
ス
の
人
生
に
お
け
る
最
大
の
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
で

あ
る
母
の
死
、
そ
し
て
そ
の
彼
女
が
亡
霊
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。『
肖
像
』
は
大

学
を
卒
業
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、「
未
だ
創
ら
れ
ざ
る
良
心
」
を
描
く
こ
と
の
希
望
に
燃
え
、
大
陸
に
旅

立
つ
直
前
で
終
わ
り
、
一
方
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
で
は
既
に
母
の
死
か
ら
約
一
年
が
経
過
し
、
彼
は
ダ
ブ
リ
ン

に
留
ま
っ
た
ま
ま
目
的
の
な
い
自
堕
落
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
間
に
、
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
は

語
り
得
ぬ
も
の
と
し
て
あ
る
と
言
え
る
。
ジ
ョ
イ
ス
は
母
の
死
の
前
後
に
お
い
て
、
自
ら
の
人
生
を
分
割
し

た
。
そ
し
て
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
が
、
ノ
ー
ラ
と
の
初
デ
ー
ト
の
日
（
一
九
〇
四
年
六
月
十
六
日
）
を
扱
っ
て

い
る
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
、
自
ら
の
人
生
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
決
定
的
な
転
機
と
し
て
、
ジ
ョ
イ
ス
は

ノ
ー
ラ
と
の
出
会
い
を
言
祝
い
で
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
作
家
が
自
身
の
人
生
に
対

し
て
こ
の
よ
う
な
総
括
を
行
い
得
た
の
は
、
過
去
の
時
点
か
ら
一
定
程
度
離
れ
た
事
後
的
視
点
を
取
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

記
憶
と
い
う
観
点
か
ら
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
ト
ラ
ウ
マ
を
検
証
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
ガ
ラ

ッ
ト(R

o
b
e
rt G

a
rra

tt)

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
ト
ラ
ウ
マ
的
悪
夢
は
、
古
典
的
な
ト
ラ
ウ
マ
の
犠
牲
者
に
と
っ
て
と
同
様
に
、
彼
に
と

                                        

        

 
1
5
6 

ま
た
、
サ
イ
ー
ド
は
『
文
化
と
帝
国
主
義(C

u
ltu

re a
n

d
 Im

p
eria

lism
)

』
で
も
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ホ
メ
ロ
ス
の
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
か
ら
「
探
求
」
や
「
旅
」
と
い
う
モ
チ
ー

フ
を
ジ
ョ
イ
ス
が
用
い
た
こ
と
の
意
義
を
、「
脱
植
民
地
化
に
あ
る
国
の
作
家
―
―
英
国
に
よ
っ
て
植
民
地

化
さ
れ
て
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ジ
ョ
イ
ス
の
よ
う
な
作
家
―
―
は
、
こ
れ
ま
で
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
探

求
と
旅
の
モ
チ
ー
フ
を
改
め
て
体
験
す
る
の
だ
が
、
そ
の
体
験
は
帝
国
主
義
的
文
化
か
ら
新
し
い
文
化
へ

持
ち
越
さ
れ
、
適
用
さ
れ
、
再
利
用
さ
れ
、
解
放
さ
れ
る
の
と
同
じ
比
喩
的
表
現
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で

あ
る(th

e
 d

e
co

lo
n

iz
in

g
 n

a
tiv

e
 w

rite
r –

 s
u

ch
 a

s
 J

o
y
ce

, th
e
 Iris

h
 w

rite
r co

lo
n

iz
e
d

 b
y
 th

e
 

B
ritis

h
 –

 re
-e

x
p

e
rie

n
ce

s th
e
 q

u
e
st-v

o
y
a

g
e
 m

o
tif fro

m
 w

h
ich

 h
e
 h

a
d
 b

e
e
n

 b
a

n
is

h
e
d

 b
y
 

m
e
a

n
s
 o

f th
e
 sa

m
e
 tro

p
e
 ca

rrie
d

 o
v
e
r fro

m
 th

e
 im

p
e
ria

l in
to

 th
e
 n

e
w

 cu
ltu

r
e
 a

n
d

 a
d

o
p
te

d
, 

re
u

se
d

, re
lie

v
e
d

)

」
と
サ
イ
ー
ド
は
説
明
す
る([1

9
9
4
] 2

1
1
)

。
つ
ま
り
、
植
民
地
下
の
文
学
者
た
ち
が
、

自
国
の
伝
統
や
ル
ー
ツ
を
辿
り
な
が
ら
も
、
帝
国
主
義
が
も
た
ら
し
た
知
的
遺
産
を
自
己
流
に
活
用
（
「
我

有
化
」
）
し
つ
つ
、
新
し
い
文
化
的
遺
産
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
ま
さ
に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
「
旅
」
と
い
う

モ
チ
ー
フ
を
選
ば
せ
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
帝
国
主
義
の
文
化
を
単
に
拒
絶
す
る
だ
け
で
は
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
や
土
着
主
義(n

a
tiv

ism
)

に
荷
担
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ァ
ノ
ン

(F
ra

n
tz

 F
a

n
o
n

)

の
鋭
い
指
摘
（『
地
に
呪
わ
れ
た
る
者
』）
を
受
け
て
、
サ
イ
ー
ド
は
コ
ン
ラ
ッ
ド
や
イ
ェ

イ
ツ
と
い
っ
た
英
文
学
の
「
正
典
」
を
読
み
か
え
て
い
る
。
八
〇
年
代
後
半
か
ら
発
表
さ
れ
た
サ
イ
ー
ド
の

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
は
、
本
論
が
強
く
示
唆
を
受
け
て
い
る
デ
ィ
ー
ン
や
カ
イ
バ
ー
ド
、
フ
ォ
ガ
テ
ィ

な
ど
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
批
評
家
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。 
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っ
て
未
だ
存
在
し
続
け
る
感
情
的
な
経
験
な
の
だ
…
…
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
場
合
、
そ
れ
は
過
去
の
出
来

事
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
完
了
し
た
行
為
と
し
て
考
え
ら
れ
、
想
起
さ
れ
る
よ
う
な
記
憶
の
一
部
に
も
、

個
人
史
の
一
部
に
も
な
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
終
わ
っ
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
…
…
［
母
を
傷
つ
け
た
と
い
う
］
罪
悪
感
は
、
非
難
の
言
葉
を
放
つ
亡
霊
と
し
て
、
あ

る
い
は
地
獄
の
審
判
者
と
し
て
母
が
繰
り
返
し
様
々
な
形
で
現
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
終
日
強
め
ら
れ

て
い
る
。 

[S
te

p
h

e
n

’s tra
u

m
a

tic n
ig

h
tm

a
re

] is
 fo

r h
im

, a
s
 it is fo

r th
e
 cla

ss
ic tra

u
m

a
 v

ictim
, still 

a
n

 o
n

to
lo

g
ica

l e
m

o
tio

n
a

l e
x
p
e
rie

n
ce

, . . . In
 S

te
p

h
e
n

’s ca
se

 it ca
n

n
o
t b

e
co

m
e
 a

 p
a
s
t 

e
v
e
n

t th
a

t is
 a

 p
a
rt o

f m
e
m

o
ry

 to
 b

e
 co

n
sid

e
re

d
 o

r re
ca

lle
d

 a
s
 a

 fin
is

h
e
d

 a
ct, a

 p
a
rt o

f 

p
e
rso

n
a
l h

isto
ry, b

e
ca

u
se

 it is
 u

n
d
e
rsto

o
d

 a
s
 o

v
e
r. . . . T

h
is

 fe
e
lin

g
 o

f g
u

ilt is
 re

in
fo

rce
d
 

th
ro

u
g
h

o
u

t th
e
 d

a
y
 in

 v
a
rio

u
s
 re

cu
rre

n
ce

s o
f h

is m
o
th

e
r a

s a
n

 a
ccu

sa
to

ry
 g

h
o
stly

 

s
p

e
cte

r o
r in

fe
rn

a
l ju

d
g
e
. (3

9
) 

 

記
憶
の
一
部
と
し
て
、
あ
る
い
は
自
己
の
歴
史
の
一
部
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
の
で
き
な
い
過
去
―
―
こ

れ
こ
そ
本
論
が
こ
れ
ま
で
追
究
し
て
き
た
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
で
あ
る
。『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

の
ト
ラ
ウ
マ
に
着
目
す
る
ガ
ラ
ッ
ト
の
評
論
は
、
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
本
研
究
の
要
点
を
見
事
に
要
約
し

て
い
る
。
し
か
し
、
本
論
と
の
最
大
の
差
異
は
、
ジ
ョ
イ
ス
が
最
初
の
自
発
的
亡
命
に
よ
っ
て
捨
て
た
は
ず

の
ダ
ブ
リ
ン
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
配
し
て
い
た
言
説
（
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
帝
国
主
義
）
も
ま
た
亡
霊
的
存
在

と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
母
だ
け
で
な
く
、
マ
ー

テ
ロ
塔
に
住
む
マ
リ
ガ
ン
や
ヘ
イ
ン
ズ
、
さ
ら
に
は
塔
の
眼
前
に
広
が
る
海
も
ま
た
、
あ
る
意
味
で
は
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
対
峙
す
べ
き
亡
霊
的
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
以
下
本
章
で
検
討
す
る
『
ユ
リ
シ

ー
ズ
』
の
最
初
の
三
挿
話
（
「
テ
レ
マ
キ
ア
」
）、
並
び
に
「
キ
ル
ケ
」
に
お
け
る
亡
霊
は
、
ジ
ョ
イ
ス
が
書

く
こ
と
に
よ
っ
て
対
峙
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。 

 

本
章
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
「
テ
レ
マ
キ
ア
」
に
反
復
強
迫
的
に
現
れ
る
断
片
的

な
母
の
記
憶
は
、
動
物
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
と
関
わ
る
こ
と
を
検
証
し
、「
ひ
ど
い
死
に
方(b

e
a

stly
 d

e
a

d
)

」

と
い
う
言
葉
が
、
母
の
臨
終
の
記
憶
を
歪
め
て
い
る
こ
と
を
見
る
。
第
二
節
で
は
、
「
キ
ル
ケ
」
挿
話
で
現

れ
る
母
の
亡
霊
が
、
犬
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
を
通
じ
て
デ
ィ
グ
ナ
ム
と
交
差
し
、
歴
史
的
な
不
遇
を
経
験
し
た

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
全
体
に
繋
が
る
こ
と
を
見
て
ゆ
く
。
第
三
節
で
は
、
前
章
第
三
節
を
受
け
て
、
「
悪
夢
」

と
し
て
の
歴
史
に
対
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
い
か
に
抵
抗
し
う
る
の
か
を
、「
召
使
い
」
と
し
て
の
自
己
意

識
か
ら
「
学
ぶ
者
」
と
し
て
の
自
己
意
識
へ
の
変
遷
の
う
ち
に
読
み
取
っ
て
ゆ
く
。 
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第
一
節 

 
「
テ
レ
マ
キ
ア
」
に
お
け
る
動
物
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
と
母
の
亡
霊 ―

―
食
屍
鬼
、
獣
、
亡
霊 

 

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
最
初
の
三
挿
話
「
テ
レ
マ
キ
ア(T

e
le

m
a
ch

ia
)

」
は
、
二
十
二
歳
と
な
っ
た
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
が
母
の
死
と
い
う
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験(tra

u
m

a
tic e

x
p

e
rie

n
ce

)

」
に
取
り
憑
か
れ
、

囚
わ
れ
、
苦
し
む
姿
を
描
い
て
い
る
。
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
の
最
後
で
勇
ま
し
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

陸
に
飛
び
立
っ
た
は
ず
の
若
者
は
、
一
転
し
て
ダ
ブ
リ
ン
で
失
意
の
底
に
あ
り
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
一
日

で
あ
る
一
九
〇
四
年
六
月
十
六
日
、
彼
は
母
親
の
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
。
前
年
に
肝
臓
癌
で
死
ん
だ

母
は
、
亡
霊
と
な
っ
て
彼
の
夢
に
現
れ
、
彼
の
信
仰
の
喪
失
を
責
め
立
て
る
の
で
あ
る1

5
7

。
お
ぞ
ま
し
い
姿

で
母
親
の
亡
霊
が
現
れ
る
夢
は
、
彼
に
と
っ
て
「
悪
夢
」
に
他
な
ら
な
い
。 

前
章
で
も
検
討
し
た
が
、
歴
史
と
悪
夢
の
関
係
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。「
歴
史
と
は
…
…
僕
が
何
と
か
し

て
目
覚
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
悪
夢
な
の
で
す(H

isto
ry

 . . . is
 a

 n
ig

h
tm

a
re

 fro
m

 w
h

ich
 I a

m
 

try
in

g
 to

 a
w

a
k

e
)

」(U
 2

.3
7
7
)

と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
歴
史
観
を
異
に
す
る
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

の
校
長
デ
ィ
ー
ジ
ー
に
対
し
て
言
い
放
つ
と
き
、
悪
夢
と
い
う
比
喩
は
二
重
性
を
持
っ
て
提
示
さ
れ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
悪
夢
は
母
の
死
と
い
う
個
人
史
の
反
映
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
治
と
宗
教
の
二
重
支
配
に

苦
し
ん
で
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
の
反
映
な
の
で
あ
る
。
「
悪
夢
」
と
い
う
比
喩
は
、
個
人
と
社
会
の
両
面

に
取
り
憑
く
「
ト
ラ
ウ
マ
の
歴
史
」
に
他
な
ら
な
い
。
事
実
、
第
一
挿
話
で
「
僕
は
ふ
た
り
の
主
人
の
召
使

い
な
の
さ
。
…
…
イ
ギ
リ
ス
人
と
イ
タ
リ
ア
人
の(I a

m
 a

 se
rv

a
n

t o
f tw

o
 m

a
s
te

rs
. . . . a

n
 E

n
g
lis

h
 

a
n

d
 a

n
 Ita

lia
n

)

」(U
 1

.6
3

8
)

と
自
嘲
的
に
述
べ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
意
識
に
は
、
大
英
帝
国
の
政
治
的

支
配
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
的
支
配
の
両
者
が
一
体
と
な
っ
て
表
象
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は

第
三
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
）。 

た
だ
し
、
母
の
死
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
に
対
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
唯
一
な
し
え
た
こ
と
は
、
第
十
五
挿
話

で
、「
我
仕
え
ず
！ 

(N
o
n

 serv
ia

m
! =

 I w
ill n

o
t s

e
rv

e
)

」、
「
ノ
ー
ト
ゥ
ン
グ
だ
！ 

(N
oth

u
n

g
!)

」
と

叫
び1

5
8

、
娼
館
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
ト
ネ
リ
コ
の
ス
テ
ッ
キ
で
叩
き
壊
す
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た(U

 

1
5

.4
2

2
8
-4

4
)

。
尤
も
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
彼
が
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、

テ
ク
ス
ト
内
の
出
来
事
で
は
な
く
、
語
り
の
レ
ベ
ル
か
ら
見
た
場
合
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験

の
意
義
が
見
出
さ
れ
る
。
作
家
の
分
身
で
も
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
ト
ラ
ウ
マ
に
囚
わ
れ
て
い
る
様
を
ジ

ョ
イ
ス
が
描
く
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
こ
と
で
、
我
々
は
一
つ
の
視
点
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
テ
ク
ス
ト
・
レ
ベ
ル
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
亡
霊
＝
ト
ラ
ウ
マ
の
再
帰
（
反
復
）
に
対

                                        

        

 
1
5
7 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
メ
ア
リ
が
埋
葬
さ
れ
た
の
は
、「
一
九
〇
三
年
六
月
二
十
六
日
」
で
あ
り
、
そ
れ

は
ブ
ル
ー
ム
の
父
ル
ド
ル
フ
の
命
日
の
前
日
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
母
が
死
ん
だ
の
は
六
月
二
十
日
前
後

と
推
定
さ
れ
る(“A

 sta
te

m
e
n

t e
x
p

la
n

a
to

ry
 o

f h
is a

b
se

n
ce

 o
n

 th
e
 o

cca
s
io

n
 o

f th
e
 in

te
rm

e
n

t 

o
f M

rs
 M

a
ry

 D
e
d
a

lu
s
 (b

o
rn

 G
o
u

ld
in

g
), 2

6
 J

u
n

e
 1

9
0
3

, v
ig

il o
f th

e
 a

n
n

iv
e
rsa

ry
 o

f th
e
 

d
e
ce

a
s
e
 o

f R
u

d
o
lp

h
 B

lo
o
m

 (b
o
rn

 V
ira

g
)”)(U

 1
7
.9

5
1
-5

3
)

。 
1
5
8 

「
ノ
ー
ト
ゥ
ン
グ
」
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
』(D

er R
in

g
 d

e
s N

ib
e
lu

n
g
en

)

に
お
い
て
英
雄
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
が
持
つ
剣
の
名
で
あ
る(G

iffo
rd

 [1
9

8
8
] 5

1
8
)

。 
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し
て
、
フ
ロ
イ
ト
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
徹
底
操
作(w

o
rk

in
g
 th

ro
u

g
h

)

」
を
試
み
て
い
る
と
す
れ
ば
、
作

者
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
ジ
ョ
イ
ス
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
二
重
の
植
民
地
経
験
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
を
、
創
作

（
書
く
こ
と
）
に
よ
っ
て
「
徹
底
操
作
」
し
て
い
る
、
と
類
推
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。 

本
論
は
上
記
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、
テ
レ
マ
キ
ア
に
お
け
る
「
動
物
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
」
に
着
目

し
、
精
神
分
析
の
観
点
を
導
入
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク(B

e
rn

a
rd

 B
e
n

sto
ck

)

が
述
べ
る
よ
う
に
、「
動
物
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
テ
レ
マ
コ
ス
挿
話
に
有
機
的
な
統
一
を
与
え
る
と
同
時
に
、

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
を
拡
大
す
る
道
を
開
い
て
い
る(A

n
im

a
l im

a
g
e
ry

 g
iv

e
s 

th
e
 ‘T

e
le

m
a
ch

u
s
’ ch

a
p

te
r its

 o
rg

a
n

ic u
n

ity
 a

n
d
 p

a
v
e
s th

e
 w

a
y
 fo

r th
e
 a

u
g
m

e
n

ta
tio

n
 o

f 

o
n

e
 o

f th
e
 m

a
jo

r m
o
tifs

 o
f U

ly
sses)

」
か
ら
だ
。
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク
は
、
中
で
も
マ
リ
ガ
ン
が
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
に
向
け
て
放
つ
台
詞
、
「
あ
あ
、
デ
ダ
ラ
ス
で
す
よ
。
母
親
が
ひ
ど
い
死
に
方
を
し
た(O

, it’s o
n

ly
 

D
e
d
a

lu
s w

h
ose

 m
oth

e
r is b

ea
stly

 d
ea

d
)

」(U
 1

.1
9

8
-9

9
)

に
着
目
し
て
い
る([1

9
7
4

] 1
0

)

。
し
か
し

ベ
ン
ス
ト
ッ
ク
は
着
目
す
る
だ
け
で
詳
し
く
論
じ
て
い
な
い
の
で
、
本
節
は
ま
ず
「
ひ
ど
い
死
に
方
」
と
い

う
表
現
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
の
亡
霊
表
象
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
次
に
、
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
が
「
狐(fo

x
)

」
と
「
使
い
っ
走
り(d

o
g
sb

o
d

y
)

」
と
い
う
動
物
表
象
の
中
に
自
己
の
姿
を
見
出
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
最
後
に
、
彼
が
詩
作
に
お
い
て
亡
霊
と
な
っ
た
母
を
一
人
の
女
性
と
し
て
見
つ
め

直
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
作
者
ジ
ョ
イ
ス
が
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
描
い
た

こ
と
の
重
要
な
意
義
の
一
つ
を
読
み
取
り
た
い
。 

 

「
ひ
ど
い
死
に
方(b

e
a
s
tly

 d
e
a

d
)

」
を
し
た
母 

第
一
挿
話
に
最
初
に
登
場
す
る
動
物
の
モ
チ
ー
フ
は
、
マ
リ
ガ
ン
の
綽
名“B
u

ck

（
男
鹿
）”

で
あ
る
が
、

続
け
て
マ
リ
ガ
ン
は
「
馬
面(e

q
u

in
e
)

」(U
 1

.1
5
)

で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
冒
頭
の
場
面
で
着
目
し

た
い
の
は
、
朝
の
髭
剃
り
に
か
こ
つ
け
て
キ
リ
ス
ト
の
聖
体
拝
領
を
パ
ロ
デ
ィ
化
す
る
彼
は
神
父
の
役
割

を
果
た
し
、
階
下
に
い
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
「
上
が
っ
て
こ
い
よ
、
こ
の
恐
る
べ
き
イ
エ
ズ
ス
会
士
め
！ 

(C
o
m

e
 u

p
, y

o
u

 fe
a
rfu

l je
s
u

it!)

」(U
 1

.8
)

と
呼
び
か
け
る
こ
と
だ
。
こ
こ
で
のfe

a
rfu

l

と
い
う
単
語

の
意
義
に
つ
い
て
は
後
で
検
討
す
る
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
自
虐
的
に
自
ら
を
召
使
い
の
地
位
に
置
く
と

き
、
前
提
に
な
っ
て
い
る
の
は
マ
リ
ガ
ン
＝
神
父
と
い
う
教
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
あ
る
。
か
つ
て
ク
ロ
ン

ゴ
ウ
ズ
校
で
ミ
サ
の
侍
者
を
し
て
い
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
こ
こ
で
も
マ
リ
ガ
ン
と
い
う
疑
似
神
父
に
仕

え
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
「
今
の
僕
は
別
の
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
同
じ
人
間
だ
。
相
変
わ
ら
ず
召
使

い
。
召
使
い
の
召
使
い(I a

m
 a

n
o
th

e
r n

o
w

 a
n

d
 y

e
t th

e
 sa

m
e
. A

 se
rv

a
n

t to
o
. A

 se
rv

e
r o

f a
 

s
e
rv

a
n

t)

」(U
 1

.3
1
1
-1

2
)

と
述
べ
る
と
き
、
神
に
仕
え
る
神
父
に
仕
え
る
侍
者
、
と
い
う
入
れ
子
構
造
的

二
重
権
力
は
注
目
に
値
す
る
。 

表
面
上
は
好
意
的
で
あ
る
も
の
の
、
マ
リ
ガ
ン
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
対
し
て
威
圧
的
に
振
る
舞
う
。
こ
こ

に
は
塔
の
家
賃
を
払
っ
て
い
る
の
は
誰
か
と
い
う
所
有
権
の
問
題
が
あ
る
の
だ
が
、
先
行
研
究
で
も
議
論

が
分
か
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
問
題
の
箇
所
は
以
下
で
あ
る
。 

 

 

奴
［
マ
リ
ガ
ン
］
は
鍵
を
欲
し
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
俺
の
だ
よ
。
家
賃
を
払
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
。
今
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や
僕
は
奴
の
塩
辛
い
パ
ン
を
食
べ
る
。
鍵
も
奴
に
く
れ
て
や
れ
。
何
も
か
も
。
あ
い
つ
は
き
っ
と
欲
し
が

る1
5
9

。
目
を
見
れ
ば
わ
か
る
さ
。 

H
e
 [M

u
llig

a
n

] w
a

n
ts th

a
t k

e
y. It is m

in
e
. I p

a
id

 th
e
 re

n
t. N

o
w

 I e
a

t h
is

 s
a
lt b

re
a

d
. G

iv
e
 

h
im

 th
e
 k

e
y
 to

o
. A

ll. H
e
 w

ill a
s
k

 fo
r it. T

h
a

t w
a

s in
 h

is
 e

y
e
s. (U

 1
.6

3
0

-3
2

) 

 

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
特
異
な
文
体
の
一
つ
、「
内
的
独
白(in

te
rio

r m
o
n

o
lo

g
u

e
)

」
が
こ
こ
に
は
見
ら
れ
る
。

問
う
べ
き
は
「
こ
れ
は
俺
の
だ
よ
。
家
賃
を
払
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
」
と
発
話
し
た
の
は
誰
か
、
と
い
う
こ

と
だ
。
素
直
に
読
め
ば
、
こ
れ
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
内
面
な
の
で
、
彼
が
家
賃
を
負
担
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
マ
リ
ガ
ン
だ
け
で
な
く
、
方
々
か
ら
借
金
を
し
て
お
り(U

 2
.2

5
5

-

5
9

)

、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
金
銭
的
余
裕
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
（
伝
記
的
に
も
マ
リ
ガ
ン
の
モ
デ
ル
で
あ

る
ゴ
ガ
テ
ィ
が
支
払
っ
て
い
た(J

J
 1

7
2
)

）
。
そ
こ
で
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
を
嚆
矢
と
し
て
、
ケ
ナ
ー
や
B
・
ベ

ン
ス
ト
ッ
ク
は
、“It is m

in
e
. I p

a
id

 th
e
 re

n
t.”

を
、
マ
リ
ガ
ン
な
ら
ば
鍵
に
対
し
て
こ
う
述
べ
る
だ
ろ

う
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
想
像
し
た
台
詞
と
解
釈
し
た(O

s
te

e
n

 4
0
)
1
6
0

。
本
論
も
こ
れ
に
倣
う
が
、
そ
の
理

由
は
第
二
挿
話
で
今
度
は
デ
ィ
ー
ジ
ー
校
長
が
「
私
は
自
分
の
も
の
は
自
分
で
金
を
出
し
て
き
ま
し
た
よ
。

今
ま
で
一
度
も
一
シ
リ
ン
グ
だ
っ
て
借
金
し
た
こ
と
は
な
い(I p

a
id

 m
y
 w

a
y. I n

e
v
e
r b

o
rro

w
e
d

 a
 

s
h

illin
g
 in

 m
y
 life

)

」(U
 2

.2
5
3
)

と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
事
実
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
の
台

詞
を
受
け
て
、
自
分
が
方
々
か
ら
借
金
を
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
が
、
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ

ッ
シ
ュ
の
校
長
に
雇
わ
れ
て
い
る
臨
時
教
師
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
ま
さ
に
、
所
有
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
り
、

マ
リ
ガ
ン
が
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
、
被
所
有
者
と
し
て
の
召
使
い
と
い
う
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
構
造
的
に
強
調
さ
れ
る
と
言
え
よ
う1

6
1

。 

第
一
挿
話
に
戻
る
と
、
塔
に
は
も
う
一
人
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
マ
リ
ガ
ン
が
知
り
合
っ
た
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
人
ヘ
イ
ン
ズ(H

a
in

e
s
)

が
い
る
。
彼
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
話
を
収
集
す
る
た
め
に
ダ
ブ
リ
ン

に
滞
在
し
て
お
り
、
英
国
に
よ
る
植
民
地
支
配
を
「
悪
い
の
は
歴
史
ら
し
い
ね(It s

e
e
m

s h
is

to
ry

 is to
 

b
la

m
e
)

」(U
 1

.6
4

9
)

と
切
り
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
軍
事
・
政
治
的
な
支
配
に

は
直
接
与
し
て
い
な
い
も
の
の
、
文
化
的
な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
支
配
に
は
無
自
覚
な
英
国
人
の
象
徴
だ
。
さ
ら

に
、
マ
ー
テ
ロ
塔
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
際
フ
ラ
ン
ス
軍
の
上
陸
を
阻
む
た
め
に
英
国
が
作
っ
た
砲
塔
で

あ
り
、
言
わ
ば
植
民
地
支
配
と
戦
争
の
象
徴
で
あ
る
。O

x
fo

rd

と
い
う
ま
さ
し
く
雄
牛
が
表
象
す
る
と
こ

                                        

        

 
1
5
9 

事
実
第
一
挿
話
の
最
後
で
、
マ
リ
ガ
ン
は
沐
浴
す
る
た
め
に
脱
い
だ
服
の
上
に
鍵
を
置
い
て
お
く
よ

う
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
頼
ん
で
い
る(U

 1
.7

2
1
)

。 
1
6
0 

た
だ
し
、
オ
ス
テ
ィ
ー
ン
自
身
は
、
ケ
ナ
ー
の
議
論
の
矛
盾
点
を
指
摘
し
、
家
賃
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が

支
払
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る(3

9
-4

2
)

。 
 

1
6
1 

こ
こ
で
も
う
ひ
と
り
の
鍵
を
持
た
な
い(k

e
y
le

ss)

人
物
で
あ
る
、
ブ
ル
ー
ム
を
想
起
す
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
彼
は
こ
の
日
、
鍵
を
持
た
ず
に
自
宅
を
出
発
し
、「
簒
奪
者
」
ボ
イ
ラ
ン
に
よ
っ
て
妻
を
寝
取
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
金
銭
的
所
有
者
で
あ
る
マ
リ
ガ
ン
と
デ
ィ
ー
ジ
ー
、
性
的
所
有
者
で
あ
る
ボ
イ
ラ
ン
に
対

し
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
塔
に
戻
ら
な
い
こ
と
で
、
ブ
ル
ー
ム
は
優
し
さ
と
哀
れ
み
の
交
じ
っ
た
諦
念
を
以

て
許
す
こ
と
で
、
抵
抗
す
る
。
暴
力
に
依
ら
な
い
こ
の
消
極
的
な
抵
抗
こ
そ
、
本
研
究
が
後
に
問
題
化
し
た

い
ジ
ョ
イ
ス
の
反
植
民
地
主
義
闘
争
の
戦
略
で
あ
る
。 
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ろ
の
男
性
性
で
繋
が
れ
た
、
マ
リ
ガ
ン
と
ヘ
イ
ン
ズ
の
両
支
配
者
を
前
に
し
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
召
使
い

の
役
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い1

6
2

。 

 

自
分
に
心
を
開
こ
う
と
し
な
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
苛
立
つ
マ
リ
ガ
ン
は
、
そ
の
理
由
を
問
う
。
す
る
と
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
マ
リ
ガ
ン
に
「
母
が
死
ん
だ
あ
と
、
僕
が
初
め
て
君
の
家
に
行
っ
た
と
き
の
日
を
覚
え
て

い
る
か
い
？ 

(D
o
 y

o
u

 re
m

e
m

b
e
r th

e
 first d

a
y
 I w

e
n

t to
 y

o
u

r h
o
u

se
 a

fte
r m

y
 m

o
th

e
r's 

d
e
a
th

?)

」(U
 1

.1
8
9

-9
0

)
と
尋
ね
返
す
。
全
く
覚
え
て
い
な
い
と
言
う
マ
リ
ガ
ン
に
、
彼
は
率
直
に
憤
り
を

ぶ
つ
け
る
。「
君
は
言
っ
た
ん
だ
、
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
答
え
た
。
あ
あ
、
デ
ダ
ラ
ス
で
す
よ
。
母
親
が
ひ
ど

い
死
に
方
を
し
た
」(Y

o
u

 sa
id

, S
te

p
h

e
n

 a
n

sw
e
re

d
, O

, it’s o
n

ly
 D

e
d
a

lu
s w

h
o
se m

o
th

e
r is 

b
e
a
stly

 d
e
a

d
.)

」(U
 1

.1
9
8

-9
9

)
。
こ
こ
に
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク
が
着
目
し
た
動
物
に
関
わ
る
台
詞
が
あ
る
わ

け
だ
が
、b

e
a
s
tly

と
い
う
単
語
の
意
味
の
重
層
性
に
目
を
向
け
た
い
。
マ
リ
ガ
ン
は
先
に
見
た
よ
う
に
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
「
恐
る
べ
き
イ
エ
ズ
ス
会
士(fe

a
rfu

l je
s
u

it)

」
と
呼
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
、
ふ
さ
ぎ
込
ん

で
沈
黙
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
見
て
「
し
か
し
ま
あ
、
愛
す
べ
き
無
言
劇
の
役
者
だ
よ
！ 

(B
u

t a
 lo

v
e
ly

 

m
u

m
m

e
r!)

」
と
呟
く(U

 1
.9

7
)

。
ど
う
や
ら
、
マ
リ
ガ
ン
の“fe

a
rfu

l” 

や“lo
v
e
ly

”

と
い
う
表
現
は
、
あ

く
ま
で
も
冗
談
め
か
し
た
誇
張
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る1

6
3

。
覚
え
て
い
る
の
は
、
観
念
や

感
覚
だ
け
だ
と
述
べ
、
自
分
の
言
葉
は
そ
の
場
限
り
だ
と
言
う
マ
リ
ガ
ン
は
、
こ
こ
で
もb

e
a
s
tly

の
中
に

「
ひ
ど
い
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う1

6
4

。
肝
臓
癌
で
苦
し
ん
だ
母
親
の
死
は
、
さ
ぞ
か

し
酷
く
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
わ
け
だ
。
言
う
な
れ
ば
マ
リ
ガ
ン
は
シ
ニ
フ
ィ
エ
の
レ
ベ
ル

で
発
話
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て

b
e
a
s
t

は
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
レ
ベ
ル
で
多

義
的
な
含
み
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
マ
リ
ガ
ン
の
意
図
は
あ
く
ま
で
も
「
ひ
ど
い(b

e
a

stly
)

」
と
い
う
強
調
の

意
で
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
人
間
性
が
奪
わ
れ
て
「
獣(b

e
a
st)

」
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
母
親
の
悲
惨
な
最
期
の
姿
にb

e
a

stly

を
重
ね
合
わ
せ
て
し
ま
う
の
だ1

6
5

。 

し
か
し
マ
リ
ガ
ン
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
傷
つ
け
よ
う
と
す
る
悪
意
を
読
み
取
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
マ
リ
ガ
ン
は
上
記
の
台
詞
を
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
指
摘
さ
れ
た
と
き
、
顔
を
赤
ら
め
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
彼
は
明
ら
か
に
動
揺
し
て
い
る
。
先
に
示
し
た
ヘ
イ
ン
ズ
の
発
言
（
「
悪
い
の
は
歴
史
ら
し
い
ね
」）

                                        

        

 
1
6
2 

マ
リ
ガ
ン
と
ヘ
イ
ン
ズ
に
冠
さ
れ
た
雄
牛(o

x
)

の
比
喩
が
、
支
配
と
主
人
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、

朝
の
ミ
ル
ク
を
届
け
る
老
婆
は
雌
牛(co

w
)

に
対
応
す
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
よ
っ
て
冷
淡
に
眺
め
ら
れ
る

老
婆
は
、
「
夜
明
け
に
青
々
と
し
た
野
原
で
我
慢
強
い
雌
牛
の
そ
ば
で
跪
く([c]ro

u
ch

in
g
 b

y
 a

 p
a

tie
n

t 

co
w

 a
t d

a
y
b
re

a
k

 in
 th

e
 lu

s
h

 fie
ld

)

」
魔
女
と
描
写
さ
れ
て
い
る(U

 1
.4

0
0
-0

1
)

。 
1
6
3 

シ
ョ
ー
ン
・
シ
ー
ハ
ン(S

e
a

n
 S

h
e
e
h

a
n

)

は
、
第
一
挿
話
に
お
い
て
過
剰
な
ま
で
に
多
く
副
詞
が
使

わ
れ
て
い
る
と
述
べ
、
そ
の
例
と
し
て
、“H

e
 [M

u
llig

a
n

] s
h

a
v
e
d

 e
v
e
n

ly
 a

n
d

 w
ith

 ca
re

, in
 sile

n
ce

, 

s
e
rio

u
s
ly

”(U
 1

.9
9
)

と
い
う
一
文
を
上
げ
、
こ
こ
に
「
役
を
演
じ
る
マ
リ
ガ
ン
の
気
質
」
の
反
映
と
、「
因

習
的
な
語
り
の
声
を
支
配
し
て
い
た
言
語
的
規
範
を
弄
ぶ
」
ジ
ョ
イ
ス
の
姿
を
見
出
し
て
い
る(2

6
)

。
彼
の

指
摘
は
マ
リ
ガ
ン
が
誇
張
法
と
し
て
副
詞
を
使
っ
て
い
る
と
す
る
本
論
の
主
張
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。 

1
6
4 

O
E

D

に
はb

e
a
s
tly

=
e
x
ce

e
d
in

g
ly

の
用
例
と
し
て
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
日
記
か
ら“so

 b
e
a
s
tly

 d
irty

”

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

1
6
5 

こ
の
こ
と
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
タ
イ
ト
ル
が
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
「
英
雄
」
を
指
す
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン

で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
に
は
ブ
ル
ー
ム
が
全
く
英
雄
的
で
な
い
＝
平
凡
な
一
市
民
で
あ
る
と
い
う
二
重
性

と
関
連
す
る
。
つ
ま
り
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ
ィ
エ
の
ず
れ
は
、
ど
の
程
度
テ
ク
ス
ト
の
文
言
を
文

字
通
り
に
解
釈
す
べ
き
か
と
い
う
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
全
体
の
問
題
に
繋
が
る
。 
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を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
マ
リ
ガ
ン
と
ヘ
イ
ン
ズ
は
自
ら
の
発
言
に
対
し
て
無
自
覚
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
却
っ

て
よ
り
深
く
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
傷
つ
け
て
い
る
と
も
言
え
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
指
摘
に
マ
リ
ガ
ン
は
興

奮
気
味
に
弁
解
す
る
が
、
こ
こ
に
も
彼
の
動
揺
が
見
て
取
れ
る
。
医
学
生
の
マ
リ
ガ
ン
に
と
っ
て
、
死
と
は

あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
分
は
解
剖
の
た
め
に
何
度
も
死
体
を
見
て
い
る
し
、
そ
れ
は
た
だ
物
質
的
な

も
の
で
し
か
な
い
と
言
う
。 

 

―
じ
ゃ
あ
、
死
っ
て
何
だ
、
と
彼
は
尋
ね
た
。
お
前
の
お
母
さ
ん
の
で
も
、
お
前
の
で
も
、
俺
の
で
も
い

い
さ
。
お
前
は
母
親
が
死
ぬ
と
こ
ろ
を
見
た
だ
け
だ
ろ
う
。
俺
は
マ
ー
テ
ル
や
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
で
ぽ
っ
く

り
死
ん
で
い
く
奴
ら
を
毎
日
見
て
い
る
。
解
剖
室
で
屑
肉
み
た
い
に
切
り
刻
ま
れ
て
、
そ
れ
こ
そ
ひ
ど
い

、
、
、

な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
大
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
お
前
は
母
親
が
頼
ん
で
い
る
の
に
、
死
の
床

で
彼
女
の
た
め
に
跪
い
て
祈
っ
て
や
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
お
前
さ
ん
の
中
に
呪
わ
れ
た
イ
エ

ズ
ス
会
の
血
が
流
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
も
間
違
っ
た
方
向
に
流
れ
て
い
る
。
俺
に
し
て
み
れ
ば
そ
の

方
が
下
ら
ぬ
こ
と
だ
し
、
ひ
ど
い

、
、
、
こ
と
だ
。
…
…
馬
鹿
げ
て
る
よ
！ 

確
か
に
言
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
お
前
の
お
母
さ
ん
の
思
い
出
を
汚
す
つ
も
り
な
ん
か
な
か
っ
た
。 

―A
n

d
 w

h
a
t is d

e
a

th
, h

e
 a

s
k

e
d

, y
o
u

r m
o
th

e
r
’s o

r y
o
u

rs o
r m

y
 o

w
n

? Y
o
u

 sa
w

 o
n

ly
 y

o
u

r 

m
o
th

e
r d

ie
. I se

e
 th

e
m

 p
o
p
 o

ff e
v
e
ry

 d
a

y
 in

 th
e
 M

a
te

r a
n

d
 R

ich
m

o
n

d
 a

n
d

 cu
t u

p
 in

to
 

trip
e
s
 in

 th
e
 d

isse
ctin

g
ro

o
m

. It’s
 a

 b
e
a

stly
 th

in
g
 a

n
d

 n
o
th

in
g
 e

lse
. It sim

p
ly

 d
o
e
sn

’t 

m
a
tte

r. Y
o
u

 w
o
u

ld
n

’t k
n

e
e
l d

o
w

n
 to

 p
ra

y
 fo

r y
o
u

r m
o
th

e
r o

n
 h

e
r d

e
a

th
b
e
d

 w
h

e
n

 sh
e
 

a
s
k

e
d

 y
o
u

. W
h

y
? B

e
ca

u
s
e
 y

o
u

 h
a

v
e
 th

e
 cu

rse
d

 je
s
u

it stra
in

 in
 y

o
u

, o
n

ly
 it’s

 in
je

cte
d
 

th
e
 w

ro
n

g
 w

a
y. T

o
 m

e
 it’s

 a
ll a

 m
o
ck

e
ry

 a
n

d
 b

e
a
s
tly

. . . . A
b

s
u

rd
! I s

u
p

p
o
se

 I d
id

 s
a

y
 it. 

I d
id

n
’t m

e
a

n
 to

 o
ffe

n
d

 th
e
 m

e
m

o
ry

 o
f y

o
u

r m
o
th

e
r. (U

 1
.2

0
4

-1
5

) 

 マ
リ
ガ
ン
は
こ
こ
で
、“b

e
a
s
tly

”

と
い
う
単
語
を
二
度
も
使
う
。
た
だ
し
、
彼
が
死
の
日
常
性
を
強
調
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
死
の
獣
性
は
際
立
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
は
確
か
な
悪
意
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
マ
リ
ガ
ン
の
一
度
目
のb

e
a

stly

だ
。
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
語

ら
れ
た
マ
リ
ガ
ン
の
弁
明
に
対
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、「
あ
の
言
葉
が
彼
の
心
に
ぱ
っ
く
り
と
開
け
た
傷

を
隠
し
て(s

h
ie

ld
in

g
 th

e
 g

a
p

in
g
 w

o
u

n
d

s w
h

ich
 th

e
 w

o
rd

s h
a

d
 le

ft in
 h

is
 h

e
a
rt)

」(U
 1

.2
1

6
-

1
7

)

、
冷
淡
に
言
い
放
つ
。
マ
リ
ガ
ン
の
発
言
は
、
母
へ
の
侮
辱
で
は
な
く
、
「
僕
へ
の
侮
辱(th

e
 o

ffe
n

ce
 

to
 m

e
)

」
な
の
だ
と(U

 1
.2

2
0

)

。
こ
こ
で
の
「
あ
の
言
葉
」
と
は“O

, it’s o
n

ly
 D

e
d
a

lu
s w

h
o
se

 m
o
th

er 

is b
ea

stly
 d

ea
d
”

に
他
な
ら
な
い
。 

何
故
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
過
剰
な
ま
で
にb

e
a

stly

と
い
う
単
語
に
反
応
す
る
の
か
、
そ
の
こ
と
は
読
者
に

の
み
明
か
さ
れ
る
。
母
親
の
亡
霊
は
第
一
挿
話
で
二
回
登
場
す
る
が
、
こ
こ
で
は
今
見
た
マ
リ
ガ
ン
の
無
神

経
な
台
詞
と
彼
が
歌
う
イ
ェ
イ
ツ
の
「
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
と
共
に
行
く
の
は
誰
だ
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
、

二
度
目
の
場
面
を
引
用
す
る1

6
6

。 

                                        

        

 
1
6
6 

「
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
」
の
歌
詞
に
あ
る
「
愛
の
苦
々
し
い
不
思
議
」(lo

v
e
’s

 b
itte

r m
y
ste

ry
)

が
「
食
屍

鬼
」
を
生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、「
良
心
の
呵
責(a

g
e
n

b
ite

 o
f in

w
it)

」
とch

e
w

e
r o

f co
rp

se
s

と
い
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夢
の
中
で
、
黙
っ
た
ま
ま
、
彼
女
は
彼
の
元
へ
と
や
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。
彼
女
の
衰
弱
し
た
体
は
茶

色
の
だ
ぶ
だ
ぶ
し
た
経
帷
子
に
包
ま
れ
、
蝋
と
紫
檀
の
臭
い
を
放
っ
て
い
た
。
彼
女
の
息
が
無
音
の
秘
め

ら
れ
た
言
葉
と
共
に
吹
き
掛
か
り
、
濡
れ
た
灰
の
微
か
な
臭
い
が
し
た
。 

 
 

彼
女
の
霞
ん
だ
眼
は
、
死
の
中
か
ら
凝
視
し
て
い
て
、
僕
の
魂
を
揺
さ
ぶ
り
屈
服
さ
せ
る
。
僕
だ
け
を

じ
っ
と
見
て
い
る
。
母
の
苦
し
み
を
照
ら
す
亡
霊
の
よ
う
な
蝋
燭
の
光

、
、
、
、
。
苦
し
み
に
歪
ん
だ
顔
を
照
ら
す

の
は
亡
霊
の
よ
う
に
ぼ
ん
や
り
と
し
た
青
白
い
光

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
し
わ
が
れ
た
う
る
さ
い
息
づ
か
い
が
恐
怖
に
が
た

が
た
と
震
え
る
そ
の
間
に
、
皆
が
跪
い
て
祈
っ
て
い
た
。
僕
を
見
る
母
の
目
は
僕
を
打
ち
の
め
す
。
…
… 

 
 

食
屍
鬼
め
！ 

死
体
を
貪
り
食
う
者
！ 

 
 

い
や
だ
、
母
さ
ん
！ 

こ
の
ま
ま
で
い
さ
せ
て
く
れ
、
生
き
さ
せ
て
く
れ
。 

 

In
 

a
 

d
re

a
m

, 
s
ile

n
tly, 

s
h

e
 

h
a

d
 

co
m

e
 
to

 
h

im
, 

h
e
r 

w
a

ste
d

 
b
o
d

y
 

w
ith

in
 
its

 
lo

o
se

 

g
ra

v
e
clo

th
e
s
 g

iv
in

g
 o

ff a
n

 o
d
o
u

r o
f w

a
x
 a

n
d

 ro
s
e
w

o
o
d

, h
e
r b

re
a
th

 b
e
n

t o
v
e
r h

im
 w

ith
 

m
u

te
 s

e
cre

t w
o
rd

s
, a

 fa
in

t o
d
o
u

r o
f w

e
tte

d
 a

s
h

e
s. 

H
e
r g

la
z
in

g
 e

y
e
s, sta

rin
g
 o

u
t o

f d
e
a

th
, to

 sh
a

k
e
 a

n
d
 b

e
n

d
 m

y
 so

u
l. O

n
 m

e
 a

lo
n

e
. T

h
e
 

g
h

o
stca

n
d

le
 to

 lig
h

t h
e
r a

g
o
n

y. G
h

o
stly

 lig
h

t o
n

 th
e
 to

rtu
re

d
 fa

ce
. H

e
r h

o
a

rse
 lo

u
d

 

b
re

a
th

 ra
ttlin

g
 in

 h
o
rro

r, w
h

ile
 a

ll p
ra

y
e
d

 o
n

 th
e
ir k

n
e
e
s
. H

e
r e

y
e
s o

n
 m

e
 to

 s
trik

e
 m

e
 

d
o
w

n
. . . . 

G
h

o
u

l! C
h

e
w

e
r o

f co
rp

se
s
! 

N
o
 m

o
th

e
r! L

e
t m

e
 b

e
 a

n
d

 le
t m

e
 liv

e
. (U

 1
.2

7
0

-7
9

) 

 

こ
こ
で

g
h

o
s
t

が
含
ま
れ
た
語
が
、
二
度
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が1

6
7

、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て

母
親
が
他
な
ら
ぬ
亡
霊
で
あ
る
こ
と
は
、
語
り
に
よ
っ
て
も
ま
た
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

“S
ile

n
tly

” 

と“In
 a

 d
re

a
m

”

が
入
れ
替
わ
っ
た
の
ち
、“s

h
e
 h

a
d

 co
m

e
 to

 h
im

”

と
あ
り
、
さ
ら
に“h

e
r 

w
a
s
te

d
 b

o
d

y
 w

ith
in

 its
 lo

o
se

 g
ra

v
e
clo

th
e
s
 g

iv
in

g
 o

ff a
n

 o
d
o
u

r o
f w

a
x
 a

n
d

 ro
se

w
o
o
d

”

ま
で

の
箇
所
は
、
一
度
目
の
想
起
の
時
と
同
様
に
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
だ(U

 1
.1

0
2

-0
4

)
。

「
繰
り
返
し
」
の
技
法
は
ジ
ョ
イ
ス
に
あ
っ
て
は
珍
し
く
な
い
が
、
ま
る
で
亡
霊
が
持
つ
再
帰
性
や
反
復
強

迫
性
を
指
し
示
す
よ
う
に
、
地
の
文
も
ま
た
彼
の
意
識
を
な
ぞ
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
描
写

                                        

        

 

う
言
葉
の
重
層
性
に
依
る
、
と
い
う
指
摘
を
し
て
い
る
の
は
小
島
基
洋
で
あ
る
。
彼
の
論
を
要
約
す
る
と
、

ジ
ョ
イ
ス
が
愛
読
し
て
い
た
ス
キ
ー
ト
の
『
英
語
語
源
辞
典
』
のb

itte
r

の
項
に
は
、
最
初
期
の
用
例
と
し

て
、『
良
心
の
呵
責
』(A

y
e
n

b
ite

 o
f In

w
y
t)

と
い
う
中
世
の
道
徳
書
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、b

itte
r

はb
ite

（
噛
む
）
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
、「
死
体
（
肉
体
）
を
何
度
も
噛
む
者(ch

e
w

e
r o

f co
rp

se
)

」
と
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
の
「
良
心
の
呵
責
」
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
言
う
（
小
島 

七
七
―
一
〇
五
）
。 

1
6
7 

こ
こ
で
作
者
の
母
の
死
だ
け
で
な
く
、
間
テ
ク
ス
ト
的
に
第
一
章
に
お
い
て
検
討
し
た
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー

ズ
』
の
「
姉
妹
た
ち
」
と
「
死
者
た
ち
」
の
亡
霊
を
想
起
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。「
姉
妹
た
ち
」
で
フ

リ
ン
神
父
の
棺
の
前
に
灯
さ
れ
た
「
［
二
本
の
］
蝋
燭
は
青
白
く
細
い
炎
の
よ
う
に
見
え
た(th

e
 ca

n
d

le
s
 

lo
o
k

e
d

 lik
e
 p

a
le

 th
in

 fla
m

e
s
)

」
と
あ
り(S

 1
7
1

-7
2

)

、“G
h

o
stly

 lig
h

t”

に
つ
い
て
は
、
フ
ュ
ア
リ
ー

の
ガ
ス
灯
の
「
青
白
い
亡
霊
の
よ
う
な
［
街
灯
の
］
光(A

 g
h

o
stly

 lig
h

t)

」
が
響
い
て
い
る(D

 1
3
5
9

)

。 
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が
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
現
れ
る
こ
と
の
意
味
は
、
彼
が
母
の
亡
霊
に
魘
さ
れ
る
夢
を
繰
り
返
し
て
み
て
い
る

と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化
さ
れ
る
ほ
ど
に
反
復
さ
れ
た
悪
夢
だ
と
い
う
こ
と
を

裏
付
け
る
に
違
い
な
い
。 

 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
意
識
に
反
復
し
て
現
れ
る
母
の
亡
霊
が
彼
に
と
っ
て
「
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
」
で
あ
る
根

拠
は
、
母
の
臨
終
の
際
に
祈
り
を
拒
否
し
た
と
い
う
一
点
に
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
そ
れ
は
一
種
の
英
雄
的
行

為
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
時
点
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
ま
だ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
対
す
る
抵
抗
と
し
て

己
に
課
し
た
使
命
を
全
う
で
き
て
い
な
い
。
一
度
目
に
母
の
亡
霊
が
現
れ
た
際
、
マ
ー
テ
ロ
塔
か
ら
眺
め
る

緑
色
の
海
が
、
母
親
が
嘔
吐
の
度
に
吐
き
出
し
た
胆
汁
の
濁
っ
た
緑
色
と
重
な
っ
て
見
え
る
と
こ
ろ
に
、
彼

の
ト
ラ
ウ
マ
の
深
さ
が
窺
え
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
章
第
三
節
で
詳
述
す
る
）。
し
か
し
、
な
お
注
目
に

値
す
る
の
は
こ
の
亡
霊
が
持
つ
異
様
な
ま
で
の
「
身
体
性
」
だ
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ウ
ェ
イ
ン
ス
ト
ッ
ク

(J
e
ffre

y
 W

e
in

s
to

ck
)

が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
親
の
亡
霊
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
エ

レ
ー
ヌ
・
シ
ク
ス
ー(H

é
lè

n
e
 C

ix
o
u

s)

の
「
亡
霊
は
、
実
際
に
は
話
し
声
の
力
に
よ
っ
て
こ
の
世
で
は
表

象
さ
れ
る
も
の
だ(T

h
e
 g

h
o
st is

 in
 fa

ct o
n

e
 w

h
o
 is re

p
re

se
n

te
d
 in

 th
is w

o
rld

 b
y
 th

e
 p

o
w

e
r o

f 

th
e
 s

p
e
a

k
in

g
 v

o
ice

)

」([1
9
7

6
] 4

9
5
)

と
い
う
指
摘
を
受
け
て
、
こ
の
場
合
は
そ
れ
と
は
逆
に
、
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
の
母
の
亡
霊
は
「（
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
父
の
よ
う
な
）
認
識
で
き
る
声
で
は
な
く
て
、
強
烈
な
身
体
性
、

圧
倒
的
な
肉
体
的
感
覚
に
よ
っ
て
そ
の
姿
を
現
す
の
だ([s

h
e
] is d

e
fin

e
d

 n
o
t b

y
 h

e
r re

co
g
n

isa
b

le
 

v
o
ice

 (a
s
 is

 H
a

m
le

t p
ére

), b
u

t b
y
 a

n
 in

te
n

s
e
 p

h
y
sica

lity
, a

n
 o

v
e
rw

h
e
lm

in
g
 se

n
s
u

a
lity

)

」

と
言
う(6

8
)
1
6
8

。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
が
明
確
な
声
で
は
な
く
、
沈
黙
の
中
に
現
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
姉

妹
た
ち
」
の
少
年
が
フ
リ
ン
神
父
の
「
灰
色
の
顔
」
に
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
主
体
的
に
読
み
取
る
よ
う
に
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
解
釈
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
と

の
差
異
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
聞
い
た
と
な
れ
ば
、
汝
は
復
讐
せ
ね
ば
な
る
ま
い
ぞ
／
我

は
汝
の
父
の
霊
な
り(S

o
 a

rt th
o
u

 to
 re

v
e
n

g
e
, w

h
e
n

 th
o
u

 s
h

a
lt h

e
a
r / I a

m
 th

y
 fa

th
e
r
’s s

p
irit)

」

(1
.5

.6
-9

)

―
―
明
確
な
言
葉
で
復
讐
を
厳
命
す
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
父
と
は
異
な
り
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
母
親

の
亡
霊
が
夢
の
中
で
何
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
ら
推
測
す
る
し
か
な
い
。 

 

本
節
冒
頭
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
ふ
た
り
の
主
人
」、
す
な
わ
ち
大
英
帝
国
と
ロ
ー

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
「
召
使
い
」
で
あ
る
と
い
う
自
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
食
屍
鬼
と
し
て
描
写
さ
れ
、

強
烈
な
身
体
性
、
つ
ま
り
「
不
気
味
さ
」
を
持
つ
母
親
の
姿
は
、
ジ
ュ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
の
概
念
を
援

用
す
る
な
ら
ば
、
何
よ
り
も
「
お
ぞ
ま
し
い
も
の
」
と
し
て
「
棄
却
」
し
た
い
と
望
む
も
の
で
あ
ろ
う1

6
9

。

                                        

        

 
1
6
8 

ウ
ェ
イ
ン
ス
ト
ッ
ク
は
、
亡
霊
の
定
義
を
拡
大
し
、
ジ
ョ
イ
ス
が
先
行
す
る
作
家
に
よ
る
文
学
的
影
響

（
と
り
わ
け
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
の
関
係
）
を
も
亡
霊
的
な“h

a
u

n
tin

g
s
”

と
し
て
見
な
す
点
は
画
期
的
で

あ
ろ
う
。
本
研
究
が
第
一
章
第
二
節
で
「
痛
ま
し
い
事
件
」
を
論
じ
る
際
、
作
品
と
人
物
造
型
に
亡
霊
的
な

影
響
関
係
を
見
た
の
も
、
デ
リ
ダ
だ
け
で
な
く
、
彼
の
論
に
も
着
想
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
ェ
イ
ン
ス
ト

ッ
ク
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
信
条
と
し
て
提
示
し
た
以
下
の
指
摘
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
―
―
「
芸
術
家
と

は
、
自
身
の
過
去
と
い
う
亡
霊
た
ち
を
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る(T

h
e
 A

rtis
t is

 th
e
 o

n
e
 w

h
o
 

ca
n

 co
n

tro
l th

e
 g

h
o
s
ts o

f h
e
r o

w
n

 p
a
s
t)

」(6
6
)

。
亡
霊
を
い
か
に
制
御
し
う
る
か
と
い
う
問
題
は
、

本
章
第
三
節
で
論
じ
る
よ
う
に
歴
史
の
書
き
換
え
と
関
連
す
る
。 

1
6
9 

ア
ブ
ジ
ェ
ク
シ
オ
ン(a

b
je

ctio
n

＝a
b

分
離
す
べ
く
＋je

ct

投
げ
出
さ
れ
た
も
の)

と
は
、
ク
リ
ス
テ
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し
か
し
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。
打
ち
の
め
さ
れ
た
ま
ま
、
「
生
き
さ
せ
て
く
れ
」
と
悲

痛
に
叫
ぶ
の
み
で
あ
る
。
彼
は
自
ら
が
祈
り
を
拒
否
し
た
こ
と
で
、
母
親
が
死
に
き
れ
ず
に
亡
霊
と
な
っ
て

今
な
お
彷
徨
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
自
ら
が
召
使
い
で
あ
る
と
い
う
劣
等
感
に

苛
ま
れ
た
自
意
識
と
深
く
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。 

彼
女
が
食
屍
鬼
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
理
由
は
、
第
十
五
挿
話
で
明
か
さ
れ
る
。
彼
女
の
旧
姓
は
「
グ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ(G

o
u

ld
in

g
)

」
な
の
だ(U

 1
5
.4

1
7
4

)

。
テ
ク
ス
ト
内
で
彼
女
の
亡
霊
が
最
後
に
登
場
す
る

こ
の
箇
所
で
、
ま
た
し
て
も
マ
リ
ガ
ン
が
現
れ
、
言
い
放
つ
―
―
「
彼
女
は
ひ
ど
い
死
に
方
を
し
た(S

h
e
’s

 

b
e
a
stly

 d
e
a

d
)

」(U
 1

5
.4

1
7

0
)

。
ジ
ョ
イ
ス
は
明
ら
か
に
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
音
声
的
繋
が
り
を
利
用
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、g

h
o
st

はg
h

o
u

l
とb

e
a

st

が
合
体
し
た
形
で
重
層
化
さ
れ
て
い
る
の
だ1

7
0

。
こ
こ
か

ら
遡
及
的
に
考
え
を
進
め
れ
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
自
己
意
識
に
獣
／
動
物
を
見
出
す
の
は
必
然
で
あ
っ

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
に
お
け
る
臨
終
の
祈
り
は
、
言
う
な
れ
ば
死
に
ゆ
く
も
の
を
人
間
と
し
て
天
国
に
送
り
届

け
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
詩
人
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
世
界
観
を
拒
否
し
、
自

ら
の
獣
性
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
の
項
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
自
己
意
識
に
関
わ
る
動
物
表

象
を
見
て
ゆ
こ
う
。 

 

狡
猾
な
狐 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
ド
ー
キ
ー
の
海
沿
い
に
あ
る
小
学
校
で
臨
時
教
師
を
し
て
い
る
。
こ
の
小
学
校
は
ア

ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
デ
ィ
ー
ジ
ー
が
校
長
を
務
め
、
イ
ギ
リ
ス
式
の
教
育
を
生
徒
に
施
し
て
い
る
。

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
の
場
で
も
疎
外
感
を
抱
い
て
い
る
。
彼
は
生
徒
達
か
ら
「
幽
霊
の
お
話(A

 g
h

o
s
tsto

ry
)

」

を
せ
が
ま
れ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
彼
は
代
わ
り
に
「
謎
々(rid

d
le

)

」
を
出
す
こ
と
だ
―
―
「
雄
鳥
が

鳴
き
／
空
は
青
か
っ
た
／
天
の
鐘
が
／
十
一
時
を
打
っ
て
い
た
／
こ
の
哀
れ
な
魂
が
／
天
に
召
さ
れ
る
時

間
だ(T

h
e
 co

ck
 cre

w
, / T

h
e
 s

k
y
 w

a
s
 b

lu
e
: / T

h
e
 b

e
lls

 in
 h

e
a

v
e
n

 / W
e
re

 strik
in

g
 e

le
v
e
n

. / ‘T
is 

tim
e
 fo

r th
is p

o
o
r s

o
u

l / T
o
 g

o
 to

 h
e
a

v
e
n

)

」(U
 2

.1
0
2

-0
7

)

。
こ
の
謎
々
は
ギ
フ
ォ
ー
ド
の
注
釈
に

あ
る
よ
う
に
、
答
え
を
既
に
知
る
者
に
し
か
解
く
こ
と
の
出
来
な
い
、
意
味
不
明
な
謎
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
答
え
に
は
精
神
分
析
的
な
防
衛
規
制
の
痕
跡
が
見
出
せ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
本
来
の
答
え
（「
柊
の

木
の
下
に
母
親
を
埋
め
て
い
る
狐(T

h
e
 fo

x
 b

u
ry

in
g
 h

is m
o
th

e
r u

n
d

e
r a

 h
o
lly

 tre
e
)

」(G
iffo

rd
 

[1
9
8
8

] 
3
3
)

）
で
は
な
く
、
「
柊
の
低
木
の
下
に
祖
母
を
埋
め
て
い
る
狐(T

h
e
 
fo

x
 
b

u
ry

in
g
 
h

is 

g
ra

n
d

m
o
th

e
r u

n
d
e
r a

 h
o
lly

b
u

s
h

)

」(U
 2

.1
1
5

)

と
、
無
意
識
の
う
ち
に
母
親
を
避
け
祖
母
に
す
り
替

                                        

        

 

ヴ
ァ
が
『
恐
怖
の
権
力
』
の
中
で
展
開
し
た
概
念
で
あ
る
。
ジ
ョ
イ
ス
に
つ
い
て
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
は
、
第
十

八
挿
話
に
お
け
る
モ
リ
ー
の
独
白
に
主
と
し
て
着
眼
す
る
が
、
以
下
の
記
述
は
む
し
ろ
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に

お
い
て
相
応
し
い
―
―
「
自
己
の
ア
ブ
ジ
ェ
ク
シ
オ
ン
〔
棄
却
行
為
、
お
ぞ
ま
し
さ
〕
と
は
、
主
体
の
あ
る

経
験
、
つ
ま
り
彼
の
対
象
が
こ
と
ご
と
く
、
彼
の
固
有
な
存
在
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
発
端
の
喪
失
、
、
に
し
か

根
拠
を
置
い
て
い
な
い
こ
と
が
主
体
に
暴
露
さ
れ
る
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
経
験
の
最
高
の
形
態
な
の
で

あ
ろ
う
」（
八
、
強
調
は
原
文
マ
マ
）
。 

1
7
0 

ま
た
、
第
十
五
挿
話
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
食
屍
鬼
め
！ 

ハ
イ
エ
ナ
！ 

(T
h

e
 g

h
o
u

l! H
y
e
n

a
!)

」

と
叫
ぶ(U

 1
5

.4
2
0
0

)

。
次
項
で
見
る
残
忍
なfo

x

と
し
て
の
加
害
者
意
識
は
、
屍
肉
を
食
ら
う
ハ
イ
エ
ナ

の
性
質
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
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え
て
い
る
の
だ
。
敢
え
て
亡
霊
譚
を
避
け
て
謎
々
を
出
そ
う
と
し
て
も
、
無
意
識
の
う
ち
に
反
復
強
迫
的
に

母
の
亡
霊
に
繋
が
る
謎
々
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
「
置
き
換
え(d

is
p

la
ce

m
e
n

t)

」
と

「
抑
圧(re

p
re

ssio
n

)

」
で
あ
る1

7
1

。 

母
の
死
体
を
埋
め
る
狐
。
し
か
し
、
抑
圧
し
た
も
の
は
回
帰
す
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
授
業
の
あ
と
、
算

術
の
解
法
を
訊
き
に
来
た
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
を
見
つ
め
な
が
ら
、
自
分
と
こ
の
少
年
を
重
ね
合
わ
せ
る
。
す
る

と
、
狐
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
脳
裏
に
思
い
浮
か
ぶ
の
だ
。 

  
 

醜
く
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
ほ
っ
そ
り
と
し
た
首
、
も
つ
れ
た
髪
の
毛
、
イ
ン
ク
の
し
み
、
か
た
つ

む
り
の
殻
。
だ
が
、
誰
か
が
彼
を
愛
し
た
の
だ
。
彼
女
の
両
腕
に
抱
き
、
胸
に
抱
い
た
。
彼
女
が
い
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
世
界
の
競
争
は
彼
を
踏
み
つ
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。
つ
ぶ
さ
れ
た
骨
な
し
の
か
た
つ
む
り
。

彼
女
は
自
分
の
血
が
流
れ
て
い
る
彼
の
弱
々
し
く
も
水
っ
ぽ
い
血
を
愛
し
た1

7
2

。
で
は
、
あ
れ
は
本
当
に

起
き
た
こ
と
だ
っ
た
の
か
？ 

人
生
で
唯
一
の
真
実
の
こ
と
？ 

…
…
彼
女
は
も
う
い
な
い
。
小
枝
の
よ

う
に
な
っ
た
骨
と
皮
ば
か
り
の
震
え
る
骸
は
火
の
中
で
焼
か
れ
た
。
紫
檀
と
濡
れ
た
灰
の
匂
い
。
踏
み
つ

ぶ
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
彼
を
救
済
し
て
く
れ
て
い
た
の
に
、
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
存
在
し
て

い
た
な
ど
と
ほ
と
ん
ど
言
え
な
い
く
ら
い
に
。
哀
れ
な
魂
は
天
国
へ
逝
く
、
そ
し
て
瞬
く
星
の
下
の
荒
れ

地
で
、
一
匹
の
狐
は
、
毛
皮
に
強
奪
し
た
獲
物
の
血
の
臭
い
を
さ
せ
て
、
慈
悲
の
な
い
光
っ
た
目
を
し
て

大
地
を
削
り
取
り
、
耳
を
澄
ま
せ
た
。
大
地
を
掘
り
起
こ
し
、
耳
を
澄
ま
し
、
掘
り
返
し
て
は
、
ま
た
掘

り
返
し
た
。 

U
g
ly

 a
n

d
 fu

tile
: le

a
n

 n
e
ck

 a
n

d
 th

ick
 h

a
ir a

n
d

 a
 sta

in
 o

f in
k

, a
 s

n
a
il’s b

e
d

. Y
e
t so

m
e
o
n

e
 

h
a

d
 lo

v
e
d

 h
im

, b
o
rn

e
 h

im
 in

 h
e
r a

rm
s
 a

n
d

 in
 h

e
r h

e
a
rt. B

u
t fo

r h
e
r th

e
 ra

ce
 o

f th
e
 

w
o
rld

 w
o
u

ld
 h

a
v
e
 tra

m
p

le
d

 h
im

 u
n

d
e
rfo

o
t, a

 s
q

u
a
s
h

e
d

 b
o
n

e
le

s
s s

n
a

il. S
h

e
 h

a
d

 lo
v
e
d
 

h
is

 w
e
a

k
 w

a
te

ry
 b

lo
o
d
 d

ra
in

e
d

 fro
m

 h
e
r o

w
n

. W
a
s
 th

a
t th

e
n

 re
a
l? T

h
e
 o

n
ly

 tru
e
 th

in
g
 

in
 life

? . . . S
h

e
 w

a
s
 n

o
 m

o
re

: th
e
 tre

m
b

lin
g
 s

k
e
le

to
n

 o
f a

 tw
ig

 b
u

rn
t in

 th
e
 fire

, a
n

 

o
d

o
u

r o
f ro

se
w

o
o
d

 a
n

d
 w

e
tte

d
 a

s
h

e
s
. S

h
e
 h

a
d

 sa
v
e
d

 h
im

 fro
m

 b
e
in

g
 tra

m
p

le
d

 u
n

d
e
rfo

o
t 

a
n

d
 
h

a
d

 
g
o
n

e
, sca

rce
ly

 
h

a
v
in

g
 b

e
e
n

. 
A

 p
o
o
r 

so
u

l 
g
o
n

e
 
to

 
h

e
a

v
e
n

: a
n

d
 
o
n

 a
 
h

e
a
th

 

b
e
n

e
a
th

 w
in

k
in

g
 sta

rs a
 fo

x
, re

d
 re

e
k

 o
f ra

p
in

e
 in

 h
is fu

r, w
ith

 m
e
rcile

s
s b

rig
h

t e
y
e
s 

s
cra

p
e
d
 in

 th
e
 e

a
rth

, liste
n

e
d
, scra

p
e
d

 u
p
 th

e
 e

a
rth

, liste
n

e
d
, scra

p
e
d

 a
n

d
 scra

p
e
d

. (U
 

2
.1

3
9

-5
0

) 

                                        

        

 
1
7
1 

「
置
き
換
え
」
と
「
抑
圧
」、
お
よ
び
「
抑
圧
さ
れ
た
も
の
の
回
帰
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ク
・

フ
ェ
ザ
ー
ス
ト
ー
ン(M

a
rk

 F
e
a
th

e
rs

to
n

e
)

の
説
明
が
大
変
有
用
で
あ
る(5

0
-5

1
)

。
彼
に
よ
れ
ば
、
フ
ロ

イ
ト
自
身
は
一
九
一
五
年
発
表
の
論
文
「
抑
圧
」
の
中
で
初
め
て
「
抑
圧
さ
れ
た
も
の
の
回
帰
」
と
い
う
言

葉
を
用
い
た
―
―
「
代
理
形
成
［
抑
圧
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
な
か
っ
た
欲
動
が
、
代
理
と
し
て
症
状
と
等
価

の
機
知
や
失
錯
行
為
、
良
心
の
高
ま
り
を
形
成
す
る
こ
と
］
と
症
状
を
作
り
出
す
も
の
は
、
抑
圧
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
症
状
は
抑
圧
さ
れ
た
も
の
の
回
帰

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
し
て
、
ま
っ
た
く
異
な
る
発
生
プ
ロ
セ
ス
を
備
え
た
も
の

の
よ
う
で
あ
る
」
（〔
一
九
九
六
〕
六
二
―
六
三
、
強
調
は
原
文
マ
マ
）。 

1
7
2 

血
（
縁
）
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
三
節
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
意
識
を
検
討
す
る
際
に
改
め
て
論
述

す
る
。 
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獰
猛
で
無
慈
悲
な
狐
の
イ
メ
ー
ジ
が
こ
こ
に
は
あ
る
が
、
謎
々
に
あ
っ
た
「
哀
れ
な
魂
」
が
死
ん
だ
母
親
で

あ
る
の
は
自
明
で
あ
る
と
し
て
、
獲
物
の
血
の
臭
い
を
さ
せ
た
狐
を
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
同
一
視
し
た
場
合
、

一
つ
の
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
先
に
見
た
よ
う
に
「
食
屍
鬼
」
と
な
っ
た
母
親
の
亡
霊
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
だ
け
を

じ
っ
と
見
て
、
今
に
も
襲
い
か
か
ら
ん
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
獲
物
の
肉

を
食
ら
っ
て
い
る
の
は
狐
の
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
食
う
者
と
食
わ
れ
る
者
の
イ
メ
ー
ジ
の
反
転
が
起
こ
っ

て
い
る
。
夢
の
中
で
は
母
の
亡
霊
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
肉
を
食
ら
お
う
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
自
分
が
、
臨

終
の
際
に
祈
り
を
拒
否
し
た
こ
と
で
母
親
を
苦
し
め
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
良
心
の
呵
責
が
働
い
て
、

自
ら
を
被
害
者
で
は
な
く
加
害
者
の
立
場
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

こ
の
箇
所
に
は
も
う
ひ
と
つ
着
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。「
僕
も
彼
の
よ
う
だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
な
で
肩
、

こ
の
見
苦
し
い
姿
。
僕
の
少
年
時
代
が
僕
の
そ
ば
で
か
が
ん
で
い
る(L

ik
e
 h

im
 w

a
s I, th

e
se

 slo
p

in
g
 

s
h

o
u

ld
e
rs

, th
is

 g
ra

ce
le

s
s
n

e
s
s. M

y
 ch

ild
h

o
o
d

 b
e
n

d
s
 b

e
s
id

e
 m

e
)

」(U
 2

.1
6
8

-6
9

)

と
考
え
る
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
疑
い
な
く
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
に
自
ら
の
幼
少
期
を
見
出
し
て
い
る
。
言
う
な
れ
ば
、
二
人
は

鏡
像
関
係
に
あ
る
。
愚
鈍
な
弱
い
存
在
で
あ
る
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、
愛
し
守
っ
て
く
れ
て
い
る

「
誰
か
」
＝
母
が
い
る
こ
と
を
想
起
し
た
と
き
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
眼
前
の
少
年
と
幼
少
期
の
自
己
の

境
界
が
揺
ら
い
で
く
る
の
を
意
識
す
る
。
こ
こ
で
も
ジ
ョ
イ
ス
は
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
を
巧
み
に
利
用
し
て
い

る
。
動
き
が
の
ろ
く(s

lo
w

ly
)

勉
強
の
出
来
な
い
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
の
耳
は“s

n
a
il’s

 b
e
d

”

と
い
う
比
喩
で
描

か
れ
る
が
、
こ
れ
は
子
ど
も
の
耳
の
形
が
カ
タ
ツ
ム
リ
の
殻
に
見
え
る
こ
と
に
依
る
。
同
時
に“a

s
 s

lo
w

 a
s 

a
 s

n
a

il”

と
い
う
慣
用
表
現
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
意
識
の
中
で
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
の
緩
慢
な
動
作
と
結
び
つ

く
と
す
れ
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
己
の
信
条
と
し
た
「
狡
知
」
は
、“a

s
 cu

n
n

in
g
 a

s a
 fo

x
”

と
い
う
も
う

一
つ
の
慣
用
表
現
に
も
接
続
さ
れ
る
が
故
に
「
狐
」
と
い
う
動
物
表
象
に
結
び
つ
く
。
つ
ま
り
、
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
と
の
鏡
像
関
係
は
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
レ
ベ
ル
で
も
連
関
し
て
い
る
の
だ1

7
3

。 

 

犬
の
死
体
／
使
い
走
り 

 
 

こ
こ
で
も
う
ひ
と
つ
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
綽
名
、
「
使
い
走
り(d

o
g
sb

o
d

y
)

」
を
考
え
よ
う
。
一
度
目
に

母
の
亡
霊
が
現
れ
た
後
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
追
想
を
妨
害
す
る
か
の
如
く
、
マ
リ
ガ
ン
は
「
あ
あ
、
何
と
も

哀
れ
な
使
い
走
り
だ
よ
！ 

(A
h

, p
o
o
r d

o
g
sb

o
d

y
!)

」
と
叫
ん
で
い
た(U

 1
.1

1
2
)

。
こ
の
箇
所
は
、
マ
リ
ガ

ン
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
な
ぜ
臨
終
の
祈
り
を
拒
否
し
た
の
か
と
問
う
場
面
な
の
で
、d

o
g
s
b
o
d

y

と
い
う
シ

ニ
フ
ィ
ア
ン
に
お
い
て
、
主
人
に
忠
実
な
犬
の
イ
メ
ー
ジ
も
相
ま
っ
て
「
使
い
走
り
」
と
い
う
シ
ニ
フ
ィ
エ

で
マ
リ
ガ
ン
は
使
用
し
て
い
る
は
ず
だ
。
つ
ま
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
厳
命
に
忠
実
に
付
き
従
う
べ
き
者
で
あ

る
の
に
、
そ
れ
に
素
直
に
従
う
こ
と
の
出
来
な
い
哀
れ
な
男
で
あ
る
と
。
し
か
し
、
ギ
フ
ォ
ー
ド
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
ケ
ル
ト
神
話
に
お
い
て
犬
の
属
性
は
「
秘
密
を
守
る
も
の(G

u
a
rd

 th
e
 S

e
cre

t)

」
で
あ
っ
た

([1
9

8
8
] 1

5
)

。
『
肖
像
』
の
〈
三
種
の
神
器
〉
に
見
た
よ
う
に
、
彼
は
「
狡
猾
」
に
も
「
沈
黙
」
を
貫
く
こ

                                        

        

 
1
7
3 

F
o
x

と
し
て
の
自
己
意
識
は
、
本
研
究
第
二
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
彼
が
『
肖
像
』
の
中
で
芸
術
家
で

あ
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
語
っ
た
三
つ
の
武
器
「
沈
黙
、
亡
命
、
そ
し
て
狡
知(s

ile
n

ce
, e

x
ile

, a
n

d
 

cu
n

n
in

g
)

」(P
 5

.2
5
7
9
-8

0
)

と
関
連
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。 
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と
で
、
支
配
者
達
に
本
心
を
知
ら
れ
ま
い
と
す
る
。 

し
か
し
、
こ
のd

o
g
sb

o
d

y

は
、
第
三
挿
話
プ
ロ
テ
ウ
ス
に
登
場
す
る
二
匹
の
犬
に
よ
っ
て
も
う
一
つ
別

の
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
を
付
与
さ
れ
る
。
海
岸
を
元
気
に
走
り
回
る
犬
を
見
な
が
ら
「
あ
の
犬
も
あ
そ
こ
に
何
か

を
埋
め
た
の
か
、
祖
母
を
。
砂
の
中
に
鼻
を
埋
め
て
探
し
回
っ
て
い
る
。
水
を
パ
チ
ャ
パ
チ
ャ
さ
せ
て
、
ほ

じ
く
り
返
し
て
は
、
立
ち
止
ま
っ
て
大
気
に
耳
を
澄
ま
せ
、
そ
し
て
ま
た
砂
を
え
ぐ
っ
て
掘
る
…
…

(S
o
m

e
th

in
g
 h

e
 b

u
rie

d
 th

e
re

, h
is

 g
ra

n
d

m
o
th

e
r. H

e
 ro

o
te

d
 in

 th
e
 sa

n
d

, d
a
b
b

lin
g
, d

e
lv

in
g
 

a
n

d
 s

to
p

p
e
d
 to

 liste
n

 to
 th

e
 a

ir, scra
p

e
d

 u
p

 th
e
 s

a
n

d
 a

g
a

in
 . . .)

」(U
 3

.3
6
0

-6
1

)

と
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
は
考
え
る
。
謎
々
の
答
え
を
回
顧
し
な
が
ら
語
ら
れ
る
こ
の
犬
は
、
先
の

fo
x

の
要
素
を
持
つ
と
共

に
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
水
を
吸
っ
て
膨
れ
上
が
っ
た
犬
の
死
体(A

 b
lo

a
te

d
 ca

rca
ss

 o
f a

 d
o
g
)

」

(U
 3

.2
8

6
)

と
対
比
的
に
登
場
し
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
想
像
の
中
で
、
熊
、
狼
、
牛
、
豹
、
黒
豹
、
禿

鷲
へ
と
、
ま
さ
し
く
プ
ロ
テ
ウ
ス
の
如
く
次
か
ら
次
へ
と
姿
を
変
え
る
こ
の
生
き
た
犬
は(U

 3
.3

4
2

-6
4

)

、

テ
レ
マ
キ
ア
に
お
け
る
動
物
表
象
の
極
点
を
成
す
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ダ
ム
ズ

(R
o
b
e
rt A

d
a

m
s
)

は
「
死
ん
だ
犬
と
出
会
っ
た
ま
さ
に
そ
の
と
き
に
、
こ
の
生
き
た
犬
の
性
質
が
戻
る
こ

と
は
明
ら
か
に
意
義
深
い(it is

 e
v
id

e
n

tly
 sig

n
ifica

n
t th

a
t h

is
 d

o
g
 n

a
tu

re
 re

cu
rs

 ju
st w

h
e
n

 h
e
 

e
n

co
u

n
te

rs
 th

e
 d

e
a

d
 d

o
g
)

」
と
述
べ
、「
犬
の
死
体
が
、
こ
の
犬
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
両
者
に
犬
と
し
て

、
、
、
、

の
特
性

、
、
、
を
認
識
す
る
よ
う
に
迫
る
の
だ(T

h
e
 co

rp
se

 fo
rce

s
 u

p
o
n

 h
im

 a
n

d
 u

p
o
n

 S
te

p
h

e
n

 th
e
 

re
co

g
n

itio
n

 o
f h

is
 d

o
g
g
in

e
ss)

」
と
続
け
る(1

0
8

)

。
つ
ま
り
、fo

x

で
あ
る
と
こ
ろ
の
生
き
た
犬
と
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
の
両
者
が
、
犬
の
死
体(d

o
g
’s

 b
o
d

y
)

に
出
会
う
と
き
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
自
ら
のd

o
g
sb

o
d

y

と

し
て
の
役
割
を
改
め
て
痛
切
に
自
覚
す
る
の
だ
。 

ア
ダ
ム
ズ
が
言
う
よ
う
に
、
生
き
た
犬
は
死
ん
だ
犬
の
臭
い
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
―
―
「
犬
の
頭
が
、
犬

の
鼻
が
、
地
面
に
向
け
ら
れ
た
目
が
、
一
つ
の
偉
大
な
目
的
に
向
か
っ
て
進
む
。
ま
あ
、
哀
れ
な
使
い
走
り

だ
よ
。
こ
こ
に
は
哀
れ
な
使
い
走
り
の
犬
の
死
体
が
あ
る(D

o
g
s
k

u
ll, d

o
g
s
n

iff, e
y
e
s
 o

n
 th

e
 g

ro
u

n
d

, 

m
o
v
e
s to

 o
n

e
 g

re
a
t g

o
a
l. A

h
, p

o
o
r d

o
g
sb

o
d

y
! H

e
re

 lie
s
 p

o
o
r d

o
g
s
b
o
d

y
’s

 b
o
d

y
)

」(U
 3

.3
5
0

-

5
1

)

。
こ
こ
で
は
っ
き
り
と

d
o
g
s
b
o
d

y

に
「
犬
の
死
体
」
と
い
う
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
脳
裏
に
、
デ
ィ
ー
ジ
ー
校
長
と
マ
リ
ガ
ン
の
台
詞
が
同
時
に
登
場
す
る
わ
け
だ
が
、

デ
ィ
ー
ジ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
的
か
つ
目
的
論
的
歴
史
観
―
―
「
あ
ら
ゆ
る
歴
史
は
一
つ
の
偉
大
な
目
的
に

向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
、
つ
ま
り
、
神
の
顕
現
に
向
か
っ
て(A

ll h
isto

ry
 m

o
v
e
s
 to

w
a

rd
 o

n
e
 g

re
a

t g
o
a
l, 

th
e
 m

a
n

ife
s
ta

tio
n

 o
f G

o
d
)

」
）(U

 2
.3

8
0

-8
1

)

―
―
に
見
ら
れ
る
神
の
意
志
は
、
歴
史
を
悪
夢
と
捉
え
る

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
は
到
底
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
詳
述
す
る
）。

生
き
た
犬
が
辿
る
先
が
溺
死
し
た
犬
の
死
体
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
彼
は
溺
死
し
た
犬
の
死
体
に
自

ら
の
姿
を
見
出
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
召
使
い
で
あ
り
、
母
の
屍
肉
を
食
ら
う
狐
で
あ
り
、
溺
死
し
て
海

岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
使
い
走
り
の
犬
で
あ
る
、
こ
れ
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
重
層
化
さ
れ
た
自
己
意
識
な

の
だ1

7
4

。 

                                        

        

 
1
7
4 

こ
こ
で
も
う
ひ
と
つ
思
い
出
す
べ
き
は
、
デ
ィ
ー
ジ
ー
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
呼
び
出
し
た
の
は
、
給
与

を
支
払
う
だ
け
で
な
く
、「
口
蹄
疫(th

e
 fo

o
t a

n
d

 m
o
u

th
 d

is
e
a
se

)

」(U
 2

.3
2
1

-2
2

)

に
つ
い
て
書
い
た

投
書
の
口
利
き
を
依
頼
す
る
た
め
、
す
な
わ
ち
青
年
を
「
使
い
走
り(d

o
g
sb

o
d

y
)

」
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
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し
か
し
、
死
ん
だ
犬
が
生
き
た
犬
を
犬
へ
と
引
き
戻
す
よ
う
に
、
死
体
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
彼
の
あ
る
べ

き
本
性
、
す
な
わ
ち
詩
人
と
し
て
の
役
割
を
思
い
出
さ
せ
る
。
事
実
、
こ
の
二
匹
の
犬
の
描
写
の
直
後
に
彼

は
詩
を
創
作
し
よ
う
と
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、d

o
g

は

G
o
d

の
逆
さ
綴
り
で
あ
り
、
神
と
創
造
主
の

関
係
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
詩
人
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

彼
女
は
、
て
く
て
く
、
と
ぼ
と
ぼ
、
ず
る
ず
る
、
の
ろ
の
ろ
、
荷
物
を
引
い
て
ゆ
く
。
潮
は
月
に
引
か

れ
る
よ
う
に
し
て
、
彼
女
の
目
覚
め
の
中
で
西
へ
と
向
か
う
。
幾
つ
も
の
潮
流
が
、
無
数
の
島
を
成
し
て
、

彼
女
の
体
の
中
を
。
そ
の
血
は
、
僕
も
の
で
は
な
い
。
葡
萄
酒
色
を
し
た
海
、
濃
い
ワ
イ
ン
色
の
海
。
月

の
女
中
を
見
よ
。
眠
り
の
中
で
、
湿
っ
た
し
る
し
が
彼
女
の
時
を
告
げ
る
、
起
き
る
の
だ
、
と
。
花
嫁
の

ベ
ッ
ド
、
出
産
の
ベ
ッ
ド
、
そ
し
て
死
の
床
は
亡
霊
の
よ
う
な
蝋
燭
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
生
き
と

し
生
け
る
も
の
が
汝
の
元
に
。
奴
が
や
っ
て
く
る
、
青
白
い
顔
を
し
た
吸
血
鬼
が
。
嵐
を
通
り
過
ぎ
て
光

る
目
。
蝙
蝠
の
羽
根
の
形
を
し
た
帆
が
海
を
血
の
色
に
染
め
る
。
口
は
彼
女
の
口
に
、
キ
ス
。 

こ
れ
だ
。
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
そ
い
つ
を
黙
ら
せ
ろ
。
僕
の
文
字
盤
に
。
口
を
彼
女
の
キ
ス
に
。 

い
や
。
エ
ム
は
ふ
た
つ
あ
っ
た
方
が
良
い
。
エ
ム
を
く
っ
つ
け
る
ん
だ
。
口
を
彼
女
の
口
の
キ
ス
に
。 

彼
の
唇
は
唇
に
触
れ
る
、
形
を
持
た
な
い
空
気
の
唇
に
口
を
つ
け
る
。
唇
の
よ
う
な
彼
女
の
子
宮

ウ

ー

ム

に
口

を
、
ム
ー
ム
、
ウ
ゥ
ム
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
孕
む

墓
ト
ゥ
ー
ム

。 

 
 

S
h

e
 

tru
d

g
e
s
, 

sch
le

p
p

s, 
tra

in
s
, 

d
ra

g
s, 

tra
s
cin

e
s
 

h
e
r 

lo
a

d
. 

A
 

tid
e
 

w
e
ste

rin
g
, 

m
o
o
n

d
ra

w
n

, in
 h

e
r w

a
k

e
. T

id
e
s
, m

y
ria

d
is

la
n

d
e
d

, w
ith

in
 h

e
r, b

lo
o
d

 n
o
t m

in
e
, oin

op
a
 

p
o
n

to
n

, a
 w

in
e
d

a
rk

 se
a
. B

e
h

o
ld

 th
e
 h

a
n

d
m

a
id

 o
f th

e
 m

o
o
n

. In
 sle

e
p

 th
e
 w

e
t sig

n
 ca

lls 

h
e
r h

o
u

r, b
id

s
 h

e
r rise

. B
rid

e
b

e
d

, ch
ild

b
e
d
, b

e
d
 o

f d
e
a

th
, g

h
o
stca

n
d

le
d

. O
m

n
is ca

ro
 a

d
 

te v
e
n

ie
t. H

e
 co

m
e
s
, p

a
le

 v
a

m
p

ire
, th

ro
u

g
h

 s
to

rm
 h

is e
y
e
s
, h

is b
a

t sa
ils b

lo
o
d

y
in

g
 th

e
 

s
e
a
, m

o
u

th
 to

 h
e
r m

o
u

th
’s

 k
iss. 

 

H
e
re

. P
u

t a
 p

in
 in

 th
a
t ch

a
p

, w
ill y

o
u

? M
y
 ta

b
le

ts
. M

o
u

th
 to

 h
e
r k

is
s. 

 

N
o
. M

u
s
t b

e
 tw

o
 o

f e
m

. G
lu

e
 e

m
 w

e
ll. M

o
u

th
 to

 h
e
r m

o
u

th
’s

 k
iss

. 
 

H
is

 
lip

s
 
lip

p
e
d

 
a

n
d

 
m

o
u

th
e
d

 
fle

s
h

le
ss

 
lip

s
 
o
f 

a
ir: 

m
o
u

th
 
to

 
h

e
r 

m
o
o
m

b
. 

O
o
m

b
, 

a
llw

o
m

b
in

g
 to

m
b

. (U
 3

.3
9

2
-4

0
2
) 

 

こ
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
詩
作
に
お
い
て
着
目
す
べ
き
は
、
創
造
や
誕
生
の
象
徴
で
あ
る
子
宮(w

o
m

b
)

が
、

音
声
的
な
繋
が
り
の
中
で
墓(to

m
b
)

に
隣
接
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
と
死
が
文
字
通
り
く
っ
つ
く
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。“M

o
o
m

b
”

と
はw

o
m

b

とto
m

b

の
合
成
語
で
あ
り
、
こ
こ
にm

o
o
n

が
忍
び
込
む
こ
と
で

女
性
性
の
象
徴
も
同
時
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い1

7
5

。
た
だ
、
彼
は
「
母
」
と
明
言
こ
そ
し
て

                                        

        

 

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
動
物
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
が
活
き
て
い
る
。 

1
7
5 

シ
ェ
ル
ド
ン
・
ブ
リ
ヴ
ィ
ッ
ク(S

h
e
ld

o
n

 B
riv

ic)

は
、
本
研
究
と
同
様
に
精
神
分
析
の
観
点
か
ら
他

者
の
問
題
に
接
続
し
、
さ
ら
に
は
ラ
ン
ボ
ー
の
影
響
を
見
て
い
る([1

9
9
1
] 8

7
-9

0
)

。 
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い
な
い
が
、
引
用
部
の
後
半
で
繰
り
返
さ
れ
るm

の
音
が
示
す
の
はm

o
th

e
r

へ
の
無
意
識
的
な
想
い
で

あ
ろ
う1

7
6

。 
子
宮
に
つ
い
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
れ
よ
り
先
に
「
僕
も
ま
た
罪
の
暗
闇
の
中
で
子
宮
に
孕
ま
れ
た
の

だ
。
作
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
造
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
ふ
た
り
に
よ
っ
て
、
僕
の
声
と
目
を
持
つ
男
と
、

口
か
ら
灰
の
臭
い
の
す
る
亡
霊
と
な
っ
た
女
に
よ
っ
て(W

o
m

b
e
d

 in
 s

in
 d

a
rk

n
e
s
s I w

a
s to

o
, m

a
d
e
 

n
o
t b

e
g
o
tte

n
. B

y
 th

e
m

, th
e
 m

a
n

 w
ith

 m
y
 v

o
ice

 a
n

d
 m

y
 e

y
e
s a

n
d

 a
 g

h
o
stw

o
m

a
n

 w
ith

 a
s
h

e
s 

o
n

 h
e
r b

re
a

th
)

」(U
 3

.4
5
-4

6
)

と
想
起
し
て
い
た
。B

e
g
e
t

が
必
ず
し
も
性
行
為
を
伴
わ
な
い
父
子
関
係

を
指
し
て
い
る
の
に
対
し
、m

a
d

e
とw

o
m

b

が
指
し
示
す
の
は
、
自
ら
の
出
自
が
父
と
母
と
の
性
行
為
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
生
物
学
的
、
言
う
な
れ
ば
動
物
的
事
実
で
あ
る
。B

rid
e
b

e
d

が
初
夜
に
お
け
る

処
女
の
出
血
を
、ch

ild
b

e
d

が
出
産
に
お
け
る
出
血
を
示
す
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
血
は
父
と
母
か
ら
不

可
避
的
に
受
け
継
が
れ
ざ
る
を
得
な
い
繋
が
り
で
あ
る
。
第
二
挿
話
で
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
と
い
う
自
己
の
分

身
に
見
た
、
子
に
流
れ
る
弱
い
血
を
愛
す
る
母
と
い
う
記
述
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
際
に
思
い
浮
か
べ
た

fo
x

の
毛
に
血
が
付
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
自
ら
の
出
生
の
起
源
を
、

詩
の
創
作
に
お
い
て
自
ら
に
突
き
つ
け
て
見
定
め
よ
う
と
し
て
い
る
。 

道
木
一
弘
は
、
吸
血
鬼
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
し
て
「
両
義
性
」
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
吸

血
鬼
と
は
、
母
の
亡
霊
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
苦
し
め
る
食
屍
鬼
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
吸
血
鬼
は
死
体
を
墓

場
か
ら
蘇
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
」
が
故
に
、
こ
こ
に
は
亡
骸
を
埋
め
る
の
で
は
な
く
、
地
面
を
掘
り
返
す

狐
の
イ
メ
ー
ジ
に
派
生
し
て
、「
死
ん
だ
母
の
人
生
を
語
り
直
し
、
彼
女
を
「
生
き
返
ら
せ
」
よ
う
と
す
る
」

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
表
す
と
い
う
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
詩
作
に
お
け
る
キ
ス
に
は
近
親
相
姦
的
な
欲
望
が
托

さ
れ
て
お
り
、「
ジ
プ
シ
ー
女
か
ら
女
性
一
般
へ
と
変
化
し
た
「
彼
女
」
と
い
う
プ
ロ
テ
ウ
ス
は
、
一
人
の

理
想
化
さ
れ
た
女
と
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
前
に
姿
を
現
す
が
、
そ
れ
を
捉
え
た
瞬
間
、
女
は
母
で
あ
っ
た

と
わ
か
る
の
だ
」
（［
二
〇
〇
九
］
七
〇
―
七
一
）。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
は
母
親
を
蘇
ら
せ
た
い
と
い
う
隠
さ

れ
た
欲
望
が
あ
る
、
と
い
う
彼
の
議
論
は
実
に
興
味
深
い
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
母
親
の
存
在
は
、

彼
の
行
く
先
々
に
海
が
常
に
存
在
す
る
よ
う
に
、
ま
た
、
ま
さ
し
く
亡
霊
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
彼
の
意

識
に
終
始
付
き
ま
と
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
こ
で
女
（
母
）
と
い
う
プ
ロ
テ
ウ
ス
は
、
変

化
し
続
け
て
そ
の
姿
が
捉
え
切
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
点
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
モ
ー

                                        

        

 
1
7
6 

さ
ら
に
、
テ
レ
マ
キ
ア
に
お
い
て
海
が
母
親
に
幾
度
も
擬
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
読
者

は
、“a

 w
in

e
d

a
rk

 s
e
a
”

と
い
う
表
現
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
へ
の
意
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
メ

リ
ッ
サ
・
エ
ド
ム
ン
ド
ソ
ン(M

e
liss

a
 E

d
m

u
n

d
s
o
n

)

が
述
べ
る
よ
う
に
、「
母
と
海
の
両
者
は
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
が
自
ら
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
を
投
影
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼
を
「
恐
怖
さ
せ
、

取
り
囲
む
」
の
だ(5

4
7

)

。
第
一
挿
話
で
マ
リ
ガ
ン
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
慰
め
よ
う
と
「
海
を
見
ろ(L

o
o
k

 a
t 

th
e
 se

a
)

」(U
 1

.2
3

1
)

と
述
べ
る
が
、
鏡
を
差
し
出
し
な
が
ら
彼
が
言
う
別
の
台
詞
「
自
分
の
姿
を
よ
く
見

る
ん
だ
…
…
自
分
が
と
ん
で
も
な
い
詩
人
だ
っ
て
こ
と
を
！ 

(L
o
o
k

 a
t y

o
u

rse
lf . . . y

o
u

 d
re

a
d

fu
l 

b
a

rd
!)

」(U
 1

.1
3
4
)

に
関
連
付
け
た
と
き
、
そ
れ
は
海
＝
母
な
る
鏡
を
用
い
て
自
己
を
見
よ
、
と
い
う
ひ
と

つ
の
読
み
の
可
能
性
が
示
さ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
も
ま
た
確
定
的
で
は
な
い
が
、
マ
リ
ガ
ン
が
悪
意
を
持

っ
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
苦
し
め
よ
う
と
母
＝
海
の
比
喩
を
用
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
小
さ
な
こ
と
で
ふ
さ

ぎ
込
ま
ず
に
大
自
然
に
目
を
向
け
よ
、
と
述
べ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も“d

re
a

d
fu

l”

と

い
う
副
詞
は
、
大
仰
な
物
言
い
を
す
る
マ
リ
ガ
ン
の
姿
を
写
し
て
い
る
。 
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ス(M
itch

e
ll M

o
rse

)

が
述
べ
る
よ
う
に
、「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
…
…
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
不
可
避
的
な
様

態
を
通
し
て
不
変
の
形
体
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
章
に
お
い
て
彼
は
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
は
な
い
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
は
決
し
て
成
功
す
る
こ
と
は
な
い
。
将
来
成
功
を
収
め
る
の
は
ジ

ョ
イ
ス
自
身
な
の
で
あ
る(H

e
 s

e
e
k

s
 . . . th

e
 cla

rity
 o

f e
te

rn
a

l fo
rm

s
 th

ro
u

g
h

 th
e
ir o

p
a
q

u
e
 b

u
t 

in
e
lu

cta
b
le

 
m

o
d
a

litie
s. 

In
 
th

is
 
ch

a
p

te
r 

h
e
 

d
o
e
s
n

’t 
s
u

cce
e
d

. 
S

te
p

h
e
n

 
D

e
d

a
lu

s
 

n
e
v
e
r 

s
u

cce
e
d

s
. O

n
ly

 J
o
y
ce

 w
ill s

u
cce

e
d

)

」(3
1
)

。
モ
ー
ス
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
無
力
さ
を
強
調
し
す
ぎ
る

き
ら
い
が
あ
る
が
、
本
論
が
む
し
ろ
強
調
し
た
い
の
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
母
と
い
う
「
彼
女
」
を
そ
の
詩

作
に
お
い
て
初
め
て
捉
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
、
試
み
そ
れ
自
体
を
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
意
識
と
は
無
関
係
に
、
テ
ク
ス
ト
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
一
つ
の
こ
と
を
要
求

し
て
い
る
。
そ
れ
は
母
の
亡
霊
を
直
視
せ
よ
、
と
い
う
厳
命
で
あ
る
。
個
人
史
と
社
会
史
が
一
体
と
な
っ
た

「
悪
夢
」
か
ら
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
目
覚
め
る
た
め
に
は
、
獣
と
な
っ
た
母
の
亡
霊
を
直
視
し
、
そ
れ
を
描
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
使
い
走
り
に
し
て
、
召
使
い
／
従
者
で
あ
り
、
溺
死
体
で
あ
るd

o
g
sb

o
d

y

の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
は
、
少
な
く
と
も
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
為
す
術
が
な
い
。
だ

が
、
彼
は
何
と
か
抵
抗
を
試
み
る
。
そ
れ
が
彼
の
詩
作
に
お
い
て
、
女
性
と
し
て
の
母
を
、
動
物
的
な
血
と

子
宮
と
い
う
点
か
ら
想
起
す
る
こ
と
の
意
義
で
あ
る
。
彼
は
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
を
忌
避
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
出
来
る
限
り
明
視
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
試
み
は
テ
ク
ス
ト
内
で
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
作
者
ジ
ョ
イ
ス
が
失
敗
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
執
拗
に
描
く
こ
と
の
意
義
は
確
か
に
存
在
す
る
は
ず

だ
。
言
う
な
れ
ば
、
ジ
ョ
イ
ス
は
、
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
る
若
き
日
の
自
己
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
分
身
を
描
く

こ
と
を
通
し
て
初
め
て
、
作
家
ジ
ョ
イ
ス
に
生
成
変
化
し
た
の
だ
。 

 

前
章
で
見
た
よ
う
に
「
我
仕
え
ず
」
と
「
狡
猾
」
は
ど
ち
ら
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
代
表
す
る
二
つ
の
特
性

で
あ
る
。
神
に
仕
え
よ
、
と
い
う
母
の
厳
命
に
従
い
な
が
ら
、
か
つ
拒
絶
す
る
狡
猾
な
方
法
が
ひ
と
つ
だ
け

あ
る
。
そ
れ
は
、
神
を
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
で
は
な
く
、
美
学
の
神
に
す
り
替
え
る
こ
と
だ
。
美
学
の
神
に
仕

え
る
な
ら
ば
、
彼
は
「
ふ
た
り
の
主
人
」
に
仕
え
る
「
召
使
い
」
の
役
割
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

す
な
わ
ち
、
大
英
帝
国
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
支
配
か
ら
の
、
悪
夢
か
ら
の
解
放
を
目
指
す
唯
一
の
試
み
は
、
美

に
仕
え
る
こ
と
に
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
徹
底
的
に
非
政
治
的
に
な
る
こ
と
が
逆
説
的
に
、
最
も
政
治
的

に
振
る
舞
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
視
点
を
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
か
ら
ジ
ョ
イ
ス
に
切
り
替
え
よ

う
。
す
る
と
、
ジ
ョ
イ
ス
が
、
失
敗
す
る
若
き
芸
術
家
、
イ
カ
ロ
ス
の
よ
う
に
海
＝
母
に
溺
れ
る
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
を
描
い
た
こ
と
の
意
義
が
見
出
せ
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
ル
マ
ン(R

ich
a
rd

 E
llm

a
n

n
)

が
述
べ
る
よ

う
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
二
つ
の
支
配
に
対
し
て
、
拒
絶
と
い
う
手
段
を
以
て
し
か
抵
抗
す
る
こ
と
が
な
い

―
―
「
し
か
し
、
拒
絶
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
彼
の
唯
一
の
忠
誠
は
存
在
す
る(B

u
t b

e
y
o
n

d
 h

is
 re

fu
s
a
ls 

is
 a

 s
in

g
u

la
r lo

y
a

lty
)

」。
つ
ま
り
、
実
の
母
で
は
な
く
「
別
の
女
性
、
す
な
わ
ち
彼
の
ミ
ュ
ー
ズ(a

n
o
th

e
r 

w
o
m

a
n

, h
is

 m
u

se
)

」
に
対
す
る
忠
誠
で
あ
る([1

9
7
2
] 1

1
)

。 

フ
ロ
イ
ト
は
、
患
者
（
被
分
析
者
）
と
分
析
者
が
共
同
し
て
、
反
復
強
迫
を
「
徹
底
操
作
」
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
精
神
分
析
技
法
の
核
心
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
患
者
は
抑
圧
さ
れ
た
記
憶
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
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る
分
析
者
に
対
し
て
一
度
は
愛
情
あ
る
い
は
憎
し
み
を
向
け
る
（「
陽
性
／
陰
性
転
移
」）
。
つ
ま
り
、
分
析

医
が
患
者
の
ト
ラ
ウ
マ
の
原
因
を
探
り
当
て
る
（
解
釈
す
る
）
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
だ
。
フ
ロ
イ
ト
は
言

う
。 

 

わ
れ
わ
れ
は
今
や
患
者
に
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
抵
抗
を
さ
ら
に
熟
知
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
抵
抗

を
徹
底
操
作
し

、
、
、
、
、d

u
rch

a
rb

e
ite

n

、
抵
抗
に
逆
ら
っ
て
精
神
分
析
の
基
本
規
則
に
よ
る
操
作
（
自
由
連
想

法
）
を
続
け
な
が
ら
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
患
者
に
時
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

な
徹
底
操
作
が
頂
点
に
達
し
た
と
き
、
は
じ
め
て
わ
れ
わ
れ
は
被
分
析
者
と
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
、
抵

抗
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
抑
圧
さ
れ
た
本
能
興
奮
、
患
者
が
そ
の
よ
う
な
徹
底
操
作
の
体
験
を
通
じ
て

そ
の
存
在
と
力
を
確
信
す
る
よ
う
な
本
能
興
奮
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
分
析
医
と
し
て
は
、

た
だ
時
の
来
る
ま
で
待
つ
こ
と
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
し
か
し
ま
た
促
進
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

分
析
の
経
過
を
そ
の
流
れ
る
に
任
せ
て
お
く
こ
と
以
外
に
は
何
も
し
て
は
な
ら
な
い
。（［
一
九
七
〇
］
五

七
、
強
調
は
原
文
マ
マ
） 

 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
患
者
に
、
ジ
ョ
イ
ス
を
分
析
医
に
当
て
嵌
め
た
場
合
、
な
ぜ
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
『
ユ
リ
シ

ー
ズ
』
の
一
日
に
お
い
て
、
ト
ラ
ウ
マ
的
記
憶
か
ら
解
放
さ
れ
得
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

本
研
究
が
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
右
の
フ
ロ
イ
ト
の
引
用
で
注
意
す
べ
き
は
「
徹
底
操
作
」
に

お
け
る
時
の
経
過
、
す
な
わ
ち
事
後
性
で
あ
る
。
本
論
第
二
章
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
、
作
者
は
『
肖
像
』
と

い
う
自
伝
的
小
説
を
完
成
さ
せ
る
の
に
十
年
以
上
の
歳
月
を
要
し
た
。『
肖
像
』
と
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
空

白
部
に
置
か
れ
た
出
来
事
は
、
一
度
目
の
飛
翔
／
逃
亡
の
失
敗
、
そ
し
て
母
の
死
と
い
う
作
者
自
身
の
ト
ラ

ウ
マ
的
経
験
で
あ
る
。
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
最
後
に
置
か
れ
た
「
一
九
一
四
―
二
一
」
と
い
う
七
年
の
歳
月

は
、
言
う
な
れ
ば
ジ
ョ
イ
ス
が
己
の
悪
夢
に
関
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
「
徹
底
操
作
」
を
重
ね
さ
せ
た
時
間
、

す
な
わ
ち
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
ジ
ョ
イ
ス
に
な
る
た
め
に
要
し
た
時
間
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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第
二
節 

「
キ
ル
ケ
」
に
お
け
る
犬
と
狐
の
表
象
―
―W

h
o
 is b

e
a
stly

 d
e
a
d

? 

 

前
節
で
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
の
亡
霊
が
「
食
屍
鬼(g

h
o
u

l)

」
の
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
て
い
る
理
由

を
、
マ
リ
ガ
ン
が
不
用
意
に
言
い
放
っ
た“b

e
a
stly

 d
e
a

d
”

と
い
う
言
葉
に
求
め
た
。
死
の
床
に
就
い
た
母

の
姿
の
記
憶
は
、be

a
stly

と
い
う
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
多
義
性
に
よ
っ
て
よ
り
一
層
「
お
ぞ
ま
し
い(a

b
je

ct)

」

も
の
と
な
り
、
夢
の
中
で
繰
り
返
し
息
子
の
信
仰
の
喪
失
を
責
め
立
て
る
。
そ
し
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
「
使

い
走
り(d

o
g
sb

o
d

y
)

」
と
い
う
自
意
識
も
ま
た
、
動
物
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
―
―
（
祖
）
母
の
亡
骸
を
埋
め
る

残
忍
な
狐
と
溺
死
し
た
犬
の
死
体(d

o
g
’s

 b
o
d

y
)

の
両
者
―
―
に
関
わ
る
こ
と
を
見
た
。「
プ
ロ
テ
ウ
ス
」
に

お
け
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
詩
作
は
、
動
物
と
し
て
の
母
を
捉
え
直
し
、
延
い
て
は
自
己
の
有
り
様
を
模
索
す

る
契
機
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
上
記
の
問
題
意
識
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
母
の
亡
霊
が
再
度
現

れ
る
第
十
五
挿
話
「
キ
ル
ケ
」
を
検
討
す
る
。 

ジ
ョ
イ
ス
が
画
家
の
フ
ラ
ン
ク
・
バ
ッ
ジ
ェ
ン(F

ra
n

k
 B

u
d

g
e
n

)

に
語
っ
た
構
想
に
よ
れ
ば
、『
ユ
リ
シ

ー
ズ
』
第
十
五
挿
話
の
「
キ
ル
ケ
」
は
、
衣
装
（
変
装
）
の
挿
話
で
あ
る
と
同
時
に
、「
動
物
の
ア
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
や
行
動
様
式
に
満
ち
た
、
動
物
の
挿
話(a

n
 a

n
im

a
l e

p
iso

d
e
, fu

ll o
f a

n
im

a
l a

llu
sio

n
s, 

a
n

im
a
l m

a
n

n
e
rism

)

」
で
あ
る
と
い
う(2

3
4

)
1
7
7

。
こ
の
回
想
に
続
い
て
、
画
家
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ

る
―
―
「
動
物
が
人
間
に
変
化
す
る
こ
と
の
核
心
に
あ
る
の
は
、
人
は
多
面
的
な
人
間
の
全
体
性
を
失
う
と

き
動
物
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
…
…
獣
性
と
は
一
面
性
の
こ
と
な
の
だ(T

h
e
 e

sse
n

ce
 o

f 

th
e
 a

n
im

a
l in

to
 m

a
n

 m
e
ta

m
o
rp

h
o
s
is

 se
e
m

s
 to

 b
e
 th

a
t m

a
n

 b
e
co

m
e
s
 a

n
 a

n
im

a
l w

h
e
n

 h
e
 

lo
se

s h
is m

a
n

y
-sid

e
d
 h

u
m

a
n

 w
h

o
le

n
e
ss

. . . . B
e
a
s
tlin

e
s
s is o

n
e
-s

id
e
d

n
e
ss

)
」(2

3
5

)
 

。
こ
こ

で
着
目
す
べ
き
は
、
バ
ッ
ジ
ェ
ン
が“a

n
im

a
l”

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
語
る
際
に
、「
多
面
性
」
や
「
全
体

性
」
を
人
間
の
特
性
と
し
て
見
出
し
、
そ
の
一
方
で
対
比
的
に
「
一
面
性
」
を
獣
性
の
側
に
置
い
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う1

7
8

。 

従
来
の
動
物
論
に
対
し
て
脱
構
築
の
立
場
か
ら
一
石
を
投
じ
、
そ
の
後
の
ア
ニ
マ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

(A
n

im
a
l S

tu
d

ie
s
)

の
理
論
的
支
柱
と
な
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ(J

a
cq

u
e
s
 D

e
rrid

a
)

に
よ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
に
一
面
的
に
、
あ
る
い
はa

n
im

a
l

と
し
て
単
数
形
で
動
物
を
捉
え
る
傾
向
は
、
ま
さ
し
く
人
間
中
心

主
義
で
あ
り
、「
動
物
機
械
論
」
を
主
張
し
た
デ
カ
ル
ト
以
降
、
カ
ン
ト
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
、
ラ
カ
ン
、
レ

                                        

        

 
1
7
7 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
キ
ル
ケ
」
挿
話
の
幻
覚
に
つ
い
て
概
観
し
て
分
析
し
た
清
水
重
夫
も
注
目
し

て
い
る
―
―
「
第
十
五
章
は
、
な
る
ほ
ど
ブ
ル
ー
ム
の
性
的
に
変
質
に
近
い
癖
、
両
性
を
持
っ
た
ブ
ル
ー
ム
、

男
か
ら
女
へ
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
っ
て
受
け
る
ひ
ど
い
扱
い
等
、
暗
い
、
ド
ロ
ド
ロ
し
た
彼
の
内
面
の
世
界

を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
も
舞
台
で
使
う
衣
装
の
う
ち
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え

に
ゆ
き
あ
た
る
」
（
一
三
六
―
三
七
）
。 

1
7
8 

事
実
、
作
者
は
こ
の
挿
話
を
書
い
て
い
る
と
き
の
様
子
を
カ
ル
ロ
・
リ
ナ
テ
ィ
へ
の
手
紙
で
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
―
―
「
僕
は
ガ
レ
ー
船
の
奴
隷
の
よ
う
に
、
驢
馬
の
よ
う
に
、
獣
の
よ
う
に

、
、
、
、
、
働
い
て
い
る
。

眠
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
「
キ
ル
ケ
」
挿
話
は
僕
を
も
ま
た
動
物
に
変
え
て
し
ま
っ
た
ん
だ(I 

a
m

 

w
o
rk

in
g
 lik

e
 a

 g
a

lle
y
-s

la
v
e
, a

n
 a

ss, a
 b

ru
te

, I ca
n

n
o
t e

v
e
n

 sle
e
p

. T
h

e
 e

p
iso

d
e
 o

f C
irce

 h
a
s 

ch
a

n
g
e
d

 m
e
 to

o
 in

to
 a

n
 a

n
im

a
l)

」(L
I 1

4
6
)

。 
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ヴ
ィ
ナ
ス
に
至
る
ま
で
連
綿
と
続
く
と
い
う
。
デ
リ
ダ
は
哲
学
や
神
学
や
科
学
に
お
い
て
は
、
動
物
は
あ
く

ま
で
も
「
見
ら
れ
る
」
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
言
説
に
は
動
物
か
ら
「
見
返
さ
れ
る
」
経
験
が
欠
如
し
て

い
る
が
、
そ
の
一
方
で
文
学
で
は
、
見
る
者
と
し
て
の
動
物
の
眼
差
し
に
人
間
が
曝
さ
れ
る
場
が
提
供
さ
れ

て
き
た
と
主
張
し
て
い
る([2

0
0
8
] 7

-1
4
)
1
7
9

。 

一
面
性
と
多
面
性
、
単
数
性
と
複
数
性
、
動
物
と
人
間
―
―
前
節
で
も
見
た
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
の
動
物

表
象
は
こ
の
両
端
を
揺
れ
動
い
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
キ
ル
ケ
」
に
お
け
る
動
物
表
象
は
、
そ
れ
ま
で
の
挿

話
を
総
括
す
る
か
の
よ
う
に
重
層
化
さ
れ
多
義
的
だ
。
加
え
て
、
性
欲
が
蠢
く
「
夜
の
街
」
に
お
い
て
大
変

印
象
的
な
の
は
多
く
の
亡
霊
が
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
犬
か
ら
ま
さ
し
く
「
輪
廻
転
生
」
す
る

デ
ィ
グ
ナ
ム
の
亡
霊
は(“B

y
 m

e
te

m
p
s
y
ch

o
s
is

. S
p

o
o
k

s
.”(U

 1
5
.1

2
2
6

))

、
生
者
と
死
者
、
あ
る
い
は
人

間
と
動
物
を
繋
ぐ
中
間
的
存
在
と
し
て
極
め
て
興
味
深
い1

8
0

。
そ
し
て
こ
の
亡
霊
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母

の
亡
霊
と
も
多
く
の
共
通
点
を
持
つ
。
本
節
で
は
、
「
テ
レ
マ
キ
ア
」
の
三
挿
話
で
提
示
さ
れ
た
犬
と
狐
の

表
象
が
、「
キ
ル
ケ
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
重
層
化
さ
れ
反
復
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
、「
プ
ロ
テ
ウ
ス
」

の
溺
死
し
た
犬
こ
そ
が
、
デ
ィ
グ
ナ
ム
の
亡
霊
の
「
起
源
」
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
。 

 

剥
製
の
狐 

例
え
ば“b

e
a
st”

と
い
う
言
葉
は
、
日
本
語
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
け
だ
も
の
」
と
同
様
に
、
性
欲
に
囚
わ
れ

た
人
間
を
示
す1

8
1

。「
キ
ル
ケ
」
に
お
い
て
獣
的
＝
一
面
的
を
表
す
好
例
は
、
幻
想
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
の

ブ
ル
ー
ム
が
ベ
ラ
に
向
か
っ
て
放
っ
た
以
下
の
台
詞
だ
ろ
う
―
―
「
あ
ん
た
の
目
は
、
そ
こ
に
い
る
剥
製
の

狐
の
ガ
ラ
ス
の
目
と
同
じ
く
ら
い
命
が
宿
っ
て
い
な
い
ね(Y

o
u

r e
y
e
s
 a

re
 a

s
 v

a
p

id
 a

s
 th

e
 g

la
sse

y
e
s 

o
f y

o
u

r stu
ffe

d
 fo

x
)

」(U
 1

5
.3

4
8
5

-8
6

)

。
こ
こ
で
のg

la
sse

y
e
s

と
い
う
表
現
が
実
に
示
唆
的
だ
。
な

                                        

        

 
1
7
9 

筆
者
が
こ
の
デ
リ
ダ
の
論
考
に
着
目
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
一
三
年
六
月
の
日
本
ジ
ェ
イ

ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
協
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ジ
ョ
イ
ス
と
動
物
」
に
依
る
。
登
壇
者
の
ひ
と
り
と
し
て
参

加
し
た
そ
の
準
備
過
程
で
、
司
会
の
道
木
一
弘
先
生
、
登
壇
者
の
山
田
幸
代
さ
ん
、
南
谷
奉
良
さ
ん
か
ら
幾

度
と
な
く
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。
特
に
司
会
の
道
木
先
生
に
は
、
剥
製
の
狐
へ
の
着
目
や“m

o
u

rir 

co
m

m
e
 u

n
e
 b

ê
te

”

の
含
意
な
ど
、
本
節
の
核
と
で
も
言
う
べ
き
ア
イ
デ
ィ
ア
の
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
は
、J

o
y
ce

a
n

 J
a

p
a

n

第
二
五
号
（
四
―
一
五
、
四
三
―
七
〇
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。 

1
8
0 

こ
こ
で
触
れ
ら
れ
る
「
輪
廻
転
生
」
は
、
第
四
挿
話
に
お
い
て
、
借
り
て
い
た
猥
本
の
中
に
出
て
く
る

語
で
、
そ
の
意
味
を
モ
リ
ー
か
ら
問
わ
れ
、
ブ
ル
ー
ム
は
説
明
し
て
聞
か
せ
る
が(U

 4
.3

3
9
-4

2
)

、
終
日
折

に
触
れ
て
こ
の
語
を
想
起
す
る(U

 1
3

.1
1
1

8
 / 1

4
.8

9
7
 / 1

4
.1

1
0

0
 / 1

5
.1

7
0

6
 / 1

7
.6

8
6

)

。
ダ
ブ
リ
ン
の
愛

す
べ
き
市
井
の
人
ブ
ル
ー
ム
が
、
ホ
メ
ロ
ス
の
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
に
擬
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
ユ
リ
シ

ー
ズ
』
と
い
う
本
書
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
彼
が
勿
論
そ
の
こ
と
を

知
ら
な
い
ま
ま
に

、
、
、
、
、
、
、
こ
の
語
を
反
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
輪
廻
転
生
」
は
図
ら
ず
も
本
作
全
体
を
説
明
す

る
鍵
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
リ
リ
ン
・
フ
レ
ン
チ(M

a
rily

n
 F

re
n

ch
)

は
、「
輪
廻
転
生
」
の

「
重
要
な
意
味
合
い
の
説
明
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
託
さ
れ
て
い
る(its

 im
p

o
rta

n
ce

 is
 le

ft to
 S

te
p

h
e
n

 

to
 e

x
p
la

in
)

」
と
指
摘
し
て
い
る(2

3
)

。 
1
8
1 

例
え
ば
、
本
挿
話
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、『
オ
セ
ロ
ー
』
に
出
て
く
る
表
現
を
借
り
て
「
深
夜
に
二
つ

の
背
中
を
持
つ
獣(T

h
e
 b

e
a
s
t th

a
t h

a
s tw

o
 b

a
ck

s a
t m

id
n

ig
h

t)

」(U
 1

5
.3

6
3

1
-3

2
)

と
、
性
交
を
す

る
男
女
の
こ
と
を
考
え
る
。 
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ぜ
な
ら
剥
製
は
そ
の
動
物
の
外
形
を
ま
さ
し
く
生
き
生
き
と
保
存
す
る
が
、
目
は
防
腐
処
理
が
で
き
な
い

た
め
、
ガ
ラ
ス
玉
を
入
れ
て
い
る
。『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
を
「
鏡(lo

o
k

in
g
-g

la
ss

)

」
に
擬
え
た
ジ
ョ
イ
ス
に

あ
っ
て
、
ブ
ル
ー
ム
の
こ
の
言
葉
は
「
鏡
で
自
ら
の
姿
を
見
つ
め
よ
」
と
い
う
性
欲
に
囚
わ
れ
た
者
た
ち
へ

の
叫
び
で
あ
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。 

同
時
に
、
ガ
ラ
ス
玉
で
で
き
た
剥
製
の
目
を
見
る
こ
と
は
、
二
重
に
「
見
つ
め
返
さ
れ
る
」
経
験
だ
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
、
他
な
ら
ぬ
狐
の
目
に
よ
っ
て
、
も
う
一
つ
は
、
鏡
を
見
る
自
ら
の
目
に
よ
っ
て
、

で
あ
る
。
デ
リ
ダ
が
言
う
よ
う
な
動
物
か
ら
「
見
返
さ
れ
る
」
契
機
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
ま
た
、“stu

ff”

が

「
食
べ
物
」
や
「
酒
」
さ
ら
に
は
「
性
交
」
の
隠
語
で
も
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ら
の
動
物

的
欲
求
に
よ
っ
て
文
字
通
り
「
詰
め
込
ま
れ
た
」
剥
製
と
は
、
性
の
虜
に
な
っ
た
男
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
夜

の
街
を
徘
徊
す
る
者
た
ち
の
運
命
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
一
人
こ
そ
、
既
婚
女
性
と
の
姦
通
で
失
脚

し
た
パ
ー
ネ
ル
、
す
な
わ
ち“M

r F
o
x
”

に
他
な
ら
な
い1

8
2

。 

ブ
ル
ー
ム
の
非
難
に
対
し
て
「
な
ん
だ
、
あ
ん
た
は
カ
モ
、
、
じ
ゃ
な
い
の
ね(Y

o
u

’re
 n

o
t g

a
m

e
, in

 fa
ct)

」

と
言
う
ベ
ラ
に
は
、“so

w
cu

n
t”

（「
雌
豚
」
と
「
女
性
器
」）
と
い
う
二
重
に
動
物
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
与
え

ら
れ
て
い
る(U

 1
5

.3
4
8
9

)

。
ジ
ョ
イ
ス
は
最
終
稿
でcu

n
t

にs
o
w

を
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
の
意
義
は

後
ほ
ど
検
討
す
る
が1

8
3

、
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
部
下
達
と
同
様
、
ベ
ラ
は
人
と
し
て
の
多
面
的
な
全
体
性
を

失
う
こ
と
で
一
面
的
な
動
物
／
獣
に
な
り
、
言
葉
で
は
な
く
身
体
、
し
か
も
生
殖
器
と
い
う
最
も
動
物
的
な

部
分
が
意
味
不
明
の
叫
び
、
「
フ
ブ
ハ
ラ
ー
ト
！ 

(F
b

h
ra

ch
t!)

」
と
「
吠
え
る(b

a
rk

)

」
の
で
あ
る(U

 

1
5

.3
4

8
9
-9

0
)

。 

デ
リ
ダ
が

a
n

im
a

lity

を
脱
構
築
す
る
動
機
は
、
動
物
と
人
間
の
境
界
を
引
く
こ
と
が
究
極
的
に
は
不

可
能
で
あ
り
、
絶
え
ず
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
倫
理
的
問
題
を
明
る
み
に
出
す
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
言
う
ま
で
も
な
く
、
人
間
と
動
物
は
異
な
る
。
ち
が
う
け
れ
ど
、
似
て
い
る
。
言
う
な
れ
ば
こ

こ
に
は
「
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
の
問
題
が
あ
り1

8
4

、
人
間
に
よ
る
包
摂
と
排
除
に
よ
っ
て
、
個
々
の
動
物
は

言
葉
と
し
て
の
「
人
間
」
と
「
動
物
」
の
境
界
を
常
に
揺
れ
動
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
再
度
強
調
し
た

い
の
は
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
全
体
に
お
い
て
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
亡
霊
も
ま
た
、
死
者
と
生
者
の
境
界
を

                                        

        

 
1
8
2 

「
ミ
ス
タ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
」
は
パ
ー
ネ
ル
が
オ
シ
ェ
イ
夫
人
と
の
密
通
の
際
に
用
い
た
偽
名
で
あ
る

が
（『
肖
像
』
で
は
ケ
イ
シ
ー
氏
の
話
の
中
で
出
て
く
る(P

 1
.1

0
2
7
)

）、
本
挿
話
で
も
幻
想
の
中
で
起
こ
る

ブ
ル
ー
ム
の
猥
褻
裁
判
に
お
い
て
群
衆
は
叫
ぶ―

―

「
奴
を
リ
ン
チ
に
か
け
ろ
！ 

火
炙
り
に
し
て
し
ま

え
！ 

奴
は
パ
ー
ネ
ル
と
同
様
に
悪
人
だ
。
ミ
ス
タ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
！ 

(L
y
n

ch
 h

im
! R

o
a
s
t h

im
! H

e
’s 

a
s
 b

a
d

 a
s
 P

a
rn

e
ll w

a
s
. M

r F
o
x
!)

」(U
 1

5
.1

7
6

2
)

。
前
章
で
検
証
し
た
よ
う
に
、「
狡
猾
さ
」
を
介
し

て
狐
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
結
ぶ
等
号
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ブ
ル
ー
ム
と
パ
ー
ネ
ル
に
も
拡
張
さ
れ
る
。 

1
8
3 

こ
こ
で
思
い
出
す
べ
き
は
、『
肖
像
』
第
五
章
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
述
べ
る
次
の
台
詞
だ
―
―
「
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
は
自
分
が
産
ん
だ
子
ど
も
を
食
べ
る
老
い
た
雌
豚
な
ん
だ(Ire

la
n

d
 is

 th
e
 o

ld
 so

w
 th

a
t e

a
ts 

h
e
r fa

rro
w

)

」(P
 5

.1
0
5
5

)

。
傍
線
部
はU

 1
5

.4
5
8

2
-8

3

で
反
復
さ
れ
て
い
る
。 

1
8
4 

本
論
が
こ
こ
で
「
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
の
は
、
ク
イ
ア
理
論
に
お
け
る
「
性
の

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン(s

e
x
u

a
l g

ra
d

a
tio

n
)

」
を
意
識
し
て
い
る
。
生
物
学
的
性(se

x
)

に
あ
っ
て
は
二
項
対
立

的
で
あ
っ
て
も
、
社
会
的
性(g

e
n

d
e
r)

に
あ
っ
て
は
個
々
の
性
的
嗜
好(se

x
u

a
lity

)

を
含
む
性
意
識
は
必
ず

し
も
二
項
対
立
的
に
切
り
分
け
ら
れ
ず
、
程
度
の
問
題
と
な
る
。
同
様
に
、
人
間
と
動
物
を
対
比
す
る
も
ま

た
生
物
学
的
に
は
可
能
で
あ
る
が
、
ペ
ッ
ト
を
家
族
の
一
員
と
見
做
し
可
愛
が
る
人
を
想
起
す
れ
ば
明
ら

か
で
あ
る
よ
う
に
、
人
間
と
の
近
さ
に
よ
っ
て
そ
の
境
界
は
常
に
揺
れ
動
き
、
ま
た
複
数
的
で
あ
る
。 
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揺
れ
動
く
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
亡
霊
が
死
ん
で
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
生
き
て
い
る
と
い
う
二
重

性
を
帯
び
た
存
在
で
あ
り
得
る
の
は
、
死
者
が
生
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
応
答
を
求
め
て
い
る
か
ら
で
あ

り
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
現
れ
る
動
物
も
ま
た
物
言
わ
ぬ
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
亡
霊
と
同
様
に
、
人

間
に
問
い
を
投
げ
か
け
る
。 

前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、“b

e
a

stly
 d

e
a

d
”

と
い
う
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
意
味
内
容
は
、
マ
リ
ガ
ン
と
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
間
で
ず
れ
が
起
こ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
実
際
に
母
の
最
期
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
に
は
、
獣
を
容
易
に
喚
起
さ
せ
る
こ
のb

e
a
s
tly

が
、
文
字
通
り
の
意
味
と
し
て
重
層
的
に
響
い
て

し
ま
う
。
母
の
陰
惨
な
最
期
を
巡
る
記
憶
は
、
ま
さ
し
く
亡
霊
の
よ
う
に
一
周
忌
を
前
に
し
て
よ
り
一
層
強

く
彼
の
脳
裏
に
取
り
憑
い
て
離
れ
な
い
。
彼
に
と
っ
て
母
の
死
は
ト
ラ
ウ
マ
で
あ
る
が
、“b

e
a

stly
 d

e
a

d
”

は
絶
え
ず
そ
の
「
悪
夢
」
を
想
起
さ
せ
、
さ
ら
に
は
実
際
に
彼
が
目
に
し
た
光
景
を
よ
り
一
層
「
ひ
ど
い
」

も
の
に
す
る
言
葉
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
い
て
「
動
物
の
よ

う
に
死
ぬ(m

o
u

rir co
m

m
e
 u

n
e
 b

ê
te

)

」
と
い
う
熟
語
が
「
臨
終
の
秘
跡
を
受
け
ず
に
死
ぬ
」
と
い
う
意

味
を
持
つ
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
臨
終
の
祈
り
を
拒
否
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
は
、
母
が
実
際

に
は
臨
終
の
秘
蹟
を
受
け
て
い
て
も
、
ひ
ど
い
死
に
方
し
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
喚
起
さ
せ
る
言
葉
と

し
て
、“b

e
a

stly
 d

e
a

d
”

は
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ジ
ョ
イ
ス
が
常
々
参
照
し
て
い
た
『
ブ
リ

タ
ニ
カ
百
科
事
典
』
に
は
、“A

n
o
in

tin
g
”

の
項
目
に
「
死
者
が
聖
油
を
塗
ら
れ
る
の
は
、
吸
血
鬼
や
食
屍
、
、

鬼、
か
ら
守
る
た
め
で
あ
る(th

e
 d

e
a

d
 a

re
 a

n
o
in

te
d
 w

ith
 h

o
ly

 o
il, to

 g
u

a
rd

 th
e
m

 a
g
a
in

st th
e
 

v
a

m
p

ire
s o

r g
h

o
u

ls
)

」
と
あ
る1

8
5

。
母
の
最
期
の
願
い
を
拒
否
し
た
こ
と
へ
の
悔
悟
、
そ
の
「
良
心
の

呵
責
」
は
、
夢
の
中
で
極
め
てb

e
a
s
tly

なg
h

o
u

l

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
、
今
な
おg

h
o
s
t

と
し
て

彼
に
取
り
憑
い
て
い
る
の
で
あ
る1

8
6

。 

 犬
た
ち
と
溺
死 

「
キ
ル
ケ
」
で
は
全
編
に
亘
っ
て
犬
が
様
々
な
犬
種
に
変
化
し
、
最
終
的
に
は
デ
ィ
グ
ナ
ム
の
亡
霊
に
ま

で
転
生
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
サ
ム
・
ス
ロ
ー
ト(S

a
m

 S
lo

te
)

は
ギ
ャ
リ
ー
オ
ウ
エ
ン(G

a
rry

o
w

e
n

)
に

つ
い
て
鋭
い
分
析
を
行
っ
た
論
文
の
註
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
―
―
「
『
キ
ル
ケ
』
挿
話
に
お
け
る

犬
の
変
態
は
［『
プ
ロ
テ
ウ
ス
』
挿
話
の
そ
れ
と
比
べ
て
］
そ
れ
ほ
ど
劇
的
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
犬
は

犬
種
こ
そ
変
わ
る
も
の
の
、
種
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
か
ら
だ(In

 ‘C
irce

,’ th
e
 d

o
g
’s

 m
e
ta

m
o
rp

h
o
se

s 

a
re

 so
m

e
w

h
a
t le

ss
 d

ra
m

a
tic [th

a
n

 in
 ‘P

ro
te

u
s’] a

s it m
e
re

ly
 ch

a
n

g
e
s
 its

 b
re

e
d
 a

n
d
 n

o
t its 

s
p

e
cie

s
)

」(5
5
5

)

。
し
か
し
、「
キ
ル
ケ
」
の
犬
は
確
か
に
そ
の
姿
こ
そ
変
え
な
い
も
の
の
、
狐
と
も
重
ね

合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
狐
の
剥
製
が
最
初
に
登
場
す
る
箇
所
に
は
、
「
ブ
ル
ー
ム
は
前

屈
み
に
な
っ
て
、
玄
関
の
机
の
上
で
駆
け
て
い
る
よ
う
な

、
、
、
、
、
、
、
、［
剥
製
の
］
狐
の
ス
パ
ニ

、
、
、
、
、
エ
ル
犬
の
よ
う
な
目

、
、
、
、
、
、
、
、
を

じ
っ
と
眺
め
た(B

loo
m

 b
e
n

d
s to e

x
a

m
in

e
 o

n
 th

e h
a
llta

b
le

 th
e
 sp

a
n

ie
l e

y
e
s o

f a
 ru

n
n

in
g
 fo

x
)

                                        

        

 
1
8
5 

h
ttp

://e
n

cy
clo

p
e
d
ia

.jra
n

k
.o

rg
/A

N
C

_
A

P
O

/A
N

O
IN

T
IN

G
.h

tm
l

を
参
照
。 

 
1
8
6 

ジ
ョ
イ
ス
がg

h
o
s
t

とg
h

o
u

l

を
関
連
付
け
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
の
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ

ク
』
の
記
述
か
ら
も
見
て
取
れ
る
―
― 

“W
e
’ll s

it d
o
w

n
 o

n
 th

e
 h

o
p

e
 o

f th
e
 g

h
o
u

ly
 g

h
o
s
t fo

r th
e
 

tith
e
m

a
n

 tro
u

b
le

th
 b

u
t h

is h
a

n
tita

t h
ie

s
 n

o
t h

e
re

” (F
W

 5
7

). 
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と
い
う
記
述
が
あ
る(U

 1
5
.2

0
3
8
-3

9
)

。
興
味
深
い
こ
と
に
こ
の
箇
所
だ
け
を
読
む
限
り
、
ど
ん
な
こ
と
も

起
こ
り
う
る
「
キ
ル
ケ
」
の
世
界
に
あ
っ
て
、
狐
は
実
際
に
テ
ー
ブ
ル
の
上
を
走
り
回
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
印
象
を
読
者
に
与
え
る
。
だ
が
、
先
の
ブ
ル
ー
ム
の
台
詞
に
辿
り
着
い
た
と
き
、
読
者
は
こ
れ

が
剥
製
で
あ
る
こ
と
に
初
め
て
気
が
付
く
。
な
お
、
こ
こ
で
の
ブ
ル
ー
ム
が
、「
首
を
か
し
げ
」「
鼻
を
ク
ン

ク
ン
さ
せ
」「
跡
を
付
け
る
」
、
ま
さ
し
く
バ
ッ
ジ
ェ
ン
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
動
物
の
行
動
様
式
」
を
示
し
て

い
る
こ
と
は
再
度
確
認
し
て
お
い
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
尤
も
狐
は
動
物
学
的
分
類
で
は
イ
ヌ
科
に
属
し
て

い
る
た
め
に
、
そ
の
外
見
に
お
い
て
両
者
は
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
狐
の

剥
製
の
目
（
前
述
のg

la
s
se

y
e
s

）
が
「
ス
パ
ニ
エ
ル
犬
」
に
な
っ
て
お
り
、
奇
し
く
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の

前
に
現
れ
る
「
キ
ル
ケ
」
で
最
初
に
登
場
す
る
犬
種
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

前
節
で
私
た
ち
は
「
プ
ロ
テ
ウ
ス
」
の
死
ん
だ
犬
は
、
溺
死
し
た
犬
で
あ
る
と
分
析
し
た
。
実
際
テ
ク
ス

ト
に
は
「
膨
れ
上
が
っ
た
犬
の
死
体(A

 b
lo

a
te

d
 ca

rca
s
s o

f a
 d

o
g
)

」(U
 3

.2
8
6

)

と
あ
る
だ
け
だ
が
、
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
の
犬
の
死
体
を
発
見
し
た
直
後
に
「
九
日
前
に
溺
死
し
た
男(T

h
e
 m

a
n

 th
a
t w

a
s 

d
ro

w
n

e
d

 n
in

e
 d

a
y
s
 a

g
o
)

」
と
、
か
つ
て
溺
れ
か
け
た
人
を
救
助
し
た
こ
と
の
あ
る
マ
リ
ガ
ン
に
つ
い
て

想
い
を
巡
ら
せ
て
い
る(U

 3
.3

1
7

-2
2
)

。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
少
な
く
と
も
彼
は
犬
の
死
体
に
溺
死
を

見
出
し
て
い
た
。
そ
れ
故
第
三
挿
話
の
最
後
で
、
ま
さ
に
彼
自
身
が

d
o
g
’s

 b
o
d

y

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か

の
よ
う
に
、「
生
き
な
が
ら
に
し
て
死
者
の
息
を
吐
い
て
は
吸
い
込
む(D

e
a

d
 b

re
a

th
s
 I liv

in
g
 b

re
a
th

e
)

」

の
で
あ
ろ
う(U

 3
.4

7
9
)

（
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
母
の
亡
霊
は
「
口
か
ら
灰
の
臭
い
」
を
さ
せ
て
い
る
）。

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
取
り
巻
く
す
べ
て
が
死
に
溢
れ
、
母
と
い
う
海
、
あ
る
い
は

n
ig

h
tm

a
re

は
彼
を
溺
れ

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ1

8
7

。 

 

溺
死
は
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
三
人
の
主
人
公
が
揃
っ
て
想
い
を
巡
ら
す
ラ
イ
ト
・
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
わ

け
だ
が
、
着
目
す
べ
き
は
ブ
ル
ー
ム
が
溺
死
を
恐
れ
る
べ
き
も
の
と
は
全
く
考
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

第
六
挿
話
で
彼
は
考
え
る
―
―
「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
溺
死
が
最
も
心
地
良
い
死
に
方
ら
し
い
な

(D
ro

w
n

in
g
 th

e
y
 s

a
y
 is th

e
 p

le
a
s
a

n
te

st)

」(U
 6

.9
8
8
)

。
こ
の
最
上
級
表
現
か
ら
、
読
者
は
「
ハ
デ

ス
」
前
半
に
あ
る
次
の
シ
ー
ン
を
思
い
出
す
だ
ろ
う
。
デ
ィ
グ
ナ
ム
の
死
因
で
あ
る
「
心
臓
発
作
」、
そ
の

突
然
死
に
対
し
て
ブ
ル
ー
ム
は
「
最
高
の
死
に
方
で
す
ね(T

h
e
 b

e
st d

e
a
th

)

」
と
言
っ
て
、
馬
車
に
同
乗

し
て
い
た
他
の
者
た
ち
を
唖
然
と
さ
せ
て
し
ま
う
の
だ(U

 6
.3

1
2
)

。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
サ
イ
モ
ン

や
カ
ニ
ン
ガ
ム
達
に
と
っ
て
、
「
終
油
の
秘
跡
」
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
突
然
死
は 

「
最
悪
な(th

e
 

w
o
rst o

f a
ll)

」(U
 6

.3
3

5
)

で
あ
る
自
殺
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、「
ひ
ど
い
死
に
方
」
、
ま
さ
し
く“b

e
a
s
tly

 

d
e
a

d
”

な
の
で
あ
る
が
、
「
異
教
徒
」
の
ブ
ル
ー
ム
は
そ
の
秘
跡
の
意
義
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

こ
こ
で
、
本
節
の
副
題
で
あ
るW

h
o
 is

 b
e
a

stly
 d

e
a

d
?

の
問
い
に
答
え
る
な
ら
ば
、b

e
a
s
tly

 d
e
a
d

し

た
の
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ィ
グ
ナ
ム
も
ま
た
そ
う
な
の
だ
。「
キ
ル
ケ
」
で
ブ
ル

ー
ム
の
父
ル
ド
ル
フ
の
亡
霊
は
、
息
子
の
放
蕩
ぶ
り
を
「
犬
の
よ
う
に
酔
っ
払
っ
い
お
っ
て(d

ru
n

k
 a

s 

                                        

        

 
1
8
7 

溺
死
の
モ
チ
ー
フ
は
『
肖
像
』
で
も
散
見
さ
れ
る
が
、
ジ
ョ
イ
ス
作
品
で
最
初
に
現
れ
る
の
は
「
エ
ヴ

リ
ン
」
で
あ
る
。
彼
女
が
物
語
の
最
後
で
「
無
力
な
動
物(a

 h
e
lp

le
ss

 a
n

im
a
l)

」(“E
v
e
lin

e
” 1

6
7
)

に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
本
研
究
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
母
の
亡
霊
と
い
う
モ
チ
ー
フ
だ
け
で
な
く
、
「
ひ

ど
い
死
に
方
」
を
し
た
母
と
い
う
共
通
点
で
も
、
無
力
感
に
呵
ま
れ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
先
取
り
し
て
い
る
。 
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d
o
g
)

」
と
非
難
す
る
が(U

 1
5
.2

6
6
)

、
実
際
に
は
酒
に
溺
れ
て
い
た

、
、
、
、
、
の
は
、
む
し
ろ
デ
ィ
グ
ナ
ム
の
方
で
あ

り
、
ブ
ル
ー
ム
は
第
一
二
挿
話
の
パ
ブ
の
場
面
で
も
、
酒
を
断
り
む
し
ろ
「
市
民
」
や
語
り
手
の
「
お
れ
」

か
ら
不
興
を
買
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
たb

e
a
stly

 d
e
a

d

と
い
う
言
葉
の
重
層
性
と
は
、「
終
油
の

秘
跡
」
を
受
け
ず
に
人
間
と
し
て
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
た
ち
、
溺
死
で
あ
れ
、
突
然
死
で
あ
れ
、

息
子
に
臨
終
の
祈
り
を
拒
否
さ
れ
悲
嘆
に
暮
れ
た
ま
ま
迎
え
る
病
死
で
あ
れ
、
「
ひ
ど
い
死
に
方
」
を
し
た

者
た
ち
の
総
合
的
な
象
徴
性
で
あ
り
、
そ
の
起
源
と
し
て
第
三
挿
話
の
溺
死
し
た
犬
が
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
も
う
一
度
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
プ
ロ
テ
ウ
ス
」
に
お
い
て
最
初
に
登
場

す
る
の
は
、
生
き
た
犬
で
は
な
く
死
ん
だ
犬
だ
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、d

o
g

と
い
う
単
語
自
体
が
『
ユ

リ
シ
ー
ズ
』
で
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、
マ
リ
ガ
ン
が
戯
れ
に
叫
ん
だ“d

o
g
sb

o
d

y
”

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
こ
の
単
語
は
「
召
使
い
」
と
「
（
溺
）
死
体
」
と
い
う
二
重
性
に
よ
っ
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
み
な
ら

ず
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
全
体
の
歴
史
的
不
遇
を
重
層
的
に
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

ヒ
ュ
ー
・
ケ
ナ
ー(H

u
g
h

 K
e
n

n
e
r)

は
「『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
が
翻
訳
さ
れ
再
構
成
さ
れ
た
『
オ
デ
ュ
ッ
セ

イ
ア
』
で
あ
る
よ
う
に
、「
キ
ル
ケ
」
は
翻
訳
さ
れ
再
構
成
さ
れ
た
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
で
あ
る(a

s
 U

ly
sses 

is
 th

e
 O

d
y
sse

y
 tra

n
s
p

o
se

d
 a

n
d

 re
a

rra
n

g
e
d
, ‘C

irce
’ is

 U
ly

sses
 tra

n
s
p

o
se

d
 a

n
d

 re
a

rra
n

g
e
d

)

」

と
述
べ
て
い
る([1

9
7
4
] 3

5
6
)

。
つ
ま
り
、
第
一
挿
話
か
ら
第
十
五
挿
話
に
至
る
人
物
だ
け
で
な
く
、
モ
チ

ー
フ
や
鍵
語
ま
で
も
が
、
夜
の
街
に
お
い
て
は
虚
実
の
境
界
を
越
え
て
再
登
場
す
る
。
こ
の
挿
話
を
論
じ
る

論
者
の
多
く
が
言
う
よ
う
に
、
何
が
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
、
何
が
空
想
や
妄
想
の
次
元
に
属
す
る
の
か

を
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
「
キ
ル
ケ
」
＝
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
全
体
の
縮
約
版
と
い
う
ケ
ナ
ー
の

原
理
を
借
り
れ
ば
、
デ
ィ
グ
ナ
ム
の
亡
霊
に
転
生
す
る
犬
の
起
源
は
、「
キ
ル
ケ
」
で
は
な
く
『
ユ
リ
シ
ー

ズ
』
そ
れ
自
体
の
最
初
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
は
ず
だ
。
神
を
基
点
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観

に
対
立
さ
せ
る
形
で
、
ジ
ョ
イ
ス
は
溺
死
し
た
犬
を
、「
テ
レ
マ
キ
ア
」
か
ら
「
キ
ル
ケ
」
に
至
る
犬
と
狐

の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
の
起
点
に
置
い
た
。
「
キ
ル
ケ
」
後
半
部
で
も
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
神
を
意
味
す
る
ア
ド
ナ
イ

が
「
ド
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ッ
グ
…
…
ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ド(D

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
g
! . . . 

G
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
d
!)

」
と
叫
ん
で
お
り(U

 1
5

.4
7

1
0
-1

6
)

、
ジ
ョ
イ
ス
はs

o
w

cu
n

t

の
時
と
同
様
、
最
終
稿

でD
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
g
!

を
付
け
加
え
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
第
三
挿
話
のd

o
g

とG
o
d

の
関
係
を
、「
キ
ル
ケ
」

に
お
い
て
も
ま
た
「
翻
訳
」
し
「
再
構
成
」
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、o

の
数
が
十
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ジ
ョ
イ
ス
研
究
者
に
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、「
十
一
」
は
作
者
に
と
っ
て
「
復
活
」
を
意
味
し
て
い
る1

8
8

。
事
実
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の

謎
々
に
出
て
く
る
「
十
一
時
」
を
告
げ
る
鐘
の
音
、
生
後
十
一
日
で
死
ん
だ
ル
ー
デ
ィ
が
生
き
て
い
れ
ば
こ

の
年
「
十
一
歳
」
に
な
っ
た
こ
と
、
モ
リ
ー
が
最
後
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
見
か
け
た
の
は
「
十
一
年
前
」(U

 

1
8

.1
3

0
5
-0

7
)

な
ど
は
こ
れ
を
傍
証
す
る
だ
ろ
う
。
右
に
見
た
「
再
構
成
」
の
問
題
と
、
十
一
に
関
連
し
て

興
味
深
い
の
は
以
下
の
場
面
で
あ
る
。
酩
酊
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
耳
元
で
、
ブ
ル
ー
ム
と
娼
婦
た
ち
の
会

話
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、「
も
う
と
っ
く
に
十
一
時
は
過
ぎ
ち
ゃ
っ
た
し(it’s

 lo
n

g
 a

fte
r e

le
v
e
n

)

」
と
い

う
声
に
対
し
て
、
彼
は
「
何
だ
と
、
十
一
時
？ 

謎
々
だ
！ 

(W
h

a
t, e

le
v
e
n

? A
 rid

d
le

!)

」
と
叫
ぶ(U

 

                                        

        

 
1
8
8 

例
え
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、T

in
d

a
ll 2

5
3

、
吉
川 

［
二
〇
一
六

b

］
三
七
五
を
参
照
の
こ
と
。 
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1
5

.3
5

6
2
-6

3
)
1
8
9

。
そ
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
呟
く
―
―
「
狐
が
鳴
き
／
雄
鳥
は
飛
ん
だ
／

天
の
鐘
が
／
十
一
時
を
打
っ
て
い
た
／
彼
女
の
哀
れ
な
魂
が
／
天
を
抜
け
出
す
時
間
だ(T

h
e
 fo

x
 cre

w
, / 

th
e
 co

ck
s
 fle

w
, / T

h
e
 b

e
lls

 in
 h

e
a

v
e
n

 / W
e
re

 strik
in

g
 e

le
v
e
n

. / ’T
is

 tim
e
 fo

r h
e
r p

o
o
r so

u
l / 

T
o
 g

e
t o

u
t o

f h
e
a

v
e
n

)

」(U
 1

5
.3

5
7
7

-8
1
)

。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
ド
ー
キ
ー
の
授
業
中
に
生

徒
か
ら
「
お
ば
け
の
話
」
を
請
わ
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
そ
の
代
わ
り
に
出
し
た
「
謎
々
」
の
反
復
的
パ

ロ
デ
ィ
で
あ
る
。
第
二
挿
話
の
謎
々
を
再
度
引
用
す
る
と
―
―
「
雄
鳥
が
鳴
き
／
空
は
青
か
っ
た
／
天
の
鐘

が
／
十
一
時
を
打
っ
て
い
た
／
こ
の
哀
れ
な
魂
が
／
天
に
召
さ
れ
る
時
間
だ(T

h
e
 co

ck
 cre

w
, / T

h
e
 s

k
y
 

w
a
s
 b

lu
e
: / T

h
e
 b

e
lls

 in
 h

e
a

v
e
n

 / W
e
re

 strik
in

g
 e

le
v
e
n

. / ‘T
is

 tim
e
 fo

r th
is

 p
o
o
r s

o
u

l / T
o
 

g
o
 to

 h
e
a

v
e
n

)

」(U
 2

.1
0
2
-0

7
)

―
―
こ
れ
は
実
に
重
要
な
「
再
構
成
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
元
来
の

謎
々
の
答
え
が
「
母
」
か
ら
「
祖
母
」
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
無
意
識
に
よ
っ
て
す
り
替
わ
っ
た
よ
う
に
、
こ

こ
で
彼
は
「
雄
鳥
」
を
「
狐
」
に
替
え
る
。
勿
論cro

w

は
時
を
告
げ
る
雄
鳥
の
鳴
き
声
に
使
わ
れ
る
動
詞

で
あ
る
が
、
人
を
主
語
と
し
た
場
合
は
「
歓
声
を
上
げ
る
」
の
意
に
も
な
る
。
朝
の
十
一
時
か
ら
お
よ
そ
十

二
時
間
が
経
過
し
た
現
在
、
時
を
告
げ
る
動
物
は
「
狐
」
で
あ
り
、
「
彼
女
の
魂
」
を
天
か
ら
引
き
ず
り
下

ろ
す
こ
と
を
望
む
の
は
狐
と
し
て
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
で
あ
る
。
意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
的
で
あ
れ
、
彼
は

「
キ
ル
ケ
」
挿
話
の
こ
の
場
面
で
間
違
い
な
く
、「
こ
の
魂
」
で
は
な
く
「
彼
女
の
魂
」
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
母
の
亡
霊
を
呼
び
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
幾
晩
と
な
く
彼
が
夢
の
中
で
出
会
っ
た
母
の
亡

霊
を
召
喚
す
る
の
だ
（
後
に
本
節
で
見
る
よ
う
に
、
こ
の
直
後
の
場
面
で
実
際
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
親
が

登
場
す
る
）
。「
喉
が
渇
い
た
狐
。
（
彼
は
大
声
で
笑
う
）
婆
さ
ん
を
埋
め
て
い
る
ん
だ
。
き
っ
と
奴
が
彼
女

を
殺
し
た
の
さ(T

h
irsty

 fo
x
. (h

e
 la

u
g
h

s lo
u

d
ly

) B
u

ry
in

g
 h

is
 g

ra
n

d
m

o
th

e
r. P

ro
b
a
b

ly
 h

e
 k

ille
d
 

h
e
r.)

」(U
 1

5
.3

6
1
0

-6
1

)

―
―
な
お
も
酒
を
求
め
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
こ
こ
で
想
像
す
る
狐
の
渇
き
に
何

を
求
め
て
い
る
か
は
、
前
節
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
祖
母
の
亡
骸
を
埋
め
る
狐
の
毛
皮
に
は
「
獲
物
の
血
」

が
付
い
て
い
た
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
き
っ
と
奴
が
彼
女
を
殺
し
た
の
さ
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
彼
は
「
奴
」

が
己
で
あ
る
こ
と
に
半
ば
気
が
つ
い
て
い
る
。
第
一
挿
話
で
マ
リ
ガ
ン
か
ら
「
お
ば
は
［
臨
終
の
祈
り
を
拒

否
し
た
］
お
前
が
母
さ
ん
を
殺
し
た
と
思
っ
て
い
る(T

h
e
 a

u
n

t th
in

k
s
 y

o
u

 k
ille

d
 y

o
u

r m
o
th

e
r)

」
と

指
摘
さ
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、「
誰
か
が
殺
し
た
の
さ(S

o
m

e
o
n

e
 k

ille
d

 h
e
r)

」
と
は
ぐ
ら
か
す
よ
う
に

述
べ
て
い
た(U

 1
.8

8
-9

0
)

。
幻
想
が
支
配
す
る
夜
の
街
に
お
い
て
、
自
我
の
防
衛
規
制
は
緩
み
つ
つ
あ
る

の
だ1

9
0

。 

                                        

        

 
1
8
9 

こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
ザ
ッ
ク
・
ボ
ウ
エ
ン(Z

a
ck

 B
o
w

e
n

)

の
指
摘
に
よ
っ
て
気
付
か
さ
れ
た
。

彼
は
言
う
―
―
「
謎
々
は
テ
レ
マ
キ
ア
以
来
ず
っ
と
「
内
心
の
呵
責
」
の
モ
チ
ー
フ
の
一
部
で
あ
っ
た(T

h
e
 

rid
d

le
 h

a
s
 b

e
e
n

 p
a

rt o
f th

e
 a

g
e
n

b
ite

-o
f-in

w
it m

o
tif sin

ce
 th

e
 T

e
le

m
a
ch

e
a

)

」(2
8
9
)

。 
1
9
0 

こ
の
場
面
で
興
味
深
い
の
は
、
酩
酊
し
か
つ
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
娼
婦
た
ち

に
闇
雲
に
支
払
っ
た
お
金
を
ブ
ル
ー
ム
が
甲
斐
甲
斐
し
く
回
収
し
て
周
り
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
お
金
を
預

か
っ
て
や
る
こ
と
だ
。
ブ
ル
ー
ム
は
言
う
―
―
「
一
ポ
ン
ド
六
シ
リ
ン
グ
十
一
ペ
ン
ス
、
ざ
っ
と
一
ポ
ン
ド

七
シ
リ
ン
グ
っ
て
と
こ
だ
ね(T

h
a

t is o
n

e
 p

o
u

n
d

 six
 a

n
d

 e
le

v
e
n

. O
n

e
 p

o
u

n
d

 s
e
v
e
n

, s
a

y
)

」(U
 

1
5

.3
6

1
3
)

。「
十
一
」
と
復
活
の
モ
チ
ー
フ
は
な
お
も
こ
こ
で
生
き
て
い
る
わ
け
で
、
ブ
ル
ー
ム
が
こ
こ
で

小
銭
を
拾
わ
な
け
れ
ば
十
一
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
、
す
な
わ
ち
酩
酊
す
る
若
者
の
「
再
生
」
を
担
う
の
は

救
世
主
と
し
て
の
ブ
ル
ー
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
（
同
時
に
、
正
確
さ
に
は
拘
ら
ず
ざ
っ
と
計
算
す
る
現

実
主
義
者
ブ
ル
ー
ム
の
姿
に
読
者
は
微
笑
を
禁
じ
得
な
い
で
あ
ろ
う
）。 
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「
ド
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ッ
グ
…
…
ゴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ド
」
の
ア
ド
ナ
イ
の
叫
び

に
戻
る
と
、
こ
の
後
、
英
兵
た
ち
と
の
口
論
は
最
高
潮
に
達
し
、
殴
ら
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
地
面
に
崩
れ

落
ち
る
。
こ
の
と
き
興
味
深
い
の
は
、
レ
ト
リ
ヴ
ァ
ー
犬
が
彼
を
応
援
す
る
か
の
よ
う
に
し
き
り
に
吠
え
立

て
て
い
る
こ
と
で
あ
る(U

 1
5

.4
7
2
2

/5
3

/6
5

/7
6

)

。そ
し
て
言
う
ま
で
も
な
く
、気
絶
し
た
彼
を
救
う
の
は
、

か
つ
て
溺
れ
か
け
た
男
を
助
け
た
こ
と
の
あ
る
友
人
の
マ
リ
ガ
ン
で
は
な
く
、stra

n
g
e
r

に
し
てo

u
ts

id
e
r

の
ブ
ル
ー
ム
だ
。
こ
の
視
点
か
ら
、「
キ
ル
ケ
」
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
読
み
直
す
な
ら
ば
、
従
来
の
「
象
徴

的
父
子
関
係
」
と
い
う
解
釈
に
加
え
て
、
溺
れ
る
者
を
助
け
る
一
種
の
「
人
命
救
助(life

sa
v
in

g
)

」
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
母
を
救
う
こ
と
が
で
き
ず
、
家
族
と
共
に
溺
死
し
て
し
ま
い
そ
う
に

な
る
若
者
を(U

 1
0
.8

7
5
-8

0
)

、
そ
の
昔
、
野
良
犬
を
拾
っ
た
こ
と
の
あ
る
ブ
ル
ー
ム
は
、
言
う
な
れ
ば
レ

ト
リ
ヴ
ァ
ー
犬
の
よ
う
に
「
救
助
」(re

trie
v
e
)

す
る
の
で
あ
る1

9
1

。 

 

デ
ィ
グ
ナ
ム
の
亡
霊
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
の
亡
霊 

 

本
節
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
リ
ダ
的
に
言
え
ば
、
動
物
と
亡
霊
は
共
に
人
間
と
の
境
界
が
ぶ
れ
る
中

間
的
存
在
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
でb

e
a

stly
 d

e
a
d

と
い
う
言
葉
で
問
題
化
し
た
動
物
の
イ
メ
ジ
ャ

リ
ー
が
「
キ
ル
ケ
」
の
亡
霊
た
ち
で
も
重
層
化
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
ゆ
こ
う
。 

ブ
ル
ー
ム
の
裁
判
に
お
い
て
、
デ
ィ
グ
ナ
ム
は
犬
か
ら
転
生
す
る
こ
と
で
証
人
と
し
て
ブ
ル
ー
ム
を
弁

護
す
る
。
興
味
深
い
の
は
、
彼
の
姿
が
「
彼
の
緑
色
の
目
は
血
走
っ
て
お
り
、
片
耳
の
半
分
と
鼻
全
部
、
そ

し
て
両
方
の
親
指
は
食
屍
鬼
に
よ
っ
て
食
い
ち
ぎ
ら
れ
て
い
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、(H

is g
ree

n
 e

y
e
 fla

sh
es b

lood
sh

ot. 

H
a
lf o

f o
n

e
 ea

r, a
ll th

e
 n

o
se

 a
n

d
 b

oth
 th

u
m

b
s a

re
 g

h
o
u

lea
te

n
)

」
と
描
か
れ
て
い
る
こ
と
だ(U

 

1
5

.1
2

0
7
-0

8
)

。
こ
の
反
復
さ
れ
るg

h
o
u

l

と
い
う
単
語
に
、
読
者
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
を
想
起
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の
犬
／
デ
ィ
グ
ナ
ム
は
「
屍
肉
の
腐
敗
し
た
息
を
吐
く

(e
x
h

a
les a

 p
u

trid
 ca

rca
se

fe
d

 b
re

a
th

)

」
と
あ
り(U

 1
5

.1
2
0

5
-0

6
)

、
上
で
見
た
死
者
の
息
を
吸
っ
て

は
吐
き
出
す
第
三
挿
話
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
思
わ
せ
る
。
デ
ィ
グ
ナ
ム
は
人
間
と
な
っ
た
後
も
、
犬
の
よ
う

に
「
悲
し
げ
に
遠
吠
え
」
す
る
が(“H

e
 lifts h

is m
u

tila
te

d
 a

sh
e
n

 fa
ce

 m
o
o
n

w
a
rd

s a
n

d
 b

a
y
s 

lu
g
u

b
rio

u
sly

)(U
 1

5
.1

2
1
3
-1

4
)

、「
吠
え
る
」
と
い
う
動
詞
を
表
現
す
る
際
、b

a
rk

で
は
な
く
海
を
想
起

さ
せ
るb

a
y

が
用
い
ら
れ
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
で
幾
度
も
女
性
性
に
擬
え
ら
れ
る
「
月
」
に
向
か
っ
て
「
灰

色
」
の
顔
を
向
け
る
彼
の
姿
に
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
の
影
が
ち
ら
つ
い
て
い
る
。
デ
ィ
グ
ナ
ム
は
さ
ら

に
「
我
は
パ
デ
ィ
・
デ
ィ
グ
ナ
ム
の
亡
霊
な
る
ぞ
。
聞
け
、
聞
け
、
お
お
、
聞
け
！ 

(I a
m

 P
a

d
d

y
 D

ig
n

a
m

’s 

s
p

irit. L
ist, list, O

 list!)

」
と
述
べ
る(U

 1
5

.1
2
1
8

)

。
こ
の
台
詞
は
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
冒
頭
の
亡
霊
の
言

葉
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
こ
の
模
倣
と
反
復
が
な
さ
れ
る
の
は
、
読
者
を
冒
頭
に
引
き
戻
す
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
ケ
ナ
ー
に
依
拠
し
て
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
キ
ル
ケ
」
で
は
な
く
、
こ
の
作

品
自
体
の
冒
頭
な
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
本
研
究
が
見
て
き
た
よ
う
に
、
亡
霊
は
回
帰
し
、
反
復
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
キ
ル
ケ
」

で
母
の
亡
霊
が
再
び
登
場
す
る
と
き
、
「
テ
レ
マ
コ
ス
」
に
お
い
て
見
ら
れ
た
描
写
を
ジ
ョ
イ
ス
は
忠
実
に

                                        

        

 
1
9
1 

レ
ト
リ
ヴ
ァ
ー
と
し
て
の
ブ
ル
ー
ム
と
い
う
視
点
に
つ
い
て
は
、A

d
a

m
s
 1

1
1
-1

2

も
併
せ
て
参
照
の

こ
と
。 
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反
復
し
て
い
る
。
し
か
し
、
唯
一
の
異
な
る
点
は
、
母
の
死
体
が
デ
ィ
グ
ナ
ム
と
同
様
に
ひ
ど
く
腐
敗
が
進

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
デ
ィ
グ
ナ
ム
の
体
が

g
h

o
u

l

に
よ
っ
て
食
い
ち
ぎ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
母

の
亡
霊
も
髪
が
抜
け
、
鼻
が
も
げ
落
ち
て
い
る
こ
と
だ(U

 1
5
.4

1
5
9
-6

0
)

。
興
味
深
い
こ
と
に
、
彼
の
母
は

「
わ
た
し
は
か
つ
て

、
、
、
、
、
、
、
美
人
の
メ
イ
・
グ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
だ
っ
た

、
、
、
の
よ
。
今
じ
ゃ
、
死
ん
じ
ゃ
っ
た
け
ど(I w

a
s 

o
n

ce
 th

e
 b

e
a

u
tifu

l M
a

y
 G

o
u

ld
in

g
. I a

m
 d

e
a

d
)

」
と
述
べ
る
が(U

 1
5

.4
1

7
3
-7

4
)

、
こ
れ
は
デ
ィ
グ

ナ
ム
の
亡
霊
の
台
詞
「
か
つ
て
俺
は

、
、
、
、
、
J
・
H
・
メ
ン
ト
ン
氏
の
元
で
働
い
て
い
た
、
、
ん
だ
。
今
じ
ゃ
死
人
だ

け
ど
な(O

n
ce

 I w
a
s in

 th
e
 e

m
p

lo
y
 o

f M
r J

. H
. M

e
n

to
n

 . . . N
o
w

 I a
m

 d
e
fu

n
ct)

」(U
 1

5
.1

2
3
0
-

3
2

)

と
語
順
や
語
句
こ
そ
若
干
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
構
造
を
持
っ
て
反
復
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
そ
う
で

あ
っ
た
も
の
が
今
は
死
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
言
葉
と
共
に
回
帰
し
て
繰
り
返
し
生
き
て
い
る

者
に
取
り
憑
く
と
き
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
亡
霊
と
な
る
。 

母
の
亡
霊
に
対
す
る
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
反
応
を
見
て
お
こ
う
。
彼
は
恐
怖
に
戦
き
な
が
ら
「
キ
ツ
ネ
ザ

ル
の
悪
霊
、
お
前
は
何
者
だ(L

e
m

u
r, w

h
o
 a

re
 y

o
u

?)

」
と
叫
ぶ(U

 1
5

.4
1
7
6

)

。
変
わ
り
果
て
た
母
の
姿

に
、
彼
は
思
わ
ず
「
何
者
だ
？
」
と
問
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
既
訳
で
は
「
キ
ツ
ネ
ザ

ル
の
悪
霊
」
と
な
っ
て
い
る
こ
の

le
m

u
r

を
、
外
見
上
の
類
似
か
ら
犬
と
狐
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
の
中
に
重

層
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
同
時
に
、
マ
リ
ガ
ン
が
「
キ
ン
チ
の
使
い
走
り
（
の
死
体
）

が
あ
の
雌
犬
（
の
死
体
）
を
殺
し
た
ん
だ(K

in
ch

 d
o
g
sb

o
d

y
 k

ille
d

 h
e
r b

itch
b
o
d

y
)

」
と
揶
揄
し
、
こ

こ
で
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
心
の
傷
を
さ
ら
に
深
め
て
い
る(U

 1
5

.4
1
7
8

-7
9

)
。D

o
g
sb

o
d

y

がd
o
g
’s

 b
o
d

y

で
あ
る
よ
う
に
、b

itch
b
o
d

y

はb
itch

’s
 b

o
d

y

で
あ
り
、b

e
a
stly

に
見
た
よ
う
な
二
重
性
がb

itch

に

は
込
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
。「
雌
犬
」
に
し
て
「
あ
ば
ず
れ
」、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に

s
o
w

cu
n

t

と
な
っ
た

娼
婦
ベ
ラ
で
あ
り
、
人
間
性
を
剥
奪
さ
れ
て
獣
と
な
っ
た
母
の
姿
で
あ
る
。 

ジ
ョ
イ
ス
は
さ
ら
に
動
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
ゆ
く
。
懺
悔
を
求
め
る
母
に
対
し
、
彼
は
「
食
屍
鬼

め
！ 

ハ
イ
エ
ナ
！(T

h
e
 g

h
o
u

l! H
y
e
n

a
!)

」
と
叫
ぶ(U

 1
5

.4
2
0
0

)

。
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
雌
豚
」
の
語
源
を

持
つ
ハ
イ
エ
ナ
と
い
う
表
現
は
、
ま
さ
に
屍
肉
を
食
ら
う

g
h

o
u

l

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
そ
の
外
見
は
犬

に
も
狐
に
も
似
て
い
る
。
聖
書
の
世
界
で
は
犬
も
ま
た
時
に
「
屍
肉
を
食
べ
る
動
物
」
と
し
て
忌
避
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
る
が
、「
プ
ロ
テ
ウ
ス
」
の
溺
死
し
た
犬
は
、「
キ
ル
ケ
」
に
お
い
て
、
狐
を
含
む
様
々
な
種

の
犬
た
ち
か
ら
、
デ
ィ
グ
ナ
ム
の
亡
霊
を
経
て
、le

m
u

r

で
あ
る
母
の
亡
霊
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
屍
肉
を

食
ら
うg

h
o
u

l

と
ハ
イ
エ
ナ
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
へ
と
重
層
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

確
か
に
デ
ィ
グ
ナ
ム
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
で
は
な
く
、
ブ
ル
ー
ム
に
関
係
す
る
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
『
ユ

リ
シ
ー
ズ
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
構
成
的
デ
ザ
イ
ン
は
、
溺
死
し
た
犬
を
始
め
と
す
る
動
物
の
イ
メ
ジ
ャ
リ

ー
の
中
で
、
デ
ィ
グ
ナ
ム
と
母
の
亡
霊
を
繋
い
で
い
る
。B

e
a
s
tly

 d
e
a
d

と
い
う
言
葉
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
の
脳
裏
に
ま
さ
し
く
亡
霊
の
よ
う
に
付
き
ま
と
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
同
時
に
「
悪
夢
」

か
ら
の
解
放
の
可
能
性
も
含
ま
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、be

a
stly

 d
e
a

d

し
た
者
た
ち
と

対
峙
す
る
こ
と
、
そ
のb

e
a

stlin
e
ss

を
自
ら
の
も
の
と
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。 

第
三
挿
話
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、「
僕
も
ま
た
罪
の
暗
闇
の
中
で
孕
ま
れ
た
。
作
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

創
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
彼
ら
に
よ
っ
て
。
僕
と
同
じ
声
と
目
を
し
た
男
と
、
息
に
灰
の
臭
い
を
さ
せ
た
亡、
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霊
の
女

、
、
、
に
よ
っ
て(W

o
m

b
e
d

 in
 s

in
 d

a
rk

n
e
s
s I w

a
s
 to

o
, m

a
d
e
 n

o
t b

e
g
o
tte

n
.  B

y
 th

e
m

, th
e
 m

a
n

 

w
ith

 m
y
 v

o
ice

 a
n

d
 m

y
 e

y
e
s a

n
d
 a

 g
h

o
s
tw

o
m

a
n

 w
ith

 a
s
h

e
s
 o

n
 h

e
r b

re
a
th

)

」
と
考
え
る(U

 

3
.4

5
-4

7
)

。
前
節
で
も
見
た
よ
う
に
、
父
と
の
遺
伝
的
繋
が
り
を
意
識
し
、
亡
霊
と
化
し
た
母
を
想
う
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
は
、
神
学
的b

e
g
o
tte

n

で
は
な
く
生
物
的m

a
d
e

の
方
へ
、
つ
ま
り
自
身
の
動
物
性
に
目
を
向

け
て
い
る
の
で
あ
る
。
母
の
子
宮
に
孕
ま
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
こ

の
こ
と
は
産
院
、
、
で
の
出
来
事
を
描
い
た
第
十
四
挿
話
に
お
い
て
、「
獣
の
よ
う
に

、
、
、
、
、
子
を
産
む
母
獣
に
す
ぎ
ぬ
、

あ
の
大
地
の
如
き

、
、
、
、
、
母(th

a
t e

a
rth

ly
 m

o
th

e
r w

h
ich

 w
a
s
 b

u
t a

 d
a
m

 to
 b

e
a
r b

e
a
s
tly

)

」
と
い
う
表

現
に
も
見
ら
れ
る(U

 1
4

.2
4
9

-5
0

)
。
こ
こ
で
のb

e
a
s
tly

は
文
字
通
り
の
「
獣
の
よ
う
に
」
だ
。
謎
々
の
自

己
パ
ロ
デ
ィ
で
見
た
よ
う
に
、
彼
は
自
ら
十
一
時
の
時
を
告
げ
る
雄
鳥
の
よ
う
に
鳴
き
、
天(h

e
a

v
e
n

)

に
昇

る
母
を
地、
に
引
き
ず
り
下
ろ
す
。
「
母
獣
」
と
し
て
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
彼
は
母
の
亡
霊
と
対
峙
し
よ
う

と
す
る
。 

「
キ
ル
ケ
」
の
最
後
に
登
場
す
る
亡
霊
は
ル
ー
デ
ィ
で
あ
る
が
、
そ
の
直
前
に
は
ブ
ル
ー
ム
が
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
の
名
前
を
三
度
呼
び
か
け
る
シ
ー
ン
が
置
か
れ
て
い
る
。
三
と
い
う
数
字
の
キ
リ
ス
ト
的
な
再
生
・
復

活
の
暗
示
が
こ
こ
に
は
あ
る
わ
け
だ
が
、
同
時
に
ブ
ル
ー
ム
の
呼
び
か
け
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
す
ぐ
に
答

え
な
い
の
は
、
彼
が
「
悪
夢
」
か
ら
目
覚
め
る
の
は
今
こ
の
時
で
は
な
く
、
未
来
の
あ
る
時
点
で
あ
る
こ
と

を
象
徴
的
に
暗
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
キ
ル
ケ
」
挿
話
で
最
後
に
登
場
す
る
犬
は
、
犬
種
も
特
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
た
だ
の
「
一
匹
の
犬
」
に
過
ぎ
な
い(“A

 d
o
g
 b

a
rk

s
 in

 th
e
 d

is
ta

n
ce

.”(U
 1

5
.4

9
4
5
-4

6
))

。

「
遠
く
で
鳴
く
」
と
い
う
表
現
に
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
「
悪
夢
」
が
こ
の
夜
を
境
に
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に
私
は
「
時
が
来
れ
ば
わ
か
る
わ(T

im
e
 w

ill co
m

e
)

」

(U
 
1
5

.4
1
8
4

)

と
い
う
母
の
言
葉
と
、
「
き
っ
と
良
い
こ
と
が
彼
に
も
起
こ
る
さ(B

e
st 

th
in

g
 
co

u
ld

 

h
a

p
p

e
n

 h
im

)

」(U
 1

5
.4

9
5
1

)

と
い
う
ブ
ル
ー
ム
の
言
葉
を
重
ね
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 
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第
三
節 

ふ
た
り
の
主
人
に
仕
え
る
召
使
い
と
し
て
の
自
己
意
識
―
―
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
（
二
） 

 

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
計
画
表
に
よ
れ
ば
、『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
と
の
対
応
は
、
第
一
挿
話
が
「
テ
レ
マ

コ
ス(T

e
le

m
a
ch

u
s
)

」
、
第
二
挿
話
「
ネ
ス
ト
ル(N

e
s
to

r)

」
、
第
三
挿
話
「
プ
ロ
テ
ウ
ス(P

ro
te

u
s)

」
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
挿
話
が
象
徴
す
る
学
芸
は
、「
神
学
」「
歴
史
」「
言
語
学
」
で
あ
る(G

ilb
e
rt 3

8
)

。
ジ
ョ

イ
ス
批
評
で
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
主
人
公
と
し
た
こ
れ
ら
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
最
初
の
三
挿
話
を
「
テ
レ

マ
キ
ア(T

e
le

m
a
ch

ia
)

」
と
呼
ぶ
。
本
研
究
の
第
二
章
第
三
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、『
肖
像
』
に
お
い
て
、

彼
の
歴
史
意
識
は
、「
お
話
／
物
語
」
と
し
て
の
歴
史
か
ら
、
死
者
た
ち
の
歴
史
、
そ
し
て
亡
霊
の
歴
史
へ

と
移
り
変
わ
っ
て
行
き
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
で
は
「
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
」
―
―“H

isto
ry

 . . . is
 a

 

n
ig

h
tm

a
re

 fro
m

 w
h

ich
 I a

m
 try

in
g
 to

 a
w

a
k

e
”(U

 2
.3

7
7

)

―
―
と
し
て
捉
え
る
に
至
る
。
た
だ
し
、

大
学
生
と
な
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
自
国
の
歴
史
、
と
り
わ
け
ト
ー
ン
か
ら
パ
ー
ネ
ル
に
至
る
「
近
代
史
」

に
お
い
て
は
死
者
が
死
に
切
っ
て
い
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
は

既
に
『
肖
像
』
の
第
五
章
で
は
暗
示
的
に
描
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
歴
史
認
識
に
再

度
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
テ
レ
マ
キ
ア
」
で
は
歴
史
の
問
題
が
『
肖
像
』
か
ら
ど
の
よ
う
に
引
き
継

が
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。 

歴
史
と
い
う
問
題
を
前
景
化
す
る
た
め
に
は
、
最
初
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
自
己
認
識
を
追
っ
て
ゆ
く
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
本
論
第
二
章
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
彼
は
成
長
す
る
と
共
に
そ
の
歴

史
観
を
更
新
し
て
い
っ
た
。
図
式
的
に
言
え
ば
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
最
初
の
三
挿
話
で
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の

自
己
意
識
は
以
下
の
三
点
に
集
約
さ
れ
よ
う
。 

 

①
「
ふ
た
り
の
主
人
」
に
仕
え
る
「
召
使
い
」
と
し
て
の
自
己
意
識 

②
母
の
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
た
者
と
し
て
の
自
己
意
識 

③
「
教
師
」
で
は
な
く
「
学
ぶ
者
」
と
し
て
の
自
己
意
識 

 

②
に
つ
い
て
は
既
に
本
章
の
こ
れ
ま
で
の
二
節
で
論
じ
た
た
め
、
本
節
で
は
①
と
③
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。

「
召
使
い(se

rv
a

n
t)

」
と
「
学
ぶ
者(le

a
rn

e
r)

」
と
い
う
属
性
は
、
「
主
人(m

a
ste

r)

」
と
「
教
え
る
者

(te
a

ch
e
r)

」
と
い
う
対
概
念
か
ら
す
れ
ば
、
総
体
的
に
従
属
的
な
位
置
に
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
ら

は
支
配
と
被
支
配
の
関
係
に
あ
る
わ
け
だ
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
あ
え
て
下
位
の
立
場
を
取
る
こ
と
で
、
支
配

者
（
具
体
的
に
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
本
研
究
が
扱
っ
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
大
英
帝
国
）
に
抗
お
う
と

す
る
。 

こ
こ
で
本
節
の
論
点
を
先
取
り
す
れ
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
れ
ら
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
自
己
意
識
か
ら

十
全
に
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
「
目
覚
め
」
か
ら
は
ほ
ど
遠
く
、
作
家
と
し
て
の
見
通
し
も
立

た
ず
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
悩
め
る
青
年
で
あ
る1

9
2

。
し
か
し
、
逆
説
的
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

                                        

        

 
1
9
2 

こ
れ
に
つ
い
て
は
ジ
ェ
ド
・
エ
ス
テ
ィ(J

e
d

 E
s
ty

)

が“T
h

e
 C

o
lo

n
ia

l B
ild

in
g
s
ro

m
a

n
: T

h
e
 S

tory
 

o
f a

n
 A

frica
n

 F
a
rm

 a
n

d
 th

e
 G

h
o
s
t o

f G
o
e
th

e
”

の
中
で
、
コ
ン
ラ
ッ
ド
、
ウ
ル
フ
、
ジ
ョ
イ
ス
と
い
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こ
の
よ
う
に
彼
が
終
始
た
め
ら
い
、
違
和
感
を
覚
え
、
割
り
切
れ
な
い
状
況
に
い
る
こ
と
が
、
彼
が
真
に
政

治
的
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
本
節
で
は
主
張
し
た
い
。
英
国
か
ら
の
独
立
を
目
指
す
政
治
的
な
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
賛
同
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
政
治
、
文
化
双
方
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら

も
距
離
を
置
い
て
い
た
彼
の
態
度
は
、
中
途
半
端
で
あ
り
、
彼
の
思
想
や
言
動
も
勇
猛
果
敢
で
あ
る
と
は
必

ず
し
も
言
え
な
い
。
だ
が
、
悩
ま
し
さ
の
中
に
あ
る
状
態
、
言
わ
ば
〈
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
状
態
〉
に
あ
る
こ

と
が
、
強
力
な
政
治
的
・
文
化
的
・
社
会
的
支
配
を
前
に
し
て
個
人
が
取
り
得
る
唯
一
の
抵
抗
の
手
段
な
の

で
は
な
い
か
。
政
治
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
は
異
な
る
「
わ
か
り
に
く
さ
」
を
抱
え
た
ま
ま
、
ロ
ー
カ
ル
な
歴

史
を
い
か
に
し
て
「
大
き
な
物
語
」
と
し
て
の
歴
史
に
ぶ
つ
け
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
れ
が
本
節
で

検
討
す
る
主
題
で
あ
る
。
で
は
、
ま
ず
は
主
人
公
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
置
か
れ
て
い
る
従
属
的
な
状
況
を
見

て
ゆ
き
た
い
。 

 

ふ
た
り
の
主
人
と
召
使
い 

 

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
第
一
挿
話
に
登
場
す
る
三
人
の
若
者
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
、
マ
リ
ガ
ン
、
ヘ
イ
ン
ズ
の
三

人
は
、
当
時
の
英
国
に
よ
る
帝
国
主
義
的
歴
史
状
況
を
反
映
し
た
人
物
像
と
な
っ
て
い
る1

9
3

。
ヘ
イ
ン
ズ
は

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
卒
業
し
、
現
在
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
話
を
採
集
す
る
た
め
に
ダ
ブ
リ
ン
に
滞
在

し
て
い
る
英
国
人
で
、
マ
リ
ガ
ン
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
は
あ
る
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
へ
の
留
学
経
験

を
持
ち
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
通
う
医
学
生
で
あ
る
。 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
「
ふ
た
り
の
主
人
」
に
仕
え
る
「
召
使
い
」
と
し
て
の
自
意
識
は
、
以
下
の
ヘ
イ
ン
ズ

と
の
会
話
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
大
変
重
要
な
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
第
一
章
か

ら
繰
り
返
し
言
及
し
て
き
た
が
、
改
め
て
そ
の
文
脈
と
共
に
詳
し
く
見
て
ゆ
こ
う
。 

  
 

―
つ
ま
り
さ
、
と
ヘ
イ
ン
ズ
が
話
し
始
め
た
。 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
振
り
向
く
と
、
彼
を
じ
っ
と
と
眺
め
る
冷
た
い
視
線
が
ま
っ
た
く
不
親
切
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。 

                                        

        

 

っ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
作
家
達
は
「
植
民
地
主
義
が
教
養
小
説
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
理
想
を
崩
壊
さ
せ
た
」

と
い
う
歴
史
意
識
の
反
映
か
ら
、
あ
え
て
「
顕
著
に
成
長
す
る
こ
と
の
な
い
若
い
主
人
公
た
ち(y

o
u

th
fu

l 

p
ro

ta
g
o
n

ists
 w

h
o
 co

n
s
p
icu

o
u

s
ly

 d
o
 n

o
t g

ro
w

 u
p

)

」
を
描
き
出
し
た
の
だ
と
い
う
興
味
深
い
指
摘

を
し
て
い
る(4

1
1
)

。
エ
ス
テ
ィ
は
『
肖
像
』
を
「
反
―
成
長
物
語(a

n
ti-d

e
v
e
lo

p
m

e
n

ta
l fictio

n
)

」
と
呼

ぶ
小
説
群
の
ひ
と
つ
に
数
え
て
い
る
が
、
本
論
は
そ
れ
を
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
「
テ
レ
マ
キ
ア
」
に
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
に
す
る
。 

 
1
9
3 

人
物
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
に
対
応
さ
せ
、
象
徴
的
に
政
治
的
状
況
を
語
る
と
い
う
手
法
は
、
本
研
究
第

一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
既
に
『
ダ
ブ
リ
ン
市
民
』
の
「
レ
ー
ス
の
あ
と
で(A

fte
r th

e
 R

a
ce

)

」
の
中

に
「
民
族
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
」
と
し
て
現
れ
て
い
る
（
滝
沢 

一
二
三
―
二
九
）。
し
か
し
、「
レ
ー
ス
の
あ
と

で
」
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
ジ
ミ
ー
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列
強
諸
国
に
対
し
て
阿
諛
追
従
す
る
人
物
で
あ
る
一

方
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
そ
の
よ
う
な
帝
国
主
義
的
「
レ
ー
ス
」
か
ら
は
距
離
を
置
い
て
い
る
。 

ヘ
イ
ン
ズ
が
こ
こ
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
植
民
地
化
事
業
に
全
面
的
に
賛
同
す
る
人
物
と
し
て
描
か
れ

て
い
な
い
こ
と
は
意
義
深
い
。
植
民
地
の
支
配
形
態
に
は
、
軍
事
的
制
圧
や
暴
力
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
な
側
面

と
、
文
化
的
搾
取
と
い
う
ソ
フ
ト
な
側
面
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
明
ら
か
に
後
者
に
属
す
る
。 
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―
つ
ま
り
、
君
に
は
自
由
に
行
動
す
る
能
力
が
あ
る
っ
て
こ
と
さ
。
君
は
君
自
身
の
主
人
な
ん
だ
と
僕
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
思
え
る

、
、
、
、
。 

 

―
僕
は
ふ
た
り
の
主
人
の
召
使
い
な
の
さ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
言
っ
た
。
ひ
と
り
は
イ
ギ
リ
ス
人
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ひ
と
り
は
イ
タ
リ
ア
人
な
ん
だ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。 

 

―
イ
タ
リ
ア
人
だ
っ
て
？ 

と
ヘ
イ
ン
ズ
は
言
っ
た
。 

 
 

狂
気
の
女
王

、
、
、
、
、
。
年
老
い
て
い
て
嫉
妬
深
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
我
の
前
に
跪
け

、
、
、
、
、
、
。 

 

―
三
人
目
も
い
る
が
ね
、
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
言
っ
た
。
片
手
間
の
仕
事
を
や
ら
せ
た
が
る
奴
さ
。 

―A
fte

r a
ll, H

a
in

e
s
 b

e
g
a

n
…

 

 
 
 
 
S

te
p

h
e
n

 tu
rn

e
d

 a
n

d
 sa

w
 th

a
t th

e
 co

ld
 g

a
z
e
 w

h
ich

 h
a

d
 m

e
a

s
u

re
d

 h
im

 w
a
s
 n

o
t a

ll 

u
n

k
in

d
. 

―A
fte

r a
ll, I s

h
o
u

ld
 th

in
k

 y
o
u

 a
re

 a
b
le

 to
 fre

e
 y

o
u

rs
e
lf. Y

o
u

 a
re

 y
o
u

r o
w

n
 m

a
s
te

r, it 

s
e
e
m

s to
 m

e
. 

 
 

―I a
m

 th
e
 se

rv
a

n
t o

f tw
o
 m

a
ste

rs
, S

te
p
h

e
n

 sa
id

, a
n

 E
n

g
lis

h
 a

n
d
 a

n
 Ita

lia
n

. 

 
 

―Ita
lia

n
? H

a
in

e
s
 sa

id
. 

 
  

A
 cra

z
y
 q

u
e
e
n

, o
ld

 a
n

d
 je

a
lo

u
s
. K

n
e
e
l d

o
w

n
 b

e
fo

re
 m

e
. 

 
 

―A
n

d
 a

 th
ird

, S
te

p
h

e
n

 s
a
id

, th
e
re

 is
 w

h
o
 w

a
n

ts m
e
 fo

r o
d

d
 jo

b
s. (U

 1
.6

3
3

-4
1

)  
 

 

 

会
話
と
共
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
意
識
の
流
れ
が
巧
み
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
の
箇
所
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
ヘ

イ
ン
ズ
に
対
す
る
彼
の
確
か
な
敵
意
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヘ
イ
ン
ズ
の
「
主
人(m

a
ste

r)

」
と
い

う
言
葉
に
対
応
す
る
形
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
召
使
い(s

e
rv

a
n

t)

」
と
い
う
言
葉
を
使
う
。
ま
た
、
ヘ
イ

ン
ズ
が
「
イ
タ
リ
ア
人
だ
っ
て
？
」
と
い
う
問
い
を
発
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
意
識
の
中

だ
け
で
「
狂
気
の
女
王
。
年
老
い
て
い
て
嫉
妬
深
い
。
我
の
前
に
跪
け
」
と
返
答
し
て
い
る
が
、
実
際
の
発

話
で
は
「
三
人
目
も
い
る
が
ね
」
と
言
っ
て
、
ヘ
イ
ン
ズ
の
問
い
を
無
視
し
て
い
る
。
三
人
目
と
は
、
彼
に

対
し
て
威
圧
的
に
振
る
舞
う
マ
リ
ガ
ン
へ
の
当
て
こ
す
り
で
あ
る
が1

9
4

、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
前
者
の
ふ

た
り
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
の
会
話
で
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
ふ
た
り
の
主
人
」
と
は
、「
大
英
帝
国(th

e
 

im
p

e
ria

l B
ritis

h
 s

ta
te

)

」
と
「
神
聖
な
る
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
使
徒
教
会(th

e
 h

o
ly

 R
o
m

a
n

 ca
th

o
lic 

a
n

d
 a

p
o
s
to

lic ch
u

rch
)

」
を
指
し
て
い
る
。
ヘ
イ
ン
ズ
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
言
葉
を
受
け
て
、
イ
ギ
リ

ス
に
よ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
の
圧
政
を
認
め
、「
お
そ
ら
く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
な
ら
そ
ん
な
風
に
考
え
る
だ

ろ
う
ね(A

n
 Iris

h
m

a
n

 m
u

st th
in

k
 lik

e
 th

a
t, I d

a
re

sa
y
)

」
と
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
最
終
的
に

は
「
悪
い
の
は
歴
史
ら
し
い
ね(It se

e
m

s
 h

isto
ry

 is
 to

 b
la

m
e
)

」(U
 1

.6
4
7
-4

9
)

と
切
り
捨
て
て
し
ま

う
。 こ

こ
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
表
向
き
は
紳
士
の
ヘ
イ
ン
ズ
で
は
あ
る
が
、
読
者
は
彼
の
裏

の
顔
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
前
の
晩
、
ヘ
イ
ン
ズ
は
「
黒
豹(b

la
ck

 p
a

n
th

e
r)

」
が
見
え
る
と
叫
び
始
め(U

 

                                        

        

 
1
9
4 

ギ
フ
ォ
ー
ド
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
片
手
間
の
仕
事(o

d
d

 jo
b
s
)

」
を
す
る
者
こ
そ
、
「
下
級
士
官
」

「
下
っ
端
」
「
下
働
き
」
を
意
味
す
る“d

o
g
sb

o
d

y
”

に
他
な
ら
な
い(1

5
)

。 
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1
.5

7
)

、
幻
影
に
向
か
っ
て
発
砲
を
し
て
い
る
の
だ1

9
5

。
デ
ク
ラ
ン
・
カ
イ
バ
ー
ド(D

e
cla

n
 K

ib
e
rd

)

は
こ

こ
に
当
時
の
英
国
人
が
持
っ
て
い
た
植
民
地
支
配
に
対
す
る
罪
悪
感
が
、
理
性
の
隠
れ
た
夜
に
発
現
し
た

の
で
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
が([2

0
0
9

] 5
0

)

、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
夢
に
現
れ
る
母
の
亡

霊
も
ま
た
「
良
心
の
呵
責
」
と
い
う
別
種
の
「
罪
悪
感
」
が
生
み
出
し
た
と
い
う
点
で
は
、
共
通
性
を
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
こ
の
日
の
朝
、
目
覚
め
が
悪
い

の
は
ヘ
イ
ン
ズ
の
発
砲
事
件
の
為
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
目
覚
め
が
あ
る
種
の
覚
醒
を
暗
示
す
る
と
す

れ
ば
、
英
国
人
ヘ
イ
ン
ズ
は
象
徴
的
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
覚
醒
を
阻
む
存
在
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。 さ

ら
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は“A

 cra
z
y
 q

u
e
e
n

, o
ld

 a
n

d
 je

a
lo

u
s”

と
考
え
る
が
、
こ
こ
で
の
「
女
王
」

と
い
う
比
喩
は
、
狂
気
に
あ
り
、
老
い
ぼ
れ
て
、
嫉
妬
深
い
と
い
う
形
容
か
ら
、
死
ん
だ
母
親
を
無
意
識
的

に
想
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
は
死
の
床
で
、
息
子
に
臨
終
の
祈

り
を
求
め
な
が
ら
も
、
そ
の
意
識
は
狂
気
に
陥
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、“K

n
e
e
l d

o
w

n
 b

e
fo

re
 m

e
”

と
い

う
言
葉
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
二
重
の
厳
命
、
す
な
わ
ち
実
の
母
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク
の
両
者
か
ら

の
厳
命
と
な
る
の
で
あ
る1

9
6

。
し
か
し
、
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
な
の
は
「
女
王
」
と
い
う
言
葉
が
、
一

九
〇
一
年
に
死
去
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

ち
ら
は
言
う
ま
で
も
な
く
大
英
帝
国
に
よ
る
政
治
的
支
配
の
象
徴
だ
。
よ
っ
て
、
女
王
と
母
親
と
い
う
ふ
た

り
の
死
し
た
女
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
意
識
の
流
れ
の
な
か
で
は
、
不
定
冠
詞
の
Ａ
が
示
す
よ
う
に
、
ひ
と

り
の
女
性
の
中
に
重
層
的
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
母
親
の
死
と
い
う
個
人
的
事
象
は
、
こ
こ
で
も
カ
ト
リ

ッ
ク
と
植
民
地
支
配
と
い
う
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
意

識
の
流
れ
は
、
社
会
的
な
も
の
と
個
人
的
な
も
の
の
混
合
し
た
状
態
で
描
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
。 

し
か
し
一
方
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
抵
抗
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
書
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ギ
フ
ォ
ー

ド
の
注
釈
に
あ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
は
マ
タ
イ
の
福
音
書(M

a
tth

e
w

 6
:2

4
)

の
中
で
、「
ふ
た
り
の
主
人

に
仕
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
て
い
る([1

9
8

8
] 2

5
)

。
つ
ま
り
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
ふ
た
り
の
主
人
の
「
召

使
い
」
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
め
る
と
同
時
に
、
二
人
に
仕
え
て
い
る
と
明
言
す
る
こ
と
で
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
厳
命
を
暗
に
裏
切
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
母
親
の
最
期
の
望
み
を
拒
否
し
た
と
き
と
同
様
に
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
こ
で
も
教
会
に
対
し
て
従
属
的
な
立
場
に
い
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
同
時
に
そ

                                        

        

 
1
9
5 

ジ
ョ
イ
ス
研
究
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
出
来
事
は
マ
リ
ガ
ン
の
モ
デ
ル
で
あ
る

ゴ
ガ
テ
ィ
、
ヘ
イ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
で
あ
る
ト
レ
ン
チ
、
そ
し
て
ジ
ョ
イ
ス
の
間
で
実
際
に
起
き
た
こ
と
で
あ

る
。
エ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
一
九
〇
四
年
九
月
十
四
日
」
に
起
き
た
こ
の
出
来
事
が
き
っ
か
け
で
、
ジ
ョ

イ
ス
は
夜
が
明
け
る
前
に

、
、
、
、
、
、
、
マ
ー
テ
ロ
塔
を
去
る
こ
と
と
な
っ
た(J

J
 1

7
5
)

。
ノ
ー
ラ
と
大
陸
へ
脱
出
す
る
の

が
十
月
八
日
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
約
一
ヶ
月
前
の
出
来
事
を
六
月
十
六
日
に
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ

ョ
イ
ス
は
住
み
家
を
追
わ
れ
るe

x
ile

の
モ
チ
ー
フ
を
書
き
込
ん
だ
と
言
え
よ
う
。
よ
っ
て
、
作
家
の
人
生

を
知
る
者
で
あ
れ
ば
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
後
日
談
と
し
て
記
さ
れ
る
べ
き
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
再
脱
出

と
な
る
。 

1
9
6 

事
実
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
の
直
前
に
置
か
れ
た
“b

e
a
stly

 d
e
a

d

”
の
件
で
、
マ
リ
ガ

ン
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
「
跪
い
て(k

n
e
e
l d

o
w

n
)

祈
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
を
糾
弾
し
て
い
る(U

 1
.9

3
-9

4
, 

2
0

7
-0

8
)

。 
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の
地
位
を
拒
否
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

主
人
と
召
使
い
の
問
題
に
戻
る
と
、
こ
こ
で
改
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、“Y

o
u

 a
re

 y
o
u

r o
w

n
 

m
a
s
te

r”
と
い
う
表
面
上
は
好
意
的
な
ヘ
イ
ン
ズ
の
意
見
に
も
拘
わ
ら
ず1

9
7

、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
頑
な
に
自

ら
を
「
召
使
い
」
の
位
置
に
置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
こ
の
箇
所
も
ま
た
、
マ
リ
ガ
ン
の
台
詞

が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
冒
頭
部
で
、
髭
剃
り
を
終
え
た
マ
リ
ガ
ン
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
の
前
に
鏡
を
差
し
出
す
。 

 

―
自
分
の
姿
を
よ
く
見
る
こ
っ
た
な
、
と
彼
は
言
っ
た
。
こ
の
べ
ら
ぼ
う
詩
人
が
！ 

 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
前
屈
み
に
な
り
、
差
し
出
さ
れ
た
鏡
を
じ
っ
と
眺
め
た
。
歪
ん
だ
ひ
び
の
入
っ
た
そ

の
表
面
。
逆
立
っ
た
髪
。
こ
い
つ
も
他
の
奴
ら
も
こ
ん
な
ふ
う
に
俺
を
見
る
。
誰
が
こ
ん
な
顔
を
選
ん

だ
？ 

虱
の
集た

か

っ
た
使
い
走
り
の
犬
の
よ
う
。
こ
い
つ
も
俺
に
問
う
。 

―
女
中
の
部
屋
か
ら
く
す
ね
た
ん
だ
、
と
バ
ッ
ク
・
マ
リ
ガ
ン
は
言
っ
た
。
…
… 

 

身
を
引
い
て
指
差
し
な
が
ら
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
苦
々
し
い
気
持
ち
の
ま
ま
言
っ
た
。 

―
こ
れ
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
芸
術
の
象
徴
だ
よ
。
召
使
い
の
ひ
び
割
れ
鏡
。 

―L
o
o
k

 a
t y

o
u

rse
lf, h

e
 sa

id
, y

o
u

 d
re

a
d
fu

l b
a

rd
! 

S
te

p
h

e
n

 b
e
n

t fo
rw

a
rd

 a
n

d
 p

e
e
re

d
 a

t th
e
 m

irro
r h

e
ld

 o
u

t to
 h

im
, cle

ft b
y
 a

 cro
o
k

e
d
 

cra
ck

. H
a
ir o

n
 e

n
d
. A

s
 h

e
 a

n
d

 o
th

e
rs se

e
 m

e
. W

h
o
 ch

o
se

 th
is

 fa
ce

 fo
r m

e
? T

h
is

 d
o
g
sb

o
d

y
 

to
 rid

 o
f v

e
rm

in
. It a

s
k

s m
e
 to

o
. 

 

―I p
in

ch
e
d

 it o
u

t o
f th

e
 s

k
iv

v
y
’s

 ro
o
m

, B
u

ck
 M

u
llig

a
n

 sa
id

. . . .  
 

D
ra

w
in

g
 b

a
ck

 a
n

d
 p

o
in

tin
g
, S

te
p

h
e
n

 sa
id

 w
ith

 b
itte

rn
e
s
s: 

 
 

―It is
 a

 s
y
m

b
o
l o

f Iris
h

 a
rt. T

h
e
 cra

ck
e
d

 lo
o
k

in
g
g
la

ss
 o

f a
 se

rv
a

n
t. (U

 1
.1

3
4

-4
6
) 

 私
た
ち
は
再
び
こ
こ
で
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
を
「
鏡(lo

o
k

in
g
-g

la
ss)

」
と
擬
え
た
作
家
を
思
い
出
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
鏡
に
映
っ
た
姿
を
通
し
て
人
々
に
自
ら
の
真
の
姿
―
―
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
る
の
は
「
麻
痺
し

た
」
大
衆
だ
―
―
を
見
つ
め
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
た
作
家
が
、
己
の
分
身
に
鏡
を
見
さ
せ
る
こ
と
の

意
義
は
小
さ
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
「
ひ
び
割
れ
」
で
あ
る
以
上

こ
の
鏡
は
像
を
正
確
に
結
ぶ
こ
と
は
な
い
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
表
象
さ
れ
る
際
に
は
、
常
に
歪
み
が
存
在

                                        

        

 
1
9
7 

事
実
、「
悪
い
の
は
歴
史
ら
し
い
」
と
い
う
ヘ
イ
ン
ズ
の
台
詞
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
心
に
棘
と
し
て
残

っ
て
い
る
よ
う
で
、
第
二
挿
話
の
デ
ィ
ー
ジ
ー
校
長
と
の
や
り
取
り
で
彼
は
次
の
よ
う
に
考
え
る―

―

「
海

の
支
配
者
。
海
の
よ
う
に
冷
た
い
彼
の
目
は
空
っ
ぽ
の
湾
を
見
つ
め
る
。
悪
い
の
は
歴
史
ら
し
い
。
僕
に
向

か
っ
て
、
僕
の
言
葉
に
対
し
て
奴
は
言
う
。
敵
意
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い(T

h
e
 se

a
s
’ ru

le
r. H

is
 se

a
co

ld
 

e
y
e
s
 lo

o
k

e
d

 o
n

 th
e
 e

m
p
ty

 b
a

y
: it s

e
e
m

s
 h

isto
ry

 is to
 b

la
m

e
: o

n
 m

e
 a

n
d

 o
n

 m
y
 w

o
rd

s
, 

u
n

h
a

tin
g
)

」(U
 2

.2
4
6

-4
7

)

。
確
か
に
象
徴
的
に
見
れ
ば
帝
国
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ヘ
イ
ン
ズ
で
あ
る
が
、

彼
が
明
ら
か
な
悪
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
は
後
に
論
ず
る
よ

う
に
マ
リ
ガ
ン
の
無
自
覚
な
底
意
地
の
悪
さ
と
も
関
わ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
マ
ー
テ
ロ
塔
眼
下
の
湾
に

母
の
最
期
を
想
起
す
る
の
に
対
し
、
ヘ
イ
ン
ズ
が
「
空
っ
ぽ
の
湾
」
を
見
つ
め
る
と
い
う
対
照
性
は
こ
こ
に

関
わ
る
。 
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す
る
。
帝
国
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
野
蛮
と
し
て
、
文
芸
復
興
運
動
は
（
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
）
失
わ

れ
た
理
想
と
し
て
描
く
。
の
ち
に
ガ
ヤ
ト
リ
・
ス
ピ
ヴ
ァ
ク(G

a
y
a
tri S

p
iv

a
k

)

が
「
サ
バ
ル
タ
ン
は
語
る

こ
と
が
で
き
る
か
」
で
理
論
化
し
た
（
植
民
地
イ
ン
ド
の
女
性
は
、
帝
国
と
男
性
の
二
重
権
力
に
よ
っ
て
常

に
代
理
・
表
象
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
）、
二
重
の
表
象
不
可
能
性
と
い
う
問
題
を
ジ
ョ
イ
ス
は
意
識
し
て
い

た
。
第
二
に
、
マ
リ
ガ
ン
の
言
に
あ
る
よ
う
に
こ
の
鏡
の
元
々
の
所
有
者
は
「
女
中(s

k
iv

v
y
)

」
で
あ
り
（
こ

の
後
マ
リ
ガ
ン
は
「
不
器
量
な
召
使
い(p

la
in

lo
o
k

in
g
 se

rv
a

n
ts)

」
と
言
い
換
え
て
い
る(U

 1
.1

3
9

)

）、

そ
こ
に
は
主
人
と
召
使
い
と
い
う
権
力
構
造
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
「
ふ
た
り
の
主

人
」
を
重
ね
れ
ば
、
本
研
究
が
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
二
重
の
支
配
、
す
な
わ
ち

政
治
と
宗
教
の
両
面
に
わ
た
る
支
配
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
以
上
は
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で

も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が1

9
8

、
こ
こ
で
付
け
加
え
た
い
の
は
第
三
点
と
し
て
、
鏡
が
盗
品
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
、
主
人
が
所
有
す
る
女
中
／
召
使
い
が
所
有
す
る
鏡
と
い
う
入
れ
子
構
造
に
は
、

こ
の
後
見
る
よ
う
に
「
質
屋
」
と
し
て
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
う
問
題
が
反
映
し
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

の
立
場
は
、
ひ
び
割
れ
の
鏡
を
奪
わ
れ
た
女
中
／
召
使
い
で
あ
る
。 

 

自
ら
を
小
さ
く
し
か
評
価
で
き
な
い
人
間 

 

夢
の
中
で
母
の
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
母
の
死
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
に

今
な
お
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
そ
し
て
こ
れ
は
一
九
〇
四
年
、
二
十
二
歳
の
ジ
ョ
イ
ス
自
身
の

姿
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
極
め
て
ナ
イ
ー
ヴ
な
仮
定
で
あ
る
が
、
も
し
こ
の
と
き
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
何
ら

か
の
社
会
的
成
功
を
収
め
て
い
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
良
心
の
呵
責
に
苦
し
ん
で
い
た
だ
ろ
う
か
。
パ
リ
で

の
留
学
に
成
果
を
見
い
だ
せ
ず
、
芸
術
家
と
し
て
の
見
通
し
も
付
か
な
か
っ
た
そ
の
無
力
感
も
ま
た
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
ら
が
「
召
使
い
」
で
あ
る
と
い
う
劣
等
感
に
塗
れ
た
自
意
識
は
そ
の
こ
と
と
も
深
く

結
び
つ
い
て
い
る
は
ず
だ
。
マ
ー
ク
・
モ
リ
ソ
ン(M

a
rk

 M
o
rris

so
n

)

が
言
う
よ
う
に
、「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

に
教
会
に
服
従
し
て
も
ら
い
た
い
デ
ダ
ラ
ス
夫
人
の
願
望
こ
そ
が
、
彼
に
「
我
仕
え
ず
」
の
決
意
を
さ
せ
た

原
因
な
の
で
あ
り
、
今
で
は
母
親
の
臨
終
の
願
い
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
罪
悪
感
の
形
で
彼
に

取
り
憑
い
て
い
る
の
で
あ
る(It is M

rs. D
e
d

a
lu

s
’ d

e
sire

 fo
r S

te
p

h
e
n

 to
 s

u
b

m
it to

 th
e
 ch

u
rch

 

th
a
t ca

u
se

d
 h

is “n
o
n

 s
e
rv

ia
m

” a
n

d
 n

o
w

 h
a

u
n

ts h
im

 in
 th

e
 fo

rm
 o

f g
u

ilt o
v
e
r d

iso
b

e
y
in

g
 

h
is

 m
o
th

e
r
’s

 d
e
a

th
b
e
d

 w
is

h
e
s)

」(3
5
2

)

。
つ
ま
り
、『
我
仕
え
ず
』
と
い
う
単
な
る
抵
抗
や
拒
絶
だ
け

で
は
な
く
、
強
い
「
内
心
の
呵
責
」
に
も
取
り
憑
か
れ
て
い
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
自
己
意
識
が
、「
ふ
た
り

の
主
人
」
の
「
召
使
い
」
で
あ
る
と
自
嘲
的
に
認
め
な
が
ら
も
そ
れ
に
抗
お
う
と
す
る
姿
勢
と
重
な
る
の
だ
。

モ
リ
ソ
ン
は
言
う
―
―
「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「［
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
化
が
持
つ
］
遺
産
」
、
す
な
わ
ち
父
な
る

も
の
と
い
う
「
法
律
的
な
虚
構
」
か
ら
失
わ
れ
て
い
る
も
の
が
、
母
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

る(S
te

p
h

e
n

 a
llo

w
s h

im
se

lf to
 u

n
d
e
rsta

n
d

 th
a
t w

h
a

t is m
iss

in
g
 fro

m
 th

is “in
h

e
rita

n
ce

,” 

fro
m

 th
e
 “le

g
a
l fictio

n
” o

f p
a

te
rn

ity, is th
e
 m

o
th

e
r)

」(3
4
9

)

。
従
来
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
ブ

ル
ー
ム
と
の
（
擬
似
的
な
）
父
子
関
係
よ
り
も
、「
母
な
る
も
の
」
に
本
研
究
が
着
目
す
る
の
は
、
父
な
る

も
の
が
権
力
関
係
に
結
び
つ
く
の
に
対
し
て
、
そ
こ
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
も
の
を
い
か
に
表
象
す
べ
き
か

                                        

        

 
1
9
8 

例
え
ば
、W

a
ch

te
l 1

1
8

-1
9

やD
e
a

n
e
 [2

0
0
4
] 3

3

を
参
照
の
こ
と
。 
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と
い
う
こ
と
が
ジ
ョ
イ
ス
の
芸
術
家
と
し
て
の
使
命
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
こ
で
も
う
少
し
「
母
な
る
も
の
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
本
論
第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に

「
灰
色
」
は
、
当
時
の
ダ
ブ
リ
ン
社
会
を
示
す
「
麻
痺
」
の
色
で
あ
り
、
「
姉
妹
た
ち
」
に
お
い
て
は
主
人

公
に
取
り
憑
く
「
灰
色
の
顔
」
が
そ
の
こ
と
を
何
よ
り
も
象
徴
的
に
指
し
示
し
て
い
た
。
興
味
深
い
こ
と
に

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
第
一
挿
話
で
は
、
灰
色
は
二
つ
の
点
で
象
徴
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
マ
リ

ガ
ン
が
ダ
ブ
リ
ン
湾
の
海
に
つ
い
て
「
灰
色
の
甘
美
な
母
か
？ 

青
っ
ぱ
な
の
緑
色
を
し
た
海
。
玉
す
く
み

の
海(a

 g
re

y
 s

w
e
e
t m

o
th

e
r? T

h
e
 s

n
o
tg

re
e
n

 se
a

. T
h

e
 scro

tu
m

tig
h

te
n

in
g
 se

a
)

」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
で
あ
る(U

 1
.7

7
-7

8
)
1
9
9

。s
n

o
tg

re
e
n

と
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
ハ
ン
カ
チ
に
つ
い
た
鼻
水
の
色
で

あ
り
、
マ
リ
ガ
ン
は
詩
人
気
質
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
揶
揄
す
べ
く
、s

n
o
tg

re
e
n

が
「
我
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

詩
人
に
と
っ
て
新
し
い
芸
術
の
色(A

 n
e
w

 a
rt co

lo
r fo

r o
u

r Iris
h

 p
o
e
ts)

」
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ

こ
で
も
爽
快
な
朝
の
海
は
、
灰
色
と
い
う
薄
暗
い
色
に
よ
っ
て
曇
ら
さ
れ
て
い
る
。
緑
は
伝
統
的
に
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
ケ
ル
ト
性
を
示
す
色
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
傷
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
「
海
は
我
ら
が
偉
大
に
し
て
甘
美
な
る
母
な
ん
だ
。
こ
っ
ち
に
来
て
見
て
み
ろ
よ(S

h
e
 is o

u
r 

g
re

a
t s

w
e
e
t m

o
th

e
r. C

o
m

e
 a

n
d
 lo

o
k

)

」(U
 1

.8
0
-8

1
)

と
マ
リ
ガ
ン
に
促
さ
れ
る
ま
ま
に
、
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
が
ダ
ブ
リ
ン
湾
を
見
つ
め
る
。
す
る
と
、
母
の
亡
霊
の
記
憶
が
、
こ
の
台
詞
に
よ
っ
て
歪
ん
で
ゆ
く
―

―
「
擦
り
切
れ
た
袖
の
先
に
彼
は
海
を
見
た
。
彼
の
隣
の
肥
え
太
っ
た
声
［
マ
リ
ガ
ン
］
が
偉
大
に
し
て
甘

美
な
る
母
と
讃
え
た
海
。
湾
と
水
平
線
が
作
る
円
は
濁
っ
た
緑
色
の
液
体
を
湛
え
て
い
る
。
白
い
陶
磁
器
の

ボ
ウ
ル
は
彼
女
の
死
の
床
の
そ
ば
に
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
は
、
大
声
で
う
め
く
よ
う
な
嘔
吐
の
発
作
を
催
す

た
び
に
、
彼
女
の
腐
っ
た
肝
臓
か
ら
絞
り
出
さ
れ
る
緑
色
の
ど
ろ
っ
と
し
た
胆
汁
が
入
っ
て
い
た(A

cro
ss 

th
e
 th

re
a

d
b
a

re
 cu

ffe
d

g
e
 h

e
 sa

w
 th

e
 se

a
 h

a
ile

d
 a

s
 a

 g
re

a
t s

w
e
e
t m

o
th

e
r b

y
 th

e
 w

e
llfe

d
 

v
o
ice

 b
e
sid

e
 h

im
. T

h
e
 rin

g
 o

f b
a

y
 a

n
d
 s

k
y
lin

e
 h

e
ld

 a
 d

u
ll g

re
e
n

 m
a
ss o

f liq
u

id
. A

 b
o
w

l o
f 

w
h

ite
 ch

in
a
 h

a
d

 s
to

o
d

 b
e
s
id

e
 h

e
r d

e
a

th
b
e
d

 h
o
ld

in
g
 th

e
 g

re
e
n

 slu
g
g
is

h
 b

ile
 w

h
ich

 s
h

e
 h

a
d
 

to
rn

 u
p
 fro

m
 h

e
r ro

ttin
g
 liv

e
r b

y
 fits o

f lo
u

d
 g

ro
a

n
in

g
 v

o
m

itin
g
)

」(U
 1

.1
0
6

-0
8

)

。 

バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク(B

e
rn

a
rd

 B
e
n

s
to

ck
)

は
第
一
挿
話
に
つ
い
て
、
へ
イ
ン
ズ
が”th

e
 ru

le
r 

o
f th

e
 s

e
a
”

と
喩
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
母
の
亡
霊
を
関
連
付
け
て
、「
海
こ
そ
が
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
マ

ー
テ
ロ
塔
を
取
り
囲
む
状
況
を
描
い
た
こ
の
章
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
象
徴
が
意
味
す
る
の
は

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
相
続
権
を
奪
わ
れ
て
い
る
状
況
な
の
で
あ
る(It is

 th
e
 se

a
 th

a
t d

o
m

in
a
te

s th
is 

M
a
rte

llo
-T

o
w

e
r-a

n
d

-E
n

v
iro

n
s
 

ch
a

p
te

r 
o
f 

U
ly

sses 
a
s 

th
e
 

s
y
m

b
o
l 

o
f 

S
te

p
h

e
n

’s
 

d
is

in
h

e
rita

n
ce

)

」
と
述
べ
る([1

9
7
4

] 1
6

)

。
こ
こ
に
、
上
に
分
析
し
た
傷
つ
け
ら
れ
た
緑
と
し
て
の
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
を
重
ね
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の“d

is
in

h
e
rita

n
ce

”

と
い
う
状
況
は
補
強
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ベ
ン
ス
ト
ッ
ク
は
マ
リ
ガ
ン
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
海
を
見
る
よ
う
に
促
す
の
は
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
母
の
臨
終
の
望
み
を
拒
否
し
た
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
は
首
肯
し
か
ね
る
。
確
か
に
、
マ
リ
ガ
ン
は
真
に
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
反
抗
的
で
は
な
い
と
い
う
点

                                        

        

 
1
9
9 

“T
h

e
 s

cro
tu

m
tig

h
te

n
in

g
 se

a
”

と
い
う
冗
談
も
ま
た
「
睾
丸
」
を
す
く
ま
せ
る
と
い
う
点
で
、
男

性
性
を
脅
か
す
、
す
な
わ
ち
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
父
と
な
る
こ
と
を
阻
む
も
の
と
言
え
よ
う
。 
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に
お
い
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
対
局
に
は
あ
る2

0
0

。
し
か
し
、
彼
の
悪
意
は
意
識
的
で
あ
る
と
い
う
よ
り

も
、「
俺
の
言
葉
は
そ
の
場
限
り
だ
。
鬱
ぎ
込
む
の
は
よ
せ
よ(I’m

 in
co

n
se

q
u

e
n

t. G
iv

e
 u

p
 th

e
 m

o
o
d

y
 

b
ro

o
d

in
g
)

」(U
 1

.2
3

5
-3

6
)

と
あ
る
よ
う
に
、
無
意
識
的
な
意
地
の
悪
さ
な
の
だ2

0
1

。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
未

だ
母
親
の
死
の
問
題
に
決
着
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
彼
は
「
我
ら
が
偉
大
に

し
て
甘
美
な
る
母
」
な
ど
と
無
神
経
に
呼
び
か
け
る
。
マ
リ
ガ
ン
の
そ
う
い
う
姿
勢
は
、
表
面
上
は
ヘ
イ
ン

ズ
を
軽
蔑
し
つ
つ
も
、
無
意
識
の
う
ち
に
追
従
し
て
い
る
態
度
と
結
び
つ
く
。
マ
リ
ガ
ン
は
ヘ
イ
ン
ズ
の
陰

口
は
叩
く
が
、
真
に
英
国
と
対
立
す
る
気
は
な
い
の
で
あ
る
。 

 

灰
色
に
つ
い
て
の
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
マ
リ
ガ
ン
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
渡
そ
う
と
し
た
灰
色
の
ズ
ボ

ン
の
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
灰
色
の
は
着
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ(I ca

n
’t w

e
a

r 

th
e
m

 if th
e
y
 a

re
 g

re
y
)

」(U
 1

.1
2
0
)

と
そ
の
申
し
出
を
断
っ
て
し
ま
う
。
ま
も
な
く
母
の
死
か
ら
一
年

が
経
つ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
喪
に
服
す
る
こ
と
を
頑
な
に
や
め
よ
う
と
し
な
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
、
マ
リ
ガ
ン

は
「
母
親
を
殺
し
と
き
な
が
ら
、
灰
色
の
ズ
ボ
ン
は
穿
け
な
い
っ
て
さ(H

e
 k

ills
 h

is
 m

o
th

e
r b

u
t h

e
 

ca
n

’t w
e
a
r g

re
y
 tro

u
s
e
rs

)

」(U
 1

.1
2

2
)

と
攻
撃
す
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
昨
晩
パ
ブ
で
会
っ

た
医
者
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
「
痴
呆
性
全
身
麻
痺(g

.p
.i=

G
e
n

e
ra

l p
a
ra

ly
s
is o

f th
e
 in

sa
n

e
)

」
だ
と
評

し
て
い
た
と
、
マ
リ
ガ
ン
が
ふ
と
思
い
出
し
た
よ
う
に
言
い
出
す
こ
と
だ
。
マ
リ
ガ
ン
だ
け
で
な
く
他
の

人
々
か
ら
見
れ
ば
、
母
の
臨
終
に
祈
り
を
拒
否
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
行
動
は
「
狂
気
」
の
沙
汰
で
あ
り
、

全
く
理
解
を
超
え
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
な
ぞ

ら
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
、
狂
気
に
陥
っ
た
人
間
と
し

て
マ
リ
ガ
ン
か
ら
見
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
一
方
ハ
ム
レ
ッ
ト
も
ま
た
父
親
の
亡
霊
に
呼
び
か
け
ら

れ
「
狂
気
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
＝
テ
レ
マ
コ
ス
＝
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
い
う
図
式
は
、

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
を
考
え
る
際
の
大
前
提
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

灰
色
と
麻
痺
、
そ
し
て
狂
気
の
三
者
が
、「
姉
妹
た
ち
」
と
同
様
に
隣
接
関
係
に
あ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
第
一
章
第
一
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
灰
色
が
生
と
死
の
過
渡
期(tra

n
s
itio

n
)

を
示
す
色
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
黒
い
服
を
着
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
「
光
り
輝
く
白
い
歯
」
を
の
ぞ
か
せ
る
マ
リ
ガ
ン
と
い

う
人
物
の
対
立
に
あ
っ
て
、
物
語
の
背
景
に
あ
る
海
が
、
ま
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
脳
裏
に
焼
き
付
く
母
親
の

                                        

        

 
2
0
0 

「
マ
リ
ガ
ン
の
役
割
」
を
、
例
え
ば
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
は
「
ス
テ
ー
ジ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」
や
『
フ

ァ
ウ
ス
ト
』
の
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
に
見
て
お
り([1

9
8
7

] 8
4

-8
5
)

、
ケ
ナ
ー
は
マ
リ
ガ
ン
を
「
ス
テ
ー

ジ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
ス
テ
ー
ジ
詩
人
に
見
立
て
て
そ
の
対
照
性
に
注
目
し
て

い
る([1

9
7
8
] 6

8
-6

9
)

。 
2
0
1 

こ
れ
関
し
て
は
、
マ
リ
ガ
ン
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
励
ま
す
よ
う
に
イ
ェ
イ
ツ
の
「
フ
ァ
ー
ガ
ス
と
共
に

行
く
の
は
誰
か
？(“W

h
o
 G

o
e
s w

ith
 F

e
rg

u
s?)

」
を
歌
う
の
で
あ
る
が(“A

n
d

 n
o
 m

o
re

 tu
rn

 a
s
id

e
 

a
n

d
 b

ro
o
d

/ U
p
o
n

 lo
v
e
’s

 b
itte

r m
y
ste

ry
/ F

o
r F

e
rg

u
s
 ru

le
s
 th

e
 b

ra
z
e
n

 ca
rs

”)(U
 1

.2
3
9

-4
1

)

、

そ
の
曲
は
奇
し
く
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
が
死
の
床
で
歌
っ
て
欲
し
い
と
望
ん
だ
曲
だ
っ
た
こ
と
思
い
出

し
た
い
。
マ
リ
ガ
ン
は
こ
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
る
批
評
家
も
い
る
が
、
私
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の

鍵
語
で
あ
る
「
偶
然
の
一
致(co

in
cid

e
n

ce
)

」
が
こ
こ
で
も
起
き
て
い
る
と
考
え
る
。
マ
リ
ガ
ン
の
励
ま
し

は
、
皮
肉
に
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
さ
ら
な
る
苦
痛
を
与
え
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
曲
に
導
か
れ
る
よ
う
に
母

の
亡
霊
が
二
度
目
の
登
場
を
す
る
。
音
楽
が
亡
霊
を
呼
び
出
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
第
一
章
第
三
節

の
「
死
者
た
ち
」
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。 
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イ
メ
ー
ジ
が
、
灰
色
（
及
び
、
灰
色
が
か
っ
た
よ
ど
ん
だ
緑
色
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
黒
と

白
と
灰
色
の
三
者
関
係
か
ら
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
も
ま
た
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
同
じ
悩
み
の
下
に
い
る
と
言
っ
て

よ
い
―
―
「
留
ま
る
べ
き
か
、
去
る
べ
き
か
、
そ
れ
が
問
題
だ(T

o
 b

e
 o

r n
o
t to

 b
e
, th

a
t is

 th
e
 q

u
e
stio

n
)

」

と
い
う
あ
ま
り
に
も
有
名
な
あ
の
問
い
の
下
に
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
「
復
讐
」
へ
と
踏

み
切
っ
た
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
は
異
な
り
、
直
接
的
な
行
動
に
出
る
こ
と
は
な
い
。
第
一
挿
話
の
終
わ
り
で
、
マ

リ
ガ
ン
や
ヘ
イ
ン
ズ
を
疎
む
よ
う
に
「
王
位
を
奪
う
者(U

s
u

rp
e
r)

」
と
心
の
中
で
呟
き
、「
今
夜
は
こ
こ
で

は
寝
な
い
ぞ(I w

ill n
o
t sle

e
p
 h

e
re

 to
n

ig
h

t)

」(U
 1

.7
3
9
-4

0
)

と
決
意
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、

本
論
は
こ
の
消
極
性
を
む
し
ろ
評
価
す
る
。 

 

で
は
、
何
故
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
自
ら
を
小
さ
く
評
価
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
一
挿
話
で
繰
り
返
し
想
起
さ
れ
る
母
親
の
亡
霊
は
、
第
二
挿
話
に
お
い

て
も
尚
、
強
い
拘
束
力
を
持
つ
。
本
章
第
一
節
で
は
、
授
業
の
あ
と
算
数
の
課
題
を
習
い
に
来
た
サ
ー
ジ
ャ

ン
ト
を
見
つ
め
な
が
ら
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
自
分
と
こ
の
少
年
を
重
ね
合
わ
せ
る
姿
を
見
た
。
こ
の
箇
所
は
、

母
親
の
亡
霊
と
い
う
問
題
を
考
え
る
際
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
箇
所
だ
。
以
前
の
引
用
に
続
く
部
分

で
彼
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。 

  
 

の
ろ
の
ろ
と
し
た
震
え
る
手
つ
き
で
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
は
数
字
を
写
し
た
。
絶
え
ず
手
助
け
の
言
葉
を

待
ち
望
み
、
そ
の
手
は
不
安
定
な
記
号
を
忠
実
に
動
か
す
。
青
白
い
肌
の
奥
に
は
恥
ず
か
し
さ
か
ら
微
か

な
赤
い
色
が
揺
ら
ぐ
よ
う
に
滲
ん
で
い
る
。
母
の
愛
、
主
格
的
か
つ
対
格
的
属
格
。
弱
い
血
と
酸
っ
ぱ
い

乳
清
で
彼
女
は
彼
に
授
乳
し
、
新
生
児
用
の
細
長
い
布
で
彼
を
包
み
、
他
人
の
視
線
か
ら
隠
し
た
。 

 
 

僕
も
彼
の
よ
う
だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
な
で
肩
、
こ
の
見
苦
し
い
姿
。
僕
の
少
年
時
代
が
僕
の
そ
ば
で
か

が
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
一
度
で
も
、
あ
る
い
は
そ
っ
と
で
も
手
を
置
く
に
は
あ
ま
り
に
遠
く
離
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
ま
る
で
僕
た
ち
の
視
力
の
よ
う
に
、
僕
の
少
年
時
代
は
遠
く
に
、
彼
の
は
秘
密
の
ま
ま
に
。

秘
密
は
、
沈
黙
の
ま
ま
、
石
の
よ
う
に
、
僕
た
ち
二
人
の
心
の
暗
い
宮
殿
に
居
座
っ
て
い
る
。
秘
密
は
自

ら
の
専
制
に
飽
き
飽
き
し
て
い
る
の
だ
。
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
暴
君
。 
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確
か
に
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
は
、
貧
弱
で
出
来
の
悪
い
生
徒
で
あ
る
。「
僕
た
ち
の
視
力
の
よ
う
に
」
と
い
う
表

現
は
、
『
肖
像
』
第
一
章
に
描
か
れ
た
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
時
代
の
運
動
の
苦
手
な
少
年
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
読
者

に
想
起
さ
せ
る
。
そ
し
て
彼
は
自
分
に
も
息
子
を
過
度
に
庇
護
す
る
母
親
の
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
の
で
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あ
る
。 

 
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
「
弱
い
血(w

e
a

k
 b

lo
o
d

)

」
と
い
う
表
現
だ
。
母
乳
が
充
分
に
出
な
い
た
め
「
酸

っ
ぱ
い
乳
清
」
で
子
ど
も
を
育
て
る
虚
弱
な
母
親
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
引
用
部
分
の
直
前
に
あ
る
次
の
表

現
と
呼
応
し
て
い
る
―
―
「
だ
が
、
誰
か
が
彼
を
愛
し
た
の
だ
。
彼
を
両
腕
に
抱
き
、
胸
に
抱
い
た
の
だ
。

彼
女
が
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
世
界
の
競
争

レ

ー

ス

は
彼
を
踏
み
つ
け
に
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
つ
ぶ
さ
れ
た
骨
な
し

の
か
た
つ
む
り
。
彼
女
は
自
分
の
血
が
流
れ
て
い
る
彼
の
弱
々
し
い
、
水
っ
ぽ
い
血
を
愛
し
た
の
だ(Y

e
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。
子
ど
も
の
中
に
流
れ
る
自
分
と

同
じ
血
を
愛
す
る
母
親
の
姿
。
こ
こ
で
「
弱
い
血
」
が
示
す
の
は
、
自
ら
の
弱
点
が
子
ど
も
に
も
受
け
継
が

れ
て
し
ま
う
と
い
う
一
種
の
運
命
論
と
も
言
う
べ
き
、
血
縁
関
係
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
露

わ
に
す
る
と
い
う
点
で
、
血
は
親
子
の
つ
な
が
り
を
明
示
し
て
い
る
。
母
親
が
息
子
の
「
弱
々
し
い
、
水
っ

ぽ
い
血
」
を
愛
す
る
の
は
、
か
た
つ
む
り
の
よ
う
に
軟
弱
な
我
が
子
に
自
ら
の
姿
を
見
る
か
ら
で
あ
り
、
そ

れ
故
、
母
親
は
我
が
子
を
「
他
人
の
視
線
」
か
ら
ひ
た
隠
し
、
彼
が
「
世
界
の
競
争
」
に
踏
み
潰
さ
れ
な
い

よ
う
必
死
で
守
ろ
う
と
す
る
。
な
で
肩
の
醜
い
我
が
子
を
他
人
に
見
せ
た
く
な
い
、
丸
ご
と
く
る
ん
で
し
ま

お
う
と
い
う
母
親
の
歪
ん
だ
愛
情
は
、
母
の
独
占
欲
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
先
の
引
用
に
お
け
る

「
秘
密(se

cre
t)

」
と
は
そ
の
よ
う
な
一
種
の
呪
い
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
自
分
が
虚
弱
で
あ
る
こ
と
は
、
母
親
か
ら
弱
く
て
悪
い
血
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
可
避

的
に
運
命
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
支
配
的
な
「
暴
君(ty

ra
n

ts
)

」
と
し
て
の
秘
密

で
あ
る
。
こ
の
遺
伝
と
い
う
秘
密
を
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
暴
こ
う
と
思
え
ば
で
き
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
き
に
自
ら
の
宿
命
的
な
弱
点
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
、
暴
く
こ
と
が
で
き
ず
に
い

る
。「
僕
の
少
年
時
代
が
僕
の
側
で
か
が
ん
で
い
る
」
と
考
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
「
手
を
置
く
に
は
あ
ま

り
に
遠
く
離
れ
て
い
る
」
と
諦
め
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
明
ら
か
に
、
時
間
的
に
も
物
理
的
に
も
距
離
感
が
混

乱
し
て
い
る
。
冷
静
に
考
え
れ
ば
、
我
々
に
は
授
乳
さ
れ
て
い
る
時
の
記
憶
は
全
く
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、

彼
は
出
生
時
の
記
憶
を
捏
造
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
こ
れ
は
本
論
第
二
章
第
一
節
で
見
た
と
お
り
だ
）
。
つ

ま
り
、
記
憶
が
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
彼
の
極
め
て
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
自
己
意
識
が
、
自
ら
の
幼
児
期
を
こ
の

よ
う
な
惨
め
な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
と
低
く
評
価
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

 

「
暴
君
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
同
時
に
政
治
的
な
含
意
を
見
て
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
母
親
が

虚
弱
で
「
弱
い
血
」
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
あ
る
者
が
我
々
の
上
に
立
っ
て
支
配
を
し
て
い
る
か
ら

だ
と
い
う
推
論
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
「
暴
君
」
と
い
う
言
葉
を
連
想
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
が
虚
弱

な
人
物
で
あ
る
と
い
う
出
生
の
呪
い
が
「
暴
君
」
で
あ
る
と
き
、
個
人
を
超
え
て
社
会
を
政
治
的
に
支
配
し

て
い
る
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
姿
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る2

0
2

。
デ
ィ
ー
ジ
ー
校
長
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

                                        

        

 
2
0
2 

『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
中
で
、
「
暴
君
」
の
よ
う
な
暴
力
的
な
振
る
舞
い
を
見
せ
る
の
は
、
「
複
写

(C
o
u

n
te

rp
a
rts

)

」
の
主
人
公
フ
ァ
リ
ン
ト
ン
で
あ
る
。
強
い
劣
等
感
に
苛
ま
れ
、
酒
に
酔
っ
た
勢
い
で
、

そ
の
苛
立
ち
を
息
子
の
ト
ム
に
ぶ
つ
け
る
フ
ァ
リ
ン
ト
ン
は
、
あ
る
意
味
で
は
「
典
型
的
な
」
ア
イ
ル
ラ
ン
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実
際
に
は
自
ら
が
英
国
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
支
配
を
受
け
て
い
る
と
い
う
被
支
配
者
の
認
識
さ
え

持
た
な
け
れ
ば
、
秘
密
は
暴
か
れ
る
こ
と
な
く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
政
治
的
、
社
会
的
立
場
を
自
覚
し
な
く
て

済
む
。
事
実
、
デ
ィ
ー
ジ
ー
校
長
の
思
想
は
、
拝
金
主
義
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、
女
性
蔑
視
に
貫
か
れ
て
お
り
、

彼
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
た
か
も
同
胞
を
支
配
す
る
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
。

政
治
的
に
敏
感
な
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
図
ら
ず
も
「
暴
君
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
と
き
、
先
に
論
じ
た
「
主

人
」
と
「
召
使
い
」
と
い
う
主
従
関
係
に
憤
り
を
感
じ
て
い
る
彼
の
政
治
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
支
配
者
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
種
々
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
被
支
配
者
に
と
っ
て
も

自
ら
の
不
遇
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
有
用
な
も
の
で
あ
る
。
秘
密
と
し
て
の
「
暴
君
」
は
そ
の
専
制
に
飽
き

飽
き
し
、
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
暗
闇
に
居
座
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま

さ
し
く
植
民
地
政
策
の
終
末
に
お
い
て
、
そ
の
破
綻
を
自
覚
し
な
が
ら
も
継
続
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
支

配
者
の
断
末
魔
的
様
相
を
映
し
出
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

以
上
見
た
よ
う
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、

自
ら
を
低
く
見
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
者
の
姿
で
あ
る
。
血
の
つ
な
が
り
と
い
う
運
命
に
抗
う
こ
と
の
で

き
な
い
若
者
と
も
呼
び
う
る
だ
ろ
う
。
分
身
と
も
言
え
る
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
が
「
少
し
ず
り
落
ち
た
眼
鏡(a
 

s
la

n
te

d
 g

la
ss

e
s)

」
か
ら
彼
を
見
返
し
て
い
る
の
は
意
味
深
長
で
あ
る
。
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
芸
術
の
象
徴
を
「
召
使
い
の
ひ
び
割
れ
鏡
」
と
考
え
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
ま
さ
し
くg

la
sse

s

を

前
に
し
た
と
き
、
自
己
自
身
の
姿
を
直
視
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
鏡
の
特
徴
と
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
反
射
す
る(re

fle
ctiv

e
)

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼
の
「
内
省
的
気
質
」
と
も
大
き
く
関
連
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
ひ
び
割
れ
た
鏡
」
と
「
少
し
ず
れ
た
眼
鏡
」
で
は
自
身
の
全
体
像
を
正
確
に

映
し
出
す
こ
と
は
な
い
。
こ
の
両
者
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
自
己
の
姿
を
全
体
と
し
て
明
確

な
形
で
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
無
力
な
姿
で
あ
る
。 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
の
ト
ラ
ウ
マ
の
歴
史
と
は
、
一
つ
に
は
母
の
死
に
際
し
て
祈
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
個
人
的
な
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
で
あ
り
、
同
時
に
サ
ー
ジ
ャ
ン
ト
と
自
ら
を
重
ね
て
見
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
自
ら
の
「
弱
い
血
」
の
自
覚
で
あ
る
。
彼
の
内
省
す
る
力
は
豊
か
で
あ
り
、
読
者
か
ら
見

れ
ば
、
彼
は
才
能
に
満
ち
た
若
者
と
映
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
見
て
取
れ
る
の
は
、
自
ら
を
小
さ
く
し
か
評

価
で
き
な
い
負
い
目
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
植
民
地
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
住
む
者
の
ひ

                                        

        

 

ド
人
男
性
で
あ
り
、
実
際
に
息
子
を
打
擲
す
る
。
し
か
し
、
ジ
ョ
イ
ス
は
弟
へ
の
手
紙
で
「
知
っ
て
の
通
り
、

僕
は
暴
君
の
よ
う
な
振
る
舞
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
は
味
方
を
し
な
い
。
だ
け
ど
、
多
く
の
夫
た
ち
が
粗
暴
だ
と
し
て
も
、
彼

ら
の
生
活
す
る
雰
囲
気
が
粗
暴
な
の
で
あ
り
（「
複
写
」
を
読
ん
で
も
ら
え
ば
わ
か
る
と
思
う
が
）
、
妻
た
ち

や
家
族
の
幸
福
へ
の
願
い
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
の
だ(I a

m
 n

o
 frie

n
d

 o
f ty

ra
n

n
y
, a

s y
o
u

 

k
n

o
w

, 
b

u
t 

if 
m

a
n

y
 

h
u

sb
a

n
d

s
 

a
re

 
b

ru
ta

l 
th

e
 

a
tm

o
s
p

h
e
re

 
in

 
w

h
ich

 
th

e
y
 

liv
e
 

(v
id

e
 

C
o
u

n
te

rp
a
rts) is

 b
ru

ta
l a

n
d

 fe
w

 w
iv

e
s
 a

n
d

 h
o
m

e
s ca

n
 sa

tisfy
 th

e
 d

e
s
ire

 fo
r h

a
p

p
in

e
ss)

」

と
書
い
て
い
る(S

L
 1

3
0

)

。
つ
ま
り
、
救
い
よ
う
の
な
い
暴
力
的
な
人
物
で
あ
っ
て
も
、
彼
が
そ
の
よ
う
な

行
為
に
走
る
社
会
的
原
因
／
背
景
へ
の
配
慮
を
ジ
ョ
イ
ス
は
忘
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で

秘
密
を
「
暴
君
」
と
仮
定
す
る
の
は
、
「
弱
い
血
」
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
見
よ
う
と
す
る
上
記
の
よ
う
な

視
点
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
何
よ
り
も
ま
ず
、
貧
困
が
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
緊
急
の
政
治
的
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
母
親
の
血
の
弱
さ
に
は
植
民

地
下
の
ダ
ブ
リ
ン
の
社
会
的
要
因
が
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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と
つ
の
事
例
で
あ
り
、
同
時
に
ジ
ョ
イ
ス
自
身
の
当
時
の
自
己
認
識
だ
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

仮
に
自
ら
が
ダ
イ
ダ
ロ
ス
の
息
子
イ
カ
ロ
ス
の
よ
う
に
「
地
に
呪
わ
れ
た
者
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
は
自
ら
が
作
家
、
す
な
わ
ち
父
な
る
ジ
ョ
イ
ス
と
な
る
た
め
に
は
飛
翔
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
歴
史
と
い
う
悪
夢
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
限
り
「
自
己
実
現
」
を
果
た
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
正
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
民
族
的
歴
史
と
個
人
史
の
両
面
に
苛
ま
れ

る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
、
歴
史
と
は
確
か
に
彼
に
取
り
憑
く
「
亡
霊
」
で
あ
り
「
ト
ラ
ウ
マ
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
論
が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
フ
ロ
イ
ト
や
カ
ル
ー
ス
は
、
ト
ラ
ウ
マ
を
そ
こ
か
ら
逃
れ

る
の
で
は
な
く
、
正
面
か
ら
対
峙
（
「
徹
底
操
作
」）
す
べ
き
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
次
項
で
は
、
歴
史

の
悪
夢
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
逃
走
で
は
な
く
、
対
峙
を
選
ぶ
こ
と
に
気
付
き
始
め
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

を
見
る
。 

 ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
意
識
と
可
能
態
と
し
て
の
歴
史 

結
城
英
雄
は
『「
ユ
リ
シ
ー
ズ
」
の
謎
を
歩
く
』
の
中
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
の
悪
夢
と
は
「
母

と
の
問
題
に
起
因
し
て
」
お
り
、「
歴
史
的
現
実
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
そ
れ
ほ
ど
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
は

思
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
［
一
九
九
九
］
七
七
）
、
果
た
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
歴
史
と
は
個

人
史
的
な
側
面
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
死
ん
だ
母
親
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
夢
の
中
で
実
に
お
ぞ

ま
し
い
姿
で
現
れ
、
彼
の
良
心
を
繰
り
返
し
苛
み
続
け
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
主
人
公
に
据
え
た
『
ユ
リ
シ

ー
ズ
』
の
最
初
の
三
挿
話
に
お
い
て
、
彼
は
何
度
も
母
親
を
想
起
す
る
。
し
か
し
、
本
論
第
一
章
で
見
た
よ

う
に
、
フ
ロ
イ
ト
に
従
え
ば
「
不
気
味
な
も
の
」
が
示
す
の
は
、「
抑
圧
し
た
も
の
の
回
帰
」、
す
な
わ
ち
ト

ラ
ウ
マ
的
経
験
の
痕
跡
で
あ
る
。
「
姉
妹
た
ち
」
の
神
父
が
、
少
年
の
夢
の
中
で
「
灰
色
の
顔
」
＝
「
不
気

味
な
も
の
」
と
し
て
現
れ
出
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
少
年
に
と
っ
て
の
ト
ラ
ウ
マ
的
な
体
験
と
な
り
、
麻

痺
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
た
と
き
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
母
の
亡
霊
に
付
き
ま
と
わ

れ
る
体
験
は
「
姉
妹
た
ち
」
の
少
年
の
事
例
／
症
例(ca

se
)

と
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
夢
に
現
れ
る

死
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
亡
霊
」
と
な
っ
て
彼
を
苦
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
個
人
的
な
体
験
だ
け
に
還
元
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
苦
悩
は
、
宗
教
的
不
信
と
共
に
、
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
的

状
況
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
が
故
に
、
一
層
強
い
束
縛
や
恐
怖
と
な
っ
て
彼
を
責
め
立
て
る
と
考
え
る

方
が
解
釈
の
幅
は
広
が
る
だ
ろ
う
。
何
よ
り
も
ま
ず
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
ふ
た
り
の
主
人
」
の
召
使
い
で
あ

り
、
母
の
亡
霊
に
囚
わ
れ
た
人
間
な
の
だ
。
個
人
的
な
体
験
で
あ
る
ト
ラ
ウ
マ
が
、
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

が
抱
え
る
社
会
的
、
歴
史
的
ト
ラ
ウ
マ
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
析
出
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
ジ
ョ
イ

ス
作
品
の
亡
霊
表
象
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
。 

本
節
の
冒
頭
で
掲
げ
た
よ
う
に
、
最
後
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
三
番
目
の
自
己
意
識
、
「
教
師
」
で
は
な
く

「
学
ぶ
者
」
と
し
て
の
自
己
意
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
た
二
つ
の
自
己
意
識

（
「
ふ
た
り
の
主
人
」
に
仕
え
る
「
召
使
い
」
と
母
の
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
た
者
）
が
持
つ
個
人
的
か
つ
社

会
的
な
ト
ラ
ウ
マ
の
側
面
を
、
歴
史
と
い
う
大
き
な
視
野
か
ら
見
る
こ
と
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
何
を
目
指

そ
う
と
し
た
の
か
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
悪
夢
と
い
う
否
定
的
な
比
喩
で
歴
史

を
形
容
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
問
題
と
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
て
ゆ
こ
う
と
し
た
の
か
を
最
後
に
分
析
す
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る
。 

 質
屋
と
し
て
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド 

こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
、
英
国
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
現
状
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
ゆ
こ
う
。
第
二
挿
話
の
歴
史
の
授
業
の
途
中
で
、
「
キ
ン
グ
ズ
タ
ウ
ン
・
ピ
ア

(K
in

g
s
to

w
n

 p
ie

r)
」
を
「
当
て
外
れ
の
橋(a

 d
isa

p
p

o
in

te
d
 b

rid
g
e
)

」
に
喩
え
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、

以
下
の
よ
う
な
内
的
独
白
を
行
う2

0
3

。 

 

ヘ
イ
ン
ズ
の
チ
ャ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
向
き
。
こ
こ
に
い
る
生
徒
た
ち
は
誰
も
聞
き
や
し
な
い
。
今
夜
大
酒
を

飲
ん
で
馬
鹿
騒
ぎ
し
て
い
る
最
中
に
、
手
際
よ
く
奴
の
心
の
磨
か
れ
た
鎧
を
一
刺
し
し
て
や
ろ
う
か
。
そ

れ
で
ど
う
な
る
？ 

甘
や
か
さ
れ
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
雇
わ
れ
道
化
師
が
、
宮
廷
で
寛
大
な
主
人
か
ら
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
ま
で
の
こ
と
だ
。
ど
う
し
て
連
中
は
皆
あ
の
よ
う
な
役
割
を
選
ん
だ
の
か
？ 

ま
さ
か
優
し
く
頭
を
撫
で
て
も
ら
う
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
連
中
に
と
っ
て
も
歴
史
は
た
っ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ぷ
り
聞
か
さ
れ
て
い
る
お
話
に
す
ぎ
な
い
の
だ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
連
中
の
土
地
は
質
屋
に
す
ぎ
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。 

F
o
r H

a
in

e
s’s ch

a
p
b

o
o
k

. N
o
-o

n
e
 h

e
re

 to
 h

e
a
r. T

o
n

ig
h

t d
e
ftly

 a
m

id
 w

ild
 d

rin
k

 a
n

d
 ta

lk
, 

to
 p

ie
rce

 th
e
 p

o
lis

h
e
d

 m
a
il o

f h
is

 m
in

d
. W

h
a

t th
e
n

? A
 je

ste
r a

t th
e
 co

u
rt o

f h
is

 m
a

ste
r, 

in
d

u
lg

e
d

 a
n

d
 d

ise
s
te

e
m

e
d

, w
in

n
in

g
 a

 cle
m

e
n

t m
a
s
te

r
’s

 p
ra

is
e
. W

h
y
 h

a
d
 th

e
y
 ch

o
se

n
 

a
ll th

a
t p

a
rt? N

o
t w

h
o
lly

 fo
r th

e
 sm

o
o
th

 ca
re

s
s. F

o
r th

e
m

 to
o
 h

is
to

ry
 w

a
s
 a

 ta
le

 lik
e
 

a
n

y
 o

th
e
r to

o
 o

fte
n

 h
e
a
rd

, th
e
ir la

n
d
 a

 p
a
w

n
s
h

o
p
. (U

 2
.4

2
-4

7
) 

 第
一
挿
話
で

h
isto

ry

と
い
う
単
語
が
現
れ
る
の
は
、
ヘ
イ
ン
ズ
の
台
詞
―
―
「
悪
い
の
は
歴
史
ら
し
い
」

―
―
で
あ
っ
た
が
、
第
二
挿
話
で
は
こ
の
箇
所
でh

isto
ry

と
い
う
単
語
が
初
め
て
出
て
く
る
。
こ
の
独
白

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
二
つ
の
主
従
関
係
だ
。
ひ
と
つ
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
宮
廷
道
化
師(je

s
te

r)

」

と
そ
の
「
主
人(m

a
s
te

r)

」
で
あ
る
。
北
村
富
治
の
『
「
ユ
リ
シ
ー
ズ
」
注
解
』
に
よ
れ
ば
、
こ
のje

ste
r

は

直
接
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
人
ヘ
イ
ン
ズ
に
対
す
る
マ
リ
ガ
ン
の
態
度
を
揶
揄
し
た
も
の
だ
が
、
間
接
的
に
は

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
文
化
的
背
景
を
売
り
物
に
す
る
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
文
学
的
な
成
功
を
収
め
た
、

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
を
始
め
と
す
る
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
や
シ
ェ
リ
ダ
ン
、
シ
ョ
ー
な
ど
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
の
喜
劇
作
家
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
（
七
八
）2

0
4

。
連
絡
港
の
キ
ン
グ
ズ
タ
ウ
ン
埠
頭
を
「
当
て
外

                                        

        

 
2
0
3 

キ
ン
グ
ズ
タ
ウ
ン
（
現
ダ
ン
・
レ
ア
リ
ー
）
は
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
「
エ
ヴ
リ
ン
」
で
も
描
か
れ
て

い
る
よ
う
に
、
移
民
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
た
ち
が
、
海
外
へ
出
て
行
く
と
き
の
出
口
で
あ
り
、
亡
命
者
た

ち
は
失
意
の
う
ち
に
こ
の
場
所
へ
向
か
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
橋
は
一
八
二
一
年
に
ジ
ョ
ー
ジ

四
世
の
行
幸
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
が
、
王
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
自
治
に
対
し
て
冷
淡
で
あ
っ
た
た
め
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
人
を
失
望
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
失
望
」
と

呼
ん
で
い
る
。 

2
0
4 

ジ
ョ
イ
ス
は“O

sca
r W

ild
e
: T

h
e
 P

o
e
t o

f ‘S
a
lo

m
é
.’”

の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
文
学
界
で
認
め
ら
れ

る
た
め
に
ワ
イ
ル
ド
は
「
宮
廷
道
化
師
」
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
そ
の
境
遇
に

同
情
を
寄
せ
て
い
る(C

W
 2

0
2

)

。
し
か
し
、
近
年
の
ワ
イ
ル
ド
研
究
で
は
彼
は
「
愚
者
を
演
じ
る
賢
者(a
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れ
の
橋
」
と
し
て
そ
の
歴
史
的
経
緯
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
話
を
採
集
す
る
ヘ
イ
ン
ズ

の
「
チ
ャ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
」
に
対
し
て
知
的
な
奉
仕
を
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
想
像
す

る
。
し
か
し
、
彼
自
身
は
そ
の
よ
う
な
「
宮
廷
道
化
師
」
と
し
て
の
役
割
な
ど
演
じ
た
く
な
い
と
考
え
て
い

る
の
で
あ
る
。 

加
え
て

p
a
w

n
s
h

o
p

と
い
う
言
葉
も
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
主
従
関
係
を
暗
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

質
屋
と
は
、
質
草
と
し
て
客
か
ら
の
「
借
り
も
の
」
が
並
ぶ
店
で
あ
り
、
同
時
に
質
屋
は
客
を
経
済
的
に
痩

せ
細
ら
せ
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
持
ち
物
を
一
度
売
り
渡
し
て
し
ま
え
ば
十
中
八
九
も
う
二
度
と
自
分
の
も

の
に
な
る
こ
と
は
な
い
の
が
質
草
な
の
で
あ
る
。
質
屋
と
い
う
比
喩
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
国
土
を
指
し
示

す
と
す
れ
ば
、
そ
の
店
の
主
人
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
り
、
客
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
、

質
草
＝
商
品
と
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
、
主
人
に
質
入
れ
す
る
こ
と
で
失
っ
て
し
ま
っ
た
文
化
的
遺
産
で

あ
る2

0
5

。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
々
が
搾
取
さ
れ
る
場
所
と
し
て
、
す
な
わ
ち
植
民
地
下
の
社
会
を
表
象
す
る

場
所
と
し
て
、
自
ら
の
国
を
質
屋
に
な
ぞ
ら
え
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
を
、
主
人
に

服
従
す
る
者
た
ち
の
歴
史
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
先
に
論
じ
た
よ
う
に
、
質
屋
と
い
う
単
語
を
使
う
と
き
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
社
会
が
政
治
的
か
つ
宗
教
的
な
二
重
の
支
配
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
彼
は
踏
ま
え
て
い
る

の
だ
。
従
っ
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
観
は
、
言
う
な
れ
ば
「
召
使
い
の
歴
史
観
」
だ
と
取
り
敢
え
ず
は

言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
召
使
い
」
は
単
な
る
召
使
い
で
は
な
い
こ
と
を
本
論
は
後
に
確
認
す
る
こ
と
に

な
る
。 

 

二
つ
の
歴
史
観
と
学
ぶ
者 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
観
に
対
立
す
る
形
で
、
登
場
す
る
の
が
校
長
デ
ィ
ー
ジ
ー
の
歴
史
観
で
あ
る
。
デ

ィ
ー
ジ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
式
の
教
育
を
施
す
親
英
的
な
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ(A

n
g
lo

 Iris
h

)

で
あ
り
、

ギ
フ
ォ
ー
ド
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
か
ら
ブ
ル
ー
ノ
、
そ
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
と
至
る
目
的

論
的
歴
史
観
を
持
っ
て
い
る
。「
人
類
に
は
道
徳
的
か
つ
精
神
的
な
進
化
が
不
可
避
的
に
訪
れ
る
と
す
る
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
信
念(th

e
 V

icto
ria

n
 fa

ith
 in

 th
e
 in

e
v
ita

b
ility

 o
f m

a
n

’s
 m

o
ra

l a
n

d
 s

p
iritu

a
l 

p
ro

g
re

ss
)

」
を
反
映
し
た
彼
の
歴
史
観
は
、
同
時
に
拝
金
主
義
や
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、
女
性
嫌
悪
／
蔑
視
と

結
び
付
い
て
い
る(G

iffo
rd

 [1
9

8
8
] 3

9
)

。
ま
た
、
デ
ィ
ー
ジ
ー
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
れ
ば
当
然
知
っ

て
い
る
べ
き
自
国
の
歴
史
を
誤
認
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
は
対
局
の
位
置
に
あ
る
。
当

                                        

        

 

w
ise

 fo
o
l)

」
で
あ
っ
た
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
英
国
に
阿
る
振
り
を
し
て
自
覚
的
に
服
従
の
ポ

ー
ズ
を
取
っ
て
い
た
「
反
抗
的
な
」
作
家
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る(K

ib
e
rd

 [1
9
9

6
] 3

3
-5

0
) 

ま
た
、
エ
イ
ミ
ー
・
フ
ェ
イ
ン
ス
タ
イ
ン(A

m
y
 F

e
in

s
te

in
)

は 

、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
自
ら
が
宮
廷
道
化

師
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
が(4

5
)

、
本
論
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
あ

く
ま
で
も
「
宮
廷
道
化
師
」
の
役
割
を
演
じ
て
い
な
い
と
い
う
立
場
を
取
り
た
い
。
し
か
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
「
宮
廷
道
化
師
」
た
ち
も
そ
の
役
割
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
、
自
ら
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
か

っ
た
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
結
論
づ
け
る
、
と
い
う
彼
女
の
指
摘
は
重
要
だ(“S

te
p

h
e
n

 co
n

clu
d

e
s th

a
t 

th
e
 Iris

h
 je

ste
rs h

a
v
e
 n

o
t ch

o
se

n
 th

e
ir p

a
rt; it h

a
s b

e
e
n

 th
ru

st u
p
o
n

 th
e
m

”) (4
6
)

。 
2
0
5 

こ
こ
で
言
う
失
わ
れ
た
文
化
遺
産
の
ひ
と
つ
と
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
ケ
ル
ト
語
（
ゲ
ー
ル
語
）
で
あ

る
。
象
徴
的
な
場
面
と
し
て
、
第
一
挿
話
で
ミ
ル
ク
売
り
の
老
婆
が
ヘ
イ
ン
ズ
の
話
す
ケ
ル
ト
語
を
全
く
理

解
で
き
な
い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。 
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然
の
こ
と
な
が
ら
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
彼
に
対
し
て
深
い
軽
蔑
の
念
を
抱
い
て
い
る2

0
6

。 
で
は
、
ふ
た
つ
の
歴
史
観
が
端
的
に
示
さ
れ
、
鋭
く
対
立
し
て
い
る
箇
所
を
改
め
て
見
て
み
よ
う
。 

 

―
歴
史
と
は
、
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
言
っ
た
。
僕
が
何
と
か
し
て
目
覚
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
悪
夢
な
の

で
す
。 

運
動
場
の
方
か
ら
少
年
た
ち
の
喚
声
が
聞
こ
え
た
。
ぴ
ぴ
ー
っ
と
鳴
る
ホ
イ
ッ
ス
ル
。
ゴ
ー
ル
だ
。
そ

の
悪
夢
が
あ
ん
た
を
蹴
り
返
す
と
し
た
ら
ど
う
な
る
？ 

―
創
造
主
の
や
り
方
は
わ
た
し
た
ち
の
や
り
方
と
は
違
う
の
だ
よ
、
と
ミ
ス
タ
ー
・
デ
ィ
ー
ジ
ー
が
言
っ

た
。
す
べ
て
の
歴
史
は
ひ
と
つ
の
偉
大
な
目
的

ゴ

ー

ル

に
向
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
神
の
顕
現
に
向
か
っ
て
い
る

の
で
す
。 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
窓
に
向
か
っ
て
親
指
を
上
げ
、
言
っ
た
。 

―
あ
れ
が
神
で
す
よ
。 

フ
レ
ー
！ 

や
ー
！ 

ピ
ピ
ッ
ー
！ 

―
何
だ
っ
て
？ 

と
ミ
ス
タ
ー
・
デ
ィ
ー
ジ
ー
が
尋
ね
た
。 

―
通
り
の
叫
び
声
で
す
、
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
肩
を
す
く
め
な
が
ら
答
え
た
。 

―H
is

to
ry, S

te
p

h
e
n

 sa
id

, is a
 n

ig
h

tm
a

re
 fro

m
 w

h
ich

 I a
m

 try
in

g
 to

 a
w

a
k

e
. 2

0
7 

                                        

        

 
2
0
6 

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
常
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
歴
史
的
異
分
子
で
あ
り
、

「
仮
想
的
敵
」
で
あ
る
。
ラ
カ
ン
の
精
神
分
析
に
従
え
ば
、
自
己
同
一
化
の
た
め
に
は
他
者
の
存
在
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り(fa

n
ta

s
y

とs
y
m

p
to

m
)

、
そ
れ
故
ユ
ダ
ヤ
人
は
常
に
社
会
的
、
歴
史
的
に
他
者
化
さ
れ
て

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
も
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
お
い
て
は
他
者
／
野
蛮
と
し

て
表
象
さ
れ
て
き
た
。
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
デ
ィ
ー
ジ
ー
校
長
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
だ
け
で
な
く

イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
い
て
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
排
斥
を
望
む
こ
と
は
、
対
イ
ギ
リ
ス
関
係
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
他
者
性
に
無
自
覚
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。 

デ
ィ
ー
ジ
ー
は
、
古
き
良
き
イ
ギ
リ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
繁
栄
に
よ
っ
て
現
在
死
に
つ
つ
あ
り
、
一
方
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
は
ユ
ダ
ヤ
人
を
決
し
て
本
国
に
入
れ
な
か
っ
た
名
誉
を
持
つ
と
、
歴
史
認
識
の
上
で
致
命
的
な

誤
謬
を
犯
し
て
い
る
。
第
四
挿
話
以
降
に
登
場
す
る
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
主
人
公
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
ム

が
ユ
ダ
ヤ
系
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
こ
と
は
、
デ
ィ
ー
ジ
ー
の
無
知
と
愚
か
さ
を
一
層
強
調
す
る
こ
と

に
な
る
。 

2
0
7 

ハ
リ
ー
・
レ
ヴ
ィ
ン(H

a
rry

 L
e
v
in

)

は
『
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
』
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
、

夢
と
歴
史
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
一
九
四
一
年
と
い
う
ジ
ョ
イ
ス
批
評
の
初
期
の
段
階
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
と
き
、
レ
ヴ
ィ
ン
の
「
歴
史
の
進
行
は
、
夢
の
よ
う
な
ジ
ョ
イ
ス
の
表
現
に
お
い
て
、

ダ
ブ
リ
ン
に
お
け
る
通
り
の
叫
び
声
や
夜
間
の
騒
音
に
合
わ
せ
て
編
曲
さ
れ
て
い
る
の
だ(T

h
e
 co

u
rs

e
 o

f 

h
isto

ry, in
 J

o
y
ce

’s d
re

a
m

-lik
e
 re

n
d
e
rin

g
, is o

rch
e
stra

te
d
 to

 th
e
 stre

e
t crie

s a
n

d
 n

o
ctu

rn
a
l 

n
o
ise

s
 o

f D
u

b
lin

)

」(1
4

2
)

と
い
う
指
摘
は
誠
に
重
要
で
あ
る
が
、
本
論
は
歴
史
に
お
け
る
よ
り
否
定
的
な

側
面
を
扱
い
た
い
。
ま
た
テ
ィ
ン
ダ
ル
は
、
こ
こ
で
の
歴
史
＝
悪
夢
と
い
う
比
喩
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し

て
い
る
が
、
彼
は
あ
く
ま
で
も
歴
史
を
逃
れ
る
べ
き
対
象
と
し
て
し
か
捉
え
て
い
な
い(T

in
d
a

ll 1
4
1

)

。
本

節
が
後
に
検
討
す
る
の
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
言
う
歴
史
が
持
つ
二
番
目
の
比
喩
―
―
「
通
り
の
叫
び
声
」

―
―
が
持
つ
意
味
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
川
口
喬
一
は
こ
の
箇
所
を
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
ポ
ロ
ー
ニ
ア
ス
と
の
や
り

と
り
に
関
連
付
け
、
そ
こ
に
「
滑
稽
さ
と
苦
さ
」
を
見
出
し
て
い
る
（［
一
九
九
四
］
三
一
）。
こ
の
指
摘
は

重
要
で
あ
ろ
う
が
、
本
論
が
詳
細
に
分
析
す
る
「
悪
夢
」
や
「
通
り
の
叫
び
声
」
と
い
う
比
喩
の
意
義
に
つ
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F
ro

m
 th

e
 p

la
y
g
ro

u
n

d
 th

e
 b

o
y
s ra

ise
d

 a
 s

h
o
u

t. A
 w

h
irrin

g
 w

h
istle

: g
o
a
l. W

h
a
t if th

a
t 

n
ig

h
tm

a
re

 g
a

v
e
 y

o
u

 a
 b

a
ck

 k
ick

? 
―T

h
e
 w

a
y
s
 o

f th
e
 C

re
a
to

r a
re

 n
o
t o

u
r w

a
y
s
, M

r D
e
a

s
y
 sa

id
. A

ll h
is

to
ry

 m
o
v
e
s to

w
a
rd

s 

o
n

e
 g

re
a

t g
o
a
l, th

e
 m

a
n

ife
s
ta

tio
n

 o
f G

o
d

. 

S
te

p
h

e
n

 je
rk

e
d

 h
is

 th
u

m
b

 to
w

a
rd

s
 th

e
 w

in
d

o
w

, sa
y
in

g
: 

―T
h

a
t is G

o
d

. 

H
o
o
ra

y
! A

y
! W

h
rrw

h
e
e
! 

―W
h

a
t? M

r D
e
a

s
y
 a

s
k

e
d

. 

―A
 s

h
o
u

t in
 th

e
 stre

e
t, S

te
p

h
e
n

 a
n

s
w

e
re

d
, s

h
ru

g
g
in

g
 h

is s
h

o
u

ld
e
rs. (U

 2
.3

7
7
-8

6
) 

 こ
こ
で
、
先
に
論
じ
た
「
宮
廷
道
化
師(je

s
te

r)
」
と
デ
ィ
ー
ジ
ー
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
両
者
は
英
国
と
い
う
「
主
人(m

a
ste

r)

」
に
阿
る
人
々
な
の
で
あ
る
。
彼
の
目
的

論
的
歴
史
観
は
、
「
神
の
顕
現
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
的
な
終
末
観
に
よ
っ
て
も
強
固
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
デ
ィ
ー
ジ
ー
が
「
目
的(g

o
a

l)

」
と
い
う
言
葉

を
使
う
と
き
、
図
ら
ず
も
運
動
場
で
生
徒
た
ち
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
行
い
、「
ゴ
ー
ル
」
を
決
め
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。G

o
a
l

と
は
す
な
わ
ち
得
点
で
あ
り
、
勝
利
を
決
定
づ
け
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
言
わ
ば
「
勝
者
の

雄
叫
び
」
だ
。
そ
の
証
左
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
引
用
箇
所
の
す
ぐ
あ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
無
邪
気
な
叫

び
声
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
意
識
の
中
で
「
ア
ル
ス
タ
ー
は
戦
う
ぞ
／
ア
ル
ス
タ
ー
は
正
し
い
ぞ(F

o
r 

U
lste

r w
ill fig

h
t/ A

n
d

 U
lste

r w
ill b

e
 rig

h
t)

」(U
 2

.3
9

7
-9

8
)

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
置
き
換
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ル
ス
タ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
入
植
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
支
配
的
な
北
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
域
で
あ
る
が
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
ケ
ル
ト
系
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
独
立
を
阻
む
力
、
す

な
わ
ち
反
自
治
運
動
と
反
カ
ト
リ
ッ
ク
運
動
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
デ
ィ
ー

ジ
ー
が
述
べ
た
「
歴
史
＝
神
の
顕
現 

(g
o
a
l) 

」
と
い
う
図
式
を
「
神(g

o
a

l)=

通
り
の
叫
び
声
＝
勝
者
の
雄

叫
び=

歴
史
」
と
い
う
図
式
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
歴
史
と
は
所
詮
、
勝
者
＝
支
配
者
が
声
高
に
主
張
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
敗
者
は
黙
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
歴
史
決
定
の
論
理
を
言
い
当
て
て
い

る
の
だ
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
歴
史
を
「
悪
夢
」
と
い
う
否
定
的
な
比
喩
で
し
か
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
は
、
召
使
い
に
は
主
人
の
語
る
（
大
文
字
の
）
歴
史
に
対
抗
す
る
よ
う
な
代
案(a

lte
rn

a
tiv

e
)

を
提
示
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
黙
っ
て
服
従
す
る
よ
り
他
な
い
と
い
う
歴
史
の
問
題
を
含
ん
で
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
主
人
＝
大
文
字
の
歴
史
に
仕
え
る
「
宮
廷
道
化
師
」
に
は
な
り
た
く
な
い
し
、

な
る
つ
も
り
も
な
い
。 

歴
史
＝
悪
夢
と
い
う
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
認
識
に
つ
い
て
、
カ
イ
バ
ー
ド
はT

h
e
 Irish

 W
riter a

n
d

 th
e 

W
orld

の
中
で
、
ヘ
イ
ン
ズ
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
悪
夢
と

い
う
比
喩
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
デ
ィ
ー
ジ
ー
と
の
や
り
取
り
以
上
に
、
や
は
り
英
国
と
の
関

係
に
お
い
て
重
要
だ
と
言
う
。 

 
                                        

        

 

い
て
は
全
く
論
じ
て
い
な
い
。 
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ジ
ョ
イ
ス
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ゲ
ー
リ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
リ
ス
ト
［
ヘ
イ
ン
ズ
］

に
阿
る
、
新
し
い
植
民
者
で
あ
る
マ
リ
ガ
ン
に
よ
っ
て
塔
を
簒
奪
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
物

語
が
含
意
す
る
も
の
を
正
確
に
理
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
物
語
と
は
、
王
位
簒
奪
の

話
で
あ
り
、
王
を
演
じ
る
者
た
ち
の
話
で
あ
り
、
亡
霊
た
ち
の
話
―
―
そ
の
命
令
が
あ
た
か
も
悪
夢
の
よ

う
に
今
生
き
て
い
る
者
た
ち
の
脳
髄
に
の
し
掛
か
る
亡
霊
た
ち
の
話
な
の
だ
。 

 
H

is 
[J

o
y
ce

’s] 
S

te
p

h
e
n

, 
u

s
u

rp
e
d
 
in

 
th

e
 
to

w
e
r 

b
y
 
th

e
 
n

e
o
-co

lo
n

ia
l 

M
u

llig
a

n
, 

w
h

o
 

to
a

d
ie

s
 to

 th
e
 E

n
g
lis

h
 G

a
e
lic re

v
iv

a
lis

t, k
n

o
w

s th
e
 e

x
a

ct im
p

lica
tio

n
s
 o

f th
e
 sto

ry
 o

f 

H
a

m
le

t –
 a

 ta
le

 o
f u

s
u

rp
a
tio

n
, o

f p
la

y
e
r k

in
g
s
, a

n
d

 o
f g

h
o
s
ts w

h
o
se

 in
ju

n
ctio

n
s p

re
s
s 

lik
e
 n

ig
h

tm
a

re
s
 u

p
o
n

 th
e
 b

ra
in

s o
f th

e
 liv

in
g
. ([2

0
0
5
] 1

7
5

) 

 
 
 
 
 

本
論
第
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
カ
イ
バ
ー
ド
は
こ
こ
で
（
註
釈
こ
そ
一
切
な
い
も
の
の
）
、
カ
ー
ル
・
マ
ル

ク
ス
の
『
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
十
八
日
』
の
文
言
―
―
「
す
べ
て
の
死
せ
る
世
代
の
伝
統

が
、
悪
夢
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
者
の
思
考
に
の
し
か
か
っ
て
い
る
」（
一
六
）
―
―
を
踏
ま
え
て
い
る
。

カ
イ
バ
ー
ド
に
先
立
ち
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
の
創
始
者
と
も
言
え
る
シ
ェ
イ
マ

ス
・
デ
ィ
ー
ン(S

e
a

m
u

s D
e
a

n
e
)

は
、
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス

革
命
に
参
加
し
た
者
た
ち
が
そ
の
正
当
性
を
得
る
た
め
に
ロ
ー
マ
時
代
の
衣
装
に
身
を
包
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
過
去
を
反
復
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
受
け
て
デ
ィ
ー
ン
は
、
当
時
の
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
文
芸
復
興
の
中
に
見
受
け
ら
れ
た
「
現
在
を
過
去
の
繰
り
返
し
に
貶
め
て
し
ま
っ
て
い
る
試
み(a

n
 

a
tte

m
p

t to
 m

a
k

e
 th

e
 p

re
se

n
t a

 re
h

e
a
rsa

l o
f th

e
 p

a
st)

」
こ
そ
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
「
悪
夢
」
と

し
て
退
け
た
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
、
分
析
し
て
い
る([1

9
9
2
] x

x
x
ix

)

。
つ
ま
り
、「
絶
え
ざ
る
繰
り
返
し

(e
n

d
le

ss
 re

p
e
titio

n
)

」
で
は
な
く
、
全
く
新
し
い
歴
史
の
創
造
を
願
う
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
姿
を
デ
ィ
ー
ン

は
強
調
し
て
い
る
。
カ
イ
バ
ー
ド
は
こ
れ
に
倣
っ
て
、
上
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
同
じ
く
簒

奪
者
た
ち
を
前
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
状
況
を
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
中
に
見
出
し
、「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
最
も

憤
り
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
彼
を
も
う
一
人
の
付
き
従
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
役
者
へ
と
転
向
さ
せ
よ
う

と
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
欲
望
な
の
だ(W

h
a

t S
te

p
h

e
n

 re
se

n
ts

 m
o
s
t is

 th
e
 E

n
g
lis

h
m

a
n

’s
 d

e
sire

 to
 

co
n

v
e
rt h

im
 in

to
 a

n
o
th

e
r o

b
lig

in
g
 Iris

h
 a

cto
r)

」
と
論
じ
る([2

0
0
5
] 1

7
5
)

。
な
ぜ
な
ら
、
ヘ
イ
ン

ズ
が
表
象
す
る
英
国
の
帝
国
主
義
は
、
マ
リ
ガ
ン
の
み
な
ら
ず
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
も
「
宮
廷
道
化
師
」
の
役

割
を
演
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
権
力
を
忌
避
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
態
度
は
、
上
で
論
じ
た
よ

う
に
、
父
な
る
も
の
の
拒
否
と
結
び
つ
く
で
あ
ろ
う
。
カ
イ
バ
ー
ド
は
続
け
る
―
―
「『
肖
像
』
の
冒
頭
で

自
ら
の
父
を
「
紳
士
」
だ
と
宣
言
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
最
後
に
は
「
自
分
自
身
の
過
去
を
賛
美
す
る
者
」

で
あ
る
と
嘲
弄
す
る
。
そ
し
て
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
冒
頭
で
は
、
自
由
裁
量
と
自
尊
心
の
代
替
と
な
る
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
探
求
す
る
た
め
に
、
彼
は
父
な
る
も
の
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ(T

h
e
 S

te
p

h
e
n

 

w
h

o
 a

t th
e
 sta

rt o
f A

 P
o
rtra

it p
ro

cla
im

e
d

 h
is fa

th
e
r ‘a

 g
e
n

tle
m

a
n

’ e
n

d
s
 b

y
 sco

ffin
g
 a

t h
im

 

a
s
 ‘a

 p
ra

is
e
r o

f h
is

 o
w

n
 p

a
s
t’; b

y
 th

e
 sta

rt o
f U

ly
sses

 h
e
 h

a
s
 fle

d
 th

e
 fa

th
e
r in

 se
a
rch

 o
f 

a
n

 a
lte

rn
a
tiv

e
 im

a
g
e
 o

f a
u

th
o
rity

 a
n

d
 se

lf-re
s
p
e
ct)

」([2
0

0
5
] 1

8
0

)

。
ジ
ョ
イ
ス
の
目
指
す
も
の

が
、
過
去
の
反
復
で
は
な
く
新
し
い
も
の
の
創
造
で
あ
る
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
当
時
の
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ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
芸
復
興
運
動
と
ヘ
イ
ン
ズ
の
中
に
見
た
過
去
へ
の
無
反
省
な
郷
愁
と
執
着
は
、
過
去
が

亡
霊
の
よ
う
に
取
り
憑
い
て
い
る
と
い
う
点
で
悪
夢
で
あ
ろ
う
。
ジ
ョ
イ
ス
は
、
こ
う
い
う
過
去
の
単
な
る

反
復
を
警
戒
し
て
い
た
と
カ
イ
バ
ー
ド
はU

ly
sse

s a
n

d
 U

s

の
中
で
も
論
じ
て
い
る
―
―
「
ジ
ョ
イ
ス
は

こ
の
よ
う
な
（
歴
史
が
単
な
る
反
復
に
堕
し
て
し
ま
う
）
危
険
に
大
変
自
覚
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
ジ
ョ
イ

ス
の
テ
ク
ス
ト
は
彼
に
先
行
す
る
作
家
た
ち
の
単
な
る
反
復
で
は
な
く
、
彼
ら
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
い
く

つ
も
の
潜
在
能
力
を
全
く
新
し
い
形
式
の
中
へ
運
び
込
む
こ
と
な
の
だ(J

o
y
ce

 w
a

s w
e
ll a

w
a
re

 o
f 

th
e
se

 d
a

n
g
e
rs

. H
is

 te
x
t w

o
u

ld
 n

o
t m

e
re

ly
 re

p
e
a
t h

is
 p

re
d

e
ce

s
so

rs, b
u

t ca
rry

 th
e
ir lo

s
t 

p
o
te

n
tia

ls in
to

 a
 w

h
o
lly

 n
e
w

 fo
rm

)

」([2
0

0
9
] 3

9
)

。
こ
こ
で
言
う
「
失
わ
れ
た
い
く
つ
も
の
潜
在
能

力
」
を
歴
史
そ
れ
自
体
の
中
に
読
み
込
む
と
す
る
と
、
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
本
論
は
可
能
態
と

し
て
の
複
数
の
歴
史
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

こ
こ
で
、
ま
た
し
て
も
宗
教
と
歴
史
は
「
悪
夢
」
と
い
う
形
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
ト
ラ
ウ
マ
で
あ

っ
た
と
主
張
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
は
ず
だ2

0
8

。
母
親
の
亡
霊
が
現
れ
る
場
所
と
し
て
の
悪
夢
、
主
人

＝
支
配
者
の
歴
史
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
悪
夢
、
そ
の
二
つ
に
彼
は
苛
ま
れ
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
取

り
巻
く
二
つ
の
夢
は
袋
小
路(d

e
a

d
-e

n
d

)

の
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
。
私
は
先
ほ
ど
「
二
つ
の
歴
史
観
の

対
立
」
と
書
い
た
。
し
か
し
、
先
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
＝
「
質
屋
」
と
い
う
問
題
に
お
い
て
確
認
し
た
よ
う
に
、

デ
ィ
ー
ジ
ー
が
抱
く
「
神
の
顕
現
」
と
い
う
目
的
論
的
歴
史
観
と
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
「
何
と
か
目
覚
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
悪
夢
」
と
し
て
の
歴
史
で
は
、
実
際
に
は
歴
史
観、
の
対
立
と
は
呼
べ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
二
つ
の
対
立
が
示
す
の
は
、
「
質
屋
」
と
い
う
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
主
人
と
客
に
対
応
す
る
よ
う

に
、「
歴
史
を
持
つ
者
」
と
「
持
た
ざ
る
者
」
と
い
う
対
立
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
際
に
は
対
立
の
形
を
な
し

て
い
な
い
と
も
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
「
代
案
」
と
な
る
歴
史

観
を
提
出
で
き
な
い
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
は
や
こ
れ
は
、
対
立
な
き
対
立
と
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
故
に
「
抵
抗
」
は
存
在
す
る
。
彼
に
と
っ
て
歴
史
は
目
覚
め
た
く
て
も
目
覚
め
る
こ
と
の
で

                                        

        

 
2
0
8 

 

カ
イ
バ
ー
ド
は
、
デ
ィ
ー
ジ
ー
流
の
目
的
論
的
歴
史
観
は
、
十
九
世
紀
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉
（
一
八

四
七
―
五
一
年
）
で
親
た
ち
を
失
っ
た
世
代
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
た
ち
に
は
受
け
入
れ
が
た
い
と
述
べ
、
以

下
の
よ
う
に
続
け
る
―
―
「
ジ
ョ
イ
ス
や
イ
ェ
イ
ツ
の
よ
う
な
作
家
に
と
っ
て
、
歴
史
は
、
進
歩
的
か
つ
目

的
的
な
直
線
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
繰
り
返
さ
れ
る
ト
ラ
ウ
マ
の
円
環
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
だ
ろ

う(F
o
r w

rite
rs

 lik
e
 J

o
y
ce

 a
n

d
 Y

e
a
ts

, h
is

to
ry

 w
o
u

ld
 a

p
p
e
a

r m
o
re

 a
s a

 circle
 o

f re
cu

rrin
g
 

tra
u

m
a
s
 th

a
n

 a
s
 a

 stra
ig

h
t, p

ro
g
re

ss
iv

e
, p

u
rp

o
se

fu
l lin

e
)

」([2
0
0
9
] 6

0
)

。
こ
の
指
摘
は
、
本
論

の
悪
夢
＝
歴
史
＝
ト
ラ
ウ
マ
と
い
う
論
旨
に
合
致
す
る
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
リ
ズ
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ギ
ブ
ソ
ン

(A
n

d
re

w
 G

ib
so

n
)

が
「
歴
史
」
の
問
題
と
し
て
サ
イ
ク
ロ
プ
ス
挿
話
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、

そ
の
際
に
、
こ
れ
ま
で
の
ジ
ョ
イ
ス
批
評
に
つ
い
て
、「
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
主
題
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

歴
史
が
そ
の
中
心
に
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
そ
れ
ほ
ど
強
調
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た(T

h
e
 ce

n
tra

lity
 o

f 

Iris
h

 h
is

to
ry

 a
s
 a

 th
e
m

e
 in

 U
ly

sses
 h

a
s
 se

ld
o
m

 b
e
e
n

 s
u

fficie
n

tly
 e

m
p

h
a
s
iz

e
d

)

」(5
3

)

と
述

べ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
ギ
ブ
ソ
ン
は
当
時
の
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
芸
復
興
」
に
お
け
る
歴
史
の

と
ら
え
方(R

e
v
iv

a
l h

isto
rio

g
ra

p
h

y
)

に
対
し
て
、
ジ
ョ
イ
ス
は
そ
の
性
格
が
一
部
に
は
英
国
に
擦
り
寄

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
批
判
的
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
彼
の
論
文
に
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア

ル
と
い
う
単
語
は
出
て
い
な
い
も
の
の
、
ジ
ョ
イ
ス
の
政
治
性
に
注
目
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
一
九
九

〇
年
代
に
始
ま
り
今
日
な
お
支
配
的
な
歴
史
主
義
的
読
解
の
先
駆
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。 
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き
な
い
悪
夢
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
る
と
い
う
一
点
に
お
い
て
、
悪
夢
と
し
て
の
ト
ラ
ウ
マ
を

乗
り
越
え
得
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 脱
構
築
的
な
歴
史
観
―
―
ホ
ッ
ケ
ー
の
動
態
性 

歴
史
に
お
け
る
支
配
構
造
を
見
通
し
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
本
当
に
黙
っ
て
従
っ
て
い
る
は
ず
は
な
い
。

「
代
案
」
は
立
て
ら
れ
な
く
と
も
、
代
案
を
立
て
る
方
法
は
知
っ
て
い
る
。
高
橋
渡
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

歴
史
を
ホ
ッ
ケ
ー
の
ゴ
ー
ル
に
喩
え
る
と
き
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
歴
史
を
、
す
で
に
決
定
さ
れ
固
定
化
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
て
、
少
な
く
と
も
、
現
在
と
い
う
こ
の
瞬
間
に
ひ
し
め
き
合
う
可
能
性
か
ら
選
択

し
得
る
流
動
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
」（
三
〇
一
）
の
だ2

0
9

。
つ
ま
り

「
通
り
の
叫
び
声
」
＝
「
ホ
ッ
ケ
ー
の
ゴ
ー
ル
」
と
い
う
歴
史
観
に
は
、
敗
者
は
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
否
定
的
な
意
味
合
い
と
同
時
に
、
ホ
ッ
ケ
ー
（
ゲ
ー
ム
）
の
動
態
性
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
、
可

能
性
と
し
て
の
歴
史
が
持
つ
複
数
性
で
あ
る2

1
0

。
そ
の
証
左
と
し
て
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
デ
ィ
ー
ジ
ー
に
向

か
っ
て
挑
発
的
に
心
の
中
で
問
い
か
け
る
「
そ
の
悪
夢
が
あ
ん
た
を
蹴
り
返
す
と
し
た
ら
ど
う
な
る
？
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
悪
夢
で
あ
る
「
召
し
使
い
（
敗
者
）
」
の
歴
史
が
、
試
合
の
勝
敗
次
第
に
よ

っ
て
は
支
配
者
の
歴
史
を
蹴
り
返
す
（
逆
襲
す
る
）
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
認
識
し
て
い

る
。 し

か
し
、
こ
こ
で
「
ゴ
ー
ル
」
と
し
て
の
歴
史
を
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
片
方
で
は
認
め
な
が
ら
も
、
同
時

に
そ
れ
と
抗
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
払
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。「
肩
を
す
く
め
な
が
ら
」

冗
談
め
か
し
て
答
え
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
歴
史
が
ひ
と
つ
の
ゴ
ー
ル
へ
と
向
か
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
決
定

論
に
支
配
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
勝
敗
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
勝
者
決
定
論
で
は
、
敗

者
の
歴
史
を
取
り
こ
ぼ
し
て
し
ま
う
と
考
え
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
先
に
引
用
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

＝
質
屋
と
い
う
想
像
を
し
た
の
ち
に
、「
も
し
も
ピ
ュ
ロ
ス
が
ア
ル
ゴ
ス
で
老
婆
の
手
に
か
か
ら
な
か
っ
た

と
し
た
ら(H

a
d

 P
y
rrh

u
s n

o
t fa

lle
n

 b
y
 a

 b
e
ld

a
m

’s
 h

a
n

d
 in

 A
rg

o
s)

」
と
仮
定
し
、「
し
か
し
、
そ

の
可
能
性
は
実
際
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
可
能
だ
っ
た
と
言
え
る
の
か
？ 

そ
れ
と
も
、
現

れ
出
た
も
の
が
唯
一
可
能
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

織
る
が
い
い
、
風
の
織
り
手
よ(B

u
t ca

n
 

th
o
se

 [p
o
ssib

ilitie
s] h

a
v
e
 b

e
e
n

 p
o
ss

ib
le

 se
e
in

g
 th

a
t th

e
y
 n

e
v
e
r w

e
re

? O
r w

a
s th

a
t o

n
ly

 

p
o
ss

ib
le

 w
h

ich
 ca

m
e
 to

 p
a
ss? W

e
a

v
e
, w

e
a
v
e
r o

f th
e
 w

in
d

)

」(U
 2

.4
8
-5

3
)

と
想
い
を
巡
ら
せ
て

                                        

        

 
2
0
9 

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
歴
史
を
ヘ
ー
ゲ
ル
及
び
デ
ィ
ー
ジ
ー
流
の
「
決
定
論
」
か
ら
解
き
放
と
う
と
し

た
、
と
い
う
高
橋
の
鋭
い
指
摘
は
大
変
重
要
だ
。
し
か
し
、
高
橋
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
＝
悪
夢
と
い
う

図
式
も
ま
た
、
流
動
性
と
い
う
観
点
か
ら
「
街
の
叫
び
声
」
に
接
続
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
論
は
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
の
歴
史
を
①
悪
夢
＝
召
使
い
の
歴
史
②
「
通
り
の
叫
び
声
」
＝
ホ
ッ
ケ
ー
の
ゴ
ー
ル
と
分

節
化
し
、
さ
ら
に
②
の
中
に
、
支
配
者
の
歴
史
と
そ
の
中
で
う
ご
め
く
被
支
配
者
の
抵
抗
と
し
て
の
歴
史
を

読
み
込
み
た
い
。
ま
た
、
高
橋
は
、「
内
容
」
を
扱
う
リ
ア
リ
ズ
ム
的
解
釈
と
、「
形
式
」（
技
巧
・
構
造
面
）

を
扱
う
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
解
釈
の
両
者
を
総
合
す
る
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
は
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
を
ポ

ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
小
説
と
し
て
読
む
こ
と
を
通
じ
て
で
あ
る
と
見
る
が
（
二
九
七
）、
こ
れ
に
つ
い
て
は
も

う
少
し
詳
細
な
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

2
1
0 

本
研
究
が
第
二
章
第
四
節
で
見
た
よ
う
に
、
亡
霊
は
そ
の
本
性
か
ら
し
て
複
数
的
で
あ
る
こ
と
を
こ

こ
で
思
い
出
し
た
い
。 
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い
る
。「（
歴
史
を
）
織
る
が
い
い
」
と
言
い
放
つ
彼
の
意
識
は
、
歴
史
の
複
数
性
へ
の
自
覚
で
あ
る
と
同
時

に
、
自
ら
も
ま
た
自
分
な
り
の
歴
史
を
物
語
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
意
志
の
表
れ
で
あ
る
。
こ
の
台
詞
の
す

ぐ
あ
と
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
彼
の
芸
術
論
の
ひ
と
つ
の
理
論
的
支
柱
で
も
あ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
霊

魂
論
』
を
想
起
す
る2

1
1

。 

 

そ
の
と
き
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
運
動
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
可
能
な
も
の
と
し
て
の
可
能
態
が
実
現

態
と
な
る
こ
と
。
…
…
思
考
と
は
思
考
に
つ
い
て
思
考
す
る
こ
と
。
静
か
な
明
る
さ
。
魂
と
は
言
わ
ば
存

在
す
る
も
の
の
す
べ
て
で
あ
る
。
魂
と
は
あ
ら
ゆ
る
形
相
の
形
相
。
静
寂
は
突
然
、
巨
大
に
、
白
熱
す
る
。

形
相
の
形
相
。 

It m
u

s
t b

e
 a

 m
o
v
e
m

e
n

t th
e
n

, a
n

 a
ctu

a
lity

 o
f th

e
 p

o
s
sib

le
 a

s
 p

o
s
sib

le
. . . . T

h
o
u

g
h

t is 

th
e
 th

o
u

g
h

t o
f th

o
u

g
h

t. T
ra

n
q

u
il b

rig
h

tn
e
ss. T

h
e
 s

o
u

l is in
 a

 m
a

n
n

e
r a

ll th
a

t is: th
e
 

s
o
u

l is
 th

e
 fo

rm
 o

f fo
rm

s
. T

ra
n

q
u

illity
 s

u
d
d

e
n

, v
a
s
t, ca

n
d

e
sce

n
t: fo

rm
 o

f fo
rm

s
. (U

 2
.6

7
-

7
6

) 
 

 
 

 

こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
可
能
態
と
は
、
歴
史
的
展
開
の
中
で
、
あ
り
得
え
た
は
ず
の
複

数
の
歴
史
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
実
現
態
が
一
つ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
可
能
態
は
複
数
で
あ
る

（
木
材
と
い
う
可
能
態
は
、
椅
子
に
も
机
に
も
薪
に
も
利
用
で
き
る
と
い
う
点
で
複
数
の
実
現
態
に
な
り

得
る
可
能
性
を
持
つ
）。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
で
の
可
能
態
と
は
、

一
般
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
現
在
に
お
け
る
一
つ
の
事
実
か
ら
遡
及
的
に
構
築
さ
れ
る
複
数
の
可
能
性
で

は
な
い
。「
も
し
ピ
ュ
ロ
ス
が
」
と
仮
定
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
は
そ
の
よ
う
な
見
取
り
が
全
く
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
「
現
れ
出
た
も
の
が
唯
一
可
能
な
も
の
」
と
言
う
と
き
、
本
来
的
に
複
数
あ
っ
た
可
能

性
（
可
能
態
）
の
中
か
ら
現
れ
出
た(ca

m
e
 to

 p
a
s
s)

一
つ
が
現
実
と
な
る
の
だ
と
考
え
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

は
、
歴
史
の
可
能
態
の
複
数
性
に
自
覚
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
歴
史
を
「
ひ
と
つ
の
偉
大
な
る
目
的
」
＝
「
神
」

へ
向
か
う
も
の
と
捉
え
る
視
点
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
そ
し
て
、
芸
術
家
を
志
す
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
は
、

芸
術
や
文
学
に
は
そ
の
可
能
態
を
扱
い
う
る
の
だ
と
い
う
確
信
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
一
般
的
に
、
歴
史

が
こ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
し
か
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
は
対
照
的
に
、
芸
術
は
あ
り
得
る
べ
き

世
界
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
実
な
る
も
の
に
依
拠
し
た
現
在
の
支
配
的
な

歴
史
的
言
説
を
自
分
な
り
に
書
き
換
え
、
未
来
へ
と
提
示
す
る
役
割
が
「
織
り
手
」
で
あ
る
作
家
に
は
残
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の
歴
史
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

の
態
度
を
、
一
で
は
な
く
多
を
志
向
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
「
脱
構
築
的
歴
史
観
」
と
呼
び
た
い
。 

ホ
ッ
ケ
ー
の
動
態
性
に
つ
い
て
、
本
論
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
よ
り
は
む
し
ろ
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ(G

ille
s 

D
e
le

u
z
e
)

と
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ(F

é
lix

 G
u

a
tta

ri)

の
『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
に
お
け
る
「
リ
ゾ
ー
ム

論
」
に
強
く
示
唆
を
受
け
て
い
る
（
十
五
―
三
九
）。「
リ
ゾ
ー
ム
（
根
茎
・
地
下
茎
）
」
と
は
「
根
」
＝
「
ツ

                                        

        

 
2
1
1 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
霊
魂
論
』
に
つ
い
て
、
本
論
は
新
訳
版
の
『
心
と
は
何
か
』
を
主
と
し
て
参
照

し
て
い
る
。
可
能
態
（
デ
ュ
ナ
ミ
ス
＝d

y
n

a
m

is

）
と
実
現
態
（
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
（
旧
訳
で
は
「
現
実
態
」）

＝e
n

e
rg

e
ia

）
の
関
係
に
つ
い
て
は
翻
訳
者
の
桑
子
敏
雄
に
よ
る
解
説
に
詳
し
い
。 
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リ
ー
（
樹
木
）
」
に
対
置
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
彼
ら
が
「
多
数
多
様
体(m

u
ltip

le
)

」
の
特
徴
に
上
げ
る
『
千

の
プ
ラ
ト
ー
』
の
主
要
概
念
で
あ
る
。
彼
ら
は
ニ
ー
チ
ェ
の
よ
う
に
二
項
対
立
そ
の
も
の
を
放
棄
し
よ
う
と

し
て
い
る
た
め
、
ツ
リ
ー
と
リ
ゾ
ー
ム
を
二
項
対
立
に
還
元
す
る
の
は
本
末
転
倒
で
は
あ
る
の
だ
が
、
彼
ら

の
難
解
で
複
雑
な
議
論
を
整
理
す
る
た
め
に
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。
ツ
リ
ー
が
一
つ
の

権
力
に
集
約
さ
れ
る
静
的
な
シ
ス
テ
ム
構
造
で
あ
る
の
に
対
し
、
リ
ゾ
ー
ム
は
常
に
反
権
力
的
で
一
つ
に

還
元
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
動
的
な
あ
り
方
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ツ
リ
ー
と
リ
ゾ
ー
ム
は
哲
学
的
に
は
「
存
在
」

(É
tre

=
b

e
)

と
「
生
成
変
化
」(D

e
v
e
n

ir=
b

e
co

m
e
)

の
区
分
に
対
応
す
る
。
プ
ラ
ト
ン
以
降
の
西
洋
哲
学
は
、

静
的
な
（
そ
れ
故
永
遠
で
あ
る
）
存
在
に
特
化
し
て
き
た
が
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
は
不
断
に
運
動
を
続

け
、
硬
直
化
す
る
こ
と
の
な
い
生
成
変
化
の
中
に
多
様
体
と
し
て
の
あ
り
方
を
見
出
し
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
も
ま
た
可
能
態
が
、
実
現
態
と
な
る
こ
と
で
本
来
の
目
的(g

o
a

l)

を
果
た
す
と
し
て
い
る
以
上
（
そ

れ
故
「
終
局
態
」
は
、
し
ば
し
ば
「
実
現
態
」
の
同
義
語
と
さ
れ
る
）、
ツ
リ
ー
構
造
を
支
え
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
ホ
ッ
ケ
ー
と
い
う
比
喩
は
、
ゴ
ー
ル
と
い
う
終
着
点
よ
り
は
む
し

ろ
不
断
に
動
き
続
け
る
ゲ
ー
ム
の
動
態
性
に
そ
の
核
心
は
あ
る
。 

ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
は
、
批
判
的
な
言
及
も
し
て
は
い
る
が
、
基
本
的
に
ジ
ョ
イ
ス
を
高
く
評
価
し
て

い
る
。
以
下
の
引
用
は
、
本
論
の
主
張
と
重
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

少
数
派
の
意
識
の
普
遍
的
な
形
態
が
万
人
の
生
成
変
化
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
の
生
成
変
化
が
創
造

な
の
だ
。
そ
れ
は
多
数
派
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
…
…
少
数
派
の
普

遍
的
意
識
の
形
態
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
〈
権
力
〉
や
〈
支
配
〉
の
領
域
と
は
別
の

領
域
に
あ
る
生
成
変
化
の
力
に
注
目
し
て
い
る
の
だ
。（
一
二
六
） 

 こ
の
引
用
箇
所
は
、
メ
ジ
ャ
ー
／
マ
イ
ナ
ー
言
語
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
彼
ら
の
言
う
メ

ジ
ャ
ー
言
語
及
び
マ
イ
ナ
ー
言
語
と
は
、
多
数
派
と
少
数
者
と
い
う
数
的
な
対
立
で
は
な
く
、
む
し
ろ
権
力

と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
に
お
け
る
区
分
で
あ
る
。
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＝
ガ
タ
リ
は
、
マ
イ
ナ
ー
言
語
を
用
い
る
作

家
と
し
て
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
を
例
に
挙
げ
て
い
る
が
、
上
の
指
摘
は
ジ
ョ
イ
ス
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る

だ
ろ
う
。
ジ
ョ
イ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
人
（
ブ
ル
ー
ム
）
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
（
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
）
の
両
者
に
、
少

数
者
で
あ
る
が
故
の
歴
史
の
犠
牲
者
と
い
う
共
通
性
を
見
出
し
た
と
き
、
多
数
派
す
な
わ
ち
英
国
側
（
支
配

者
側
）
に
擦
り
寄
る
の
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ー
性
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
で
彼
は
支
配
的
な
体
制
に
抵
抗
し
た
と

言
え
る
。
少
数
派
の
中
に
普
遍
的
な
形
態
を
見
出
す
こ
と
。
そ
れ
は
目
的
論
的
な
一
に
包
含
さ
れ
る
よ
う
な

歴
史
で
は
な
く
、
ホ
ッ
ケ
ー
の
ボ
ー
ル
が
う
ご
め
く
よ
う
に
い
く
つ
も
の
目
的
／
ゴ
ー
ル
が
存
在
す
る
は

ず
で
あ
る
し
、
そ
の
動
態
性
に
こ
そ
歴
史
の
意
義
は
あ
る
の
で
あ
る
。 

支
配
的
な
集
権
的
歴
史
を
忌
避
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
態
度
は
、
デ
ィ
ー
ジ
ー
と
の
以
下
の
や
り
と
り

の
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
三
番
目
の
自
己
意
識
が
現
れ
て

い
る
。 

 

―
わ
た
し
に
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
よ
、
と
ミ
ス
タ
ー
・
デ
ィ
ー
ジ
ー
は
言
っ
た
。
君
は
こ
の
仕
事
を
ず
っ
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と
続
け
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
君
は
生
ま
れ
つ
き
の
教
師
と
い
う
感
じ
で
は
な
い
。
間
違
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ん
が
ね
。 

―
む
し
ろ
、
学
ぶ
者
で
す
ね
、
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
言
っ
た
。 

そ
れ
で
、
こ
れ
以
上
お
ま
え
は
こ
こ
で
何
を
学
ぶ
と
い
う
の
だ
？ 

ミ
ス
タ
ー
・
デ
ィ
ー
ジ
ー
は
首
を
振
っ
た
。 

 

―
ど
う
だ
ろ
う
ね
、
と
彼
は
言
っ
た
。
も
の
を
学
ぶ
た
め
に
は
謙
虚
で
な
く
て
は
な
ら
ん
。
し
か
し
、
人

生
と
い
う
の
は
偉
大
な
教
師
だ
か
ら
な
。 

―I fo
re

se
e
, M

r D
e
a
s
y
 sa

id
, th

a
t y

o
u

 w
ill n

o
t re

m
a
in

 h
e
re

 v
e
ry

 lo
n

g
 a

t th
is

 w
o
rk

. Y
o
u

 

w
e
re

 n
o
t b

o
rn

 to
 b

e
 a

 te
a
ch

e
r, I th

in
k

. P
e
rh

a
p

s I a
m

 w
ro

n
g
. 

―A
 le

a
rn

e
r ra

th
e
r, S

te
p

h
e
n

 sa
id

. 

A
n

d
 h

e
re

 w
h

a
t w

ill y
o
u

 le
a

rn
 m

o
re

? 

 
 
M

r D
e
a

s
y
 s

h
o
o
k

 h
is h

e
a

d
. 

―W
h

o
 k

n
o
w

s
? h

e
 sa

id
. T

o
 le

a
rn

 o
n

e
 m

u
st b

e
 h

u
m

b
le

. B
u

t life
 is

 th
e
 g

re
a

t te
a
ch

e
r. 

 

(U
 2

.4
0
1

-0
7

) 
 

 

「
教
師(te

a
ch

e
r)

」
で
は
な
く
「
学
ぶ
者(le

a
rn

e
r)

」
で
あ
り
た
い
と
い
う
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
自
己
意
識
は
、

本
章
で
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
「
ふ
た
り
の
召
使
い
」
や
、
母
親
の
亡
霊
に
囚
わ
れ
た
惨
め
な
劣
等
意
識
と

比
べ
れ
ば
、
唯
一
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
彼
が
既
に
決
め
ら
れ
た
事
実
（
歴

史
的
常
識
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
し
か
教
え
な
い
「
教
師
」
の
役
割
を
放
棄
し
て
、「
学
ぶ
者
」
で
あ
り
続
け

よ
う
と
す
る
姿
勢
こ
そ
が
、
や
が
て
彼
を
歴
史
か
ら
文
学
へ
向
か
わ
せ
る
の
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
言

い
換
え
れ
ば
、
答
え
を
持
つ
人
間
に
は
な
ら
ず
、
答
え
を
探
し
続
け
る
人
間
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
た
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
ご
と
く
「
留
ま
る
べ
き
か
、
去
る
べ
き
か

(to
 b

e
 o

r n
o
t to

 b
e
)

」
と
い
う
人
生
の
過
渡
期
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
お
よ
び
母
親

の
亡
霊
が
命
ず
る
ま
ま
に
「
跪
く
か
否
か
」
と
い
う
悩
み
に
隣
接
し
て
い
る
。
彼
は
い
く
つ
も
の
支
配
的
権

力
を
前
に
し
て
徹
頭
徹
尾
悩
み
の
中
に
あ
る
青
年
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
悪
夢
か
ら
目
覚
め
る
こ
と

が
な
い
。
歴
史
の
問
題
か
ら
解
放
さ
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
、
我
々
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
と
い
う
物
語
の
中

で
見
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
言
わ
ば
、
テ
ク
ス
ト
の
未
だ
書
か
れ
ざ
る
空
白
部
分
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の

だ
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
空
白
部
分
は
読
者
が
埋
め
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

実
現
態
と
し
て
の
一
九
〇
四
年
六
月
十
六
日
は
、
今
日
我
々
の
手
の
届
か
な
い
も
の
で
あ
る
が
、『
ユ
リ

シ
ー
ズ
』
に
描
か
れ
た
そ
の
日
一
日
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
未
来
も
含
め
て
可
能
態
で
あ
る
が
故
に
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
複
数
の
あ
り
得
る
可
能
性
を
読
者
の
心
に
想
い
描
か
せ
る
の
で
あ
る
。
今
日
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』

が
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
で
あ
る
と
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
作
品
に
は
歴
史
の
可
能
態
が

描
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
言
っ
て
よ
い
。 

 歴
史
を
学
び
損
ね
る
こ
と
、
書
き
替
え
る
こ
と 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
第
二
挿
話
「
ネ
ス
ト
ル
」
の
学
芸
は
「
歴
史
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
ジ
ョ
イ
ス
が
意
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図
し
た
「
技
法(te

ch
n

iq
u

e
)

」
が
「
教
理
問
答
（
個
人
の
）(ca

te
ch

is
m

 (p
e
rso

n
a
l))

」 

で
あ
る
こ
と
に

注
目
し
た
い(G

ilb
e
rt 3

8
)

。
教
理
問
答
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
を
平
易
に
問
答
体
で
記
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
に
は
ひ
と
つ
の
大
き
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
が
見
ら
れ
る
。
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
で
は
テ
レ
マ
コ

ス
は
賢
者
ネ
ス
ト
ル
か
ら
歴
史
を
学
ぶ
は
ず
で
あ
る2

1
2

。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
ネ
ス
ト
ル
に
対
応
す
る
の
は
デ

ィ
ー
ジ
ー
校
長
で
、
彼
は
教
理
問
答
に
お
い
て
は
無
知
な
信
者
を
啓
蒙
す
る
神
父
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

は
ず
だ
（
本
研
究
第
二
章
第
二
節
で
論
じ
た
ア
ー
ノ
ル
神
父
の
説
教
で
の
「
間
違
い
」
が
想
起
さ
れ
る
）。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
校
長
の
デ
ィ
ー
ジ
ー
は
到
底
賢
者
と
は
言
え
な
い
人
間
だ
。
文
学
へ
の
造

詣
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
の
正
確
な
知
識
、
自
ら
の
本
性
を
内
省
す
る
力
、
そ
の
ど
れ
に
お
い
て
も
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
は
ネ
ス
ト
ル
を
既
に
超
え
て
い
る
。
上
に
見
た
よ
う
な
二
項
対
立
的
関
係
、
主
人
と
召
使
い
、
主
人
と

客
、
教
師
と
生
徒
、
賢
者
と
愚
者
、
神
父
と
信
者
と
い
う
関
係
の
ど
れ
に
も
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
自
ら
を
安
住

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴
史
と
い
う
悪
夢
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
同
時
に
そ
れ
に
従
う
こ
と

も
で
き
な
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
の
挿
話
に
お
い
て
、
言
わ
ば
「
教
理
」
と
し
て
の
「
歴
史
」
を
「
学
び
損

ね
て
」
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
ガ
ヤ
ト
リ
・
ス
ピ
ヴ
ァ
ク
の
「
学
び
捨
て
る(u

n
le

a
rn

)

」
と
い
う
概
念
に
目
を
向
け
て
み
よ
う

(2
9
4

)

。
ス
ピ
ヴ
ァ
ク
に
よ
れ
ば
、「
学
び
捨
て
る
」
と
は
、
知
識
を
学
ぶ
こ
と
そ
れ
自
体
の
特
権
性
を
自
覚

し
、
学
ん
だ
知
識
を
一
時
の
間
、
意
図
的
に
忘
れ
去
る
こ
と
を
通
し
て
支
配
的
言
説
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し

ま
う
他
者
（
サ
バ
ル
タ
ン
）
と
の
関
係
を
取
り
結
ぼ
う
と
す
る
試
み
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

「
学
び
捨
て
る
」
こ
と
と
「
学
ぶ
」
こ
と
は
対
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ジ
ー
の
言
う
合
目

的
的
な
歴
史
観
を
十
全
に
理
解
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
加
担
す
る
こ
と
な
く
可
能
態
と
し
て
の
歴
史
を
志

向
し
な
が
ら
、
生
か
ら
何
か
を
学
ぼ
う
と
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
態
度
は
、
あ
え
て
賢
者
か
ら
「
学
ば
な
い
」

と
い
う
抵
抗
の
意
志
の
表
れ
で
あ
る
。
本
論
は
、
学
ぶ
こ
と
の
拒
否
を
ス
ピ
ヴ
ァ
ク
に
倣
っ
て
、d

is
-le

a
rn

と
呼
び
た
い
。
デ
ィ
ー
ジ
ー
を
前
に
し
て
、
「
そ
れ
で
、
こ
こ
で
こ
れ
以
上
お
ま
え
は
何
を
学
ぶ
と
い
う
の

だ
？
」
と
己
に
問
い
か
け
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
ス
ピ
ヴ
ァ
ク
の
主
張
す
る
知
識
人
と
し
て
の
態
度
に
類
似

し
て
い
る
。
マ
リ
ガ
ン
や
ヘ
イ
ン
ズ
と
い
う
簒
奪
者
達
の
い
る
マ
ー
テ
ロ
塔
に
は
二
度
と
戻
る
ま
い
と
い

う
決
意
も
ま
た
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
意
識
の
中
で
自
ら
の
主
張
を
打
ち
消
し
な
が

ら
、
否
定
形
を
通
し
て
自
由
に
想
い
を
巡
ら
せ
る
と
こ
ろ
に
、
知
と
自
己
自
身
を
組
み
替
え
よ
う
と
す
る
彼

の
自
己
意
識
を
我
々
は
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
学
び
損
ね
る
と
い
う
体
験
こ
そ
が
、
実
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
い
て
は
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

                                        

        

 
2
1
2 

こ
の
点
に
関
し
て
、
E
・
L
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン(E

. L
. E

p
ste

in
)

が
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
―

―
「
し
か
し
ジ
ョ
イ
ス
が
注
意
し
て
い
る
よ
う
に
、
テ
レ
マ
コ
ス
は
ネ
ス
ト
ル
の
情
報
に
全
く
感
謝
を
し
て

い
な
い
し
、
事
実
そ
の
助
言
は
全
く
役
に
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
皮
肉
な
近
代
人
で
あ
る
ジ
ョ
イ
ス
は
、

テ
レ
マ
コ
ス
は
ネ
ス
ト
ル
を
退
屈
な
者
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
訝
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

(A
s J

o
y
ce

 n
o
te

s, h
o
w

e
v
e
r, T

e
le

m
a
ch

u
s n

e
v
e
r th

a
n

k
s N

e
s
to

r fo
r h

is in
fo

rm
a
tio

n
, w

h
ich

 is
, 

in
d

e
e
d

, n
o
t v

e
ry

 h
e
lp

fu
l to

 h
im

. . . . A
 cy

n
ica

l m
o
d
e
rn

 m
ig

h
t s

u
s
p

e
ct th

a
t T

e
le

m
a
ch

u
s 

fin
d

s N
e
sto

r te
d

io
u

s)

」([1
9
7
4

] 1
8
)

。
す
な
わ
ち
、
ジ
ョ
イ
ス
の
反
英
雄
と
い
う
視
点
は
、
賢
人
に
対

す
る
軽
蔑
と
し
て
も
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
し
、
本
論
が
第
二
章
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

は
敵
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
父
の
言
説
か
ら
も
、
自
ら
の
生
き
る
指
針
を
奪
用
す
る
の
で
あ
る
。 
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う
か
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
今
後
何
に
で
も
な
り
う
る
「
可
能
態
」
に
他
な
ら
な
い
。
先
に
書
い
た
よ
う
に
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
少
な
く
と
も
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
描
か
れ
た
一
日
に
お
い
て
は
、
目
覚
め
、
覚
醒
す
る
こ

と
の
な
い
若
者
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
過
去
か
ら
現
在
に
お
い
て
固
定
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
常

に
す
で
に
「
来
る
べ
き
」
と
い
う
形
で
未
来
へ
と
開
か
れ
て
い
る
の
だ
。 

歴
史
と
い
う
本
章
の
主
題
に
戻
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
は
、
精
神(G

e
ist)

と
な
っ
た
絶
対
精
神
が

す
べ
て
を
飲
み
込
む
と
い
う
点
で
、
ひ
と
つ
の
超
自
然
的
な
視
点
に
す
べ
て
を
集
約
す
る
体
系
（
シ
ス
テ
ム
）

で
あ
る2

1
3

。
し
か
し
、
こ
の
歴
史
観
は
国
家
的
な
歴
史
観
、
J
・
F
・
リ
オ
タ
ー
ル
が
分
析
す
る
と
こ
ろ

の
「
大
き
な
物
語
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
個
々
の
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
ジ
ョ
イ
ス
の
歴

史
観
が
、
国
家
的
で
普
遍
的
な
「
大
き
な
物
語
」
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
物
語
と
い
う
形
式
を
用
い
て
ロ
ー

カ
ル
な
「
小
さ
な
物
語
」
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
と
き
、
ま
さ
に
召
使
い
＝
下
位
の
位
置
に
あ
る

者
が
、
支
配
者
に
対
し
て
断
片
化
し
た
ロ
ー
カ
ル
性
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
で
、
大
文
字
の
歴
史
に
抵
抗
す
る
と

い
う
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
な
政
治
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
際
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
様
々
な
形
で
支
配

に
「
抵
抗
」
は
す
る
も
の
の
、
そ
の
姿
が
決
し
て
勇
ま
し
く
も
、
格
好
良
く
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
自
ら
を
小
さ
く
し
か
評
価
で
き
ず
、
血
の
つ
な
が
り
に
抗
え
ず
強
い
劣
等
感
を
持
っ
た
人

物
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
歴
史
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
点
で
は
歴
史
は
「
悪
夢
」
で
あ

り
、
個
人
史
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
社
会
史
の
ど
ち
ら
か
ら
見
て
も
ト
ラ
ウ
マ
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
支
配
的
な

大
文
字
の
歴
史
を
「
賢
者
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
拒
否
、
す
な
わ
ちd

is-le
a
rn

し
、「
教
師
」
と
し
て
の
役
割

で
は
な
く
「
学
ぶ
者
」
に
留
ま
る
こ
と
で
、
彼
は
歴
史
を
書
き
換
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
勝
者
も

敗
者
も
な
い
動
的
な
歴
史
を
書
き
た
い
と
い
う
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
微
か
な
望
み
は
、
「
作
家
」
と
い
う
彼
の

未
来
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
だ
。 

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
全
体
を
の
ち
に
作
家
と
な
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
書
い
た
小
説
で
あ
る
と
メ
タ
・
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
的
に
捉
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
論
の
主
張
は
補
強
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第

四
挿
話
以
降
に
登
場
す
る
ブ
ル
ー
ム
の
想
念
、
第
十
八
挿
話
の
モ
リ
ー
の
独
白
の
い
ず
れ
も
が
、
血
腥
い
戦

闘
的
な
歴
史
を
拒
否
し
、
愛
や
平
和
を
小
市
民
的
に
希
求
す
る
姿
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
あ

ま
り
に
楽
観
的
に
見
え
る
と
し
て
も
、
か
つ
て
ト
ラ
ウ
マ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
未
来
の

あ
る
地
点
で
見
出
し
た
ひ
と
つ
の
答
え
＝
実
現
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
答
え
」
は
主
人
＝
教
師
が
握

っ
て
い
る
よ
う
な
支
配
的
言
説
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
個
人
か
ら
発
せ
ら
れ
た
ロ
ー
カ
ル
な
声
な
の
で

あ
る
。
ジ
ョ
イ
ス
が
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
を
通
し
て
ダ
ブ
リ
ン
を
ひ
と
つ
の
文
学
の
都
に
し
た
と
い
う
文
学
史

的
成
功
を
考
慮
し
た
場
合
、
彼
は
芸
術
と
い
う
武
器
を
以
っ
て
、
勝
者
も
敗
者
も
な
い
ひ
と
つ
の
（
そ
れ
故

に
、
あ
る
意
味
で
は
強
力
な
）「
歴
史
」
を
描
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
こ
そ
、
植

民
地
下
で
真
に
政
治
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
安
易
な
政
治
性
に
す
が
り
つ
く
の
で
は
な
く
、
一
芸
術
家
と
し

                                        

        

 
2
1
3 

こ
こ
で
下
敷
き
と
し
て
い
る
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
精
神
現
象
学
』
で
示
し
た
「
主
と
僕
の
弁
証
法
」
、

お
よ
び
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
コ
ジ
ェ
ー
ブ
の
講
義
（『
ヘ
ー
ゲ
ル
読
解
入
門
』）
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

本
論
が
「
弁
証
法
」
を
採
ら
な
い
の
は
、
正
反
合
と
い
う
定
式
に
よ
っ
て
支
配
と
被
支
配
を
繰
り
返
す
ヘ
ー

ゲ
ル
的
物
語
を
ジ
ョ
イ
ス
は
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ

ル
＝
コ
ジ
ェ
ー
ヴ
の
歴
史
観
は
、
下
位
に
あ
る
僕
が
主
人
と
成
り
代
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
の
「
最
終
的

な
」
語
り
手
と
な
る
と
い
う
闘
争
史
観
で
あ
り
、
極
め
て
近
代
主
義
的
な
図
式
だ
。 
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て
誠
実
か
つ
地
道
に
歴
史
の
書
き
換
え
を
行
う
と
い
う
、
ジ
ョ
イ
ス
の
逆
説
的
な
生
き
方
、
あ
る
い
は
戦
略

が
窺
え
る
。 

 小
括 

 

デ
ク
ラ
ン
・
カ
イ
バ
ー
ド
はU

ly
s
se

s
 a

n
d

 U
s

の
中
で
「
公
共
心
に
富
ん
だ
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
、
十

全
な
自
由
権
を
与
え
ら
れ
た
市
民
と
入
れ
替
わ
る
の
で
は
な
く
て
、
今
や
過
度
に
賃
金
の
高
い
専
門
家
と

過
度
に
賃
金
の
低
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
分
離
し
て
し
ま
っ
た
労
働
力
と
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
が
、
二
〇

世
紀
の
悲
劇
な
の
で
あ
る(T

h
e
 tra

g
e
d

y
 o

f th
e
 tw

e
n

tie
th

 ce
n

tu
ry

 w
a

s th
e
 re

p
la

ce
m

e
n

t o
f a

 

p
u

b
lic-s

p
irite

d
 b

o
u

rg
e
o
isie

, n
o
t w

ith
 a

 fu
lly

 e
n

fra
n

ch
ise

d
 p

e
o
p

le
, b

u
t w

ith
 a

 w
o
rk

fo
rce

 

n
o
w

 s
p
ilt b

e
tw

e
e
n

 o
v
e
rp

a
id

 e
x
p

e
rts

 a
n

d
 u

n
d

e
rp

a
id

 se
rv

ice
 p

ro
v
id

e
rs

)

」
と
述
べ(2

4
)

、
そ
の

結
果
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
は
、
一
部
の
専
門
家
の
専
有
物
と
な
っ
て
し
ま
い
、
大
学
教
育
に
あ
っ
て
も
モ
ダ

ニ
ズ
ム
の
極
め
て
難
解
な
作
品
と
し
て
無
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
嘆
い
て
い
る
。
ま
さ
に

「
い
か
に
し
て
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
は
我
々
の
生
活
を
変
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
？ 

(“H
o
w

 ‘U
ly

ss
e
s
’ 

d
id

n
’t ch

a
n

g
e
 o

u
r liv

e
s?”

と
い
う
の
が
、U

ly
s
se

s
 a

n
d
 U

s 
の
一
つ
の
章
題
で
あ
る)

」
と
い
う
こ
と

を
、
彼
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
社
会
の
み
な
ら
ず
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
て

問
う
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
イ
バ
ー
ド
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
叙
事
詩
や
聖
書
、
ダ
ン
テ
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
人
生
の
教
訓
や
智
恵
を
目
的
に
、
あ
る
い
は
人
々
の
行
動
指
針
と
し
て
読
ま
れ

る
た
め
に
ジ
ョ
イ
ス
は
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
を
書
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
我
々
に
と
っ
て
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
は

ど
ん
な
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、
カ
イ
バ
ー
ド
が
言
う
ほ
ど
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
は
簡
単
で
は
な
い
。

多
く
の
比
喩
や
引
用
に
満
ち
て
お
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
社
会
の
背
景
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
が
な
け
れ

ば
読
解
で
き
な
い
箇
所
が
多
々
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
が
古
代
の
叙
事
詩
と

中
世
の
ロ
マ
ン
ス
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
書
い
た
も
の
が
小
説(n

o
v
e
l)

と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
事
実

を
例
に
出
し
、「
…
…
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
が
未
だ
名
前
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
一
つ
の
形
式
の
中
に
投
げ
出

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
大
い
に
あ
り
得
る
の
だ(. . . it is v

e
ry

 lik
e
ly

 th
a
t U

ly
sses 

is ca
s
t in

 a
 fo

rm
 fo

r w
h

ich
, e

v
e
n

 y
e
t, th

e
re

 is n
o
 n

a
m

e
)

」([2
0
0
9

] lx
x
x
)

と
い
う
カ
イ
バ
ー
ド
の

主
張
に
耳
を
傾
け
る
な
ら
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
は
、
過
去
の
空
疎
な
反
復
で
あ
る
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
か
ら

解
放
さ
れ
、
我
々
の
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
カ
イ
バ
ー
ド
が
言
う
よ
う
に
、
そ
の
と
き
は
未
だ
や
っ
て
来
て

は
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
来
る
べ
き
も
の
」
と
し
て
民
主
主
義
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
理
想

的
姿
を
思
い
描
く
こ
と
が
今
日
の
政
治
理
論
の
柱
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
も
ま
た
来
る
べ
き
作

品
で
あ
る
と
言
え
る
の
だ
。
ト
ラ
ウ
マ
と
は
、
個
人
的
な
痛
ま
し
い
体
験
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
状
況
に
よ

っ
て
も
作
り
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
我
々
が
生
き
て
ゆ
く
限
り
不
可
避
的
に
つ
き
ま
と
う
問
題
で
あ
る
。

歴
史
が
悪
夢
で
あ
る
よ
う
に
、
死
者
の
記
憶
は
亡
霊
で
あ
り
、
我
々
は
主
人
で
あ
る
よ
り
も
召
使
い
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
権
威
を
前
に
し
て
い
か
に
「
抵
抗
」
す
る
か
、
過
去
と
い
う
「
亡
霊
」
と
い
か
に
対
峙

し
解
放
を
目
指
す
か
、
と
い
う
こ
と
を
真
摯
に
問
う
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
姿
に
、
我
々
は
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
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結
論 

   

本
研
究
で
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
の
三
作
品
（『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』『
肖
像
』『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』）
に
お

け
る
亡
霊
表
象
が
、
作
者
の
個
人
史(p

e
rso

n
a
l h

isto
ry

)

と
、
世
紀
転
換
期
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
族
史

(n
a
tio

n
a

l h
isto

ry
)

の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
ト
ラ
ウ
マ
的
経
験
と
深
く
関
わ
る
こ
と
を
検
証
し
た
。
モ
ダ

ニ
ズ
ム
文
学
の
大
家
と
見
做
さ
れ
る
ジ
ョ
イ
ス
で
あ
る
が
、
彼
の
創
造
の
源
泉
を
い
わ
ゆ
る
ロ
マ
ン
派
的

な
天
才
性
で
は
な
く
、
ト
ラ
ウ
マ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
論
は
「
芸
術
主

義
の
政
治
化(p

o
liticisa

tio
n

 o
f a

e
sth

e
ticis

m
)

」
と
も
言
う
べ
き
ジ
ョ
イ
ス
の
政
治
性
を
炙
り
出
し
た

2
1
4

。『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
で
は
都
市
の
「
麻
痺
」
に
囚
わ
れ
た
人
々
を
、『
肖
像
』
で
は
芸
術
家
と
し
て
生
き

よ
う
と
決
意
す
る
若
者
の
飛
翔
を
妨
げ
る
「
網
」
を
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
で
は
母
危
篤
の
知
ら
せ
に
よ
っ
て

故
郷
に
戻
っ
た
若
者
が
「
召
使
い
」
の
立
場
を
甘
受
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
藻
掻
く
様
を
ジ
ョ

イ
ス
は
描
い
た
。
い
ず
れ
も
か
つ
て
の
自
分
に
取
り
憑
い
て
い
た
支
配
権
力
―
―
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ

る
宗
教
支
配
と
大
英
帝
国
に
よ
る
政
治
支
配
、
及
び
後
者
へ
の
対
抗

カ
ウ
ン
タ
ー

運
動
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―

―
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
事
後
的
な
視
点
か
ら
検
証
し
、
書
き
直
す
こ
と
を
通
じ
て
、
ジ
ョ
イ
ス
は

ジ
ョ
イ
ス
に
「
生
成
変
化
」
し
た
の
だ
と
言
え
る
。 

第
一
章
で
は
、
ジ
ョ
イ
ス
唯
一
の
短
篇
集
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
か
ら
「
姉
妹
た
ち
」「
痛
ま
し
い
事
件
」

「
死
者
た
ち
」
の
三
作
品
を
採
り
上
げ
、
い
ず
れ
の
作
品
に
も
亡
霊
（
的
存
在
）
が
登
場
す
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
の
主
人
公
が
作
者
の
否
定
的
分
身
で
あ
る
こ
と
の
意
義
を
検
討
し
た
。「
姉
妹
た
ち
」

で
は
死
ん
だ
神
父
の
「
灰
色
の
顔
」、「
痛
ま
し
い
事
件
」
で
は
自
殺
し
た
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
の
亡
霊
、「
死
者

た
ち
」
で
は
「
亡
霊
の
よ
う
な
青
白
い
光
」
と
な
っ
て
ホ
テ
ル
の
一
室
を
照
ら
す
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ュ
ア
リ
ー

の
亡
霊
が
、
各
々
の
場
合
に
お
い
て
主
人
公
に
与
え
る
ト
ラ
ウ
マ
的
体
験
と
そ
の
事
後
的
影
響
を
考
察
し

た
。 第

一
節
「
死
ん
だ
神
父
の
灰
色
の
顔
は
何
を
語
る
か
―
―
「
姉
妹
た
ち
」
に
お
け
る
亡
霊
と
「
不
気
味
な

笑
い
」」
は
、「
姉
妹
た
ち
」
を
分
析
し
た
。
懇
意
に
な
っ
て
い
た
神
父
の
死
の
予
感
か
ら
始
ま
る
「
姉
妹
た

ち
」
冒
頭
に
は
、
「
麻
痺
」「
ノ
ー
モ
ン
」「
聖
職
売
買
」
の
三
語
が
現
れ
る
が
、
中
で
も
「
麻
痺
」
と
い
う

言
葉
は
、
ジ
ョ
イ
ス
が
書
簡
の
中
で
短
篇
集
全
体
の
意
図
を
語
る
際
に
、
ダ
ブ
リ
ン
を
「
麻
痺
の
中
心
」
で

あ
る
と
述
べ
た
た
め
に
、『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
の
み
な
ら
ず
ジ
ョ
イ
ス
作
品
全
体
を
総
括
す
る
言
葉
で
あ
る

と
こ
れ
ま
で
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
作
中
、
主
人
公
の
少
年
は
、
神
父
の
死
を
知
ら
さ
れ
、
そ
の
夜
夢
の
中
で

「
麻
痺
し
た
人
間
の
灰
色
の
顔
」
に
遭
遇
す
る
。「
そ
れ
」
は
亡
霊
の
よ
う
に
彼
を
待
ち
伏
せ
、
何
か
を
ぶ

                                        

        

 
2
1
4 

言
う
ま
で
も
な
く
私
が
こ
こ
で
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
「
芸
術
の

政
治
化(P

o
litisie

ru
n

g
 d

e
r K

u
n

st)

」
で
あ
る
（
四
六
―
四
七
）
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
「
政
治
の
美
学
化
」
へ

の
対
抗
軸
と
し
て
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
共
産
主
義
に
よ
る
「
芸
術
の
政
治
化
」
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
彼
は
そ

れ
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
踏
み
こ
ん
で
論
じ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
田
野 

九
五
―
一
一
三
を
参
照
し
た
。 
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つ
ぶ
つ
呟
い
て
「
告
白
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
来
信
者
の
告
解
を
聞
く
側
で
あ
る
は
ず
の
神
父
が
語
ろ

う
と
す
る
そ
の
罪
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
問
い
の
答
え
は
弔
問
に
訪
れ
た
際
、
神
父
の
姉
妹
た
ち
に

よ
っ
て
明
か
さ
れ
る
―
―
神
父
は
あ
る
と
き
誤
っ
て
聖
杯
を
壊
し
て
し
ま
い
、
そ
の
頃
か
ら
「
ど
こ
か
お
か

し
く
」
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
本
論
が
注
目
し
た
の
は
、
少
年
が
見
る
「
灰
色
の
顔
」
の

夢
か
ら
、
彼
が
神
父
の
亡
骸
に
死
し
て
な
お
異
様
な
力
強
さ
を
感
じ
る
と
い
う
一
連
の
経
験
を
ト
ラ
ウ
マ

的
体
験
と
み
な
す
と
き
、
少
年
は
こ
の
経
験
に
よ
っ
て
ま
さ
し
く
宗
教
的
な
麻
痺
を
被
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
物
語
が
大
人
に
な
っ
た
語
り
手
に
よ
っ
て
回
顧
的
に
（
事
後
的
に
）
語
ら
れ
る
こ

と
を
通
じ
て
、
彼
は
自
身
の
ト
ラ
ウ
マ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
語

る
こ
と
を
通
じ
た
自
己
治
癒
の
試
み
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
作
者
と
作
品
の
関
係
に
横
滑
り
す
る
。
ジ
ョ
イ

ス
が
初
稿
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
灰
色
の
顔
」
と
い
う
亡
霊
的
モ
チ
ー
フ
を
登
場
さ
せ
た
こ
と
、
そ
し
て

そ
れ
を
短
篇
集
の
冒
頭
に
お
い
た
こ
と
の
意
義
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
い
う
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
た
自
己

を
救
い
出
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
支
配
を
批
判
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
か
ら
い
か
に
逃
れ
う
る
の
か
の
探
求
の
物
語
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
論
証
し
た
。 

第
二
節
「
亡
霊
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と
―
―
「
痛
ま
し
い
事
件
」
の
憑
在
論
的
読
解
」
で
は
「
痛
ま
し

い
事
件
」
を
採
り
上
げ
た
。
主
人
公
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ダ
フ
ィ
ー
は
、
弟
を
モ
デ
ル
に
彼
が
中
年
に
な
っ
た

と
き
を
想
像
し
て
造
型
し
た
と
作
者
は
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
（
恐
ら
く
本
人
も
気
付
い
て
い
た
よ
う

に
）
ジ
ョ
イ
ス
自
身
の
分
身
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
始
め
に
、
デ
リ
ダ
の
「
憑
在
論
」
に
お
け
る
取
り
憑

き(h
a

u
n

tin
g
)

の
問
題
を
、
「
痛
ま
し
い
事
件
」
に
先
行
す
る
文
学
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
た
。

次
に
、
ダ
フ
ィ
ー
に
そ
の
想
い
を
受
け
止
め
て
も
ら
え
ず
、
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
シ
ニ
コ
ウ
夫
人
が
、

「
ふ
た
つ
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
し
て
主
人
公
の
脳
裏
に
取
り
憑
い
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
分
析
し
た
。
事
実
、

夫
人
に
は
直
接
亡
霊
と
い
う
形
象
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
記
憶
が
彷
徨
い
始
め
る
と
、
彼
は
彼
女
の

手
が
自
分
の
手
に
触
れ
た
気
が
し
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
多
く
の
先
行
研
究
は
こ
こ
に
亡
霊
と
い
う
主

題
を
見
出
し
て
き
た
。
本
論
が
多
く
の
先
行
研
究
と
異
な
る
の
は
、
ダ
フ
ィ
ー
が
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
権
化
で
は

な
く
、
夫
人
の
亡
霊
に
触
れ
る
こ
と
で
彼
に
も
幽
か
な
が
ら
「
歓
待
」
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た

点
に
あ
る
。
同
時
に
こ
れ
は
、
祖
国
か
ら
自
発
的
に
亡
命
し
た
ジ
ョ
イ
ス
が
記
憶
の
中
で
想
い
を
め
ぐ
ら
せ

た
ダ
ブ
リ
ン
の
「
街
の
明
か
り
」
に
も
含
意
さ
れ
て
い
た
。
ジ
ョ
イ
ス
は
も
し
ダ
ブ
リ
ン
に
留
ま
っ
て
い
た

な
ら
ば
あ
り
得
た
は
ず
の
自
己
を
想
像
し
て
、
あ
え
て
否
定
的
な
自
画
像
と
し
て
ダ
フ
ィ
ー
を
描
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
逆
説
的
に
祖
国
と
の
和
解
を
試
み
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
結
論
付
け
た
。 

第
三
節
「
亡
霊
は
二
度
窓
を
叩
く
―
―
亡
霊
譚
と
し
て
の
「
死
者
た
ち
」」
で
は
、『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
十

五
篇
の
最
後
に
置
か
れ
た
中
編
「
死
者
た
ち
」
を
分
析
し
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
本
作
こ
そ
「
歓
待
」

が
主
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
三
十
代
の
大
学
教
師
で
あ
る
主
人
公
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
・
コ
ン
ロ
イ
は
、
顕

現
日(D

a
y
 o

f E
p

ip
h

a
n

y
)

（
一
月
六
日
）
の
こ
の
日
、
お
ば
た
ち
が
住
む
モ
ー
カ
ン
邸
に
妻
の
グ
レ
タ
と

訪
れ
て
い
た
。
作
品
の
三
分
の
二
は
、
華
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
の
場
面
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
宴
の
あ
と
で

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
で
物
語
は
急
転
す
る
。
グ
レ
タ
は
帰
り
が
け
に
耳
に
し
た
「
オ
ー
ク
リ
ム
の
乙
女
」
と
い

う
唄
に
喚
起
さ
れ
、
よ
く
そ
の
唄
を
歌
っ
て
い
た
昔
の
恋
人
、
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ュ
ア
リ
ー
を
思
い
出
す
。
彼

女
は
涙
な
が
ら
に
彼
が
十
七
歳
で
死
ん
だ
こ
と
を
初
め
て
夫
に
告
げ
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
は
自
分
が
そ
れ
ま
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で
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
妻
の
過
去
を
知
り
、
自
我
が
崩
壊
し
て
ゆ
く
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
る
。
本
論
は
こ

こ
に
ふ
た
つ
の
「
ト
ラ
ウ
マ
的
体
験
」
を
見
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
故
郷
の
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
（
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
西
部
）
で
グ
レ
タ
が
体
験
し
た
恋
人
の
死
と
、
妻
の
告
白
に
よ
っ
て
夫
と
し
て
の
自
己
の
欺
瞞
性
を
痛
感

す
る
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
の
体
験
で
あ
る
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
唄
に
よ
っ
て
ま
さ
し
く
呼
び
出
さ
れ
た
フ

ュ
ア
リ
ー
の
亡
霊
が
、
ガ
ス
灯
の
光
に
よ
っ
て
「
亡
霊
の
よ
う
な
青
白
い
光
」
と
し
て
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
と

グ
レ
タ
の
ふ
た
り
を
照
ら
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、g

a
s

の

語
源
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
「
亡
霊
」
で
あ
り
、
亡
霊(g

h
o
st)

は
主
人
・
客
人
の
両
者
を
意
味
す
る(h

o
st)

と
語

源
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
の
「
客
人
」
の
一
人
で
あ
っ
た
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
が
、
こ

の
痛
ま
し
い
体
験
を
経
て
、
他
者
を
歓
待
す
る
「
主
人
」
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
は
、
物
語
が
終
わ
っ
た
あ

と
に
想
像
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
契
機
は
主
人
公
が
自
ら
も
気
が
つ
か
な
い
形
で
「
歓
待
」
を
言
祝

い
だ
パ
ー
テ
ィ
・
ス
ピ
ー
チ
の
中
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
論
の
結
論
で
あ
る
。
事
実

ジ
ョ
イ
ス
は
「
死
者
た
ち
」
の
執
筆
を
開
始
す
る
直
前
に
、
故
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
異
国
の
地
で
「
ダ
ブ
リ

ン
の
歓
待
の
精
神
」
を
再
発
見
し
て
い
た
。
ジ
ョ
イ
ス
が
事
後
的
に
、
自
身
の
脳
裏
に
取
り
憑
い
て
い
た
ダ

ブ
リ
ン
の
中
に
歓
待
を
見
出
し
た
よ
う
に
、
ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
も
ま
た
未
来
の
あ
る
地
点
で
、
妻
の
過
去
を
受

け
入
れ
、
他
者
を
歓
待
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
結
論
づ
け
た
。 

三
作
に
共
通
す
る
の
は
亡
霊
の
も
た
ら
す
ト
ラ
ウ
マ
的
体
験
が
、
事
後
的
な
未
来
の
地
点
か
ら
眺
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
の
主
人
公
に
も
新
た
な
生
を
与
え
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ジ
ョ
イ
ス
は
あ
え
て
否

定
的
な
自
己
、
あ
る
い
は
理
想
的
自
我
の
陰
画

ネ
ガ
テ
ィ
ヴ

を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
た
め
に
は
そ
れ
ら
の
亡

霊
が
持
つ
麻
痺
的
な
力
を
退
け
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

第
二
章
で
は
、
ジ
ョ
イ
ス
の
自
伝
的
教
養
小
説
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
を
扱
っ
た
。
作
者
の
分
身

で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
デ
ダ
ラ
ス
の
幼
少
期
か
ら
大
学
時
代
ま
で
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
確
か
に
作
者

の
芸
術
家
宣
言
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
。
し
か
し
同
時
に
、
ジ
ョ
イ
ス
は
若
気
の
至
り
と
も
言
う
べ
き
空
想

や
妄
想
に
囚
わ
れ
理
想
主
義
に
燃
え
て
い
た
過
去
の
自
分
を
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
を
交
え
て
描
き
出
す
こ
と
で

相
対
化
し
よ
う
と
す
る
部
分
も
本
作
に
は
見
受
け
ら
れ
る
。
ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
ル
・
リ
ケ
ル
ム(J

o
h

n
 P

a
u

l 

R
iq

u
e
lm

e
)

の
秀
逸
な
比
喩
を
借
り
れ
ば([1

9
8
3

] 4
1

)

、
ま
さ
に
『
肖
像
』
と
は
家
鴨
と
兎
の
だ
ま
し
絵
の

よ
う
な
、
視
点
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
姿
を
変
え
る
作
品
で
あ
る
。
本
章
で
は
こ
の
自
伝
的
小
説
に
見
ら
れ
る

亡
霊
表
象
を
分
析
し
た
。
大
き
く
分
け
る
と
第
一
節
と
第
二
節
で
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
問
題
に
、
第
三
節
と

第
四
節
で
は
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
。 

第
一
節
「
失
わ
れ
た
起
源
を
求
め
て
―
―
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
「
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
」
の
は
誰
か
」
は
、

『
肖
像
』
の
第
一
章
第
一
節
で
あ
る
「
序
」
を
分
析
し
た
。「
む
か
し
む
か
し
」
と
お
と
ぎ
話
を
語
る
父
か

ら
始
ま
る
第
一
節
は
、
主
人
公
の
人
生
最
初
の
記
憶
が
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
断
片
的
に
語
ら
れ
て

い
る
が
、
ジ
ョ
イ
ス
は
そ
こ
に
幼
児
の
発
達
過
程
を
巧
み
に
描
き
出
し
た
。
ま
だ
言
葉
を
覚
え
た
ば
か
り
の

幼
い
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
家
族
が
歌
う
「
野
ば
ら
の
唄
」
を
自
分
な
り
に
反
復
し
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
に
は

言
語
習
得
と
芸
術
に
お
け
る
模
倣
と
反
復
の
問
題
が
巧
み
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
分
析
し
た
。
次

に
、「
序
」
の
最
後
を
締
め
括
る
「
あ
や
ま
れ
／
お
め
め
を
く
り
ぬ
く
よ(A

p
olo

g
ise

 / P
u

ll o
u

t h
is e

y
es

)

」
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と
い
う
リ
フ
レ
イ
ン
の
意
義
を
考
察
し
た
。
先
行
研
究
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
毛
嫌
い
す
る
家
庭
教
師

の
ダ
ン
テ
（
リ
オ
ダ
ー
ン
夫
人
）
が
、
言
う
な
れ
ば
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
代
弁
す
る
去
勢
恐
怖
的
な
声
と
し
て

（
あ
る
い
は
父
な
る
神
に
仕
え
る
「
シ
ス
タ
ー
」
と
し
て
）
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
脅
か
す
彼
の
最
初
の
「
ト
ラ

ウ
マ
的
体
験
」
で
あ
る
と
読
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
読
解
は
基
本
的
に
説
得
的
で
正
し
い
と
し
つ
つ
も
、
本

論
は
ジ
ョ
イ
ス
の
伝
記
的
事
実
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
作
者
の
実
体
験
と
の
ず
れ
を
考
察
し
た
。
作
者
は

実
際
に
体
験
し
た
実
人
生
の
出
来
事
を
書
き
換
え
る
こ
と
で
、
偽
り
の
起
源
を
創
り
出
し
、
己
の
分
身
の
自

由
を
縛
り
つ
け
る
否
定
的
モ
チ
ー
フ
を
「
序
」
の
最
後
に
置
い
た
。
こ
の
「
あ
や
ま
れ
」
と
い
う
声
に
反
抗

す
る
の
が
『
肖
像
』
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
辿
る
運
命
で
あ
り
、
彼
は
事
後
的
に
そ
の
事
実
を
発
見
す
る
で
あ

ろ
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

第
二
節
「
〈
我
仕
え
ず
〉
、
ゆ
え
に
我
あ
り
―
―
「
地
獄
の
説
教
」
に
対
す
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
／
ジ
ョ
イ
ス

の
狡
智
」
は
、『
肖
像
』
第
三
章
の
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ィ
ア
校
に
お
け
る
静
修
で
の
「
地
獄
の
説
教(h

e
ll se

rm
o
n

)

」

を
分
析
し
た
。
第
二
章
の
末
尾
で
娼
婦
と
関
係
を
持
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
罪
の
意
識
を
感
じ
る
と
同
時

に
、
そ
れ
に
対
し
て
誇
り
を
も
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
説
教
を
聞
く
こ
と
で
、
吐
き
気
を
催
す

ほ
ど
の
強
い
衝
撃
を
受
け
る
。
説
教
が
描
き
出
し
た
地
獄
絵
図
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
ト

ラ
ウ
マ
的
経
験
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
は
ア
ー
ノ
ル
神
父
の
説
教
が
一
七
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
イ
エ
ズ
ス
会

士
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
の
著
作
（
『
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
開
か
れ
た
地
獄
』）
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止

め
、
ま
た
、
神
父
の
説
教
に
は
い
く
つ
も
の
事
実
誤
認
や
誇
張
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か

し
神
父
の
間
違
い
が
ジ
ョ
イ
ス
に
よ
る
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
作
者
は
わ
ざ
と
神
父
に
間
違

え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
人
公
を
恐
怖
に
陥
れ
た
説
教
、
延
い
て
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
正
統
性
を
切
り

崩
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
の
『
地
獄
』
の
原
書
と
英
訳
を
比
較
す
る
と
、
神
父

は
本
来
参
照
す
べ
き
ド
ゥ
エ
ー
聖
書
で
は
な
く
、
ピ
ナ
モ
ン
テ
ィ
の
英
訳
を
そ
の
ま
ま
説
教
に
用
い
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
神
父
は
「
信
頼
で
き
な
い
」
説
教
者
な
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
大
学
生
と
な
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
第
五
章
で
友
人
に
向
か
っ
て
言
い
放
つ
「
僕
は
仕
え
な
い(I 

w
ill n

o
t s

e
rv

e
)

」
と
い
う
言
葉
が
、
神
父
の
説
教
に
お
け
る
ル
シ
フ
ァ
ー
の
反
抗
の
言
葉
、「〈
我
仕
え
ず
〉

(n
o
n

 serv
iu

m
)

」
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
こ
で
、
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
が
芸
術
家
と
し
て
生
き
る
た
め
に
選
ん
だ
三
つ
の
武
器
、「
沈
黙
、
流
浪
、
そ
し
て
狡
智(s

ile
n

ce
, 

e
x
ile

 a
n

d
 cu

n
n

in
g
)

」
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
長
い
伝
統
で
同
一
視
さ
れ
て
き
た
サ
タ
ン
と
蛇
の
関
係
を
考

え
合
わ
せ
る
と
き
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
自
身
の
性
器
を
蛇
に
擬
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
ル
シ
フ
ァ
ー
と

蛇
の
狡
智
に
学
ぼ
う
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
地
獄
の
説
教
」

と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
的
体
験
か
ら
事
後
的
に
自
ら
の
芸
術
信
条
を
我
有
化
し
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
時
間
差

は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
ジ
ョ
イ
ス
の
差
異
で
も
あ
る
。
ジ
ョ
イ
ス
は
「
地
獄
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
に
苦
し
ん
だ
か

つ
て
の
自
分
と
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
つ
つ
あ
る
現
在
の
自
分
の
両
方
を
『
肖
像
』
に
描
き
込
ん
だ
の
だ
。 

 

第
三
節
「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
歴
史
観
の
変
遷
―
―
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
（
一
）」
は
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
政
治
的
指
導
者
が
『
肖
像
』
に
い
か
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
が
成
長
す
る
と
共
に
彼
の
歴
史
観
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
か
を
分
析
し
た
。
ジ
ョ
イ
ス
の
政

治
性
に
つ
い
て
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
自
治
運
動
の
旗
手
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
パ
ー
ネ
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ル
と
の
関
係
が
こ
れ
ま
で
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ジ
ョ
イ
ス
は
ト
リ
エ
ス
テ
で
の
講
演
で

「
近
代
の
政
治
運
動
に
お
け
る
英
雄
」
を
列
挙
す
る
中
で
、
最
初
に
ウ
ル
フ
・
ト
ー
ン
の
名
を
挙
げ
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
影
響
を
受
け
英
国
か
ら
の
独
立
を
試
み
た
ト
ー
ン
の
一
七
九
八
年
の
反
乱
は
、
フ
ラ
ン

ス
か
ら
の
援
軍
が
嵐
の
影
響
で
予
定
通
り
到
着
し
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
何
よ
り
も
自
国
民
か
ら
の
支
援

が
得
ら
れ
ず
、
あ
っ
け
な
く
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
う
。
『
肖
像
』
第
五
章
で
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
の
友
人
に
向
か
っ
て
「
ト
ー
ン
の
時
代
か
ら
パ
ー
ネ
ル
の
時
代
に
至
る
ま
で
」
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史

は
「
裏
切
り
」
の
連
続
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
本
節
で
は
、『
肖
像
』
に
見
ら
れ
る
歴
史
と
い
う
言
葉

に
着
目
し
、
主
人
公
の
歴
史
意
識
が
物
語
（
お
話
）
と
し
て
の
歴
史
か
ら
、
亡
霊
た
ち
の
歴
史
へ
と
移
り
変

わ
っ
て
い
く
様
子
を
考
察
し
た
。
自
国
の
歴
史
が
亡
霊
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
こ
と
を
悟
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
は
近
代
史
に
目
覚
め
る
。
そ
れ
は
同
時
に
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
け
る
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
が
始
ま

っ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
一
七
九
八
年
の
反
乱
の
百
周
年
を
祝
う
式
典
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
参
加
し
た
と

き
の
描
写
は
一
見
す
る
と
何
の
変
哲
も
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
彼
の
自
国
の
歴
史
に
対
す
る
忸

怩
た
る
想
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
パ
ー
ネ
ル
と
異
な
り
、
ト
ー
ン
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
表
層
に
現
れ
て
い

な
い
が
故
に
、
一
層
亡
霊
的
で
あ
り
、
本
節
は
ト
ー
ン
の
亡
霊
を
探
り
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
の
背

後
に
潜
む
歴
史
の
問
題
が
感
得
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

 

第
四
節
「H

a
u

n
te

d
 C

a
s
tle

と
し
て
のC

lo
n

g
o
w

e
s W

o
o
d

 C
o
lle

g
e
─
─

『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖

像
』
に
お
け
る
歴
史
的
英
雄
の
亡
霊
表
象
に
つ
い
て
」
で
は
、
第
一
章
の
ク
ロ
ン
ゴ
ウ
ズ
に
お
け
る
「
人
殺

し
の
亡
霊
」
が
、
ワ
イ
ル
ド
・
ギ
ー
ス
の
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ユ
リ
シ
ー
ズ
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
同

校
が
中
世
に
お
け
る
対
英
組
織
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
一
七
八
九
年
に
結
成
さ
れ
た
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
る
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ロ
ウ
ア
ン
の
「
逸
話
」、
さ
ら
に

は
一
七
九
八
年
の
反
乱
に
お
け
る
指
導
者
ウ
ル
フ
・
ト
ー
ン
の
悲
劇
的
死
な
ど
と
重
層
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
検
証
し
た
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
『
肖
像
』
第
一
章
第
二
節
の
最
後
で
パ
ー
ネ
ル
の
亡
骸
を
幻
視
す
る
以

前
に
、
作
者
は
少
年
の
空
想
の
中
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
近
代
史
の
痕
跡
を
埋
め
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
同
時

に
人
々
が
い
か
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
「
呼
び
か
け
」
ら
れ
る
か
を
描
い
た
瞬
間
で

も
あ
っ
た
。
第
五
章
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
既
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
史
が
悪
夢
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
つ
つ
あ

る
こ
と
を
分
析
し
た
。 

 

第
三
章
で
は
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
け
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
の
亡
霊
表
象
を
検
討
し
た
。
デ
ク
ラ
ン
・

カ
イ
バ
ー
ド(D

e
cla

n
 K

ib
e
rd

)

は
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
が
人
は
い
か
に
過
去
や
死
者
に
囚
わ
れ
て
い
る
か
を

教
え
て
く
れ
る
作
品
だ
と
述
べ
て
い
る
が([2

0
0
9
] 4

8
)

、
母
の
命
日
が
近
づ
い
て
、
ま
す
ま
す
悲
嘆
に
暮
れ

る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
、
マ
リ
ガ
ン
の
無
神
経
な
言
葉
と
行
為
に
よ
っ
て
、
夢
で
見
た
母
の
亡
霊
の
記
憶
が
歪

め
ら
れ
て
し
ま
う
。
第
一
節
と
第
二
節
で
は
「
ひ
ど
い
死
に
方(b

e
a
stly

 d
e
a

d
)

」
と
い
う
マ
リ
ガ
ン
の
台

詞
が
、
動
物
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
脳
裡
に
取
り
憑
く
様
子
を
分
析

し
た
。
ま
た
第
三
節
で
は
、
「
ふ
た
り
の
主
人
」
に
仕
え
る
「
召
使
い
」
と
し
て
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
自
己

意
識
を
分
析
し
、
召
使
い
で
も
教
師
で
も
な
く
、
生
か
ら
学
び
続
け
る
者
で
あ
ろ
う
と
す
る
彼
の
決
意
と
、

そ
れ
が
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
を
可
能
態
と
し
て
書
き
換
え
る
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
を
論
じ
た
。 

 

第
一
節
「
「
テ
レ
マ
キ
ア
」
に
お
け
る
動
物
の
イ
メ
ジ
ャ
リ
ー
と
母
の
亡
霊
―
―
食
屍
鬼
、
獣
、
亡
霊
」
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で
は
、
動
物
の
比
喩
を
手
が
か
り
に
、
「
母
の
亡
霊
」
の
表
象
を
分
析
し
た
。
第
一
挿
話
に
お
い
て
、
マ
ー

テ
ロ
塔
に
同
居
す
る
バ
ッ
ク
・
マ
リ
ガ
ン
は
、
あ
る
と
き
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
を
「
ひ
ど
い
死
に
方(b

e
a
s
tly

 

d
e
a

d
)

」
を
し
た
と
評
す
る
。
尤
も
彼
は
あ
く
ま
で
も
強
調
の
副
詞
と
し
てb

e
a

stly

と
い
う
単
語
を
使
う

の
だ
が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
こ
の
言
葉
を
文
字
通
り
の
「
獣
の
よ
う
に
」
と
い
う
意
味
に
捉
え
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
繰
り
返
し
夢
に
現
れ
た
母
の
亡
霊
は
、
極
め
て
お
ぞ
ま
し
い
「
食
屍
鬼(g

h
o
u

l)

」
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
彼
が
母
の
臨
終
の
願
い
を

無
視
し
て
、
祈
ら
な
か
っ
た
が
故
に
起
こ
る
「
内
心
の
呵
責
」
が
関
わ
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ

ン
は
第
二
挿
話
で
自
ら
を
「（
祖
）
母
を
埋
め
て
い
る
狐
」
、
し
か
も
「
毛
に
強
奪
し
た
獲
物
の
血
の
臭
い
を

さ
せ
た
」
狐
に
自
ら
を
擬
え
る
。
つ
ま
り
、
第
一
挿
話
の
夢
の
中
で
は
母
が
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
食
ら
お
う
と

す
る
が
、
こ
こ
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
反
転
し
て
お
り
、
臨
終
の
際
に
祈
り
を
拒
否
し
た
が
た
め
に
彼
は
母
に
安

ら
か
な
死
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
言
う
な
れ
ば
母
を
殺
し
た
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
識
を

抱
え
た
ま
ま
、
第
三
挿
話
「
プ
ロ
テ
ウ
ス
」
で
彼
は
海
岸
を
歩
き
な
が
ら
思
索
を
重
ね
る
わ
け
だ
が
、
こ
の

挿
話
で
彼
が
目
撃
す
る
二
匹
の
犬
に
着
目
し
た
。
溺
死
し
た
犬
に
駆
け
寄
っ
て
は
、
砂
浜
を
掘
る
生
き
た
犬

を
見
て
、
彼
は
「
こ
の
犬
も
ま
た
祖
母
を
埋
め
た
の
か
な
？
」
と
考
え
る
。
つ
ま
り
母
を
殺
め
た
狐
と
し
て

の
意
識
か
ら
、
溺
死
し
た
犬
の
方
に
彼
は
自
ら
の
運
命
を
見
出
す
。
こ
こ
で
彼
は 

“p
o
o
r d

o
g
sb

o
d

y
’s

 b
o
d

y
”

と
考
え
て
お
り
、
マ
リ
ガ
ン
が
戯
れ
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
を
呼
ん
だ“d

o
g
s
b
o
d

y
”

（「
使
い
走
り
」）
に
お
い
て
、

死
体(b

o
d

y
)

の
意
が
前
景
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

第
二
節
「「
キ
ル
ケ
」
に
お
け
る
犬
と
狐
の
表
象―

―
W

h
o
 is

 b
e
a
stly

 d
e
a

d
?

」
で
は
、
こ
の
日
葬
儀
が

行
わ
れ
た
パ
デ
ィ
・
デ
ィ
グ
ナ
ム
が
亡
霊
と
し
て
現
れ
る
第
十
五
挿
話
「
キ
ル
ケ
」
に
お
い
て
、
犬
が
亡
霊

に
転
生
す
る
こ
と
の
意
義
を
考
察
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
母
の
死
と
い
う
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
ト
ラ
ウ
マ
的

体
験
は
、
母
の
亡
霊
と
デ
ィ
グ
ナ
ム
の
亡
霊
の
両
者
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
不
遇
を
被
っ
て
き
た
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
人
全
体
へ
と
象
徴
的
に
結
び
付
け
ら
れ
得
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
個
人
史

と
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
社
会
史
は
亡
霊
を
通
じ
て
架
橋
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
、
本
節
後
半
で
は
「
キ
ル
ケ
」
挿
話
で
犬
が
様
々
な
犬
種
を
経
て
、
最
終
的
に
デ

ィ
グ
ナ
ム
の
亡
霊
に
転
生
し
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
た
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
亡
霊
の
手
足
が
食
屍
鬼
に

よ
っ
て
食
い
ち
ぎ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り(“g

h
o
u

lea
te

n
”)

、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
も
ま
た
屍
体
の
腐
敗

が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
母
の
亡
霊
に
向
か
っ
て
、「
食
屍
鬼
め
！ 

ハ
イ
エ
ナ
！
」

と
叫
ぶ
。
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
雌
豚
」
の
語
源
を
持
つ
ハ
イ
エ
ナ
は
、
外
見
的
に
も
犬
や
狐
と
似
て
お
り
、
ま

さ
に
屍
肉
を
食
ら
う

g
h

o
u

l

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
亡
霊
は
動
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
幾
重
に
も

重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
論
は“b

e
a

stly
 d

e
a

d
”

の
重
層
的
な
意
味
と
は
、
溺
死
で
あ
れ
、
病
死
で

あ
れ
、「
終
油
の
秘
蹟
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
突
然
死
、
す
な
わ
ち
人
間
と
し
て
「
正
し
く
」

死
ぬ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
た
ち
の
総
合
的
な
象
徴
と
し
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
全
体
の
歴
史
的
不
遇

を
暗
示
す
る
の
で
は
な
い
か
と
結
論
づ
け
た
。 

 

第
三
節
「
ふ
た
り
の
主
人
に
仕
え
る
召
使
い
と
し
て
の
自
己
意
識
―
―
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
（
二
）
」
で

は
、
前
章
第
三
節
で
検
討
し
た
悪
夢
と
し
て
の
歴
史
と
い
う
問
題
を
引
き
続
き
考
察
し
た
。
多
く
の
先
行
研

究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
第
一
挿
話
に
登
場
す
る
三
人
の
若
者
は
、
当
時
の
英
国
に
よ
る
帝
国
主
義
的
歴
史
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状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
ヘ
イ
ン
ズ
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
り
、
マ
リ
ガ
ン
は
英
国
に
阿
る
こ
と
で
他
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
人
を
抑
圧
す
る
「
簒
奪
者
」、
そ
し
て
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
そ
の
ど
ち
ら
の
権
力
に
も
属
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
し
て
象
徴
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
ヘ

イ
ン
ズ
に
向
か
っ
て
、
「
僕
は
ふ
た
り
の
主
人
の
召
使
い
な
の
さ
」
と
言
い
放
つ
。
こ
の
ふ
た
り
の
主
人
と

は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
英
帝
国
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
だ
が
、
会
話
の
間
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
意
識
の

流
れ
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
「
狂
気
の
女
王
、
年
老
い
て
い
て

嫉
妬
深
い
。
我
の
前
に
跪
け
」
―
―
こ
こ
に
は
当
時
の
言
説
に
お
け
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
形
容
と
、
次

節
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
母
の
亡
霊
の
描
写
が
混
交
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
は
一
人
の
女
王
に
ふ
た
り
の
主
人
の
属
性
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
わ
け
だ
。 

 

一
方
、
第
二
挿
話
で
親
英
派
の
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
の
校
長
、
デ
ィ
ー
ジ
ー
と
の
会
話
に
は
ふ
た

つ
の
歴
史
観
の
対
立
が
見
ら
れ
る
。
デ
ィ
ー
ジ
ー
は
歴
史
は
「
神
の
顕
現
」
に
向
か
っ
て
い
る
と
断
言
す
る

が
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
は
「
歴
史
と
は
…
…
僕
が
目
覚
め
よ
う
と
し
て
い
る
悪
夢
な
の
で
す
」
と
異
論
を
唱
え

る
。
そ
の
後
、
神
を
「
通
り
の
叫
び
声
」
と
「
子
ど
も
た
ち
の
勝
利
の
雄
叫
び
」
に
擬
え
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

は
、
歴
史
と
は
あ
く
ま
で
も
勝
者
に
よ
る
記
述
で
あ
っ
て
、
敗
者
は
沈
黙
し
続
け
る
し
か
な
い
と
い
う
勝
者

決
定
の
論
理
を
遠
回
し
に
言
い
当
て
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
も
し
ピ
ュ
ロ
ス
が
ア

ル
ゴ
ス
で
老
婆
の
手
に
掛
か
ら
な
か
っ
た
と
し
た
ら
」
と
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
歴
史
の
あ
り
得
た
か
も
し
れ

な
い
複
数
の
可
能
態
に
自
覚
的
で
あ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
同
時
に
彼
が
「
教
師
」
で
は
な
く
「
学
ぶ
者
」
と

し
て
の
自
己
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
通
底
す
る
。
つ
ま
り
、
ホ
メ
ロ
ス
と
の
対
応
関
係
で
は
賢
者
ネ
ス

ト
ル
で
あ
る
は
ず
の
デ
ィ
ー
ジ
ー
校
長
か
ら
、
彼
が
歴
史
観
を
学
ば
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
も
う
一
人

別
の
賢
者
か
ら
歴
史
を
学
び
、
や
が
て
は
自
身
が
歴
史
の
書
き
手
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
人

の
賢
者
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
ブ
ル
ー
ム
で
あ
り
、
ブ
ル
ー
ム
の
ユ
ダ
ヤ
性
は
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
歴
史

と
結
び
つ
い
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
こ
こ
で
ま
だ
確
固
た
る
歴
史
観
を
抱
く
こ
と
が
で
き
な
い
で
い

る
こ
と
は
、
「
大
き
な
物
語
」
と
し
て
の
歴
史
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
祖
国
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
状
況
を
暗

示
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
い
わ
ば
歴
史
の
可
能
態
で
あ
り
、
や
が
て
実
現
態
の
可
能
性
を

含
む
も
の
で
あ
る
。 

 

後
に
芸
術
家
と
な
る
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
、
未
だ
形
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
複
数
の
可
能
態
か
ら
作
り
出

し
た
実
現
態
―
―
そ
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
ジ
ョ
イ
ス
の
作
品
で
あ
る
。
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
一
日
で
あ
る
一
九

〇
四
年
六
月
十
六
日
か
ら
百
年
以
上
の
時
間
が
経
過
し
た
今
日
、
我
々
研
究
者
も
含
め
て
多
く
の
人
々
は
、

当
時
の
ダ
ブ
リ
ン
を
ジ
ョ
イ
ス
の
作
品
を
通
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
が
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
社
会
の
精
神
的
麻
痺
と
い
う
当
時
の
歴
史
的
状
況
を
、『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
が
そ
こ
か

ら
抜
け
出
そ
う
と
す
る
若
者
の
苦
悩
を
、
そ
し
て
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
が
一
九
〇
四
年
六
月
十
六
日
と
い
う
あ

り
し
日
の
ダ
ブ
リ
ン
の
姿
を
映
し
出
す
と
き
、
ジ
ョ
イ
ス
が
掲
げ
た
作
品
と
い
う
鏡
は
ひ
と
つ
の
歴
史
を

映
し
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
か
ら
見
れ
ば
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
が
志
向
し
て
い
た
可
能
態
は
、
物
語

＝
芸
術
作
品
と
い
う
形
で
後
世
に
生
き
残
る
こ
と
で
実
現
態
＝
「
ひ
と
つ
の
歴
史
」
と
し
て
機
能
し
た
の
で

あ
り
、
今
尚
機
能
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
可
能
態
と
し
て
の
歴
史
が
、
作
品
と
い
う
形
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相
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
実
現
態
と
し
て
の
力
を
発
揮
す
る
と
き
、
ひ
と
つ
の
歴
史
＝
現
実
が
構
築
的

に
産
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
実
証
主
義
的
に
歴
史
家
が
記
述
す
る
ど
ん
な
正
確
な
歴
史
（
学
）
よ
り
も
、

ジ
ョ
イ
ス
の
作
品
は
今
日
の
我
々
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い
〈
歴
史
〉
で
あ
り
、
そ
れ
は
政
治
的
支
配
が
終

わ
っ
た
今
日
に
お
い
て
も
尚
続
く
文
化
的
支
配
に
対
す
る
抵
抗
の
拠
り
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
う
な
ら
ば
、

大
文
字
の
歴
史
に
対
す
る
文
学
の
政
治
的
勝
利
で
あ
る
。 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
一
人
の
無
知
な
人
間
が
知
識
を
獲
得
し
て
理
性
（
思
考
能
力
）
を
働
か
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
ま
た
、
可
能
態
と
実
現
態
と
い
う
用
語
で
説
明
し
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

と
い
う
未
だ
何
も
の
で
も
な
い
若
者
が
、『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
で
の
言
わ
ば
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
状
態
か
ら
抜

け
だ
し
、
後
に
作
家
ジ
ョ
イ
ス
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
に
着
目
す
る
と
き
、
可
能
態
か
ら
実
現
態
へ
と
至
る

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
読
者
は
眺
め
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
サ
イ
ー
ド
が
定
義
す
る
「
亡

命
者
に
し
て
周
縁
に
位
置
す
る
」
知
識
人
が
誕
生
す
る
ま
で
の
物
語
を
本
論
は
提
示
し
た
の
で
あ
る
。 
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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス 

『
心
と
は
何
か
』
桑
子
敏
雄
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
九
年
。 

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
、
ル
イ 

『
再
生
産
に
つ
い
て
―
―
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
諸
装
置
』

西
川
長
夫
・
伊
吹
浩
一
・
大
中
一
彌
・
今
野
晃
・
山
家
歩
訳
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
。 

イ
ー
グ
ル
ト
ン
、
テ
リ
ー 

『
学
者
と
反
逆
者
―
―
19
世
紀
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
』
大
橋
洋
一
・
梶
原
克
教
訳
、

松
柏
社
、
二
〇
〇
八
年
。 

イ
プ
セ
ン
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク 

『
幽
霊
』
原
千
代
海
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
六
年
。 

エ
リ
オ
ッ
ト
、
T
・
S 

「
異
神
を
追
い
て
―
―
近
代
異
端
入
門
の
書
―
―
」
中
橋
一
夫
訳
『
エ
リ
オ
ッ

ト
選
集
第
三
巻
』
彌
生
書
房
、
一
九
五
九
年
。 

大
島
一
彦 

『
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
ジ
ヨ
イ
ス
と
D
・
H
・
ロ
レ
ン
ス
』
旺
史
社
、
一
九
八
八
年
。 

岡
野
憲
一
郎 

『
新 

外
傷
性
精
神
障
害
―
―
ト
ラ
ウ
マ
理
論
を
越
え
て
―
―
』
岩
崎
学
術
出
版
社
、
二
〇

〇
九
年
。 

桶
谷
秀
昭 

『
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
〈
新
装
版
〉』（
一
九
六
四
年
）
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
八
〇
年
。 

小
此
木
啓
吾
編 

『
精
神
分
析
事
典
』
岩
崎
学
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。 

小
田
基 

『
ジ
ョ
イ
ス
へ
の
道
』
研
究
社
出
版
、
一
九
七
九
年
。 

金
井
嘉
彦 

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
の
詩
学
』
東
信
堂
、
二
〇
一
一
年
。 

---.  

「“q
u

e
e
r”

の
裏
側
と
「
無
関
心
な
大
衆
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
：
ジ
ョ
イ
ス
の
「
姉
妹
た
ち
」
再
考
」

『
言
語
文
化
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
四
年
、
三
―
二
〇
頁
。 

---.  

「
一
九
〇
四
年
の
「
姉
妹
た
ち
」
、
あ
る
い
は
一
一
〇
年
の
パ
ラ
ラ
ッ
ク
ス
」
『
ジ
ョ
イ
ス
の
罠
―
―

『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・
吉
川
信
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六
年
、
三
五
―

五
四
頁
。 

---.  

「
沈
黙
の
美
学
へ
と
向
か
う
ジ
ョ
イ
ス
の
〈
意
味
〉
の
引
き
算
と
足
し
算
」『
21
世
紀
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

ジ
ョ
イ
ス
―
―
未
だ
知
ら
れ
ざ
る
入
り
口
へ
』
金
井
嘉
彦
・
南
谷
奉
良
・
小
林
広
直
、
東
京
・
下
北

沢B
&

B

、
二
〇
一
七
年
二
月
四
日
（
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
）。 
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---.  
「
沈
黙
の
美
学
へ
―
―
ジ
ョ
イ
ス
の
『
こ
の
人
を
見
よ

エ

ッ

ケ

・

ホ

モ

』
論
に
見
る
〈
劇
〉
と
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
の
埋

葬
」『
言
語
文
化
』
第
五
三
号
、
二
〇
一
七
年
、
一
七
―
三
四
頁
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川
口
喬
一 
「“T

h
a
t R

o
sicru

cia
n

 T
h

e
re

”

―
―J

o
y
ce

の‘T
h

e
 S

iste
rs

’

推
敲
の
問
題
」『
英
文
学
研
究
』

第
四
二
号
、
一
九
六
六
年
、
一
五
九
―
七
〇
頁
。 

---.  

『『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
演
義
』
研
究
社
出
版
、
一
九
九
四
年
。 

川
口
喬
一
・
岡
本
靖
正
編 
『
最
新
文
学
批
評
用
語
辞
典
』
研
究
社
、
一
九
九
八
年
。 

河
原
真
也 

「「
死
者
た
ち
」
に
み
る
カ
ト
リ
ッ
ク
中
流
階
級
の
諸
相
―
―
ウ
ェ
ス
ト
・
ブ
リ
ト
ン
／
大
学

問
題
／
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
西
部
」『
ジ
ョ
イ
ス
の
罠
―
―
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・

吉
川
信
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六
年
、
三
五
一
―
七
一
頁
。 

北
村
富
治 

『『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
註
解
』
洋
泉
社
、
二
〇
〇
九
年
。 

吉
川
信 

「
ダ
フ
ィ
ー
氏
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
―
―
恋
物
語
と
し
て
の
「
痛
ま
し
い
事
件
」」『
中
央
英
米
文
学
』

第
二
〇
号
、
一
九
八
六
年
、
一
六
―
二
七
頁
。 

---.  

「
序 

は
じ
ま
り
の
ジ
ョ
イ
ス
―
―
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
へ
の
誘
い
」『
ジ
ョ
イ
ス
の
罠
―
―
『
ダ
ブ

リ
ナ
ー
ズ
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・
吉
川
信
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六
年

a

、
一
三
―
三
四

頁
。 

---.  

「
死
者
た
ち
の
寛
容
―
―
ジ
ョ
イ
ス
の
抒
情
の
ア
ポ
ロ
ギ
ア
」『
ジ
ョ
イ
ス
の
罠
―
―
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー

ズ
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・
吉
川
信
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六
年b

、
三
七
三
―
九
五
頁
。 

木
ノ
内
敏
久 

「
グ
レ
イ
ス(“G

ra
ce

”)

の
ダ
ブ
リ
ン
的
受
容
」
『
ジ
ョ
イ
ス
の
罠
―
―
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』

に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・
吉
川
信
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六
年
、
三
〇
五
―
二
七
頁
。 

ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ
、
ジ
ュ
リ
ア 

『
恐
怖
の
権
力
』
枝
川
昌
男
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
四
年
。 

小
島
基
洋 

『
ジ
ョ
イ
ス
探
検
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。 

小
林
秀
雄 

「
モ
ォ
ツ
ァ
ル
ト
」
『
モ
ォ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』
新
潮
文
庫
、
一
九
八
四
年
、
七
―

七
〇
頁
。 

小
林
広
直 

「J
a

m
e
s
 J

o
y
ce

「
姉
妹
た
ち
」
に
お
け
る
「
不
気
味
な
も
の
」
と
ト
ラ
ウ
マ
を
描
く
こ
と
」

『
ほ
ら
い
ず
ん
（
早
稲
田
大
学
英
米
文
学
研
究
会
）』
第
四
一
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
三
―
二
六
頁
。 

---.  

「
回
想
に
よ
る
時
間
の
圧
縮
と
逆
行─
─

『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
第
１
章
に
お
け
る
時
間
軸

の
歪
み
に
つ
い
て─

─

」J
o
y
cea

n
 J

a
p

a
n

 2
7

、
二
〇
一
六
年
、
二
〇
―
三
五
頁
。 

コ
フ
マ
ン
、
P
編 

『
フ
ロ
イ
ト
＆
ラ
カ
ン
事
典
』
佐
々
木
孝
次
訳
、
弘
文
堂
、
一
九
九
七
年
。 

シ
ェ
マ
マ
、
R 

ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ル
シ
ュ
、
B
編 

『
新
版 

精
神
分
析
事
典
』
小
出
浩
之
他
訳
、
弘
文

堂
、
二
〇
〇
二
年
。 

清
水
重
夫 

「
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
ム
の
幻
覚
」
『
早
稲
田
大
学
英
文
学
会
英
文
学
』
第
四
四
号
、
一
九

七
六
年
、
一
二
七
―
三
八
頁
。 

下
楠
昌
哉 

「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
で
は
書
け
た
は
ず
が
な
か
ろ
う
―
―
ヒ
ュ
ー
・
ケ
ナ
ー
『
肖
像
』
論
に
お
け

る
作
者
ジ
ョ
イ
ス
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
関
係
性
」『
ジ
ョ
イ
ス
の
迷
宮

ラ
ビ
リ
ン
ス

―
―
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
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肖
像
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・
道
木
一
弘
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六
年
、
二
〇
一
―
一
九
頁
。 

ジ
リ
ボ
ン
、
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク 

「
不
気
味
な
笑
い
」『
笑
い
／
不
気
味
な
も
の
―
―
付
：
ジ
リ
ボ
ン
「
不

気
味
な
笑
い
」』
H
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
S
・
フ
ロ
イ
ト
、
原
章
二
訳
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二

〇
一
六
年
、
二
七
五
―
三
五
〇
頁
。 

田
中
恵
理 

「
自
伝
性
と
虚
構
性
の
再
考
―
―
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
に
お
け
る
ず
れ
た
時
間
軸
の

狭
間
か
ら
」
『
ジ
ョ
イ
ス
の
迷
宮

ラ
ビ
リ
ン
ス

―
―
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・

道
木
一
弘
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六
年
、
七
七
―
九
六
頁
。 

高
橋
和
久 

「
近
代
の
医
者
な
ら
彼
を
何
と
呼
ぶ
だ
ろ
う
か
―
―
ジ
ョ
イ
ス
「
痛
ま
し
い
事
故
」
を
素
朴
に

読
む
」『
静
か
な
る
中
心
：
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
読
む
』
工
藤
昭
雄
編
、
南
雲
堂
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇

四
―
二
三
頁
。 

 

高
橋
渡 

「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
―
―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
小
説
と
し
て
の
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』」『
英
文

学
の
内
な
る
外
部
』
山
崎
弘
行
編
、
松
柏
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
九
二
―
三
一
七
頁
。 

滝
沢
玄 

「
レ
ー
ス
の｢

跡｣

―
―
「
レ
ー
ス
の
後
」
の
余
計
／
予
型
論
」
『
ジ
ョ
イ
ス
の
罠
―
―
『
ダ
ブ
リ

ナ
ー
ズ
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・
吉
川
信
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
一
九
―
三
八
頁
。 

田
多
良
俊
樹 

「
薔
薇
十
字
会
員
の
亡
霊
を
降
ろ
す
／
祓
う
こ
と
―
―
ジ
ョ
イ
ス
「
姉
妹
」
の
改
稿
と
イ
ェ

イ
ツ
へ
の
応
答
」『
幻
想
と
怪
奇
の
英
文
学Ⅱ

』
東
雅
夫
・
下
楠
昌
哉
／
責
任
編
集
、
春
風
社
、
二
〇

一
六
年
、
三
七
―
五
八
頁
。 

田
野
大
輔 

「
ヒ
ト
ラ
ー
の
真
の
敵
―
―
芸
術
の
政
治
化
の
た
め
に
―
―
」『
大
阪
経
大
論
集
』
第
五
四
巻

第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
、
九
五
―
一
一
三
頁
。 

都
留
信
夫 

「
イ
ギ
リ
ス
小
説
の
中
の
ギ
リ
シ
ア
神
話
」『
ギ
リ
シ
ア
神
話
と
英
米
文
化
』
大
修
館
書
店
、

一
九
九
一
年
、
二
〇
五
―
三
九
頁
。 

デ
リ
ダ
、
ジ
ャ
ッ
ク 

「
歓
待
、
正
義
、
責
任 

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
と
の
対
話
」
安
川
慶
治
訳
、『
批
評

空
間Ⅱ

』
第
二
三
号
、
一
九
九
九
年a

、
一
九
二
―
二
〇
九
頁
。 

---.  

『
歓
待
に
つ
い
て
―
―
パ
リ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
記
録
―
―
』
廣
瀬
浩
司
訳
、
産
業
図
書
、
一
九
九
九

年b

。 

---.  

『
マ
ル
ク
ス
の
亡
霊
た
ち
』
増
田
一
夫
訳
、
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
七
年
。 

道
木
一
弘 

「「
死
ん
だ
女
」
の
声
を
聞
く
こ
と
―
―
ジ
ョ
イ
ス
の
「
痛
ま
し
い
事
件
」
に
お
け
る
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
社
会
と
リ
ア
リ
ズ
ム
の
問
題
」『
イ
ギ
リ
ス
小
説
ノ
ー
ト
』
第
一
一
号
、
一
九
九
九
年
、
一
五
九

―
七
四
頁
。 

---.  

『
物
・
語
り
の
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』』
南
雲
堂
、
二
〇
〇
九
年
。 

道
家
英
穂 

「
死
者
へ
の
冒
瀆
と
愛
―
―
『
若
い
芸
術
家
の
肖
像
』
と
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』」『
死
者
と
の
邂
逅

―
―
西
欧
文
学
は
〈
死
〉
を
ど
う
と
ら
え
た
か
』
作
品
社
、
二
〇
一
五
年
、
二
〇
四
―
三
二
頁
。 

ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
ジ
ル 

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ 

『
千
の
プ
ラ
ト
ー
―
―
資
本
主
義
と
分
裂
症
』
宇
野
邦

一
、
田
中
敏
彦
、
小
沢
秋
広
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
年
。 

戸
田
勉 

「
パ
ー
ネ
ル
の
亡
霊
―
―
ジ
ョ
イ
ス
と
イ
ェ
イ
ツ
の
場
合
」『
山
梨
英
和
大
学
紀
要
』
第
九
号
、
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二
〇
一
〇
年
、
六
九
―
八
三
頁
。 

---.  
「
一
幕
劇
と
し
て
の
「
蔦
の
日
の
委
員
会
室
」」『
ジ
ョ
イ
ス
の
罠
―
―
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
に
嵌
る
方

法
』
金
井
嘉
彦
・
吉
川
信
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六
年
、
二
六
三
―
八
二
頁
。 

 

中
嶋
英
樹 
「「
死
者
た
ち
」
に
お
け
る
亡
霊
の
明
か
り
と
呼
び
か
け
―
―
心
霊
主
義
を
中
心
に
」『
ジ
ョ
イ

ス
の
罠
―
―
『
ダ
ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・
吉
川
信
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六

年
、
三
二
九
―
四
九
頁
。 

ハ
ー
マ
ン
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
L 

『
心
的
外
傷
と
回
復
〈
増
補
版
〉
』
中
井
久
夫
訳
、
小
西
聖
子
解
説
、
み

す
ず
書
房
、
一
九
九
九
年
。 

バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
、
エ
ミ
ー
ル 

『
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
制
度
語
彙
集Ⅰ

』
前
田
耕
作
監
修
、
蔵
持
不

三
也
他
訳
、
言
叢
社
、
一
九
九
七
年
。 

福
田
恆
存 

「
ジ
ョ
イ
ス
」
『
西
歐
作
家
論
』
講
談
社
、
一
九
六
六
年
、
一
九
四
―
二
〇
三
頁
。 

ブ
ロ
イ
ア
ー
、
ヨ
ー
ゼ
フ 

フ
ロ
イ
ト
、
ジ
ー
ク
ム
ン
ト 

『
ヒ
ス
テ
リ
ー
研
究
（
下
）
』
金
関
猛
訳
、
ち

く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
。 

フ
ロ
イ
ト
、
ジ
ー
ク
ム
ン
ト 

「
想
起
、
反
復
、
徹
底
操
作
」
『
フ
ロ
イ
ト
著
作
集
６
』
井
村
恒
郎
、
小
此

木
啓
吾
他
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
七
〇
年
、
四
九
―
五
八
頁
。 

---.  

「
科
学
的
心
理
学
草
稿
」『
フ
ロ
イ
ト
著
作
集
７ 

ヒ
ス
テ
リ
ー
研
究 

他
』
懸
田
克
躬
・
小
此
木
啓

吾
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
七
四
年
、
二
三
一
―
三
一
四
頁
。 

---.  

『
自
我
論
集
』
竹
田
青
嗣
編
、
中
山
元
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
六
年
。 

---.  

「
不
気
味
な
も
の
」『
フ
ロ
イ
ト
全
集
17
』
須
藤
訓
任
・
藤
野
寛
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
一

―
五
二
頁
。 

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー 

「
複
製
技
術
の
時
代
に
お
け
る
芸
術
作
品
」
高
木
久
雄
、
高
原
宏
平
訳
、『
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
著
作
集
２
』
晶
文
社
、
一
九
七
〇
年
、
八
―
五
九
頁
。 

丸
谷
才
一 

『
6
月
16
日
の
花
火
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
。 

南
谷
覺
正 

「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
の
「
痛
ま
し
い
事
故
」」『
群
馬
大
学
社
会
情
報
学
部
研
究
論
集
』

第
一
三
巻
、
二
〇
〇
六
年
、
二
九
―
四
九
頁
。 

南
谷
奉
良 

「
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
・
メ
カ
ニ
ク
ス
―
―
「
複
写
」
の
機
械
式
韻
文
」
『
ジ
ョ
イ
ス
の
罠
―
―
『
ダ

ブ
リ
ナ
ー
ズ
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・
吉
川
信
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六
年

a

、
一
九
九
―

二
二
一
頁
。 

 

---.  

「
芸
術
と
生
と
情
熱
の
〈
エ
ゴ
シ
ス
テ
ム
〉
―
―
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
の
『
若
き
生
の
断
章
』

（“C
h

a
p

te
rs in

 th
e
 L

ife
 o

f a
 Y

o
u

n
g
 M

a
n

”

）」J
o
y
cea

n
 J

a
p

a
n

 2
7

、
二
〇
一
六
年b

、
四
―

一
九
頁
。 

---. 
 

「
お
ね
し
ょ
と
住
所
―
―
流
動
し
、
往
復
す
る
生
の
地
図
」『
ジ
ョ
イ
ス
の
迷
宮

ラ
ビ
リ
ン
ス

―
―
『
若
き
日
の

芸
術
家
の
肖
像
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・
道
木
一
弘
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六
年c

、
三
五
―

五
五
頁
。 
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---.  
「
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
が
で
き
る
ま
で
―
―
三
つ
の
〈
肖
像
〉
」
『
ジ
ョ
イ
ス
の
迷
宮

ラ
ビ
リ
ン
ス

―
―

『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・
道
木
一
弘
編
著
、
言
叢
社
、
二
〇
一
六

年d
、
二
四
八
―
五
一
頁
。 

---.  

「〈
書
か
れ
な
さ
〉
を
書
く
ジ
ョ
イ
ス
―
―
イ
ッ
ト
と
シ
ル
エ
ッ
ト
の
方
法
論
」
『
21
世
紀
の
ジ
ェ
イ

ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
―
―
未
だ
知
ら
れ
ざ
る
入
り
口
へ
』
金
井
嘉
彦
・
南
谷
奉
良
・
小
林
広
直
、
東
京
・

下
北
沢B

&
B

、
二
〇
一
七
年
二
月
四
日
（
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
）。 

宮
田
恭
子 

『
ジ
ョ
イ
ス
研
究
』
小
沢
書
店
、
一
九
八
八
年
。 

結
城
英
雄 

『『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
の
謎
を
解
く
』
集
英
社
、
一
九
九
九
年
。 

---.  

『
ジ
ョ
イ
ス
を
読
む
―
―
二
十
世
紀
最
大
の
言
葉
の
魔
術
師
』
集
英
社
新
書
、
二
〇
〇
四
年
。 

---.  

「『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
に
お
け
る
亡
霊
た
ち
」
『
亡
霊
の
イ
ギ
リ
ス
文
学 

豊
穣
な
る
空
間
』
富
士
川
義

之
・
結
城
英
雄
編
、
国
文
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
四
三
―
五
五
頁
。 

横
内
一
雄 

「
盲
者
の
視
覚
―
―
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
に
お
け
る
語
り
と
視
覚
」『
ジ
ョ
イ
ス
の

迷
宮

ラ
ビ
リ
ン
ス

―
―
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
に
嵌
る
方
法
』
金
井
嘉
彦
・
道
木
一
弘
編
著
、
言
叢
社
、

二
〇
一
六
年
、
一
二
一
―
三
七
頁
。 

米
本
義
孝 

『
言
葉
の
芸
術
家
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
―
―
『
ダ
ブ
リ
ン
の
人
び
と
』
研
究
』
南
雲
堂
、

二
〇
〇
三
年
。 

ラ
プ
ラ
ン
シ
ュ
／
ポ
ン
タ
リ
ス 

『
精
神
分
析
用
語
辞
典
』
村
上
仁
監
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
七
年
。 
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